
取扱説明書



表記と記載内容について

マーク 内容

警告

重大事故や命にかかわるけが
を未然に防ぐために必ず守っ
ていただきたいことです。

環境

環境保護のためのアドバイ
スや守っていただきたいこ
とです。

注意

けがや事故、車の損傷を未然
に防ぐため、必ず守っていた
だきたいことです。

知識

知っていると便利なことや、
知っておいていただきたいこ
とです。

操作手順などを示してい
ます。

（ ページ） 関連する内容が他のページに
もあることを示しています。



メルセデス・ベンツ車をお買い上げいた
だきありがとうございます

運転される前に、この取扱説明書をお読
みいただき、特に安全面と警告事項に
ついてのご理解を深めてください。お客
様自身と周りの人々を危険から守り、お
車を最大限に楽しんでいただくことがで
きます。

お客様の車両の装備や名称はオプション
や仕様により異なる場合があります。記
載されているすべての機能がお客様の車
両には装備されていない場合があること
にご留意ください。

表紙の画像はイメージであり、日本仕様
とは異なる場合があります。

この取扱説明書のイラストは主に左ハン
ドル車のものを使用しています。右ハン
ドル車では、車両の部品の配置や位置、
そして操作方法が異なる場合があります
ので、ご注意ください。

取扱説明書には を上回る車
両速度での性能データおよび車両状況も
記載されています。ただし、公道を走
行するときは常に、その場所で適用され
る法定速度または制限速度に従ってくだ
さい。

メルセデス・ベンツは車両を最先端にす
る改良を絶えず行なっています。

そのため、デザイン、装備などが予告な
く変更されることがあり、 この取扱説明
書に含まれる記述やイラストと異なる場
合があります。

以下のものは、車両の一部ですので、 常
に車両に搭載してください。

取扱説明書

整備手帳

車両に付属のすべての補足版

また次のオーナーに車両をお譲りになる
場合は、必ずすべての書類をお渡しくだ
さい。

の技術文献チームはお客様
が安全で快適な運転をされることを望ん
でいます。

メルセデス・ベンツ日本株式会社



車両に搭載されている取扱説明書について

デジタル版取扱説明書

デジタル版取扱説明書には、車両および
システムの取り扱いに関する

情報が記載されています。

ただし、本国仕様の内容など、お車と異
なる記載が含まれています。

デジタル版取扱説明書の操作方法は
ページをご覧ください。

デジタル版取扱説明書の内容に関する訂
正事項は ページ以降に記載してい
ます。

印刷版取扱説明書

印刷版取扱説明書には、車両の取り扱い
方法をはじめ、機能を十分に発揮させる
ための情報や危険な状況を回避するため
の情報、万一のときの処置など車両の取
り扱いに関する全ての情報が記載され
ています。

車両に搭載されている取扱説明書について

本車両には、以下の取扱説明書が搭載されています。

印刷版取扱説明書（本書）

デジタル版取扱説明書（ システムに収録）



車両に搭載されている取扱説明書について

デジタル版取扱説明書の操作方法

デジタル版取扱説明書を閲覧するには、
システムを以下のように操作

します。

ディスプレイ上部にある基本機能バー
で を選択します。

取扱説明書 を選択します。

警告や注意に関する項目を表示するか
どうかを選択し、次へ を選択します。

取扱説明書のメニューが表示されます。

目次

目次には、トピックが印刷版取扱説明書
と同じ順序で記載されています。トピッ
クを選択した後に項目を選択できます。

キーワード検索

記載項目をキーワードで検索できます。



車両に搭載されている取扱説明書について

イメージ検索

記載項目をイメージから検索できます。

操作方法

デジタル版取扱説明書の操作方法が記載
されています。

設定

表

言語や警告・注意事項の表示、イメージ
検索での対象モデルを設定できます。

一つ上の階層に戻る

終了 または を選択します。
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さくいん

あ

アクティブパーキングアシスト
重要な安全上の注意事項････････････
全体的な注意事項･･････････････････
駐車･･････････････････････････････
駐車スペースからの退出････････････
駐車スペースの検知････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

アクティブブラインドスポットアシスト
機能 注意 ･･･････････････････････
設定 解除（マルチファンクションディ
スプレイ）････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

アクティブライトシステム････････････
アクティブレーンキーピングアシスト
機能 注意 ･･･････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

アシストメニュー（マルチファンクション
ディスプレイ）･･････････････････････
アダプティブハイビームアシスト・プラス
作動と解除････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
全体的な注意事項･･････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

アダプティブブレーキ･････････････････
アダプティブブレーキアシスト
機能 注意 ････････････････････････

アダプティブブレーキライト･･･････････
アテンションアシスト
機能 注意 ･･･････････････････････
設定 解除 ･･･････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

アンサーバック機能（マルチファンクション
ディスプレイ）･･････････････････････
安全
子供を乗せるとき･･･････････････････

安全システム
チャイルドセーフティシート･････････

アンビエントライト
色の設定（マルチファンクションディスプ
レイ･･････････････････････････････

照度の設定（マルチファンクションディス
プレイ）･･････････････････････････

イージーエントリー機能
機能 注意 ･･･････････････････････
クラッシュセンサー連動式イージーエグ
ジット機能････････････････････････
設定 解除 ･･･････････････････････

イグニッションロック
参照 キーの位置
イモビライザー･･･････････････････････
インテリジェントライトシステム
設定 解除 ･･･････････････････････
概要･･････････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････
ロービームヘッドライトの左側 右側通
行の設定･･････････････････････････

ウィンタータイヤ
ウィンタータイヤ･･････････････････
スノータイヤスピードリミッター（マルチ
ファンクションディスプレイ）･･････

ウインドウ
清掃･･････････････････････････････
デフロスター･･････････････････････

ウインドウウォッシャー
重要な安全上の注意事項････････････
補給･･････････････････････････････

ウインドウバッグ
機能･･･････････････････････････････

ウォッシャー液
ディスプレイメッセージ････････････

ウッドトリム（清掃）････････････････
運転席
概要･･･････････････････････････････

運転席ドア
参照 ドア
運転のヒント
塩分処理された路面でのブレーキ性能の
制約･･････････････････････････････
オートマチックトランスミッション･･
下り坂勾配････････････････････････
新品のブレーキパッド ライニング ･
スノーチェーン････････････････････



さくいん

滑りやすい路面････････････････････
全体的な注意事項･･････････････････
冬季の走行････････････････････････
慣らし運転の注意事項･･････････････
濡れた路面の走行･･････････････････
ハイドロプレーニング現象･･････････
ブレーキ･･････････････････････････

セラミック強化ブレーキシステム
･････････････････････････････････
表示･････････････････････････

エアコンディショナー
ウインドウの曇り取り･･････････････
エアコンディショナーモードの設定･･
温度の設定････････････････････････
温度の設定（後席独立調整）････････
温度の設定（前後左右独立調整）････
クライメートコントロール（後席独立調
整）･･････････････････････････････
クライメートコントロール（後席独立調整）
の使用に関する情報････････････････
クライメートコントロール（前席左右独立
調整）････････････････････････････
クライメートコントロール（前席左右独立
調整）の使用に関する情報･･････････
コンビニエンスオープニング クロージ
ング（内気循環モード）････････････
作動 停止の切り替え ･････････････
システムの概要････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
ゾーン機能の設定 解除 ･･･････････
送風口の調整･･････････････････････
送風配分の設定････････････････････
送風量の設定･･････････････････････
内気循環モードの設定 解除 ･･･････
フロントウインドウの曇り取り･･････
余熱ヒーター機能の作動 停止 ･････
リアコントロールパネル････････････
リアデフォッガー･･････････････････
リアデフォッガーのトラブル････････
モードの作動 停止････････････
モードのトラブル ･･････････････
モード･･････････････････････

エアコンディショナーシステム
参照 エアコンディショナー

エアバッグ
ウインドウバッグ･･･････････････････
運転席ニーバッグ･･･････････････････
エアバッグの取付位置･･･････････････
サイドバッグ･･･････････････････････
作動･･･････････････････････････････
重要な安全上の注意事項･････････････
フロントエアバッグ（運転席、助手席）
･･････････････････････････････････
ペルビスバッグ･････････････････････

エアフィルター（ディスプレイメッセー
ジ）･･････････････････････････････
エマージェンシーキー
運転席ドアの解錠･･････････････････
機能 注意 ･･･････････････････････
車両の施錠････････････････････････

エレクトロニック・スタビリティ・プログ
ラム
参照 （エレクトロニック・スタビリ
ティ・プログラム）

エンジン
エンジン番号･･････････････････････
オーバーヒート････････････････････
警告灯（エンジン診断）････････････
始動時のトラブル･･････････････････
ジャンプスタート･･････････････････
停止･･････････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

スタートストップ機能･････････
エンジンオイル
エンジンオイルレベルの点検････････
オイルグレード････････････････････
オイルレベルゲージを使用してオイルレベ
ルを点検する･･････････････････････
温度（マルチファンクションディスプレ
イ）･･････････････････････････････
定期的なオイルの交換･･････････････
ディスプレイメッセージ････････････
添加剤････････････････････････････
粘度･･････････････････････････････
補給･･････････････････････････････
油量および消費についての注意･･････
容量･･････････････････････････････
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エンジン自動始動（ スタートストップ
機能）･･････････････････････････････
エンジン自動停止（ スタートストップ
機能）･･････････････････････････････
エンジンジャンプスタート
参照 ジャンプスタート（エンジン）
エンジンの始動
キーによる操作････････････････････
キーレスゴーによる操作････････････

エンジンの電子制御部品
トラブル･･････････････････････････

オーディオシステム
デジタル版取扱説明書をご覧ください

オートマチックトランスミッション
アクセルペダルの位置･･････････････
運転のヒント･･････････････････････
エマージェンシーモード････････････
エンジンの始動････････････････････
オートマチック走行モード･･････････
概要･･････････････････････････････
ギア変速･･････････････････････････
キックダウン･･････････････････････
シフトポジション･･････････････････
シフトポジション表示（セレクターレ
バー）････････････････････････････
シフトポジション表示（
レバー）･･････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
ステアリングのギアシフトパドル････
セレクターレバー（ 車両） ････
走行モード････････････････････････
走行モード表示（セレクターレバー）
走行モード表示（ レ
バー）････････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････
ドライブポジション の選択 ･･･････
トラブル･･････････････････････････
ニュートラル の選択 ･････････････
パーキングポジション の選択 ･････
発進･･････････････････････････････
マニュアル走行モード･･････････････
マニュアル走行モード ･･･････････
リバースギア の選択 ･････････････

レバー ････････････

オートマチックトランスミッションのエマー
ジェンシーモード････････････････････
オートライト
ディスプレイメッセージ････････････

オーバーヘッドコントロールパネル･････
オイル
参照 エンジンオイル
応急用スペアタイヤ
サービスデータ････････････････････
収納･･････････････････････････････
収納スペース･･････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
全体的な注意事項･･････････････････
取り外し･･････････････････････････

オドメーター････････････････････････
温度
エンジンオイル（マルチファンクション
ディスプレイ）････････････････････
外気温度･･････････････････････････
設定（エアコン）･･････････････････
冷却水････････････････････････････
冷却水（マルチファンクションディスプレ
イ）･･････････････････････････････

オンラインおよびインターネットの機能
携帯電話のネットワークプロバイダーのア
クセスデータの手動設定････････････
携帯電話のネットワークプロバイダーのア
クセスデータの選択････････････････
接続の確立および終了･･････････････

か

外気温度表示････････････････････････
解錠
車内から（解錠 施錠スイッチ） ･･･
非常時の解錠･･････････････････････

懐中電灯････････････････････････････
ガソリン････････････････････････････
カップホルダー
重要な安全上の注意事項････････････
センターコンソール････････････････
フロア格納式サードシート･･････････
リアシート････････････････････････
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可変スピードリミッター
解除･･････････････････････････････
機能 注意 ･･･････････････････････
現在の速度の記憶･･････････････････
選択･･････････････････････････････
速度の設定････････････････････････
表示灯････････････････････････

環境保護
全体的な注意事項･･･････････････････

冠水路の走行････････････････････････
キー
位置（イグニッション位置）････････
エマージェンシーキー･･････････････
エンジンの始動････････････････････
機能･･････････････････････････････
コンビニエンスオープニング機能････
コンビニエンスクロージング機能････
集中施錠および解錠････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
設定変更･･････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････
電池の交換････････････････････････
電池の点検････････････････････････
トラブル･･････････････････････････
紛失･･････････････････････････････

キーの位置
キー･･････････････････････････････
キーレスゴースイッチ･･････････････

キーレスゴー
解錠･･････････････････････････････
キーレスゴースイッチ･･････････････
コンビニエンスクロージング機能････
重要な安全上の注意事項････････････
施錠･･････････････････････････････

キーレスゴースイッチ
エンジン始動･･････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

キックダウン
運転のヒント･･････････････････････
マニュアルギアシフト･･････････････

救急セット･･････････････････････････
給油
給油のしかた･･････････････････････

重要な安全上の注意事項････････････
セルフサービスのガソリンスタンド･･
燃料計･････････････････････････････

車両についての注意 ･･････････
参照 燃料

距離レコーダー
参照トリップメーター

緊急時点灯機能･･････････････････････
空気圧
参照 タイヤ空気圧
クリアスイッチ･･････････････････････
クルーズコントロール
解除･･････････････････････････････
機能 注意 ･･･････････････････････
クルーズコントロールレバー････････
現在の速度の記憶および維持････････
作動条件･･････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
選択･･････････････････････････････
速度の設定････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････
表示灯････････････････････････

グローブボックス････････････････････
警告灯 表示灯
エンジン診断･･････････････････････
各部の名称･････････････････････････
シートベルト･･････････････････････
車間距離警告･･････････････････････
助手席エアバッグオフ･･･････････････
ディストロニック・プラス･･････････
燃料タンク････････････････････････
ブレーキ･･････････････････････････
冷却水････････････････････････････
･･････････････････････････････
･････････････････････････････
オフ ････････････････････････
のスポーツハンドリングモード
（可変スピードリミッター） ････
（クルーズコントロール） ･･････
（ディストロニック・プラス） ･･
･･････････････････････････････

計測（レースタイマー）･･････････････
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小物入れ
アームレスト（下）････････････････
カップホルダー････････････････････
グローブボックス･･････････････････
後席･･････････････････････････････
収納ネット････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
フロントシート下･･････････････････

コラプシブル応急用スペアタイヤ
空気注入･･････････････････････････
参照 応急用スペアタイヤ

コンビニエンスオープニング機能･･････
コンビニエンスオープン クローズ（内気
循環モード）････････････････････････
コンビニエンスクロージング機能･･････
コンビニエンスボックス･･････････････
コンビネーションスイッチ
ハイビームヘッドライト････････････
パッシングライト･･････････････････
フロントワイパー･･････････････････
方向指示灯････････････････････････
リアワイパー･･････････････････････

さ

サービスデータ
応急用スペアタイヤ････････････････
タイヤ ホイール ･････････････････
容量･･････････････････････････････

サービスプロダクト
燃料･･････････････････････････････
ブレーキ液････････････････････････

･･････････････････････････
サイドウインドウ
開閉･･････････････････････････････
コンビニエンスオープニング機能････
コンビニエンスクロージング機能････
重要な安全上の注意事項････････････
トラブル･･････････････････････････
リセット･･････････････････････････
リバース機能･･････････････････････

サイドバッグ･････････････････････････

携帯電話
メニュー（マルチファンクションディ

スプレイ）････････････････････････
携帯電話のネットワークプロバイダーのアク
セスデータ
項目の作成････････････････････････
選択する･･････････････････････････

携帯電話のネットワークプロバイダーのリ
スト
選択したプロバイダー･･････････････
呼び出す･･････････････････････････

警報システム
参照 （盗難防止警報システム）

警報システム（ ）を解除する･･･････
軽油････････････････････････････････
けん引
けん引フックの取り付け････････････
けん引フックの取り外し････････････
重要な安全上の注意事項････････････
リアアクスルを上げて車両をけん引する
･････････････････････････････････
両アクスルを接地させて車両をけん引する
･････････････････････････････････

装備車両に関する注意事項･･
けん引始動（エンジン緊急始動）････
けん引防止機能･････････････････････

コートフック････････････････････････
コーナリングライト機能
機能 注意 ･･･････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

高圧洗浄機器････････････････････････
後席
温度の設定････････････････････････

故障
参照 パンクしたタイヤ
故障メッセージ
参照ディスプレイメッセージ

故障メッセージを表示させる
参照ディスプレイメッセージ

子供
子供を乗せるとき･･･････････････････
チャイルドセーフティシート･････････



さくいん

サスペンション
サスペンションモードセットアップ画面
（マルチファンクションディスプレイ）･
サスペンションの制御

マティックサスペンション･･････
スポーツサスペン

ション････････････････････････････
サマータイヤ････････････････････････
サンバイザー････････････････････････
シート
運転席の適正な位置････････････････
概要･･････････････････････････････
シートヒーター････････････････････
シートヒーターのトラブル･･････････
シート表皮の清掃･･････････････････
シートベンチレーター･･････････････
シートベンチレーターのトラブル････
重要な安全上の注意事項････････････
電動ランバーサポートの調整････････
パワーシートの調整････････････････
ヘッドレストの調整････････････････
マルチコントロールシートバックの調整･
メモリー機能（設定の記憶）････････
ラゲッジルームの格納式サードシート
リアシートのバックレストを倒す 起こ
す（ステーションワゴン）･･････････
リアシートのバックレストを倒す 起こ
す（セダン）･･････････････････････
シートベルト
警告灯････････････････････････････
後席中央シートベルトの着用･････････
シートベルト警告灯（機能）･････････
シートベルトの調整･････････････････
シートベルトの調整の設定 解除（マル
チファンクションディスプレイ）････
シートベルトテンショナー･･･････････
シートベルトの解除･････････････････
シートベルトの着用･････････････････
重要な安全上の注意事項･････････････
高さ調整･･･････････････････････････
手入れ････････････････････････････
ベルトフォースリミッター･･･････････

シートベルトテンショナー
機能･･･････････････････････････････

作動･･･････････････････････････････
事故の後で･･･････････････････････････
室内センサー･････････････････････････
指定サービス工場
参照メルセデス・ベンツ指定サービス工場
始動（エンジン）････････････････････
自動車
参照 車両
シフトインジケーター（マルチファンクショ
ンディスプレイ）････････････････････
シフトポジション表示（セレクターレバー）
････････････････････････････････････
シフトポジション表示（
レバー）････････････････････････････
車外ライト
参照 ライト
車間距離警告機能
機能 注意 ････････････････････････
設定 解除 ･･･････････････････････

車間距離警告灯･･････････････････････
車高

マティックサスペンション･･････
スポーツサスペン

ション････････････････････････････
車高（ディスプレイメッセージ）･･････
遮光フィルム････････････････････････
車載工具････････････････････････････
車台番号････････････････････････････
ジャッキ
収納場所･･････････････････････････
使用方法･･････････････････････････

車内ライト
消灯遅延機能（マルチファンクションディ
スプレイ）････････････････････････

車幅灯（ディスプレイメッセージ）････
車輪の取り付け
新しい車輪の取り付け･･････････････
ジャッキアップ････････････････････
ジャッキダウン････････････････････
車両が動き出さないよう固定する････
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取り外し･･････････････････････････
車両
運搬･･････････････････････････････
解錠（キー）･･････････････････････
各種の設定････････････････････････
けん引････････････････････････････
ジャッキアップ････････････････････
ジャッキダウン････････････････････
車両が動き出さないよう固定する････
車両データ････････････････････････
施錠（キー）･･････････････････････
装備･･･････････････････････････････
正しく使用するために･･･････････････
駐車･･････････････････････････････
データ取得･････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････
電子制御部品･･････････････････････
発進･･････････････････････････････
非常時の解錠･･････････････････････
非常時の施錠･･････････････････････

車両データ･･････････････････････････
車両を運搬する･･････････････････････
ジャンプスタート（エンジン）････････
収納式シート（ラゲッジルーム）･･････
収納スペース
参照 小物入れ
乗員安全システム
エアバッグ･････････････････････････
子供を乗せるとき･･･････････････････
シートベルト･･･････････････････････
事故の後で･････････････････････････
重要な安全上の注意事項･････････････

アクティブヘッドレスト･･
ラグジュアリーヘッドレスト･

･･････････････････････････････････
（予期乗員保護措置）････

（乗員保護補助装置）･･･････････
消灯遅延機能
車外ライト（マルチファンクションディス
プレイ）･･････････････････････････
車内ライト････････････････････････

助手席エアバッグオフ
トラブル･･･････････････････････････

表示灯･････････････････････････････
使用に関する安全性･･･････････････････
診断機の接続部･･･････････････････････
スキーバッグ････････････････････････
スタートストップ機能
参照 スタートストップ機能

ステアコントロール･･･････････････････
ステアリング
イージーエントリー機能････････････
重要な安全上の注意事項････････････
スイッチ（マルチファンクションディスプ
レイ）････････････････････････････
ステアリングのギアシフトパドル････
清掃･･････････････････････････････
調整･･････････････････････････････
メモリー機能（設定の記憶）････････

ステアリング（ディスプレイメッセージ）･･
････････････････････････････････････
ステアリングアシスト（ディストロニック・
プラス）
機能 注意 ･･･････････････････････
作動 解除 ･･･････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

ストップウォッチ（レースタイマー）･･
スノータイヤスピードリミッター
設定･･････････････････････････････
参照 スピードリミッター

スノーチェーン･･････････････････････
スピードメーター
セグメント表示････････････････････
デジタルスピードメーター･･････････
距離単位の選択････････････････････
メーターパネル内･･･････････････････
参照 メーターパネル

スピードリミッター
可変スピードリミッター････････････
キックダウン･･････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
スノータイヤスピードリミッター････
ディスプレイメッセージ････････････

スペアタイヤ
収納･･････････････････････････････
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スポーツハンドリングモード
設定 解除（ 車両）･･･････････

スライディングルーフ
開閉･･････････････････････････････
参照 パノラミックスライディングルーフ
スルーローディング･･････････････････
セーフティネット
重要な安全上の注意事項････････････
装着･･････････････････････････････

施錠
参照 セントラルロッキングシステム
施錠（ドア）
車内から（解錠 施錠スイッチ） ･･･
非常時の施錠･･････････････････････

設定
初期化（マルチファンクションディスプ
レイ） ･･･････････････････････････
設定メニュー（マルチファンクションディ
スプレイ）････････････････････････
メニュー概要･･････････････････････

設定変更（キー）････････････････････
セットアップ画面（マルチファンクション
ディスプレイ）･･････････････････････
セレクターレバー
清掃･･････････････････････････････

センサー（日常の手入れ）････････････
洗車（手入れ）･･････････････････････
センターコンソール
下部･･･････････････････････････････
下部（ 車） ･･･････････････････
上部･･･････････････････････････････

セントラルロッキングシステム
車速感応ドアロック（マルチファンクショ
ンディスプレイ）･･････････････････
施錠 解錠（キー使用） ･･･････････

セントラルロック
参照 セントラルロッキングシステム
ゾーン機能
設定 解除の切り替え ･････････････

走行
エンジンの始動････････････････････

エンジンのトラブル････････････････
キーの位置････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
発進･･････････････････････････････

スタートストップ機能･････････
走行安全システム
アダプティブブレーキ･･･････････････
アダプティブブレーキアシスト･･･････
アダプティブブレーキライト･････････
概要･･･････････････････････････････
車間距離警告機能･･･････････････････
重要な安全上の注意事項･････････････
ステアコントロール･････････････････
（アンチロック・ブレーキング・シス

テム）･････････････････････････････
（ブレーキアシスト）･･･････････
プラス（飛び出し検知機能付ブレー

キアシスト・プラス）･･･････････････
（衝突警告システム）･･･････････
（エレクトロニック・ブレーキパワー・

ディストリビューション）･･･････････
（エレクトロニック・スタビリティ・

プログラム）･･･････････････････････
（エレクトロニック・トラクショ

ン・システム）･････････････････････
ブレーキ

（歩行者検知機能付）････････････････
走行可能距離････････････････････････
走行時の注意
冠水路の走行･･････････････････････
濡れた路面････････････････････････

走行システム
アクティブパーキングアシスト･･････
アクティブブラインドスポットアシスト
･････････････････････････････････
アクティブレーンキーピングアシスト
アテンションアシスト･･････････････
スピードリミッター････････････････
クルーズコントロール･･････････････
ディストロニック・プラス･･････････
ディストロニック・プラス（ステアリング
アシスト付）･･････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････
パーキングアシストリアビューカメラ ･
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パークトロニック･･････････････････
ホールド機能･･････････････････････
レーススタート････････････････････
°カメラシステム･･････････････
（フルタイム 輪駆動システム）

･････････････････････････････････
マティックサスペンション･･････

スポーツサスペン
ション････････････････････････････

走行モード
オートマチック走行モード･･････････
セットアップ画面（マルチファンクション
ディスプレイ）････････････････････
表示（セレクターレバー）･･････････
表示（ レバー） ････
マニュアル走行モード･･････････････
マニュアル走行モード ･･･････････

走行モード選択スイッチ･･････････････
走行モード選択ダイヤル･･････････････
操作システム
参照 マルチファンクションディスプレイ
送風口
グローブボックス送風口の調整･･････
サイド送風口の調整････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
送風の設定････････････････････････
中央送風口の調整･･････････････････
リア送風口の調整･･････････････････

送風口の設定････････････････････････
送風量の設定････････････････････････
速度制限の設定
参照 可変スピードリミッター
速度の制御
参照クルーズコントロール

た

タイヤ
新しい車輪の取り付け･･････････････
応急用スペアタイヤ････････････････
回転方向･･････････････････････････
交換･･････････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････

タイヤサイズ（データ）････････････
タイヤのトレッド･･････････････････
耐用年数･･････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････
点検･･････････････････････････････
取り付け･･････････････････････････
取り外し･･････････････････････････
保管･･････････････････････････････
ローテーション････････････････････
参照 パンクしたタイヤ

タイヤ･･･････････････
タイヤ空気圧
空気圧規定値･･････････････････････
十分なとき（タイヤフィット）･･････
不十分なとき（タイヤフィット）････
ディスプレイメッセージ････････････

タイヤ空気圧警告システム
再起動････････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
全体的な注意事項･･････････････････

タイヤフィット･･････････････････････
ダイレクトセレクトレバー
参照 オートマチックトランスミッション
タコメーター････････････････････････
ダッシュボード
参照 メーターパネル
ダッシュボード照明
参照メーターパネル照明

タンク
参照燃料タンク

チャイルドセーフティシート
自動検知･･･････････････････････････
自動検知のトラブル･････････････････
重要な安全上の注意事項･････････････
助手席に装着･･･････････････････････
推奨チャイルドセーフティシート･････
適切な位置･････････････････････････
テザーアンカー･････････････････････

対応チャイルドセーフティシート
固定装置･･･････････････････････････
チャイルドプルーフロック
重要な安全上の注意事項･････････････
リアサイドウインドウ･･･････････････
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リアドア･･･････････････････････････
駐車
エンジンの停止････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
助手席側ドアミラーの位置･･････････
長期間の車両の駐車････････････････
パーキングアシストリアビューカメラ ･
参照 駐車
参照 パークトロニック
パーキングブレーキ････････････････

著作権･･･････････････････････････････
データ
参照 サービスデータ
テールゲート
開口角度の制限････････････････････
緊急時の解錠･･････････････････････
車外からの開閉････････････････････
車外からの自動開閉････････････････
車内からの自動開閉････････････････
車内から開く･･････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
ディスプレイメッセージ････････････
ハンズフリーアクセス･･････････････
開いたときの寸法･･････････････････
リバース機能･･････････････････････

テールゲートシルプロテクター････････
テールライト
ディスプレイメッセージ････････････

停止表示板･･････････････････････････
ディストロニック・プラス
運転･･････････････････････････････
運転のヒント･･････････････････････
解除･･････････････････････････････
機能 注意 ･･･････････････････････
警告灯････････････････････････････
作動･･････････････････････････････
作動条件･･････････････････････････
最低車間距離の設定････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
ステアリングアシスト･･････････････
スピードメーターの表示････････････
選択･･････････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

マルチファンクションディスプレイの表示
･････････････････････････････････

ディスプレイメッセージ
安全システム･･････････････････････
エンジン･･････････････････････････
キー･･････････････････････････････
車両･･････････････････････････････
全体的な注意事項･･････････････････
走行システム･･････････････････････
タイヤ････････････････････････････
消去（マルチファンクションディスプレ
イ）･･････････････････････････････
メンテナンスインジケーター････････
呼び出し（マルチファンクションディスプ
レイ）････････････････････････････
ライト････････････････････････････

デイタイムドライビングライト
ディスプレイメッセージ････････････
設定 解除（マルチファンクションディ
スプレイ）････････････････････････
手入れ
ウインドウ････････････････････････
ウッドトリム･･････････････････････
カーペット････････････････････････
高圧洗浄機器･･････････････････････
シート表皮････････････････････････
シートベルト･･････････････････････
自動洗車機････････････････････････
車外ライト････････････････････････
車内･･････････････････････････････
車輪･･････････････････････････････
ステアリング･･････････････････････
セレクターレバー･･････････････････
センサー･･････････････････････････
洗車･･････････････････････････････
注意･･････････････････････････････
ディスプレイ･･････････････････････
塗装面････････････････････････････
トリム部品････････････････････････
パーキングアシストリアビューカメラ
プラスチックトリム････････････････
マットペイント････････････････････
マフラー･･････････････････････････
ルーフライニング･･････････････････
ワイパーブレード･･････････････････
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°カメラ･･････････････････････
テザーアンカー･･･････････････････････
デジタルオーナーズマニュアル
参照 デジタル版取扱説明書
デジタルスピードメーター････････････
デジタル版取扱説明書
概要････････････････････････････････
操作方法････････････････････････････
訂正事項･･････････････････････････

テレビ
操作（マルチファンクションディスプレ
イ）･･････････････････････････････
デジタル版取扱説明書をご覧ください

添加剤（エンジンオイル）････････････
電気ヒューズ
参照 ヒューズ
電球
参照電球の交換

電球の交換
重要な安全上の注意事項････････････

点検
参照 メンテナンスインジケーター
電源ソケット
全体的な注意事項･･････････････････
リアセンターコンソール････････････

電子制御部品
注意･･････････････････････････････

電池（キー）
交換･･････････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
点検･･････････････････････････････

電動ブラインド
参照 ブラインド
電話
着信を受ける･･････････････････････
通話の拒否または終了･･････････････
ディスプレイメッセージ････････････
電話帳から項目にダイヤルする･･････
リダイヤル････････････････････････
メニュー（マルチファンクションディ

スプレイ）････････････････････････

ドア
コントロールパネル･････････････････
車速感応ドアロック（スイッチ）････
車速感応ドアロックの設定 解除（マル
チファンクションディスプレイ）････
集中施錠 集中解錠（キー使用） ･･･
集中施錠 集中解錠（スイッチ） ･･･
重要な安全上の注意事項････････････
ディスプレイメッセージ････････････
非常時の解錠･･････････････････････
非常時の施錠･･････････････････････
開く（車内から）･･････････････････

ドアミラー
押されて適正な位置にないとき･･････
格納 展開（自動） ･･･････････････
格納 展開（電動） ･･･････････････
自動防眩ミラー････････････････････
施錠時の格納（マルチファンクションディ
スプレイ）････････････････････････
調整･･････････････････････････････
メモリー機能（設定の記憶）････････
リセット･･････････････････････････
リバースポジション機能････････････

ドアロック
車速感応･･････････････････････････

冬季の使用
サマータイヤでの走行･･････････････
スノーチェーン････････････････････
冬季の走行････････････････････････

タイヤ･･･････････････････････
盗難防止警報システム
けん引防止機能･････････････････････
室内センサー･･･････････････････････

盗難防止システム
イモビライザー･････････････････････
（盗難防止警報システム） ･･･････

読書灯･･････････････････････････････
塗装面（日常の手入れ）･･････････････
トランク
解錠（エマージェンシーキー）･･････
車外からの開閉････････････････････
車外からの自動開閉････････････････
車内からの自動開閉････････････････
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重要な安全上の注意事項････････････
ディスプレイメッセージ････････････
独立施錠･･････････････････････････
ハンズフリーアクセス･･････････････
開いたときの寸法･･････････････････
リバース機能･･････････････････････

トランクの最大積載量････････････････
トランクフロア下の収納スペース･･････
トランクリッド
ディスプレイメッセージ････････････
開いたときの寸法･･････････････････

トランスミッション
参照 オートマチックトランスミッション
取扱説明書
車両装備･･･････････････････････････

トリップコンピューター （マルチファンク
ションディスプレイ）････････････････
トリップメーター
数値のリセット（マルチファンクション
ディスプレイ）････････････････････
呼び出し･･････････････････････････

トリム部品（清掃）･･････････････････

な

内気循環モードの作動 停止 ･････････
ナビゲーション
メニュー（マルチファンクションディスプ
レイ）････････････････････････････

慣らし運転
最初の約 まで ････････････
重要な安全上の注意事項････････････
セルフロッキング式リアディファレンシャ
ルロック装備車両･･････････････････

ニーバッグ･･･････････････････････････
荷物固定用リング････････････････････
荷物の積み方（積載のガイドライン）･･
ネット一体式ラゲッジルームカバー････
燃費（マルチファンクションディスプレイ）
････････････････････････････････････

燃料
給油･･････････････････････････････
グレード（ガソリン）･･････････････
重要な安全上の注意事項････････････
走行可能距離の表示････････････････
タンク容量 予備燃料量 ･･･････････
添加剤････････････････････････････
燃料計･････････････････････････････
燃料消費に関する情報･･････････････
燃料消費の表示････････････････････
燃料漏れ（トラブル）･･････････････
グレード（ディーゼル）････････････
平均燃費･･････････････････････････

車両 ････････････････････････
燃料および油脂
重要な安全上の注意事項････････････
ウォッシャー液････････････････････
エンジンオイル････････････････････
冷却水（エンジン）････････････････

燃料キャップ
参照 燃料給油口
燃料給油口
開閉･･････････････････････････････
非常時の解錠･･････････････････････

燃料容量
燃料計･････････････････････････････

燃料残量
警告灯････････････････････････････
走行可能距離の呼び出し（マルチファンク
ションディスプレイ）･･････････････
ディスプレイメッセージ････････････

燃料タンク
トラブル･･････････････････････････
容量･･････････････････････････････

燃料フィルター（ディスプレイメッセージ）
････････････････････････････････････

は

パーキング
パーキングブレーキ････････････････

パーキングアシスト
参照 アクティブパーキングアシスト
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パーキングアシストリアビューカメラ
全体的な注意事項･･････････････････
後退駐車 機能･･･････････････････
作動 解除 ･･･････････････････････
清掃･･････････････････････････････

ディスプレイの表示･･････
パーキングブレーキ
重要な安全上の注意事項････････････
警告灯････････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

パーキングヘルプ
アクティブパーキングアシスト･･････
参照 ドアミラー
参照 パークトロニック

パーキングライト
ディスプレイメッセージ････････････
点灯 消灯 ･･･････････････････････

パークトロニック
解除 作動 ･･･････････････････････
警告表示･･････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
センサーの範囲････････････････････
トラブル･･････････････････････････

ハイウェイモード････････････････････
灰皿････････････････････････････････
ハイドロプレーニング現象････････････
ハイビームヘッドライト
アダプティブハイビームアシスト・プラス
･････････････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････
点灯 消灯 ･･･････････････････････

バッグフック････････････････････････
バックライト（ディスプレイメッセージ）･･
････････････････････････････････････
発進
オートマチックトランスミッション･･

バッテリー（車両）
ジャンプスタート･･････････････････
充電･･････････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
ディスプレイメッセージ････････････
電圧･･････････････････････････････

容量･･････････････････････････････
パドルシフト････････････････････････
バニティミラー（サンバイザー内）････
パノラミックスライディングルーフ
開閉･･････････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
電動ブラインドの開閉･･････････････
トラブル･･････････････････････････
リセット･･････････････････････････
リバース機能･･････････････････････
レインクローズ機能････････････････

パワーウインドウ
参照 サイドウインドウ
パンク

タイヤ（ランフラットタイ
ヤ）･･････････････････････････････
パンクしたタイヤ
車両の準備････････････････････････
タイヤフィット････････････････････

ハンズフリーアクセス････････････････
ハンドブレーキ
参照 パーキングブレーキ
ビークルプレート････････････････････
ヒーター
参照 エアコンディショナー
非常時の解錠
運転席ドア････････････････････････
車両･･････････････････････････････
テールゲート･･････････････････････
燃料給油口････････････････････････

非常時の車両の施錠･･････････････････
非常点滅灯･･････････････････････････
ビデオ

の操作･･･････････････････････
デジタル版取扱説明書をご覧ください

ヒューズ
エンジンルーム内のヒューズボックス･
交換する前に･･････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
トランク内のヒューズボックス･･････
配置表････････････････････････････
ラゲッジルーム内のヒューズボックス･
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ヒューズ配置表（車載工具）･･････････
表示灯
参照 警告灯 表示灯

表示灯と警告灯
燃料残量･･････････････････････････
ヒルスタートアシスト････････････････
フォグランプ
強化機能･･････････････････････････

フューエルリザーブ
参照 燃料
ブラインド
電動ブラインド（パノラミックスライディ
ングルーフ）･･････････････････････
リアウインドウの電動ブラインド････
リアサイドウインドウのブラインド･･

ブラインドスポットアシスト
参照 アクティブブラインドスポットアシ
スト

プラスチックトリム（清掃）･･････････
プラスチックフック･･････････････････
ブレーキ
アダプティブブレーキアシスト･･･････
運転のヒント･･････････････････････
強化ブレーキシステム･･････････････
警告灯････････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
ディスプレイメッセージ････････････
パーキングブレーキ････････････････
ブレーキ液（注意）････････････････
ホールド機能･･････････････････････

･･･････････････････････････････
･･･････････････････････････････

ブレーキアシスト
参照 （ブレーキアシスト）

ブレーキアシスト・プラス
参照 プラス
ブレーキ液
注意･･････････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････
ブレーキ液レベル･･････････････････

ブレーキライト
アダプティブブレーキライト･････････

ディスプレイメッセージ････････････
フロアマット････････････････････････
フロントウインドウ
参照 ウインドウ
フロントワイパー
参照ワイパー

分割可倒式シート････････････････････
ヘッドライト
内側の曇り････････････････････････
参照 オートマチックヘッドライトモード

ヘッドレスト
調整･･････････････････････････････
調整（リア）･･････････････････････
取り外し 取り付け（リア） ･･･････
ラグジュアリーヘッドレスト････････

ベルト
参照 シートベルト
ベルトフォースリミッター
機能･･･････････････････････････････
作動･･･････････････････････････････

ホールド機能
解除･･････････････････････････････
機能 注意 ･･･････････････････････
作動･･････････････････････････････
作動条件･･････････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････

ホイール
交換･･････････････････････････････
締め付けトルク････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
清掃･･････････････････････････････
清掃（警告）･･････････････････････
点検･･････････････････････････････
ホイールサイズ タイヤサイズ ･････
保管･･････････････････････････････
ローテーション････････････････････

ホイールボルトの締め付けトルク･･････
方向指示灯
ディスプレイメッセージ････････････
点滅させる････････････････････････

保護システム
参照 （乗員保護補助装置）
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補助保護システム
参照 （乗員保護補助装置）
ボックス（コンビニエンス）･･････････
ボトルホルダー･･････････････････････
ボンネット
アクティブボンネット（歩行者保護）
重要な安全上の注意事項････････････
ディスプレイメッセージ････････････
閉じる････････････････････････････
開く･･････････････････････････････

ま

マットペイント（日常の手入れ）･･････
マフラー（手入れ）･･････････････････
マルチファンクションステアリング
概要･･･････････････････････････････
マルチファンクションディスプレイの操作
･････････････････････････････････

マルチファンクションディスプレイ
アシストメニュー･･････････････････
オーディオメニュー････････････････
基本ディスプレイ･･････････････････
コンフォートサブメニュー･･････････
車両サブメニュー･･････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
設定初期化サブメニュー････････････
設定メニュー･･････････････････････
操作･･････････････････････････････
ディストロニック・プラス･･････････
点検メッセージの表示･･････････････
トリップメニュー･･････････････････
ナビメニュー･･････････････････････
表示内容･･････････････････････････
メーターサブメニュー･･････････････
メッセージメモリー････････････････
メニューの概要････････････････････
メンテナンスメニュー･･････････････
ライトサブメニュー････････････････
レースタイマー････････････････････

メニュー ････････････････････
ビデオの操作･････････････････
メニュー･･････････････････････
の操作･････････････････････････

ミラー
参照 ルームミラー
参照ドアミラー
参照バニティミラー（サンバイザー内）

無線機
装着･･････････････････････････････

メーターパネル
警告および表示灯･･･････････････････
ディスプレイ･･･････････････････････

メーターパネル照明･･････････････････
メッセージ
参照 ディスプレイメッセージ
メッセージメモリー（マルチファンクション
ディスプレイ）･･････････････････････
メモリー機能････････････････････････
メルセデス・ベンツ指定サービス工場･･･
メルセデス・ベンツ純正部品･･･････････
メンテナンス
参照 メンテナンスインジケーター
メンテナンスインジケーター
注意･･････････････････････････････
特別な点検が必要なとき････････････
メンテナンスインジケーターのリセット
･････････････････････････････････
メンテナンスメッセージ････････････
メンテナンスメッセージの非表示････
メンテナンスメッセージの表示･･････

メンテナンスメニュー（マルチファンクショ
ンディスプレイ）････････････････････

や

余熱ヒーター機能（エアコンディショナー）
････････････････････････････････････
予備（燃料タンク）
参照 燃料

ら

ラジエター･･････････････････････････
ライセンスライト（ディスプレイメッセー
ジ）････････････････････････････････
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ライター････････････････････････････
ライト
アダプティブハイビームアシスト・プラス
･････････････････････････････････
アクティブライトシステム･･････････
アンビエントライトの色の設定（マルチ
ファンクションディスプレイ）･･････
アンビエントライトの照度の設定（マルチ
ファンクションディスプレイ）･･････
インテリジェントライトシステムの設定
解除････････････････････････････
コーナリングライト････････････････
コンビネーションスイッチ･･････････
車外ライト残照機能の設定 解除（マル
チファンクションディスプレイ）････
車外ライトの設定･･････････････････
車幅灯････････････････････････････
デイタイムドライビングライトの設定
解除（マルチファンクションディスプレ
イ）･･････････････････････････････
パーキングライト･･････････････････
ハイウェイモード･･････････････････
ハイビームヘッドライト････････････
パッシングライト･･････････････････
非常点滅灯････････････････････････
フォグランプ強化機能･･････････････
ヘッドライトのオートモード････････
ヘッドライトのパッシング･･････････
方向指示灯････････････････････････
メーターパネル スイッチの照度設定（マ
ルチファンクションディスプレイ）･･
ライトスイッチ････････････････････
リアフォグランプ･･････････････････
ルームライト消灯遅延機能の設定 解除
･････････････････････････････････
ロービームヘッドライト････････････
ロケイターライティングの設定 解除（マ
ルチファンクションディスプレイ）･･
参照 警告灯 表示灯
参照 電球の交換
参照 ルームライト
ライトセンサー（ディスプレイメッセージ）
････････････････････････････････････
ラゲッジルーム･･････････････････････

ラゲッジルームカバー････････････････
ラゲッジルームの拡大････････････････
ラゲッジルームフロアボード･･････････
ラジエターカバー････････････････････
ラジオ
放送局の選択･･････････････････････
デジタル版取扱説明書をご覧ください

ラップタイム（レースタイマー）･･････
ランバーサポート
電動ランバーサポートの調整････････

リア
送風口の調整･･････････････････････
送風量の調整･･････････････････････
リアウインドウの電動ブラインド････

リアシート
ディスプレイメッセージ････････････

リアデフォッガー
機能の作動 停止 ･････････････････
トラブル･･････････････････････････

リアビューカメラ
参照 パーキングアシストリアビューカ
メラ

リアフォグランプ
ディスプレイメッセージ････････････
点灯 消灯 ･･･････････････････････

リアベンチシート
バックレストを倒す 起こす ･･･････

リアワイパー
作動 停止の切り替え ･････････････
ワイパーブレードの交換････････････

リターンスイッチ････････････････････
リバースギア
選択･･････････････････････････････

リバース機能
サイドウインドウ･･････････････････
スライディングルーフ･･････････････
電動ブラインド････････････････････
トランクリッド テールゲート ･････
パノラミックスライディングルーフ･･

ルーフの最大積載量･･････････････････
ルーフライニングとカーペット（清掃）
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ルーフキャリア･･････････････････････
ルームミラー
自動防眩ミラー････････････････････

ルームライト
アンビエントライトの色の設定（マルチ
ファンクションディスプレイ）･･････
アンビエントライトの照度の設定（マルチ
ファンクションディスプレイ）･･････
概要･･････････････････････････････
緊急時点灯機能････････････････････
自動点灯･･････････････････････････
手動点灯･･････････････････････････
読書灯････････････････････････････
メーターパネル スイッチの照度設定（マ
ルチファンクションディスプレイ）･･
レーススタート（ 車両）
作動させる････････････････････････
作動条件･･････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････

レースタイマー（マルチファンクションディ
スプレイ）･･････････････････････････
冷却水（エンジン）
温度（マルチファンクションディスプレ
イ）･･････････････････････････････
温度計････････････････････････････
警告灯････････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
定期的な交換･･････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････
補給･･････････････････････････････
レベルの点検･･････････････････････

冷房
参照 エアコンディショナー
レインクローズ機能
スライディングルーフ･･････････････
パノラミックスライディングルーフ･･

ロービームヘッドライト
ディスプレイメッセージ････････････
点灯 消灯 ･･･････････････････････
左側 右側通行の設定 ･････････････

ロケイターライティング（マルチファンク
ションディスプレイ）････････････････

わ

ワークショップ
参照メルセデス・ベンツ指定サービス工場
ワイパー
トラブル（フロントワイパー）･･････
フロントワイパー･･････････････････
リアワイパー･･････････････････････
ワイパーブレードの交換････････････

ワイパーブレード
交換（フロントウインドウ）････････
交換（リアウインドウ）････････････
重要な安全上の注意事項････････････
清掃･･････････････････････････････

輪止め･･････････････････････････････

英字

電源ソケット
参照 電源ソケット

参照 （エレクトロニックトラ
クションシステム）

（フルタイム 輪駆動システム）
････････････････････････････････････
°カメラシステム
広角機能･･････････････････････････
作動条件･･････････････････････････
重要な安全上の注意事項････････････
障害物検知････････････････････････
清掃･･････････････････････････････
全体的な注意事項･･････････････････
分割画面または全画面表示モードを選択
する ･････････････････････････････
リバースギアを使用して作動させる･･

システムを使用して作動させる
･････････････････････････････････

ディスプレイの表示･･････
スイッチを使用して作動させる ･
（アンチロック・ブレーキング・シス

テム）
機能 注意 ････････････････････････
警告灯････････････････････････････
重要な安全上の注意事項･････････････
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ディスプレイメッセージ････････････
モードの作動 停止･･････････････

サービスインジケーター････････････
重要な安全上の注意事項････････････
ディスプレイメッセージ････････････
容量･･････････････････････････････
マティックサスペンション
機能 注意 ･･･････････････････････
ディスプレイメッセージ････････････
メニュー ･･････････････････････

スポーツサスペン
ション･･････････････････････････････
（盗難防止警報システム）
機能･･･････････････････････････････
警報の停止･････････････････････････
待機状態にする 解除する ･･････････
（ブレーキアシスト）

機能 注意 ････････････････････････
プラス（飛び出し検知機能付ブレーキ

アシスト・プラス）
機能･･･････････････････････････････
重要な安全上の注意事項･････････････
全体的な注意事項･･･････････････････

（ ）･･･････････････
モード（マルチファンクションディスプ

レイ）･･････････････････････････････
コントローラー････････････
コントローラーのスイッチ･･
コントロールパネル････････
システム

メニュー概要･･････････････････････
デジタル版取扱説明書をご覧ください

ディスプレイ
清掃･･････････････････････････････
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個人的な運転スタイル
エンジンを始動するときは、アク
セルペダルを踏まないでください。
車両を停止したままのエンジン暖
機は行なわないでください。
注意して運転し、前方の車両との
適切な距離を保持してください。
頻繁な、または急な加速やブレー
キ操作は避けてください。
適切なタイミングでギアを変え、
それぞれのギアの使用は、エンジ
ン最高回転数の までにとどめ
てください。
渋滞しているときは、エンジンを
停止してください。
車両の燃費に注意してください。

メルセデス・ベンツ純正部品

環 境
では、新品同様の品質を

持つ、リサイクルしたアッセンブリー
やパーツも供給しています。新品と
同様の保証が適用されます。

以下の部位の周辺には、エアバッグ
やシートベルトテンショナー、また乗員
保護装置のコントロールユニットやセン
サー類が取り付けられています。

ドア

ドアピラー

サイドシル

シート

ダッシュボード

メーターパネル

センターコンソール

環境保護

全体的な注意事項

環境に関する注意
は、包括的な環境保護の一つ

として対策を明確にしています。そ
れは、地球上で少しずつ使われ、自
然と人間双方の要求に注意を促す、
我々の存在の源となる自然資源のた
めです。
環境に配慮した方法で車両を操作す
ることも、環境を保護する一助にな
ります。
燃費やエンジン回転、トランスミッ
ション、ブレーキ、タイヤの摩耗具
合は、以下の要因に左右されます。
お客様の車両の使用状況
お客様の個人的な運転スタイル

お客様は、いずれの要因にも影響を
及ぼしています。以下のことにご留
意ください。
使用状況
短距離の走行は燃料消費を増やす
原因となります。
タイヤの空気圧が常に適正である
ことを確認してください。
不要な重量物は積載しないでくだ
さい。
必要でないときは、ルーフラック
を取り外してください。
定期的な車両の整備は、環境保護
に貢献します。整備の間隔を守っ
てください。
点検整備は、必ずメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場に依頼して
ください。
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これらの部位にオーディオなどのアクセ
サリーを取り付けないでください。修理
や板金作業を行なわないでください。乗
員保護装置の作動効果が損なわれるおそ
れがあります。

アクセサリーを装着するときは、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場に作業を
依頼してください。

メルセデス・ベンツにより承認されてい
ない安全性に関わる部品、タイヤおよび
ホイール、ならびにアクセサリーなどを
使用する場合は、車両の操作に関する安
全性を損なうおそれがあります。ブレー
キシステムなどの安全に関連したシステ
ムが故障するおそれがあります。メルセ
デス・ベンツ純正部品または同等の品質
の部品のみを使用してください。タイヤ
やホイール、アクセサリーなどは必ず、
車両用に明確に承認された製品のみを使
用してください。

メルセデス・ベンツでは、純正部品や定
期交換部品、アクセサリーに対して、そ
れらの信頼性や安全性、適合性が明確
に車両に適しているかをテストしてい
ます。メルセデス・ベンツでは、継続的
に市場調査を行なっていますが、純正で
ない部品の使用を認めていません。公的
に承認されている、または試験機関に
よって独自に承認されている場合でも、
メルセデス・ベンツ車でのそのような部
品の使用については、メルセデス・ベン
ツは責任は負いかねます。

メルセデス・ベンツ純正部品を注文する
ときは、常に車台番号（ ページ）
を確認する必要があります。

取扱説明書

車両の装備

装備や操作について不明点があるとき
は、メルセデス・ベンツ指定サービス工
場にお問い合わせください。

取扱説明書と整備手帳は重要な書類です
ので、車内に保管してください。

使用に関する安全性

重要な安全上の注意事項

警告
規定の点検整備または必要な修理を
行なっていないと、故障やシステム
故障を引き起こすおそれがあります。
事故の危険性があります。
規定の点検整備、必要な修理は必ず
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で行なってください。

警告
走行中にイグニッションをオフにす
ると、安全性に関連した機能が制限
付きでしか使用できない、または全
くできません。
これにより、例えばパワーステアリ
ングやブレーキの倍力装置に影響を
与えることがあります。ステアリン
グやブレーキに非常に大きな力が必
要になります。事故の危険性があり
ます。
走行中はイグニッションをオフにし
ないでください。
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警告
電子部品、ソフトウェア配線への改
造は、それらの機能およびその他の
ネットワークでつながっている構成
部品の機能を損なうことがあります。
特に、安全にかかわるシステムに影
響が生じるおそれがあります。結果
として、車両の機能が適切に作動し
ない、あるいは走行安全性が危険に
さらされることがあります。けがや
事故の危険が高まります。
また、決して配線、電子制御部品や
ソフトウェアを改造しないでくだ
さい。電気装備および電子機器に関す
るすべての作業および改造はメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で必
ず行なってください。

以下のときは、車両が損傷すること
があります。

高い縁石や舗装されていない道路で車
両が立ち往生したとき

縁石や道路のくぼみなどの障害物の上
を速すぎる速度で走行したとき

重量のある障害物がボディ下部や
シャーシの部品にぶつかったとき

このような状況では、ボディ、ボディ
下部、シャーシ部品、ホイール、タイ
ヤが目に見える損傷はなくとも損傷する
おそれがあります。このようにして損傷
した部品は予期せず故障するおそれがあ
り、事故の場合には、設計されている負
担に耐えることができないおそれがあり
ます。

ボディ下部のパネルが損傷していると
き、葉、草または小枝のような可燃性の
素材が、ボディ下部とボディ下部パネル
間に堆積することがあります。これらの
素材が排気システムの熱い部品に長時間
触れると、発火するおそれがあります。

そのような場合には、すぐにメルセデス・
ベンツ指定サービス工場で点検および修
理を受けてください。走行中に、走行の
安全性が損なわれていると感じた場合
は、周囲の道路や交通状況に注意しなが
ら、すみやかに安全な場所に停車してく
ださい。このような場合は、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたずねくだ
さい。

診断機接続部

診断機の接続部は、メルセデス・ベンツ
指定サービス工場で診断機器のみを接
続するように想定されています。

警告
機器を診断機の接続部に接続すると、
車両システムの操作に影響を与える
場合があります。車両の走行安全性
が損なわれることがあります。事故
の危険性があります。
いかなる機器も車両の診断機の接続
部に接続しないでください。
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警告
運転席の足元の荷物は、ペダルの動
きを妨げたり、または踏まれたペダ
ルを抑えてしまうことがあります。
車両の操作および走行安全性をおび
やかします。
事故の危険性があります。運転席の
足元に入り込まないように、すべて
のものを車内に確実にしっかりと収
納してください。ペダル周囲に常に
十分な空間があることを確認するた
めに、フロアマットは操作の妨げに
ならないように、ペダルから十分に
離してしっかりと装着してください。
緩んだフロアマットを使用したり、
フロアマットを重ねて置かないでく
ださい。

エンジンが停止しているときに診断
機の接続部の装備品を使用すると、ス
ターターバッテリーが放電することがあ
ります。

診断機器を診断機の接続部に接続する
と、例えば排出ガスモニター情報のリ
セットにつながります。これにより、次
回の主要な点検の際の排出ガス試験の
要件に適合しなくなることにつながり
ます。

日常点検および点検整備

お客様自身の責任において日常点検と定
期検査を行なうことが法律で定められ
ています。それぞれの検査手順について
の詳細情報は、整備手帳をご覧ください。

オートマチックトランスミッションの
操作

全体的な注意事項

適切にご使用いただくために、オートマ
チックトランスミッションを使用する前
に、特徴や操作に関連する事項について
の理解を深めてください。

オートマチックトランスミッションの
特徴

クリープ現象

エンジンがかかっていてトランスミッ
ションがシフトポジション または
のときは、駆動輪に動力が伝達されてい
ます。その結果、アクセルペダルを踏ん
でいなくても、車両が動き出します。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場

メルセデス・ベンツ指定サービス工場は、
車両に必要とされる適切な作業を行なう
ための、必要とされる専門的な知識、工
具および資格があります。これは特に安
全に関する作業に当てはまります。
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整備手帳にある注意に従ってください。
以下の作業については、必ずメルセデス・
ベンツ指定サービス工場に依頼してくだ
さい。

安全に関する作業

整備やメンテナンス作業

修理作業

改造、装着、交換

電子部品の作業

メルセデス・ベンツ指定サービス工場を
ご利用いただくことをお勧めします。

正しく使用するために

警告ステッカーをはがすと、お客様や他
の方々が危険を認識できないことがあり
ます。警告ステッカーははがさないでく
ださい。

車両を運転しているときは以下の情報に
従ってください。

本説明書の安全に対する注意点

本説明書のサービスデータ

道路交通法

自動車に関係する法律と安全基準

車両に記憶されているデータ

車両に装備されている数多くの電子部品
はデータメモリーを装備しています。こ
れらのデータメモリーは、以下に関する
技術情報を一時的または恒常的に保存し
ます。

車両の作動状態

発生した事象

故障

一般的に、この技術情報は構成部品、モ
ジュール、システムまたは環境の状態に
ついて記録します。

例えば、以下を含みます。

フルードレベルなどのシステム構成部
品の作動条件

ホイール回転数 速度、減速、横方向
の加速度、アクセルペダルの位置など
の車両の状況メッセージおよび個別の
構成部品

ライト、ブレーキなどの重要なシステ
ム構成部品の故障および異常

エアバッグの作動、スタビリティコ
ントロールシステムの介入などの特
殊な走行状態での車両の反応および
作動条件

外気温度などの外気条件

このデータは以下の技術的なことにのみ
使用されます。

故障や不具合の検知および改良の支援

事故後などの車両機能の解析

車両機能の最適化

データを使用して、車両の動きをたどる
ことはできません。



概要

お客様の車両が整備を受けたときは、こ
の技術情報が発生事象データメモリーお
よび故障データメモリーから読み出され
ます。

例えば以下の整備が含まれます。

修理整備

整備処理

保証

品質保証

この情報は、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場の認定された従業員（メーカー
を含む）が特別な診断機を使用して読み
出します。必要に応じて、より詳細な情
報を取得します。

故障が解決されたあと、情報は故障メモ
リーから消去されるか、絶えず上書きさ
れます。

車両を操作する場合、その他の情報と併
せて（必要に応じて、該当機関に相談し）、
この技術データから個人を特定すること
ができる場合があります。以下の例が含
まれます。

事故レポート

車両への損傷

目撃者証言

お客様と合意したその他の追加機能に
よって、特定の車両データも車両から取
得することができます。追加機能は、非
常時の車両位置などを含んでいます。

著作権の情報

全体的な注意事項

車両やその電子部品に使用されているフ
リーおよびオープンソースのソフトウェ
アのライセンスに関する情報は、下記の
ウェブサイトで入手できます。

お車をご使用いただく際の注意事項

保証の適用

車両の操作を行なうときや車両に損
傷が発生したときは、必ず本書に記載さ
れている指示に従ってください。指示に
従わないで発生した車両の損傷について
は、保証の対象外になります。

走行する前に

夏季の取り扱い

夏を迎える前にエアコンディショナー
の冷媒に不足がないか、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場で点検を受け
てください。

オーバーヒートの予防策として、いつ
もより頻繁に冷却水量を点検してくだ
さい。

エアコンディショナーの臭いについて

車室内外のさまざまな汚れやほこりがエ
アコンディショナー内に取り込まれるこ
とにより、エアコンディショナーからの
送風に臭いがする場合があります。



概要

日ごろの状態と異なるとき

エンジンをかけたとき、いつもと異なる
音やにおいを感じたり、駐車していた場
所に水やオイルの跡が残っているとき
は、すみやかにメルセデス・ベンツ指定
サービス工場で点検を受けてください。

ドアを開くと

ドアを開くと、一部の装置が自動的に動
き始め、作動音などが聞こえることがあ
りますが、異常ではありません。

燃えるものは積まない

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー缶
などを積まないでください。万一のとき
に引火や爆発のおそれがあります。

子供を乗せるとき

子供には操作させない

思わぬけがの原因となりますので、子供
にドアやトランクまたはテールゲート、
パノラミックスライディングルーフなど
を開閉させないでください。

開口部から身体を出さない

子供がサイドウインドウやパノラミック
スライディングルーフなどの開口部から身
体を出さないように注意してください。

走行時の注意事項

エンジンの始動前

ブレーキペダルは必ず右足で操作して
ください。不慣れな左足で操作すると、
事故を起こすおそれがあります。

ブレーキペダルを踏み込んだときに、
ペダルが一定のところで停止すること
やペダルの踏みしろの量を確認してく
ださい。

停車

停車中はエンジンの空ぶかしをしないで
ください。万一、トランスミッションの
ポジションが走行位置になると、車が急
発進して事故を起こすおそれがあります。

駐車

後退したあとは、すぐにトランスミッ
ションをポジション か にするよう
に心がけてください。 になっている
ことを忘れてアクセルペダルを踏み込
み、車が後退して事故を起こすおそれ
があります。

駐車時や車から離れるときは、必ずシ
フトポジションを にして、パーキン
グブレーキを確実に効かせて、エンジ
ンを停止してください。

寒冷時の取り扱い

積雪

ボディやウインドウに雪が積もったとき
はすべて取り除いてください。走行中に雪
が落ちて視界を妨げるおそれがあります。

ドアやトランクまたはテールゲートの
凍結

ドアやトランクまたはテールゲートが
凍結して開かないときは、開口部周囲
にぬるま湯をかけ、解凍してから開い
てください。また、キーシリンダーに
はぬるま湯がかからないようにしてく
ださい。

再凍結を防止するため、余分な水分は
きれいに拭き取ってください。

凍結したまま無理にドアやトランクま
たはテールゲートを開こうとすると、
周囲の防水シールやウェザーストリッ
プを損傷するおそれがあります。
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ワイパーなどの凍結

ワイパーやドアミラー、ウインドウ、ス
ライディングルーフなどが凍結している
ときに、無理に動かすとモーターを損
傷するおそれがあります。

周囲にぬるま湯をかけるなどして、必ず
解凍してから操作してください。

ボディ下側の着氷

走行前にボディ下部やフェンダーの内
側を点検してください。ブレーキ関連
部品やステアリング関連部品、サスペ
ンションなどに雪や氷塊が付着してい
たり凍結していると、ボディを損傷し
たり、ステアリング操作ができなくな
り、事故を起こすおそれがあります。

雪や氷塊が付着しているときは、ぬる
ま湯をかけるなどして、部品やボディ
を損傷しないように注意しながら、雪
や氷塊を取り除いてください。

走行中にも、はね上げた雪や水しぶき
が凍結し、氷となってボディ下部や
フェンダーの内側に付着し、ステアリ
ング操作ができなくなるおそれがあり
ます。休憩時などにこまめに点検し、
雪や氷塊が付着しているときは、大き
くなる前に取り除いてください。

乗車前に

靴底などに付着した雪や氷を落としてから
乗車してください。ペダルを操作するとき
に滑ったり、車内の湿度が高くなってウイ
ンドウの内側が曇りやすくなります。

スタッドレスタイヤについて

スタッドレスタイヤを装着した場合、正
しい空気圧に調整してあっても、マルチ
ファンクションディスプレイにタイヤ空
気圧警告システムに関する警告メッセー
ジが表示されることがあります。

空気圧を点検して必要に応じて調整した
上で、取扱説明書を参照してタイヤ空気
圧警告システムを再起動してください。

駐車するとき

寒冷時や積雪地での駐車時は以下の点に
注意してください。

パーキングブレーキが凍結するおそれ
がある場合は、パーキングブレーキを
使用せず、トランスミッションをポジ
ション にシフトして、確実に輪止め
をしてください。

できるだけ風下や建物の壁、日光の当
たる方向にエンジンルームを向けて駐
車し、エンジンが冷えすぎないように
してください。

軒下や樹木の陰には駐車しないでくだ
さい。雪やつららが落ちてきてボディ
を損傷するおそれがあります。

エンジンを毛布でカバーしたり、フロ
ントグリルの内側にダンボールや新聞
紙などを挟まないでください。放置し
たままエンジンを始動すると、火災や
故障の原因になります。



概要

全体的な注意事項

運転するときの注意事項

服用後の運転が禁止されている薬や、酒
類を飲んだ後は絶対に運転しないでくだ
さい。

日射に関する注意事項

ウインドウなどに吸盤を貼り付けない
でください。吸盤がレンズの働きをし
て、火災が発生するおそれがあります。

メガネやサングラスを車内に放置し
ないでください。炎天下では車内が
高温になるため、レンズやフレーム
が変形したり、ひび割れするおそれ
があります。

ライターに関する注意事項

ライターを車内に落としたままにし
ないでください。荷物を押し込んだと
きやシートを操作したときにライター
の操作部に触れてライターが誤作動
し、火災が発生するおそれがあります。

ライターをグローブボックスや小物入
れなどに入れたままにしたり、車内に
落としたままにしないでください。

荷物を押し込んだときやシートを操作
したときにライターの操作部に触れて
ライターが誤作動し、火災の危険性が
あります。

キーに関する注意事項

キーをポケットやバッグなどに入れたと
きに意図せずにスイッチが押され、トラ
ンクまたはテールゲートが開くことがあ
ります。キーを携帯する際は十分注意し
てください。

自動車電話、携帯電話の使用

運転者は、走行中に自動車電話や携帯電
話を使用しないでください。道路交通法
違反になります。なお、ハンズフリー機
能は使用できますが、注意力が散漫にな
り事故の原因になります。安全な場所に
停車してから使用してください。

きびしい条件下での運転

発進、停止を繰り返す市街地走行、山間
部や路面の悪い道路などきびしい条件下
での走行が多いときは、タイヤやエアク
リーナー、エンジンオイル、エンジンオ
イルフィルター類の点検整備や交換を、
定期的な交換時期よりも早く行なうこと
が必要になります。



取扱説明書に記載されている装備・機能

お客様の車両の装備や機能はオプションや仕様により異なる場合があります。

オプションや仕様により異なる装備・機能については、以下の表をご覧ください。

安全性
ラグジュアリーヘッドレスト

助手席チャイルドセーフティシート自動検知（助手席エアバッグオフ表示灯を含む）
プラス（飛び出し検知機能付ブレーキアシスト・プラス）
（衝突警告システム）

ブレーキ
盗難防止システム

オープン クローズ
キーレスゴー
自動開閉トランクリッド
ハンズフリーアクセス
パノラミックスライディングルーフ（電動ブラインドを含む）

シート、ステアリングとミラー
ラグジュアリーヘッドレスト
マルチコントロールシートバック
ラゲッジルームのフロア格納式サードシート（ステーションワゴン）
シートヒーター
シートベンチレーター

ライトおよびフロントワイパー
リアワイパー

エアコンディショナー
クライメートコントロール（後席独立調整）
（エアコンディショナーモード、余熱ヒーター機能、リアサイド送風口を含む）



走行と停車
セルフロッキング式リアディファレンシャルロック
ディーゼルエンジン（予熱表示灯を含む）
マニュアル走行モード

表示
セラミック強化ブレーキシステム

ディストロニック・プラス（車間距離警告灯を含む）
レーススタート
マティックサスペンション

スポーツサスペンション
（フルタイム 輪駆動システム）

°カメラ
アクティブブラインドスポットアシスト
アクティブレーンキーピングアシスト

マルチファンクションディスプレイと表示
燃料消費の表示

メニュー

システム
インターネットラジオ

収納と機能
スキーバッグ
後席のスルーローディング
リアシートのスルーローディング（セダン）
荷物固定用リング
バッグフック（セダン）

サウンドシステム
テールゲートシルプロテクター（ステーションワゴン）

補助サンバイザー
リアドアウインドウのブラインド
リアウインドウの電動ブラインド（セダン）
フロアマット

メンテナンスおよび手入れ
アクティブボンネット



万一のとき
タイヤ

タイヤフィット

ホイールとタイヤ
タイヤ空気圧警告システム

サスペンション（コード ）
スポーツパッケージ（コード ）
エクステリアスポーツパッケージ（コード ）
応急用スペアタイヤ
（応急用ミニスペアタイヤ、コラプシブル応急用スペアタイヤを含む）
ラゲッジルームフロア下の小物入れ

サービスデータ



各
部
の
名
称

運転席……………………………………
メーターパネル…………………………
マルチファンクションステアリング
　…………………………………………
センターコンソール……………………
オーバーヘッドコントロールパネル
……………………………………………
ドアコントロールパネル………………



各
部
の
名
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運転席

運転席

機能 ページ

ステアリングのギアシフ
トパドル

コンビネーションスイッチ

メーターパネル

ホーン

レバー

パークトロニック警告表示

オーバーヘッドコント
ロールパネル

エアコンディショナー

エンジンスイッチ
キーレスゴースイッチ

電動調整式ステアリング
の調整

機能 ページ

クルーズコントロールレ
バー

パーキングブレーキペダル

診断器接続部

ボンネットを開く

パーキングブレーキを解
除する

ライトスイッチ
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の
名
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運転席

機能 ページ

オーバーヘッドコント
ロールパネル

パークトロニック警告表示

コンビネーションスイッチ

メーターパネル

ホーン

レバー

ステアリングのギアシフ
トパドル

ライトスイッチ

ボンネットを開く

診断器接続部

機能 ページ

パーキングブレーキを解
除する

エンジンスイッチ
キーレスゴースイッチ

電動調整式ステアリング
の調整

クルーズコントロールレ
バー

パーキングブレーキペダル

エアコンディショナー
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メーターパネル

メーターパネル

ディスプレイ

機能 ページ

燃料計

冷却水温度

セグメント付きスピード
メーター

機能 ページ

マルチファンクション
ディスプレイ

タコメーター

マルチファンクションディスプレ
イでメーターパネル照明を調整します。
（ ページ）
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メーターパネル

警告および表示灯

機能 ページ

スポーツハンドリン
グモード（ 車両）

距離警告

 解除

ブレーキ（赤色）

方向指示灯

ブレーキ（黄色）

エンジン診断

hこの警告灯には機能
はありません。

機能 ページ

シートベルト

ディーゼルエンジ
ン：予熱

（ 車両）

冷却水

ハイビームヘッドラ
イト

ロービームヘッドラ
イト

車幅灯

リアフォグランプ

燃料残量
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マルチファンクションステアリング

マルチファンクションステアリング

名称 ページ

マルチファンクション
ディスプレイ

ディスプレイ：
デジタル版取扱説明書を
ご覧ください。

音声認識の作動：別冊の
取扱説明書をご覧くだ
さい。

受話拒否、または終了
電話帳 通話履歴の終了

発信、または受話
リダイヤルメモリーへの切
り替え

音量の調整

消音

名称 ページ

メニューの選択

サブメニューの選択また
はリストのスクロール

選択の確定
ディスプレイメッセージ
の消去

戻る
音声認識の解除：別冊の
取扱説明書をご覧くだ
さい。
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センターコンソール

センターコンソール

センターコンソール、上部

機能 ページ

システム：デ
ジタル版取扱説明書をご
覧ください。

cシートヒーター

sシートベンチレー
ター

 パークトロニック

 スタートストッ
プ機能

非常点滅灯

機能 ページ

助手席エアバッグオ
フ表示灯

盗難防止警報システム表
示灯

リアシートのヘッド
レストの格納

uセダン：リアウイン
ドウの電動ブラインド



各
部
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センターコンソール

センターコンソール、下部（ 車両を除く車種）

機能 ページ

灰皿
ライター
カップホルダー

サスペンション設定
の調整

車高の調整

機能 ページ

小物入れ

走行モード選択スイッチ

コ ン ト ロ ー
ラー：デジタル版取扱説
明書をご覧ください。
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センターコンソール

センターコンソール、下部（ 車両）

機能 ページ

灰皿
ライター

パーキングポジション
にする

セレクターレバー

カップホルダー

小物入れ

コ ン ト ロ ー
ラー：デジタル版取扱説
明書をご覧ください。

機能 ページ

サスペンション制御
の呼び出し 記憶

サスペンション設定
の調整

走行モード選択ダイヤル



各
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オーバーヘッドコントロールパネル

機能 ページ

リアルームライトの
点灯 消灯の切り替え

ルームライト自動コ
ントロールのオン オフ
の切り替え

右側読書灯の点灯
消灯の切り替え

けん引防止機能の
解除

ルームミラー

機能 ページ

電動ブラインド付き
パノラミックスライディ
ングルーフの開閉

室内センサーの解除

左側読書灯の点灯
消灯の切り替え

フロントルームライ
トの点灯 消灯の切り替え

オーバーヘッドコントロールパネル



各
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ドアコントロールパネル

ドアコントロールパネル

機能 ページ

r シ ー
ト、ドアミラー、ステア
リング設定の記憶

パワーシートの調整
%&車両の解錠
施錠

ドアレバー

Z \ドアミ
ラーの電動調整および格
納 展開

Wサイドウインドウ
の開閉

機能 ページ

nリアサイドウインド
ウのチャイルドプルーフ
ロックの設定 解除

p トランクリッド
テールゲートの開閉



安
全
性

役に立つ情報……………………………
乗員安全システム………………………
子供を乗せるとき………………………
走行安全システム………………………
盗難防止システム………………………
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乗員安全システム

乗員保護装置の機能を十分に発揮させる
ため、以下の点に注意してください。

シートやヘッドレストが正しく調整し
てある（ ページ）

シートベルトが正しく着用してある
（ ページ）

エアバッグが作動した場合に制限なし
で膨らむことができる（ ページ）

ステアリングが正しい位置に調整して
ある（ ページ）

保護システムが改造されていない

エアバッグは、シートベルトを着用した
乗員の保護機能を高めます。ただし、エ
アバッグはシートベルトを補足する補助
的なシステムに過ぎず、シートベルトの
代わりになるものではありません。車両
にエアバッグが装備されていても、乗員
全員が常に正しくシートベルトを着用す
る必要があります。エアバッグは、あら
ゆる種類の事故で作動するわけではあり
ません。例えば、正しく着用されたシー
トベルトによる保護機能をエアバッグの
作動によって高めることができない場合
はエアバッグは作動しません。

エアバッグの作動はシートベルトが正し
く着用されている場合にのみ、保護を高
めることができます。シートベルトはま
ず、エアバッグとの最適な位置に車両の
乗員を保つ補助になります。さらに正面
衝突などの際に、シートベルトは衝撃を
受けた方向に同乗者が移動しないように
します。

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

乗員安全システム

重要な安全上の注意事項

警告
保護システムを改造すると適切に機
能しなくなります。システムが設計ど
おりに乗員を保護できなくなります。
事故の際に保護機能を果たせず、ま
た不意に作動することもあります。
けがをする危険性が高まります。
保護システムの部品を改造しないで
ください。また、決して配線、電子制
御部品やソフトウェアを改造しない
でください。

エアバッグシステムは障害のある方にも
適合しています。さらなる情報は、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場にお
問い合わせください。

シートベルトや （乗員保護補助装
置）は相互に補完し、連動して作動する
乗員保護装置です。これらは、あらかじ
め想定した特定の事故の状況においてけ
がの危険性を低減し、乗員の安全性を高
めます。ただし、シートベルトとエアバッ
グは外側から車両に侵入した物に対する
保護は一般的には行ないません。
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（乗員保護補助装置）

概要

は、以下のシステムで構成されてい
ます。

警告灯

エアバッグ

クラッシュセンサー付きエアバッグコ
ントロールユニット

フロントシートベルト用および後席の
外側シートベルト用シートベルトテン
ショナー

フロントシートベルト用および後席の
外側シートベルト用ベルトフォースリ
ミッター

は、事故の際に乗員が車室内の部
品にぶつかる危険性を低減します。また
事故の際に乗員が受ける衝撃を緩和させ
ます。

警告灯

警告
が故障している場合は、大幅な

車両の減速を伴う事故の際に、保護
システムの構成部品が不意に作動し
たり、またはまったく作動しないこ
とがあります。これにより、けがま
たは致命的なけがの危険性が高まり
ます。
ただちにメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で点検および修理を受けて
ください。

の機能は、イグニッションをオンに
したときやエンジンがかかっているとき
に定期的に診断されています。そのため、
不具合が発生すると早い時期に検出する
ことができます。

メーターパネルの 警告灯 は、
イグニッション位置を にすると数秒間
点灯します。また、イグニッション位置
を にすると点灯し、エンジン始動後に
消灯します。エンジンがかかっている間
に 警告灯 が消灯したときは、

の構成部品の作動準備が整ってい
ます。

以下のときは、不具合が発生しています。

イグニッション位置を にしたときに
数秒間点灯しない。

イグニッション位置を にしたときに
点灯しない。

エンジンを始動して数秒後に、 警
告灯 が消灯しない。

エンジンかかっているときに、 警
告灯 が再度点灯する。

シートベルトテンショナーおよびエア
バッグの作動

衝突の初期段階で、エアバッグコント
ロールユニットは、以下のような車両の
減速度または加速度に関する重要な物理
的データを判断します。

衝撃の作用した時間

方向

衝撃の強さ

これらのデータを判断して、エアバッグ
コントロールユニットは衝突の初期段階
でシートベルトテンショナーを事前に作
動させます。

車両の縦方向の減速度または加速度がさ
らに大きくなると、フロントエアバッグ
も作動します。
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車両には、衝撃の大きさに応じて作動
力を 段階に制御するデュアルステー
ジ式フロントエアバッグが装備されてい
ます。エアバッグコントロールユニット
は、衝突の際に車両の減速度または加速
度を評価します。第 段階では、フロ
ントエアバッグは乗員の負傷を防ぐのに
最適なガス圧で膨らみます。数ミリ秒以
内に第 段階の作動基準値に達すると、
フロントエアバッグは最大限に膨らみ
ます。

シートベルトテンショナーとエアバッグ
の作動基準値は、車両の減速度または加
速度に応じて適切に設定されます。この
プロセスは事前に実行されます。作動決
定プロセスは、衝突の初期段階で早い時
期に行なわれる必要があります。車両の
減速度や加速度、衝撃の方向は、基本的
に以下の要素によって決まります。

衝突時の衝撃エネルギーの分散度

衝撃の角度

車体の変形状態

車両と衝突した物体の特性

衝突の発生後に検知される要素は、エア
バッグの作動条件とは必ずしも一致しま
せん。また、エアバッグを作動させる基
準とはなりません。

衝突時にボンネットやフェンダーなど車
体が著しく変形していながら、エアバッ
グが作動しない場合があります。変形し
やすい衝撃吸収部品のみが衝突の影響を
受け、エアバッグを作動させるのに十分
な減速度に達していない場合です。反対
に、車体の変形状態が軽度であってもエ
アバッグが作動することがあります。縦
方向のボディメンバーなど高剛性の部品
が衝撃を受けたため車両の減速度が十分
高いレベルに達した場合などです。

フロントのシートベルトテンショ
ナーは、フロントシートのシートベルト
のプレートが正しくバックルに差し込ま
れている場合にのみ作動します。

事故の際に、すべてのエアバッグが
作動するわけではありません。各エア
バッグシステムは、それぞれ独立して作
動します。

エアバッグシステムの作動条件は、事故
の大きさ（特に車両の減速度または加速
度）および以下のような事故の形態に基
づいて決まります。

正面衝突

側面衝突

横転

エアバッグ

重要な安全上の注意事項

警告
エアバッグは補助的な保護をもたら
しますが、シートベルトの代わりに
なるものではありません。
エアバッグの作動が原因による重大
な、または致命的なけがの危険性を
軽減するため、以下の注意事項をお
守りください。
妊娠中の女性も含めて、乗員全員
が常にシートベルトを正しく着用
し、バックレストをできるだけ垂
直にしてシートに深く腰かけてく
ださい。ヘッドレストは、中央部
が目の高さになるように調整して
ください。
身長約 未満または年齢 歳
未満の子供は常に、適切なチャイ
ルドセーフティシートに固定して
ください。
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乗員全員がシート位置を正しく調
整し、エアバッグとの間隔をでき
るだけ確保してください。運転席
シートの位置は、車両を安全に運
転できるものでなければなりま
せん。運転者の胸部は、運転席エ
アバッグカバーの中央からできる
だけ離れていなければなりません。
助手席シートはできるだけ後方に
移動してください。特に、助手席
にチャイルドセーフティシートを
装着して子供を乗せるときは助手
席シートを後方に移動することが
大切です。
車両乗員、特に子供は、サイドバッ
グ ウインドウバッグが作動する
ウインドウの周辺には頭部を寄り
かからせないでください。
助手席シートのエアバッグが無効
になっている場合を除いて、後ろ
向きのチャイルドセーフティシー
トを助手席シートに装着しないで
ください。チャイルドセーフティ
シート検知システム装備車の助手
席に、センサー付き純正チャイル
ドセーフティシートを装着する場
合は、助手席エアバッグが無効に
なります。助手席エアバッグオフ
表示灯 が点灯し続けます。
車両の助手席にチャイルドセーフ
ティシート検知システムが装備さ
れていない場合や、後ろ向きのチャ
イルドセーフティシートにチャイ
ルドセーフティシート自動検知用
のトランスポンダーがない場合は、
必ず後席に装着してください。助
手席シートに前向きのチャイルド
セーフティシートを固定する場合
は、助手席シートをできるだけ後
方に移動しなければなりません。

衣服のポケットに重い物やとがっ
た物を入れないでください。
特に走行中は、運転席・助手席フ
ロントエアバッグの格納部にもた
れかかったりしないでください。
ダッシュボードの上に足をのせ
ないでください。
ステアリングは外側のみを握って
ください。それにより、エアバッ
グを十分に膨らませることができ
ます。ステアリングの内側を握っ
た状態でエアバッグが作動すると、
運転者がけがをするおそれがあり
ます。
ドアに寄りかからないでください。
エアバッグ作動範囲と乗員の間に
人やペットまたは荷物を置かない
でください。
バックレストとドアの間に物を置
かないでください。
アシストグリップやコートフック
に、コートハンガーなどのかたい
物をかけないでください。
ドアにカップホルダーなどのアク
セサリーを取り付けないでくだ
さい。

エアバッグは瞬時に作動する必要が
あるため、エアバッグの作動により
けがをする危険性を排除することは
不可能です。
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警告
エアバッグカバーを改造したり、ス
テッカーのような物を貼る場合は、
エアバッグが正しく機能できなくな
ることがあります。けがをする危険
性が高まります。
エアバッグカバーを改造したり、また
はそれらに物を貼らないでください。

警告
シートカバーによって、シート内蔵の
エアバッグの作動を遮る、または妨
げることがあります。その結果、エ
アバッグは設計されているように車
両乗員を保護することができません。
加えて、チャイルドセーフティシー
ト自動検知システムの機能が制限さ
れることがあります。これにより、
けがまたは致命的なけがの危険性が
高まります。
フロントシートには、シートカバー
を使用しないでください。

警告
エアバッグが作動した後は、エアバッ
グの部品は熱くなっています。けが
の危険性があります。
エアバッグの部品に触れないでくだ
さい。
作動したエアバッグは、できるだけす
みやかにメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で交換してください。

衝突の際にエアバッグが作動すると、乗
員の身体の移動を抑えて拘束します。エ
アバッグが作動するときに、作動音が聞
こえ、空中に少量の粉末が放出されるこ
とがあります。作動音は、ごくまれに聴
力に影響を与えることがあります。放出
された粉末は一般的には健康を害する性
質はなく、車内に火災があることを示す
ものでもありません。この粉末を吸い込
むと、ぜんそくや肺疾患のある方は一
時的に呼吸障害を起こすおそれがあり
ます。潜在的な呼吸困難を防止するため、
安全であればすぐに車両から離れてくだ
さい。または、ウインドウを開いて新
鮮な空気を車内に取り込んでください。

警告灯 が点灯します。

エアバッグの格納場所には、
の表示があります。

エアバッグが作動した後は、車両が
まだ走行できる場合でも最寄りのメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場までけん
引してください。

エアバッグの取付位置

エアバッグ 取付位置
運転席エアバッグ ステアリングパッ

ド部
助手席エアバッグ グローブボックス

上部のダッシュ
ボード部

運転席ニーバッグ ステアリングコラ
ム下部の運転席パ
ネル

サイドバッグ 運転席および助手
席シートのバック
レスト外側側面、
ならびに後席バッ
クレスト外側側面
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ペルビスバッグ 運転席および助手
席シートのバック
レスト外側側面下
部

ウインドウバッグ ピラー側方から
ピラーのルーフ
フレーム

フロントエアバッグ

助手席シートには重い物を置かない
でください。システムが助手席シートに
同乗者がいると誤って判断する原因にな
ります。衝突の際に助手席側の乗員保護
装置が作動して交換する必要が出るおそ
れがあります。

運転席エアバッグ はステアリング正
面で膨らみ、助手席エアバッグ はグ
ローブボックスの正面と上部で膨らみ
ます。フロントエアバッグは、運転者と
助手席乗員の頭部や胸部を保護する効果
を高めます。

それらは以下のときに作動します。

衝突の初期段階で、車両の縦方向に一
定以上の高い加速度または減速度を検
知したとき

エアバッグの作動が、シートベルトに
よるものに補助的な保護をもたらすと
システムが判断したとき

車内の他のエアバッグとは独立して

フロントエアバッグが作動する時間は、
シートベルトが着用されているかどうか
によって異なります。

車両が横転した場合は、通常はフロント
エアバッグは作動しません。

助手席チャイルドセーフティシート自動
検知装備車両：助手席フロントエアバッ
グ は、助手席に乗車しているとシス
テムが検知した場合にのみ作動します。
センターコンソールの助手席エアバッグ
オフ表示灯は点灯しません（ ペー
ジ）。

チャイルドセーフティシートが助手席に
装着されている場合、以下のときはセン
ターコンソールの助手席エアバッグオフ
表示灯が点灯しません。

チャイルドセーフティシート検知シス
テム用トランスポンダーを内蔵してい
ないチャイルドセーフティシートが装
着されているとき、または

トランスポンダー内蔵チャイルドセー
フティシートが正しく装着されてい
ないとき

運転席ニーバッグ
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警告
エアバッグを制御するセンサーがド
アの内部にあります。ドア、ドアパ
ネル、または損傷したドアに改造が
行なわれたり、作業が正しく行なわ
れていないと、センサーの機能が損
なわれることがあります。したがっ
て、エアバッグは正しく機能しなく
なることがあります。その結果、エ
アバッグは設計されているように車
両乗員を保護することができません。
けがをする危険性が高まります。
ドアまたはドアの部品を改造しない
でください。ドアまたはドアパネル
の作業は常にメルセデス・ベンツ指
定サービス工場で行なってください。

サイドバッグ（例：セダン）

フロントサイドバッグ およびリアサ
イドバッグ は外側シートクッション
脇で作動します。

作動したときは、衝撃が発生した側の車
両乗員の胸部を補助的に保護します。た
だし、以下は保護しません。

頭部

頸部

腕部

運転席ニーバッグ はステアリングコ
ラムの下で作動します。フロントエア
バッグと一緒に作動します。運転席ニー
バッグは前面衝突の際に特定の規定値を
超えるとフロントエアバッグと一緒に作
動するように設計されています。運転席
ニーバッグは、正しい位置で着用された
シートベルトと組み合わされて最適に作
動します。運転席ニーバッグは、運転者
の以下のようなけがを軽減して乗員保護
効果を高めます。

膝のけが

大腿部のけが

下肢のけが

サイドバッグ

警告
シートカバーによって、シート内蔵の
エアバッグの作動を遮る、または妨
げることがあります。その結果、エ
アバッグは設計されているように車
両乗員を保護することができません。
加えて、チャイルドセーフティシー
ト自動検知システムの機能が制限さ
れることがあります。これにより、
けがまたは致命的なけがの危険性が
高まります。
フロントシートには、シートカバー
を使用しないでください。
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サイドバッグは以下のように作動し
ます。

衝撃を受けた側で

側方の衝撃など、車両の横方向で高い
加速度または減速度を伴う事故の初
期で

シートベルトの使用とは独立して

フロントエアバッグとは独立して

シートベルトテンショナーとは独立
して

車両が横転した場合は、サイドバッグは
通常は作動しません。システムが横方向
の車両の高い減速度または加速度を検知
し、サイドバッグの作動によってシート
ベルトによりもたらされるものに補助的
な保護を与えると判断した場合に、サイ
ドバッグは作動します。

ペルビスバッグ

警告
シートカバーによって、シート内蔵の
エアバッグの作動を遮る、または妨
げることがあります。その結果、エ
アバッグは設計されているように車
両乗員を保護することができません。
加えて、チャイルドセーフティシー
ト自動検知システムの機能が制限さ
れることがあります。これにより、
けがまたは致命的なけがの危険性が
高まります。
フロントシートには、シートカバー
を使用しないでください。

ペルビスバッグ は、衝突が発生した
車両側の車両乗員の保護レベルを高め
ます。

ペルビスバッグは、シートクッション側
面の下部付近で膨らみます。それらは以
下のときに作動します。

衝撃を受けた側で

側面衝突などの初期段階で、車両の横
方向の加速度または減速度が高くなっ
たとき

シートベルトの着用に関係なく

フロントエアバッグの作動とは独立
して

シートベルトテンショナーの作動とは
独立して

車両が横転した場合、ペルビスバッグは
通常は作動しません。システムが横方向
の車両の高い減速度または加速度を検知
し、ペルビスバッグの作動によってシー
トベルトによりもたらされるものに補助
的な保護を与えると判断した場合に、ペ
ルビスバッグは作動します。
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ウインドウバッグ

助手席側のウインドウバッグ（例：セダン）

ウインドウバッグ は、車両の衝撃が
発生した側の乗員の（胸部や腕ではなく）
頭部の保護レベルを高めます。

ウインドウバッグはルーフフレーム側面
に内蔵され、 ピラーから ピラー間の
範囲で作動します。

ウインドウバッグは以下の条件で作動し
ます。

側面衝突などの初期段階で、車両の横
方向の加速度または減速度が高くなっ
たとき

衝撃を受けた側で

車両が横転し、作動することによって
シートベルトによるものに追加の保護
がもたらされるとシステムが判断した
場合の運転席と助手席側で

シートベルトの着用に関係なく

助手席乗員の有無に関わらず

フロントエアバッグの作動とは独立
して

アクティブヘッドレスト
ラグジュアリーヘッドレスト

重要な安全上の注意事項

警告
以下の場合にヘッドレストの機能が
損なわれることがあります。
例えばコートハンガーのような物
をヘッドレストに取り付けている
ヘッドレストカバーを使用している

そのような場合は、事故のときにヘッ
ドレストが意図された保護機能を果
たすことができません。加えて、ヘッ
ドレストに取り付けられている物が
車両の他の乗員を危険にさらすおそ
れがあります。けがをする危険性が
高まります。
ヘッドレストに物を取り付けたり、
ヘッドレストカバーを使用しないで
ください。

アクティブヘッドレスト
ラグジュアリーヘッドレス

トは、運転者および助手席の乗員の頭部
および頸部への保護を高めます。特定の
強さの後方衝突のときに、運転席と助手
席の アクティブヘッドレス
ト ラグジュアリーヘッドレ
ストが前方および上方へ移動します。こ
れにより、頭部のより良い支持をもたら
します。
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事故で アクティブヘッドレ
スト ラグジュアリーヘッド
レストが作動した場合は、運転席および
助手席の アクティブヘッド
レスト ラグジュアリーヘッ
ドレストをリセットしてください。次の
後方衝突のときに補助の保護を行なうこ
とができません。作動した
アクティブヘッドレスト ラ
グジュアリーヘッドレストは前方に移動
し、調整できなくなります。

後方衝突の後は、メルセデス・ベンツ指
定サービス工場で アクティ
ブヘッドレスト ラグジュ
アリーヘッドレストの点検を受けること
を、メルセデス・ベンツは推奨します。

リセット

アクティブヘッドレスト

アクティブヘッドレスト（例：セダン）

アクティブヘッドレスト
のクッション上部を矢印 の方向に
前方に傾けます。

アクティブヘッドレストの
クッションを矢印 の方向に停止す
るまで押し下げます。

手のひらで、 ヘッドレス
トのクッションを固定されるまで矢
印 の方向に後方にしっかりと押し
ます。

もう一方の アクティブ
ヘッドレストでも同様の作業を行ない
ます。

ラグジュアリーヘッドレスト

ラグジュアリーヘッドレスト

車両の書類入れからリセットツール
を取り出します。

ラグジュアリーヘッドレ
ストとヘッドレストのリアカバーの間
にあるガイド にリセットツール
を差し込みます。

ヘッドレスト作動機構がカチッと音が
してはまるまで、リセットツール
を押し下げます。

リセットツール を引き抜きます。

手のひらで、 ラグジュア
リーヘッドラストのクッションを固
定されるまで矢印 の方向に後方に
しっかりと押します。

もう一方の ラグジュア
リーヘッドレストでも同様の作業を行
ないます。

リセットツール を車両の書類入れ
に戻します。
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ラグジュアリーヘッドレ
ストのリセットが困難な場合は、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場にこの作
業を依頼してください。

（予期乗員保護措置）

シートの前後位置を調整するときは、
足元やシート後方に物がないことを確認
してください。シートや物を損傷するお
それがあります。

は、特定の危険な状況で、
乗員を保護するために予防的な措置を行
ないます。車両に システム
が装備されていても、事故のときのけが
の可能性をなくすことはできません。

常に実際の道路や天候状況に適するよ
うに運転スタイルを合わせ、先行車両
との間に十分に安全な距離を保ってくだ
さい。注意して運転してください。

は以下のときに作動します。

緊急ブレーキの状況などで が作
動したとき

ディストロニック・プラス装備車両で、
プラスが強力に介入したとき

ディストロニック・プラス装備車両で、
レーダーセンサーが特定の状況で差し
迫った衝突の危険を検知したとき

物理的限界を超えて車両が著しくアン
ダーステアやオーバーステアになるな
ど、危機的な走行状況になったとき

は検知した危険な状態に応
じて、以下のように作動します。

フロントシートベルトを引き込み、
シートベルトの張力を高めます。

助手席シートが好ましくない位置にあ
る場合は調整されます。

ドライビングダイナミックシート装備
車両では、シートクッションおよび
バックレストのサイドサポートの空気
圧を高めます。

車両が横滑りすると、スライディング
ルーフおよびサイドウインドウが少し
の隙間のみを残して閉じます。パノラ
ミックスライディングルーフ装備車両
では、完全に閉じます。

事故につながることなく危険な状況が過
ぎた場合は、 がシートベル
トの張力を緩めます。ドライビングダイ
ナミックシートのサイドサポートの空気
圧が再度低下します。 によ
り行なわれたすべての設定が元に戻り
ます。

シートベルトの張力が緩まないとき

停車中に、バックレスト角度やシート
の前後位置を少し動かします。シート
ベルトの張力が緩み、ロック機構が解
除されます。

シートベルトの調整、 に内
蔵されたコンビニエンス機能についての
さらなる情報は、 シートベルトの調整
（ ページ）にあります。

シートベルト

重要な安全上の注意事項

警告
シートベルトを正しく着用していな
かったり、シートベルトがバックル
に確実に差し込まれていないと、シー
トベルトの本来の保護機能が十分に
発揮されません。事故のとき、状況
によっては乗員が致命的なけがをす
るおそれがあります。
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妊娠中の女性も含めて、乗員全員が
常にシートベルトを正しく着用し、
バックレストをできるだけ垂直にし
てシートに深く腰かけてください。
ヘッドレストは、中央部が目の高さ
になるように調整してください。
シートベルトは身体に密着させ、ね
じれのないように着用してください。
コートなどの厚手の衣類は着用し
ないでください。肩ベルトは肩の中
央にかけてください。絶対に首や脇
の下には通さないでください。また、
シートベルトを引き上げて上半身に
密着させてください。腰ベルトは、腹
部を避けて腰骨のできるだけ低い位
置にかけてください。必要であれば、
ベルトを少し押し下げた後、再び引
き戻してたるみを取ってください。

とがった物やこわれやすい物にベル
トストラップをかけないでください。
これは特に、メガネ、ペン、鍵など
が衣類の中、または表面にあるとき
が当てはまります。事故の際にシー
トベルトが損傷して裂け、運転者や
他の乗員がけがをするおそれがあり
ます。

各シートベルトは必ず 人の乗員が
使用します。絶対に子供を膝の上に
座らせて走行しないでください。急
な進路変更時や急ブレーキ時、衝突
時に子供を保護することができなく
なります。その結果、子供と他の乗
員が致命的なけがをするおそれがあ
ります。

身長約 未満の乗員は、シート
ベルトを正しく着用することができ
ません。そのため身長約 未満
の乗員は、体格に応じた専用の乗員
保護装置を使用してください。

身長約 未満または 歳
未満の子供は、シートベルトを正
しく着用することができません。
そのため、車両の適切なシートに
装着した適切なチャイルドセーフ
ティシートに常に固定してくだ
さい。さらなる情報は、本取扱説
明書の 安全性 の章にある 子
供を乗せるとき をご覧ください。
チャイルドセーフティシートを装
着するときは、メーカーの装着指
示に従ってください。
乗員が着用しているシートベルト
で荷物などを固定しないでくだ
さい。

警告
バックレストをできるだけ垂直に
近い位置にしないと、シートベルト
の保護機能が十分に発揮できません。
ブレーキ操作時または事故発生時に
身体がシートベルトの下側にもぐり
込み、腹部または頸部などにけがをす
るおそれがあります。これにより、
けがまたは致命的なけがの危険性が
高まります。
走行を開始する前に、シートを正しい
位置に調整してください。常にシー
トが垂直に近い位置にあることを確
認してください。
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警告
以下の場合は、シートベルトは意図
された保護機能を発揮しないことが
あります。
シートベルトが損傷している、改
造されている、極端に汚れている、
漂白されている、または着色され
ている
シートベルトのバックルが損傷し
ている、または極端に汚れている
ベルトテンショナーまたはベルト
アンカーが改造されている

事故が起こった際は目には見えない
場合でも、たとえばガラスの破片に
よりシートベルトが損傷しているこ
とがあります。改造または損傷した
シートベルトは、事故のときなどに
裂けたり、または作動しないおそれ
があります。改造されたベルトテン
ショナーは突然作動したり、または
必要なときに作動しないおそれがあ
ります。これにより、けがまたは致
命的なけがの危険性が高まります。
シートベルト、ベルトテンショナー、
ベルトアンカーまたは慣性リールを
改造しないでください。シートベル
トが損傷していない、擦り切れてい
ない、そして汚れていないことを確
認してください。

メルセデス・ベンツは、お客様のメルセ
デス・ベンツ車専用に承認されたシー
トベルトのみを使用することを推奨し
ます。

シートベルトは、事故のとき、乗員の身
体の移動を最も効果的に抑えるための手
段です。これにより、乗員が車内の部品
にぶつかることを防ぎます。

シートベルトの着用

シートベルト（例：セダン）

シートを調整し、バックレストをほぼ
垂直の位置に動かします（ ペー
ジ）。

シートベルトをベルトガイド から
ゆっくり引き出します。

ねじれがないように、シートベルトの
肩の部分を肩の中央に、腰の部分を骨
盤にかけます。

プレート をバックル に差し込
みます。

シートベルトの調整：必要な場合は、
運転席および助手席シートベルトが上
半身に自動的に調整されます。

必要であれば、シートベルトを適切な
高さに調整します（ ページ）。

必要であれば、肩ベルトを上方に引い
て、シートベルトを身体に密着させ
ます。

解除スイッチ でのシートベルトの解
除に関する情報は、（ ページ）をご
覧ください。
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シートベルトの調整

シートベルトの調整は、運転席および助
手席シートベルトが乗員の上半身に密
着するように、自動的にシートベルトを
調整します。

以下のときは、シートベルトが少し引き
込まれます。

シートベルトのプレートをバックルに
差し込んだ後、イグニッション位置を
にしたとき

イグニッション位置を にした後、
シートベルトのプレートをバックルに
差し込んだとき

シートベルトの調整は、乗員とシートベ
ルトの間にたるみを検知すると、一定の
締め付け力を適用します。調整している
間は、シートベルトを強くつかまないで
ください。

マルチファンクションディスプレイを使
用してシートベルトの調整の設定およ
び解除を切り替えることができます（

ページ）。

シートベルトの調整は、 コ
ンビニエンス機能に内蔵された一部です。

に関するさらなる情報は、
（予期乗員保護措置） （

ページ）にあります。

シートベルトの高さ調整

フロントシートのベルトの高さを調整す
ることができます。

ステーションワゴン：外側リアシート
のベルトの高さも調整することができ
ます。シートベルトの上部が肩の中央
にかかるような高さにベルトを調整し
ます。

上げる：ベルトアンカーをそのまま押
し上げます。ベルトアンカーは好みの
位置に調整できます。

下げる：ベルトアンカーのリリース
を押して保持します。

そのままベルトアンカーを下にスライ
ドさせます。

ベルトアンカーのリリース を放し、
ベルトアンカーがロックされているこ
とを確認します。

後席中央シートベルトの着用

左側リアシートのバックレストを前方に
倒した後、元の位置に起こしたときは、
中央リアシートのシートベルトがロッ
クすることがあります。ロックすると、
シートベルトが引き出せなくなります。
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中央リアシートベルトを解除する：
バックレストのベルトの引き出し口で
シートベルトを約 引き出し、
再度それを放します。シートベルトが
巻き取られ、ロックが解除されます。

シートベルトの解除

シートベルトが完全に巻き取られ
ていることを確認してください。ベル
トが完全に巻き取られていないと、シー
トベルトやプレートがドアに挟まれた
りシート機構に引っかかることがあり
ます。その結果、ドアやドアトリムパネ
ル、シートベルトを損傷するおそれがあ
ります。損傷したシートベルトは保護機
能を果たすことができなくなるため、必
ず新品と交換してください。メルセデス・
ベンツ指定サービス工場にご相談くだ
さい。

シートベルト（例：セダン）

バックル の解除スイッチ を押
します。

シートベルトのプレート をベルト
ガイド に戻します。

運転者および助手席乗員のシートベルト
警告

メーターパネルのシートベルト警告灯
は、すべての乗員にシートベルトの

着用を促します。警告灯は点灯し続ける
か点滅します。また、場合によっては警
告音も鳴ります。

運転者と助手席乗員がシートベルトを着
用したときは、シートベルト警告灯
が消灯し、警告音が停止します。

運転者と助手席乗員がシートベルトを着
用した場合は消灯します。

シートベルト警告灯 についての
詳細は メーターパネルの表示灯と警告
灯、シートベルト （ ページ）を
ご覧ください。

シートベルトテンショナー、ベルト
フォースリミッター

警告
作動した火薬式シートベルトテン
ショナーは作動しなくなり、意図し
た保護機能を発揮できなくなります。
これにより、けがまたは致命的なけ
がの危険性が高まります。
そのため、作動した火薬式シートベ
ルトテンショナーは、ただちにメル
セデス・ベンツ指定サービス工場で
交換してください。

助手席に乗車していない場合は、助
手席シートベルトのプレートをバックル
に差し込まないでください。衝突の際に
シートベルトテンショナーが作動するこ
とがあります。

電子モーターによって作動する
のベルトテンショナーは、必要な

ときに応じて作動させることができ、交
換の必要はありません。
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フロントシートベルトと後席外側のシー
トベルトには、シートベルトテンショ
ナーとベルトフォースリミッターが装備
されています。

シートベルトテンショナーは、衝突時に
シートベルトを瞬時に巻き上げ、乗員の
身体に密着させる働きをします。

シートベルトテンショナーは、適切で
ないシート位置や正しく着用していない
シートベルトを補正しません。

シートベルトテンショナーは、乗員を
バックレストに引き寄せることはしま
せん。

シートベルトテンショナーは、以下の場
合にのみ作動します。

イグニッションがオンである

保護システムが作動可能である。
警告灯 をご覧ください（
ページ）。

フロントシートベルトの各ベルトのプ
レートがバックルに固定されている

後席の外側リアシートのシートベルトテ
ンショナーは、シートベルトの固定状態
に関わらず、独立して作動します。

シートベルトテンショナーは、事故の形
態や大きさに応じて、以下のような場合
に作動します。

正面衝突または追突の際に、衝突の初
期段階で車両の縦方向の減速度または
加速度が急激に大きくなった場合

側面衝突の際に、衝撃を受けた反対側
で車両の横方向の加速度または減速度
が急激に大きくなった場合

車両が横転した状況で、補助的な保護
をもたらすとシステムが判断したとき

シートベルトテンショナーが作動した場
合は、作動音が聞こえ、少量の粉末が放
出されることもあります。作動音は、ご
くまれに聴力に影響を与えることがあり
ます。放出された粉末は一般的には健康
を害する性質はなく、車内に火災がある
ことを示すものでもありません。ぜんそ
くや肺疾患のある方は、この粉末により
一時的に呼吸障害を起こすおそれがあり
ます。潜在的な呼吸困難を防止するため、
安全であればすぐに車両から離れてく
ださい。または、ウインドウを開いて新
鮮な空気を車内に取り込んでください。

警告灯 が点灯します。

ベルトフォースリミッター付きシートベ
ルトでは、ベルトフォースリミッターが
作動して衝突時に巻き上げたベルトの拘
束力を緩め、乗員の身体に加わる負担を
軽減します。

フロントシートのベルトフォースリミッ
ターは、減速力の一部となるフロントエ
アバッグと同期しています。その結果、
かかる負荷はより広い範囲に分散され
ます。

事故の後で

交通事故の後

周囲の道路や交通状況に注意しなが
ら、すみやかに安全な場所に停車して
ください。

非常点滅灯を点滅させます。

パーキングブレーキを効かせます。

周囲の安全を確認して、乗員は車から
降りてください。

危険な場所に誰も近づかないようにし
てください。フェンスなどで区切られ
た安全な場所に乗員を避難させてくだ
さい。
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適切な場所に停止表示板を置いてくだ
さい。

自動車専用道路や高速道路では、後続車
両に警告するため、停止表示板を使用す
ることが法律で義務付けられています。

車が動かなくなったとき

シフトポジションを にします。

パーキングブレーキを解除します。

安全な場所まで車を押して移動してく
ださい。

必要な場合は、同乗者か付近の人に救援
を求めてください。オートマチックトラ
ンスミッションをシフトポジション に
できない場合、運転者と乗員は危険な範
囲からただちに離れてください。

イグニッションをオンにして車輪が
回転し始めると、車が自動的に施錠され
ます。そのため、車を押すときやダイナ
モメーターで性能をテストするときなど
は、車外に閉め出されるおそれがあり
ます。

踏切内で車が動けなくなったときは、
ただちに踏切の非常スイッチを押して
ください。緊急を要する場合は、非常
信号用具も使用してください。

子供を乗せるとき

チャイルドセーフティシート

重要な安全上の注意事項

警告
急な進路変更時やブレーキ時、衝突
時などに子供が致命的なけがをする
のを防ぐため、以下の点に注意して
ください。
身長が 未満で年齢が 歳
未満の子供は、車両の適切なシー
トに装着した専用チャイルドセー
フティシートに常に固定してくだ
さい。シートベルトは子供向けに
設計されていないため、このこと
が必要となります。
助手席シートに装着した後ろ向き
チャイルドセーフティシートに
子供を固定して運搬しないでくだ
さい。例外：車両にチャイルドセー
フティシートセンサー（助手席）
が装備されていて、チャイルドセー
フティシート用トランスポンダー
装備のチャイルドセーフティシー
トに子供が固定されている場合。
助手席シートに前向きのチャイル
ドセーフティシートを固定する場
合は、助手席シートをできるだけ
後方に移動しなければなりません。
その際、シートベルト引き出し口
から出ている車両のシートベルト
がチャイルドセーフティシートの
ショルダーベルトガイドに向かっ
て前方に向いていることを確認し
てください。シートベルトが底部
に沿って前部に向かうようにシー
トベルトの高さを調整します。
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絶対に子供を膝の上に座らせて走
行しないでください。急な進路変
更時や急ブレーキ時、衝突時に発
生する力により、子供を保護する
ことができなくなります。子供が
車内の部品に激しくぶつけられ、
致命的なけがをするおそれがあり
ます。

警告
チャイルドセーフティシートが適切
なシート位置に正しく取り付けられ
ていない場合は、意図した保護機能
を発揮することができません。事故、
急ブレーキまたは急な進路変更のと
きに子供を保護することができま
せん。これにより、けがまたは致命
的なけがの危険性が高まります。
常にチャイルドセーフティシート
メーカーの装着指示およびチャイル
ドセーフティシートの正しい使用方
法に従ってください。チャイルドセー
フティシートの底面全体が常にシー
トクッションに接触していることを
確認してください。チャイルドセー
フティシートの下または背面にクッ
ションなどの物を置かないでくだ
さい。チャイルドセーフティシート
には、必ず専用の純正シートカバー
を使用してください。損傷したカバー
を取り替えるときは、必ず純正品を
使用してください。

警告
チャイルドセーフティシートが正し
く取り付けられていない、または固定
されていない場合は、事故、急ブレー
キまたは急な進路変更のときに外れ
るおそれがあります。チャイルドセー
フティシートが投げ出されて、乗員
にぶつかるおそれがあります。これ
により、けがまたは致命的なけがの
危険性が高まります。
使用していないときでも、常にチャ
イルドセーフティシートを正しく取
り付けてください。常にチャイルド
セーフティシートメーカーの装着指
示に従ってください。

警告
事故で負荷を受けたチャイルドセー
フティシートやその固定装置は、意
図した保護機能を発揮できないこと
があります。事故、急ブレーキまた
は急な進路変更のときに、子供が保
護されません。これにより、けがま
たは致命的なけがの危険性が高まり
ます。
事故で損傷したり、または負荷を受
けたチャイルドセーフティシートは
ただちに交換してください。チャイ
ルドセーフティシートを再度取り付
ける前に、チャイルドセーフティシー
トの固定装置をメルセデス・ベンツ指
定サービス工場で点検してください。
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警告
子供だけを車内に残した場合、下記
のおそれがあります。
ドアを開くことにより他人や、他
の道路使用者を危険にさらす
車両から出て他の走行車両にぶつ
かる
車両の装備を操作するなどして、
挟まれる

また、以下のような操作を行ない、
車両を動かす場合もあります。
パーキングブレーキを解除する
オートマチックトランスミッショ
ンをパーキングポジション から
シフトする
エンジンを始動する

事故やけがの危険性があります。車
両から離れるときは、常にキーを携
帯して車両を施錠してください。付
き添いのない状態で子供や動物を車
内に残さないでください。キーは子
供の手の届かないところに保管して
ください。

警告
人、特に子供が長時間極端な温度にさ
らされている場合は、重大な、また
は致命的なけがの危険性があります。
人、特に子供を付き添うことなく車
両に残さないでください。

お子様が車両に乗車するときは、お子様
の身長、年齢、体重に合った適切なチャ
イルドセーフティシートを使用して、お
子様の身体を固定してください。チャイ
ルドセーフティシートに子供を正しく固
定するために、常にチャイルドセーフ
ティシートメーカーの装着指示に従って
ください。乗員保護装置はできるだけ適
切なリアシートに装着してください。走
行時は子供が固定されていることを常に
確認してください。

メルセデス・ベンツは、リストに挙げら
れているチャイルドセーフティシートの
使用をお勧めします（ ページ）。適
切なチャイルドセーフティシートについ
てのさらなる情報は、メルセデス・ベン
ツ指定サービス工場で入手できます。

後ろ向きチャイルドセーフティシートを
中央のリアシートに取り付けないでくだ
さい。

チャイルドセーフティシートを清
掃するときは、メルセデス・ベンツ純
正のカーケア用品のご使用をお勧めし
ます。このことに関する情報は、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で入手で
きます。
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助手席でのチャイルドセーフティシート

警告
助手席フロントエアバッグが無効に
なっていないときは、以下のように
対処してください。
助手席エアバッグが作動すると、
助手席のチャイルドセーフティ
シートに固定されている子供が重
大な、または致命的なけがをする
おそれがあります。エアバッグが
作動したときに子供が助手席エア
バッグのすぐそばにいる場合は、
特に危険です。
後ろ向きチャイルドセーフティ
シートを助手席に装着して、子供
を乗せないでください。後ろ向き
チャイルドセーフティシートは、
必ず適切なリアシートに装着して
ください。

警告
助手席シートに前向きのチャイル
ドセーフティシートを固定する場
合は、助手席シートをできるだけ
後方に移動しなければなりません。
その際、シートベルト引き出し口
から出ている車両のシートベルト
がチャイルドセーフティシートの
ショルダーベルトガイドに向かっ
て前方に向いていることを確認し
てください。シートベルトが底部
に沿って前部に向かうようにシー
トベルトの高さを調整します。

以下では、助手席フロントエアバッ
グは無効になりません。
チャイルドセーフティシート検知
システム（助手席）非装備車両
チャイルドセーフティシート検知
システム（助手席）装備車両で、
チャイルドセーフティシート検知
システム用トランスポンダー付き
のチャイルドセーフティシートが
助手席に装着されていない場合
チャイルドセーフティシート検知
システム（助手席）装備車両で、
助手席エアバッグオフ表示灯
が点灯しない場合

警告
このような危険に注意を促すため、
ダッシュボードの側面と助手席側サ
ンバイザーの両側に警告ステッカー
が貼られています。純正のチャイル
ドセーフティシートについては、メ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場
におたずねください。

例：助手席側サンバイザーの警告表示
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後ろ向きチャイルドセーフティシートの警告
マーク

無効になっていないエアバッグによって
保護されているシートには後ろ向きチャ
イルドセーフティシートを使用しないで
ください。これにより子供に致命的な、
または重大なけがにつながるおそれがあ
ります。

助手席チャイルドセーフティシート自動
検知

警告
後ろ向きチャイルドセーフティ
シートは助手席に装着しないでく
ださい。
後ろ向きチャイルドセーフティ
シートは適切なリアシートに装着
してください。

または
助手席には必ず前向きのチャイルド
セーフティシートを装着し、助手席
シートをできるだけ後方に下げてく
ださい。その際、シートベルト引き
出し口から出ている車両のシートベ
ルトがチャイルドセーフティシート
のショルダーベルトガイドに向かっ
て前方に向いていることを確認して
ください。シートベルトが底部に
沿って前部に向かうようにシートベ
ルトの高さを調整します。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場でチャイルドセーフティシート検
知システムの点検を受けてください。

チャイルドセーフティシート検知シ
ステム（助手席）が正しく機能し、
検知することができるように、チャ
イルドセーフティシートの下にクッ
ションなどを置かないでください。
チャイルドセーフティシートの底面
全体をシートクッションに接触させ
る必要があります。不適切に装着さ
れたチャイルドセーフティシートは、
事故のときに意図された保護機能を
発揮することができず、けがにつな
がることがあります。

警告
例えば、助手席シートの上にある以下
のような電子機器が、チャイルドセー
フティシート自動検知システムの機
能に影響を与えるおそれがあります。
ノートパソコン
携帯電話
スキーパスまたはアクセスパス
のような信号の送受信を行なう
カード

助手席フロントエアバッグが不意に
作動したり、事故の間に意図された
ように機能しないことがあります。
これにより、けがまたは致命的なけ
がの危険性が高まります。
上記に記載された機器または類似の
機器を助手席シートに置かないでく
ださい。
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車両の助手席にチャイルドセーフティ
シート検知システムがない場合は、専
用のステッカーによって示されます。ス
テッカーは、助手席側ダッシュボードの
側面に貼付されています。助手席ドアを
開いたときに、このステッカーが見え
ます。

助手席チャイルドセーフティシート自動
検知非装備車両：イグニッション位置を
または の位置にまわした場合は、助
手席エアバッグオフ表示灯が短時間点灯
します。しかし、表示灯に機能はありま
せん。助手席にチャイルドセーフティ
シートセンサーがあることは示していま
せん。

チャイルドセーフティシート用助手席セ
ンサーシステムは、チャイルドセーフ
ティシート検知システム用トランスポン
ダー付きの専用メルセデス・ベンツチャ
イルドセーフティシートが装着されてい
るかを検知します。この場合は、助手席
エアバッグオフ表示灯 が点灯します。

助手席エアバッグが無効になります。

チャイルドセーフティシート検知シ
ステムにより助手席フロントエアバッグ
が無効になっている場合でも、助手席側
の以下のものは有効になったままです。

サイドバッグ

ペルビスバッグ

ウインドウバッグ

シートベルトテンショナー

リアシートの 対応チャイルド
セーフティシート固定装置

警告
対応チャイルドセーフティ

シートは、体重が 以上でチャイ
ルドセーフティシートに内蔵された
セーフティベルトを使用して固定さ
れている子供には十分な保護効果を
もたらしません。
例えば、事故のときに子供が正しく固
定されないなどのおそれがあります。
これにより、けがまたは致命的なけ
がの危険性が高まります。
子供の体重が 以上の場合は、必
ず子供が車両のシートベルトでも固
定される 対応チャイルドセー
フティシートを使用してください。
使用可能であれば、チャイルドセー
フティシートをテザーアンカーでも
固定してください。

チャイルドセーフティシートを装着する
ときは、メーカーの装着指示およびチャ
イルドシートの正しい使用に関する説明
に従っていることを確認してください。
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警告
チャイルドセーフティシートは、車
両の適切なシートに正しく装着され
ていないと、保護機能を発揮すること
ができません。事故、急ブレーキま
たは突然の進路変更のときに、子供
を保護することができなくなります。
子供が重大な、または致命的なけが
をするおそれがあります。
そのため、チャイルドセーフティシー
トを固定するときは、必ず製品に付
属の取付説明書の指示およびチャイ
ルドセーフティシートの正しい使用
方法に従ってください。
安全のため、リアシートではメルセ
デス・ベンツ車両のためにテストお
よび承認された 対応チャイル
ドセーフティシートのみを使用して
ください。
正しく装着されていないと、チャイ
ルドセーフティシートが外れ、子供
と他の乗員が致命的なけがをするお
それがあります。チャイルドセーフ
ティシートを装着したときは、左右
の 固定リングに確実に固定さ
れているか必ず確認してください。

チャイルドセーフティシート
を装着するときは、中央リアシートの
シートベルトを挟み込まないように注意
してください。シートベルトが損傷する
おそれがあります。

対応チャイルドセーフティシート
を装着するときは、 固定装置
の保護キャップ を内側に倒します。

対応チャイルドセーフティ
シートを左右の 固定装置
に取り付けます。 対応チャイ
ルドセーフティシートを装着するとき
は、チャイルドセーフティシートメー
カーの指示に従ってください。

は、専用設計されたチャイルド
セーフティシートのリアシートへの規格
化された固定システムです。 対応
チャイルドセーフティシート用の つの

固定装置は、リアシートの左およ
び右に取り付けられています。
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テザーアンカー

重要な安全上の注意事項

警告
リアシートのバックレストがロック
されていない場合は、事故、急ブレー
キまたは急な進路変更のときに前に
倒れるおそれがあります。結果とし
て、チャイルドセーフティシートが
意図した保護機能を発揮できません。
ロックされていないリアシートの
バックレストは、事故のときなどに、
さらなるけがの原因になることもあ
ります。これにより、けがまたは致
命的なけがの危険性が高まります。
テザーアンカーを取り付けた後は、常
にリアシートのバックレストをロッ
クしてください。リアシートバック
レストのロックに関するマルチファ
ンクションディスプレイのメッセー
ジに注意してください。

テザーアンカーは、 で固定された
対応チャイルドセーフティシート

と後席を補助的に接続します。これによ
り、けがの危険性をさらに低減する補助
を行ないます。

リアシートのバックレストがロックされ
ていない場合は、マルチファンクション
ディスプレイに警告メッセージが表示さ
れ、警告音も鳴ります。

セダン

テザーアンカーは、リアシートのヘッド
レストの後方にあります。

ヘッドレスト を引き上げます。

テザーアンカー のカバー を開き
ます。

ヘッドレスト の下の 本の支柱の
間にテザーアンカーベルト を通し
ます。

テザーアンカーフック をテザーア
ンカー に掛けます。

テザーアンカーベルト にねじれが
ないことを確認します。

テザーアンカー のカバー を閉じ
ます。
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必要であれば、ヘッドレスト を再
度少し下げて戻します（ ペー
ジ）。テザーアンカーベルト の正
しい取り回しを妨げていないことを確
認してください。

テザーアンカーで、 対応チャ
イルドセーフティシートを装着し
ます。そうするときは、メーカーの装
着指示に従ってください。テザーアン
カーベルト が締まっていることを
確認します。

ステーションワゴン

テザーアンカーは、リアシートバックレ
ストの背面にあります。

ヘッドレスト を引き上げます。

ネット一体式ラゲッジルームカバー
（ ページ）を取り外します。

ヘッドレスト の下の 本の支柱の
間にテザーアンカーベルト を通し
ます。

テザーアンカーフック を後席の
バックレスト 背面のテザーアン
カー に掛けます。

テザーアンカーベルト にねじれが
ないことを確認します。

必要であれば、ヘッドレスト を再
度少し下げて戻します（ ペー
ジ）。テザーアンカーベルト の正
しい取り回しを妨げていないことを確
認してください。

テザーアンカーで、 対応チャ
イルドセーフティシートを装着し
ます。そうするときは、メーカーの装
着指示に従ってください。テザーアン
カーベルト が締まっていることを
確認します。

ネット一体式ラゲッジルームカバー
（ ページ）を取り付けます。

チャイルドセーフティシートの適切な
位置

車両には、欧州経済共同体基準
により承認されたチャイルドセーフティ
シートのみを装着してください。

助手席にチャイルドセーフティシート
を装着する：助手席シートを最も低く、
最も後方の位置に動かします。

シートベルトの高さを最も低い位置に
調整します。



安
全
性

子供を乗せるとき

ベルト付きチャイルドセーフティシート
の装着のためのシートの適合性

下表の記号説明

このカテゴリー（適応体重）の子供に
は適切でないシート

この体重カテゴリーでの使用が承認さ
れた ユニバーサル カテゴリーのチャ
イルドセーフティシートに適合

推奨チャイルドセーフティシートに適
合 純正チャイルドセーフティシート
（ ページ）をご覧ください。

助手席シート

カテゴリー
（適応体重）

助手席エア
バッグが解
除されない

助手席フロ
ン ト エ ア
バッグが解
除されてい
る

カテゴリー
：
以下
カテゴリー
：

以下
カテゴリー
： ～

カテゴリー
： ～

カテゴリー
： ～

助手席チャイルドセーフティシート自動
検知装備車両：助手席エアバッグを無効
にするためには、 ユニバーサル カテ
ゴリーに属している、チャイルドセーフ
ティシート自動検知用トランスポンダー
付きのチャイルドセーフティシートを装
着しなければなりません。このときは、
助手席エアバッグオフ表示灯が点灯し
ていなければなりません。

リアシート

カテゴリー
（適応体重）

左、右 中央

カテゴリー
：
以下
カテゴリー
：

以下
カテゴリー
： ～

カテゴリー
： ～

カテゴリー
： ～

フロア格納式サードシート装備車両
（ステーションワゴン）：チャイルドセー
フティシートについては、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたずねくだ
さい。
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例：純正チャイルドセーフティシートの認証ラ
ベル

ユニバーサル のチャイルドセーフティ
シートは、オレンジ色の認証ラベルと

の文字が目印です。

ユニバーサル カテゴリーのチャイルド
セーフティシートは、 ベルト付きチャ
イルドセーフティシートの装着のための
シートの適合性 または 対応チャ
イルドセーフティシートの装着のための
シートの適合性 の表にしたがって ま
たは と表示されたシートで使用でき
ます。

セミユニバーサルチャイルドセーフティ
シートは、認可ラベルに
の文字が記されています。これらは、車
両およびシートがチャイルドセーフティ
シートメーカーの車両モデルリストに
載っている場合に使用できます。詳しく
は、チャイルドセーフティシートメー
カーにお問い合わせになるか、メーカー
のウェブサイトをご覧ください。

対応チャイルドセーフティシー
トの装着のためのシートの適合性

下表の記号説明

この体重やサイズのカテゴリーで
対応チャイルドセーフティ

シートに適さない の位置

この体重カテゴリーでの使用が承認
された ユニバーサル カテゴリー
に属している 対応チャイル
ドセーフティシートに適合

推奨しているような 対応
チャイルドセーフティシートに適
合。推奨チャイルドセーフティシー
ト （ ページ）をご覧ください。

メーカーは、適切な 対応
チャイルドセーフティシートも推
奨しています。そのためには、お客
様の車両とシートがチャイルドセー
フティシートメーカーのモデルリス
トに掲載されていなければなりま
せん。詳しくは、チャイルドセーフ
ティシートメーカーにお問い合わせ
になるか、メーカーのウェブサイト
をご覧ください。

幼児用ベッドカテゴリー（適応体重）

サイズ等級 装備 左 右 リ ア
シート
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重量カテゴリー ： 以下、約 ヶ
月以下

サイズ等級 装備 左 右 リ ア
シート

重量カテゴリー ： 以下、約
ヶ月以下

サイズ等級 装備 左 右 リ ア
シート

重量カテゴリー ： ～ 、約 ヶ月
～ 歳

サイズ等級 装備 左 右 リ ア
シート

推奨チャイルドセーフティシート

助手席シートにチャイルドセーフティ
シートを装着するとき：

助手席シートを最も低く、最も後方の
位置に動かします。

体重カテゴリー ： 以下、約 ヶ
月以下

メーカー

タイプ ベビーセー
フプラス

認証番号（ ）

注文番号（ ）

チャイルドセーフティ
シート検知システム

対応

体重カテゴリー ： 以下、約
ヶ月以下

メーカー

タイプ ベビーセー
フプラス

認証番号（ ）

注文番号（ ）

チャイルドセーフティ
シート検知システム

対応
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体重カテゴリー ： ～ 、約 ヶ月
～ 歳

メーカー

タイプ デュオプラ
ス

デュオプラ
ス

認 証 番 号
（ ）

注 文 番 号
（ ）

チャイルド
セーフティ
シート検知
システム

対応 非対応

体重カテゴリー ： ～ 、約
～ 歳

メーカー

タイプ キッド キッド

認 証 番 号
（ ）

注 文 番 号
（ ）

チャイルド
セーフティ
シート検知
システム

対応 非対応

メーカー

タイプ キ ッ ド
フィックス

キ ッ ド
フィックス

認 証 番 号
（ ）

注 文 番 号
（ ）

チャイルド
セーフティ
シート検知
システム

対応 非対応

推奨 ユニバーサル 対応チャイ
ルドセーフティシート：

幼児用ベッドカテゴリー

サイズ等級 、
メーカー
タイプ

認証番号（ ）

注文番号（ ）

チャイルドセーフティシート検
知システム

カテゴリー ： 以下

サイズ等級
メーカー
タイプ

認証番号（ ）

注文番号（ ）

チャイルドセーフティシート検
知システム
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カテゴリー ： 以下

サイズ等級
メーカー

タイプ ベビーセーフ
プラス

認 証 番 号
（ ）
注 文 番 号
（ ）

チャイルドセー
フティシート検
知システム

非対応

カテゴリー ： ～

サイズ等級 、、
、

メーカー
タイプ

認証番号（ ）

注文番号（ ）

チャイルドセーフティシート検
知システム

サイズ等級
メーカー
タイプ デュオプラス

認証番号（ ）

注 文 番 号
（ ）
チャイルドセー
フティシート検
知システム

対応
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チャイルドセーフティシート自動検知のトラブル

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

センターコンソール
の助手席エアバッグ
オフ表示灯が点灯す
る。

助手席シートに、チャイルドセーフティシートセンサー用
トランスポンダーを内蔵するメルセデス・ベンツ純正チャ
イルドセーフティシートが装着されている。そのため、助
手席エアバッグが無効になっている。

警告

助手席シートにチャイルドセーフティシートが装着され
ていない。チャイルドセーフティシートセンサーが故障し
ている。

イグニッションをオンにしたときに、 警告灯 が
点灯する、および または助手席エアバッグオフ表示灯が
短時間点灯しないこともあります。

けがの危険性があります。

助手席シートの座面に以下のような電子機器が置いてあ
るときは取り除いてください。

ノートパソコン

携帯電話

カードや磁気カード

助手席エアバッグオフ表示灯が点灯したままの場合

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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チャイルドプルーフロック

重要な安全上の注意事項

警告
子供だけを車内に残した場合、下記
のおそれがあります。
ドアを開くことにより、他人や他
の道路使用者を危険にさらす
車両から出て他の走行車両にぶつ
かる
車両の装備を操作するなどして、
挟まれる

また、以下のような操作を行ない、
車両を動かす場合もあります。
パーキングブレーキを解除する
オートマチックトランスミッショ
ンをパーキングポジション から
シフトする
エンジンを始動する

事故やけがの危険性があります。車
両から離れるときは、常にキーを携
帯して車両を施錠してください。付
き添いのない状態で子供や動物を車
内に残さないでください。キーは子
供の手の届かないところに保管して
ください。

警告
人、特に子供が長時間極端な温度にさ
らされている場合は、重大な、また
は致命的なけがの危険性があります。
人、特に子供を付き添うことなく車
両に残さないでください。

警告
子供を車両に乗せて走行している場
合は、以下のおそれがあります。
ドアを開くことにより、他人や他
の道路使用者を危険にさらす
車両から出て他の走行車両にぶつ
かる
車両の装備を操作するなどして、
挟まれる

事故やけがの危険性があります。
子供を車両に乗せて走行する場合は、
チャイルドプルーフロックを常に設
定してください。車両から離れるとき
は、常にキーを携帯して車両を施錠
してください。付き添いのない状態
で子供を車内に残さないでください。

以下のチャイルドプルーフロックを作動
させることができます。

リアドア

リアサイドウインドウ

リアドアのチャイルドプルーフロック

リアドアのチャイルドプルーフロック（例：セ
ダン）
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リアドアのチャイルドプルーフロックを
使用して、各ドアを個別にロックでき
ます。チャイルドプルーフロックでロッ
クされているドアは、車内から開くこと
ができません。車両が解錠されている
ときは、車外からドアを開くことができ
ます。

設定する：チャイルドプルーフロッ
クレバーを矢印の方向 に押し上げ
ます。

チャイルドプルーフロックが正常に設
定されていることを確認します。

解除する：チャイルドプルーフロッ
クレバーを矢印の方向 に押し下げ
ます。

リアサイドウインドウのチャイルドプ
ルーフロック

設定 解除する：スイッチ を押し
ます。

表示灯 が点灯している場合は、リ
アサイドウインドウの操作はできま
せん。運転席ドアのスイッチを使用し
てのみ、操作が可能です。表示灯
が消灯しているときは、後席のスイッ
チを使用しての操作が可能です。

走行安全システム

走行安全システムの概要

この章では、以下の走行安全システムに
関する情報を記載しています。

（ ：ア
ンチロック・ブレーキング・システム）
（ ページ）

：（ ：ブレー
キアシスト）（ ページ）

（ ）プラス
（飛び出し検知機能付ブレーキアシス
ト・プラス）（ ページ）

（衝突警報システム、アダプティ
ブブレーキアシストおよび車間距離警
告機能）（ ページ）

アダプティブブレーキライト（
ページ）

（
：エレクトロニック・スタビ

リティ・プログラム）（ ページ）

（
：エレクトロニック・ブ

レーキパワー・ディストリビューショ
ン）（ ページ）

アダプティブブレーキ（ ページ）

ブレーキ（歩行者検知機
能付き）（ ページ）
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重要な安全上の注意事項

運転スタイルを合わせなかったり、注意
が散漫になった場合は、走行安全システ
ムは事故の危険性を低減することはでき
ません。また、物理的法則を超えること
もできません。走行安全システムは、運
転の補助のために設計された単なる支援
にすぎません。先行車両との距離や車両
の速度、適切なブレーキ操作の責任は運
転者にあります。常に実際の道路や天候、
交通状況に応じて運転スタイルを合わ
せ、先行車両との間に安全な距離を保っ
てください。注意して運転してください。

記載している走行安全システムは、
タイヤと路面との間に十分な接触がある
ときにのみ、可能な限り効果的に作動し
ます。タイヤ、および推奨されるタイヤ
のトレッドの最小深さなどの注意事項に
特に注意してください（ ページ）。

冬の走行状況では常にウィンタータイヤ
（ タイヤ）を、必要であればスノー
チェーンを使用してください。このよう
にすることでのみ、本章に記載されてい
る走行安全システムが可能な限り効果的
に作動します。

（アンチロック・ブレーキング・
システム）

全体的な注意事項

は、ブレーキ時に車輪がロックし
ないようにブレーキ圧を制御します。そ
れにより、ブレーキを効かせているとき
に、ステアリング操作を続けることがで
きます。

イグニッションをオンにしたときは、
メーターパネルの黄色の 警告灯
が点灯します。エンジンがかかっている
ときは消灯します。

重要な安全上の注意事項

重要な安全上の注意事項 の項目に
従ってください（ ページ）。

警告
に異常があるときは、ブレー

キ時に車輪がロックすることがあり
ます。ステアリングでの操縦性およ
びブレーキ性能が著しく損なわれる
ことがあります。さらに、他の走行
安全装備が解除されます。
横滑りや事故の危険が高まります。
注意して運転してください。ただち
にメルセデス・ベンツ指定サービス
工場で の点検をしてください。

が故障している場合は、走行安全シ
ステムを含めた他のシステムも作動しま
せん。 警告灯（ ～ ページ）
とメーターパネル（ ､ ､ ペー
ジ）に表示されるディスプレイメッセー
ジの情報に従ってください。

路面の状況に関わらず、 は約
以上の速度から作動します。滑りやすい
路面では、軽くブレーキを効かせただけ
でも は作動します。

ブレーキ操作

が作動したとき：ブレーキを効
かせる状況から脱するまで、ブレーキ
ペダルをいっぱいに踏み続けてくだ
さい。

強い制動力が必要なとき：ブレーキペ
ダルをいっぱいに踏んでください。

ブレーキを効かせているときに が作
動した場合は、ブレーキペダルに振動を
感じます。
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ブレーキペダルの振動は、危険な道路状
況を知らせることができ、走行中に特別
な注意を喚起させるものとして機能し
ます。

（ブレーキアシスト）

全体的な注意事項

は、緊急ブレーキ状態で作動します。
ブレーキペダルを素早く踏み込むと、

が自動的に制動力を高めて制動距離
を短縮します。

重要な安全上の注意事項

重要な安全上の注意事項 に従って
ください（ ページ）。

警告
が故障している場合は、緊急ブ

レーキの状況での制動距離が長くな
ります。事故の危険性があります。
緊急ブレーキの状況では、ブレーキ
ペダルを思いっきり踏んでください。

が車輪のロックを防ぎます。

ブレーキ操作

緊急ブレーキの状態から脱するまで、
ブレーキペダルをしっかりと踏み続け
てください。

が車輪のロックを防ぎます。

ブレーキペダルから足を放すと、ブレー
キは通常の作動状態に戻ります。 が
解除されます。

プラス（飛び出し検知機能付ブ
レーキアシスト・プラス）

全体的な注意事項

重要な安全上の注意事項 に従って
ください（ ページ）。

走行時に プラスが運転者を支援する
ためには、レーダーセンサーシステムお
よびカメラシステムが作動可能でなけれ
ばなりません。

センサーシステムおよびカメラシステム
の支援により、 プラスは以下の障害
物を検知できます。

車両の進路に長時間ある物

車両の進路を横切る物

加えて、車両の進路にいる歩行者を検
知することができます。

プラスは、身体の輪郭および直立し
ている人の姿勢のような特有な特徴を使
用して歩行者を検知します。

レーダーセンサーシステムまたはカメラ
システムが故障している場合は、 プ
ラス機能は制限されるか、または使用で
きなくなります。その場合も、ブレーキ
システムはブレーキ倍力装置および
とともに機能し続けます。

重要な安全上の注意事項 に記載さ
れている制限に従ってください（
ページ）。

プラスは、車両または歩行者との衝
突の危険性を最小限にし、またはそのよ
うな衝突の影響を低減するために運転者
を支援します。 プラスが衝突の危険
を検知した場合は、ブレーキ操作時に支
援を行ないます。
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重要な安全上の注意事項

警告
プラスは、障害物や複雑な交通

状況を明確に認識できるとは限りま
せん。
そのような場合は、 プラスは以
下のようになります。
不必要に介入する
介入しない

事故の危険性があります。
常に周囲の交通状況に注意して運転
し、ブレーキを効かせる準備をしてく
ださい。危険な状態を脱したら、通
常の運転スタイルに戻してください。

警告
プラスは、以下では反応しま

せん。
子供などの小柄な人
動物
対向車
カーブを走行するとき

そのため、 プラスはすべての
危険な状況下で作動するとは限り
ません。事故の危険性があります。
常に周囲の交通状況に注意して運転
し、ブレーキを効かせる準備をして
ください。

降雪または激しい雨のときは、検知が困
難になることがあります。

レーダーセンサーシステムによる検知
は、以下のときも困難になります。

センサーが汚れている、またはセン
サーが覆われている

他のレーダー発信源による干渉がある

立体駐車場などで、強いレーダー反射
が起きている

オートバイのような幅が狭い車両が前
方を走行している

先行車が別の車線を走行している

レーダーセンサーシステムの検知範囲
内に急に車両が入り込んだ

カメラシステムによる検知は以下のとき
も困難になります。

カメラが汚れている、またはカメラが
覆われている

空の低いところにある太陽からなど
の、カメラシステムへの眩惑

暗い

以下の場合

例えば、車両の進路に歩行者が急に
入り込む

特殊な衣服または他の物により、カ
メラシステムが歩行者を人として認
識しなくなる

歩行者が他の障害物により隠れ
ている

人の特有の輪郭が背景と区別でき
ない

車両のフロント部分が損傷した場合は、
メルセデス・ベンツ指定サービス工場で
レーダーセンサーの設定と作動の点検を
受けてください。これは、低速走行時の
衝突で車両のフロント部分に目に見える
損傷がない場合にも当てはまります。

フロントウインドウが損傷した後は、メ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場でカ
メラシステムの設定と作動を点検してく
ださい。
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機能

衝突を避けるために、 プラスは以下
の場合に必要な制動力を計算します。

障害物に接近し、さらに

プラスが衝突の危険を検知した

以下の速度で走行していると
き：ブレーキペダルを踏むと、 プラ
スは作動します。

プラスからのブレーキ操作の支援
は、できる限り最後の瞬間に行なわれ
ます。

以上の速度で走行していると
き：ブレーキを素早く踏むと、 プラ
スは交通状況に適した度合いにブレーキ
圧を自動的に高めます。

プラスは、 ～ 間
の速度範囲内で、先行車両との状況が危
険なときにブレーキ操作の支援を行ない
ます。

約 までの速度で、 プラス
は以下に反応します。

停止している、または駐車している車
両など、車両の進路にある静止してい
る障害物

車両の進路にいる歩行者

進路を横切る障害物

プラスが特に強力な制動力を要
求する場合は、 （予期乗員保
護措置）が同時に作動します。

緊急ブレーキの状態から脱するまで、
ブレーキペダルをしっかりと踏み続け
てください。

が車輪のロックを防ぎます。

以下の状況では、 プラスが解除され、
ブレーキは通常通り作動します。

ブレーキペダルを放した

衝突の危険性がなくなった

車両前方に検知される障害物がなく
なった

アクセルペダルを踏んだ

キックダウンを作動させた

（衝突警告システム）

全体的な注意事項

は、以下の項目に記載されている距
離警告機能およびアダプティブブレーキ
アシストから構成されています。

車間距離警告機能

重要な安全上の注意事項

重要な安全上の注意事項 に従って
ください（ ページ）。

警告
車間距離警告機能は、以下のものに
は反応しません。
歩行者や動物
対向車
交差する交通
カーブを走行するとき

そのため、車間距離警告機能はすべて
の危険な状況で警告を行なうとは限
りません。事故の危険性があります。
常に周囲の交通状況に注意して運転
し、ブレーキを効かせる準備をして
ください。
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警告
車間距離警告機能は、常に障害物お
よび複雑な交通状況を明確に識別で
きるわけではありません。
そのような場合は、車間距離警告機能
は以下のようになることがあります。
不必要な警告を発する
警告を発しない

事故の危険性があります。
常に交通状況に十分注意を払い、車
間距離警告機能のみに頼らないでく
ださい。

機能

設定 解除する：マルチファンクショ
ンディスプレイで車間距離警告機能を
設定または解除します（ ペー
ジ）。

車間距離警告機能が設定されていない場
合は、アシスト一覧表示に マーク
が表示されます。

車間距離警告機能は、先行車両との衝突
の危険性を最小限にし、衝突の影響を低
減させるために運転者を支援することが
できます。車間距離警告機能が衝突の危
険を検知すると、視覚的および聴覚的に
警告が発せられます。車間距離警告機能
は、運転者の操作なしに衝突を避けるこ
とはできません。

車間距離警告機能は、以下の速度で警告
を発します。

約 またはそれ以上で、数
秒間に渡り前方を走行している車両
との保たれている距離が不十分な場
合。メーターパネルの車間距離警告灯

が点灯します。

約 またはそれ以上で、先行車
両に急激に接近した場合。断続的な警
告音が鳴り、メーターパネルの車間距
離警告灯 が点灯します。

先行車両との車間距離を広げるため
にただちにブレーキを効かせてくだ
さい。

または

安全確認のうえ、危険回避の操作を行
なってください。

システムの特性により、危険な走行状況
ではないが、特に複雑な走行状況もシス
テムの警告表示の原因になることがあり
ます。

レーダーセンサーシステムの支援によ
り、車間距離警告機能は一定時間車両の
進路にある障害物を検知することができ
ます。

約 以上では、車間距離警告機能
は停車または駐車した車両などの静止物
にも反応できます。

障害物に接近し、車間距離警告機能が衝
突の危険を検知すると、視覚的および聴
覚的に運転者に警告を行ないます。

以下のときは特に、障害物の検知が困難
になります。

センサーが汚れている、またはセン
サーが覆われている

雪または激しい雨が降っている

他のレーダー発信源による干渉がある

立体駐車場などで、強いレーダー反射
が起きている

オートバイのような幅が狭い車両が前
方を走行している

先行車両が他の車線を走行している
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車両のフロント部分が損傷した場合は、
メルセデス・ベンツ指定サービス工場で
レーダーセンサーの設定と作動の点検を
受けてください。これは、低速走行時の
衝突で車両のフロント部分に目に見える
損傷がない場合にも当てはまります。

アダプティブブレーキアシスト

重要な安全上の注意事項 の項目
に従ってください（ ページ）。

警告
アダプティブブレーキアシストは、
障害物や複雑な交通状況を常に明確
に識別できるとは限りません。その
ような場合は、アダプティブブレー
キアシストは以下のようになること
があります。
不必要に介入する
介入しない

事故の危険性があります。
常に周囲の交通状況に注意して運転
し、ブレーキを効かせる準備をして
ください。
危険な状態を脱したら、通常の運転
スタイルに戻してください。

警告
アダプティブブレーキアシストは、
以下のものには反応しません。
歩行者や動物
対向車
交差する交通
静止している障害物
カーブを走行するとき

その結果、アダプティブブレーキア
シストはすべての危険な状況では作
動しない場合があります。事故の危
険性があります。
常に周囲の交通状況に注意して運転
し、ブレーキを効かせる準備をして
ください。

アダプティブブレーキアシストは、
以上の速度での危険な状況の

間にブレーキを効かせる支援を行ない、
レーダーセンサーシステムを使用して交
通状況を判断します。

アダプティブブレーキアシストの支援に
より、距離警告信号は一定時間車両の進
路にある障害物を検知することができ
ます。

車両が障害物に接近して、アダプティブ
ブレーキアシストが衝突の危険を検知す
ると、アダプティブブレーキアシストは
先行車両との衝突を避けるために必要な
制動力を算出します。ブレーキを力強く
効かせると、アダプティブブレーキアシ
ストは交通状況に適したレベルまで制動
力を自動的に増加させます。

緊急ブレーキの状態から脱するまで、
ブレーキペダルをしっかりと踏み続け
てください。

が車輪のロックを防ぎます。
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以下の場合、ブレーキは再び通常通り作
動します。

ブレーキペダルを放した

衝突の危険がなくなった

車両前方に検知される障害物がなく
なった

その後、アダプティブブレーキアシスト
は解除されます。

装備車両：アダプティブブ
レーキアシストが特に高いブレーキ圧を
必要としている場合は、 （予
期乗員保護措置）が同時に作動します。

約 の車両速度までは、モニター
期間の間に 度は検知された動いている
障害物にも、アダプティブブレーキアシ
ストは反応することができます。アダプ
ティブブレーキアシストは静止している
障害物には反応しません。

レーダーセンサーシステムの故障により
アダプティブブレーキアシストが使用で
きない場合は、完全なブレーキ倍力効果
および とともにブレーキシステムは
使用可能なままになります。

特に以下の状況では、障害物の検知が困
難になります。

センサーが汚れている、またはセン
サーが覆われている

雪または激しい雨が降っている

他のレーダー発信源による干渉がある

立体駐車場などで、強いレーダー反射
が起きている

オートバイのような幅が狭い車両が前
方を走行している

先行車両が他の車線を走行している

車両のフロント部分が損傷した場合は、
メルセデス・ベンツ指定サービス工場で
レーダーセンサーの設定と作動の点検を
受けてください。これは、低速走行時の
衝突で車両のフロント部分に目に見える
損傷がない場合にも当てはまります。

アダプティブブレーキライト

以上の速度で停止するまで急ブ
レーキを効かせた場合は、非常点滅灯が
自動で作動します。再度ブレーキを効か
せた場合は、ブレーキライトが点灯し続
けます。非常点滅灯は、 以上で
走行すると自動的に消灯します。非常点
滅灯スイッチ（ ページ）を使用し
て、非常点滅灯を消灯させることもでき
ます。

（エレクトロニック・スタビリ
ティ・プログラム）

全体的な注意事項

重要な安全上の注意事項 の項目に
従ってください（ ページ）。

は走行安定性、およびタイヤと路
面との間の動力伝達である駆動力をモニ
ターします。

車両が運転者の望む進行方向から外れ
ていると が判断した場合は、 本
または複数の車輪にブレーキを効かせ、
車両を安定させます。また、エンジン出
力を調整して、望んでいる進行方向に物
理的限界内で車両を保ちます。 は、
濡れた路面や滑りやすい路面で発進す
るときに支援を行ないます。 はブ
レーキ時の車両を安定させることもでき
ます。
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（エレクトロニック・トラク
ション・システム）

トラクションコントロールは
の一部です。トラクションコント

ロールは、駆動輪が空転したときに、駆
動輪に個別にブレーキを効かせます。こ
れにより、片側が滑りやすい路面などの
滑りやすい路面での発進や加速を可能に
します。さらに、車輪または駆動力のあ
る車輪にさらなる走行トルクが伝達され
ます。

を解除しても、トラクションコン
トロールは設定されたままになります。

重要な安全上の注意事項

重要な安全上の注意事項 の項目に
従ってください（ ページ）。

警告
が故障している場合は、 は

車両を安定させることはできません。
さらに、他の走行安全システムは解
除されます。これにより、横滑りや
事故の危険性が高くなります。
注意して運転してください。メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場で
の点検を受けてください。

装備車両：ブレーキテスター
上でパーキングブレーキを点検するとき
は、イグニッションをオフにしてくだ
さい。

のブレーキ介入により、ブレーキ
システムが損傷するおそれがあります。

装備車：機能または性能テ
ストは 軸ダイナモメーターでのみ実行
してください。そのようなダイナモメー
ターで車両を操作する前に、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場にご連絡くだ
さい。駆動系またはブレーキシステムが
損傷するおそれがあります。

非装備車両：リアアクスルを上
げて車両をけん引するときは、 に
関する注意事項に従うことが重要です（

ページ）。

エンジンがかかっているときにメーター
パネルの警告灯 が点灯し続けてい
るときは、 が解除されています。

警告灯 および警告灯 が点灯し
続ける場合は、故障により は作動
していません。

警告灯（ ～ ページ）とメーター
パネル（ ～ ページ）に表示さ
れるディスプレイメッセージに関する情
報に従ってください。

以下のときは、故障 警告メッセージが
マルチファンクションディスプレイに表
示されます。

エンジンをかけた状態で、立体駐車場
のターンテーブルで車両を回転させた

立体駐車場に入るときなど、長くて
狭いらせん状の通路を走行した

以下のような警告灯が点灯することもあ
ります。

警告灯

解除警告灯

警告灯

道路や交通状況に注意しながら、車両
を停止します。

エンジンを停止します。

イグニッションをオフにします。
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エンジンを再始動してください。

しばらくすると、メッセージが消え、
警告灯が消灯します。消灯しない場合
は、メルセデス・ベンツ指定サービス
工場で原因を調査してください。

推奨されたタイヤサイズの車輪の
みを使用してください。そのときのみ、

は正しく機能します。

の特性

全体的な注意事項

走行を開始する前に 警告灯 が
消灯した場合は、 が自動的に作動
します。

が作動すると、メーターパネルの
警告灯 が点滅します。

が作動した場合

どのような状況でも を解除し
ないでください。

発進するときは、アクセルペダルを必
要な分だけ踏んでください。

実際の道路や天候の状況に適するよう
に運転スタイルを合わせてください。

スタートストップ機能

スタートストップ機能は、車両が
停止すると、自動的にエンジンを停止し
ます。再発進するときに、自動的にエン
ジンが始動します。 は、以前の設
定状況のままになります。例：エンジン
を停止する前に が解除されていた
場合、エンジンが再始動したときは
は解除されたままになります。

の設定 解除（ 車両を除く）

重要な安全上の注意事項

以下の の状態を選択することがで
きます。

を設定する

を解除する

警告
を解除すると、 は車両を

安定させなくなります。横滑りや事
故の危険が高まります。
以下に記載された状況でのみ を
解除してください。

以下の状況では、 を解除したほう
が良いことがあります。

スノーチェーンを装着しているとき

深い雪で

砂地や砂利道で

上記に記載されている状況でなく
なったら、ただちに を作動させて
ください。車両が横滑りしたり車輪が空
転し始めたときに、 が車両を安定
させることができません。

の解除 設定

解除する：（ ページ）

メーターパネルの 解除警告灯
が点灯します。

設定する：（ ページ）

メーターパネルの 解除警告灯
が消灯します。
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が解除されているときの特性

が解除されている場合、 本また
は複数の車輪が空転し始めると、メー
ターパネルの 警告灯 が点滅
します。このような状況では、 は
車両を安定させません。

を解除すると、以下のようになり
ます。

は作動せず、走行安全性を高め
ることはできなくなります。

エンジントルクの制御は行なわれなく
なり、駆動輪が空転することがあり
ます。

やわらかい路面では、掘る動作につな
がる車輪の空転により、駆動力が向上
します。

トラクションコントロールは引き続き
作動します。

ブレーキを効かせたときは、 は
引き続き支援を行ないます。

の設定 解除（ 車両）

重要な安全上の注意事項

以下の の状態を選択することがで
きます。

を設定する

スポーツハンドリングモードを設定す
る

を解除する

警告
スポーツハンドリングモードが設定
されているときは、横滑りおよび事
故の危険が高まります。
以下に記載されてる状況でのみス
ポーツハンドリングモードを設定し
てください。

警告
を解除すると、 は車両を

安定させなくなります。横滑りや事
故の危険が高まります。
以下に記載された状況でのみ を
解除してください。

次のような状況では、スポーツハンドリ
ングモードに設定した方がよいことがあ
ります。

スノーチェーンを装着している

深い雪で

砂地や砂利道で

車両のオーバーステアやアンダーステ
ア特性が求められる特別に設計された
道路を走行する

スポーツハンドリングモードでの、また
は を使用しない走行は、非常に熟
練した、経験豊富な運転者を必要とし
ます。

上記に記載されている状況でなく
なったら、ただちに を設定してく
ださい。車両が横滑りしたり車輪が空転
し始めたときに、 が車両を安定さ
せることができません。
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の解除 設定

スポーツハンドリングモードを設定す
る：スイッチ を軽く押します。

メーターパネルのスポーツハンドリン
グモード警告灯 が点灯します。
マルチファンクションディスプレイ
に というメッ
セージが表示されます。

スポーツハンドリングモードを解除す
る：スイッチ を軽く押します。

メーターパネルのスポーツハンドリン
グモード警告灯 が消灯します。

を解除する：メーターパネルの
解除警告灯 が点灯するま

で、スイッチ を押します。

マルチファンクションディスプレイに
 というメッセージが表示さ

れます。

を設定する：スイッチ を軽
く押します。

メーターパネルの 解除警告灯
が消灯します。マルチファンク

ションディスプレイに
のメッセージが表示されます。

スポーツハンドリングモードが設定され
ているときの特性

スポーツハンドリングモードが設定され
ていて、 本以上の車輪が空転し始めた
場合は、メーターパネルの 警告灯

が点滅します。 は限られた程
度までのみ車両を安定させます。

スポーツハンドリングモードが設定され
ているときは、以下のようになります。

は限られた程度までのみ走行安
定性を確保します。

トラクションコントロールは引き続き
作動します。

限られた度合いにエンジントルクが制
限され、駆動輪が空転することがあり
ます。

やわらかい路面では、掘る動作につな
がる車輪の空転により、駆動力が向上
します。

ブレーキを効かせたときは、 は
引き続き支援を行ないます。

が解除されているときの特性

が解除されていて、 本以上の車
輪が空転し始めた場合は、メーターパネ
ルの 警告灯 は点滅しません。

このような状況では、 は車両を安
定させません。 を解除すると、以
下のようになります。

は作動せず、走行安全性を高め
ることはできなくなります。

限られた度合いにエンジントルクが制
限され、駆動輪が空転することがあり
ます。

やわらかい路面では、掘る動作につな
がる車輪の空転により、駆動力が向上
します。
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トラクションコントロールは引き続き
作動します。

は作動しなくなります。
ブレーキを強く効かせ、 が作動
した場合でも作動しません。

ブレーキは作動しなくな
ります。ブレーキを強く効かせ、
が作動した場合でも作動しません。

ブレーキを効かせたときは、 は
引き続き支援を行ないます。

（エレクトロニック・ブレーキパ
ワー・ディストリビューション）

全体的な注意事項

は、後輪のブレーキ圧をモニターし
てコントロールし、ブレーキ時の走行安
全性を高めます。

重要な安全上の注意事項

走行安全システムの 重要な安全上
の注意 の項目に従ってください（
ページ）。

警告
が故障した場合には、急ブレー

キ時などには後輪がロックすること
があります。これにより、横滑りして
事故が起きる危険性が高くなります。
操縦性の変化に応じて慎重に運転し
てください。メルセデス・ベンツ指
定サービス工場でブレーキシステム
の点検を受けてください。

表示および警告灯（ ､ ページ）
と、ディスプレイメッセージ（ ペー
ジ）の情報に従ってください。

アダプティブブレーキ

アダプティブブレーキは、ブレーキ時の
安全性を高めるとともに、さらに快適な
ブレーキ操作を可能にします。ブレーキ
機能に加えて、アダプティブブレーキは
ホールド機能（ ページ）およびヒ
ルスタートアシスト機能（ ページ）
も備えています。

ブレーキ（歩行者検知機
能付）

全体的な注意事項

重要な安全上の注意事項 に従って
ください（ ページ）。

走行時に ブレーキが運転者
を支援するためには、レーダーセンサー
システムおよびカメラシステムが設定さ
れていて、作動可能でなければなりま
せん。

レーダーセンサーシステムおよびカメラ
システムの支援により、 ブ
レーキは一定時間車両の前方にある障害
物を検知することができます。

加えて、車両の進路にいる歩行者を検
知することができます。 ブ
レーキは、身体の輪郭および直立してい
る人の姿勢のような特徴により歩行者を
検知します。

重要な安全上の注意事項 の項目に
記載されている制限に従ってください（
ページ）。

ブレーキは先行車両または歩
行者との衝突の危険性を最小限にし、そ
のような衝突の影響を低減するために運
転者を支援します。 ブレー
キが衝突の危険を検知すると、自動でブ
レーキを効かせるとともに、視覚的およ
び聴覚的な警告を行ないます。
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重要な安全上の注意事項

警告
衝突の危険を検知すると、
ブレーキはまず部分的にブレーキを
かけて車両を制動します。運転者が
ブレーキを効かせない場合は衝突す
ることがあります。続いてブレーキ
をいっぱいに効かせた後であっても、
特に非常に速い速度で接近している
ときは、必ずしも衝突を避けられる
とは限りません。事故の危険性があ
ります。
常にブレーキをご自身で効かせ、安
全確認をしながら、危険回避の操作
を行なってください。

警告
ブレーキは、障害物や複

雑な交通状況を明確に認識できると
は限りません。
その場合、 ブレーキは以
下のように作動することがあります。
不必要な警告を行ない、車両にブ
レーキをかける
警告を行なわなくなる、または作
動しなくなる

事故の危険性があります。
ブレーキが警告を行なっ

たときは、必ず交通状況に十分注意
を払いながら、ブレーキを効かせる
準備をしてください。危険な状態を
脱したら、通常の運転スタイルに戻
してください。

先行車両との車間距離を十分に維持して
衝突を防ぐには、適切にブレーキ操作を
行なう必要があります。

警告
ブレーキは、以下のもの

には反応しません。
子供などの小柄な人
動物
対向車
交差交通
カーブを走行するとき

この結果、すべての危険な状況では、
ブレーキは警告や作動を

行なわない場合があります。事故の
危険性があります。
常に周囲の交通状況に注意して運転
し、ブレーキを効かせる準備をして
ください。

降雪または激しい雨のときは、検知は困
難になるおそれがあります。

レーダーセンサーシステムによる検知
は、以下のときも困難になります。

センサーが汚れている、またはセン
サーが覆われている

他のレーダー送信機による干渉がある

立体駐車場などで、強いレーダー反射
が起こっている

オートバイのような幅が狭い車両が前
方を走行している

先行車両が他の車線を走行している

カメラシステムによる検知は以下のとき
も困難になります。

カメラが汚れている、またはカメラが
覆われている

空の低いところにある太陽からなど
の、カメラシステムへの眩惑

暗い
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以下の場合

例えば、車両の進路に歩行者が急に
入り込んだ

特殊な衣服または他の物により、カ
メラシステムが歩行者を人として認
識しなくなった

歩行者が他の障害物により隠れ
ている

人の特有の輪郭が背景と区別でき
ない

車両のフロント部分が損傷した場合は、
メルセデス・ベンツ指定サービス工場で
レーダーセンサーの設定と作動の点検を
受けてください。これは、低速走行時の
衝突で車両のフロント部分に目に見える
損傷がない場合にも当てはまります。

フロントウインドウが損傷した後は、メ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場でカ
メラシステムの設定と作動を点検してく
ださい。

機能

設定 解除する：マルチファンクショ
ンディスプレイで ブレー
キを設定または解除します（
ページ）。

ブレーキが設定されてい
ない場合は、マルチファンクション
ディスプレイのアシスト一覧に
マークが表示されます。

この機能は、以下の場合に警告を発し
ます。

約 またはそれ以上の速度で、
数秒間にわたり、前方を走行している
車両との保たれている距離が不十分で
ある。

メーターパネルの車間距離警告灯
が点灯します。

約 またはそれ以上の速度で、
先行車両または歩行者に急に接近し
ている。

断続的な警告音が鳴り、メーターパ
ネルの車間距離警告灯 が点灯し
ます。

ただちにブレーキを効かせ、状況を回
避してください。

または

安全確認のうえ、危険回避の操作を行
なってください。

ブレーキは以下の条件下では
車両に自動的にブレーキを効かせること
ができます。

運転者および助手席乗員がシートベル
トを着用している

および

車両速度が約 および
の間である

約 ま で の 速 度 で は、
ブレーキは以下を検知すること

もできます。

停止している、または駐車している車
両など、車両の進路にある静止してい
る障害物

車両の進路にいる歩行者

衝突の危険性が高まった場合は、予
期乗員保護措置（ ）が作動し
ます。

先行車両との衝突の危険性がそのまま
で、ブレーキを効かせる、回避操作をと
る、または著しく加速することを運転者
が行なわなかった場合は、フルブレーキ
を適用する度合いまで、車両が自動緊急
ブレーキを効かせることがあります。自
動緊急ブレーキは、切迫した事故の直前
までは作動しません。
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ブレーキは、以下によりいつ
でも解除することができます。

アクセルペダルをさらに踏み込む

キックダウンを作動させる

ブレーキペダルを放す

ブレーキによるブレーキ操
作は、以下の状況では自動的に解除され
ます。

障害物を回避する操作を行なっている

衝突の危険性がなくなった

車両前方に検知されている障害物がな
くなった

ステアコントロール

全体的な注意事項

ステアコントロールは、車両を安定させ
るために必要な向きの操舵力をステアリ
ングに伝達することで運転者を支援し
ます。

特に以下のときに、ステアリング操作の
支援が行なわれます。

強くブレーキを効かせたときに、前後
の右車輪または左車輪が滑りやすい路
面にある

車が横滑りをし始めた

重要な安全上の注意事項

重要な安全上の注意事項 の項目に
従ってください（ ページ）。

が故障している場合は、ステアコ
ントロールからの操舵補助は受けられま
せん。ただし、パワーステアリングは作
動し続けます。

盗難防止システム

イモビライザー

イモビライザーは、正規のキー以外では
エンジンを始動させない盗難防止装置
です。

キー操作で待機状態にする：エンジン
スイッチからキーを抜きます。

キーレスゴー操作で待機状態にする：
イグニッションをオフにして、運転席
ドアを開きます。

解除する：イグニッションをオンにし
ます。

車両から離れるときは、必ずキーを携帯
して車両を施錠してください。有効な
キーが車内に残されていると、誰でもエ
ンジンを始動することができます。

イモビライザーは、エンジンを始動す
ると解除されます。

（盗難防止警報システム）

待機状態にする：キーまたはキーレス
ゴー操作で車両を施錠します。

表示灯 が点滅します。警報システ
ムが約 秒後に待機状態になります。

解除する：キーまたはキーレスゴー操
作で車を解錠します。
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システムが待機状態にあるときに以下の
部分を開くと、聴覚的および視覚的な警
報が発せられます。

ドア

車（エマージェンシーキーによる解錠）

トランクリッド テールゲート

ボンネット

キーを操作して警報を停止する：キー
の%または&スイッチを押し
ます。

警報が停止します。

または

エンジンスイッチにキーを差し込み
ます。

警報が停止します。

キーレスゴー操作で警報を停止させ
る：車外のドアハンドルを握ります。
キーは車外にある必要があります。

警報が停止します。

または

エンジンスイッチに取り付けたキーレ
スゴースイッチを押します。キーは車
内にある必要があります。

警報が停止します。

開いたドアをすぐに閉じても、警報は解
除されません。

けん引防止機能

機能

けん引防止機能が待機状態のときに車両
の傾きが変化した場合は、聴覚的および
視覚的な警報が発せられます。たとえ
ば、ジャッキアップなどにより車両の片
側が持ち上げられたときに警報が作動し
ます。

待機状態にする

以下のことを確認してください。

ドアが閉じている

トランクリッド テールゲートが
閉じている

この場合のみ、けん引防止機能が待機
状態になります。

キーまたはキーレスゴー操作で車両を
施錠します。

約 秒後にけん引防止機能が待機状
態になります。

解除する

解除する：リモコン操作またはキーレ
スゴー操作で車両を解錠します。

けん引防止機能は自動的に解除され
ます。

待機状態にならないようにする

エンジンスイッチからキーを抜き
ます。

スイッチ を押します。

表示灯 が短時間点灯します。

キーまたはキーレスゴー操作で車両を
施錠します。

けん引防止機能が解除されます。
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けん引防止機能は、以下のときまで解除
されたままになります。

車両を再度解錠し、

ドアを再度開閉し、

車両を再度施錠する

誤った警告を防止するため、以下のよう
な状況で車両を施錠する場合は、けん引
防止機能を解除してください。

けん引される

フェリーや車両運搬車などに積載する

立体駐車場などの可動面に駐車する

室内センサー

機能

室内センサーが待機状態のときに車内で
物体の動きを検知すると、視覚的および
聴覚的な警報が発せられます。たとえば、
車内に人が侵入したときなどに警報が作
動します。

待機状態にする

以下のことを確認してください。

サイドウインドウが閉じている

スライディングルーフ パノラ
ミックスライディングルーフが閉
じている

ルームミラーやルーフトリムのグ
リップハンドルにマスコットなどの
掛かっている物がない

これにより、警報の誤作動を防ぎます。

以下のことを確認してください。

ドアが閉じている

スライディングルーフ パノラ
ミックスライディングルーフが閉
じている

トランクリッド テールゲートが
閉じている

この場合のみ、室内センサーは待機状態
になります。

キーまたはキーレスゴー操作で車両を
施錠します。

室内センサーが約 秒後に待機状態
になります。

解除する

キーで、またはキーレスゴーで車両を
解錠します。

室内センサーが自動的に解除され
ます。

待機状態にならないようにする

エンジンスイッチからキーを抜き
ます。

スイッチ を押します。

表示灯 が短時間点滅します。

キーまたはキーレスゴーで車両を施錠
します。

室内センサーが解除されます。
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室内センサーは以下のときまで解除され
たままになります。

車両を再度解錠し、

ドアを再度開いて閉じ、

車両を再度施錠する

誤作動を防止するため、以下のような状
況で車両を施錠する場合は、室内セン
サーを解除してください。

車内に人や動物が残ったままである

サイドウインドウが開いたままである

スライディングルーフ パノラミック
スライディングルーフが開いたままで
ある
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役に立つ情報…………………………
キー……………………………………
ドア……………………………………
トランク ラゲッジルーム ………
サイドウインドウ……………………
スライディングルーフ………………
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キー

警告
人、特に子供が長時間極端な温度にさ
らされている場合は、重大な、または
致命的なけがの危険性があります。人、
特に子供を付き添うことなく車両に残
さないでください。

警告
キーに、重い物や大きなアクセサリー
等を付けていると、エンジンスイッチ
のキーが不意にまわるおそれがあり
ます。そのため、エンジンが停止する
おそれがあります。事故の危険性があ
ります。
キーには重い物や大きなアクセサリー
等を付けないでください。操作の邪魔
になるアクセサリー等は、エンジンス
イッチにキーを差し込む前に取り外し
てください。

強い磁場を発生する物の近くにキー
を保管しないでください。磁場の影響で、
リモコン機能が正常に機能しなくなるお
それがあります。

強い磁場は、強力な電気設備の近くで発
生します。

以下にはキーを近付けないでください。

携帯電話や他のキーなどの電子機器

硬貨や金属片などの金属物

金属ケースなどの金属物の内部

キーが正常に機能しなくなるおそれが
あります。

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

キー

重要な安全上の注意事項

警告
子供だけを車内に残した場合、下記の
おそれがあります。
ドアを開くことにより他人や、他の
道路使用者を危険にさらす
車両から出て他の走行車両にぶつかる
車両の装備を操作するなどして、挟
まれる

また、以下のような操作を行い車両を
動かす場合もあります。
パーキングブレーキを解除する
オートマチックトランスミッションを
パーキングポジション からシフトする
エンジンを始動する

事故やけがの危険性があります。
車両から離れるときは、常にキーを携
帯して車両を施錠してください。付き
添いのない状態で子供や動物を車内に
残さないでください。キーは子供の手
の届かないところに保管してください。
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キー

キーの機能

&施錠スイッチ
Fトランクリッド テールゲートを解錠する
%解錠スイッチ

集中解錠する：%スイッチを押し
ます。

解錠して約 秒以内に車両を開か
ない場合：

車両は再度施錠されます。

盗難防止警報システムが再び待機状
態になります。

集中施錠する：&スイッチを押し
ます。

キーで以下のすべての施錠 解錠操作が
できます。

ドア

トランク テールゲート

燃料給油口フラップ

解錠操作を行なうと、方向指示灯が 回
点滅します。施錠操作を行なうと、 回
点滅します。

また、施錠時に確認音が鳴るアンサー
バック機能を設定することもできます。
アンサーバック機能の設定と解除は、マ
ルチファンクションディスプレイで行
ないます（ ページ）。

暗いとき、マルチファンクションディス
プレイで設定している場合は、ロケイ
ターライティングも点灯します（
ページ）。

キーレスゴー

重要な安全上の注意事項

危険
ペースメーカーまたは除細動器などの医
療用電子機器を使用されている方：

キーレスゴーを使用するときは、キー
と車両との間で電波の交信が行なわれ
ます。電磁波が医療機器の機能に影響を
与えるおそれがあります。致命的なけが
をするおそれがあります。

車両を操作する前に、医師や医療用電子
機器メーカーにキーレスゴーの電波の影
響を確認してください。

キーレスゴーアンテナの検知範囲（例：セダン）
右側外部アンテナの検知範囲
左側外部アンテナの検知範囲
リアアンテナの検知範囲
車内アンテナの検知範囲

キーが車内にある場合は、車両乗員の誰
もがエンジンを始動できることに留意し
てください。
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集中施錠および解錠

キーレスゴーを使用して、始動、車両の
施錠または解錠ができます。このために
は、必要なのはキーを携帯することのみ
です。キーレスゴー機能と従来のキーの
機能を組み合わせることができます。た
とえば、キーレスゴー操作で車両を解錠
し、キーの&スイッチで施錠するこ
とができます。

キーレスゴーで施錠または解錠するとき
は、キーと対応するドアハンドルの間の
距離が 以上になってはいけません。
車両とキーとの間で定期的に行なわれる
電波交信によるチェックにより、車内
に有効なキーがあるかどうかを確認し
ます。以下のときなどに行なわれます：

車外のドアハンドルに触れたとき

エンジンの始動時

車両の走行中

車両を解錠する：ドアハンドルの内側
面に触れます。

車両を施錠する：センサー面 に触
れます。

コンビニエンスクロージング機能：
センサー面の凹部 に一定時間触れ
ます。

コンビニエンスクロージング機能に
関するさらなる情報は（ ページ）
をご覧ください。

トランクリッド テールゲートを解
錠する：トランクリッド テールゲー
トのハンドルを引きます。

ロックシステムの設定変更

ロックシステムの設定を変更することが
できます。これにより、車両を解錠した
ときに運転席ドアと燃料給油口フラップ
のみが解錠されます。運転者のみで頻繁
に走行する場合は、この設定が便利です。

設定を変更する：バッテリーチェック
ライトが 回点滅するまで、約 秒間
キーの%および&スイッチを同
時に押します（ ページ）。

車両の信号範囲内でロックシステ
ムの設定を変更するために&または
%スイッチを押した場合は、以下にな
ります。

車が施錠されます

または

車が解錠されます

このとき、キーでは以下のように作動し
ます。

運転席ドアを解錠する：%スイッ
チを 回押します。

すべてを解錠する：%スイッチを
回押します。

すべてを施錠する：&スイッチを
押します。

キーレスゴー機能では以下のように作動
します。

運転席ドアを解錠する：運転席ドアの
ドアハンドルの内側面に触れます。

すべてを解錠する：助手席ドアまたは
リアドアのドアハンドルの内側面に触
れます。
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すべてを施錠する：いずれかのドアの
ドアハンドル外側面に触れます。

工場出荷時の設定に戻す：バッテリー
チェックライトが 回点滅するまで、
%および&スイッチを約 秒間
同時に押して保持します（ ペー
ジ）。

エマージェンシーキー

全体的な注意事項

キーで車両を施錠または解錠できなく
なった場合は、エマージェンシーキーを
使用してください。

エマージェンシーキーを使用して運転席
ドアやトランクリッド テールゲートを
解錠して開くと、盗難防止警報システム
が作動します（ ページ）。

以下のいずれかの方法で、盗難防止警報
システムを停止します。

キーで警報を停止する：キーの%

または&スイッチを押します。

または

エンジンスイッチにキーを差し込み
ます。

または

キーレスゴーで警報を停止する：エン
ジンスイッチのキーレスゴースイッチ
を押します。キーは車内にある必要が
あります。

または

キーレスゴーで車両を施錠 解錠し
ます。キーは車外にある必要があり
ます。

エマージェンシーキーを使用して車両を
解錠しても、燃料給油口フラップは自動
的に解錠されません。

燃料給油口フラップを解錠する：エン
ジンスイッチにキーを差し込みます。

エマージェンシーキーの取り外し

ストッパー
エマージェンシーキー

ストッパー を矢印の方向に押しな
がら、エマージェンシーキー をキー
から矢印の方向に抜きます。

詳しい情報は、以下をご覧ください。

運転席ドアの解錠（ ページ）

トランクの独立施錠（ ページ）

トランクの解錠（ ページ）

テールゲートの解錠（ ページ）

車両の施錠（ ページ）
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キーの電池

重要な安全上の注意事項

警告
電池には毒性および腐食性を持つ物質
が含まれています。電池を飲み込んで
しまうと、深刻な健康上の問題を引き
起こすことがあります。致命的なけが
をするおそれがあります。
電池は子供の手の届かないところに
置いてください。電池を飲み込んでし
まった場合は、ただちに医師の診察を
受けてください。

環境保護に関する注意事項

電池には環境汚染物質が含ま
れています。電池を家庭用ゴ
ミとして廃棄することは法律
で禁じられています。使用済
みの電池は個別に回収し、環
境に適合するリサイクル方法
で処分してください
電池は環境に配慮した方法
で廃棄してください。使用済
みの電池は、メルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場にお
持ちいただくか、ボタン電池
専用の回収箱に廃棄してくだ
さい。

電池の交換は、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場で行なうことをお勧めし
ます。

電池の点検

&または%スイッチを押します。

バッテリーチェックライト が短時
間点灯すれば、電池は正常です。

バッテリーチェックライト が短時
間点灯しない場合は、電池が消耗し
ています。

電池を交換します（ ページ）。

車両の信号範囲内で電池を点検する
ために&または%スイッチを押し
た場合は、以下になります。

車が施錠されます

または

車が解錠されます

バッテリーはメルセデス・ベンツ指
定サービス工場で入手できます。
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電池の交換

の電池が必要です。

キーからエマージェンシーキーを取り
外します（ ページ）。

電池収納部カバー
エマージェンシーキー

電池収納部カバー が開くまで、キー
の開口部にエマージェンシーキー
を押し込みます。このときは、電池収
納部カバー を押さえて閉じないよ
うにしてください。

電池収納部カバー を取り外します。

電池

電池 が落ちるまで、手のひらでキー
を繰り返したたきます。

電池のプラス面を上にして、新しい電
池を差し込みます。このときは、毛羽
立ちのない布を使用してください。

電池の表面に糸くず、脂分、汚れがない
ことを確認してください。

電池収納部カバー の前側にある凸
部を本体に差し込み、押して閉じます。

エマージェンシーキー をキーに差
し込みます。

車両で、キーのすべてのスイッチが機
能することを確認します。
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キーのトラブル

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

キーを使用して車
両を施錠または解
錠できなくなっ
た。

キーの電池が消耗している。

キーの電池を点検し（ ページ）、必要であれば交換し
てください（ ページ）。

作動しないとき：

エマージェンシーキーを使用して車両を施錠（ ページ）
または解錠（ ページ）してください。

キーが故障している。

エマージェンシーキーを使用して車両を施錠（ ページ）
または解錠（ ページ）してください。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場でキーの点検を受け
てください。

キーレスゴーを使
用して施錠または
解錠できない。

キーの電池が消耗している。

キーの電池を点検し（ ページ）、必要であれば交換し
てください（ ページ）。

作動しないとき：

エマージェンシーキーを使用して車両を施錠（ ペー
ジ）または解錠（ ページ）してください。

強い電波源からの干渉を受けている。
エマージェンシーキーを使用して車両を施錠（ ペー
ジ）または解錠（ ページ）してください。

キーレスゴーが故障している。

キーのリモコン機能を使用して車両を施錠または解錠して
ください

車両およびキーをメルセデス・ベンツ指定サービス工場で
点検してください。

リモコン機能を使用しても車両を施錠または解錠できない場
合：

エマージェンシーキーを使用して車両を施錠（ ページ）
または解錠（ ページ）してください。

車両およびキーをメルセデス・ベンツ指定サービス工場で
点検してください。
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トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

キーを紛失した。 メルセデス・ベンツ指定サービス工場で、キーを無効にし
てください。

ただちに自動車保険会社へキー紛失を報告してください。

必要であれば、キーシリンダーも交換してください。

エマージェンシー
キーを紛失した。

ただちに自動車保険会社へキー紛失を報告してください。

必要であれば、キーシリンダーも交換してください。

キーを使用してエ
ンジンを始動する
ことができない。

バッテリーの電圧が低下している。

シートヒーター、ルームライトなどの必要としない電気装
備を停止してから、再度エンジン始動操作を行なってくだ
さい。

作動しないとき：

スターターバッテリーを点検し、必要であれば充電してく
ださい（ ページ）。

または

ジャンプスタートを行なってください（ ページ）。

または

メルセデス・ベンツ指定サービス工場にご連絡ください。

キーレスゴーによ
るエンジン始動が
できない。キーが
車内にある。

車両が施錠されている。

車両を解錠して、再度車両の始動を試みてください。強い
電波源からの干渉を受けている。

エンジンスイッチのキーで、車両を始動してください。
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ドア

重要な安全上の注意事項

警告
子供だけを車内に残した場合、下記の
おそれがあります。
ドアを開くことにより他人や、他の
道路使用者を危険にさらす
車両から出て他の走行車両にぶつかる
車両の装備を操作するなどして、挟
まれる

また、以下のような操作を行い、車両
を動かす場合もあります。
パーキングブレーキを解除する
オートマチックトランスミッション
をパーキングポジション からシフ
トする
エンジンを始動する

事故やけがの危険性があります。
車両から離れるときは、常にキーを携
帯して車両を施錠してください。付
き添いのない状態で子供や動物を車
内に残さないでください。キーは子
供の手の届かないところに保管して
ください。

警告
人、特に子供が長時間極端な温度にさ
らされている場合は、重大な、または
致命的なけがの危険性があります。人、
特に子供を付き添うことなく車両に残
さないでください。

荷物はなるべくトランク ラゲッジルー
ム内に収納してください。積載のガイド
ライン（ ページ）をお守りください。

車内からドアを解錠して開く

施錠されている場合でも、車内からドア
を開くことができます。すでにキーま
たはキーレスゴーで車両が施錠されてい
る場合は、車内からドアを開くと盗難防
止警報システムが作動します。警報を停
止する手順については（ ページ）を
ご覧ください。

チャイルドプルーフロックによってロッ
クされていない場合にのみ、車内からリ
アドアを開くことができます（ ペー
ジ）。

ドアハンドル を矢印の方向に引き
ます。

ドアが施錠されているときは、ロック
ノブ が上がります。ドアが解錠さ
れ、開くことができます。
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車内からの車両の集中施錠および解錠

車内から車両を集中施錠または解錠でき
ます。

解錠する：解錠スイッチ を押し
ます。

施錠する：施錠スイッチ を押し
ます。

すべてのドアが閉じている場合は、車
両が施錠されます。

このとき、燃料給油口フラップは施錠ま
たは解錠されません。

キーまたはキーレスゴーで車両が施錠さ
れている場合は、車内から車両を集中解
錠することはできません。

施錠されている場合でも、車内からドア
を開くことはできます。

チャイルドプルーフロックによってロック
されていない場合にのみ、車内からリアド
アを開くことができます（ ページ）。

車速感応ドアロック

解除する：確認音が鳴るまで、スイッ
チ を押して保持します。

設定する：確認音が鳴るまで、スイッ
チ を押して保持します。

スイッチを押しても確認音が鳴ら
ない場合、その設定はすでに行なわれ
ています。

イグニッションがオンのときに車輪が回
転すると、車両は自動的に施錠されます。

そのため、以下では閉め出されるおそれ
があります。

車を押すとき

けん引されるとき

ダイナモメーターで車両をテストする
とき

車速感応ドアロックは、マルチファンク
ションディスプレイでも設定 解除でき
ます（ ページ）。
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運転席ドアの解錠（エマージェンシー
キー）

車を解錠できなくなったときは、エマー
ジェンシーキーを使用します。

キーからエマージェンシーキーを取り
外します（ ページ）。

エマージェンシーキーを運転席ドアの
キーシリンダーにいっぱいまで差し込
みます。

解錠

エマージェンシーキーを の位置ま
で反時計回りにまわします。

運転席ドアが解錠されます。

右ハンドル車の場合は、エマージェ
ンシーキーを時計回りにまわします。

エマージェンシーキーを元の位置に戻
して、抜きます。

エマージェンシーキーをキーに収納し
ます。

エマージェンシーキーで運転席ドアを解
錠して開くと、盗難防止警報システムが
作動します（ ページ）。

車両の施錠（エマージェンシーキー）

車両を施錠できなくなったときは、エ
マージェンシーキーを使用します。

運転席ドアを開きます。

助手席ドアとリアドア、トランクリッ
ド テールゲートを閉じます。

ロックスイッチ（ ページ）を押
します。

助手席ドアとリアドアのロックノブが
見えていないことを確認します。必要
であれば、ロックノブを手で押し下げ
ます（ ページ）。

運転席ドアを閉じます。

キーからエマージェンシーキーを取り
外します（ ページ）。

エマージェンシーキーを運転席ドアの
キーシリンダーにいっぱいまで差し込
みます。

施錠

エマージェンシーキーを の位置ま
で時計回りにまわします。
右ハンドル車は、エマージェンシー

キーを反時計回りにまわします。

エマージェンシーキーを元の位置に戻
して、抜きます。

ドアとトランクリッド テールゲート
が施錠されていることを確認します。

エマージェンシーキーをキーに収納し
ます。
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トランク ラゲッジルーム

重要な安全上の注意事項

警告
内燃エンジンは、一酸化炭素などの有
毒な排気ガスを排出します。エンジン
をかけた状態（特に車両が走行中）で
トランクリッド テールゲートが開い
たままになっていると、排気ガスが車
内に入る可能性があります。中毒を起
こすおそれがあります。
トランクリッド テールゲートを開く
前に、必ずエンジンを停止してくだ
さい。トランクリッド テールゲート
を開いたまま走行しないでください。

警告
人、特に子供が長時間極端な温度にさ
らされている場合は、重大な、または
致命的なけがの危険性があります。人、
特に子供を付き添いのない状態で車両
に残さないでください

トランク テールゲートは、上方や
後方に大きく開きます。そのため、トラ
ンク テールゲートを開くときは、上方
や後方に十分なスペースがあることを確
認してください。

トランクリッド テールゲートを
開いたときの寸法については（ ペー
ジ）をご覧ください。

荷物はなるべくトランク ラゲッジルー
ムに収納してください。積載のガイドラ
イン（ ページ）をお守りください。

トランク ラゲッジルーム内に、キーを
置き忘れないように注意してください。
閉め出されるおそれがあります。

自動開閉トランクリッド非装備のセダ
ン：トランクリッドは以下のことができ
ます。

車外から手動で開閉する

車外から自動で開く

車内から自動で開く

エマージェンシーキーで解錠する

自動開閉トランクリッド装備のセダ
ン：トランクリッドは以下のことができ
ます。

車外から手動で開閉する

車外から自動で開閉する

車内から自動で開閉する

エマージェンシーキーで解錠する

独立施錠する

ステーションワゴン：テールゲートは以
下のことができます。

車外から手動で開閉する

車内から手動で開く（フロア格納式
サードシート装備のステーションワ
ゴン）

車外から自動で開閉する

車内から自動で開閉する

開く角度を設定する

エマージェンシーキーを使用して解
錠する
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トランクリッド テールゲートの
リバース機能

トランクリッド テールゲートには自動
リバース機能が装備されています。閉じ
る動作中にかたい障害物がトランクリッ
ド テールゲートに挟まれた、または動
作を妨げた場合に反応します。トランク
リッド テールゲートは再度自動的に開
きます。自動リバース機能は単なる補助
に過ぎず、閉じている間のトランクリッ
ド テールゲートへの注意の代わりにな
るものではありません。

警告
以下では、リバース機能は反応しま
せん：
小さな指などの、やわらかく、軽く、
薄いもの
閉じるまで残り 以下となった
とき

リバース機能は、これらの状況で挟ま
れることを回避することはできません。
けがの危険性があります。
閉じている動作の間は、身体を閉じる
範囲に近づけないようにしてください。
挟み込まれたときは以下のいずれかを
行なってください：
キーのFスイッチを押します。
運転席ドアのリモート操作スイッチ
を押します。
トランクリッド テールゲートの
クローザースイッチまたはロックス
イッチを押します。
トランクリッド テールゲートのハ
ンドルを引きます。

車外からの開閉

開く

ハンドル（例：セダン）

キーの%スイッチを押します。

ハンドル を引きます。

トランクリッド テールゲートを上げ
ます。

ステーションワゴン：ハンドル を引い
たままの位置で保持すると、テールゲー
トを手動で開くことができます。ハンド
ルを放した場合は、テールゲートは自動
的に開きます。

閉じる

凹部（例：セダン）

凹部 またはハンドル（ステーショ
ンワゴン）を使用して、トランクリッ
ド テールゲートを引き下げます。
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ステーションワゴン：テールゲートを
ロック部に下げます。

必要であれば、キーの&スイッ
チ（ ページ）またはキーレスゴー
（ ページ）で車両を施錠します。

キーレスゴーキーがトランク ラ
ゲッジルーム内で検知された場合は、ト
ランクリッド テールゲートは施錠され
ません。

セダン：トランクリッドは再度開きます。

車外からの自動開閉

重要な安全上の注意事項

警告
トランクリッド テールゲートが自動
で閉じている間に身体の一部が挟まれ
るおそれがあります。さらに、閉じてい
る動作中にお子様などが閉じる範囲
に立っていたり、入り込んだりする可
能性があります。けがの危険性があり
ます。
閉じている動作中は、閉じる範囲に誰
もいないことを確認してください。
閉じている動作を停止させるために
は、以下のいずれかを行なってくだ
さい：
キーのFスイッチを押します。
運転席ドアのリモート操作スイッチ
を押します。
トランクリッド テールゲートのク
ロージングまたはロックスイッチを
押します。
トランクリッド テールゲートのハ
ンドルを引きます。

トランク テールゲートは、上方や
後方に大きく開きます。そのため、トラ
ンク テールゲートを開くときは、上方
や後方に十分なスペースがあることを確
認してください。

トランクリッド テールゲートを
開いたときの寸法については（ ペー
ジ）をご覧ください。

開く

キーで、またはトランクリッド テー
ルゲートのハンドルで、トランクリッ
ド テールゲートを自動で開くことがで
きます。

トランクリッド テールゲートが開く
まで、キーのFスイッチを押して
保持します。

または

トランクリッド テールゲートが解錠
されている場合は、トランクリッド
テールゲートのハンドルを引いて、た
だちに再度放します（ ページ）。

閉じる

例：セダン、クローザースイッチおよびロック
スイッチ
クローザースイッチ
ロックスイッチ
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セダン：自動開閉トランクリッド装備車
両では、トランクリッドを自動的に閉じ
ることができます。自動開閉トランク
リッドおよびキーレスゴー装備車両：ト
ランクリッドを閉じて、同時に施錠する
ことができます。

ステーションワゴン：キーレスゴー装備
車両では、テールゲートを閉じて、同時
に施錠することができます。

閉じる：トランクリッド テールゲー
ト内のクローザースイッチ を押し
ます。

閉じて施錠する：
トランクリッド テールゲート内の
ロックスイッチ を押します。

トランク ラゲッジルームにキーレ
スゴーキーを残している場合は、トランク
リッド テールゲートは施錠されません。

ハンズフリーアクセス

重要な安全上の注意事項

警告
車両の排気システムが非常に熱くな
ることがあります。ハンズフリーアク
セスを使用する場合は、排気システム
に触れるとやけどをするおそれがあり
ます。けがの危険性があります。セン
サーの検知範囲内でのみ、足を動かす
動作をしていることを常に確認してく
ださい。

キーがキーレスゴーの後方検知範囲
内にある場合は、例えば以下の状況では
トランク テールゲートが不意に開くお
それがあります。

洗車機の使用

高圧式スプレーガンの使用

キーが車両から少なくとも 離れてい
ることを確認してください。

全体的な注意事項

キーレスゴーおよびハンズフリーアクセ
スで、手を使用せずにトランクリッド
テールゲートを開閉する、または動作を
中止することができます。両手がふさが
れているときなどに便利です。バンパー
の下で足を動かすだけで、この機能を利
用できます。

以下の点に注意してください：

お客様自身がキーレスゴーキーを携帯
してください。キーレスゴーキーは
車両後方の検知範囲になければなりま
せん。

足を動かす動作を行なうときは、地面
にしっかりと立ち、車両の後方に十分
な空き空間があることを確認してくだ
さい。凍結しているところなどでバラ
ンスを失なうおそれがあります。

（例：セダン）

センサーの検知範囲 内でのみ、足
を動かす動作をしていることを常に確
認してください。

そうしている間は、後方エリアから少
なくとも 離れて立ちます。
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足を動かす動作を行なっている間は、
バンパーと接触しないようにしてくだ
さい。センサーが正しく機能しないこ
とがあります。

キーレスゴーキーが車両後方のキーレ
スゴー検知範囲にある場合、ハンズ
フリーアクセスが作動することがあり
ます。

この理由のため、例えば以下を行な
う場合は、トランクリッド テール
ゲートが意図せず開閉することがあり
ます。

車両後方で物を降ろす、または持ち
上げる

車両後部を清掃する

そのような状況では、キーレスゴーキー
を他の方に渡さないでください。そうす
ることで、トランクリッド テールゲー
トが意図せず開く、または閉じることを
防ぎます。

義足でのハンズフリーアクセスの使用
では、機能が制限されることがあり
ます。

操作

（例：セダン）

開閉する：バンパー下のセンサー検知
範囲 内に足を動かします。

トランクリッド テールゲートが開い
ている、または閉じている間は警告音
が鳴ります。

数回試みた後でトランクリッド テー
ルゲートが開閉しない場合： 秒以
上待ち、バンパーの下で再度足を動か
します。

長時間バンパーの下に足を入れたま
まにしている場合は、トランクリッド
テールゲートは開閉しません。この場合
は、再度より速く足を動かしてください。

開閉操作を停止させる：

バンパーの下のセンサー検知範囲
で足を動かします

トランクリッド テールゲート外側の
ハンドルを引きます

トランクリッド テールゲートのク
ローザースイッチを押します

キーのFスイッチを押します

トランクリッド テールゲートの動作が
停止した場合：

バンパー下で再度足を動かすと、トラ
ンクリッド テールゲートは反対の方
向に作動します。
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車内からの自動開閉

重要な安全上の注意事項

警告
トランクリッド テールゲートが自動
で閉じている間に身体の一部が挟まれ
るおそれがあります。さらに、閉じてい
る動作中にお子様などが閉じる範囲
に立っていたり、入り込んだりする可
能性があります。けがの危険性があり
ます。
閉じている動作中は、閉じる範囲に誰
もいないことを確認してください。
閉じている動作を停止させるためは、
以下のいずれかを行なってください：
キーのFスイッチを押します。
運転席ドアのリモート操作スイッチ
を押します。
トランクリッド テールゲートの
クローザースイッチまたはロックス
イッチを押します。
トランクリッド テールゲートのハ
ンドルを引きます。

トランク テールゲートは、上方や
後方に大きく開きます。そのため、トラ
ンク テールゲートを開くときは、上方
や後方に十分なスペースがあることを確
認してください。

トランクリッド テールゲートを
開いたときの寸法については（ ペー
ジ）をご覧ください。

開閉

開く：トランク テールゲートが開く
まで、トランクリッド テールゲー
トのリモート操作スイッチ を引き
ます。

閉じる（セダン）：トランクリッドが
閉じるまで、トランクリッドのリモー
ト操作スイッチ を押します。

閉じる（ステーションワゴン）：イ
グニッション位置を または にし
ます。

テールゲートが閉じるまで、テール
ゲートのリモート操作スイッチ を
押します。

車両が停止して解錠されているときに、
運転席からトランクリッド テールゲー
トを開閉することができます。
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テールゲート開口角度の制限（ステー
ションワゴン）

重要な安全上の注意事項

開口角度を設定するときは、テール
ゲートを全開するのに十分なスペースが
あることを確認してください。テール
ゲートが損傷する原因になります。開口
角度の設定は屋外で行なうことをお勧め
します。

設定する

テールゲートの開口角度を制限すること
ができます。最上部の約 前まで可
能です。

テールゲートを開く：テールゲートの
ハンドルを引きます。

開く操作を希望の位置で中止する：
テールゲート内のクローザースイッチ
（ ページ）を押すか、テールゲー
ト外側のハンドルを再度引きます。

位置を記憶させる：確認音が 回聞
こえるまで、テールゲート内のクロー
ザースイッチを押して保持します。

テールゲートを開いたときは、記憶さ
せた位置で停止します。

解除する

確認音が 回聞こえるまで、テール
ゲート内のクローザースイッチ（
ページ）を押して保持します。

車内からテールゲートを開く（フロア
格納式サードシート装備のステーショ
ンワゴン）

全体的な注意事項

テールゲートを開いたときの寸法に
ついては（ ページ）をご覧ください。

開く

テールゲート内側

テールゲートを解錠する：ロック
キャッチ を右にスライドします。

開く：ハンドル の上部を引きます。

テールゲートを上に押し上げます。

テールゲートを施錠する：ロック
キャッチ を左にスライドします。
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トランクの独立施錠（セダン）

トランクを独立施錠することができ
ます。トランクを独立施錠しているとき
は、車両を解錠しても、トランクは施錠
されたままで開くことはできません。

トランクリッドを閉じます。

キーからエマージェンシーキーを取り
外します。

基本位置
施錠

エマージェンシーキーをトランクリッ
ドのキーシリンダーに確実に差し込み
ます。

エマージェンシーキーを時計回りにま
わして、 の位置から の位置にし
ます。

エマージェンシーキーを抜きます。

エマージェンシーキーをキーに収納し
ます。

トランクの解錠（セダン）

トランクは、上方に開きます。その
ため、トランクを開くときは、上方に十
分なスペースがあることを確認してくだ
さい。

キーまたはキーレスゴー操作でトランク
を解錠できないときは、エマージェン
シーキーを使用します。

エマージェンシキーでトランクリッドを
解錠して開くと、盗難防止警報システム
が作動します。（ ページ）

キーからエマージェンシーキーを取り
外します（ ページ）。

エマージェンシーキーをトランクリッ
ドのキーシリンダーにいっぱいまで差
し込みます。

基本位置
解錠

エマージェンシーキーを の位置か
ら の位置まで、いっぱいまで反時
計回りにまわします。
トランクが解錠されます。

エマージェンシーキーを の位置に
戻して、抜きます。

エマージェンシーキーをキーに収納し
ます。
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緊急時のテールゲートの解錠（ステー
ションワゴン）

全体的な注意事項

テールゲートは、上方や後方に大き
く開きます。そのため、テールゲートを
開くときは、上方や後方に十分なスペー
スがあることを確認してください。

トランクリッド テールゲートを
開いたときの寸法については（ ペー
ジ）をご覧ください。

テールゲートを車外から開くことができ
ないときは、テールゲートの内側にある
エマージェンシーリリースを使用してく
ださい。

フロア格納式サードシート装備車両で
は、ハンドルを使用して、車内からテー
ルゲートを開くことができます（
ページ）。

開く

キーからエマージェンシーキーを取り
外します（ ページ）。

エマージェンシーキー をトリムの
開口部 に差し込みます。

エマージェンシーキー を時計回り
に °まわします。

エマージェンシーキー を矢印の方
向に押して、テールゲートを開きます。

サイドウインドウ

重要な安全上の注意事項

警告
サイドウインドウを開いているとき
に、サイドウインドウが動くにつれて、
体の一部がサイドウインドウとドアフ
レームの間に引き込まれて挟まれるお
それがあります。けがをするおそれが
あります。
開いている間は、誰もサイドウインド
ウに触れないようにしてください。誰
かが挟まれてしまった場合は、スイッ
チを放すか、あるいはスイッチを引い
てもう一度サイドウインドウを閉じて
ください。

警告
閉じる範囲に身体を近づけていると、
サイドウインドウを閉じる際に挟まれ
るおそれがあります。けがをする危険
があります。
閉じている動作の間は、閉じる範囲に
身体を近づけないようにしてください。
誰かが挟まれたら、スイッチを放すか、
あるいはスイッチを押してサイドウイ
ンドウをもう一度開いてください

警告
特に付き添いのない状態で子供を車
内に残すと、サイドウインドウを操作
して挟まれるおそれがあります。けが
をするおそれがあります。
リアサイドウインドウのチャイルドプ
ルーフロックを作動させます。車両か
ら離れるときは、必ずキーを携帯して
車両を施錠してください。付き添いの
ない状態で子供を車内に残さないでく
ださい。
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サイドウインドウのリバース機能

サイドウインドウには自動リバース機能
が装備されています。閉じている動作中
にかたい障害物がサイドウインドウに挟
まれた、または動作を妨げた場合には、
サイドウインドウは再度自動的に開き
ます。ただし、自動リバース機能は単な
る補助に過ぎず、サイドウインドウを閉
じるときの注意の代わりになるものでは
ありません。

警告
以下では、リバース機能は反応しま
せん：
小さな指などの、やわらかく、軽く、
薄いもの
閉じるまで残り 以下となった
とき
リセット中
リバース機能が作動したすぐあとに
再度手動でサイドウインドウを閉じ
るとき

リバース機能は、これらの状況で挟ま
れることを回避することはできません。
けがの危険性があります。
閉じている動作の間は、閉じる範囲に
身体を近づけないようにしてください。
挟み込まれたら、スイッチを押して、
サイドウインドウを再度開いてくだ
さい。

サイドウインドウの開閉

運転席ドアには、すべてのサイドウイン
ドウのスイッチがあります。サイドウイ
ンドウのスイッチは、各ドアにもあり
ます。

運転席ドアのスイッチ操作が優先され
ます。

左フロント
右フロント
右リア
左リア

イグニッション位置を または に
します。

開く：スイッチを軽く押します。

閉じる：スイッチを軽く引きます。

手応えがある位置を越えるまでス
イッチを操作した場合は、対応する方向
に自動開閉作動が開始します。再度操
作すると、自動動作を停止できます。

エンジンを停止するか、エンジンス
イッチからキーを抜いてからも、サイド
ウインドウを開閉できます。エンジンを
停止してから約 分間、または運転席
助手席ドアを開くまでサイドウインドウ
を開閉できます。

リアサイドウインドウのチャイルド
プルーフロックが作動しているときは、
後席ドアのスイッチではサイドウインド
ウは操作できません（ ページ）。
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コンビニエンスオープニング機能

全体的な注意事項

乗車する前に車内の空気を換気すること
ができます。

キーを使用して、以下を同時に行なうこ
とができます。

車両を解錠する

サイドウインドウを開く

スライディングルーフまたはパノラ
ミックスライディングルーフおよび電
動ブラインドを開く

運転席シートのシートベンチレーター
を作動させる

コンビニエンスオープニング機能は、
リモコン操作でのみ行なうことができ
ます。キーは車両のすぐ近くになければ
なりません。

コンビニエンスオープニング機能

サイドウインドウおよびスライディン
グルーフまたはパノラミックスライ
ディングルーフが希望の位置になるま
で%スイッチを押して保持します。

パノラミックスライディングルーフの
電動ブラインドが閉じているときは、
電動ブラインドが先に開きます。

パノラミックスライディングルーフが
希望の位置になるまで、再度%ス
イッチを押して保持します。

コンビニエンスオープニングを中断す
る：%スイッチを放します。

コンビニエンスクロージング機能

重要な安全上の注意事項

警告
コンビニエンスクロージング機能が作
動している場合、身体の一部がサイド
ウインドウおよびスライディングルー
フの閉じる範囲に挟まれるおそれがあ
ります。けがの危険性があります。
コンビニエンスクロージング機能を操
作しているときは、最後まで閉じる動
作に注意してください。閉じている間
は、閉じる範囲に身体を近づけないよ
うにしてください。

挟み込まれた場合は、以下のように対処
してください：

キーを使用して

&スイッチを放します。

サイドウインドウとスライディング
ルーフまたはパノラミックスライディ
ングルーフが再度開くまで、%ス
イッチを押して保持します。

キーレスゴーキーを使用して

ドアハンドルのセンサー面を放し
ます。

ただちにドアハンドルを引いて保持し
ます。

サイドウインドウとスライディング
ルーフまたはパノラミックスライディ
ングルーフが開きます。
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サイドウインドウ

全体的な注意事項

車両を施錠したときに、以下を同時に行
なうことができます。

サイドウインドウを閉じる

スライディングルーフまたはパノラ
ミックスライディングルーフを閉じる

パノラミックスライディングルーフ装備
車両では、その後に電動ブラインドを閉
じることができます。

キーを使用して

キーレスゴー非装備車両：キーの先端
部を運転席ドアのドアハンドルに向け
ます。

キーレスゴー装備車両：キーは車両
のすぐ近くになければなりません。

サイドウインドウとスライディング
ルーフまたはパノラミックスライディ
ングルーフが完全に閉じるまで、&

スイッチを押して保持します。

すべてのサイドウインドウとスライ
ディングルーフまたはパノラミックス
ライディングルーフが閉じていること
を確認してください。

パノラミックスライディングルーフ装備
車両

パノラミックスライディングルーフの
電動ブラインドが閉じるまで、&ス
イッチを再度押して保持します。

コンビニエンスクロージングを中断す
る：&スイッチを放します。

キーレスゴーキーを使用して

キーレスゴーキーは車外にある必要があ
ります。すべてのドアが閉じている必要
があります。

サイドウインドウとスライディング
ルーフまたはパノラミックスライディ
ングルーフが完全に閉じるまで、ドア
ハンドルのセンサー面の凹部 に触
れます。

センサー面の凹部 のみに触れてい
ることを確認してください。

すべてのサイドウインドウとスライ
ディングルーフまたはパノラミックス
ライディングルーフが閉じていること
を確認してください。

パノラミックスライディングルーフ装備
車両

パノラミックスライディングルーフの
電動ブラインドが閉じるまで、ドアハ
ンドルのセンサー面の凹部 に再度
触れます。

コンビニエンスクロージング機能を中
断する：ドアハンドルのセンサー面の
凹部 を放します。

サイドウインドウのリセット

サイドウインドウが完全に閉じないとき
は、リセットしてください。

すべてのドアを閉じます。

イグニッション位置を または に
します。
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サイドウインドウ

サイドウインドウが完全に閉じるま
で、ドアコントロールパネルの対応す
るスイッチを引きます（ ペー
ジ）。

さらに数秒間スイッチを引いたまま保
持します。

サイドウインドウが再度少し下降した
ら、以下の操作を行なってください。

サイドウインドウが完全に閉じるま
で、ただちにドアコントロールパネル

の対応するスイッチを引きます（
ページ）。

さらに数秒間スイッチを引いたまま保
持します。

スイッチを放した後にサイドウインド
ウが閉じたままになれば、サイドウイ
ンドウのリセットが正しく行なわれ
ています。そうでない場合は、再度リ
セット操作を行なってください。

サイドウインドウのトラブル

警告
サイドウインドウがブロックされた場合、またはリセットした後にすぐに再度閉じる
場合、サイドウインドウはより大きな、または最大の力で閉じます。リバース機能
は作動しません。このとき、閉じる範囲に身体の一部を挟まれるおそれがあります。
これにより、けがまたは致命的なけがの危険性が高まります。
閉じている間は、閉じる範囲に身体の一部を近づけないでください。挟まれた場合は、
スイッチを放してサイドウインドウを停止するか、またはスイッチを押してサイドウ
インドウを開きます。

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

ガイドレールなど
に葉などの障害物
が挟まっているた
め、サイドウイン
ドウが閉じない

障害物を取り除いてください。

サイドウインドウを閉じます。

サイドウインドウ
が閉じず、原因が
わからない。

閉じているときにサイドウインドウが妨げられ、再度少し開い
た場合：

ウインドウが妨げられた後、ただちにサイドウインドウが閉じ
るまで対応するスイッチを再度引きます。より強い力でサイド
ウインドウが閉じます。

閉じているときにサイドウインドウが再度妨げられ、再度少し
開いた場合：

ウインドウが妨げられた後、ただちにサイドウインドウが
閉じるまで対応するスイッチを再度引きます。挟み込み防
止機能が作動しない状態でサイドウインドウが閉じます。



オ
ー
プ
ン
/
ク
ロ
ー
ズ

スライディングルーフ

スライディングルーフ

重要な安全上の注意事項

この項目では、スライディングルーフお
よびパノラミックスライディングルーフ
の両方について、 スライディングルー
フ という表記で表しています。

警告
スライディングルーフを開閉するとき
に、ルーフの移動範囲に身体を近づけ
ると、挟まれるおそれがあります。け
がをするおそれがあります。
開閉作動中は身体を近づけすぎないよ
うにしてください。
挟まれたときは以下のように対処して
ください：
ただちにスイッチを放します。

または
自動開閉動作中は、いずれかの方向
にスイッチを軽く操作します。

開閉作動が中断されます。

警告
特に付き添いのない状態で子供を車内
に残すと、スライディングルーフを操
作して挟まれるおそれがあります。け
がをするおそれがあります。
車両から離れるときは、必ずキーを携
帯して車両を施錠してください。付き
添いのない状態で子供を車内に残さ
ないでください。

スライディングルーフに雪や氷が付
着した状態で操作しないでください。ス
ライディングルーフが故障する原因にな
ります。

スライディングルーフの開口部から物
を出さないようにしてください。スライ
ディングルーフのシール部が損傷するお
それがあります。

スライディングルーフが開いている
ときは、通常の風切り音に加えて空気の
振動が発生することがあります。これら
は、車内の圧力変動が原因で発生します。
これらを低減または除去するには、スラ
イディングルーフの開口位置を変更する
か、サイドウインドウを少し開いてくだ
さい。

スライディングルーフのリバース機能

スライディングルーフには自動リバース
機能が装備されています。スライディン
グルーフが閉じている間に障害物が挟ま
れた、または動作を妨げた場合に、スラ
イディングルーフは自動的に再度開き
ます。ただし、自動リバース機能は単な
る補助に過ぎず、スライディングルーフ
を閉じているときの注意の代わりになる
ものではありません。
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スライディングルーフ

警告
以下では、リバース機能は反応しま
せん：
小さな指などの、やわらかく、軽く、
薄いもの
閉じるまで残り 以下となった
とき
リセット中
リバース機能が作動したすぐあとに
再度手動でスライディングルーフを
閉じるとき

リバース機能は、これらの状況で挟ま
れることを回避することはできません。
けがの危険性があります。
閉じている動作の間は、閉じる部分に
身体を近づけないようにしてください。
挟まれた場合は以下のように対処して
ください：
ただちにスイッチを放します。

または
自動で閉じている間は、いずれかの
方向にスイッチを操作します。

閉じている動作が停止します。

スライディングルーフの操作

開閉

ルーフオペレーティングユニット
チルトアップ
開く
閉じる チルトダウン

イグニッション位置を または に
します。

スイッチを対応する方向へ押す
か、または引きます。

手応えがある位置を越えるまで
スイッチを操作した場合は、対応する方
向に自動開閉動作が開始します。再度操
作すると、自動動作を停止できます。

サンシェードは、スライディングルー
フと連動して自動的に開きます。サン
シェードは、スライディングルーフがチ
ルトアップしているか、閉じているとき
に手動で開閉できます。

エンジンを停止するか、キーを抜い
た後は、スライディングルーフの操作を
続けることができます。この機能は 分
間、またはフロンドドアを開くまで作動
したままになります。
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スライディングルーフ

レインクローズ機能

イグニッション位置が のとき、または
エンジンスイッチからキーが抜かれてい
る場合は、以下のときにスライディング
ルーフが自動で閉じます。

雨が降り始めたとき

外気温度が極端に高い、または低いと
き

約 時間が経過したとき

電力供給に不具合があるとき

車内を換気するため、スライディング
ルーフがチルトアップしたままになり
ます。

レインクローズ機能により閉じてい
るときにスライディングルーフが妨げら
れると、再度少し開きます。そして、レ
インクローズ機能が解除されます。

以下のときは、スライディングルーフは
閉じません。

スライディングルーフをチルトアップ
しているとき

障害になる物が挟まっているとき

車両が橋の下、または車庫の中にいる
など、レインセンサーによりモニター
されているフロントウインドウの範囲
に雨が落ちていない。

リセット

リセット操作を行なっても、まだス
ライディングルーフが開閉しないとき
は、メルセデス・ベンツ指定サービス工
場にご連絡ください。

スライディングルーフがスムーズに作動
しないときは、リセットを行なってくだ
さい。

イグニッション位置を または に
します。

スライディングルーフをいっぱいまで
チルトアップします。（ ページ）

スイッチをそのまま数秒間押し続
けます。

スライディングルーフが再度全開およ
び全閉できることを確認します（
ページ）。

できない場合は、再度リセット操作を
行なってください。

パノラミックスライディングルーフの
操作

開閉

オーバーヘッドコントロールパネル
チルトアップ
開く
閉じる チルトダウン

イグニッション位置を または にし
ます。

スイッチを対応する方向へ押す
か、または引きます。

手応えがある位置を越えるまで
スイッチを操作した場合は、対応する方
向に自動開閉動作が開始します。再度を
操作すると、自動動作を停止できます。
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スライディングルーフ

レインクローズ機能

イグニッション位置が の場合、また
はエンジンスイッチからキーが抜かれ
ている場合は、以下のときにパノラミッ
クスライディングルーフが自動的に閉じ
ます。

雨が降り始めたとき

外気温度が極端なとき

約 時間経過したとき

電力供給に不具合があるとき

車内を換気するため、パノラミックスラ
イディングルーフがチルトアップしたま
まになります。

レインクローズ機能で閉じられてい
るときにパノラミックスライディング
ルーフが遮られた場合は、再度少し開き
ます。そして、レインクローズ機能が解
除されます。

以下のときは、パノラミックスライディ
ングルーフは閉じません。

パノラミックスライディングルーフを
チルトアップさせているとき

物が挟まったとき

車両が橋の下、または車庫の中にいる
など、レインセンサーによりモニター
されているフロントウインドウの範囲
に雨が落ちていない。

パノラミックスライディングルーフの
電動ブラインドの操作

重要な安全上の注意事項

警告
電動ブラインドの開閉時、身体の一
部が電動ブラインドとフレームまたは
スライディングルーフ間に挟まれるお
それがあります。けがの危険性があり
ます。
開閉動作の間は、身体を電動ブライン
ドの動いている
挟まれたとき：
ただちにスイッチを放します。

または
自動開閉動作中は、いずれかの方向
にスイッチを操作します。

開閉動作が停止します。範囲に近づけ
ないようにしてください。

電動ブラインドは日射しから車内を守り
ます。 枚の電動ブラインドは、パノラ
ミックスライディングルーフが閉じてい
る状態で開閉することができます。

電動ブラインドのリバース機能

電動ブラインドには、自動リバース機能
が装備されています。閉じているときに
障害物が電動ブラインドに挟まれた、ま
たは電動ブラインドの作動を妨げた場合
は、電動ブラインドは自動的に再度開き
ます。ただし、自動リバース機能は単な
る補助で、電動ブラインドを閉じてい
るときの注意に代わるものではありま
せん。
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スライディングルーフ

警告
特に、リバース機能は小さな指のよう
に柔らかい、軽いおよび薄いものには
反応しません。リバース機能は、これ
らの状況で挟まれることを回避するこ
とはできません。けがの危険性があり
ます。
閉じている間は、身体の一部を電動ブ
ラインドの動いている範囲内に近づけ
ないようにしてください。
挟まれた場合は以下のように対処して
ください：
ただちにスイッチを放します。

または
自動で閉じている間は、いずれかの
方向にスイッチを操作します。

閉じている動作が停止します。

開閉

オーバーヘッドコントロールパネル
チルトアップ
開く
閉じる

イグニッション位置を または に
します。

スイッチを対応する方向へ押す
か、または引きます。

手応えがある位置を越えるまで
スイッチを操作した場合は、対応する方
向に自動開閉動作が開始します。再度を
操作すると、自動動作を停止できます。

パノラミックスライディングルーフと
電動ブラインドのリセット

リセット後にパノラミックスライ
ディングルーフおよび電動ブラインドが
完全に開かない、または閉じない場合は、
メルセデス・ベンツ指定サービス工場に
ご連絡下さい。

パノラミックスライディングルーフや電
動ブラインドがスムーズに作動しない場
合は、パノラミックスライディングルー
フや電動ブラインドをリセットしてくだ
さい。

イグニッション位置を または に
します。

パノラミックスライディングルーフが
完全に閉じるまで、手応えのあるとこ
ろまで スイッチを矢印 の方向
に繰り返し引きます（ ページ）。

スイッチを引いたまま数秒間保持
します。

電動ブラインドが完全に閉じるまで、
手応えのあるところまで スイッ
チを矢印 の方向に繰り返し引き
ます。

スイッチを引いたまま数秒間保持
します。

パノラミックスライディングルーフ
（ ページ）および電動ブライン
ド（ ページ）が再度全開できる
ことを確認します。

できない場合は、再度リセット操作を
行なってください。
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スライディングルーフ

スライディングルーフのトラブル

警告

スライディングルーフがブロックされた場合、またはリセットした後にすぐに再度閉
じる場合、スライディングルーフはより大きな、または最大の力で閉じます。リバー
ス機能は作動しません。このとき、閉じる範囲に身体を挟まれるおそれがあります。
これにより、けがまたは致命的なけがの危険性が高まります。
閉じている間は、閉じる範囲に身体の一部を近づけないでください。挟まれたとき
は以下のように対処してください：
ただちにスイッチを放します。

または
自動開閉動作中は、いずれかの方向にスイッチを操作します。
閉じている動作が停止します。

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

スライディング
ルーフを閉じるこ
とができず、原因
が分からない。

スライディングルーフが閉じているときに挟み込みの抵抗を検
知したため停止し、その位置から少し開いた場合は、以下の操
作を行なってください。

スライディングルーフがブロックされたら、ただちにスラ
イディングルーフが閉じるまで、手応えがあるところまで
オーバーヘッドコントロールパネルの スイッチを引い
て保持します。スライディングルーフは、より強い力で閉
じます。

スライディングルーフが再度挟み込みを検知したため停止し、
その位置から少し開いた場合は、以下の操作を行なってくだ
さい。

スライディングルーフがブロックされたら、ただちにスラ
イディングルーフが閉じるまで、手応えがあるところまで
オーバーヘッドコントロールパネルの スイッチを引い
て保持します。

挟み込み防止機能が作動しない状態でスライディングルー
フが閉じます。
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運転席の適切な位置

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

運転席の適切な位置

警告
運転中に以下を行うと、車のコントロー
ルを失うおそれがあります：
運転席シート、ヘッドレスト、ステ
アリングまたはミラーを調整する
シートベルトを着用する
事故の危険性があります。
エンジンを始動する前に、運転席シー
ト、ヘッドレスト、ステアリングおよ
びミラーを調整し、シートベルトを着
用してください。

シート調整に関する安全上のガイド
ラインを守ってください（ ペー
ジ）。

シート が正しく調整されているこ
とを確認します。

パワーシートの調整（ ページ）

シートを調整するときは、以下を確認し
てください：

運転席エアバッグからできるだけ離れ
ている。

通常の起きた位置で着座している。

シートベルトを正しく装着できる。

ほぼ垂直の位置になるようにバックレ
ストを調整している。

大腿部が軽く支えられるようにシート
の角度を調整している。

ペダルを正しく踏むことができる。

ヘッドレストが適切に調整されている
ことを確認します。

そのとき、ヘッドレストの中央部に
よって、後頭部が目の高さの位置で
支えられていることを確認してくだ
さい。
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シート

ステアリング調整に関する安全上のガ
イドラインを守ってください（
ページ）。

ステアリング が正しく調整され
ていることを確認します（ ペー
ジ）。

ステアリングを調整するときは、以下を
確認してください。

ステアリングを握ったときに、腕に適
度な余裕がある。

足を自由に動かせる。

メーターパネル内のすべてのディスプ
レイが確認できる。

シートベルトに関する安全上のガイド
ラインを守ってください（ ペー
ジ）。

シートベルト を正しく着用してい
ることを確認します（ ページ）。

シートベルトは、以下のように着用して
ください。

身体に密着させる。

肩を通るベルトが肩の中央にかかっ
ている。

腰を通るベルトが腰骨の低い位置にか
かっている。

走行を開始する前に、ルームミラーお
よびドアミラーを道路と交通状況が
よく見えるように調整してください
（ ページ）。

メモリー機能を使用してシート、ステ
アリング、ドアミラーの設定を保存し
ます（ ページ）。

シート

重要な安全上の注意事項

警告
付き添いのない状態でお子様がシート
を調整すると、挟まれる可能性があり
ます。けがの危険性があります。
車両から離れるときは、常にキーを携
帯して車両を施錠してください。付き
添いのない状態で子供を車内に残さ
ないでください。

警告
運転中に以下を行うと、車両のコント
ロールを失うおそれがあります：
運転席シート、ヘッドレスト、ステ
アリングまたはミラーを調整する
シートベルトを着用する
事故の危険性があります。
エンジンを始動する前に、運転席シー
ト、ヘッドレスト、ステアリングおよ
びミラーを調整し、シートベルトを着
用してください。

警告
シートの高さは慎重に調整しないと、
挟み込まれて負傷するおそれがあり
ます。特に子供は、電動シート調整ス
イッチを誤って押してしまい、挟まれ
るおそれがあります。けがの危険性が
あります。
シートが動いている間は、シート調整
システムのレバー部品の下に手や身体
などを入れないでください。
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警告
シートを調整するとき、シートガイド
レールなどに挟まれるおそれがあり
ます。けがの危険性があります。
シートを調整する場合、身体がシート
の動いている部分に触れていないこと
を確認してください。

警告
ヘッドレストが正しく調整されてい
ない場合は、本来の機能を果たすこと
ができなくなります。これにより、事
故またはブレーキ作動時に頭部およ
び頸部にけがをする危険性が高まり
ます。
必ずヘッドレストを取り付けた状態で
走行してください。走行を開始する前
に、ヘッドレストの中央が乗員の目の
高さの位置にあることを確認してくだ
さい。

警告
バックレストをほぼ垂直の位置に動か
していない場合は、シートベルトは意
図された保護レベルを発揮しません。
ブレーキ時または事故のときに、シー
トベルトの下側にもぐり込み、腹部ま
たは頸部などがけがを負うおそれがあ
ります。これにより、けがまたは致命
的なけがの危険性が高まります。
走行を開始する前に、シートを正しい
位置に調整してください。バックレス
トがほぼ垂直の位置にあり、シートベ
ルトのショルダー部分が肩の中央に
かかっていることを常に確認してくだ
さい。

シートとシートヒーターの損傷を防
ぐため、以下の点に注意してください。

シートに液体をこぼさないでくだ
さい。シートに液体をこぼしたとき
は、すみやかに乾燥させてください。

シート表皮が濡れたときは、シート
ヒーターを使用しないでください。
シートを乾燥させるためにシートヒー
ターを使用しないでください。

シート表皮を清掃してください。詳し
くは 日常の手入れ をご覧ください。

シートの上に重い物を載せないでくだ
さい。また、シートクッションの上に
ナイフやくぎ、工具などの鋭利な物を
置かないでください。シートはできる
だけ人を乗せるためだけに使用してく
ださい。

シートヒーターを使用しているとき
は、ブランケットやコート、バッグ、
シートカバー、チャイルドセーフティ
シート、補助シートなどにより、シー
トを覆わないでください。

シートの前後位置を調整するときは、
足元やシート後方に物がないことを確認
してください。シートや物を損傷するお
それがあります。

フロントシートには アク
ティブヘッドレスト（ ページ）が装
備されています。フロントシートのヘッ
ドレストは取り外すことができません。

分割可倒式シート非装備車両：リアシー
トのヘッドレストは取り外すことができ
ません。

さらなる情報は、メルセデス・ベンツ指
定サービス工場にご連絡ください。
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パワーシートの調整

ヘッドレストの高さ
シートクッションの角度
シートの高さ
シートの前後位置
バックレストの角度

メモリー機能付パワーシート装備車
両： が作動したときに、助手
席シートが不適切な位置にある場合は、
好ましい位置に移動します。

シート位置はメモリー機能（
ページ）を使用して記憶させることがで
きます。

メモリー機能付パワーシートおよび
分割可倒式シート装備車両：リアシート
のバックレストのロックを解除したとき
は、状況によってはそれぞれのフロント
シートが前方に少し移動します。

メモリー機能付パワーシート装備車
両：シートの前後位置を調整したときは、
ヘッドレストも自動的に上下します。

ヘッドレストの調整

重要な安全上の注意事項

警告
運転中に以下を行うと、車のコントロー
ルを失うおそれがあります：
運転席シート、ヘッドレスト、ステ
アリングまたはミラーを調整する
シートベルトを着用する
事故の危険性があります。
エンジンを始動する前に、運転席シー
ト、ヘッドレスト、ステアリングおよ
びミラーを調整し、シートベルトを着
用してください。

警告
ヘッドレストが正しく調整されてい
ない場合は、本来の機能を果たすこと
ができなくなります。これにより、事
故またはブレーキ作動時に頭部およ
び頸部にけがをする危険性が高まり
ます。
必ずヘッドレストを取り付けた状態で
走行してください。走行を開始する前
に、ヘッドレストの中央が乗員の目の
高さの位置にあることを確認してくだ
さい。

全体的な注意事項

シートの重要な安全上のガイドラインに
従ってください（ ページ）。

フロントとリアシートのヘッドレストを
入れ替えないでください。ヘッドレスト
の高さ、および角度を正しい位置に調
整することができません。



シ
ー
ト
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
と
ミ
ラ
ー

シート

電動式ヘッドレストの調整

ヘッドレストの高さを調整する：ヘッ
ドレスト調整用スイッチ を矢印の
方向に上または下にスライドします。

ラグジュアリーヘッドレストの調整

ヘッドレストのサイドサポートを調
整する：右または左側のサイドサポー
ト を希望の位置に押すか、引き
ます。

ヘッドレストの前後位置を調整する：
ヘッドレストを矢印 の方向に押す
か、引きます。

後頭部がヘッドレストにできるだけ
近づくように、ヘッドレストを調整し
ます。

リアシートのヘッドレスト

フロントからリアシートのヘッドレスト
を下げる

スイッチ を押します。

リアヘッドレストの高さの調整

例：セダン

一部の車両では、外側ヘッドレストでの
み高さの調整が可能です。

高くする：希望の位置までヘッドレス
トを引き上げます。

低くする：ロック解除スイッチ を
押し、希望の位置になるまでヘッドレ
ストを押し下げます。

ヘッドレストを前方に少し引いた場
合は、調整に必要な力が少なくなります。
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リアシートヘッドレストの角度調整

例：セダン

希望の位置になるまで、ヘッドレスト
の上部を引くか、押します。

リアシートのヘッドレストの脱着

警告
ヘッドレストが正しく調整されてい
ない場合は、本来の機能を果たすこと
ができなくなります。これにより、事
故またはブレーキ作動時に頭部およ
び頸部にけがをする危険性が高まり
ます。
必ずヘッドレストを取り付けた状態で
走行してください。走行を開始する前
に、ヘッドレストの中央が乗員の目の
高さの位置にあることを確認してくだ
さい。

例：セダン

分割可倒式シート装備車両でのみ、リ
アヘッドレストを脱着することができ
ます。

リアシートのバックレストのロックを
解除して、少し前方に倒します（ 、

ページ）。

取り外す：停止するまでヘッドレスト
を引き上げます。

ロック解除スイッチ を押し、ヘッ
ドレストをガイドから引き抜きます。

取り付ける：支柱の切り欠きが進行方
向右側になるようにして、ヘッドレス
トを差し込みます。

所定の位置にロックされる音が聞こえ
るまで、ヘッドレストを押し下げます。

ロックされるまで、リアシートのバッ
クレストを起こします。

マルチコントロールシートバックの調整

システムを使用して、マルチ
コントロールシートバックを調整でき
ます。詳しい情報はデジタル版取扱説明
書をご覧ください。

電動ランバーサポートの調整

バックレストのサポート位置を上げる
バックレストのサポートを弱くする
バックレストのサポート位置を下げる
バックレストのサポートを強くする



シ
ー
ト
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
と
ミ
ラ
ー

シート

背中を最適にサポートできるように、フ
ロントシートのバックレスト形状を調整
できます。

ラゲッジルームのフロア格納式サード
シート（ステーションワゴン）

重要な安全上の注意

警告
リアベンチシートのバックレストが起
きた位置で固定されていない場合は、
走行中にバックレストが倒れることが
あります。そのような場合は、シート
ベルトが意図された保護機能を果たさ
ないことがあります。けがをする危険
性が高まります。
リアシートのバックレストが垂直位置
でロックされていることを確認してく
ださい。

ラゲッジルームのフロア格納式サード
シートは、身長 以下および体重

以下の方にのみ適しています。

積載のガイドライン（ ページ）を
お守りください。

最大許容重量は、以下により減少するこ
とがあります

オプション装備

車両の積載量

トレーラーのけん引

フロア格納式サードシートを使用すると
きは、ネット一体式ラゲッジルームカ
バー（ ページ）を装着してください。

ラゲッジルームのフロア格納式サード
シートを展開する

リアシートのバックレストが垂直位置
でロックされていることを確認してく
ださい。

ラゲッジルームカバーのグリップ部を
上方（ ページ）に動かします。

ロック解除グリップ を手前に引い
て、フロア格納式サードシートのバッ
クレストを前方に引き出します。

シートベルトをフック にかけます。

ロック解除グリップ を引いて、フ
ロア格納式サードシートのシートクッ
ションを着座位置になるまで引き出し
ます。

バックレストが完全に固定されるま
で、シートクッションを押し下げます。

ヘッドレストを上方に引き出します。
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シートクッションの脱着

車両がパンクした場合などに、ラゲッジ
ルームフロアボードを持ち上げたい場合
には、シートクッションを取り外さなけ
ればなりません。

シートクッションを取り外す：シー
トクッション を上方に引き、シー
トクッションガイド から取り外し
ます。

シートクッションを取り付ける：シー
トクッション を図のように少し傾
けた状態で、シートクッションガイド
に、後方 から押します。

シートクッション を元の位置 に
固定されるまで、前方に倒します。

フロア格納式サードシートを収納する

タブ を持ってシートクッションを
上方に引き、元の位置にロックされる
まで押し込みます。

ロック解除スイッチ を押して、ヘッ
ドレストを下げます。

損傷を避けるため、ヘッドレストを
ヘッドレストガイドに完全に押し込んで
ください。そして、シートベルトのバッ
クルをバックレストのガイド部分に差し
込んでください。
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解除スイッチ を押して、ヘッドレ
ストを完全に押し込みます。

バックレスト を、元の位置にロッ
クされるまで押し込みます。

シートヒーターの作動 停止の切り替え

作動 停止

警告
シートヒーターを連続して使用すると、
シートクッションおよびバックレスト
が異常に過熱する原因となります。高
温により、温度変化を検知できにくい
乗員や、異常な高温に対処できない乗
員の健康に悪影響を与えたり、低温火
傷を起こすおそれがあります。けがの
危険性があります。したがって、シー
トヒーターを連続して使用しないでく
ださい。

運転席シートおよび助手席シート

リアシート

スイッチの つの赤い表示灯は、選択し
たレベルを表します。

運転席および助手席：約 分後に、レベ
ル からレベル に自動的に切り替わり
ます。

リアシート：約 分後に、レベル から
レベル に自動的に切り替わります。

約 分後に、レベル から に自動的
に切り替わります。

レベル に設定した約 分後に、自動
的に停止します。

イグニッション位置を または に
します（ ページ）。

作動させる：希望のヒーターレベルに
設定されるまで、スイッチ を繰り
返し押します。

停止する：すべての表示灯が消灯す
るまで、スイッチ を繰り返し押し
ます。

バッテリー電圧が非常に低下した場
合は、シートヒーターが停止することが
あります。
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シートヒーターのトラブル

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

シートヒーターが
短時間で停止した
り、作動しない。

多くの電気装備が作動しているため、バッテリー電圧が非常に
低くなっている。

リアデフォッガーやルームライトのような、必要のない電
気装備を停止してください。

バッテリーが十分に充電されれば、シートヒーターは自動
的に作動します。

シートベンチレーターの作動 停止の
切り替え

作動 停止

運転席シートおよび助手席シート

スイッチの つの青い表示灯は、選択し
たレベルを表します。

イグニッション位置を または に
します（ ページ）。

作動させる：好みのレベルになるまで、
スイッチ を繰り返し押します。

停止する：表示灯が消灯するまで、ス
イッチ を繰り返し押します。

バッテリー電圧が非常に低下した場
合は、シートベンチレーターが停止する
ことがあります。

コンビニエンスオープニング機能
（ ページ）を使用して、サイドウ
インドウやスライディングルーフを開く
ことができます。運転席のシートベンチ
レーターが最も強いレベルで自動的に作
動します。
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ステアリング

重要な安全上の注意事項

警告
運転中に以下を行うと、車のコントロー
ルを失うおそれがあります：
運転席シート、ヘッドレスト、ステ
アリングまたはミラーを調整する
シートベルトを着用する
事故の危険性があります。エンジンを
始動する前に、運転席シート、ヘッド
レスト、ステアリングおよびミラーを
調整し、シートベルトを着用してくだ
さい。

警告
子供がステアリングを調整するとステ
アリングに挟まれる可能性があります。
けがの危険性があります。
車両から離れるときは、常にキーを携
帯して車両を施錠してください。付き
添いのない状態で子供を車内に残さ
ないでください。

電動調整式ステアリングの調整

ステアリングの上下位置の調整
ステアリングの前後位置の調整

その他の関連事項：

イージーエントリー機能（ ペー
ジ）

設定の記憶（ ページ）

シートベンチレーターのトラブル

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

シートベンチレー
ターが短時間で停
止したり、作動し
ない。

多くの電気装備が作動しているため、バッテリー電圧が非常に
低くなっている。

リアデフォッガーやルームライトのような、必要のない電
気装備を停止してください。

バッテリーが十分に充電されれば、シートベンチレーター
は自動的に作動します。
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イージーエントリー機能

重要な安全上の注意事項

警告
イージーエントリー機能がステアリン
グを調整するとき、ご自身だけでなく、
他の乗員、特にお子様が挟まれるお
それがあります。けがの危険性があり
ます。
イージーエントリー機能が調整を開始
している間、ステアリングの動いてい
る範囲にだれも近づかないように注意
してください。
挟まれたときは以下のように対処して
ください：
メモリー機能スイッチを押します。

または
ステアリングが動いた方向とは逆の
方向に、ステアリング調整レバーを
動かします。

作動が停止します。

警告
付き添いのない状態で、お子様がイー
ジーエントリー機能を作動させた場
合、挟まれるおそれがあります。けが
の危険性があります。
車両から離れるときは、常にキーを携
帯して車両を施錠してください。付き
添いのない状態で子供を車内に残さ
ないでください。

警告
イージーエントリー機能が作動してい
る間に発進すると、車両のコントロー
ルを失うおそれがあります。事故の危
険性があります。
イージーエントリー機能の作動が終了
してから、発進してください。

イージーエントリー機能は、運転席への
乗り降りを容易にする機能です。

イージーエントリー機能は、マルチファ
ンクションディスプレイで設定 解除で
きます（ ページ）。

イージーエントリー機能が作動している
ときのステアリングの位置

以下を行なうと、ステアリングが上方に
移動します。

エンジンスイッチからキーを抜く

イグニッション位置が または の
ときに運転席ドアを開く。

ステアリングが上がりきっていない
場合にのみ、ステアリングは上方に移動
します。

走行するときのステアリングの位置

以下を行なうと、ステアリングは以前設
定した位置に戻ります。

運転席ドアを閉じる

運転席ドアを閉じて、イグニッション位
置を から 、または から にする

イグニッションをオフにしたときに、ま
たはメモリー機能で設定を記憶したとき
に、最後のステアリング位置は記憶され
ます（ ページ）。
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ミラー

クラッシュセンサー連動式イージーエグ
ジット機能

事故などのときにクラッシュセンサー連
動式イージーエグジット機能が作動する
と、運転席ドアを開いたときにステアリ
ングが上方に動きます。これは、イグニッ
ション位置にかかわらず作動します。こ
れにより、車両の外への脱出や乗員の救
出を容易にします。

クラッシュセンサー連動式イージーエ
グジット機能は、マルチファンクショ
ンディスプレイでイージーエントリー機
能を設定しているときにのみ作動します
（ ページ）。

ミラー

ドアミラー

ドアミラーの調整

警告
運転中に以下を行うと、車のコントロー
ルを失うおそれがあります：
運転席シート、ヘッドレスト、ステ
アリングまたはミラーを調整する
シートベルトを着用する
事故の危険性があります。エンジンを
始動する前に、運転席シート、ヘッド
レスト、ステアリングおよびミラーを
調整し、シートベルトを着用してくだ
さい。

警告
ドアミラーに写る像は実際よりも小さ
く見えます。実際には、ドアミラーで
見るよりも近くにあります。これは、
車線を変更する際など、後続の道路使
用者との距離感を見誤る可能性がある
ということです。事故の危険性があり
ます。
そのため、肩ごしに直接斜め後方を見
て、実際の距離を確認してください。

イグニッション位置を または にし
ます（ ページ）。

左側ドアミラースイッチ または右
側ドアミラースイッチ を押します。
対応するスイッチの表示灯が赤色に点
灯します。

しばらくすると表示灯は消灯します。
表示灯が点灯しているときに、調整ス
イッチ を使用して、選択したミラー
を調整できます。

ドアミラーが正しい位置に調整される
まで、調整スイッチ を上下方向ま
たは左右方向に押します。交通状況が
良く視認できなければなりません。

凸面のドアミラーにより、広い視野が確
保されます。エンジンを始動した後にリ
アデフォッガーを作動させ、外気温度が
低い場合は、ドアミラーが自動的に温め
られます。最大 分間温められます。
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ミラー

ドアミラーを電動で格納 展開する

イグニッション位置を または に
します（ ページ）。

スイッチ を軽く押します。

左右のドアミラーが格納 展開し
ます。

走行している間は、ドアミラーが完
全に展開していることを確認してくだ
さい。振動するおそれがあります。

以上で走行している場合は、
ドアミラーを格納することはできなくな
ります。

ドアミラーの設定

バッテリーの接続が外れたり、完全に放
電した場合は、ドアミラーをリセットす
る必要があります。マルチファンクショ
ンディスプレイの 施錠時のドアミラー
格納 機能を設定しているときに、ドア
ミラーは格納されません（ ページ）。

イグニッション位置を にします
（ ページ）。

スイッチ を軽く押します。

ドアミラーを自動で格納 展開する

マルチファンクションディスプレイで
施錠時のドアミラー格納 機能が設定さ
れている場合は、以下のようになります
（ ページ）。

車外から車両を施錠するとすぐに、ド
アミラーは自動的に格納されます。

車両を解錠し、運転席ドアまたは助手
席ドアを開くと、ドアミラーは自動的
に展開します。

手動でドアミラーを格納した場合は、
展開しません。

ドアミラーが押されて適正な位置にない
とき

ドアミラーが所定の位置から押し出され
た場合は、以下の操作を行なってくだ
さい。

クリック音が聞こえ、ミラーが所
定の位置に音とともに固定される
まで、ミラー格納スイッチ を押
して保持します（ ページ）。
ミラー本体が再度固定され、通常通り
ドアミラーを調整できます（ ペー
ジ）。
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ミラー

自動防眩ミラー

以下の条件が同時に満たされると、ルー
ムミラーと運転席側のドアミラーは自動
的に自動防眩モードになります。

イグニッションがオン

後続車のライトがルームミラーのセン
サーに当たる

シフトポジションがリバースのとき、ま
たはルームライトが点灯しているとき
は、自動防眩機能は解除されます。

リバースポジション機能付ドアミラー
（助手席側）

駐車位置の設定と記憶

リバースギアを使用して

運転席側ドアミラースイッチ
助手席側ドアミラースイッチ
調整スイッチ
メモリースイッチ

リバースギアに入れたときにすぐ、その
側の後輪が見えるように助手席側ドアミ
ラーを設定できます。その位置を記憶さ
せることができます。

車両を駐車し、イグニッション位置を
にします（ ページ）。

助手席側ドアミラースイッチ を押
します。

リバースギアに入れます。助手席側ド
アミラーの角度が、あらかじめ記憶さ
せていた角度になります。

ドアミラー調整スイッチ を使用し
て、後退時に後方を確認しやすい角度
に助手席側ドアミラーを調整します。
駐車位置が記憶されます。

トランスミッションを他の位置にシ
フトすると、助手席側ドアミラーは走行
時の角度に戻ります。

メモリースイッチを使用して

運転席側ドアミラースイッチ
助手席側ドアミラースイッチ
調整スイッチ
メモリースイッチ

リバースギアに入れたときにすぐ、その
側の後輪が見えるように助手席側ドアミ
ラーを設定できます。この設定は、メモ
リースイッチ を使用して記憶させ
ることができます。

イグニッション位置を にします
（ ページ）。

スイッチ で助手席側ドアミラーを
選択し、調整スイッチ を使用して
後退時に後方を確認しやすい角度に助
手席側ドアミラーを調整します。
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メモリー機能

メモリースイッチ を押し、そし
て 秒以内に調整スイッチ の矢印
のいずれかを押します。助手席側ドア
ミラーが動かない場合は、駐車位置が
記憶されています。

ドアミラーがその位置から動いた場合
は、手順を繰り返します。

記憶させた駐車位置の設定の呼び出し

運転席側ドアミラースイッチ
助手席側ドアミラースイッチ
調整スイッチ
メモリースイッチ

イグニッション位置を にします
（ ページ）。

助手席側ドアミラースイッチ を押
します。

リバースギアに入れます。助手席側ド
アミラーが記憶された駐車位置になり
ます。

以下のときに、助手席側ドアミラーは元
の角度に戻ります。

速度が を超えるとすぐに

運転席側ドアミラースイッチ を押
した場合

メモリー機能

メモリーの設定

警告
走行中に運転席側のメモリー機能を使
用すると、調整をした結果として、車
両のコントロールを失うおそれがあり
ます。事故の危険性があります。
車両が停車しているときにのみ運転席
側のメモリー機能を使用してください。

警告
付き添いのない状態で、子供がメモ
リー機能を作動させると、挟まれる可
能性があります。けがの危険性があり
ます。
車両から離れるときは、常にキーを携
帯して車両を施錠してください。付き
添いのない状態で子供を車内に残さ
ないでください。

メモリー機能で、例えば 人の方のため
に、 つまでの異なる設定を記憶させる
ことができます。

以下の項目がひとつの設定として記憶さ
れます。

シート、バックレストおよびヘッドレ
ストの位置

アクティブマルチコントロールシート
バック：シートの形状、ドライビング
ダイナミックシートのレベル

運転席側：運転席および助手席側のド
アミラーの角度、ステアリングの位置
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メモリー機能

シートを調整します（ ページ）。

運転席側は、ステアリング（ ペー
ジ）とドアミラー（ ページ）を
調整します。

メモリースイッチ を押し、それか
ら 秒以内にポジションスイッチ 、
、 のいずれかを押します。選択し
たポジションスイッチに設定が記憶さ
れます。設定が完了すると確認音が鳴
ります。

記憶させた位置を呼び出す

シート、ステアリングおよびドアミ
ラーが記憶させた位置になるまで、対
応するポジションスイッチ 、 、
を押して保持します。

ポジションスイッチを放すと、設定
動作は中断されます。
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車外ライト

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

車外ライト

全体的な注意事項

安全のため、昼間でもライトを点灯して
運転することをお勧めします。

車外ライトの設定

設定方法

車外ライトは以下を使用して設定でき
ます。

ライトスイッチ

コンビネーションスイッチ（ ペー
ジ）

マルチファンクションディスプレイ
（ ページ）

ライトスイッチ

操作

左側パーキングライト
右側パーキングライト
車幅灯、ライセンスプレートおよび
メーターパネル照明
ライトセンサーの制御によるヘッドラ
イトのオートモード
ロービーム ハイビームヘッドライト
リアフォグランプ

車両から離れるときに警告音が鳴ってい
る場合は、ライトが点灯していることが
あります。

ライトスイッチを にまわします。

車外ライト（ヘッドライト）は、エンジ
ンを停止すると自動的に消灯します。

車外ライト（車幅灯）は、以下の操作を
行なうと自動的に消灯します。

エンジンスイッチからキーを抜く

キーが の位置のときに運転席ドアを
開く
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車外ライト

ヘッドライトのオートモード

警告
ライトスイッチを に設定している
ときは、霧、雪、または霧雨のような
天候状態のために視界を悪くする他の
原因がある場合は、ロービームヘッド
ライトが自動的にオンにならないこと
があります。事故の危険性があります。
このような状況のときは、ライトスイッ
チを にまわします。

ライトのオートモード機能は単なる支援
に過ぎません。車両の照明に関する責任
は、常に運転者にあります。

左側パーキングライト
右側パーキングライト
車幅灯、ライセンスプレートおよび
メーターパネル照明
ライトセンサーの制御によるヘッドラ
イトのオートモード
ロービーム ハイビームヘッドライト
リアフォグランプ

通常は、ライトスイッチを に設定す
ることをお勧めします。ライト設定は、
周囲の明るさに応じて以下のように自動
的に選択されます（例外：霧、雪、霧雨
などの天候状況による視界不良）。

イグニッション位置が のとき：周囲
の明るさに応じて車幅灯が自動的に点
灯または消灯します。

エンジンがかかっているとき：周囲の
明るさの度合いによって、車幅灯およ
びロービームヘッドライトが自動的に
オンまたはオフに切り替わります。

ヘッドライトのオートモードを作動さ
せる：ライトスイッチを にまわ
します。

車幅灯およびロービームヘッドライトが
点灯しているときは、メーターパネル
の緑色の表示灯 （車幅灯）および

（ロービームヘッドライト）が点灯
します。

ロービームヘッドライト

警告
ライトスイッチを に設定している
ときは、霧、雪、または霧雨のような
天候状態のために視界を悪くする他の
原因がある場合は、ロービームヘッド
ライトが自動的にオンにならないこと
があります。事故の危険性があります。
このような状況のときは、ライトスイッ
チを にまわします。
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車外ライト

左側パーキングライト
右側パーキングライト
車幅灯、ライセンスプレートおよび
メーターパネル照明
ライトセンサーの制御によるヘッドラ
イトのオートモード
ロービーム ハイビームヘッドライト
リアフォグランプ

イグニッションがオンで、ライトスイッ
チが の位置にあるときは、ライト
センサーが周囲の明るさの状況が暗いこ
とを検知していなくても、車幅灯とロー
ビームヘッドライトが点灯します。これ
は、霧や雨のときに便利です。

ロービームヘッドライトを点灯する：
イグニッション位置を にするか、エ
ンジンを始動します。

ライトスイッチを にまわします。
メーターパネルの緑色の 表示灯
が点灯します。

リアフォグランプ

左側パーキングライト
右側パーキングライト
車幅灯、ライセンスプレートおよび
メーターパネル照明
ライトセンサーの制御によるヘッドラ
イトのオートモード
ロービーム ハイビームヘッドライト
リアフォグランプ

リアフォグランプは、濃霧での後続車両
に対するお客様の車両の被視認性を向上
させます。

リアフォグランプを点灯する：イグ
ニッション位置を にするか、エンジ
ンを始動します。

ライトスイッチを または に
まわします。

スイッチを押します。メーター
パネルの黄色の 表示灯が点灯し
ます。

リアフォグランプを消灯する：
スイッチを押します。メーターパネル
の黄色の 表示灯が消灯します。
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車外ライト

車幅灯

バッテリーが過放電すると、次回の
エンジン始動を可能にするために、車幅
灯またはパーキングライトが自動的に消
灯します。法的基準にしたがって車両を
安全で十分な明るさのところに常に駐車
してください。車幅灯 を長時間連
続して使用しないでください。
可能であれば、 右側または
左側パーキングライトを点灯してくだ
さい。

左側パーキングライト
右側パーキングライト
車幅灯、ライセンスプレートおよび
メーターパネル照明
ライトセンサーの制御によるヘッドラ
イトのオートモード
ロービーム ハイビームヘッドライト
リアフォグランプ

点灯する：ライトスイッチを に
まわします。メーターパネルの緑色の

表示灯が点灯します。

パーキングライト

左側パーキングライト
右側パーキングライト
車幅灯、ライセンスプレートおよび
メーターパネル照明
ライトセンサーの制御によるヘッドラ
イトのオートモード
ロービーム ハイビームヘッドライト
リアフォグランプ

パーキングライトを点灯すると、車両の
対応する側の照明が点灯します。

パーキングライトを点灯する：キー
がエンジンスイッチから抜かれている
か、またはイグニッション位置が で
あることを確認します。

ライトスイッチを （車両の左側）
または （車両の右側）にまわし
ます。
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車外ライト

コンビネーションスイッチ

方向指示灯

ハイビームヘッドライト
方向指示灯（右）
パッシングライト
方向指示灯（左）

短時間点滅させる：手応えのあると
ころまで、コンビネーションスイッチ
を矢印 または の方向に軽く押し
ます。
対応する方向指示灯が 回点滅し
ます。

点滅させる：コンビネーションスイッ
チを矢印 または の方向に押し
ます。

ハイビームヘッドライト

ハイビームヘッドライト
方向指示灯（右）
パッシングライト
方向指示灯（左）

ハイビームヘッドライトを点灯する：
イグニッション位置を にするか、エ
ンジンを始動します。

ライトスイッチを または に
まわします。

手応えのあるところを越えるまで、コ
ンビネーションスイッチを矢印 の
方向に押します。
ライトスイッチが の位置で、ア
ダプティブハイビームアシスト・プラ
スが作動しているときは、ハイビーム
ヘッドライトの作動が自動でコント
ロールされます（ ページ）。
ハイビームヘッドライトが点灯する
と、メーターパネルの青色の 表
示灯が点灯します。
ハイビームヘッドライトを消灯する：
コンビネーションスイッチを通常の位
置に戻します。

メーターパネルの青色の 表示灯
が消灯します。
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車外ライト

パッシングライト

ハイビームヘッドライト
方向指示灯（右）
パッシングライト
方向指示灯（左）

作動させる：イグニッション位置を
または にするか、エンジンを始動し
ます。

コンビネーションスイッチを矢印
の方向に引きます。

非常点滅灯

非常点滅灯を作動させる：スイッチ
を押します。すべての方向指示灯

が点滅します。このときにコンビネー
ションスイッチを使用して方向指示灯
を作動させたときは、車両の対応する
側の方向指示灯のみが点滅します。

非常点滅灯を解除する：スイッチ
を再度押します。

非常点滅灯は、以下のときに自動的に点
滅します。

エアバッグが作動した

または

車両が 以上の速度から急減
速して停止した

フルブレーキを効かせた後に車両が
以上の速度に再度達した場合は、

非常点滅灯は自動的に消灯します。

非常点滅灯は、イグニッションがオ
フの場合でも作動し続けます。

インテリジェントライトシステム

全体的な注意事項

インテリジェントライトシステムは、実
際の走行や天候状況に合わせてヘッドラ
イトを自動的に調整するシステムです。
車両速度や天候状況などに応じて路面
の照射を向上させる最新機能を提供し
ます。システムには、アクティブライト
システムやコーナリングライト、ハイ
ウェイモード、フォグランプ強化機能が
含まれます。システムは周囲が暗いとき
のみ作動します。

マルチファンクションディスプレイを使
用して インテリジェントライトシステ
ム を作動させたり解除したりできます
（ ページ）。
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車外ライト

アクティブライトシステム

アクティブライトシステムは、前輪を操
舵する動きに応じてヘッドライトの向き
を変化させるシステムです。このように
して、走行中は対応する範囲が照射され
たままになります。このシステムにより、
歩行者、自転車、動物などを容易に認識す
ることができます。

作動：ライトが点灯しているとき

コーナリングライト

コーナリングライトは、コーナリング時
に進行方向の路面を広く照射し、夜間の
交差点などで運転者の視界を向上させ
ます。ロービームヘッドライトが点灯し
ているときのみ、作動させることができ
ます。

作動：

以下の速度で走行していて、
方向指示灯を作動させた、またはステ
アリングをまわした場合

～ の間の速度で走
行していて、ステアリングをまわした
場合

解除： 以上の速度で走行してい
るか、またはステアリングを直進位置に
まわした場合

コーナリングライトは短時間点灯したま
まになりますが、約 分後に自動的に消
灯します。

ハイウェイモード

作動： 以上の速度で走行してい
て、少なくても でなんらかの大
きなステアリングの動きがない場合、ま
たは 以上の速度で走行してい
る場合

上記はライトの機能の説明です。走行す
るときは必ず法定速度や制限速度に従っ
てください。

解除：作動後に 以下の速度で
走行した場合
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車外ライト

フォグランプ強化機能

フォグランプ強化機能は運転者の眩しさ
を軽減し、道路の端の照射を向上させ
ます。

作動： 以下の速度で走行してい
て、リアフォグランプを点灯した場合

解除：作動後に 以上の速度で
走行した場合、またはリアフォグランプ
を消灯した場合

アダプティブハイビームアシスト・プ
ラス

重要な安全上の注意事項

警告
以下の場合、アダプティブハイビー
ムアシスト・プラスは道路使用者を検
知することができません。
歩行者などがライトを持っていない
自転車にライトが装着されていて
も、ライトが暗い
ガードレールの後にいるなど、道路
使用者のライトが遮られている

ごくまれに、アダプティブハイビーム
アシスト・プラスはライトを持ってい
る道路使用者を検知しない、または検
知が非常に遅れることがあります。こ
のような場合は、他の道路使用者がい
るにもかかわらず、自動ハイビームヘッ
ドライトが解除されなかったり、作動
したりします。
事故の危険性があります。
道路や交通事情に常に注意して、適切
なタイミングでハイビームヘッドライ
トをオフにしてください。

アダプティブハイビームアシスト・プラ
スは、道路、天候または交通状況を考慮
に入れることはできません。アダプティ
ブハイビームアシスト・プラスは単なる
支援に過ぎません。運転者には、明るさ、
視界および交通状況に応じて車両のライ
トを調整する責任があります。

特に以下の状況では、障害物の検知が困
難になります。

霧や激しい雨、雪などで視界が悪い

センサーが汚れている、またはセン
サーが覆われている
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車外ライト

全体的な注意事項

アダプティブハイビームアシスト・プラ
スにより、ロービーム、パーシャルハ
イビームおよびハイビームヘッドライ
トの間で自動的に切り替えることができ
ます。

パーシャルハイビーム照明は、他の道路
使用者を避けるようなハイビームの配光
になっています。このようにして、他の
道路使用者はハイビームの範囲外になり
ます。これにより眩しさを防ぎます。先
行車両がある場合は、例えばハイビーム
ヘッドライトはその右または左の範囲を
照射し、先行車両はロービームヘッドラ
イトによって照射されます。

このシステムは、他車との距離に応じ
てロービームの照射範囲を自動調整し
ます。システムが他の車両を検知しなく
なると、ハイビームヘッドライトを再度
作動させます。

ハイビームまたはパーシャルハイビーム
ヘッドライトが交通標識からの非常に
強い反射の原因となっている場合は、ラ
イトは自動的に暗くなり、反射によって
引き起こされる眩しさが避けられます。

システムの光学センサーは、フロントウ
インドウ裏側のオーバーヘッドコント
ロールパネル付近に装着されています。

アダプティブハイビームアシスト・プラ
スの作動 解除の切り替え

ハイビームヘッドライト
方向指示灯（右）
パッシングライト
方向指示灯（左）

作動させる：ライトスイッチを
にまわします。

手応えがあるところを越えるまで、コ
ンビネーションスイッチを矢印 の
方向に押します。

周囲が暗く、ライトセンサーがロービー
ムヘッドライトを作動させたときは、マ
ルチファンクションディスプレイの
表示灯が点灯します。

以上の速度で走行している
場合：

ヘッドライトの照射範囲は、他車や他の
道路使用者との距離に応じて自動的に設
定されます。
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ルームライトの概要

以上の速度で走行していて、他
の道路使用者が検知されていない場合：

自動的にハイビームヘッドライトが作動
します。メーターパネルの 表示灯
も点灯します。

以上の速度で走行していて、他
の道路使用者が検知されている場合：

パーシャルハイビームヘッドライトが自
動的に作動します。メーターパネルの

表示灯も点灯します。

以下の速度で走行している場合：

パーシャルハイビームヘッドライトが自
動的に解除されます。他の道路使用者が
検知されていない場合は、ハイビーム
ヘッドライトが作動します。

約 以下の速度で走行している
か、または道路が十分に照らされている
場合：

自動的にハイビームヘッドライトが解除
されます。メーターパネルの 表示
灯が消灯します。マルチファンクション
ディスプレイの 表示灯は点灯した
ままになります。

解除する：コンビネーションスイッチ
を通常の位置に戻す、またはライトス
イッチを他の位置に動かします。メー
ターパネルの 表示灯が消灯し
ます。

ヘッドライト内側の曇り

外気の湿度が高いときは、ヘッドライト
内面が曇ることがあります。

ライトを点灯して発進します。

走行の長さおよび天候状態（湿度と温
度）により、曇り具合は低減します。

曇り具合が低減しないとき

メルセデス・ベンツ指定サービス工場
でヘッドライトの点検を受けてくだ
さい。

ルームライトの概要

ルームライトの概要

前席のオーバーヘッドコントロールパネル
リアルームライトの点灯 消灯の切り

替え
ルームライト自動コントロールのオン

オフの切り替え
右側フロント読書灯の点灯 消灯の切

り替え
フロントルームライトの点灯 消灯の

切り替え
左側フロント読書灯の点灯 消灯の切

り替え
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ルームライトの概要

後席のオーバーヘッドコントロールパネル
右側読書灯の点灯 消灯の切り替え
左側読書灯の点灯 消灯の切り替え

ルームライトの操作

全体的な注意事項

車両バッテリーの放電を防止するため、
イグニッション位置が 以外のときは、
ルームライトの機能は一定時間後に自動
的に解除されます。

アンビエントライトの色と明るさは、マ
ルチファンクションディスプレイを使用
して設定できます（ ページ）。

ルームライトの自動点灯

前席のオーバーヘッドコントロールパネル
  リアルームライトの点灯 消灯の切り
替え

ルームライト自動コントロールのオン
オフの切り替え

右側読書灯の点灯 消灯の切り替え
フロントルームライトの点灯 消灯の

切り替え
左側読書灯の点灯 消灯の切り替え

オン オフを切り替える： スイッ
チを押します。
自動点灯モードが設定されているとき
は、スイッチはオーバーヘッドコント
ロールパネルと同じ高さになります。

ルームライトは以下のときに自動的に点
灯します。

車両を解錠する

ドアを開く

エンジンスイッチからキーを抜く

エンジンスイッチからキーを抜いたと
きは、ルームライトが短時間点灯し
ます。この消灯遅延は、マルチファン
クションディスプレイを使用して設定
できます（ ページ）。
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電球の交換、フロントワイパー

ルームライトの手動点灯

前席のオーバーヘッドコントロールパネル
  リアルームライトの点灯 消灯の切り
替え

ルームライト自動コントロールのオン
オフの切り替え

右側読書灯の点灯 消灯の切り替え
フロントルームライトの点灯 消灯の

切り替え
左側読書灯の点灯 消灯の切り替え

フロントルームライトを点灯 消灯す
る： スイッチを押します。

リアルームライトを点灯 消灯する：
スイッチを押します。

読書灯を点灯 消灯する： スイッ
チを押します。

緊急時点灯機能

車両が事故に巻き込まれたときに、ルー
ムライトが自動的に点灯します。

緊急時点灯機能をオフにする：非常点
滅灯スイッチを押します。

または

キーを使用して、車両を施錠してから
解錠します。

電球の交換

重要な安全上の注意事項

警告
作動時、電球、ライトおよびコネクター
は非常に熱くなります。電球を交換す
るとき、これらの構成部品に触れると
火傷するおそれがあります。けがの危
険性があります。
電球を交換するとき、これらの構成
部品に触れると火傷するおそれがあり
ます。

車両のフロントおよびリアライトクラス
ターには、 ライトバルブが装備され
ています。お客様自身でライトの交換を
行なわないでください。必要な専門知識
とツールを備えたメルセデス・ベンツ指
定サービス工場にご相談ください。

ライトは車両安全性の重要な要素です。
そのため、これらの機能が正常であるこ
とを常に確認してください。ヘッドライ
トの設定は、定期的に点検してください。

フロントワイパー

フロントワイパーの作動 停止の切り
替え

ウインドウが乾いているときは、ワ
イパーを使用しないでください。ワイ
パーブレードを損傷するおそれがあり
ます。また、ウインドウに付着したほこ
りなどでウインドウの表面に傷が付くお
それがあります。
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フロントワイパー

乾燥した気候条件でフロントワイパー
をオンにする必要がある場合は、必ず
ウォッシャー液を噴射しながら操作して
ください。

車両を自動洗車機で洗車した後にワ
イパーを使用しても油膜が残るときは、
ウインドウに付着したワックスや洗浄液
などが原因と考えられます。ウインドウ
をウォッシャー液で洗浄してください。

レインセンサーを使用した間欠ワイ
パーの場合、フロントウインドウが乾い
ているときにウインドウの汚れや光線の
反射などでレインセンサーが誤作動を
し、ワイパーが不意に作動するおそれが
あります。ワイパーブレードを損傷した
り、ウインドウに傷が付くおそれがあり
ます。

このため、雨が降っていないときは必ず
ワイパースイッチを停止の位置にしてく
ださい。

コンビネーションスイッチ
ワイパー停止

  低速間欠モード（レインセンサーは低感
度に設定）

高速間欠モード（レインセンサーは高感
度に設定）

低速作動モード
高速作動モード
回のワイパー作動 ウォッシャー

液を使用してワイパーを作動させる

イグニッション位置を または に
します。

コンビネーションスイッチを作動の位
置にします。

または の位置では、雨滴量に
応じてワイパーの作動が自動的に調整さ
れます。 の位置では、レインセンサー
は の位置よりも高感度となり、ワ
イパーはより短い間隔で作動します。ワ
イパーブレードが劣化すると、ウインド
ウの水滴を十分に拭き取ることができま
せん。視界を妨げて、周囲の交通状況を
把握できないおそれがあります。

リアワイパーの作動 停止の切り替え

コンビネーションスイッチ
スイッチ
ウォッシャー液噴射の位置

間欠ワイパーの位置
間欠ワイパー停止の位置
ウォッシャー液噴射の位置

イグニッション位置を または に
します。
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フロントワイパー

コンビネーションスイッチのスイッチ
を対応する位置にまわします。

リアワイパーが作動し、メーターパネ
ル内にアイコンが表示されます。

ワイパーブレードの交換

重要な安全上の注意事項

警告
ワイパーブレードを交換しているとき
にワイパーが動き出した場合、ワイパー
アームに挟まれるおそれがあります。
けがの危険性があります。
ワイパーブレードを交換する前に、ワ
イパーおよびイグニッション位置を必
ず にしてください。

ワイパーブレードの損傷を避けるた
め、ワイパーアーム以外には触れないよ
うにしてください。

ワイパーアームがフロントウインド
ウ リアウインドウから離れて起きてい
る場合は、ボンネット テールゲートを
決して開かないでください。

ワイパーブレードのないワイパーアーム
をフロントウインドウまたはリアウイン
ドウの元の位置に決して戻さないでくだ
さい。

ワイパーブレードを交換するときは、フ
ロントウインドウのワイパーアームを確
実に持ってください。ワイパーブレード
のないワイパーアームを放し、フロント
ウインドウ リアウインドウに当たった
場合は、フロントウインドウ リアウイ
ンドウが衝撃の力で損傷するおそれがあ
ります。

メルセデス・ベンツはワイパーブレード
の交換をメルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場で行なうことをお勧めします。

車両の装備レベルによって、 種類のワ
イパーブレードがあり、異なる方法で装
着し、取り外します。図に基づいて、車
両にどちらが装着されているかを確認し
てください。

ワイパーブレードの交換（バージョン ）

ワイパーブレードを取り外す

エンジンスイッチからキーを抜くか、
キーレスゴースイッチでイグニッショ
ン位置を にします。

ワイパーアームをウインドウから起こ
します。

ワイパーブレードを図の位置にまわし
ます。

ワイパーブレードをワイパーアームの
固定ピンから矢印の方向に取り外し
ます。

ワイパーブレードを取り付ける

新しいワイパーブレードをワイパー
アームの固定ピンに矢印と反対方向に
押します。

ワイパーブレードがワイパーアームの
固定ピンに完全にスライドしたことを
確認してください。
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フロントワイパー

ワイパーブレードをワイパーアームと
平行の位置にします。

ワイパーアームをウインドウの元の位
置に戻します。

ワイパーブレードの交換（バージョン ）

ワイパーブレードを取り外す

エンジンスイッチからキーを抜くか、
キーレスゴースイッチでイグニッショ
ン位置を にします。

ワイパーアームをウインドウから起こ
します。

解除ノブ をしっかりと押し、ワイ
パーブレード をワイパーアームか
ら矢印の方向に引き上げます。

ワイパーブレードを取り付ける

新しいワイパーブレード をワイ
パーアームの固定部に合わせ、矢印
の方向へ所定の位置にスライドさせ
ます。ワイパーブレードを音が聞こえ
るまでかみ合わせます。

ワイパーブレードが確実に固定された
ことを確認します。

ワイパーアームをウインドウの元の位
置に戻します。

リアワイパーブレードの交換

ワイパーブレードを取り外す

エンジンスイッチからキーを抜くか、
キーレスゴースイッチでイグニッショ
ン位置を にします。

固定されるまでワイパーアーム を
リアウインドウから起こします。

ワイパーブレード を、ワイパーアー
ム に対して直角の位置にします。

ワイパーアーム を持ち、解除され
るまでワイパーブレード を矢印の
方向に押します。

ワイパーブレード を取り外します。

ワイパーブレードを取り付ける

新しいワイパーブレード をワイ
パーアーム に合わせます。

ワイパーアーム を持ち、固定され
るまでワイパーブレード を矢印と
反対の方向に押します。
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フロントワイパー

ワイパーブレード が正しい位置に
あることを確認します。

ワイパーブレード をワイパーアー
ム と平行の位置にします。

ワイパーアーム をリアウインドウ
の元の位置に戻します。

フロントワイパーのトラブル

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

ワイパーに引っか
かりがある。

葉や雪などの障害物により、ワイパーの作動が妨げられている。
ワイパーモーターの作動が停止している。

安全のため、エンジンスイッチからキーを抜いてください。

または

キーレスゴースイッチを操作してエンジンを停止し、運転
席ドアを開いてください。

障害物を取り除いてください。

再度、ワイパーを作動させてください。

ワイパーが全く機
能しない。

ワイパーが故障している。

コンビネーションスイッチの別のモードを選択してくだ
さい。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場でワイパーの点検を
受けてください。
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エアコンディショナーシステムの概要

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

エアコンディショナーシステムの概要

重要な安全上の注意事項

以下のページで推奨されている設定に注
意してください。さもないとウインドウ
が曇りやすくなります。

ウインドウを曇りから防ぐには以下を
行います

短時間だけエアコンディショナーを停
止する

短時間だけ内気循環モードを作動させる

モードを作動させる

必要に応じて、フロントウインドウの
デフロスター機能を短時間作動させる

エアコンディショナーは温度と車内の湿
度を調整して、空気中の汚染物質を取り
除きます。

エアコンディショナーは、エンジンが作
動中の場合のみ使用可能です。サイドウ
インドウおよびスライディングルーフが
閉じているときにのみ、最適な作動が得
られます。

余熱ヒーター機能は、イグニッションが
オフのときにのみ作動または解除するこ
とができます（ ページ）。

暖かい気候の間は、コンビニエンス
オープニング機能などを使用して少しの
間車両を換気してください（ ペー
ジ）。これにより、冷却処理が早くなり、
より早く希望の車内温度に達します。

内蔵フィルターは、ほこりおよびすす
の大部分の粒子や花粉をろ過することが
できます。気体状の汚染物質および臭い
も減少させます。詰まったフィルター
は車内に供給される空気の量を減らし
ます。このため、整備手帳で規定されてい
るフィルターの交換間隔に必ず従ってく
ださい。重度の大気汚染のような環境の
状況によっては、間隔は整備手帳に記述
されているよりも短くなることがあり
ます。

キーを抜いてから 時間は、余熱ヒー
ター機能が自動的に作動する可能性があ
ります。その後、オートエアコンディショ
ナーを乾燥させるために、車両は 分
間換気されます。
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エアコンディショナーシステムの概要

クライメートコントロール（前席左右独立調整）のコントロールパネル

内気循環モードの作動 停止（ ページ）
フロントウインドウの曇りを取る（ ページ）
ゾーン機能の作動 停止の切り替え（ ページ）
ディスプレイ
エアコンディショナーを モードに設定（ ページ）
モードの作動 停止（ ページ）

リアデフォッガーの作動と停止の切り替え（ ページ）
エアコンディショナーの作動 停止の切り替え（ ページ）
温度設定（右）（ ページ）
送風配分の設定（ ページ）
送風量の設定（ ページ）
温度設定（左）（ ページ）

クライメートコントロール（前席左右
独立調整）の使用に関する情報

オートエアコンディショナー

以下には、クライメートコントロール（前
席左右独立調整）の最適な使用に関する
注意事項と推奨が含まれています。

および スイッチを使用して、
エアコンディショナーを作動させてく
ださい。 および スイッチの
表示灯が点灯します。

温度を ℃に設定してください。

フロントウインドウデフロスター
機能は、フロントウインドウの曇りが
取れるまでの短時間のみ使用してくだ
さい。

内気循環モードは、不快な外気の臭い
がある場合やトンネル内のときなどの
短時間のみ使用してください。内気循
環モードでは車内に外気が取り込まれ
ないので、ウインドウが曇るおそれが
あります。

ゾーン機能を使用して、助手席側の設
定温度を個別に調整したり、運転席側
の設定温度に連動させることができ
ます。 スイッチの表示灯が消灯
します。
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エアコンディショナーシステムの概要

エアコンディショナーの設定を変更し
た場合は、エアコンディショナーの状
況表示が ディスプレイの表
示下部に約 秒間表示されます。デジ
タル版取扱説明書をご覧ください。エ
アコンディショナーのさまざまな機能
のそのときの設定が表示されます。

スタートストップ機能

自動エンジン停止中は、エアコンディ
ショナーは限られた出力でのみ作動し
ます。エアコンディショナーの最大出力
が必要な場合は、 スイッチを押すこ
とにより、 スタートストップ機能を
解除してください（ ページ）。
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エアコンディショナーシステムの概要

クライメートコントロール（後席独立調整）のコントロールパネル

フロントコントロールパネル
エアコンディショナーを モードに設定する（ ページ）
フロントウインドウの曇りを取る（ ページ）
ゾーン機能の作動 停止の切り替え（ ページ）
ディスプレイ
内気循環モードの作動 停止（ ページ）
余熱ヒーター機能の作動 停止（ ページ）
モードの作動 停止（ ページ）

リアデフォッガーの作動と停止の切り替え（ ページ）
エアコンディショナーの作動 停止の切り替え（ ページ）
温度の設定（右）（ ページ）
エアコンディショナーモードの設定（ ページ）
送風量の設定（ ページ）
送風配分の設定（ ページ）

温度の設定（左）（ ページ）

リアコントロールパネル
温度を上げる（ ページ）

ディスプレイ

送風量を上げる（ ページ）

送風量を下げる（ ページ）

温度を下げる（ ページ）
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エアコンディショナーシステムの操作

クライメートコントロール（後席独立
調整）の使用に関する情報

オートエアコンディショナー

以下に、クライメートコントロール（後
席独立調整）を最大限利用するための指
示や推奨事項が記載されています。

および スイッチを使用して、
エアコンディショナーを作動させてく
ださい。 および スイッチの
表示灯が点灯します。

モードでは、エアコンディショ
ナーモードを設定することもできます
（ ）。通常
は、 モードに設定すること
をお勧めします。

温度を ℃に設定してください。

フロントウインドウデフロスター
機能は、フロントウインドウの曇りが
取れるまでの短時間のみ使用してくだ
さい。

内気循環モードは、不快な外気の臭い
がある場合やトンネル内のときなどの
短時間のみ使用してください。内気循
環モードでは車内に外気が取り込まれ
ないので、ウインドウが曇るおそれが
あります。

ゾーン機能を使用して、助手席側およ
び後席の設定温度を個別に調整した
り、運転席側の設定温度に連動させる
ことができます。 スイッチの表
示灯が消灯します。

イグニッションをオフにした後に車内
を暖房または換気したいときは、余熱
ヒーター機能を使用してください。余
熱ヒーター機能は、イグニッションが
オフのときにのみ、作動または停止す
ることができます。

エアコンディショナーの設定を変更し
た場合は、エアコンディショナーの状
況表示が ディスプレイの表
示下部に約 秒間表示されます。デジ
タル版取扱説明書をご覧ください。エ
アコンディショナーのさまざまな機能
のそのときの設定が表示されます。

スタートストップ機能

自動エンジン停止中は、エアコンディ
ショナーは限られた出力でのみ作動し
ます。エアコンディショナーの最大出力
が必要な場合は、 スイッチを押すこ
とにより、 スタートストップ機能を
解除してください（ ページ）。

エアコンディショナーシステムの操作

エアコンディショナーの作動 停止の
切り替え

全体的な注意事項

エアコンディショナーを停止すると、
空気の供給および空気の循環も停止し
ます。ウインドウが曇るおそれがあり
ます。そのため、エアコンディショナー
は短時間のみ停止してください。

通常は、 スイッチを押して、
エアコンディショナーを作動させます
（ ページ）。
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エアコンディショナーシステムの操作

作動 停止

イグニッション位置を にします
（ ページ）。
作動させる：エアコンディショナーコ
ントロールパネルの スイッチを
押します。

スイッチの表示灯が点灯します。
送風量と送風配分が、 モードに
設定されます。

または

スイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

以前の設定が再度作動します。

停止する：再度、 スイッチを押
します。

スイッチの表示灯が点灯します。

モードの作動 停止

全体的な注意事項

モードを停止した場合は、車内の空
気は冷却されず、除湿も行なわれません。
ウインドウはより早く曇ることがあり
ます。そのため、 モードは短時間の
み停止してください。

モードは、エンジンがかかっている
ときにのみ使用できます。車内の空気は、
選択された温度に応じて冷却・除湿され
ます。

モードが作動しているときは、車両
の下から凝結水が排出されます。これは
正常であり、故障を示すものではありま
せん。

作動 停止

作動させる： スイッチを押します。
スイッチの表示灯が点灯します。

停止する：再度、 スイッチを押
します。

スイッチの表示灯が消灯します。
モードは、しばらくしてから停止す

ることがあります。
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エアコンディショナーシステムの操作

モード のトラブル

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

スイッチの表
示灯が 回点滅す
るか、消灯する。
モードを作動

させることができ
ない。

故障のため、 モードが解除されている。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。

エアコンディショナーを モー
ドに設定する

全体的な注意事項

モードでは、自動的に一定の設
定温度に保たれます。送風温度、送風
量、送風配分の選択が自動的に制御され
ます。

モードは、 モードが作動してい
るときに最適に作動します。お好みで
モードを解除することもできます。

モードを解除した場合は、車内の空
気は冷却されず、除湿も行なわれません。
ウインドウはより早く曇ることがあり
ます。そのため、 モードは短時間の
み解除してください。

設定 マニュアル作動への切り替え

イグニッション位置を にします
（ ページ）。
希望の温度に設定します。

設定する： スイッチを押します。

スイッチの表示灯が点灯します。
自動的な送風配分と送風量が作動し
ます。

クライメートコントロール（後席独
立調整）： モードが作動していると
きは、エアコンディショナーモードを選
択できます（ ページ）。
マニュアル作動に切り替える

クライメートコントロール（前席左右
独立調整）：送風配分調整スイッチ
（ ページ）を押します。
クライメートコントロール（後席独
立調整）：送風配分調整スイッチ
（ ページ）を押します。

スイッチの表示灯が消灯します。

または

クライメートコントロール（前席左
右独立調整）：送風量調整スイッチ
（ ページ）を押します。
クライメートコントロール（後席独立
調整）：送風量調整スイッチ （
ページ）を押します。

スイッチの表示灯が消灯します。

エアコンディショナーモードの設定

エアコンディショナーモードの設定 機
能はクライメートコントロール（後席独
立調整）でのみ使用可能です。
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エアコンディショナーシステムの操作

以下のエアコンディショナーモードを選
択できます。

やや冷たく設定される強い
送風

中程度の送風、標準設定

やや暖かく設定され、風の
流れも弱くなる送風

イグニッション位置を にします
（ ページ）。

スイッチを押します。

エアコンディショナーモード選択ス
イッチ を上または下に押し、希望
のレベルを選択します（ ペー
ジ）。

温度の設定

クライメートコントロール（前席左右独
立調整）

設定温度を運転席側と助手席側で個別に
調整できます。

イグニッション位置を にします
（ ページ）。
上げる 下げる：温度調整スイッチ
または を上または下に押します

（ ページ）。
少しの単位ずつ温度設定を変更してく
ださい。 ℃から開始してください。

クライメートコントロール（後席独立調整）

オートエアコンディショナーのゾーン

設定温度を運転席側、助手席側、後席で
個別に調整できます。

イグニッション位置を にします
（ ページ）。
前席の温度を上げる 下げる：温度調
整スイッチ または を上または下
に押します（ ページ）。
少しの単位ずつ温度設定を変更してく
ださい。 ℃から開始してください。

フロントコントロールパネルを使用
して後席の温度を上げる 下げる：

スイッチを押します。
スイッチの表示灯が消灯します。

温度調整スイッチ または を上ま
たは下に押します（ ページ）。
少しの単位ずつ温度設定を変更してく
ださい。 ℃から開始してください。

リアコントロールパネルを使用して後
席の温度を上げる 下げる：リアコン
トロールパネルの または ス
イッチを押します。

少しの単位ずつ温度設定を変更してく
ださい。 ℃から開始してください。
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エアコンディショナーシステムの操作

送風配分の設定

送風配分を設定する

中央およびサイド送風口からの送風
にする

足元送風口からの送風にする

曇り取り送風口からの送風にする

曇り取り、中央およびサイド送風口
からの送風にする

足元および曇り取り送風口からの送
風にする

送風配分の設定に関係なく、サイド
送風口からは常に送風が行なわれます。
サイド送風口のダイヤルを下側にまわし
たときにのみ、サイド送風口を閉じるこ
とができます。

送風配分の設定

イグニッション位置を にします
（ ページ）。
クライメートコントロール（前席左右
独立調整）：希望のマークがディスプ
レイに表示されるまで、送風配分調整
スイッチ を上または下に押します
（ ページ）。
クライメートコントロール（後席独
立調整）：希望のマークがディスプレ
イに表示されるまで、送風配分調整
スイッチ を上または下に押します
（ ページ）。

送風量の設定

クライメートコントロール（前席左右独
立調整）

イグニッション位置を にします
（ ページ）。
上げる 下げる：送風スイッチ を
上または下に押します（ ペー
ジ）。

クライメートコントロール（後席独立調整）

イグニッション位置を にします
（ ページ）。
前席の送風量を上げる 下げる：送
風量スイッチ を上または下に押し
ます（ ページ）。
リアの送風量を上げる 下げる：
または スイッチを押します。

バッテリーが十分に充電されていない場
合は、送風出力が低下することがあり
ます。バッテリーが再度十分に充電され
ると、最大での送風出力が使用可能にな
ります。

ゾーン機能の作動 停止の切り替え

作動させる： スイッチを押します。

スイッチの表示灯が点灯します。

クライメートコントロール（前席左右
独立調整）：設定温度を運転席側と助
手席側で個別に調整できます。

クライメートコントロール（後席独立
調整）：設定温度を運転席側、助手席側、
後席で個別に調整できます。
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エアコンディショナーシステムの操作

停止する： スイッチを押します。

スイッチの表示灯が消灯します。

クライメートコントロール（前席左右
独立調整）：運転席側と助手席側の設
定温度を連動させて設定することがで
きます。

クライメートコントロール（後席独立
調整）：運転席側、助手席側、後席の
設定温度を連動させて設定することが
できます。

フロントウインドウの曇り取り

フロントウインドウに付着した霜や、フ
ロントウインドウまたはサイドウインド
ウの内側の曇りを取る機能です。

ウインドウデフロスター機能を停止して
ください。

イグニッション位置を にします
（ ページ）。
作動させる： スイッチを押します。

スイッチの表示灯が点灯します。
エアコンディショナーが以下のように
作動します。

高い送風量

高い温度

フロントウインドウとフロントサイ
ドウインドウへの送風

内気循環モードの解除

バッテリーが十分に充電されていない場
合は、送風出力が低下することがあり
ます。バッテリーが再度十分に充電され
ると、最大での送風出力が再度使用可能
になります。

停止する： スイッチを押します。

スイッチの表示灯が消灯します。

以前の設定が再度作動します。内気
循環モードは解除されたままになり
ます。

または

スイッチを押します。

スイッチの表示灯が消灯します。

送風量と送風配分が、 モードに
設定されます。

または

クライメートコントロール（前席左右
独立調整）：温度選択スイッチ また
は を上または下に押します（
ページ）。

クライメートコントロール（後席独
立調整）：温度選択スイッチ また
は を上または下に押します（
ページ）。

ウインドウの曇り取り

フロントウインドウの内側が曇るとき

モード を作動させます。

モード を作動させます。

温風がサイドウインドウに向くように
サイド送風口を調整します。

ウインドウが曇り続ける場合は、 フ
ロントウインドウの曇り取り 機能を
作動させます（ ページ）。
この設定は、フロントウインドウ

の曇りが取れるまでのみ選択してくだ
さい。
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エアコンディショナーシステムの操作

フロントウインドウの外側が曇るとき

クライメートコントロール（前席左右
独立調整）：ディスプレイに また
は マークが表示されるまで、送
風配分調整スイッチ を上または下
に押します（ ページ）。
クライメートコントロール（後席独立
調整）：ディスプレイに または

マークが表示されるまで、送風
配分調整スイッチ を上または下に
押します（ ページ）。
サイドウインドウに送風が向かないよ
うにサイド送風口を調整します。

リアデフォッガー

全体的な注意事項

リアデフォッガーは大きな電力を消費し
ます。そのため、ウインドウの曇りが取
れたら、すぐに停止してください。リア
デフォッガーは、数分後に自動的に停止
します。

バッテリーの電圧が低すぎる場合は、リ
アデフォッガーが停止することがあり
ます。

作動 停止

イグニッション位置を にします
（ ページ）。

スイッチを押します。

スイッチの表示灯が点灯または
消灯します。
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エアコンディショナーシステムの操作

リアデフォッガーのトラブル

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

リアデフォッガー
が短時間で停止し
たり、または作動
させることができ
ない。

バッテリーが十分に充電されていない。

読書灯、ルームライト、シートヒーターなど、必要のない
電気装備を停止してください。

バッテリーが十分に充電されたときは、リアデフォッガー
を再度作動させることができます。

内気循環モードの作動 停止

全体的な注意事項

不快な臭いが外から車両に入ってくる場
合は、車外からの空気の送風を解除する
ことができます。そして、すでに車内に
ある空気が循環されます。

内気循環モードを作動させた場合は、特
に温度が低いときにウインドウがより早
く曇ることがあります。ウインドウの曇
りを防ぐため、短時間のみ内気循環モー
ドを使用してください。

内気循環モードの操作は、すべてのコン
トロールパネルで共通です。

作動 停止

イグニッション位置を にします
（ ページ）。
作動させる： スイッチを押します。

スイッチの表示灯が点灯します。

クライメートコントロール（前席左
右独立調整）：高い外気温度では内気循環
モードが自動的に作動します。

クライメートコントロール（後席独立調
整）：空気の汚れがひどい状態、または
高い外気温度では内気循環モードが自動
的に作動します。

内気循環モードが自動的に作動したとき
は、 スイッチの表示灯は点灯しま
せん。約 分後に外気が導入されます。

停止する：再度、 スイッチを押
します。

スイッチの表示灯が消灯します。

以下のときは、内気循環モードが自
動的に解除されます。

外気温度が約 ℃以下のときは約 分後

モードが解除されている場合は約
分後

モードが作動している場合で、約
℃以上の外気温度では約 分後
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エアコンディショナーシステムの操作

内気循環スイッチを使用してのコンビ
ニエンスオープニング クロージング

警告
コンビニエンスクロージング機能が作
動しているときは、身体の一部がサ
イドウインドウおよびスライディング
ルーフの閉じる範囲に挟まれるおそれ
があります。けがの危険性があります。
コンビニエンスクロージング機能が作
動しているときは、最後まで閉じる動
作に注意してください。閉じている間
は、閉じる範囲に身体を近づけないよ
うにしてください。

警告
コンビニエンスオープニングが作動し
ているときは、サイドウインドウとウ
インドウフレームの間に身体の一部が
巻き込まれたり、挟まれるおそれがあ
ります。けがの危険性があります。
開いている間は、サイドウインドウに
触れないようにしてください。挟まれ
た場合は、ドアにあるサイドウインド
ウ開閉用のWスイッチを操作して
ください。サイドウインドウが停止し
ます。サイドウインドウを閉じるには、
Wスイッチを引いてください。

コンビニエンスクロージング機能：サ
イドウインドウとスライディングルー
フ パノラミックスライディングルー
フが閉じるまで スイッチを押し
て保持します。

スイッチの表示灯が点灯します。
内気循環モードが作動します。

コンビニエンスクロージング機能が作動
している間に、身体の一部が閉じる範囲
に入った場合は、以下の手順を行なって
ください：

サイドウインドウを停止する：サイド
ウインドウ開閉用のWスイッチを
操作します。

サイドウインドウが停止します。

その後に、サイドウインドウを開くた
めには、Wスイッチを再度押します。

スライディングルーフ パノラミック
スライディングルーフを停止する：ス
ライディングルーフ パノラミックス
ライディングルーフ開閉用の ス
イッチを操作します。

スライディングルーフ パノラミック
スライディングルーフが停止します。

その後に、スライディングルーフ パ
ノラミックスライディングルーフを開
くためには、 スイッチを後方に
引きます。

自動リバース機能に関する注意事項
は以下をご覧ください：

サイドウインドウ（ ページ）

スライディングルーフ（ ページ）
パノラミックスライディングルーフ
（ ページ）
コンビニエンスオープニング機能：サ
イドウインドウとスライディングルー
フ パノラミックスライディングルー
フが開くまで スイッチを押して
保持します。サイドウインドウとスラ
イディングルーフ パノラミックス
ライディングルーフが、元の位置まで
動いて戻ります。

スイッチの表示灯が消灯します。

内気循環モードが解除されます。
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送風口の調整

コンビニエンスクロージング機能で
閉じた後に、サイドウインドウまたはス
ライディングルーフ パノラミックスラ
イディングルーフを手動で開いた場合、
コンビニエンスオープニング機能を使用
して開いたときはその位置のままになり
ます。

余熱ヒーター機能の作動 停止

全体的な注意事項

余熱ヒーター機能は、クライメートコン
トロール（後席独立調整）のみに装備さ
れています。

エンジンを停止した後に約 分間、エ
ンジンの余熱を利用して停止した車両を
暖め続けることができます。暖房時間は、
車内で設定された温度によります。

作動 停止

イグニッション位置を にするか、ま
たはエンジンスイッチからキーを抜き
ます（ ページ）。
作動させる： スイッチを押します。

スイッチの表示灯が点灯します。

余熱ヒーター機能が作動している場
合は、ウインドウの内側が曇ることがあ
ります。

設定された送風量に関係なく、一定
の少ない送風量に保たれます。

外気温度が高いときに余熱ヒーター
機能を作動させると、換気のみが行なわ
れます。このときは、中程度の送風量に
なります。

停止する： スイッチを押します。

スイッチの表示灯が消灯します。

余熱ヒーター機能は、以下のときに自動
的に停止します。

約 分後

イグニッションをオンにしたとき

バッテリーの電圧が低下したとき

送風口の調整

重要な安全上の注意事項

警告
送風口から熱風や冷風が吹き出される
ことがあります。そのため、送風口に
身体を近づけたままにしていると、火
傷やしもやけなどを起こすおそれがあ
ります。けがの危険性があります。
すべての乗員が送風口と十分な距離を
確保していることを確認してください。
必要に応じて、送風の向きを車内の他
のエリアに変えます。

送風口から外気を直接車内に取り入れる
ため、以下の注意事項を守ってください。

フロントウインドウとボンネットの間
にある吸気口に氷、雪または葉などの
妨害物がないようにしてください。

送風口や車内の吸排気口をふさがない
ように注意してください。
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送風口の調整

中央送風口の調整

中央送風口（左側）
中央送風口（右側）
中央送風口ダイヤル（右側）
中央送風口ダイヤル（左側）

開閉する：ダイヤル および を上
または下にまわします。

サイド送風口の調整

曇り取り送風口
サイド送風口
サイド送風口ダイヤル

開閉する：ダイヤル を上または下
にまわします。

グローブボックス送風口の調整

暖房中は、グローブボックスの送風
口を閉じてください。

外気温度が高いときは、グローブボック
ス内の送風口を開いて、エアコンディ
ショナーを モードに設定してくだ
さい。グローブボックス内の熱の影響を
受けやすい収納物が損傷するおそれがあ
ります。

送風口ダイヤル
送風口

オートエアコンディショナーが作動し
ているときは、収納物を冷やすためな
どにグローブボックス内に送風すること
ができます。送風量はエアコンディショ
ナーの設定に連動します。

開閉する：ダイヤル を時計回り、
または反時計回りにまわします。
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送風口の調整

リア送風口の調整

リア中央送風口を調整する

リア中央送風口ダイヤル
リア中央送風口（右）
リアコントロールパネル、クライメートコン
トロール（後席独立調整）装備車両のみ
リア中央送風口（左）

開閉する：ダイヤル を上または下
にまわします。

リアサイド送風口を調整する

リアサイド送風口
リアサイド送風口開閉ダイヤル

開閉する：ダイヤル を左または右
にまわします。
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慣らし運転の注意事項

エンジンブレーキを効かせるためにマ
ニュアルギアシフトでギアをシフトダ
ウンしないでください。

踏み応えがあるところを越えるまでア
クセルペダルを踏み込む（キックダウ
ン）ことはできるだけ避けてください。

約 後は、最大負荷およびエン
ジン回転数まで車両を徐々に加速するこ
とができます。

車両の慣らし運転に関する注意事項

最初の約 までは、約
以上の速度で走行しないでくだ

さい。

エンジン回転数が約 を超
える状態は短時間にしてください。

エンジンや駆動系部品の交換を行
なったときも、上記の注意事項を守って
慣らし運転を行なってください。

セルフロッキング式リアディファレン
シャルロック装備車両

セルフロッキング式のディファレンシャ
ルがリアアクスルに装備されている車両
では、リアアクスルディファレンシャル
の保護を向上させるために、 の
慣らし運転期間後にオイルを交換してく
ださい。このオイル交換により、ディファ
レンシャルの整備寿命が延びます。その
後のオイル交換時期については、別冊の
整備手帳をご覧ください。オイル交換は、
メルセデス・ベンツ指定サービス工場で
行なってください。

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

慣らし運転の注意事項

重要な安全上の注意事項

交換された新しいブレーキパッド ライ
ニングおよびディスクは、数百キロメー
トルの走行後にのみ最適なブレーキ効果
を発揮します。ブレーキペダルにより大
きな力をかけることにより、減少したブ
レーキ効果を補ってください。

最初の約 まで

最初に十分な注意を払ってエンジンを取
り扱った場合は、その後、将来にわたっ
て安定した性能を維持することができ
ます。

最初の約 までは、速度と
エンジン回転数を変えて走行してくだ
さい。

アクセルをいっぱいに踏み込むなど、
エンジンに大きな負担のかかる運転は
避けてください。

エンジン回転数がタコメーターのレッ
ドゾーン（許容限度）の を超えない
ように、適切にギアシフト操作しなが
ら運転してください。
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走行

重要な安全上の注意事項

警告
運転席の足元の荷物は、ペダルの動
きを妨げたり、または踏まれたペダ
ルを抑えてしまうことがあります。
車両の操作および走行安全性をおび
やかします。
事故の危険性があります。運転席の
足元に入り込まないように、すべて
のものを車内に確実にしっかりと収
納してください。ペダル周囲に常に
十分な空間があることを確認するた
めに、フロアマットは操作の妨げに
ならないように、ペダルから十分に
離してしっかりと装着してください。
緩んだフロアマットを使用したり、
フロアマットを重ねて置かないでく
ださい。

警告
以下のような適していない履物は、
ペダルの正しい作動を妨げることが
あります。
薄いソールの靴
高いヒールの靴
スリッパ

事故の危険性があります。適した履
物を着用し、ペダルの正しい作動を
確保してください。

警告
走行中にイグニッションをオフにす
ると、安全性に関連した機能が制限
付きでしか使用できないか、または
全くできません。これにより、例え
ばパワーステアリングやブレーキの
倍力装置に影響を与えることがあり
ます。ステアリングやブレーキに非
常に大きな力が必要になります。事
故の危険性があります。
走行中はイグニッションをオフにし
ないでください。

警告
走行時にパーキングブレーキが完全
に解除されていない場合は、パーキ
ングブレーキは以下のようになるこ
とがあります。
オーバーヒートおよび火災の原因
車両にブレーキを効かせられなく
なる

火災と事故の危険性があります。発
進する前に、パーキングブレーキを
完全に解除してください。

エンジンが暖まっていないときは、
必要以上にエンジン回転数を上げないで
ください。

シフト操作は、完全に停車して行なって
ください。滑りやすい路面で発進すると
きは、駆動輪を空転させないように穏
やかにアクセルペダルを操作してくだ
さい。駆動系部品が損傷するおそれがあ
ります。



走
行
と
停
車

走行

車両：エンジンオイル温度が約
℃以下のときなどエンジンが暖まっ

ていない場合は、エンジン保護のために
エンジン回転数が制限されることがあり
ます。エンジンを保護し、スムーズに作
動させるため、エンジンが冷えていると
きはアクセルペダルを必要以上に踏み込
まないでください。

車両：別冊の 補足版
をお読みください。危険を認識できない
ことがあります。

キーの位置

キーでのイグニッション位置

イグニッション位置 ：キーを抜く

イグニッション位置 ：エンジン停
止時にワイパーなどの電気装備が使
用できる位置

イグニッション位置 ：イグニッショ
ン（すべての電気装備への電源供給）
および運転するときの位置

イグニッション位置 ：エンジンを
始動する

キーがその車両のものでなくても、
エンジンスイッチに差し込んで回すこと
はできます。しかし、イグニッションは
オンになりません。エンジンの始動はで
きません。

キーレスゴー

全体的な注意事項

キーは、以下のものと一緒に持ち運ば
ないでください。

携帯電話や他のリモコンキーなどの
電子機器

硬貨や金属フィルムなどの金属類

キーレスゴーキーを金属ケースなどの
ような金属製の中に保管しないでくだ
さい。

キーレスゴーの機能に障害が生じるお
それがあります。

キーレスゴー装備車両には、キーレス
ゴー機能が内蔵されたキーと脱着可能な
キーレスゴースイッチが装備されてい
ます。

キーレスゴーで操作を行なうには、車室
内にキーがあり、エンジンスイッチに
キーレスゴースイッチを差し込む必要が
あります。

キーレスゴースイッチを押すたびに、イ
グニッション位置が切り替わります。こ
れは、ブレーキペダルを踏んでいない場
合のみです。

ブレーキペダルを踏んだ状態でキーレス
ゴースイッチを押すと、ただちにエンジ
ンが始動します。
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キーレスゴーでのイグニッションの位置

イグニッション位置 ：キーレスゴー
スイッチ がまだ押されていない場
合は、エンジンスイッチからキーが抜
かれていることに相当します。

イグニッション位置 ：キーレスゴー
スイッチ を押します。

電源供給がオンになります。これでワ
イパーなどの電気装備を作動させるこ
とができます。

イグニッション位置 ：キーレスゴー
スイッチ を 度押します。

次の場合は、イグニッションがオフ
になります：

運転席ドアを開く

イグニッション位置が のときにキー
レスゴースイッチ を 回押す。

キーレスゴースイッチの取り外し

エンジンスイッチ からキーレス
ゴースイッチ を取り外します。

キーレスゴースイッチ をエンジン
スイッチ に差し込んだときは、シス
テムの認識のために約 秒間を必要とし
ます。その後、キーレスゴースイッチ
を使用することができます。

キーレスゴースイッチを取り外し、エン
ジンスイッチにキーを差し込んでまわす
ことにより、通常の方法でエンジンを始
動することができます。

キーレスゴースイッチは、車から離
れるときでもエンジンスイッチから取り
外す必要はありません。
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エンジンの始動

重要な安全上の注意事項

警告
子供だけを残して車から離れないで
ください。
ドアを開くことによって、他の人々
や道路利用者を危険にさらすおそ
れがあります。
車両から降りて、通過する車にぶ
つかるおそれがあります。
車両の装備品を操作してしまうお
それがあります。

さらに以下のような場合に、子供が
車両を動かしてしまうおそれもあり
ます。
パーキングブレーキを解除する。
オートマチックトランスミッショ
ンをパーキングポジション から
シフトする。
エンジンを始動する。

事故やけがの危険性があります。
車両から離れるときは、必ずキーを
携帯して車両を施錠してください。
付き添いのない状態で子供や動物を
車内に残さないでください。キーは
必ず子供の手の届かないところに保
管してください。

警告
内燃エンジンは、一酸化炭素のよう
な有毒な排気ガスを排出します。こ
れらの排気ガスを吸い込むと中毒に
つながります。致命的なけがの危険
性があります。そのため、十分な換
気がない閉じた空間でエンジンを作
動させたままにしないでください。

警告
熱くなっているエンジンの部品また
は排気システムに可燃物が接触する
と、発火するおそれがあります。火
災のおそれがあります。
定期的な点検を行ない、エンジンルー
ム、または排気システムに可燃性の
異物がないことを確認してください。

エンジンを始動するときは、アクセ
ルペダルを踏まないでください。

全体的な注意事項

ガソリンエンジン車両：冷間始動後
は最大 秒触媒コンバーターが予熱さ
れます。この間、エンジンの音が変わる
ことがあります。

オートマチックトランスミッション

シフトポジションを にしてくだ
さい。マルチファンクションディスプ
レイのシフトポジション表示に が表
示されます。

シフトポジション のときも、エン
ジンを始動することができます。

キーによるエンジンの始動

キーレスゴー操作でなく、キーを使
用してエンジンを始動するためには、エ
ンジンスイッチからキーレスゴースイッ
チを取り外します。

ガソリンエンジンを始動する：エン
ジンスイッチに差したキーを の位置
（ ージ）までまわし、エンジン
が始動したらすぐに放します。
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ディーゼルエンジンを始動する：エ
ンジンスイッチのキーを の位置（

ページ）にまわします。

メーターパネルの余熱表示灯 が
点灯します。

余熱表示灯 が消灯したら、キー
を の位置（ ページ）までまわ
し、エンジンが始動したらすぐに放し
ます。

エンジンが暖まっているときは、余
熱操作をせずにエンジンを始動でき
ます。

キーレスゴーによるエンジンの始動

エンジンスイッチにキーを差し込ま
ずに、キーレスゴースイッチを使用して
エンジンを始動することができます。車
内にキーがあり、キーレスゴースイッチ
がエンジンスイッチに差し込まれていな
ければなりません。このエンジン始動は、

スタートストップによる自動エンジ
ンスタート機能とは異なるものです。

ブレーキペダルを踏み、踏んだままに
します。

ガソリンエンジンを始動する：キー
レスゴースイッチを 度押します（

ページ）。

エンジンが始動します。

ディーゼルエンジンを始動する：キー
レスゴースイッチを 度押します（

ページ）。

余熱が行なわれ、エンジンが始動し
ます。

発進

オートマチックトランスミッション

警告
エンジン回転数がアイドリング回転
数以上のときに、トランスミッショ
ンをポジション または に入れる
と、車両が突然発進することがあり
ます。事故の危険性があります。
トランスミッションをポジション
または に入れるときは、常にブレー
キペダルをしっかりと踏み、同時にア
クセルペダルを踏まないでください。

ブレーキペダルを踏んでそのまま保持
します。

トランスミッションをポジション
または に入れます。

パーキングブレーキを解除します（
ページ）。

ブレーキペダルを放します。

注意しながらアクセルペダルを踏み
ます。

ブレーキペダルを踏んでいるときの
みに、トランスミッションをポジショ
ン から希望のポジションにシフトする
ことができます。その後にのみ、パーキ
ングロックが解除されます。ブレーキペ
ダルが踏まれていない場合も、

レバーを動かすことはできます
が、シフトポジションは変わりません。

発進すると、車速感応ドアロックに
より自動的に車両が施錠されます。ドア
のロックノブが下がります。

ドアは車内からいつでもロックを解除し
て開くことができます。また、車速感応
ドアロックを解除することもできます
（ ページ）。
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スタートストップ機能

概要

特定の条件下で車両が停止した場合は、
スタートストップ機能が自動的にエ

ンジンを停止します。

再び発進するときに、自動的にエンジン
が始動します。その結果、 スタート
ストップ機能は、燃料消費と排出ガスを
低減させます。

重要な安全上の注意事項

警告
エンジンが自動的に停止したときに
車両から出ると、エンジンは自動的
に再始動します。車両が動き始める
ことがあります。事故やけがの危険
性があります。
車両から出たい場合は、必ずイグニッ
ションをオフにし、動き出さないよ
うに車両を固定してください。

全体的な注意事項

スタートストップ機能表示

ハイブリッド車両： 補足版
の スタートストップ機能の注意事
項に従ってください。

エンジンが冷えているときは、より
高いエンジン回転数でシフトアップが行
なわれます。これにより、排気ガスを浄
化する触媒がより早く適正な作動温度に
達します。

ヒルスタートアシスト

ヒルスタートアシストは、坂道発進時に
車が後退または前進するのを防ぎ、運転
者の発進操作を補助します。ブレーキペ
ダルから足を放しても、ヒルスタートア
シストが車を停止したまま保持します。
そのため、車が動き出す前に、ブレーキ
ペダルからアクセルペダルへ余裕を持っ
て踏みかえることができます。

警告
しばらくすると、ヒルスタートアシ
ストは車両にブレーキを効かせなく
なり、動き出すおそれがあります。
事故やけがの危険性があります。
そのため、すばやくブレーキペダル
からアクセルペダルに足を動かして
ください。ヒルスタートアシストで
車両が停止しているときは、絶対に
車から離れないでください。

ブレーキペダルから足を放します。
車両はその後、約 秒間停止します。

発進します。
ヒルスタートアシストは以下のような状
況では作動しません。

傾斜していない路面や下り坂で発進す
るとき

トランスミッションがポジション
のとき

パーキングブレーキが効いているとき

が故障しているとき
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マルチファンクションディスプレイに
マークが緑色で表示されている場合

は、車両が停止したときに スター
トストップ機能がエンジンを自動的に停
止します。

キーまたはキーレスゴースイッチを使用
してエンジンを始動させるたびに、
スタートストップ機能が設定されます。

スタートストップ機能が手動で解除
された（ ページ）、または故障が原
因でシステムが解除された場合は、
マークは表示されません。

車両：マルチファンクション
ディスプレイの メニューにある、

ま た は
のメッセージが消えます。

車両： スタートストップ機能
は走行モード でのみ使用できます。詳
細は、自動エンジン停止および自動エン
ジン始動をご覧ください。

エンジン自動停止

全体的な注意事項

以下の場合は、 スタートストップ機
能が作動可能で、マルチファンクション
ディスプレイの マークが緑色で表
示されます。

スイッチの表示灯が緑色に点灯
している

外気温度が快適な範囲内である

エンジンが正常な作動温度である

車内の設定温度に到達している

バッテリーが十分に充電されている

エアコンディショナーシステムが作動
しているときに、フロントウインドウ
が曇っていないことをシステムが検知
している

ボンネットが閉じている

運転席のドアが閉じていて、運転席
シートベルトが着用されている

自動エンジン停止のすべての条件が満た
されていない場合は、 マークが黄色
で表示されます。

車両：マルチファンクションディ
スプレイの メニューには、

のメッセージが追加で表示
されます。

エンジンが自動的に停止していると
きも、車両のシステムはすべて作動した
ままです。

すべての車両（ 車両を除く）：
自動エンジン停止は最大で 回連続して
行なわれます（最初の停止と、それに続
く 回の停止）。エンジンが自動的に
回始動した後は、マルチファンクション
ディスプレイの マークが黄色で表
示されます。マルチファンクションディ
スプレイに マークが緑色で表示さ
れると、自動エンジン停止は再度作動可
能になります。

車両：連続した自動エンジン停
止の回数には制限がありません。

シフトポジション または で停止す
るまで車両にブレーキを効かせた場合
は、 スタートストップ機能が自動的
にエンジンを停止します。

エンジンが自動停止した場合は、ホー
ルド機能が作動することがあります。そ
の場合は、自動停止状態の間はブレーキ
を効かせ続ける必要はありません。アク
セルペダルを踏んだときはエンジンが自
動的に始動し、ホールド機能のブレーキ
作用は解除されます。
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自動エンジン始動

全体的な注意事項

エンジンは以下のとき自動的に始動し
ます。

スイッチを押して、 スター
トストップ機能を解除した

リバースギア に入れた

走行モード 、 または に切り替
えた。（ 車両）

車両が動き出した

ブレーキシステムが要求した

車内の温度が設定範囲から外れた

エアコンディショナーシステムが作動
しているときに、フロントウインドウ
の曇りをシステムが検知した

バッテリーの充電状態が低すぎる

運転席の乗員がシートベルトを外した
か、あるいは運転席ドアを開いた

ホールド機能が作動していなく、トラ
ンスミッションが または のとき
に、ブレーキペダルを放した

アクセルペダルを踏んだ

トランスミッションをポジション か
ら動かした

トランスミッションを にシフトし
ても、エンジンは始動しません。

トランスミッションを から へシ
フトすると、 スタートストップ機能
は再び使用可能になり、マルチファンク
ションディスプレイの マークが緑
色で表示されます。

スタートストップ機能の設定 解
除を切り替える

スイッチ

解除する（ 車両を除く）：スイッ
チ を押します。

表示灯 と、マルチファンクショ
ンディスプレイの マークが消え
ます。

設定する（ 車両を除く）：スイッ
チ を押します。

表示灯 が点灯します。自動エンジ
ン停止のすべての条件が満たされてい
る場合は、マルチファンクションディ
スプレイの マークが緑色で表示
されます。自動エンジン停止のすべて
の条件が満たされていない場合は、マ
ルチファンクションディスプレイの

マークが黄色で表示されます。
この場合は、 スタートストップ
機能は作動しません。

解除する（ 車両）：走行モード
のときにスイッチ を押します。

または

走行モードを 、 、または にし
ます（ ページ）。

表示灯 と、マルチファンクションディ
スプレイの マークが消えます。
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マルチファンクションディスプレイの
メニューの また

は というメッセー
ジが消えます。

設定する（ 車両）：スイッチ
を押します。

表示灯 が点灯します。

走行モード 、 または が選択さ
れている場合は、走行モード に切り
替わります。

自動エンジン停止のすべての条件が満
たされている場合は、マルチファンク
ションディスプレイの マークが
緑色で表示されます。さらに、マルチ
ファンクションディスプレイの
メニューに という
メッセージが表示されます。

自動エンジン停止のすべての条件が満
たされていない場合は、 マーク
が黄色で表示されます。この場合は、

スタートストップ機能は作動し
ません。さらに、マルチファンクショ
ンディスプレイの メニューに

というメッセー
ジが表示されます。

表示灯 が消えている場合は、
スタートストップ機能は手動または故障
により解除されています。車両が停止し
たときにエンジンが自動的に停止しま
せん。
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エンジンのトラブル

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンが始動し
ない。

ホールド機能またはディストロニック・プラスが作動し
ている。

ホールド機能（ ページ）またはディストロニック・
プラス（ ページ）が作動している。

再度、始動操作を行なってください。

エンジンが始動し
ない。スターターモー
ターの音がする。

エンジンの電子制御部品に異常がある。

燃料供給に異常がある。

エンジンを再始動する前に、イグニッション位置を に
します。

再度、エンジンの始動を試みてください（ ページ）。
バッテリーが放電するため、極端に長く、頻繁なエンジ
ン始動の試みは避けてください。

何度始動を試みても、エンジンが始動しないとき

メルセデス・ベンツ指定サービス工場にご連絡ください。

エンジンが始動し
ない。スターターモー
ターの音がする。燃料
残量警告灯が点灯し
ていて、燃料計の指針
が を示している。

燃料タンクが空になっている。

燃料を給油してください。

エンジンが始動し
ない。スターターモー
ターの音がしない。

バッテリーが放電しているか充電されていないため、バッ
テリーの電圧が低くなっている。

ジャンプスタートを行なってください（ ページ）。

ジャンプスタートを試みても、エンジンが始動しないとき

メルセデス・ベンツ指定サービス工場にご連絡ください。
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トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

過度の負荷によりスターターモーターが過熱している。

スターターモーターが冷えるまで約 分間待ってくだ
さい。

再度、始動操作を行なってください。

エンジンが始動しないとき

メルセデス・ベンツ指定サービス工場にご連絡ください。

ガソリンエンジン車
両：エンジンの回転
が滑らかでなく、ミ
スファイアも起き
ている。

エンジンの電子制御部品またはエンジン制御システムの機
械部品に異常がある。

アクセルペダルを踏みすぎないでください。触媒を損
傷するおそれがあります。

ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で修理を
行なってください。

冷却水温度表示が
約 ℃以上を示し
ている。冷却水警告
灯も点灯し、警告音
が鳴ることがある。

リザーブタンクの冷却水量がかなり不足している。 冷却水
の温度が高すぎて、エンジンが十分に冷却されていない。

すみやかに安全な場所に停車し、エンジンと冷却水を冷
やしてください。

冷却水量を点検します（ ページ）。必要であれば、
冷却水補給時の注意事項を読んでから、冷却水を補給し
てください。

冷却水量が正常なときは、ラジエターの冷却ファンが故障
している可能性がある。 冷却水の温度が高すぎて、エンジ
ンが十分に冷却されていない。

冷却水温度が約 ℃以下のときは、最寄りのメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場まで走行することができ
ます。

山道の走行などでエンジンに大きな負荷をかけたり、発
進 停止を繰り返したりしないでください。
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オートマチックトランスミッション

重要な安全上の注意事項

警告
エンジン回転数がアイドリング回転
数以上のときに、トランスミッション
をポジション または に入れると、
車両が突然発進することがあります。
事故の危険性があります。トランス
ミッションをポジション または
に入れるときは、常にブレーキペダ
ルをしっかりと踏み、同時にアクセ
ルペダルを踏まないでください。

警告
シフトポジションが か のときに
エンジンを停止にすると、ニュート
ラルポジション に切り替わります。
車両が動き出すおそれがあります。
事故の危険性があります。
エンジンを停止にした後は、必ずパー
キングポジション に切り替えてく
ださい。パーキングブレーキを効か
せて、駐車した車両が動き出すのを
防いでください。

車両： 補足版をお読
みください。危険を認識できないことが
あります。

レバー

シフトポジションの概要

パーキングロック付きパーキングポ
ジション

リバースギア

ニュートラル

ドライブ

レバーは、ステアリン
グの右側にあります。

レバーは常に元の位
置に戻ります。現在のシフトポジション
、 、 または がマルチファンクショ
ンディスプレイのシフトポジション表示
に表示されます。

シフトポジションと走行モード表示

マルチファンクションディスプレイ
のシフトポジション表示が作動してい
ない場合は、希望のシフトポジションに
入っているかどうかを点検するために慎
重に発進してください。理想的には、シ
フトポジション 、および走行モード
または を選択してください。
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シフトポジション表示
走行モード表示

現在のシフトポジションと走行モードが
マルチファンクションディスプレイに表
示されます。

シフトポジション表示の矢印は、
レバーで選択できるシ

フトポジションとその方向を示してい
ます。

パーキングポジション の選択

エンジン回転数が高すぎるときや走
行中は、 から 、 から 、または直
接 にシフトしないでください。オート
マチックトランスミッションが損傷する
原因になります。

パーキングロック付きパーキングポ
ジション

リバースギア

ニュートラル

ドライブ

レバーを矢印 の方
向に押します。

オートマチックトランスミッション
は、以下の場合にパーキングポジション
に自動的にシフトします。

車両がシフトポジション または
で停車している間に、運転席ドアを
開いた場合

シフトポジション または でごく
低速で走行している間に、ドアを開い
た場合

ブレーキペダルを踏むとパーキング
ロックが解除され、シフトポジションを
から動かすことができます。

パーキングポジションを から または
に直接シフトするためには：

ブレーキペダルを踏み、そして

レバーを上または下
にいっぱいまで操作します。

リバースギア の選択

必ず停車してから、シフトポジショ
ンを にしてください。

レバーを上にいっ
ぱいまで操作します。
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ニュートラル の選択

警告
子供だけを車内に残した場合、以下
のおそれがあります。
ドアを開くことにより他人や、他
の道路使用者を危険にさらす
車両から出て他の走行車両にぶつ
かる
車両の装備を操作するなどして、
挟まれる

また、以下のような操作を行ない、
車両を動かす場合もあります。
パーキングブレーキを解除する
オートマチックトランスミッショ
ンをパーキングポジション から
シフトする
エンジンを始動する

事故やけがの危険性があります。
車両から離れるときは、常にキーを
携帯して車両を施錠してください。
付き添いのない状態で子供や動物を
車内に残さないでください。キーは
子供の手の届かないところに保管し
てください。

レバーを上または下
に軽く操作します。

ドライブポジション の選択

レバーを下にいっ
ぱいまで操作します。

セレクターレバー（ 車両）

シフトポジションの概要

パーキングロック付きパーキングポ
ジション

リバースギア

ニュートラル

ドライブ

シフトポジションと走行モード表示

マルチファンクションディスプレイ
のシフトポジション表示が作動してい
ない場合は、希望のシフトポジションに
入っているかどうかを確認するために慎
重に発進してください。このために、シ
フトポジション 、および走行モード
または を選択してください。

例：シフトポジション表示および走行モード表示
シフトポジション表示
走行モード表示
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現在のシフトポジションと走行モードが
マルチファンクションディスプレイに表
示されます。

シフトポジション

パーキング

停止中に車両が動き出すのを防
止します。車両が停止してい
ない場合は、トランスミッショ
ンを にシフトしないでくだ
さい。

オートマチックトランスミッ
ションは、以下のときに自動的
に にシフトします。

キーを抜いた

または のときにエンジ
ンを停止し、フロントドアを
開いた

リバース

車両が停止しているときにの
み、トランスミッションを に
シフトしてください。

ニュートラル

走行中は、トランスミッショ
ンを にシフトしないでくだ
さい。オートマチックトランス
ミッションを損傷するおそれが
あります。

ブレーキを解除することによ
り、押したりけん引してもらう
ことで車両を自由に移動でき
ます。

が故障しているときや解
除している場合、凍結路などで
横滑りしていて危険なときにの
み、トランスミッションを に
シフトしてください。

トランスミッションが または
のときにキーまたはキーレス

ゴースイッチでエンジンを停止
した場合は、オートマチックト
ランスミッションは自動的に
にシフトします。

 に入れたまま走行すると、
駆動系部品が損傷する原因にな
ります。

ドライブ

オートマチックトランスミッ
シ ョ ン は 自 動 的 に 変 速 し
ます。すべての前進のギアを使
用できます。



走
行
と
停
車

オートマチックトランスミッション

ギア変速

オートマチックトランスミッションは、
シフトポジションが のときに自動的に
変速を行ないます。ギアシフトは以下に
よって決定されます。

選択されている走行モード

アクセルペダルの踏み込み量

走行速度

運転のヒント

アクセルペダルの位置

アクセルペダルの踏み加減に応じて、ギ
アが変速するタイミングが変化します。
軽く踏んだとき：シフトアップするタ
イミングが早くなります。

深く踏み込んだとき：シフトアップす
るタイミングが遅くなります。

車両

シフトダウン時は、現在の走行モードに
関わらず、ダブルクラッチ機能が作動し
ます。ダブルクラッチ機能により、負荷
変動に関わらず優れたレスポンスを提供
し、スポーティな走行性能を実現します。
ダブルクラッチ機能の作動時に発生する
ノイズは、選択した走行モードにより異
なります。

キックダウン

キックダウンは、急な加速が必要な場合
に行ないます。

アクセルペダルをいっぱいまで踏み込
みます。

エンジン回転数に応じて、自動的に低
速ギアに切り替わります。

希望の速度に達したら、アクセルペダ
ルを戻します。

オートマチックトランスミッションが
元のギアにシフトアップします。

走行モード

全体的な注意事項

車種や仕様により、装備されている走行
モード選択スイッチが異なります。

希望の走行モードの文字がマルチファ
ンクションディスプレイに表示される
まで、走行モード選択スイッチ を
繰り返し押します。

希望の走行モードの文字がマルチファ
ンクションディスプレイに表示される
まで、走行モードスイッチ を繰り
返し押します。



走
行
と
停
車

オートマチックトランスミッション

走行モード選択スイッチで、好みの走行
特性に切り替えることができます。

恒常的な走行モード については（
ページ）をご覧ください。

この恒常的な走行モード と同様に、一
時的な走行モード （ ページ）も
作動させることができます。

エコノミー 快適性と経済性を重視
した走行モード

スポーツ スポーティな走行に適
したモード

マニュアル マニュアルギアシフト

オートマチック走行モードについて
の詳しい情報は、（ ページ）をご覧
ください。

エンジン始動時には常に走行モード
に設定されます。

車両

車両の走行モード選択ダイヤル

走行モード選択ダイヤル をまわし
て、マルチファンクションディスプ
レイに希望の走行モードを表示させ
ます。

走行モード選択ダイヤル の走行
モード表示灯が赤色に点灯します。

恒常的な走行モード については（
ページ）をご覧ください。

この恒常的な走行モード と同様に、一
時的な走行モード （ ページ）も
作動させることができます。

効率的な
制御

快適性と経済性を重視
した走行モード

スポーツ スポーティな走行に適
したモード

＋スポーツ
プラス

モードよりも、さら
にスポーティな走行
モード

マニュアル マニュアルギアシフト

レース
スタート

停車状態からの最適な
加速での発進

オートマチック走行モードについて
の詳しい情報は、（ ページ）をご覧
ください。

エンジン始動時には常に走行モード
に設定されます。

通常の走行の間は、 は選択できま
せん。レーススタートに関するさらなる
情報は（ ページ）をご覧ください。
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ステアリングのギアシフトパドル

マニュアル走行モードでは、パドルシフ
ト および を使用して手動でギアを
変更することができます。恒常的な走行
モード に関する詳細な情報は（
ページ）をご覧ください。

一時的な走行モード の作動に関する詳
細は（ ページ）をご覧ください。

シフトポジションが のときのみ、
パドルシフトによるギアシフトが可能と
なります。

オートマチック走行モード

オートマチック走行モード および

モード（ 車両では ）を選択する
と、以下の特性になります。

快適性に適応したエンジン設定になり
ます。

オートマチックトランスミッションの
シフトアップが早めに行なわれるた
め、燃費の向上に貢献します。

アクセルペダルをいっぱいまで踏み込
まないときは、前進 後退ギアでの車
両の発進がより穏やかになります。

滑りやすい路面などでの走行安全性が
向上します。

オートマチックトランスミッションが
より早めにシフトアップします。その
結果、車両は低いエンジン回転数で走
行し、車輪の空転の可能性が減ります。

走行モード （または、 車両の場合、
走行モード および ）を選択すると、
以下の特性になります。

スポーティなエンジンとオートマチッ
クトランスミッションの設定になり
ます。

車両は 速で発進します。

オートマチックトランスミッションが
より遅めにシフトアップします。

オートマチックトランスミッションの
シフトポイントがより遅めになる結
果、燃料消費が増加する可能性があり
ます。

マニュアル走行モード

全体的な注意事項

この走行モードでは、ステアリングのギ
アシフトパドルを使用して、一時的に自
分自身でギアを変えることができます。
トランスミッションがポジション でな
ければなりません。

オートマチック走行モード および の
ときに、マニュアル走行モード を選
択することができます。

一時的な走行モード と同様に、恒
常的な走行モード （ ページ）も
選択することができます。
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設定する

トランスミッションをポジション
にシフトします。

左または右のステアリングのギアシフ
トパドルを引きます（ ページ）。

マニュアル走行モード が一時的に
作動します。選択されているギアおよ
び がマルチファンクションディス
プレイに表示されます。

車両：マニュアル走行モード
が一時的に作動しているときは、マルチ
ファンクションディスプレイの走行モー
ド表示に は表示されません。

ギアのシフト

左または右のステアリングのギアシフト
パドルを引くと、オートマチックトラン
スミッションは限られた時間だけマニュ
アル走行モード に切り替わります。許
容される場合は、どちらのギアシフトパ
ドルを引くかによって、オートマチック
トランスミッションがただちに次のギア
にシフトダウン、またはシフトアップし
ます。

シフトアップする：ステアリング右
側のギアシフトパドルを引きます（

ページ）。

段高いギアにシフトします。

現在入っているギアでの最大エンジ
ン回転数に到達し、加速し続けた場合は、
エンジンの損傷を防ぐためにオートマ
チックトランスミッションは自動的にシ
フトアップします。

シフトダウンする：ステアリング左
側のギアシフトパドルを引きます（

ページ）。

段低いギアにシフトします。

シフトダウンしたときにエンジンの
許容回転数を超えそうな場合は、エンジ
ンの損傷を防ぐため、シフトダウンが行
なわれません。

惰性走行時は自動的にシフトダウン
が行なわれます。

推奨ギアシフト表示

経済的な運転スタイルをとることができ
るように、推奨ギアシフト表示は運転者
を支援します。推奨ギアがマルチファン
クションディスプレイに表示されます。

メーターパネルのマルチファンクショ
ンディスプレイに表示されたときは、
推奨ギアシフト表示 に従って推奨
ギア にシフトします。

解除する

マニュアル走行モード は一定時間作動
したままになります。横方向の加速度が
ある場合、惰性走行時の間、または急な
山道を走行しているときなど、特定の条
件下ではより長い時間作動します。

マニュアル走行モード が解除された場
合は、オートマチックトランスミッショ
ンは または のような最後に選択され
ていた走行モードにシフトします。

ご自身でマニュアル走行モード を解
除することもできます。

右側のステアリングのギアシフトパド
ルを引いて、その位置で保持します（

ページ）。



走
行
と
停
車

オートマチックトランスミッション

または

レバーを使用してシ
フトポジションを切り替えます。

または

走行モードを変更します（ ペー
ジ）。

マニュアル走行モード が解除され
ます。 または のような最後に選
択されていた走行モードに切り替わり
ます。

マニュアル走行モード

全体的な注意事項

この走行モードでは、パドルシフトを使
用して、いつでも自分でギアを変えるこ
とができます。トランスミッションがポ
ジション でなければなりません。

この恒常的な走行モード と同様に、
一時的な走行モード （ ページ）
も作動させることができます。

マニュアルギアシフトの作動

マルチファンクションディスプレイに
が表示されるまで、走行モード選択

スイッチ（ ページ）を繰り返し
押します。

車両：マルチファンクションディ
スプレイに が表示されるまで、走
行モード選択ダイヤル（ ページ）
をまわします。走行モード選択ダイヤ
ルの赤色の表示灯 が点灯します。

シフトアップ（ 車両を除く）

ステアリング右側のギアシフトパドル
を引きます。

オートマチックトランスミッションが
段上のギアにシフトアップします。

シフトアップ（ 車両）

マニュアルギアシフト では、現在
のギアでのエンジン許容回転数に達して
も、自動的にシフトアップしません。エ
ンジンの許容回転数に達すると、エンジ
ンの過回転を防ぎエンジンを保護するた
め、燃料供給が停止します。エンジン回
転数が許容回転数を超えて、タコメー
ターのレッドゾーンに入らないように注
意してください。エンジンが損傷するお
それがあります。

ギア表示
シフトアップ表示

スピードメーターのマルチファンク
ションディスプレイの色が赤色に変わ
り、ディスプレイメッセージ が表
示された場合は、ギアをシフトアップ
します。
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キックダウン

マニュアルギアシフト では、最大限の
加速のためにキックダウンを使用するこ
ともできます。

踏み応えがあるところを越えるまで、
アクセルペダルを踏みます。エンジン
回転数に応じて、トランスミッション
がより低いギアにシフトします。

車両：マニュアルギアシフト
では、キックダウンを使用することはで
きません。

マニュアル走行モードの解除

マルチファンクションディスプレイに
または が表示されるまで、走行モー
ド選択スイッチ（ ページ）を繰
り返し押します。

車両：マルチファンクションディ
スプレイに 、 または が表示さ
れるまで、走行モード選択ダイヤル（

ページ）をまわします。

推奨ギアシフト表示

経済的な運転スタイルをとることができ
るように、推奨ギアシフト表示は運転者
を支援します。推奨ギアがマルチファン
クションディスプレイに表示されます。

メーターパネルのマルチファンクショ
ンディスプレイに推奨ギアシフト表
示 が表示された場合は、ステアリ
ング右側のギアシフトパドル（
ページ）を引きます。オートマチック
トランスミッションが推奨ギア に
シフトします。

車両：推奨ギアシフト表示は表
示されません。

シフトダウン

ステアリング左側のギアシフトパドル
を引きます。

オートマチックトランスミッションが
段下のギアにシフトダウンします。

最大限の加速を行なうためには、ト
ランスミッションがそのときの速度に最
適なギアを選択するまで、ステアリング
左側のギアシフトパドルを引いて保持し
ます。
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トランスミッションのトラブル

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

トランスミッション
が正しく変速しない。

トランスミッションオイルが減っている。

すぐにメルセデス・ベンツ指定サービス工場でトランス
ミッションの点検を受けてください。

加速性能が悪化し
ている。

トランスミッション
が変速しない。

トランスミッションに異常があり、エマージェンシーモー
ドになっている。

速ギアかリバースギアで走行できる場合があります。

停車してください。

シフトポジションを にしてください。

エンジンを停止します。

約 秒以上待ってから、エンジンを再始動します。

トランスミッションをシフトポジション または に
します。

シフトポジションを にすると、 速ギアになります。
シフトポジションを にすると、リバースギアになり
ます。

すぐにメルセデス・ベンツ指定サービス工場でトランス
ミッションの点検を受けてください。

給油

重要な安全上の注意事項

警告
燃料は可燃性の高いものです。燃料
を不適切に扱った場合は、火災およ
び爆発の危険性があります。
火気、裸火、火花の発生および喫煙
は避けてください。給油の前にはエ
ンジンを停止してください。

警告
燃料は健康に有毒で危険です。けが
の危険性があります。
燃料は決して飲ませず、また目や衣
服に付着させないでください。気化
した燃料を吸い込まないでください。
燃料は子供から離してください。
お客様または他の方が燃料に触れた
場合は、以下に従ってください。
石鹸および水道水を使用して、た
だちに肌から燃料を洗い流してく
ださい。
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燃料が目に入った場合は、ただち
に清潔な水で十分にすすいでくだ
さい。ただちに医師の診察を受け
てください。
燃料を飲み込んだ場合は、ただち
に医師の診察を受けてください。
無理に吐かせないでください。
燃料が付着した衣服はただちに替
えてください。

警告
静電気の蓄積により、火花が発生し
たり、気化した燃料に引火するおそ
れがあります。火災および爆発の危
険性があります。
燃料給油口を開いたり、給油ノズル
に触れる前に、必ず車体に触ってく
ださい。 蓄積されている可能性があ
る静電気を放電します。

警告
ディーゼルエンジン装備車両：
ディーゼル燃料とガソリンを混ぜる
と、引火点は純粋なディーゼル燃料の
ものよりも低くなります。エンジン
がかかっているときに、排気システ
ムの部品が気付かないうちに過熱す
ることがあります。火災の危険性が
あります。
ガソリンを給油しないでください。ガ
ソリンをディーゼル燃料と混ぜない
でください。

ディーゼルエンジン車両に給油す
るためにガソリンを使用しないでくだ
さい。ガソリンエンジン車両に給油す
るために軽油を使用しないでください。
誤って異なる燃料を給油した場合は、
イグニッションをオンにしないでくだ
さい。燃料が燃料システムに入ります。
少量の誤った燃料でも、燃料システムと
エンジンの損傷につながるおそれがあり
ます。修理費用が高くなります。メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場に連絡し
て、燃料タンクや燃料系統部品から燃料
を完全に抜き取ってください。

給油ノズルの自動停止後は、それ以
上補給しないでください。燃料噴射シス
テムを損傷するおそれがあります。

給油中に燃料を塗装面にこぼさない
よう注意してください。塗装面が損傷す
るおそれがあります。

燃料携行缶から燃料を補給するとき
は、フィルターを使用してください。燃
料携行缶に付着した微粒子によって、燃
料供給システムや燃料噴射システムの部
品が詰まるおそれがあります。

給油中は車内に戻らないでください。再
帯電することがあります。

燃料タンクに補充しすぎると、給油ノズ
ルを取り外すときに燃料が飛散すること
があります。

燃料と燃料の品質に関する詳細について
は（ ページ）をご覧ください。
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セルフサービスのガソリンスタンド

給油に関する注意事項に従ってください
（ ページ）。セルフ式のガソリンス
タンドで給油するときは必ず以下の点を
守り、安全に十分注意して作業を行なっ
てください。

給油前に必ずエンジンを停止して、ド
アやサイドウインドウなどを閉じてく
ださい。

燃料給油口フラップを開くときから、
一連の給油作業を必ずひとりで行なっ
てください。

給油作業を行なう人以外は燃料給油口
フラップに近づかないでください。

キャップの開閉は確実に行なってくだ
さい。火気を近付けないようにしてく
ださい。

給油ノズルは給油口の奥まで確実に差
し込んでください。

給油が自動的に停止したら、それ以上
は給油しないでください。燃料があふ
れるおそれがあります。

給油の勢いを強くしないでゆっくりと
給油してください。燃料が吹きこぼれ
るおそれがあります。

ガソリンスタンド内に掲示されている
注意事項に従ってください。

給油

燃料給油口フラップの開閉

重要な安全上の注意事項に注意してくだ
さい（ ページ）。

キーまたはキーレスゴーを使用して車両
を施錠 解錠したときは、燃料給油口フ
ラップも自動的に施錠 解錠されます。

燃料給油口フラップは車両の右側後方に
あります。

燃料給油口の位置 はメーターパネ
ルに表示されています。給油ノズルの横
の矢印は、燃料給油口の位置を示してい
ます。

燃料給油口フラップを開く

燃料給油口フラップを開く
燃料給油キャップを差し込む
タイヤ空気圧ラベル
使用燃料表示

エンジンを停止します。

エンジンスイッチからキーを抜き
ます。

キーレスゴー：運転席ドアを開きます。
これはイグニッション位置 （キーを
抜き取った状態）に相当します。運転
席ドアを再び閉じることができます。

燃料給油口フラップ の矢印の位置
を押します。

燃料給油口フラップが少し開きます。

燃料給油口フラップを完全に開き
ます。

キャップを反時計回りにまわして取り
外します。



走
行
と
停
車

給油

セダン：燃料給油口キャップを燃料
給油口フラップ の裏側にあるブラ
ケットに差し込みます。

または

ステーションワゴン：燃料給油口
キャップを燃料給油口フラップのヒ
ンジアームの凹部に水平に差し込み
ます。

給油ノズルを奥まで差し込み、給油を
開始します。

給油ノズルが自動停止した時点で給油
を停止してください。

給油ノズルの自動停止後は、それ以
上補給しないでください。燃料があふれ
るおそれがあります。

燃料給油口フラップを閉じる

キャップを燃料給油口に合わせ、時計
回りにいっぱいまでまわして確実に閉
じます。

音がして固定されるまで燃料給油口フ
ラップを押して閉じます。

車両を施錠する前に燃料給油口フ
ラップを閉じてください。セントラル
ロックシステムのロックピンにより、燃
料給油口フラップを閉じることができな
くなります。

非常時の燃料給油口フラップの解錠

セダン：トランクリッドを開きます。

ラゲッジネットを下げます。

右側のサイドトリムパネルを開き
ます。

救急セット（ ページ）を取り出
します。

エマージェンシーリリースをフッ
ク から外します。

エマージェンシーリリースを矢印
の方向に引きます。

燃料給油口フラップが解錠されます。

燃料給油口フラップを開きます。

ステーションワゴン：テールゲートを
開きます。

右側のサイドトリムパネルを開き
ます。

トリムを引き出します。

エマージェンシーリリース を矢印
の方向に引きます。

燃料給油フラップが解錠されます。

燃料給油フラップを開きます。
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燃料および燃料タンクのトラブル

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

燃料が漏れている。 燃料供給システムまたは燃料タンクに問題がある。

警告

火災または爆発の危険性があります。

ただちにイグニッション位置を にして、キーを使用
している場合はエンジンスイッチからキーを抜いてくだ
さい。

状況を問わず、エンジンを始動しないでください。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

エンジンが始動し
ない。

ディーゼルエンジン車両：燃料タンクが完全に空になっ
ている。

少なくとも軽油を ℓ、車両に給油します。

約 秒間イグニッションをオンにします。

スムーズに作動するまで、連続して最大 秒間エンジ
ンを始動させます。

エンジンが始動しないとき

最大 秒間イグニッションを再度オンにします。

スムーズに作動するまで、連続して最大 秒間エンジ
ンを再度始動させます。

始動操作を 回行なってもエンジンが始動しないとき

メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。



走
行
と
停
車

駐車

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

燃料給油口フラップ
が開かない。

燃料給油口フラップが解錠されていない。

または

キーの電池が消耗している。

エマージェンシーキーを使用して車両を解錠してくだ
さい（ ページ）。

トランクリッド テールゲートを開いてください。

エマージェンシーリリースを使用して、燃料給油口フ
ラップを手動で解錠してください（ ページ）。

燃料給油口フラップは解錠されているが、開閉機構に異常
がある。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場にご連絡ください。

駐車

重要な安全上の注意事項

警告
葉、草または小枝のような可燃性の
素材は、排気システムの高温部品ま
たは排気ガスの排気に長時間触れる
と発火することがあります。火災の
危険性があります。
可燃性の素材が車両の高温の部品に
触れないように車両を駐車してくだ
さい。特に、乾燥した草原、または
収穫した穀物畑に駐車しないでくだ
さい。

警告
走行中にイグニッションをオフにす
ると、安全性に関連した機能が制限
付きでしか使用できないか、または
全くできません。これにより、例え
ばパワーステアリングやブレーキの
倍力装置に影響を与えることがあり
ます。ステアリングやブレーキに非
常に大きな力が必要になります。事
故の危険性があります。
走行中はイグニッションをオフにし
ないでください。
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警告
付き添いのない状態で子供を車両に
残すと、例えば以下のようにして車
両を動かすおそれがあります。
パーキングブレーキを解除する
オートマチックトランスミッショ
ンのパーキングポジション から
のシフト
エンジンを始動する

また、車両装備を操作するおそれも
あります。事故やけがの危険性があ
ります。
車両から離れるときは、必ずキーを
携帯して車両を施錠してください。
子供だけを車内に残して車両から離
れないでください。

車両が動き出さないように、必ず適
切な方法で固定してください。車体また
は駆動系部品を損傷するおそれがあり
ます。

車両が不意に動き出さないように、以下
の方法で車両を固定してください。

パーキングブレーキを効かせてくだ
さい。

トランスミッションをポジション に
し、イグニッション位置を にするか、
キーを使用しているときはエンジンス
イッチからキーを抜いてください。

上り坂または下り坂の勾配では、前輪
を縁石方向に向けてください。

エンジンの停止

重要な安全上の注意事項

警告
シフトポジションが か のときに
エンジンを停止にすると、オートマ
チックトランスミッションはニュー
トラルポジション に切り替わり
ます。車両が動き出すおそれがあり
ます。事故の危険性があります。
エンジンを停止にした後は、必ずパー
キングポジション に切り替えてく
ださい。パーキングブレーキを効か
せて、駐車した車両が動き出すのを
防いでください。

すべての車両（ 車両を除く）：
シフトポジションを にしてくだ
さい。

車両

車両： スイッチ を押します。

キーを使用して

キーをまわしてイグニッション位置を
にした後、キーを抜きます。

イモビライザーが作動します。

パーキングブレーキを確実に効かせ
ます。
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全車両（ 車両を除く）：トラン
スミッションがポジション にある場合
にのみキーを取り外すことができます。

トランスミッションがポジション
または のときにエンジンを停止した場
合は、自動的にポジション にシフトし
ます。

その後にフロントドアの つを開くか、
またはエンジンスイッチからキーを抜く
と、オートマチックトランスミッション
はポジション にシフトします。

エンジンを停止にする前に、オートマ
チックトランスミッションを にシフ
トすると、ドアを開いてもポジション
のままになります。

キーレスゴーを使用して

キーレスゴースイッチ（ ページ）
を押します。

エンジンが停止し、メーターパネル
のすべての表示灯が消灯します。

パーキングブレーキを確実に効かせ
ます。

キーレスゴースイッチを使用してエ
ンジンを停止した場合は、自動的にポジ
ション にシフトします。その後にフロ
ントドアの つを開くと、オートマチッ
クトランスミッションはポジション に
シフトします。

車両が動いている間にキーレスゴー
スイッチを約 秒間押して保持すると、
エンジンを停止します。この機能は、

スタートストップ機能の自動エンジ
ン停止機能とは独立して作動します。

パーキングブレーキ

警告
パーキングブレーキで車両にブレー
キを効かせなければならない場合は、
制動距離が著しく長くなり、車輪が
ロックすることがあります。これに
より、横滑りや事故の危険性が高く
なります。
ブレーキが故障しているときのみ、
パーキングブレーキを使用して車両
にブレーキを効かせてください。パー
キングブレーキを強く効かせないで
ください。車輪がロックした場合は、
車輪が再度回転し始めるまでパーキ
ングブレーキを解除してください。

警告
付き添いのない状態で子供を車両に
残すと、例えば以下のようにして車
両を動かすおそれがあります。
パーキングブレーキを解除する
オートマチックトランスミッショ
ンをパーキングポジション から
シフトする
エンジンを始動する
また、車両装備を操作するおそれ
もあります。事故やけがの危険性
があります。車両から離れるとき
は、必ずキーを携帯して車両を施
錠してください。子供だけを車内
に残して車両から離れないでくだ
さい。
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パーキングブレーキを使用して車両にブ
レーキを効かせている場合、ブレーキラ
イトは点灯しません。

パーキングブレーキを効かせる：パー
キングブレーキペダル をいっぱい
まで踏み込みます。エンジンがかかっ
ているときは、メーターパネルのブ
レーキ警告灯 が点灯します。

パーキングブレーキを解除する：ブ
レーキペダルを踏んでそのまま保持し
ます。

解除ハンドル を引きます。
メーターパネルのブレーキ警告灯

が消灯します。

長期間の車両の駐車

車両を 週間以上使用しない場合は、バッ
テリーが完全に放電して、損傷するおそ
れがあります。

車両を 週間以上使用しない場合は、
車両に不具合が発生するおそれがあり
ます。

対応については、メルセデス・ベン
ツ指定サービス工場におたずねくだ
さい。

充電器についてはメルセデス・ベン
ツ指定サービス工場にお問い合わせくだ
さい。

運転のヒント

全体的な注意事項

警告
走行中にイグニッションをオフにす
ると、安全性に関連した機能が制限
付きでしか使用できないか、または
全くできません。これにより、例え
ばパワーステアリングやブレーキの
倍力装置に影響を与えることがあり
ます。ステアリングやブレーキに非
常に大きな力が必要になります。事
故の危険性があります。
走行中はイグニッションをオフにし
ないでください。

表示

例： 表示

表示は、お客様の運転特性がどの
くらい経済的であるかの評価を行ない
ます。 表示は、選択された設定およ
び現在の状況で最も経済的な運転スタイ
ルを達成する補助をします。消費は運転
スタイルによって著しく影響されること
があります。

表示は以下の 本のバーで構成され
ています。

ｱｸｾﾙ操作

平均

ﾌﾞﾚｰｷ操作
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パーセンテージ数は、 つのバーの値の
平均値です。 つのバーおよび平均値は

の値を起点としています。高いパー
センテージ数はより経済的な運転スタイ
ルを示しています。

表示は、実際の燃料消費を示してい
ません。 表示の特定のパーセンテー
ジ数は、特定の消費量を示していません。

運転スタイルに加えて、燃料は以下のよ
うな他の多くの要因に影響されます。

積載状況

タイヤ空気圧

冷間始動

ルートの選択

電気装備の使用

これらの要因は 表示には含まれてい
ません。

運転スタイルの評価には、以下の つの
カテゴリーが考慮されます。

ｱｸｾﾙ操作（すべての加速行為の評価）：

バーが満たされているとき：特に
高い速度での適度な加速

バーに空白があるとき：スポーツ走
行時の加速

平均（運転操作の常時評価）：

バーが満たされているとき：一定の
速度、および不必要な加速および減
速の回避

バーに空白があるとき：速度に変動
がある

ﾌﾞﾚｰｷ操作（すべての減速過程の評価）：

バーが満たされているとき：距離
を保ちながらの予期走行およびア
クセルの早期開放。車両はブレーキ
を使用することなく惰性走行してい
ます。

バーに空白があるとき：ブレーキを
繰り返し踏んでいる

経済的な運転スタイルは適度なエン
ジン回転数での走行と関係しています。
ｱｸｾﾙ操作および平均のカテゴリーでのよ
り高い値は以下の条件で達成します：

推奨ギアシフトに従ってください。

走行モード で車両を走行してくだ
さい。

高速道路のような一定速度での長距
離走行では、平均のバーのみが変化し
ます。

表示は走行の開始から完了まで
の走行特性を示しています。そのため、
走行開始時点ではバーに活発な変化があ
ります。長い運転時間の間では、これ
らの変化は小さくなります。変化の動き
を見たい場合は手動でリセットしてくだ
さい。

表示については、（ ページ）
もご覧ください。

ブレーキ

重要な安全上の注意事項

警告
エンジンのブレーキ効果を増やすた
めに滑りやすい路面でシフトダウ
ンすると、駆動輪がグリップを失う
ことがあります。これにより、横滑
りや事故が起きる危険性が高くなり
ます。
滑りやすい道路では、シフトダウンに
よるエンジンブレーキを効かせない
でください。
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下り坂勾配

ブレーキペダルを軽く踏み続けながら車
両を走行しないでください。これにより
ブレーキパッドが過度におよび早く摩耗
します。

長い下り坂や急な下り坂の勾配では、適
切なタイミングで低いギアにシフトダウ
ンしてください。

荷物を積んだ車両を運転するときは、こ
のことに特に留意してください。

これは、クルーズコントロール、可
変スピードリミッターまたはディストロ
ニック・プラスの機能を設定している場
合も該当します。

エンジンブレーキを効かせることによ
り、少ないブレーキ操作で走行速度を
一定に保つことができます。これによ
り、ブレーキシステムへの負荷を軽減し、
ブレーキを過熱や早期の摩耗から防ぎ
ます。

ブレーキへの負荷

警告
走行中にブレーキペダルの上に足を
置き続けると、ブレーキシステムが過
熱することがあります。これにより
制動距離が増加して、ブレーキシス
テムが故障する原因になるおそれも
あります。事故の危険性があります。
ブレーキペダルをフットレストとし
て使用しないでください。ブレーキ
ペダルとアクセルペダルを同時に踏
まないでください。

ブレーキペダルを踏み続けると、ブ
レーキパッドが極端に早く磨耗する結果
になります。

ブレーキに高負荷がかかった場合は、車
両をただちに停止せずに、しばらく走行
し続けてください。ブレーキに風を当て、
より早く冷やすことができます。

長時間、ブレーキをほぼ使用せずに走行
した場合は、時々ブレーキの効きを確認
してください。周囲の交通状況に注意し
ながら、軽く効かせます。ブレーキを踏
み込みます。この操作によりブレーキの
制動力が向上します。

濡れた路面

激しい雨の中で、ブレーキを効かせずに
長時間走行した後にブレーキを効かせた
場合はブレーキの反応時間が遅れること
があります。これは、洗車後または深い
水の中の走行後にも起こることがあり
ます。

このときは、ブレーキペダルをしっかり
と踏み込んでください。前車との車間距
離を十分に保って慎重に運転してくだ
さい。

滑りやすい路面の走行後や洗車直後は、
周囲の道路状況に注意しながら強めにブ
レーキを効かせてください。この操作に
よりブレーキディスクを加熱して、より
早く乾燥させ、腐食を防止することがで
きます。

塩分処理された路面でのブレーキ性能の
制約

塩分処理した道路を走行した場合は、塩
分の層がブレーキディスクやパッドにで
きることがあります。これにより制動距
離が著しく増加することがあります。
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できるだけ塩分の残留物を取り除くた
めに時々ブレーキを効かせます。そ
うするときは、他の道路利用者を危険
にさらしていないことを確認してくだ
さい。

走行の終了時と次の走行を開始すると
きはブレーキペダルを慎重に踏んでく
ださい。

先行車との、より十分な距離を保って
ください。

新品のブレーキパッド ライニング

交換された新しいブレーキパッド ラ
イニングおよびブレーキディスクは、数
百キロメートルの走行後にのみ最適なブ
レーキ性能を発揮します。ブレーキペ
ダルにより大きな力をかけることによ
り、減少したブレーキ効果を補ってくだ
さい。

安全を確保するため、必ず純正のブレー
キパッド ライニング、または同等の
品質基準を満たしたものをご使用くだ
さい。純正以外のブレーキパッド ラ
イニングまたは同等の品質基準を満たし
ていないものを使用すると、安全なブ
レーキ操作ができなくなり、走行安全性
が損なわれるおそれがあります。

セラミック強化ブレーキシステム

セラミック強化ブレーキシステム
は高負荷用に設計されています。以下に
よっては、ブレーキを効かせたときにノ
イズが発生することがあります。

走行速度

ブレーキペダルの踏力

気温や湿度などの外気環境

ブレーキパッド ライニングやブレーキ
ディスクなどブレーキシステムを構成す
る部品は、運転スタイルや走行状況に応
じて摩耗度合いが異なってきます。

このため、すべての状況における有効な
走行距離（寿命）を記述することはでき
ません。負荷の高い運転スタイルの場合
は、摩耗度合いが早くなります。詳しく
は、メルセデス・ベンツ指定サービス工
場におたずねください。

交換された新しいブレーキパッド ライ
ニングおよびディスクは、数百キロメー
トルの走行後にのみ最適なブレーキ性能
を発揮します。ブレーキペダルにより大
きな力をかけることにより、減少したブ
レーキ効果を補ってください。慣らし期
間の間は、常にこれに注意し、応じて走
行やブレーキを合わせてください。

過度に負担があるブレーキ操作は、ブ
レーキの高い摩耗につながります。マ
ルチファンクションディスプレイのブ
レーキパッド磨耗警告 に従い、ブ
レーキ状況のメッセージに注意してくだ
さい。高速で定期的に走行する場合は、
ブレーキシステムを定期的に点検し、整
備することが特に重要です。

濡れた路面の走行

ハイドロプレーニング現象

路面に特定の深さまで水がたまると、以
下の状況でもハイドロプレーニング現象
を起こしやすくなります。

低速で走行しているとき

タイヤの溝が十分にあるとき

わだちなどの水のたまりやすい場所を避
けて走行し、注意深くブレーキ操作を行
なってください。
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冠水路の走行

先行車両や対向車両によっても波が
発生することにも注意してください。車
両が通過することにより、許容最大水深
を超える可能性があります。

どのような状況でもこれらの注意事項を
守ってください。エンジン、電気装備お
よびトランスミッションを損傷するおそ
れがあります。

冠水路を走行するときは、以下の点に注
意してください。

渡れる最大許容水深は です。

歩くペースより速く走行しないでくだ
さい。

冬季の走行

重要な安全上の注意事項

警告
エンジンのブレーキ効果を増やすた
めに滑りやすい路面でシフトダウ
ンすると、駆動輪がグリップを失う
ことがあります。これにより、横滑
りや事故が起きる危険性が高くなり
ます。
滑りやすい道路では、シフトダウンに
よるエンジンブレーキを効かせない
でください。

危険
マフラーがふさがれ、適切な換気が行
なわれない場合は、一酸化炭素（ ）
のような有毒ガスが車内に入り込ん
でくることがあります。車両が雪に
はまった場合などがあてはまります。
致命的なけがの危険性があります。
エンジンを作動させたままにする場
合は、マフラーや車両周辺に雪がない
ことを確認してください。新鮮な空気
の適切な供給を確保するために、風
上にない車両側のウインドウを開い
てください。

冬季の始まりには、メルセデス・ベンツ
指定サービス工場で車両の寒冷時対策を
実施してください。

タイヤに関する 冬季の使用 の項目の
注意事項に従ってください（ ペー
ジ）。

サマータイヤでの走行

タイヤに関する 冬季の使用 に記載さ
れている注意事項を守ってください（

ページ）。

滑りやすい路面

警告
エンジンのブレーキ効果を増やすた
めに滑りやすい路面でシフトダウ
ンすると、駆動輪がグリップを失う
ことがあります。これにより、横滑
りや事故が起きる危険性が高くなり
ます。
滑りやすい道路では、シフトダウンに
よるエンジンブレーキを効かせない
でください。
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車両がスリップしやすいとき、または低
速走行中に停止できないときは、以下の
指示に従ってください。

トランスミッションをポジション
にシフトします。

ステアリング操作を修正して、車両の
操縦性を確保します。

滑りやすい路面では、特に慎重に走行し
てください。急な加速、ステアリング、
ブレーキ操作は避けてください。

スノーチェーンでの走行に関するさ
らなる情報は、（ ページ）をご覧く
ださい。

外気温度表示は凍結警告用の機器として
使用するための設計はされていません。
そのため、この用途には適切ではありま
せん。外気温度が変化すると、少し遅れ
て表示されます。

表示された温度が氷点に近いときは、路
面が凍結している可能性があります。特
に森林地域や橋の上など、路面が凍結し
やすくなります。横滑りの原因となり
ますので、運転操作は特に慎重に行なっ
てください。凍結路を走行するときは、
常に天候状況に合わせて速度を落とし、
注意して走行してください。

気温が氷点前後のときは、路面状況に特
に注意してください。

走行システム

クルーズコントロール

全体的な注意事項

クルーズコントロールは一定の走行速度
を維持します。設定速度を超えないよう
にするために自動的にブレーキを効かせ
ます。長い急な下り坂勾配で、特に車両
に荷物を積載している場合は、適時低い
ギアにシフトしてください。そうするこ
とにより、エンジンのブレーキ効果を利
用します。これにより、ブレーキシステ
ムへの負荷を軽減し、ブレーキを過熱や
早期の摩耗から防ぎます。

道路や交通状況が長時間の一定速度の維
持に適している場合にのみ、クルーズ
コントロールを使用してください。

以上の走行速度を記憶させること
ができます。

重要な安全上の注意事項

クルーズコントロールは道路、天気、交
通状況を考慮することはできません。ク
ルーズコントロールは単なる支援に過ぎ
ません。運転者には車間距離を確保し、
速度を調整し、適時ブレーキを効かせ、
車線を維持する責任があります。

次のような場合にはクルーズコントロー
ルを使用しないでください。

一定の速度を維持できないような道路
および交通状況（例：混雑している交
通状況、または曲がりくねっている道
路）

滑りやすい路面

ブレーキや加速により駆動輪が駆動力
を失い、車両が滑るおそれがあります。
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霧、激しい雨または雪などのために視
界が悪いとき。

運転者を交代する場合は、次の運転者に
記憶されている設定速度を伝えてくだ
さい。

クルーズコントロールレバー

速度を設定する 上げる
表示灯

現在の速度 最後に記憶された速度に設定
する
速度を設定する 下げる
クルーズコントロールと可変スピードリミッ
ターを切り替える
クルーズコントロールの解除

クルーズコントロールレバーでクルーズ
コントロールおよび可変スピードリミッ
ターを操作できます。

クルーズコントロールレバーの 表示
灯は、選択したシステムを表しています。

表示灯が消灯：クルーズコント
ロールが選択されています。

表示灯が点灯：可変スピードリ
ミッターが選択されています。

クルーズコントロールを作動させると、
記憶された速度がマルチファンクション
ディスプレイに 秒間表示されます。

作動条件

クルーズコントロールを作動させるため
には、以下の条件をすべて満たしている
必要があります。

パーキングブレーキが解除されている

以上で走行している

が設定されているが介入してい
ない

トランスミッションがポジション で
ある

クルーズコントロール機能が選択され
ている

クルーズコントロールの選択

表示灯 が消灯しているか確認
してください。

消灯しているときは、クルーズコント
ロールが選択されています。

消灯していない場合は、クルーズコン
トロールレバーを矢印 の方向に押
します。

クルーズコントロールレバーの 表
示灯 が消灯します。クルーズコン
トロールが選択されます。
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現在の速度の記憶および維持

以上の速度で走行している場
合は、現在の速度を記憶・維持させるこ
とができます。

希望の速度に加速します。

クルーズコントロールレバーを上
または下 に軽く操作します。

アクセルペダルから足を放します。
クルーズコントロールが作動します。
車両は自動的に記憶された速度を維持
します。

急な上り坂では、クルーズコントロー
ルは記憶された速度を維持できないこと
があります。勾配が小さくなると再び記
憶された速度を維持します。クルーズコ
ントロールは急な下り坂では自動的にブ
レーキを効かせることにより記憶された
速度を維持します。

現在の速度の記憶および最後に記憶させ
た速度の呼び出し

警告
設定速度を呼び出し、それが現在の
速度より低いときは、車両が減速し
ます。設定速度を覚えていないと、車
両が不意に減速することがあります。
事故の危険性があります。
設定速度を呼び出す前に、路面およ
び交通状況に注意してください。設
定速度を覚えていない場合は、速度
を再設定してください。

クルーズコントロールレバーを手
前 に軽く引きます。

アクセルペダルから足を放してくだ
さい。

速度が記憶されていない状態でクルー
ズコントロールを作動させたときは
現在の速度が記憶され、または以前に
記憶させた速度に車両速度を制御し
ます。
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速度の設定

高い速度は上 に、低い速度は下
にクルーズコントロールレバーを押し
ます。

希望した速度に到達するまでクルーズ
コントロールレバーを保持します。

クルーズコントロールレバーから手を
放します。

新しい速度が記憶されます。

設定速度を 単位で調整する：
手応えがあるところまで、クルーズコ
ントロールレバーを上 または下
に軽く押します。

最後に記憶させた速度が 単位
で上昇または下降します。

設定速度を 単位で調整する：
手応えがあるところを越えるまで、ク
ルーズコントロールレバーを上 ま
たは下 に軽く押します。

最後に記憶させた速度が 単
位で上昇または下降します。

クルーズコントロールは、アクセル
ペダルを踏んでも解除されません。例え
ば、追い越しのために一時的に加速した
ときは、クルーズコントロールは追い越
しが終了した後に最後に記憶させた速度
に車両の速度を調整します。

クルーズコントロールの解除

クルーズコントロールを解除するにはい
くつかの方法があります。

クルーズコントロールレバーを前
方 に軽く押します。

または

ブレーキを効かせます。
または

クルーズコントロールレバーを矢印
の方向に軽く動かします。

可変スピードリミッターが選択され
ます。クルーズコントロールレバーの
表示灯 が点灯します。

以下のときはクルーズコントロールが自
動的に解除されます。

パーキングブレーキを効かせた

以下で走行した

が介入したり、 を解除した

走行中にトランスミッションをポジ
ション にシフトした

クルーズコントロールが解除されると警
告音が鳴ります。マルチファンクション
ディスプレイに クルーズコントロール
オフ というメッセージが約 秒間表示さ
れます。

エンジンを停止すると、記憶されてい
る速度は消去されます。
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スピードリミッター

重要な安全上の注意事項

設定された速度を超えないように可変ス
ピードリミッターは自動的にブレーキを
効かせます。長い下り坂や急な下り坂の
勾配では、適切なタイミングで低いギア
にシフトしてください。積載した車両を
運転するときは、このことに特に留意し
てください。そうすることにより、エン
ジンのブレーキ効果を利用します。これ
により、ブレーキシステムへの負荷を軽
減し、ブレーキを過熱や早期の摩耗から
防ぎます。さらにブレーキが必要な場合
は、継続的ではなく、繰り返しブレーキ
ペダルを踏んでください。

可変スピードリミッターは道路、天候お
よび交通状況を考慮することはできま
せん。可変スピードリミッターは単なる
支援にすぎません。運転者には、先行車
両との車間距離、車両速度、適切なブレー
キ操作、車線内での維持に関する責任が
あります。

運転者を交代する場合は、次の運転者に
記憶させている制限速度を伝えてくだ
さい。

可変スピードリミッターまたはスノータ
イヤスピードリミッターを設定すること
ができます。

可変スピードリミッターは市街地など
での速度制限のためのものです。

スノータイヤスピードリミッターは、
ウィンタータイヤを装着して走行する
ときなど、長時間の速度制限のための
ものです。

スピードメーターに表示された速度
は記憶させた制限速度と若干異なる場合
があります。

可変スピードリミッター

全体的な注意事項

現在の走行速度、またはより速い速度を記憶
させる
表示灯

現在の走行速度を記憶させる、および記憶さ
れている速度を呼び出す
現在の走行速度、またはより遅い速度を記憶
させる
クルーズコントロールまたはディストロニッ
ク・プラスと可変スピードリミッターを切り
替える
可変スピードリミッターを解除する

クルーズコントロールレバーでクルーズ
コントロールまたはディストロニック・
プラスおよび可変スピードリミッターを
操作できます。

クルーズコントロールレバーの 表示
灯は、選択したシステムを表しています。

表示灯が消灯：クルーズコント
ロールまたはディストロニック・プラ
スが選択されています。

表示灯が点灯：可変スピードリ
ミッターが選択されています。
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可変スピードリミッターの選択

運転者を交代する場合は、次の運転者に
記憶させている制限速度を伝えてくだ
さい。

表示灯 が点灯しているか確認
してください。点灯しているときは、
可変スピードリミッターはすでに選択
されています。

点灯していないときは、クルーズコン
トロールレバーを矢印 の方向に押
します。

クルーズコントロールレバーの
表示灯 が点灯します。可変スピー
ドリミッターが選択されます。

現在の速度の記憶

クルーズコントロールレバーを上
または下 に軽く操作します。

現在の速度が記憶され、マルチファ
ンクションディスプレイに表示され
ます。

スピードメーターの最初のセグメント
から記憶させた速度のセグメントまで
が点灯します。

エンジンがかかっている間に、クルー
ズコントロールレバーを使用して、

以上のいかなる速度に速度を制
限することができます。

現在の速度の記憶および最後に記憶させ
た速度の呼び出し

警告
設定速度を呼び出し、それが現在の
速度より低いときは、車両が減速し
ます。設定速度を覚えていないと、車
両が不意に減速することがあります。
事故の危険性があります。
設定速度を呼び出す前に、路面およ
び交通状況に注意してください。設
定速度を覚えていない場合は、速度
を再設定してください。

クルーズコントロールレバーを手
前 に軽く引きます。
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速度の設定

設定速度を 単位で調整す
る：手応えがあるところを越えるまで、
高い速度は上 に、または低い速度
は下 に、クルーズコントロールレ
バーを軽く操作します。

または

希望する速度に設定されるまで、手
応えがあるところを越えるまでクルー
ズコントロールレバーを押して保持
します。高い速度は上 に、低い速
度は下 にクルーズコントロールレ
バーを操作します。

設定速度を 単位で調整する：
手応えがあるところまで、高い速度は
上 に、低い速度は下 にクルー
ズコントロールレバーを軽く操作し
ます。

または

希望する速度に設定されるまで、手
応えがあるところまでクルーズコン
トロールレバーを押して保持します。
高い速度は上 に、低い速度は下
にクルーズコントロールレバーを操作
します。

可変スピードリミッターの解除

ブレーキ操作で可変スピードリミッター
を解除することはできません。

可変スピードリミッターを解除するに
はいくつかの方法があります。

クルーズコントロールレバーを前
方 に軽く押します。

または

クルーズコントロールレバーを矢印
の方向に軽く動かします。

クルーズコントロールレバーの 表
示灯 が消灯します。可変スピード
リミッターは解除されます。

クルーズコントロールまたはディスト
ロニック・プラスが選択されます。

エンジンを停止すると、記憶させてい
る速度は消去されます。

キックダウン

踏み応えのあるところを越えるまでアク
セルペダルを踏むと（キックダウン）、可
変スピードリミッターは待機状態に切り
替わります。マルチファクションディス
プレイに可変スピードリミッター制御待
機中というメッセージが表示されます。

この後は、記憶されている速度を超える
ことができます。可変スピードリミッ
ターは、以下のときに再度作動します。
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キックダウンをせずに、記憶させてい
る速度以下で走行した

または

新たに速度を設定した

または

記憶させた速度を再度呼び出した。

マルチファンクションディスプレイの可
変スピードリミッター制御待機中 という
メッセージが消えます。

スノータイヤスピードリミッター

ウィンタータイヤを装着して走行すると
きなど、約 から最高速度まで
の間の速度に、速度を制限できます。

記憶させた速度に到達する少し前に、マ
ルチファンクションディスプレイに速度
が表示されます。

可変スピードリミッターを解除しても、
スノータイヤスピードリミッターは作動
したままになります。

アクセルペダルをいっぱいまで踏み込ん
でも（キックダウン）、記憶させた制限速
度を超えることはできません。

スノータイヤスピードリミッターは、マ
ルチファンクションディスプレイを使用
して設定します（ ページ）。

ディストロニック・プラス

全体的な注意事項

ディストロニック・プラスは速度を制御
し、前方に検知された車両との距離を自
動的に維持する支援を行ないます。車両
はレーダーセンサーシステムの支援で検
知されます。ディストロニック・プラス
は設定された速度を超えないように自動
的にブレーキを効かせます。

長い下り坂や急な下り坂の勾配では、適
切なタイミングで低いギアにシフトして
ください。荷物を積んだ車両を運転する
ときは、このことに特に留意してくだ
さい。そうすることにより、エンジンの
ブレーキ効果を利用します。これによ
り、ブレーキシステムへの負荷を軽減し、
ブレーキを過熱や早期の摩耗から防ぎ
ます。

ディストロニック・プラスが衝突の危険
があることを検知した場合は、視覚的お
よび聴覚的に警告を行ないます。運転
者の操作なしでは、ディストロニック・
プラスは衝突を回避することはできま
せん。断続的な警告音が鳴り、メーター
パネルの距離警告灯が点灯します。安全
な場合にのみ、ただちにブレーキを効か
せて先行車両との距離を広げ、危険回避
の操作を行なってください。

走行中にディストロニックプラスが運転
者を支援するためには、レーダーセン
サーシステムが作動していなければなり
ません。

ディストロニック・プラスは ～
の間の速度で作動します。急

な坂道を走行しているときは、ディスト
ロニック・プラスを使用しないでくだ
さい。

重要な安全上の注意事項

警告
車両：必ず 補足版

をお読みください。危険を認識でき
ないことがあります。
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警告
ディストロニック・プラスは以下の
ものには反応しません。
歩行者や動物
駐停車している車両など、道路上
の静止している障害物
対向車や横切る車両

この場合、ディストロニック・プラ
スは警告も介入も行ないません。事
故の危険性があります。常に周囲の
交通状況に注意して運転し、ブレー
キを効かせる準備をしてください。

警告
ディストロニック・プラスは、他の
道路使用者や複雑な交通状況を常に
明確に認識できるとは限りません。
その場合、ディストロニック・プラ
スは以下のように作動することがあ
ります。
不必要な警告を行ない、車両にブ
レーキを効かせる
警告を行なわなくなる、または作
動しなくなる
不意に加速する

事故の危険性があります。特に、ディ
ストロニック・プラスから警告が発
せられた場合は、慎重に運転しブレー
キを効かせる用意をしてください。

警告
ディストロニック・プラスは最大制
動力の まで車両にブレーキを効
かせます。減速が十分でない場合は、
ディストロニック・プラスは視覚的
および聴覚的警告で運転者に警告し
ます。事故の危険性があります。
これらの状況では自分でブレーキを
効かせ、回避行動を取るように試み
てください。

ディストロニック・プラスが作動す
ると、特定の状況で車両に自動的にブ
レーキが効きます。車両の損傷を防ぐた
め、次のような状況ではディストロニッ
ク・プラスを解除してください。

けん引されるとき

洗車時

運転スタイルを合わせていない場合は、
ディストロニック・プラスは事故の危険
性を低減することはできません。また、
ディストロニック・プラスは物理的限界
を超えることはできません。ディストロ
ニック・プラスは路面、天候および交通
状況を考慮することはできません。ディ
ストロニック・プラスは単なる支援に過
ぎません。運転者には車間距離を確保し、
速度を調整し、適時ブレーキを効かせ、
車線を維持する責任があります。

以下のときは、ディストロニック・プラ
スを使用しないでください。

一定の速度を維持できないような道路
および交通状況（例：混雑している交
通状況、または曲がりくねっている道
路）

滑りやすい路面

ブレーキや加速により駆動輪が駆動力
を失い、車両が滑るおそれがあります。
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霧、激しい雨または雪などのために視
界が悪いとき

ディストロニック・プラスは、オートバ
イなど前方を走行している幅の狭い車
両、または異なる車線を走行している車
両を検知しないことがあります。

特に以下のときは、障害物の検知が困難
になります。

センサーが汚れている、またはセン
サーが覆われている

雪または激しい雨が降っている

他のレーダー発信源による干渉がある

立体駐車場などで、強いレーダー反射
が発生している

ディストロニック・プラスが先行車両を
検知しなくなると、予期せず、設定速度
まで加速することがあります。

速度は以下のようになるおそれがあり
ます。

変更される車線や滑りやすい道路で速
度が非常に高くなりすぎる

左車線を走行しているとき、右側を走
行している車両を追い抜く際の速度が
高くなりすぎる

運転者を交代する場合は、次の運転者に
記憶させている速度を伝えてください。

クルーズコントロールレバー

現在の走行速度、またはより速い速度を記憶
させる
最低車間距離を設定する
表示灯

現在の走行速度を記憶させる、および記憶さ
れている速度を呼び出す
現在の走行速度、またはより遅い速度を記憶
させる
ディストロニック・プラスと可変スピードリ
ミッターを切り替える
ディストロニック・プラスを解除する

クルーズコントロールレバーでディスト
ロニック・プラスおよび可変スピードリ
ミッターを操作できます。

クルーズコントロールレバーの 表示
灯は、選択したシステムを表しています。

表示灯が消灯：ディストロニック・
プラスが選択されています。

表示灯が点灯：可変スピードリ
ミッターが選択されています。
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ディストロニック・プラスの選択

表示灯 が消灯しているか確認
してください。消灯しているときは、
ディストロニック・プラスがすでに選
択されています。

消灯していない場合は、クルーズコン
トロールレバーを矢印 の方向に押
します。

クルーズコントロールレバーの 表
示灯 が消灯します。ディストロニッ
ク・プラスが選択されます。

ディストロニック・プラスの作動

作動条件

ディストロニック・プラスを作動させる
ためには、以下の条件を満たさなければ
なりません。

エンジンがかかっている。

ディストロニック・プラスが使用でき
るようになるまでに少なくとも 分間
走行していなければなりません。

パーキングブレーキを解除している。

が設定されているが、介入してい
ない。

アクティブパーキングアシストが作動
していない。

トランスミッションがポジション で
ある。

から にシフトするときに運転席ド
アが閉じている、または運転者のシー
トベルトが着用されている。

助手席ドアとリアドアが閉じている。

車両が滑っていない。

クルーズコントロールレバーでディス
トロニック・プラスの機能が選択され
ている。

待機状態にする

クルーズコントロールレバーを手前に
軽く引く か、上 または下 に
押します。

ディストロニック・プラスが作動し
ます。

希望の速度が設定されるまで、クルー
ズコントロールレバーを上 または
下 に繰り返し押します。

アクセルペダルから足を放します。
記憶させた希望の速度までのみ、先行
車両の速度に自車の速度が合わせられ
ます。

アクセルペダルから完全に足を放し
ていない場合は、マルチファンクション
ディスプレイにﾃﾞｨｽﾄﾛﾆｯｸﾌﾟﾗｽ制御待機
中というメッセージが表示されます。こ
のときは、より遅く走行している先行車
両との最低車間距離は維持されません。
アクセルペダルの位置に応じた速度で走
行します。
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停止しているときもディストロニック・
プラスを作動させることができます。設
定できる最低速度は です。

クルーズコントロールレバーを軽く手
前に引く か、上 または下 に
操作します。ディストロニック・プラ
スが作動します。

現在の速度 最後に記憶させた速度で作
動させる

警告
設定速度を呼び出し、それが現在の
速度と異なるときは、車両が加速ま
たは減速します。設定速度を覚えてい
ないと、車両が不意に加速したりブ
レーキが効くことがあります。事故
の危険性があります。
設定速度を呼び出す前に、路面およ
び交通状況に注意してください。設
定速度を覚えていない場合は、速度
を再設定してください。

クルーズコントロールレバーを手前に
軽く引きます 。

アクセルペダルから足を放します。
ディストロニック・プラスが作動し
ます。速度が記憶されていない状態で
作動させたときは、そのときの速度が
記憶されます。それ以外のときは、以
前に記憶させた速度に車両の巡航速度
を設定します。

ディストロニック・プラスでの運転

発進と走行

ディストロニック・プラスで発進し
たい場合：ブレーキペダルから足を放
します。

クルーズコントロールレバーを手
前 に軽く引きます。

または

軽くアクセルペダルを踏みます。
車両が発進して、速度を先行車両の速
度に合わせます。

検知された車両が前方にいない場合
は、車両は設定した速度まで加速し
ます。

未確認の障害物に面しているとき、
または他の車両と異なるラインを走行す
るときにも、車両は発進できます。そ
の後に車両は自動的にブレーキを効かせ
ます。事故の危険性があります。いつで
もブレーキを効かせる準備をしてくだ
さい。
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先行車両がいない場合は、ディストロ
ニック・プラスはクルーズコントロール
と同じように作動します。

先行車両が減速したことをディストロ
ニック・プラスが検知した場合は、車両
にブレーキを効かせます。このようにし
て最低車間距離が維持されます。

より速く走行している先行車両をディス
トロニック・プラスが検知すると、走行
速度が上がります。しかし、記憶させた
速度までのみ車両は加速します。

走行モードの選択

走行モード を選択したときは、ディス
トロニック・プラスはスポーティな運転
スタイルを支援します（ ページ）。
先行車両の後方で、または設定した速度
まで非常にダイナミックに加速します。
走行モード （ 車両は ）を選択し
た場合は、車両は緩やかに加速します。
交通渋滞のときは、走行モード （
車両は ）に設定してください。

車線の変更

追い越し車線に移るときは、以下のとき
にディストロニック・プラスが運転者を
支援します。

以上で走行している

ディストロニック・プラスが先行車両
との距離を維持している

方向指示灯を作動させている

ディストロニック・プラスが衝突の危
険を検知していない

これらの条件を満たした場合は、車両は
加速します。車線変更に時間がかかりす
ぎたり、車両と先行車両との距離が短す
ぎるときは、加速は中断されます。

車線を変更するときは、左ハンドル
車両では左の車線を、右ハンドル車両で
は右の車線をモニターします。

停止

警告
車両から離れるときは、ディストロ
ニック・プラスによりブレーキが効い
ていても以下の場合は車両が動き
出すことがあります。
システムまたは電源供給に異常が
あるとき
乗員または車外の誰かがクルーズ
コントロールレバーを操作して、
ディストロニック・プラスが解除
されたとき
エンジンルームの電気システムや、
バッテリーまたはヒューズが改造
されたとき
バッテリーの接続を外したとき
同乗者などがアクセルペダルを
踏んだとき

事故の危険性があります。
車両から離れるときは、必ずディス
トロニック・プラスを解除して車両
が動き出さないように固定してくだ
さい。

先行車両が停止したことをディストロ
ニック・プラスが検知すると、車両が停
止するまでブレーキを効かせます。

一度車両が停止すると、停車したままに
なり、ブレーキを踏む必要はありません。

設定した最低車間距離によっては、車両
は先行車両後方の十分な距離があるとこ
ろで停止することがあります。

最低車間距離はクルーズコントロールレ
バーのダイヤルを使用して設定します。
ディストロニック・プラスが作動してい
るとき、以下の場合はトランスミッショ
ンが自動的に にシフトされます。
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運転席のシートベルトが着用されてい
ないときに運転席ドアを開いた。

スタートストップ機能により自
動的に停止するのではなく、エンジン
を停止した。

システムに異常が発生した。

電力供給が十分でない。

速度の設定

高い速度は上 に、低い速度は下
にクルーズコントロールレバーを操作
します。

希望した速度に到達するまでクルーズ
コントロールレバーを保持します。

クルーズコントロールレバーから手を
放します。

新しい速度が記憶されます。ディスト
ロニック・プラスが作動し、新しく
記憶させた速度に車両速度を調整し
ます。

設定速度を 単位で調整する：
手応えがあるところまで、クルーズコ
ントロールレバーを上 または下
に軽く操作します。

最後に記憶させた速度が 単位
で上昇または下降します。

設定速度を 単位で調整す
る：手応えがあるところを越えるまで、
クルーズコントロールレバーを上
または下 に軽く操作します。

最後に記憶された速度が 単
位で上昇または下降します。

追い越しのために一時的に加速した
ときは、ディストロニック・プラスは追い
越しが終了した後に最後に記憶させた速
度に車両の速度を調整します。

最低車間距離の設定

時間間隔を 秒から 秒の間で変える
ことにより、ディストロニック・プラス
の最低車間距離を設定することができ
ます。

この機能により、車両速度に応じてディ
ストロニック・プラスが維持する、先行
車両との最低車間距離を設定することが
できます。マルチファンクションディス
プレイでこの距離を表示することができ
ます（ ページ）。

先行車両と十分な距離を保ち、法律
で要求されたような最低車間距離に従っ
ていることを確認してください。必要で
あれば、先行車両との距離を調整してく
ださい。
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長くする：ダイヤル を の方向
にまわします。

ディストロニック・プラスは自車と
先行車両との距離をより長く維持し
ます。

短くする：ダイヤル を の方向
にまわします。

ディストロニック・プラスは自車と
先行車両との距離をより短く維持し
ます。

スピードメーターのディストロニック・
プラス表示

例： レバー装備車両

ディストロニック・プラスが作動してい
るときは、設定された速度範囲の 個ま
たは 個のセグメント が点灯します。

ディストロニック・プラスが先行車両を
検知した場合は、先行車両の速度 と
設定された速度 の間のセグメント
が点灯します。

設計上の理由により、スピードメー
ターに表示された速度はディストロニッ
ク・プラスで設定された速度と若干異な
ることがあります。

マルチファンクションディスプレイの
ディストロニック・プラス表示

全体的な注意事項

マルチファンクションディスプレイのア
シストメニュー（ ページ）で、ア
シスト一覧を選択します。

ディストロニック・プラスが非作動のと
きの表示

検知された場合の先行車両
距離インジケーター：先行車両までの現在の
距離
先行車両までの設定された最低車間距離
自車

マルチファンクションディスプレイを
使用して、ｱｼｽﾄ一覧を選択します（

ページ）。
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ディストロニック・プラスが作動してい
るときの表示

検知された場合の先行車両
先行車両までの設定された最低車間距離
自車
ディストロニック・プラス作動（クルーズコ
ントロールレバーが操作されたときにのみ表
示されます）

マルチファンクションディスプレイを
使用して、ｱｼｽﾄ一覧を選択します（

ページ）。

ディストロニック・プラスを作動さ
せたときは、記憶させた速度が約 秒間
表示されます。

ディストロニック・プラスの解除

ディストロニック・プラスを解除するに
はいくつかの方法があります。

クルーズコントロールレバーを前
方 に軽く押します。

または

車両が停止していない場合にブレーキ
を効かせます。または

クルーズコントロールレバーを矢印
の方向に軽く押します。

可変スピードリミッターが選択され
ます。クルーズコントロールレバーの
表示灯 が点灯します。

ディストロニック・プラスを解除すると、
マルチファンクションディスプレイに
ディストロニックプラスオフというメッ
セージが約 秒間表示されます。

エンジンを停止するまでは、最後に
記憶させた速度が記憶されたままになり
ます。

アクセルペダルを踏んだ場合でも、
ディストロニック・プラスは解除されま
せん。

以下の場合は、ディストロニック・プラ
スが自動的に解除されます。

パーキングブレーキを効かせた

が介入したり、 を解除し
た

トランスミッションを 、 、または
ポジションにシフトした

発進するためにクルーズコントロール
レバーを前方に引いたときに、助手席
ドアまたはリアドアのいずれかが開い
ている

車両がスリップした

アクティブパーキングアシストを作動
させた
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ディストロニック・プラスが解除された
場合は、警告音が鳴ります。マルチファ
ンクションディスプレイにディストロ
ニック・プラスオフというメッセージが
約 秒間表示されます。

ディストロニック・プラスでの運転のヒ
ント

全体的な注意事項

以下の交通状況では特に注意して運転し
てください。

カーブでの走行、カーブに入るときや
カーブを抜けるとき

車線の中央を走行していない車両がい
るとき

車線変更する他の車両がいるとき

幅の狭い車両がいるとき

障害物や停止車両がいるとき

横切る車両がいるとき

そのような状況では必要であればブレー
キを効かせてください。ディストロニッ
ク・プラスは解除されます。

カーブでの走行、カーブに入るときや
カーブを抜けるとき

カーブではディストロニック・プラス
の車両を検知する能力には限界があり
ます。予期せずまたは遅くブレーキを効
かせることがあります。

車線の中央を走行していない車両がいる
とき

ディストロニック・プラスは車線の中央
を走行していない車両を検知することが
できません。先行車両までの距離が短く
なりすぎることがあります。

車線変更する他の車両がいるとき

ディストロニック・プラスは割り込ん
でくる車両を検知しません。この車両
までの距離が短くなりすぎることがあり
ます。
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幅の狭い車両がいるとき

ディストロニック・プラスは道路の端の
幅の狭い車両を検知しないことがあり
ます。先行車両までの距離が短くなりす
ぎることがあります。

障害物や停止車両がいるとき

ディストロニック・プラスは障害物や停
止車両に対してブレーキを効かせないこ
とがあります。例えば、検知していた車
両がカーブを曲がり、障害物や停止車両
が現れたときは、ディストロニック・プ
ラスはこれらに対してブレーキを効かせ
ないことがあります。

横切る車両がいるとき

ディストロニック・プラスは車線を横
切る車両を誤って検知することがあり
ます。交差点の信号でディストロニック・
プラスを作動させると、例えば不意に車
両が発進することがあります。

ディストロニック・プラスのステアリン
グアシスト

全体的な注意事項

ディストロニック・プラスのステアリン
グアシストは、 の速度で
の緩やかなステアリングの介入により、
車両を走行車線の中央に保ち続ける支援
を行ないます。
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ディストロニック・プラスのステアリン
グアシストは、フロントウインドウ上部
のカメラシステム によって、車両の
前方エリアをモニターします。
以上の速度では、ディストロニック・プ
ラスのステアリングアシストは、前方の
車線マークに目標を合わせます。

交通渋滞で車両に追従しているときなど
の速度では、ディストロニッ

ク・プラスのステアリングアシストは、
車線マークを考慮に入れながら先行車両
に目標を合わせます。

ステアリングアシストの機能が作動可
能になるためには、ディストロニック・
プラスが設定されていなければなりま
せん。

重要な安全上の注意事項

運転スタイルを合わせていない場合は、
ディストロニック・プラスのステアリン
グアシストは事故の危険性を低減させる
ことができません。また、ディストロ
ニック・プラスのステアリングアシスト
は物理的法則を乗り超えることはできま
せん。ディストロニック・プラスのステ
アリングアシストは、道路、天候または
交通状況を考慮することはできません。
ディストロニック・プラスのステアリン
グアシストは単なる支援にすぎません。
運転者には、先行車両との車間距離、車
両速度、適切なブレーキ操作、車線内で
の維持に関する責任があります。

ディストロニック・プラスのステアリン
グアシストは、道路および交通状況を検
知しません。道路の端に向かって走行し
ている車両に追従している場合は、縁石
または他の道路境界に接触するおそれが
あります。道路の車線マークを逸脱する
場合は、サイクリストのようなお客様の
車両のすぐ横にいる他の道路使用者に注
意してください。

車線上にあるコーンのような、または車
線内にはみ出した障害物は検知されま
せん。

故意に車線マークを越えて走行した後な
どの不適切なステアリングの介入は、反
対方向に軽くステアリングを操作する
といつでも修正することができます。

ディストロニック・プラスのステアリン
グアシストは、車両を車線内に保ち続け
ることはできません。場合によっては、
ステアリングの介入は車両を車線内に
戻すのに十分でない場合があります。こ
のような場合は、ご自身で車両のステア
リング操作を行ない、車線を外れないよ
うにしてください。

以下のときはシステムの作動が損なわれ
たり、正しく機能しないことがあります。

道路に十分な照明がなかったり、雪や
雨、霧や小雨により視界が悪い

対向車両、太陽または他の車両からの
反射などで眩しい（路面が濡れている
場合など）

フロントウインドウが汚れていたり、
曇っている、または、カメラ付近がス
テッカーなどで覆われている

工事などで 車線分の車線マークが全
くないか、いくつかある、または不明
瞭である

車線ラインが摩耗していたり黒ずん
でいる、または汚れや雪などに覆われ
ている

先行車両との車間距離が短くて車線
マークが検知できない

車線の分岐や他との交差、合流などで
車線マークが頻繁に変わる

道路が狭かったりカーブしている

道路に著しく様々な状況の日陰がある
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ディストロニック・プラスの重要な安全
上の注意事項にも注意してください（

ページ）。

ステアリング操作の介入は、限られたス
テアリング操舵力で行なわれます。ステ
アリングに手を置いたままご自身でステ
アリング操作をするように、システムは
運転者に要求します。

ステアリング操作をご自身で行なわない
場合、または長時間ステアリングから手
を放している場合は、システムはまず視
覚的な警告で警告します。マルチファン
クションディスプレイにステアリングの
マークが表示されます。 秒後にステア
リング操作をまだ開始しておらず、ステ
アリングを握っていない場合は、車両を
操作するように喚起させるために警告音
も鳴ります。ディストロニック・プラス
は作動したままになります。

以下の場合は、システムが待機状態に切
り替わり、ステアリング介入の実行によ
る支援を行なわなくなります。

頻繁に車線を変更している

方向指示灯を作動させた

長時間ステアリングから手を放してい
る、またはステアリング操作をしてい
ない

車線を変更し終えた後で、ディスト
ロニック・プラスのステアリングアシス
トは再度自動的に設定されます。

ディストロニック・プラスのステアリン
グアシストは、以下の場合は支援を行
ないません。

非常にきついカーブにいるとき

車線マークまたは明確な車線マークが
検知されない場合

以下の速度で先行車両が検
知されない場合

タイヤがランフラット
モードの場合

ステアリングアシストの設定

マルチファンクションディスプレイを
使用して、ディストロニック・プラス
のステアリングアシストを選択します
（ ページ）。

マルチファンクションディスプレイ
に ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｱｼｽﾄオンというメッ
セージが表示されます。ディストロ
ニック・プラスのステアリングアシス
トが設定されます。

マルチファンクションディスプレイの
情報

ディストロニック・プラスのステアリン
グアシストが設定されているが、ステ
アリング介入の準備ができていない場
合は、ステアリングのマーク が灰色
で表示されます。システムがステアリン
グ介入によって支援を行なっている場合
は、マーク が緑色で表示されます。
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ステアリングアシストの解除

マルチファンクションディスプレイを
使用して、ディストロニック・プラス
のステアリングアシストを解除します
（ ページ）。

マルチファンクションディスプレイ
に ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｱｼｽﾄオフというメッ
セージが表示されます。ディストロ
ニック・プラスのステアリングアシス
トが解除されます。

ディストロニック・プラスが解除され
ているときは、ディストロニック・プラ
スのステアリングアシストは自動的に解
除されます。

ホールド機能

全体的な注意事項

ホールド機能は以下のときに運転者を支
援します。

急な坂道で車両を発進するとき

発進待ちをしているとき

運転者がブレーキペダルを踏まなくて
も、車両が停止した状態を保ちます。

発進するためにアクセルペダルを踏み込
むと、ブレーキ効果が解除されホールド
機能は解除されます。

重要な安全上の注意事項

警告
車両を離れるときは、ホールド機能
によりブレーキを効かせているにも
関わらず、以下のときに発進するお
それがあります。
システムまたは電圧の供給に不具
合がある
例えば車両乗員によってアクセル
ペダルが踏まれることによりホー
ルド機能が解除される
エンジンルームの電気システムや、
バッテリーまたはヒューズが改造
された
バッテリーの接続が外された

事故の危険性があります。
車両を離れる前には常にホールド機
能を解除し、車両が動かないように
してください。

ホールド機能が作動すると、特定の
状況で車両に自動的にブレーキがかかり
ます。車両の損傷を防ぐため、次のよう
な状況ではホールド機能を解除してくだ
さい。

けん引されるとき

洗車時

作動条件

ホールド機能は以下のときに作動させる
ことができます。

車両が停止している

エンジンがかかっている、または
スタートストップ機能によってエンジ
ンが自動的に停止している
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運転席ドアを閉じている、または運転
者がシートベルトを着用している

パーキングブレーキを解除している

シフトポジションが 、 、 にある

ディストロニック・プラスが解除され
ている

ホールド機能を作動させる

作動条件が合っていることを確認し
ます。

ブレーキペダルを踏んでください。

マルチファンクションディスプレイに
が表示されるまで、ブレーキ

ペダルを素早くさらに踏みます。

ホールド機能が作動します。ブレーキ
ペダルから足を放すことができます。

最初にブレーキペダルを踏んだとき
にホールド機能が作動しない場合には、
少し待った後に再度試してください。

ホールド機能を解除する

ホールド機能は以下のときに自動的に解
除されます。

シフトポジション または のとき
にアクセルペダルを踏んだ。

トランスミッションをポジション に
シフトした。

マルチファンクションディスプレイの
が消えるまで、ブレーキペダル

を再度一定の強さで踏んだ。

ディストロニック・プラスを作動させ
た。

ホールド機能を作動させているときは、
以下の場合にトランスミッションは自動
的にポジション にシフトします。

運転席ドアを開いたときに、運転席の
シートベルトが着用されていない。

スタートストップ機能により自
動的に停止するのではなく、エンジン
を停止した。

システムに異常が発生した。

電力供給が十分でない。

レーススタート

重要な安全上の注意事項

スポーツハンドリングモードに関す
る安全上の注意事項に従ってください
（ ページ）。

レーススタートはサーキットでのみ使用
してください。レーススタートは停車状
態からの最適な加速を可能にします。こ
のためには、作動に適した高いグリッ
プの路面であることが前提条件になり
ます。

レーススタートは、 車両でのみ
作動させることができます。

作動条件

以下の場合にレーススタートを作動させ
ることができます。

ドアが閉じている

エンジンがかかっていて、エンジン
オイルの温度が約 ℃に達している。
これは、マルチファンクションディス
プレイのエンジンオイル温度が点滅し
ていないときです。

スポーツハンドリングモードが作動し
ている（ ページ）。

ステアリングが直進位置にある。
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車両が停止していて、ブレーキペダル
を深く踏み込んでいる。ブレーキペダ
ルは左足で踏んでください。

トランスミッションがポジション に
ある。

レーススタートを作動させる

ブレーキペダルを左足で踏み、そのま
ま保持します。

の表示灯が点灯するまで、走行モー
ド選択ダイヤルを時計回りにまわし
ます（ ページ）。

マルチファンクションディスプレイに
確認 右側パドル 中断

左側パドルというメッセージが表示さ
れます。

作動条件が満たされない場合は、レー
ススタートは中断されます。マルチファ
ンクションディスプレイに
中断されましたというメッセージが表示
されます。

中断する：ステアリング左側のギア
シフトパドルを引きます（ ペー
ジ）。

または

確認する：ステアリング右側のギア
シフトパドルを引きます（ ペー
ジ）。マルチファンクションディスプ
レイに 使用できます ア
クセルを踏んで下さいというメッセー
ジが表示されます。

アクセルペダルをいっぱいまで踏み
ます。エンジン回転数が約
に上がります。

マルチファンクションディスプレイ
に スタートするには ブ
レーキを離して下さいというメッセー
ジが表示されます。

秒以内にブレーキペダルを放さない
場合は、レーススタートは中断されます。
マルチファンクションディスプレイに

中断されましたというメッ
セージが表示されます。

ブレーキペダルから足を放し、アク
セルペダルを踏んだままにしてくだ
さい。

最大の加速で車両が発進します。

マルチファンクションディスプレイに
オンというメッセージ

が表示されます。

車両が約 の速度に達したとき
に、レーススタートは解除されます。走
行モード が設定されます。スポーツ
ハンドリングモードはそのままになり
ます。

レーススタートの間にアクセルペダルか
ら足を放したり、作動条件を満たさなく
なった場合は、レーススタートは解除さ
れます。マルチファンクションディスプ
レイに 中断されましたとい
うメッセージが表示されます。

短時間で連続して数回使用した場合、
レーススタートは一定の距離を走行する
まで利用できなくなります。
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マティックサスペンション

車高

重要な安全上の注意事項

警告
車高を下げるとき、車体と車輪の間、
または車両の下に手足がある場合は、
挟まれるおそれがあります。けがの
危険性があります。
車高を下げるときは、車両の下、ま
たはホイールアーチのすぐ近くに誰
もいないことを確認してください。

警告
以下のときは、車高が少し下がり
ます。
サスペンション制御でコンフォー
トモードを選択している、および
エンジンを停止してから約 秒
以内に車両を施錠した

ホイールハウスの周辺および車両の
下の人が挟まれるおそれがあります。
けがの危険性があります。
車両を施錠するときはホイールハウ
スの周辺および車両の下に人がい
ないことを確認してください。

以下の場合は、車高が約 下
がります

コンフォートモード を選択している

エンジンを停止した

約 秒以内に車両を施錠した

駐車するときは、車高が下がって縁石に
接触しないように車両の位置を確認して
ください。車両が損傷するおそれがあり
ます。

コンフォートモードが選択されていると
きは、エンジンを停止してから 秒以
内に車両を解錠した場合は、車高が少し
低くなります。

車高は自動的に調整されます。レベルコ
ントロール機能は、サスペンションを最
適にして、積載時でも地上高を一定に保
ちます。高速で運転するときには、走行
安全性を向上させ燃費を低減させるため
に、自動的に車高が低くなります。

以下の車高レベルが選択可能です。

標準車高

高い車高（ 非装備車両）：標
準車高と比較して、車高が約
上がります。

高い車高（ 装備車両）：標準
車高と比較して、車高が約 上
がります。

低い車高：標準車高と比較して、車高
が約 下がります。

標準車高 と 高い車高 は手動で設定す
ることができます。

低い車高 は、以下のときに自動的に設
定されます。

以上の速度で。

スポーツモード を選択している場
合（ ページ）。
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車高を設定する

通常の路面では 標準車高 設定を、ス
ノーチェーンを装着して走行するときや
路面が特に悪いときは 高い車高 を選
択してください。選択した内容は、イグ
ニッション位置を にした場合でも記憶
されたままになります。

高い車高に設定する

エンジンを始動してください。
表示灯 が点灯していない場合

スイッチ を押します。
表示灯 が点灯します。車高が高い
車高に設定されます。

ディスプレイに車高があがりますとい
うメッセージが表示されます。

高い車高 の設定は以下のときに解除さ
れます。

約 以上の速度で走行した。

以上の速度で約 分間走行
した。

これら以外のときは、 高い車高 が保た
れたままになります。

標準の車高に設定する

エンジンを始動してください。
表示灯 が点灯している場合

スイッチ を押します。
表示灯 が消灯します。車高が標準
の車高に設定されます。

サスペンション制御

全体的な注意事項

電子制御サスペンションシステムは常時
作動しています。走行安全性と乗り心地
を向上させます。

減衰力は、以下に応じて車輪ごとに個別
に調整されます。

スポーティなものなど、運転者の走行
スタイル

凸凹などの路面の状況

スポーツモードまたはコンフォート
モードの選択

選択した内容は、イグニッション位置を
にした場合でも記憶されたままになり
ます。

スポーツモード
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スポーツモードではサスペンション制御
がより固くなり、路面追従性が向上し
ます。カーブの多い郊外の道路などで、
スポーティな運転スタイルをとるとき
は、このモードを選択してください。

スイッチ を押します。
表示灯 が点灯します。 スポーツ
モード が選択されます。

マルチファンクションディスプレイに
と表示されます。

コンフォートモード

コンフォートモードでは、車両の走行特
性がより快適になります。快適な乗り心
地を重視するときは、このモードを選択
してください。直線の多い道路などを走
行するときもコンフォートモードを選択
してください。

スイッチ を押します。
表示灯 が点灯します。 コンフォー
トモード が選択されます。

マルチファンクションディスプレイ
に と表示され
ます。

スポーツサス
ペンション

重要な安全上の注意事項

警告
車高を下げるとき、車体と車輪の間、
または車両の下に手足がある場合は、
挟まれるおそれがあります。けがの
危険性があります。
車高を下げるときは、車両の下、ま
たはホイールアーチのすぐ近くに誰
もいないことを確認してください。

警告
以下のときは、車高が少し下がり
ます。
サスペンション制御でコンフォー
トモードを選択している、および
エンジンを停止にしてから約
秒以内に車両を施錠した

ホイールハウスの周辺および車両の
下の人が挟まれるおそれがあります。
けがの危険性があります。
車両を施錠するときはホイールハウ
スの周辺および車両の下に人がい
ないことを確認してください。

以下の場合は、車高が約 下
がります。

コンフォートモード を選択している

エンジンを停止した

約 秒以内に車両を施錠した

駐車するときは、車高が下がって縁石に
接触しないように車両の位置を確認して
ください。車両が損傷するおそれがあり
ます。
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サスペンション制御

全体的な注意事項

電子制御サスペンションシステムは常時
作動しています。このシステムは走行安
全性と乗り心地を向上させます。

減衰力は、以下に応じて車輪ごとに個別
に調整されます。

スポーティなものなど、運転者の走行
スタイル

凸凹などの路面の状況

スポーツモード、スポーツ＋モードま
たはコンフォートモードの選択

スポーツモード

モード選択スイッチ
選択したモードの保存、呼び出し、および表
示のためのスイッチ
スポーツ モード表示灯
スポーツモード表示灯

スポーツモードではサスペンション制御
がより固くなり、路面追従性が向上し
ます。例えば曲がりくねった道などを走
行するときにはこのモードを選択してく
ださい。

スイッチ を 回押します。
表示灯 が点灯します。スポーツモー
ドが選択されます。

というメッ
セージがマルチファンクションディス
プレイに表示されます。

スポーツ＋モード

スポーツ＋モードでは、サスペンション
制御がより固くなり、最適な路面追従性
が確保されます。サーキットでの走行時
などにこのモードを選択します。

表示灯 と が消灯しているとき：

スイッチ を 回押します。
表示灯 と が点灯します。スポー
ツ＋モードが選択されます。

という
メッセージがマルチファンクション
ディスプレイに表示されます。

表示灯 が点灯しているとき：

スイッチ を 回押します。
表示灯 が点灯します。スポーツ＋
モードが選択されます。

と い う
メッセージがマルチファンクション
ディスプレイに表示されます。

コンフォートモード

コンフォートモードでは、車両の走行特
性がより快適になります。快適な乗り心
地を重視するときは、このモードを選択
してください。直線の多い道路などを走
行するときも、コンフォートモードを選
択してください。
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表示灯 と が消えるまでスイッ
チ を繰り返し押します。

コンフォートモードが選択されます。

という
メッセージがマルチファンクション
ディスプレイに表示されます。

設定の記憶と呼び出し

サスペンション制御と走行モードの
スイッチ を使用して設定の記憶と呼
び出しができます。

記憶させる：確認音が聞こえるまで
スイッチ を押します。

呼び出す： スイッチ を押し
ます。

記憶させたサスペンション制御と走行
モードが選択されます。

表示させる： スイッチ を素
早く押します。

選択した設定がマルチファンクション
ディスプレイに表示されます。

車高

重要な安全上の注意事項

警告
車高を下げるとき、車体と車輪の間、
または車両の下に手足がある場合は、
挟まれるおそれがあります。けがの
危険性があります。
車両を下げるときは、車両の下、ま
たはホイールアーチのすぐ近くに誰
もいないことを確認してください。

サスペンション制御を選択するためのス
イッチ、または スイッチを押した
ときは、車高が下がります。停止してい
る場合も車高は下がります。

サスペンション制御でスポーツモー
ドまたはスポーツモード が選択され
ている場合は、車両の地上高は減少し
ます。挟まれているものがないこと、お
よび例えば縁石などで車両が損傷しない
ことを確認してください。

車両を駐車して、外気温度が変化し
た場合は、リアアクスルの車高が変化す
ることがあります。気温が下がると車高
が下がり、気温が上がるにつれて車高も
上がります。

リアアクスルの最低地上高の変更

この機能は でのみ作
動します。

リアアクスルでの車高は、選択したサス
ペンション制御および車両速度によって
異なります。

走行中は、選択しているサスペンション
制御によってリアアクスルでの車高が以
下のように変化します。

コンフォートモード：

スポーツモード およびスポーツモー
ド：

コンフォートモードからスポーツモード
またはスポーツモード に切り替えたと
きは、リアアクスルの車高は約
下がります。スポーツモードまたはス
ポーツモード からコンフォートモード
に切り替えたときは、リアアクスルの車
高は約 上がります。車両が停止
しているときも、車高の変更は行なわれ
ます。 以上で走行している場
合は、リアアクスルの車高は中間のレベ
ルに設定されます。これにより、走行安
全性が増加し、空気抵抗が減少します。

以下の速度で走行している
場合は、リアアクスルの車高は選択され
ているサスペンション制御に応じて調整
されます。



走
行
と
停
車

走行システム

荷重補正

乗員が乗降したり、荷物を積載するなど、
荷重に応じてリアアクスルの車高が補正
されます。

荷重の補正は、以下の場合に行なわれ
ます。

ドアまたはトランクリッド テール
ゲートを開いた

駐車している車両が解錠された

著しい車高変化のためには、エンジンが
かかっていなければなりません。

（フルタイム 輪駆動シス
テム）

運転者が周囲の状況に合わせて慎重に
運転しなければ、 は事故被害
を軽減することはできません。また、

は物理的限界を超えて運転を支
援することはできません。 は路
面、天候および交通状況を考慮すること
はできません。 はあくまでも運
転を支援するシステムです。運転者には
車間距離を確保し、速度を調整し、適時
にブレーキをかけ、車線を維持する責任
があります。

グリップが不十分なため駆動輪が空転す
る場合

発進するときは、アクセルペダルを必
要な分だけ踏んでください。

走行時はアクセルペダルの踏み込みを
少なくしてください

片方のアクスルを持ち上げた状態で
車両をけん引しないでください。トラン
スファーケースを損傷するおそれがあり
ます。このような損傷はメルセデス・ベ
ンツの一般保証では保証されません。全
ての車輪が接地しているか、完全に持ち
上がっていなければなりません。車輪全
てが完全に接地している状態で車両を
けん引するときは、注意事項に従ってく
ださい。

冬季に走行するときは、ウィンター
タイヤ（ タイヤ）や必要であれば
スノーチェーンを装着することにより

の効果が最大限に発揮されます。

は 輪全てが常に駆動してい
ます。不十分な接地力によって車輪が空
転したときは、 （エレクトロニック・
スタビリティ・プログラム）によって車
両の駆動力が改善されます。

パークトロニック

重要な安全上の注意事項

パークトロニックは駐車時に超音波セン
サーにより運転者を支援するシステム
です。車両と物体との距離を視覚的、聴
覚的に示します。

パークトロニックは駐車を支援するシス
テムです。運転者の代わりに周辺状況を
確認することはできません。運転者には、
安全にステアリングを操作し、駐車する
責任があります。ステアリング操作や駐
車を行なう間は、進行方向に人や動物、
障害物が存在しないことを確認してくだ
さい。
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駐車するときは、鉢植えやトレーラー
けん引部などセンサーの上下にあるもの
に十分注意をしてください。パークトロ
ニックはこれらが車両の至近距離にある
ときは検知できません。車両や物を損
傷するおそれがあります。

センサーは雪やその他の超音波を吸収
しやすいものを検知しないことがあり
ます。

自動洗車機やトラックの圧縮空気ブレー
キ、空気ドリルなどが発生する超音波に
よりパークトロニックが機能しないこと
があります。

不整地などではパークトロニックが正し
く作動しないことがあります。パークト
ロニックは以下のときに自動的に作動し
ます。

イグニッション位置を にしたとき

トランスミッションをポジション 、
または にしたとき

パーキングブレーキを解除したとき

パークトロニックは 以上の速
度で解除されます。それより低い速度で
再作動します。

パークトロニックはフロントバンパーの
個のセンサーとリアバンパーの 個の
センサーを使用して、車両周辺のエリア
をモニターします。

センサーの範囲

全体的な注意事項

以下のとき、パークトロニックは障害物
を考慮しません：

人や動物、障害物などが検知範囲の下
にある

車両から突き出た荷物や車両後部、
積載用スロープなどが検知範囲の上
にある

例：左側フロントバンパーのセンサー

センサーに汚れ、氷および泥がないよう
にしてください。適切に機能しないこと
があります。センサーに損傷を与えない
ように注意して、定期的に清掃してくだ
さい（ ページ）。

例：横から見た図

例：上から見た図
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フロントセンサーの最大検知範囲

センター部 約

コーナー部 約

リアセンサーの最大検知範囲

センター部 約

コーナー部 約

最短検知範囲

センター部 約

コーナー部 約

この範囲内に障害物があるときは、対
応する警告表示が点灯して警告音が鳴
ります。最短検知範囲以下になると、警
告表示が表示されなくなることがあり
ます。

警告表示

前方エリアの警告表示
車両左側のセグメント
車両右側のセグメント
作動準備ができていることを示すセグメント

警告表示はセンサーと障害物との距離
を示します。前方エリアの警告表示は
中央送風口上部のダッシュボードにあり
ます。後方エリアの警告表示は後席の
ルーフライニング部分にあります。

車両の各側の警告表示は、 個の黄色の、
および 個の赤色のセグメントに分け
られます。作動準備ができていることを
示す黄色いセグメント が点灯してい
る場合は、パークトロニックは作動が可
能です。

エンジンがかかっているときに、選択さ
れているシフトポジションと車両の進行
方向によって、どの警告表示が作動する
かが決定されます。

シフトポジション 警告表示

前方エリアが作動
します。

または 前方および後方
エリアが作動し
ます。

どのエリアも作動
しません。

車両が障害物に近づくにつれ、障害物か
らの車両の距離に応じて 個またはそれ
以上のセグメントが点灯します。

以下のように警告が行なわれます。

個目のセグメントを超えると、断続
的な警告音が約 秒間聞こえます。

個目のセグメントを超えると、警告
音が約 秒間聞こえます。これは、最
短距離に達していることを示してい
ます。
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パークトロニックの解除 作動

パークトロニックの解除 作動
表示灯

表示灯 が点灯しているときは、パー
クトロニックは解除されています。アク
ティブパーキングアシストも解除され
ます。

イグニッション位置を にしたとき
は、パークトロニックは自動的に作動し
ます。
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パークトロニックのトラブル

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

パークトロニック警
告表示の赤色のセグ
メントだけが点灯し
ている。警告音が約
２秒間聞こえる。

パークトロニックが
その後解除され、パー
クトロニックスイッ
チの表示灯が点灯す
る。

パークトロニックが故障して、停止している。

問題が続く場合は、メルセデス・ベンツ指定サービス工
場でパークトロニックを点検してください。

パークトロニックの
赤色インジケーター
だけが点灯している。
パークトロニックが
その後解除される。

パークトロニックセンサーが汚れているか、干渉がある。

パークトロニックセンサーを掃除してください（
ページ）。

イグニッション位置を にしてください。

電波や超音波の外部要因が問題の原因になっている。

場所を変えてパークトロニックが作動するか確認してく
ださい。

アクティブパーキングアシスト

全体的な注意事項

アクティブパーキングアシストは超音波
により駐車を支援するシステムです。車
両の両側の道路を測定します。駐車マー
クは、適切な駐車スペースを示します。
駐車している間は、自動作動によるステ
アリング介入およびブレーキ適用により
運転者を支援します。パークトロニック
も使用できます（ ページ）。

重要な安全上の注意事項

アクティブパーキングアシストは単なる
支援に過ぎません。運転者の代わりに周
辺状況を確認することはできません。運
転者には、安全にステアリングを操作し、
駐車する責任があります。操作範囲に人
や動物や物がないことを確認してくだ
さい。パークトロニックが解除されてい
るときは、アクティブパーキングアシス
トも作動しません。
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警告
駐車するときや駐車スペースから出
るときは、車両がはみ出し、対向車
線に入ることがあります。他の道路
使用者とぶつかる可能性があります。
事故の危険性があります。
他の道路利用者に注意してください。
必要な場合は停車して、アクティブ
パーキングアシストを解除してくだ
さい。

避けられないときは、ゆっくりと鋭
角でない角度で縁石などの障害物を乗り
越えてください。ホイールやタイヤを損
傷するおそれがあります。

アクティブパーキングアシストは、以下
のような駐車に適さないスペースを検
知することがあります。

駐車または停車が禁止されている

私道の手前または建物の出入り口

路面が駐車するのに適してない場所

駐車の知識：

狭い道路では、できるだけ駐車スペー
スの近くを通過して走行してくだ
さい。

ゴミが散らかっていたり、草が茂っ
ている駐車スペースは、確認や測定が
不正確になることがあります。

トレーラーけん引バーが一部を占有し
ている駐車スペースでは、識別できな
かったり、測定が不正確になることが
あります。

雪や激しい雨により正しく計測され
ていない駐車スペースに誘導されるこ
とがあります。

駐車操作を行なっている間は、パーク
トロニック（ ページ）の警告表
示に注意してください。

運転者はいつでもステアリング操作に
介入して修正できます。その場合はア
クティブパーキングアシストが解除さ
れます。

車両からはみ出ている荷物を運んでい
るときは、アクティブパーキングアシ
ストを使用しないでください。

スノーチェーンを装着しているとき
は、決してアクティブパーキングアシ
ストを使用しないでください。

タイヤ空気圧が常に適正であることを
確認してください。これは車両の駐車
特性に直接影響を与えます。

アクティブパーキングアシストは以下
のような駐車スペースで使用してくだ
さい。

進行方向と平行または直角である

カーブしていないまっすぐな道にある

歩道などではなく、道路と同じ高さ
にある

駐車スペースの検知

駐車スペースが計測されるとき、アク
ティブパーキングアシストの検知範囲よ
り上にある障害物は検知されません。例
えば、車両から突き出た荷物や車両後部、
積載用スロープなどは、駐車スペースを
計測するときに考慮されません。
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警告
検知範囲上に障害物がある場合
パーキングアシストのステアリン
グ操作が早すぎることがあります。
車両が障害物の前で停車しないこ
とがあります。

衝突する原因となる可能性があり
ます。事故の危険性があります。
検知範囲上に障害物があるときは、
停止してアクティブパーキングアシ
ストを解除してください。

検知範囲に関してのさらなる情報は（
ページ）をご覧ください。

進行方向と直角にある駐車スペースで
は、以下の場合はアクティブパーキング
アシストは支援を行ないません：

つの駐車スペースが隣り合っている

駐車スペースが低い縁石のような低い
障害物のすぐ隣にある

前向きに駐車する

進行方向と平行にある、または直角にあ
る駐車スペースでは、以下の場合はアク
ティブパーキングアシストは支援を行
ないません：

駐車スペースが縁石の上にある

駐車スペースが、葉または芝生の歩道
ブロックによって遮られているとシス
テムが認識した

移動するには、範囲が車両にとって
狭すぎる

駐車スペースが木、柱またはトレー
ラーなどの障害物によって囲まれ
ている

例：検知した駐車スペース
左側に検知された駐車スペース
駐車マーク
右側に検知された駐車スペース

前進しているときは、アクティブパーキ
ングアシストは自動的に作動します。約

以下の速度でシステムは作動
します。作動しているときは、車両両側
の駐車スペースを独自に見つけて、測定
します。

アクティブパーキングアシストは以下の
条件を満たすときにのみ、駐車スペース
を検出します。

進行方向と平行または直角である

進行方向と平行で、 以上の幅が
ある

進行方向と平行で、車両より 以
上の長さがある

進行方向と直角で、車両より
以上の幅がある

駐車スペースが進行方向と直角であ
る場合は、駐車スペースが車両を入れる
のに十分な長さであることを確認してく
ださい。
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以下で走行しているときは、
メーターパネルにステータスインジケー
ターとして駐車マーク が表示され
ます。駐車スペースが検出されると、
右向きまたは左向きの矢印も表示され
ます。標準では、アクティブパーキング
アシストは助手席側の駐車スペースのみ
を表示します。運転席側の方向指示灯を
作動させるとすぐに、運転席側の駐車ス
ペースが表示されます。運転席側に駐
車するときは、ステアリングの ス
イッチを押してアクティブパーキングア
シストの使用を確認するまで、方向指示
灯を作動させたままにしなければなりま
せん。システムは、駐車スペースが進行
方向と平行、または直角かどうかを自動
で測定します。

駐車スペースは、駐車スペースを過ぎて
から約 離れるまで表示されます。

駐車

駐車操作を行なっている間にパーク
トロニックが障害物を検知したときは、
アクティブパーキングアシストは自動的
にブレーキを効かせます。運転者には、
適切にブレーキ操作を行なう責任があり
ます。

メーターパネルに希望の駐車スペース
を示すマークが表示されたら、停車し
ます。

トランスミッションをポジション
にシフトします。マルチファンクショ
ンディスプレイにパーキングアシスト
オン というメッセー
ジが表示されます。

操作を中止する：ステアリングの
スイッチを押すか、発進します。

または

アクティブパーキングアシストを使用
して駐車する：ステアリングの
スイッチを押します。

マルチファンクションディスプレイに
ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｱｼｽﾄ作動中ｱｸｾﾙとﾌﾞﾚｰｷを操作
周囲を確認というメッセージが表示さ
れます。

ステアリングを放します。

いつでもブレーキを効かせられるよう
にして、車両を後退させます。後退す
るときは、 以下の速度で走行
してください。この速度を超えると、
アクティブパーキングアシストが解除
されます。車両が駐車スペースにある
ときは、アクティブパーキングアシス
トは車両が停止するまでブレーキを効
かせます。

狭い駐車スペースでは、さらなる操作
が必要となる場合があります。

マルチファンクションディスプレイに
ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｱｼｽﾄ作動中 にシフト周囲を確
認というメッセージが表示されます。

車両が停止している間に、トランス
ミッションをポジション にシフトし
ます。

アクティブパーキングアシストは、た
だちに逆方向にステアリング操作を行
ないます。

マルチファンクションディスプレイに
ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｱｼｽﾄ作動中ｱｸｾﾙとﾌﾞﾚｰｷを操作
周囲を確認というメッセージが表示さ
れます。

ステアリング操作の完了を待ってか
ら発進することにより、最適な結果が得
られます。
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前進して、いつでもブレーキを効かせ
られるようにします。アクティブパー
キングアシストは、停止するまで車両
にブレーキを効かせます。

マルチファンクションディスプレイに
ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｱｼｽﾄ作動中 にシフト 周囲を確
認というメッセージが表示されます。

さらにシフト操作が必要となる場合があ
ります。駐車手順が完了するとすぐに、
マルチファンクションディスプレイに
パーキングアシスト オフというメッセー
ジが表示され、確認音が聞こえます。そ
して車両を駐車します。運転者がブレー
キペダルを踏まなくても、車両は停止状
態を保ちます。アクセルペダルを踏んだ
ときは、ブレーキが解除されます。

運転者がステアリング操作での介入およ
びブレーキ操作を行なうと、アクティブ
パーキングアシストは支援を行なわなく
なります。アクティブパーキングアシス
トが終了したときは、ご自身で再度ステ
アリング操作とブレーキ操作を行なって
ください。パークトロニックは引き続き
使用できます。

必要であれば車両を移動してくだ
さい。

パークトロニックの警告表示に、常に
注意してください（ ページ）。

駐車の知識：

駐車後の駐車スペースでの車両の位置
は、様々な要因に左右されます。こ
れには、前後に停車している車両の位
置や形状、スペースの状態が含まれま
す。そのため、アクティブパーキング
アシストは駐車スペース内の最適な位
置よりも奥または手前の位置に誘導す
ることがあります。また縁石をまたい
だり、縁石に乗り上げることもあり
ます。必要であれば、アクティブパー
キングアシストによる駐車操作を中断
してください。

すぐに前進ギアに入れることもでき
ます。車両の向きが変わり、駐車スペー
スの奥まで移動しなくなります。ギア
チェンジを行なうタイミングが早すぎ
ると、駐車操作が中断されます。この
位置からは、適切な位置に駐車するこ
とができなくなります。

駐車スペースからの退出

駐車スペースから退出するときに、アク
ティブパーキングアシストが支援を行な
うためには、以下を確認してください。

駐車スペースの境界がフロントとリア
で十分に高くなければならない。例え
ば、縁石が小さすぎてはいけない。

車両を駐車スペースに入れるとき、最
初の車両位置に対して車両が °の
角度を超えてはいけない。

転回範囲が 以上でなければなら
ない。
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車両が駐車スペースから退出してい
る間にパークトロニックが障害物を検知
した場合は、アクティブパーキングアシ
ストは自動的にブレーキを効かせます。
運転者には、適切なブレーキ操作を行な
う責任があります。

アクティブパーキングアシストは、走行
方向と平行に車両を駐車した場合にの
み、駐車スペースを出るときも運転者を
支援することができます。

エンジンを始動してください。

出る方向の方向指示灯を作動させ
ます。

トランスミッションをポジション
または にシフトします。マルチファ
ンクションディスプレイにパーキング
アシストオン とい
うメッセージが表示されます。

操作を中止する：ステアリングの
スイッチを押すか、発進します。

または

アクティブパーキングアシストを使用
して駐車スペースから退出する：ステ
アリングの スイッチを押します。

マルチファンクションディスプレイに
パーキングアシスト作動中アクセル
とブレーキを操作周囲を確認 という
メッセージが表示されます。

ステアリングを放します。

いつでもブレーキを効かせられる準備
をして、車両を後退させます。後退す
るときは、 以下の速度で走行
してください。この速度を超えると、
アクティブパーキングアシストが解除
されます。

停車したら、必要に応じてシフトポジ
ションを または にシフトします。

アクティブパーキングアシストはただ
ちに逆方向にステアリング操作を行
ないます。マルチファンクションディ
スプレイにパーキングアシスト作動中
アクセルとブレーキを操作周囲を確認
というメッセージが表示されます。

ステアリング操作の完了を待ってか
ら発進することにより、最適な結果が得
られます。

作動後に後退する場合は、ステアリング
を直進位置に動かします。

パークトロニックの警告表示による指
示に従い、必要に応じて数回、前進お
よび後退します。

駐車スペースから完全に出たら、ステア
リングを直進位置に動かします。音が聞
こえ、マルチファンクションディスプレ
イにパーキングアシスト オフというメッ
セージが表示されます。ご自身でステア
リング操作を行ない、交通に合流する必
要があります。パークトロニックは引き
続き使用できます。車両が駐車スペース
から完全に出る前に、ステアリング操作
を引継ぐことができます。これは、すで
に駐車スペースから出たと思われる場合
などに役立ちます。
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アクティブパーキングアシストの中止

アクティブパーキングアシストはいつで
も中止することができます。

ステアリングの動きを止めるか、また
はご自身でステアリング操作を行ない
ます。アクティブパーキングアシスト
はすぐに中止されます。マルチファン
クションディスプレイにパーキングア
シスト中止というメッセージが表示さ
れます。

または

センターコンソールにあるパークト
ロニックスイッチを押します（
ページ）。

パークトロニックが解除され、アク
ティブパーキングアシストがただちに
中止されます。マルチファンクショ
ンディスプレイに パーキングアシス
ト中止 というメッセージが表示され
ます。

アクティブパーキングアシストは以下の
ときに自動的に解除されます。

トランスミッションをシフトするのが
早すぎた

シフトポジション が選択された

アクティブパーキングアシストを使用
して駐車することができなくなった

以上で走行した

車輪が空転して が介入したか、
故障した

そのような場合は、メーターパネルの
警告灯 が点灯します。

警告音が鳴ります。駐車マークが消え、
マルチファンクションディスプレイに
パーキングアシスト中止というメッセー
ジが表示されます。

アクティブパーキングアシストが解除さ
れたときは、ご自身で再度ステアリン
グ操作とブレーキ操作を行なってくだ
さい。

システム故障が発生した場合は、停止す
るまで車両がブレーキを効かせます。走
行するためには、再度アクセルペダルを
踏んでください。

パーキングアシストリアビューカメラ

全体的な注意事項

例：セダン

パーキングアシストリアビューカメラ
はトランクリッドのハンドル脇にあり
ます。パーキングアシストリアビューカ
メラ は、視覚的な駐車およびステア
リング操作の支援です。 ディ
スプレイに車両後方エリアをガイドライ
ン入りで表示します。

車両後方エリアは、ルームミラーに写る
ように鏡像で表示されます。

ディスプレイに表示され
るメッセージの文字は、言語設定により
異なります。以下は、パーキングアシ
ストリアビューカメラのメッセージの例
です。
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重要な安全上の注意事項

パーキングアシストリアビューカメラは
単なる補助にすぎません。運転者の代わ
りに周辺状況を確認することはできま
せん。運転者には、安全にステアリング
を操作し、駐車する責任があります。ス
テアリング操作や駐車を行なう間は、周
囲に人や動物、障害物が存在しないこと
を確認してください。

以下のような環境下ではパーキングアシ
ストリアビューカメラは機能しなかった
り、制限された方法で機能します。

トランク テールゲートが開いている
場合

激しい雨、雪または霧で

夜や非常に暗い場所で

カメラが非常に明るい光に照らされ
ている場合

周囲が蛍光灯の光、または の光
で照らされている場合（ディスプレイ
がちらつくことがあります）

冬に暖かい車庫に入るなど、急激な温
度変化があった場合

カメラのレンズが汚れていたり、遮ら
れている場合

車両の後部が損傷している場合。この
ような場合は、メルセデス・ベンツ指
定サービス工場でカメラの位置および
設定を点検してください

パーキングアシストリアビューカメラの
視界および他の機能は、車両後部に装着
されたアクセサリー（ナンバープレート
ホルダー、自転車ラックなど）により、
制限されることがあります。

パーキングアシストリアビューカメラの
作動 解除

作動させる：イグニッション位置が
になっていることを確認します。

システムで リバース連
動 設定が作動していることを確認し
ます。

リバースギアに入れます。車両後
方のエリアがガイドラインとともに

ディスプレイに表示され
ます。

解除する：トランスミッションを にシ
フトした場合、または短距離を前進した
後に、パーキングアシストリアビューカ
メラは解除されます。

ディスプレイの表示

パーキングアシストリアビューカメラ
は、障害物の歪んだ画像を表示したり、
それらを正しく、または全く表示しない
ことがあります。以下の場所では、リ
アビューカメラでは障害物は表示されま
せん：

リアバンパーのすぐ近く

リアバンパーの下

トランクハンドルまたはテールゲート
ハンドルのすぐ上の範囲

以下のような路面に接していない障
害物は、実際よりも遠くにあるように見
えることがあります。

駐車車両のバンパー

トレーラーのけん引バー

トレーラーけん引ヒッチのボールカッ
プリング

大型車のリア部

傾いた柱
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ガイドラインはあくまでも目安として利
用してください。障害物に近付くときは、
障害物が一番下のガイドラインを越え
ないように注意してください。

車両後部から約 の距離の黄色ガイド
ライン
ステアリングをまわしていないときの、ドア
ミラーを含む車幅を示す白色のガイドライン
（固定）
そのときのステアリング操舵角での、ドア
ミラーを含む車幅を示す黄色のガイドライン
（可変）
そのときのステアリング操舵角での、タイヤ
の進路を示す黄色のレーンマーク（可変）

車両後部から約 の距離の黄色のガイ
ドライン
車両中央軸（補助マーカー）
バンパー
車両後部から約 の距離の赤色のガイ
ドライン

トランスミッションをシフトポジション
にしたときに、ガイドラインは表示さ
れます。

規定の距離は、路面に接している障害物
にのみ適用されます。

パークトロニック装備車両の補助表示
フロントの警告表示
パークトロニックの補助計測の作動待機イン
ジケーター
リアの警告表示

パークトロニックが作動可能なときは（
ページ）、 ディスプレイ

に補助計測の作動待機インジケーター
が表示されます。パークトロニック警告
表示が作 動または点灯している場合は、
それに応じて警告表示 および も

ディスプレイ内で作動または
点灯します。
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後退駐車 機能

ステアリングをまわさないで、駐車ス
ペースにまっすぐ後退する

ステアリングをまわしていないときの、ドア
ミラーを含む車幅を示す白色のガイドライン
（固定）
そのときのステアリング操舵角での、ドア
ミラーを含む車幅を示す黄色のガイドライン
（可変）
車両後部から約 の距離の黄色のガイド
ライン
車両後部から約 の距離の赤色のガイ
ドライン

パーキングアシストリアビューカメ
ラが作動していることを確認してくだ
さい（ ページ）。

ガイドラインが表示されます。

白色のガイドライン の補助で、車
両が駐車スペースに合うかどうかを確
認します。

白色のガイドライン を進路の参考
として使用し、後端位置に到達するま
で慎重に後退します。

赤色のガイドライン が駐車スペー
スの後端にきます。車両は駐車スペー
スとほぼ平行になります。

ステアリングをまわして直角に後退駐
車する

駐車スペースのマーク
そのときのステアリング操舵角での、ドア
ミラーを含む車幅を示す黄色のガイドライン
（可変）

パーキングアシストリアビューカメ
ラが作動していることを確認してくだ
さい（ ページ）。

ガイドラインが表示されます。

駐車スペースを通過して、車両を停止
します。

車両が停止している間に、黄色のガ
イドライン が駐車スペースのマー
ク の中に収まるまで駐車スペース
の方向にステアリングをまわします。

ステアリングをその位置で保持して注
意しながら後退します。
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ステアリングをまわしながら後退する
そのときのステアリング操舵角での、ドア
ミラーを含む車幅を示す黄色のガイドライン
（可変）

駐車スペースのほぼ正面になったとき
に停車します。

白色のレーンが駐車スペースとできる
だけ平行になるようにします。

停止位置まで運転する
そのときのステアリング操舵角での、白色の
ガイドライン（可変）
駐車スペースのマーク

車両が停止している間に、ステアリン
グを直進位置にまわします。

車両後部から約 の距離の赤色のガイ
ドライン
ステアリングを直進にした状態での車両の進
路を示す白色のレーン
駐車スペースの後端

後端に達するまで、注意しながら後退
します。

赤色のガイドライン が駐車スペー
ス の後端にきます。車両は駐車ス
ペースとほぼ平行になります。

°カメラシステム

全体的な注意事項

°カメラシステムは つのカメラで
構成されるカメラシステムです。システ
ムは以下のカメラからの映像を判断し
ます。

パーキングアシストリアビューカメラ

フロントカメラ

ドアミラーの つのカメラ
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カメラは車両周辺の状況を映し出し
ます。システムは、駐車時や見通しの悪い
出口などで運転者を支援します。

° カ メ ラ シ ス テ ム の 映 像 は、
ディスプレイに全画面表示

モードまたは 種類の分割画面表示で表
示することができます。分割画面表示に
は車両の上面表示も含まれます。この表
示は、車載カメラにより提供されたデー
タから生成されます（バーチャルカメ
ラ）。

つの分割画面表示は以下の通りです。

上面表示とパーキングアシストリア
ビューカメラの映像（ °表示角度）

上面表示とフロントカメラからの映像
（最大ステアリング角度を表示しない

°表示角度）

上面表示と拡大リア表示

上面表示と拡大フロント表示

上面表示と後面ミラーカメラの映像
（後輪表示）

上面表示と前面ミラーカメラの映像
（前輪表示）

機能が作動していて、トランスミッショ
ンを または から にシフトしたと
きは、可変ガイドラインは非表示になり
ます。

シフトポジションを と の間で切り
替えると、直前に選択されていたフロン
トビューまたはリアビューが表示され
ます。

重要な安全上の注意事項

°カメラシステムは単なる支援に過
ぎず、障害物の歪んだ映像を表示したり、
それらを正しく、または、まったく表示
しないことがあります。 °カメラシ
ステムは、注意を払った走行の代わりに
なるものではありません。

運転者には、安全にステアリングを操作
し、駐車する責任があります。ステアリ
ング操作や駐車を行なう間は、進行方向
に人や動物、障害物が存在しないことを
確認してください。

運転者には安全を確保する責任があり、
駐車や運転操作を行なうときは、常に周
囲の状況に注意しなければなりません。
車両の後方、前方および両側の状況を直
接確認してください。お守りいただか
ないと、運転者や他の人に危険がおよぶ
おそれがあります。

°カメラシステムは、以下のときは
まったく機能しなくなるか、機能が制限
されます。

ドアが開いている場合

ドアミラーが格納されている場合

トランクが開いている場合

激しい雨、雪または霧で

夜や非常に暗い場所で

カメラに強い光が直接当たっている
場合

周囲が蛍光灯の光、または の光
で照らされている場合（ディスプレイ
がちらつくことがあります）

冬に暖かい車庫に入るなど、急激な温
度の変化があった場合

カメラのレンズが汚れていたり、覆わ
れている場合

カメラ装着部の車両の構成部品が損傷
している場合。このようなときは、メ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場で
カメラの位置や設定を点検してくだ
さい。

このような場合は、 °カメラシステ
ムを使用しないでください。駐車をし
ているときに、他の人にけがをさせたり、
物や車両を損傷するおそれがあります。
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ガイドラインは常に、道路の高さで表示
されます。

作動条件

°カメラシステムの映像は、以下の
ときに表示されます。

車両に °カメラシステムが装備さ
れている

イグニッション位置が にある

システムが作動している。
デジタル版取扱説明書をご覧ください

°カメラの機能が作動している

スイッチを使用して °カメラシ
ステムを作動させる

スイッチを 秒以上押します。
システムの取扱説明書をご

覧ください。

シフトポジションが または のい
ずれかであるかによって、以下の画面
が表示されます。

フロントカメラ映像の全画面表示

リアビューカメラ映像の全画面表示

システムを使用して °カ
メラシステムを作動させる

スイッチを押します。
システムの取扱説明書をご

覧ください。

または

コントローラーをまわして
ymz、システムを選択し、押してn
確定します。

°カメラを選択し、押してn確
定します。

シフトポジションが または のい
ずれかであるかによって、以下の画面
が表示されます。

上面表示とフロントカメラ映像を含
む分割画面表示

または

上面表示とパーキングアシストリア
ビューカメラの画像のある分割画面
表示

コントローラーに関するさら
なる情報は、デジタル版取扱説明書をご
覧ください。

リバースギアを使用して °カメラシ
ステムを作動させる

リバースギアに入れることで、自動的に
°カメラシステムの映像が表示され

ます。

イグニッション位置が にあること
を確認します。

システムでリバース連動設
定が作動していることを確認します。

デジタル版取扱説明書をご覧ください。

°カメラシステムの映像を表示す
る：リバースギアに入れます。

システムに分割画面モード
で車両後方エリアが表示されます。車
両の上面表示およびパーキングアシス
トリアビューカメラからの画像が表示
されます。
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分割画面または全画面表示モードを選
択する

分割画面のビューを切り替える：
コントローラーをスライド

して qm、車両アイコンがあるライン
に切り替えます。

コントローラーをまわして
ymz、車両アイコンのいずれかを選択
します。

全 画 面 モ ー ド に 切 り 替 え る：
コントローラーをまわして

ymz全画面表示を選択し、押してn
確定します。

全画面オプションは以下の表示での
み使用可能です。

パーキングアシストリアビューカメラ
からの上面表示

フロントカメラからの上面表示

ディスプレイの表示

重要な安全上の注意事項

°カメラシステムは障害物の歪んだ
映像を表示したり、それらを正しく表示
しなかったり、または全く表示しないこ
とがあります。以下の場所では、システ
ムは障害物を表示しません。

フロントおよびリアバンパーの下

フロントおよびリアバンパーのすぐ
近く

テールゲートハンドル トランクリッ
ドハンドルのすぐ上の範囲

ドアミラーの近接部

バーチャル上面表示での様々なカメラ
間の推移エリア

以下のような路面に接していない障
害物は、実際よりも遠くにあるように見
えることがあります。

駐車車両のバンパー

トレーラーのけん引バー

トレーラーけん引ヒッチのボールカッ
プリング

大型車のリア部

傾いた柱

ガイドラインはあくまでも目安として利
用してください。障害物に接近するとき
は、障害物が一番下のガイドラインを越
えないように注意してください。

上面表示（リアビューカメラからの映像）

上面表示とパーキングアシストリアビューカ
メラ映像の分割画面の設定アイコン
車両後部から約 の距離の黄色のガイ
ドライン
そのときのステアリング操舵角での、ドア
ミラーを含む車幅を示す黄色のガイドライン
（可変）
そのときのステアリング操舵角での、タイヤ
の進路を示す黄色のレーンマーク（可変）
最大のステアリング操舵角での、黄色のガイ
ドライン
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車両後部から約 の距離の黄色のガイ
ドライン
車両中央軸（補助マーカー）
車両後部から約 の距離の赤色のガイ
ドライン
バンパー

ガイドラインは、トランスミッションが
ポジション にあるときに表示されます。

距離は路面に接している障害物を基準に
示しています。

上面表示（フロントカメラからの映像）

上面表示とフロントカメラ映像の分割画面の
設定アイコン
車両後部から約 の距離の黄色のガイ
ドライン
そのときのステアリング操舵角での、ドア
ミラーを含む車幅を示す黄色のガイドライン
（可変）
そのときのステアリング操舵角での、タイヤ
の進路を示す黄色のレーンマーク（可変）
車両後部から約 の距離の黄色のガイ
ドライン

車両後部から約 の距離の赤色のガイ
ドライン

上面表示と拡大リア表示

上面表示とリアビューカメラ拡大映像
の分割画面の設定アイコン
車両後部から約 の距離の赤色
のガイドライン

この表示は、車両後方からの距離を確
認するときに運転者を支援します。

この設定は、拡大フロント表示とし
て選択することもできます。

上面表示（ミラーカメラからの映像）

上面表示と前面ミラーカメラの設定アイコン
ドアミラーを含む車幅を示す黄色のガイドラ
イン（車両右側）
ドアミラーを含む車幅を示す黄色のガイドラ
イン（車両左側）

後方表示に設定したミラーカメラを
選択することもできます。
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広角機能

例：パークトロニック表示のある全画面表示
リアビューカメラ映像の全画面表示設定アイ
コン
パークトロニック警告表示

パークトロニックが作動している場
合は（ ページ）、それに応じて

ディスプレイの警告表示 も
作動するか、または点灯します。

パークトロニックは以下のように表示さ
れます。

分割画面モードの上面表示では、車両
マーク周囲の赤色または黄色の四角い
枠で

または

全画面モードでは、車両マーク周囲
の赤色または黄色の四角い枠で下部
右側に

全画面表示モードは、フロント表示
でも選択可能です。

出口から出たり、交差点の視界が制限さ
れているときなどに、この表示を選択し
ます。

障害物検知

リアビューカメラ映像の全画面表示設定アイ
コン
検知された障害物をマークするバー

全画面モードでは、 °カメラシステ
ムは動いている、および停止している障
害物の両方を検知できます。例えば、歩
行者または他の車両が検知された場合
は、これらの障害物はバー でマーク
されます。

車両が動いているときにのみ、システム
は静止している障害物を検知し、マー
クすることができます。対照的に、動い
ている障害物は常に検知され、マークさ
れます。

°カメラシステムを停止する

機能を作動させていて、車両が
以上になると、機能はすぐに停止します。

ディスプレイに前回の画面が
表示されます。ディスプレイの マー
クを選択し、 コントローラー
を押してn選択することでも、ディス
プレイを切り替えることもできます。

シフトポジション を選択した場合も、
°カメラシステムの表示は終了し

ます。
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アテンションアシスト

全体的な注意事項

アテンションアシストは高速道路や幹線
道路のような道路で、長時間の変化の少
ない走行をするときに運転者を補助し
ます。 ～ の範囲で
作動します。アテンションアシストが運
転者の疲労の増加や集中力の欠如などの
典型的な兆候を検知した場合は、休憩を
促します。

重要な安全上の注意事項

アテンションアシストは単なる支援に過
ぎません。疲労や集中力低下を検出する
のが遅すぎたり、全くしないことがあり
ます。十分な休憩を取ったり、集中力の
ある運転者の代わりになるものではあり
ません。

以下のときは、アテンションアシストの
機能が制限されたり、警告が遅れる、ま
たはまったく行なわれないことがあり
ます。

走行時間が約 分 以下の場合

路面が平坦でなかったり、穴があるな
ど、道路の状態が悪い場合

横風が強い場合

高いスピードでカーブを曲がっている
ときや急加速をしているときなど、ス
ポーティな運転を行なっている場合

主 に 以 下、 ま た は
以上の速度で走行している場合

ディストロニック・プラスのステアリ
ングアシストを作動させて走行してい
る場合

時刻が正しく設定されていない場合

車線を変更したり走行速度を変えるな
どの活発な運転状況のとき

走行を継続するときは、アテンションア
シストは以下の場合にリセットされ、運
転者の疲労の評価を開始します。

エンジンを停止した

運転者を交代したり、休憩を取るため
に、運転者がシートベルトを外して運
転席ドアを開いた

アテンションレベルの表示

マルチファンクションディスプレイのア
シストメニューに現在のアテンションレ
ベルを表示させることができます。

マルチファンクションディスプレイを
使用して、ｱｼｽﾄ一覧を選択します（

ページ）。

以下の情報が表示されます。

最後の休憩からの走行時間

アテンションアシストによって判断さ
れるアテンションレベル、高いから
低いまで 段階のバー表示で表示され
ます。

アテンションアシストがアテンション
レベルを算出できず、警告を発せられ
ない場合は、ｼｽﾃﾑ停止というメッセー
ジが表示されます。例えば
以下、または 以上の速度
で走行している場合、バー表示の表示
が変更されます。
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アテンションアシストの設定

マルチファンクションディスプレイを
使用してアテンションアシストを設定
します（ ページ）。

システムは、選択された以下の設定に
よって運転者のアテンションレベルを
判断します。

標準を選択：アテンションレベルを判
断するシステムの感度が標準に設定され
ます。

高感度を選択：感度がより高く設定され
ます。それに従ってアテンションアシス
トにより検知されたアテンションレベル
がより早く知らされます。

エンジンがかかっているときにアテン
ションアシストが解除されているとき
は、マルチファンクションディスプレイ
のアシスト一覧表示に マークおよ
び が表示されます。

アテンションアシストが解除されたとき
は、エンジンが停止した後に自動的に再
作動します。選択される感度は、最後に
作動させた選択に対応します（標準 高
感度）。

マルチファンクションディスプレイの
警告

疲労または集中力欠如の増加が検知され
た場合は、マルチファンクションディス
プレイに ｱﾃﾝｼｮﾝｱｼｽﾄ 休憩しましょう！
というメッセージが表示されます。

マルチファンクションディスプレイに表
示されるメッセージに加えて、警告音が
聞こえます。

必要であれば、休憩を取ってください。

ステアリングの スイッチを押し
て、メッセージを確定します。

長時間の運転では、適切な休憩をするた
めに、適切な時間に定期的に休憩を取る
ようにしてください。休憩を取らず、ア
テンションアシストがなお集中力欠如の
増加を検知した場合は、 分後以降に
再度警告されます。これは、アテンショ
ンアシストが疲労または集中力低下の増
加の兆候を検知した場合にのみ実行され
ます。

アクティブブラインドスポットアシスト

全体的な注意事項

アクティブブラインドスポットは、左右
の後ろ向きの つのレーダーセンサーで、
運転者には見えない車両のいずれか一方
のエリアをモニターします。ドアミラー
の警告表示によって、モニターしている
範囲で検知された車両に運転者の注意が
向けられます。車線変更するために該
当する方向指示灯を作動させた場合は、
視覚的および聴覚的な衝突警告も発せら
れます。側方衝突の危険性が検知された
場合は、修正ブレーキが衝突の回避を支
援することがあります。進路修正ブレー
キの適用前に、アクティブブラインドス
ポットアシストは進行方向および側方の
空いているスペースを測定します。その
ために、アクティブブラインドスポット
アシストは前向きのレーダーセンサーを
使用します。

アクティブブラインドスポットアシスト
は、約 以上の速度で支援を行
ないます。
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重要な安全上の注意事項

アクティブブラインドスポットアシスト
は単なる支援にすぎず、注意を払った走
行の代わりになるものではありません。

警告
アクティブブラインドスポットアシ
ストは以下のような車両には反応し
ません。
追い越してくる際に、側面に近づ
き過ぎて死角に入った車両
接近と追い越しの速度差が非常に
大きいとき

この場合、アクティブブラインドス
ポットアシストは警告も介入も行
ないません。
事故の危険性があります。
常に交通状況に十分注意を払い、車
両の両側に安全な車間距離を維持し
てください。

レーダーセンサー

アクティブブラインドスポットアシスト
のレーダーセンサーは、前後のバンパー
およびラジエターグリルのカバー裏側に
内蔵されています。バンパーとラジエ
ターグリルのカバーに汚れ、氷、または
泥がないことを確認してください。リア
センサーが自転車用ラック、または突き
出た荷物などによって覆われないように
してください。

強い衝撃を受けたり、バンパーに損傷を
与えたときは、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場でレーダーセンサーの機能
を点検してください。アクティブブライ
ンドスポットアシストが正しく機能しな
くなることがあります。

モニター範囲

警告
アクティブブラインドスポットアシ
ストはすべての交通状況と道路使用
者を検知するわけではありません。
事故の危険性があります。
他の交通や障害物との距離が十分で
あることを常に確認してください。

例：セダン

アクティブブラインドスポットアシスト
は、図に示すように までの車両後
方および車両のすぐ脇の範囲をモニター
します。

以下の場合には、車両の検知が困難にな
ることがあります。

センサーが汚れている、またはセン
サーが覆われている

雨、雪または霧雨などのため視界が
悪い
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このようなときは、モニター範囲の車両
は遅く表示されるか、またはまったく表
示されません。アクティブブラインドス
ポットアシストはオートバイや自転車の
ような幅の狭い車両を検知しなかった
り、非常に遅れてからのみ検知すること
があります。

車線が狭い場合、特に車両が車線の中央
を走行していない場合は、お客様の車両
の隣車線の次の車線の車両を検知するこ
とがあります。これは、車両がその車線
の端にある場合などに該当します。

以下は、システムの特性に起因するもの
です。

ガードレール、または類似の連続し
ている車線境界の近くを走行している
ときに、誤って警告が発せられること
があります

トレーラーなどの長い車両と長時間並
走しているときに、警告が中断される
ことがあります

表示灯と警告灯

黄色の表示灯 赤色の警告灯

アクティブブラインドスポットアシスト
は約 以下の速度では作動しま
せん。モニター範囲にある車両は検知さ
れません。

アクティブブラインドスポットアシスト
が設定されている場合は、 まで
の速度では、ドアミラーの表示灯 が
黄色に点灯します。 以上の速
度では、表示灯は消灯し、アクティブブ
ラインドスポットアシストは作動可能に
なります。

以上の速度で、ブラインドス
ポットアシストのモニター範囲内で車両
が検知された場合は、該当する側の警告
灯 が赤色に点灯します。警告は、後
方から、または側方から車両がブライン
ドスポットのモニター範囲内に入ったと
きに常に発せられます。車両を追い越す
ときは、速度差が 以下の場合
にのみ警告が行なわれます。

リバースギアに入れた場合は、黄色の表
示灯は消灯します。そして、アクティブ
ブラインドスポットアシストは作動しな
くなります。

表示灯 警告灯の明るさは周囲の明るさ
によって自動的に調整されます。

視覚的および聴覚的な衝突警告

運転者が車線変更のために方向指示灯を
作動させ、側方のモニター範囲で車両が
検知された場合は、視覚的および聴覚的
な衝突警告が発せられます。

そのときは、警告音が 回聞こえ、赤色
の警告灯 が点滅します。方向指示灯
がそのままの場合は、赤色の警告灯
の点滅により検知された車両が表示され
ます。警告音はそれ以上鳴りません。
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車線修正ブレーキの適用

警告
車線修正ブレーキの適用は、常に衝
突を防ぐわけではありません。事故
の危険性があります。
特に、アクティブブラインドスポッ
トアシストが警告を行なったり、車
線修正ブレーキの適用を行なった場
合は、必ずステアリング操作、ブレー
キ操作、加速操作を行なってくだ
さい。常に両側との安全な車間距離
を維持してください。

モニター範囲でアクティブブラインド
スポットアシストが側方衝突の危険性
を検知した場合は、進路修正ブレーキの
適用が行なわれます。これは、運転者の
衝突回避を支援するために設計されてい
ます。

車線修正ブレーキが介入すると、ドアミ
ラーの赤色の警告灯 が点滅して、警
告音が 回鳴ります。さらにマルチファ
ンクションディスプレイにマーク が
表示されます。

まれに、システムが適切でないブレーキ
の適用を行なうことがあります。ステア
リングを反対方向に軽く操作するか、ま
たは加速した場合は、いつでも進路修正
ブレーキの適用が中断されます。進路
修正ブレーキの適用は ～

の速度範囲で作動します。

以下の場合には、走行状況に合わない進
路修正ブレーキの適用が行なわれること
があります。

車両の両側に車両やガードレールなど
の障害物がある

側方すぐのところに車両が接近し
ている

高いコーナリング速度のスポーティな
運転スタイルをとっている

明確にブレーキ操作またはアクセル操
作を行なっている

または ブレーキのよ
うな走行安全システムが介入している

が解除されている

タイヤ空気圧の低下やタイヤの不具合
が検知されている

アクティブブラインドスポットアシスト
の設定

マルチファンクションディスプレイで
アクティブブラインドスポットアシス
ト（ ページ）が設定されている
ことを確認します。

イグニッション位置を にします。
ドアミラーの警告灯 が約 秒間
赤色で点灯した後、黄色に変わります。
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アクティブレーンキーピングアシスト

全体的な注意事項

アクティブレーンキーピングアシスト
は、フロントウインドウ上部にあるカメ
ラシステム で車両の前方エリアをモ
ニターします。

レーダーセンサーシステムの支援によ
り、車両の前方、後方および側方の他の
様々なエリアもモニターされます。

アクティブレーンキーピングアシストは
道路の車線マークを検知し、意図せずに
車線から外れる前に警告を発します。警
告に反応しない場合は、車線修正ブレー
キを適用することにより、車両を元の車
線に戻すことができます。

この機能は、 ～ の
間の範囲で作動します。

走行時のアクティブレーンキーピングア
シストの支援のためには、レーダーセン
サーシステムが作動可能でなければなり
ません。

重要な安全上の注意事項

運転スタイルを合わせていない場合は、
アクティブレーンキーピングアシストは
事故の危険性を低減させることはできま
せん。また、アクティブレーンキーピン
グアシストは、物理的法則を乗り超える
こともできません。アクティブレーン
キーピングアシストは道路および天候の
状況を考慮することはできません。交通
状況を認識しないことがあります。

アクティブレーンキーピングアシストは
単なる支援にすぎません。運転者には、
先行車両との車間距離、車両速度、適切
なブレーキ操作、車線内での維持に関す
る責任があります。

アクティブレーンキーピングアシストは
車両を車線内に保ち続けることはできま
せん。

警告
アクティブレーンキーピングアシス
トは必ずしも明確に車線ラインを検
知することはできません。
このような場合、アクティブレーン
キーピングアシストは以下を行うこ
とがあります。
不要な警告を行ない、車両に車線
修正ブレーキを効かせる
警告を行なわなくなる、または作
動しなくなる

事故の危険性があります。特にアク
ティブレーンキーピングアシストが
警告しているときは、必ず交通状況
に注意を払い車線内に保つようにし
てください。危険な状態を脱したら、
通常の運転スタイルに戻してくだ
さい。
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以下の場合は、システムの作動が損なわ
れたり、正しく機能しないことがあり
ます。

道路に十分な照明がなかったり、雪や
雨、霧や小雨により視界が悪い

対向車両、太陽または他の車両からの
反射などで眩しい（路面が濡れている
場合など）

フロントウインドウが汚れている、
曇っている、損傷している、またはカ
メラ周辺がステッカーなどで覆われ
ている

フロントまたはリアバンパー、または
ラジエターグリルのレーダーセンサー
が雪などに覆われているなどで汚れ
ている

工事などで 車線分の車線マークが全
くないか、いくつかある、または不明
瞭である

車線ラインが摩耗していたり黒ずん
でいる、または汚れや雪などに覆われ
ている

先行車両との車間距離が短くて車線
マークが検知できない

車線の分岐や他との交差、合流などで
車線マークが頻繁に変わる

道路が狭かったりカーブしている

道路に著しく様々な状況の日陰がある

隣接する車線で車両が検知されず、破線
の車線マークが検知されている場合は、
車線修正ブレーキの適用はされません。

ステアリングの警告振動

前輪が車線マークを超えた場合は、警告
が発せられます。警告はステアリングを
秒以内で振動させることにより行な

われます。

車線修正ブレーキの適用

警告
車線修正ブレーキを適用しても車両
が元の車線に戻るとは限りません。
事故の危険性があります。
特に、アクティブレーンキーピングア
シストが警告を行なったり、車線修
正ブレーキの適用を行なった場合は、
必ずステアリング操作、ブレーキ操
作、加速操作を行なってください。

警告
アクティブレーンキーピングアシス
トは、限られた範囲でしか交通状況お
よび他の道路使用者を検知しません。
まれに、実線の車線マークの上を故
意に走行した後などに、システムに
よって適切でないブレーキが適用さ
れることがあります。事故の危険性
があります。
ステアリングを反対方向に軽く操
作すると、適切でないブレーキの適
用を中断できます。他の交通や障害
物との距離が十分であることを常に
確認してください。
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特定の状況で車線から外れた場合には、
片側にブレーキが軽く効きます。これは、
車両を元の車線に戻すように支援するた
めに意図されています。

車線修正ブレーキの適用が行なわれた場
合は、マルチファクションディスプレイ
に表示 が表示されます。

実線または破線と認識された車線マーク
を越えて走行した後に、車線修正ブレー
キの適用は行なわれます。これ以前は、
ステアリングの断続的な振動により警告
が発せられます。さらに、両側に車線マー
クのある車線を認識していなくてはなり
ません。

破線の車線マークが検知された場合は、
隣接する車線で車両が検知されている場
合にのみ車線修正ブレーキの適用が行な
われます。以下の車両はブレーキの適用
に影響を与えることがあります。

対向車両

追い越そうとしている車両

お客様の車両と併走している車両

次の車線修正ブレーキの適用は、車
両が元の車線に戻った後にのみ行なわれ
ます。

以下のときは、車線修正ブレーキの適用
は行われません。

明確に、および活発にステアリング操
作、ブレーキ操作または加速を行なっ
ている

きついカーブの内側をまたいだ。

高いコーナリング速度、または急加速
のスポーティな運転スタイルをとっ
ている

方向指示灯を作動させた

、 ブレーキまたはアク
ティブブラインドスポットアシストの
ような走行安全システムが介入した

が解除された

トランスミッションがポジション で
ない

走行している車線で障害物が検知さ
れた

タイヤ空気圧の減少やタイヤの不具合
が検知されて表示された

アクティブレーンキーピングアシスト
は、与えられた交通状況の判断を誤る可
能性があります。不適切なブレーキの
適用は、以下のときにいつでも中断され
ます。

ステアリングを反対方向に軽く操
作する

方向指示灯を作動させる

明確にブレーキ操作または加速操作を
行なう
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車線修正ブレーキの適用は、以下のとき
に自動的に中断されます。

、 ブレーキまたはア
クティブブラインドスポットアシスト
のような走行安全システムが介入した

車線マークが検知されなくなった

アクティブレーンキーピングアシストの
設定

マルチファンクションディスプレイ
を使用して、アクティブレーンキーピ
ングアシストを設定し、標準またはア
ダプティブを選択します（ ペー
ジ）。

以上の速度で走行していて、
車線マークが検知された場合は、アシ
スト一覧（ ページ）のラインが
緑色で表示されます。このときは、ア
クティブレーンキーピングアシストが
作動可能な状態になっています。

標準を選択した場合は、以下のときは
振動による警告は行なわれません。

方向指示灯を作動させた。このときは、
警告が一定時間に抑えられることがあ
ります

や 、 などの走行安全シ
ステムが介入した

アダプティブを選択したときは、以下
のときは振動による警告が行なわれま
せん。

方向指示灯を作動させた。このときは、
警告が一定時間に抑えられることがあ
ります

や 、 などの走行安全シ
ステムが介入した

キックダウンなどの急加速を行なった

急ブレーキを効かせた

障害物を避けるために急に進路変更を
したり、急に車線を変更するなど、活
発なステアリング操作を行なった

きついカーブの内側をまたいだ

車線マークを越えた場合は、必要な状況
で適切なタイミングでのみ警告を行なう
ため、システムは特定の状況を認識し、
それに応じて警告を行ないます。

以下のときは、早めに警告の振動が行な
われます。

カーブの外側の車線に近づいた

高速道路など道路の車線の幅が非常に
広い

システムが実線の車線マークを検知
した

以下のときは、遅めに警告の振動が行な
われます。

道路の車線の幅が狭い

カーブの内側をまたいだ
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重要な安全上の注意事項、ディスプレイおよび操作

マルチファンクションディスプレイは、
特定のシステムからのメッセージや警告
のみを表示します。そのため、常に安全
に走行してください。車両を安全に操作
しないと、事故の原因になるおそれがあ
ります。

概要は、メーターパネルのイラストをご
覧ください（ ページ）。

ディスプレイおよび操作

冷却水温度計

警告
エンジンがオーバーヒートしたとき
にボンネットを開いたり、エンジン
ルームに炎が発生した場合、高温の
ガスやその他のサービスプロダクト
に触れるおそれがあります。 けがの
危険性があります。
ボンネットを開く前に、オーバーヒー
トしたエンジンを冷やしてください。
エンジンルームで火災が発生したと
きは、ボンネットを閉じたままにし、
消防局に連絡してください。

冷却水温度計はメーターパネルの左側に
あります（ ページ）。通常の作動条
件下、および指定の冷却水レベルでは、
冷却水温度が ℃に上がることがあり
ます。

高い外気温および上り坂を走行している
ときは、冷却水温度が目盛りの上限に上
がることがあります。

タコメーター

エンジンを損傷する原因となります
ので、レッドゾーンに入らないよう運転
してください。

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

重要な安全上の注意事項

警告
走行中に車両のマルチファンクショ
ンディスプレイや システ
ムの操作を行なうと、交通状況に対す
る注意が払われなくなります。また
車のコントロールを失うおそれがあ
ります。事故の危険性があります。
交通状況が安全な時にのみ、操作す
るようにしてください。安全が確保
されない場合は、必ず安全な場所に
停車してから操作してください。

警告
メーターパネルに故障や異常がある
場合は、安全性に関わる機能を認識す
ることができません。走行安全性が
損なわれる可能性があります。事故
の危険性があります。
注意して運転してください。すぐに
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で点検を受けてください。

マルチファンクションディスプレイを操
作するときは、そのときに運転している
国の法規則に従ってください。
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ディスプレイおよび操作

タコメーターのレッドゾーンは、エンジ
ンの許容回転数を超えたオーバーレブレ
ンジを示します。

エンジン回転数がレッドゾーンに達する
と、エンジン保護のため、燃料供給が停
止されます。

外気温度表示

気温が氷点前後のときは、路面状況に特
に注意してください。外気温度計はマル
チファンクションディスプレイ内にあり
ます（ ページ）。

外気温度が変化すると、少し遅れて表示
されます。

セグメント付きスピードメーター

スピードメーターの内側に表示されるセ
グメントは、走行可能な速度レンジを示
します。

クルーズコントロール（ ページ）
を設定しているときは、記憶された設
定速度から最高速度までのセグメント
が点灯します。

可変スピードリミッター（ ペー
ジ）を設定しているときは、ゼロから
設定された制限速度までのセグメント
が点灯します。

ディストロニック・プラス（ ペー
ジ）を設定しているときは、設定速度
レンジ内の つまたは つのセグメ
ントが点灯します。

ディストロニック・プラスは先行車を
検知することができます。

先行車の速度と記憶されている設定速
度の間のセグメントが点灯します。

マルチファンクションディスプレイの
操作

概要

マルチファンクションディスプレイ
音声認識の作動：デジタル版取扱説明書をご
覧ください
右側操作パネル
左側操作パネル
リターンスイッチ

マルチファンクションディスプレイを
作動させる：イグニッション位置を
にします。

マルチファンクションステアリングのス
イッチを使用して、マルチファンクショ
ンディスプレイの表示と設定を操作する
ことができます。
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ディスプレイおよび操作

左側操作パネル

メニューやメニューバーの呼
び出し

軽く押す：

リストのスクロール

サブメニューや機能の選択

ｵｰﾃﾞｨｵ メニュー：記憶させ
た放送局、音楽トラックまた
はビデオシーンの選択

（電話）メニュー：電話
帳への切り替え、名前や電話
番号の選択

長押しする：

ｵｰﾃﾞｨｵ メニュー：高速スク
ロールを使用しての、前
次の放送局または音楽ト
ラック、またはビデオシーン
の選択

（電話）メニュー： 電話
帳を開いている場合は、高速
スクロールの開始

選択 ディスプレイメッセー
ジの確定

（電話）メニュー：電話
帳への切り替え、および選択
した番号の発信開始

ｵｰﾃﾞｨｵ メニュー： 希望の放
送局での放送局サーチの停止

右側操作パネル

通話の拒否、または終了

電話帳 発信履歴の終了

発信、または受話

発信履歴への切り替え

音量の調整

消音

リターンスイッチ

軽く押す：

戻る

音声認識の停止：別冊の取扱
説明書をご覧ください

ディスプレイメッセージの
消去 最後に使用した ﾄﾘｯﾌﾟ
メニュー機能の呼び出し

電話帳 発信履歴の終了

長押しする：

ﾄﾘｯﾌﾟ メニューの基本画面の
呼び出し
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メニューおよびサブメニュー

マルチファンクションディスプレイ

表示フィールド
メニューバー
走行モード（ ページ）
シフトポジション（ ､ ページ）
常時表示エリア：外気温度または速度（

ページ）

メニューバー を表示する：ステア
リングの または スイッチを
押します。

数秒後にメニューバー が消えます。

表示フィールド にはディスプレイ
メッセージとともに、選択したメニュー
またはサブメニューが表示されます。マ
ルチファンクションディスプレイに以下
のメッセージが表示されることがあり
ます。

推奨ギアシフト（ 、 ページ）

アクティブパーキングアシスト（
ページ）

クルーズコントロール（ ペー
ジ）

可変スピードリミッター（
ページ）

アダプティブハイビームアシスト・
プラス（ ページ）

スタートストップ機能（
ページ）

ホールド機能（ ページ）

メニューおよびサブメニュー

メニューの概要

ステアリングの または スイッ
チを押してメニューバーを呼び出し、メ
ニューを選択します。

車両に取り付けられている装備に応じ
て、以下のメニューを呼び出すことがで
きます。

ﾄﾘｯﾌﾟメニュー（ ページ）

ﾅﾋﾞメニュー（ ページ）

ｵｰﾃﾞｨｵメニュー（ ページ）

メニュー（ ページ）

ｱｼｽﾄメニュー（ ページ）

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ メニュー（ ページ）

設定メニュー（ ページ）

メニュー（ 車両）（ ペー
ジ）
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メニューおよびサブメニュー

トリップメニュー

基本ディスプレイ

ﾄﾘｯﾌﾟメニューがトリップメーター
やオドメーター とともに表示され
るまで、ステアリングの スイッ
チを押して保持します。

トリップコンピューター スタート後
または リセット後

例： スタート後 のトリップコンピューター
距離
時間
平均速度
平均燃費

ステアリングの または ス
イッチを押して、ﾄﾘｯﾌﾟメニューを選
択します。

または スイッチを押して、
スタート後またはリセット後を選択し
ます。

スタート後サブメニューの数値は、走
行開始から算出されるものであり、リ
セット後サブメニューの数値は、サブメ
ニューが最後にリセットされたときから
算出されるものです（ ページ）。

スタート後のトリップコンピューター
は、以下のときに自動的にリセットされ
ます。

イグニッションをオフにして約 時
間以上経過したとき

時間を超えたとき

を超えたとき

リセット後のトリップコンピューター
は、数値が 時間または
を超えると、自動的にリセットされ

ます。

表示

例： 表示

ステアリングの または ス
イッチを押して、ﾄﾘｯﾌﾟメニューを選
択します。

または スイッチを押して、
表示 を選択します。

イグニッションが 時間以上オフのまま
の場合は、 表示は自動的にリセット
されます。

表示に関するさらなる情報は、（
ページ）をご覧ください。
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メニューおよびサブメニュー

走行可能距離と現在の燃料消費の表示

ステアリングの または ス
イッチを押して、ﾄﾘｯﾌﾟメニューを選
択します。

または スイッチを押して、
現在の燃費（ 車両以外）および
概算の走行可能距離を選択します。

可能となる概算の走行可能距離は、燃料
の量やそのときの運転スタイルによって
変わります。燃料タンク内に残っている
燃料の量が少ないときは、給油中の車両
のマーク が、走行可能距離の代わ
りにディスプレイに表示されます。

デジタルスピードメーター

推奨ギアシフト（ ､ ページ）
デジタルスピードメーター

ステアリングの または ス
イッチを押して、ﾄﾘｯﾌﾟメニューを選
択します。

または スイッチを押して、
デジタルスピードメーターを選択し
ます。

数値のリセット

例：トリップコンピューター スタート後 のリ
セット

ステアリングの または ス
イッチを押して、ﾄﾘｯﾌﾟメニューを選
択します。

または スイッチを押して、
リセットしたい機能を選択します。

スイッチを押します。

スイッチを押してはいを選択し、
スイッチを押して確定します。

以下の機能の数値をリセットできます。

トリップメーター

トリップコンピューター スタート後

トリップコンピューター リセット後

表示

表示の数値をリセットした場合
は、トリップコンピューターの スター
ト後 の数値もリセットされます。トリッ
プコンピューターの スタート後 の数
値をリセットした場合は、 表示の数
値もリセットされます。
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メニューおよびサブメニュー

車線変更を伴わない進路変更の案内があ
るとき

進路変更の目標
進路変更までの距離と距離ディスプレイ表示
進路変更マーク

進路変更が案内されたときは、進路変更
のマーク および距離表示 が表示さ
れます。案内のあった進路変更地点に近
づくにつれて、表示の上に向かって短く
なります。

車線変更を伴なう進路変更の案内がある
とき

進路変更の目標
進路変更までの距離と距離ディスプレイ表示
進路変更の間の新しい車線
進路変更の間も続いている車線
推奨車線
進路変更マーク

複数車線の道路では、次の進路変更の
ための新しい推奨車線 をシステムが
表示することがあります。進路変更の
間、追加の車線が表示されることがあり
ます。

ナビメニュー

ナビゲーション案内の表示

ﾅﾋﾞメニューでは、マルチファンクション
ディスプレイにナビゲーション案内が表
示されます。ナビゲーションに関するさ
らなる情報については、デジタル版取扱
説明書をご覧ください。

システムを作動させます。
デジタル版取扱説明書をご覧ください。

ステアリングの または ス
イッチを押して、ﾅﾋﾞメニューを選択
します。

ルート案内が作動していないとき

進行方向

ルート案内作動

進路変更の案内がないとき

目的地までの距離
次の進路変更までの距離
案内ルートを進む のマーク
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メニューおよびサブメニュー

推奨車線は、デジタル地図に該当データ
があるときのみ表示されます。

ナビゲーションシステムの他の状況イン
ジケーター

：目的地または立ち寄り地点に到着
しました。

新ルートまたはルート計算中：新ルー
トを計算中です。

案内ルート外：車両の位置が地図の範
囲外（地図外の位置）にあります。

ルートなし：選択されている目的地へ
のルートを計算できませんでした。

オーディオメニュー

ラジオ放送局の選択

周波数バンドと放送局リスト番号
メモリーポジションのある放送局周波数

放送局 が放送局周波数または放送
局名とともに表示されます。メモリーポ
ジションは、保存されている場合には、
必ず放送局 と一緒に表示されます。

システムを作動させて、ラ
ジオを選択します。デジタル版取扱説
明書をご覧ください。

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｵｰﾃﾞｨｵメニューを選
択します。

保存されている放送局を選択する：
または スイッチを軽く押し

ます。

放送局リストから放送局を選択する：
または スイッチを少しの間

押して保持します。

放送局リストが受信されない場合：

放送局サーチを使って放送局を選択す
る： または スイッチを少し
の間押して保持します。

周波数バンドの切り替えと放送局の
保存に関する情報は、デジタル版取扱説
明書をご覧ください。

オーディオプレーヤーまたはオーディオ
メディアの操作

例： モード表示
現在のトラック

車両に装着されている装備に応じて、さ
まざまなオーディオ機器やメディアから
の音楽データを再生できます。

システムを作動させて、音
楽 、 オーディオまたは
モードを選択します。デジタル版取扱
説明書をご覧ください。

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｵｰﾃﾞｨｵメニューを選
択します。

次 前のトラックを選択する：
または スイッチを軽く押します。
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メニューおよびサブメニュー

トラックリストからトラックを選択す
る（高速スクロール）：希望のトラッ
ク が表示されるまで、 または

スイッチを押して保持します。

または スイッチを押して保
持すると、高速スクロールの速度が上
がります。すべてのオーディオ機器ま
たはメディアがこの機能をサポートし
ているわけではありません。

オーディオ機器またはメディアにトラッ
ク情報が保存されている場合は、マル
チファンクションディスプレイにトラッ
ク名と番号が表示されます。オーディオ

モード（外部オーディオモード：外
部のオーディオソース接続）では、現在
のトラックは表示されません。

の操作

メモリーポジションのあるチャンネル周波数

メモリーポジションは、保存されてい
る場合には、必ずチャンネル と一緒
に表示されます。

システムを作動させて、テ
レビを選択します。デジタル版取扱説
明書をご覧ください。

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｵｰﾃﾞｨｵメニューを選
択します。

記憶されているチャンネルを選択す
る： または スイッチを軽く
押します。

チャンネルリストからチャンネルを選
択する： または スイッチを
軽く押して保持します。

チャンネルの記憶に関する情報に
ついては、デジタル版取扱説明書をご覧
ください。

ビデオの操作

例： モード表示
現在のシーン

システムを作動させて、
ビデオを選択します。デジタル

版取扱説明書をご覧ください。

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｵｰﾃﾞｨｵメニューを選
択します。

次 前のシーンを選択する： また
は スイッチを軽く押します。

シーンリストからシーンを選択する
（高速スクロール）：希望のシーン
が表示されるまで、 または
スイッチを押して保持します。
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メニュー

概要

警告
走行中に車両のマルチファンクショ
ンディスプレイや システ
ムの操作を行なうと、交通状況に対す
る注意が払われなくなります。また
車のコントロールを失うおそれがあ
ります。事故の危険性があります。
交通状況が安全な時にのみ、操作す
るようにしてください。安全が確保
されない場合は、必ず安全な場所に
停車してから操作してください。

電話を使用するときは、必ずそのとき
運転している国の法規則に従ってくだ
さい。

携帯電話をオンにします。デジタル版
取扱説明書をご覧ください。

システムをオンにします。
デジタル版取扱説明書をご覧ください。

システムの 接
続を確立してください。デジタル版取
扱説明書をご覧ください。

ステアリングの または ス
イッチを押して、 メニューを選択
します。

マルチファンクションディスプレイに、
以下のメッセージのいずれかが表示され
ます。

電話待ち受けまたはネットワークプ
ロバイダーの名称：携帯電話がネット
ワークを探索し、受信する準備が整っ
ています。

圏外：ネットワークに接続できない状
態にあるか、携帯電話がネットワーク
を探索中の状態です。

着信を受ける

例：着信

ステアリングの スイッチを押し
て、着信した電話を受けます。

メニューのときに電話が着信する
と、マルチファンクションディスプレ
イにディスプレイメッセージが表示され
ます。

メニューを表示していないときも着
信した電話を受けることができます。

通話の拒否または終了

ステアリングの スイッチを押し
ます。

メニューでないときも、通話を終了
または拒否できます。

電話帳から項目にダイヤルする

ステアリングの または ス
イッチを押して、 メニューを選択
します。

または スイッチを押し
て、電話帳に切り替えます。

または スイッチを押して、
希望の名称を選択します。

または
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高速スクロールを開始する： ま
たは スイッチを約 秒以上押し
続けます。スイッチを放すか、リスト
の最後まで行くと、スクロールは停止
します。

名称に つだけ電話番号が保存され
ているとき： または スイッ
チを押して、発信を開始します。

または

その名称に つ以上の番号があると
き： または スイッチを押し
て、電話番号を表示させます。

または スイッチを押して、
発信先の番号を選択します。

または スイッチを押して、
発信を開始します。

または

電話帳を終了する： または
スイッチを押します。

リダイヤル

マルチファンクションディスプレイで
は、最後に発信した名称と番号がリダイ
ヤルメモリーに保存されています。

ステアリングの または ス
イッチを押して、 メニューを選択
します。

スイッチを押して、発信履歴に
切り替えます。

または スイッチを押して、
希望の名称または番号を選択します。

または スイッチを押して、
発信を開始します。または

リダイヤルメモリーを終了する：
または スイッチを押します。

アシストメニュー

概要

ｱｼｽﾄメニューでは、以下の選択を行なう
ことができます。

アシスト一覧の表示（ ページ）

の設定 解除（ ページ）

ブレーキの設定 解除（
ページ）

車間距離警告機能の設定 解除（
ページ）

ディストロニック・プラスのステア
リングアシストの設定 解除（
ページ）

アテンションアシストの設定 解除
（ ページ）

アクティブブラインドスポットアシス
トの設定 解除（ ページ）

レーンキーピングアシストまたはアク
ティブレーンキーピングアシストの設
定 解除（ ページ）

アシスト一覧の表示

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｱｼｽﾄメニューを選択
します。

または を押して ｱｼｽﾄ一覧
を選択します。

スイッチを押します。
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マルチファンクションディスプレイの
アシスト一覧に、ディストロニック・
プラスの距離ディスプレイが表示され
ます（ ページ）。

を押してアテンションアシスト
の評価を表示します（ ページ）。

アシスト一覧には、他の走行システムま
たは走行安全システムの状態および情報
を表示させることができます。

アシスト一覧は以下を表示します。

アテンションアシスト（ ページ）
が解除されているときの マーク

アクティブレーンキーピングアシスト
（ ページ）が設定されていると
きの明るいラインでの車線マーク

車間距離警告機能（ ページ）が解
除されているときの マーク

ブレーキ（ ページ）
が解除されているときの マーク

の設定 解除

の記載にある 重要な安全上の注
意事項 の項目に従ってください（
ページ）。

警告
を解除すると、 は車両を

安定させなくなります。横滑りや事
故の危険が高まります。
以下に記載された状況でのみ を
解除してください。

以下の状況では、 を解除したほう
が良いことがあります。

スノーチェーンを使用しているとき

深い雪で

砂地または砂利道で

車両での の解除 設定につい
ては（ ページ）をご覧ください。

に関するさらなる情報は、（
ページ）をご覧ください。

エンジンを始動してください。

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｱｼｽﾄメニューを選択
します。

または スイッチを押して、
を選択します。

スイッチを押します。

現在の選択が表示されます。

設定 解除する： スイッチを再
度押します。

エンジンがかかっているときにメーター
パネルの 警告灯が点灯している場
合は、 が解除されています。
警告灯および 警告灯が点灯し続け
る場合は、故障により は作動しま
せん。

警告灯に関する情報に注意してください
（ ページ）。

ディスプレイメッセージに関する情報に
注意してください（ ページ）。
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ブレーキの設定 解除

ブレーキは、ディストロニッ
ク・プラス装備車両でのみ使用できます。

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｱｼｽﾄメニューを選択
します。

または スイッチを押して、
ﾌﾞﾚｰｷを選択します。

スイッチを押します。現在の選
択が表示されます。

設定 解除する： スイッチを再
度押します。

ブレーキが解除されている
ときは、車種や仕様により、マルチファ
ンクションディスプレイのアシスト一覧
に マークが表示されます。

ブレーキについてのさらな
る情報は（ ページ）をご覧ください。

車間距離警告機能の設定 解除

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｱｼｽﾄメニューを選択
します。

または を押して、 車間距
離警告を選択します。

スイッチを押します。

現在の選択が表示されます。

設定 解除する： スイッチを再
度押します。

距離警告機能が解除されているときは、
マルチファンクションディスプレイのア
シストグラフィックに マークが表示
されます。

車間距離警告機能について、詳しくは（
ページ）をご覧ください。

ディストロニック・プラスのステアリン
グアシストの設定 解除

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｱｼｽﾄメニューを選択
します。

または を使用して、
ｽﾃｱﾘﾝｸﾞを選択します。

スイッチを押します。

現在の選択が表示されます。

設定 解除する： スイッチを再
度押します。

ディストロニック・プラスのステアリ
ングアシストが作動しているときは、
マルチファンクションディスプレイ
に ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｱｼｽﾄオンというメッ
セージﾞが表示されます。

ディストロニック・プラスのステアリン
グアシストに関するさらなる情報は（

ページ）をご覧ください。

アテンションアシストの設定 解除

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｱｼｽﾄメニューを選択
します。

または スイッチを押して、
ｱﾃﾝｼｮﾝｱｼｽﾄを選択します。

スイッチを押します。現在の選
択が表示されます。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
ｵﾌ、標準または高感度を設定します。

スイッチを押して、設定を保存
します。

アテンションアシストが解除されてい
るときは、車種や仕様により、マルチ
ファンクションディスプレイのアシス
ト一覧に マークが表示されます。
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アテンションアシストについてのさらな
る情報は（ ページ）をご覧ください。

アクティブブラインドスポットアシスト
の設定 解除

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｱｼｽﾄメニューを選択
します。

または スイッチを押して、
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｽﾎﾟｯﾄを選択します。

スイッチを押します。現在の選
択が表示されます。

設定 解除する： スイッチを再
度押します。

アクティブブラインドスポットアシスト
についてのさらなる情報は（ ペー
ジ）をご覧ください。

アクティブレーンキーピングアシストの
設定 解除

ステアリングの または ス
イッチを押して、ｱｼｽﾄメニューを選択
します。

または スイッチを押して、
ﾚｰﾝｷｰﾌﾟｱｼｽﾄを選択します。

スイッチを押します。現在の選
択が表示されます。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
オフ、標準またはアダプティブを設定
します。

スイッチを押して、設定を保存
します。

アクティブレーンキーピングアシスト
が作動しているときは、マルチファン
クションディスプレイのアシスト一覧
に明るいラインで車線マークが表示さ
れます。

アクティブレーンキーピングアシストに
関するさらなる情報は（ ページ）
をご覧ください。

メンテナンスメニュー

ﾒﾝﾃﾅﾝｽメニューでは、以下を選択するこ
とができます。

メッセージメモリーにあるディスプレ
イメッセージの呼び出し（ ペー
ジ）

タイヤ空気圧警告システムの再起動
（ ページ）

メンテナンスインジケーターの呼び出
し（ ページ）
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設定メニュー

概要

設定メニューでは、以下を選択すること
ができます。

メーター設定の変更（ ページ）

ライト設定の変更（ ページ）

車両設定の変更（ ページ）

コンフォート設定の変更（ ペー
ジ）

工場出荷時の設定に戻す（ ペー
ジ）

メーター

距離単位の選択

表示単位速度 距離：の機能により、マ
ルチファンクションディスプレイの特定
のディスプレイのキロメートルまたはマ
イル表示を選択できます。

マルチファンクションディスプレイに表
示される距離の単位を、マイル表示また
はキロメートル表示に設定できます。

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
メーターサブメニューを選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
表示単位 速度 距離：機能を選択し
ます。

選択された設定が表示されます：
または

スイッチを押して、設定を保存
します。

選択された距離の表示単位は、以下の項
目に適用されます。

ﾄﾘｯﾌﾟメニューのデジタルスピード
メーター

オドメーターとトリップメーター

トリップコンピューター

現在の燃費と走行可能距離

クルーズコントロール

可変スピードリミッター

ディストロニック・プラス

メンテナンスインジケーター画面

常時表示機能の選択

走行速度または外気温度のいずれかを、
常時マルチファンクションディスプレイ
に表示させるかを設定できます。

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
メーターサブメニューを選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
サブメーター 機能を選択します。

選択されている設定 外気温度表示ま
たは速度 ：が表示されます。

スイッチを押して、設定を保存
します。

速度は で表示されます。
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ライト

メーターパネル照明とスイッチの照度の
設定

車内のメーターパネル、ディスプレイお
よびスイッチ類の照明は、明るさディス
プレイ スイッチ：機能で調整すること
ができます。

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
ライトサブメニューを選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
明るさディスプレイ スイッチ：機能
を選択します。選択されている設定が
表示されます。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
照度をレベル からレベル （明るさ）
までのレベルに調整します。

または スイッチを押して、
設定を保存します。

ライトスイッチが 、 または
に設定されているとき、照度は

周囲の明るさに応じて変わります。

マルチファンクションディスプレイ
の照度は、メーターパネルのライトセン
サーによって自動的にコントロールされ
ます。

日中はメーターパネルのディスプレイは
点灯しません。

デイタイムドライビングライトの設定
解除の切り替え

デイタイムライト：機能は、エンジンが
停止しているときのみ設定できます。

ステアリングの または ス

イッチを押して、設定メニューを選択し
ます。

または スイッチを押して、
ライト サブメニューを選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
デイタイムライト機能を選択します。
デイタイムライト機能が設定されてい
る場合は、マルチファンクションディ
スプレイのライトの円錐形と
マークがオレンジ色で表示されます。

スイッチを押して、設定を保存
します。

デイタイムライト機能が設定され
ている場合は、昼間でもロービームヘッ
ドライトが点灯します。このため、この
機能を解除し、ライトスイッチでライト
を手動で操作してください。

インテリジェントライトシステムの設
定 解除の切り替え

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
ライト サブメニューを選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾗｲﾄｼｽﾃﾑ機能を選択します。
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾗｲﾄｼｽﾃﾑ機能が設定されてい
る場合は、マルチファンクションディ
スプレイのライトの円錐形と
マークがオレンジ色で表示されます。

スイッチを押して、設定を保存
します。



マ
ル
チ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
表
示

メニューおよびサブメニュー

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾗｲﾄｼｽﾃﾑを設定した場合は、以
下の機能が作動します。

ハイウェイモード

アクティブライトシステム

コーナリングライト

フォグランプ強化機能

ロービームヘッドライトを右側走行用に
設定している場合は、ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾗｲﾄｼｽﾃﾑ：
ｼｽﾃﾑ作動できません 右側通行設定では無
効というディスプレイメッセージが、ｲ
ﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾗｲﾄｼｽﾃﾑ機能の代わりにマルチ
ファンクションディスプレイのﾗｲﾄサブ
メニューに表示されます（ ページ）。

インテリジェントライトシステムに関す
るさらなる情報は（ ページ）をご
覧ください。

ロービームヘッドライトの左側 右側通
行の設定

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
ライトサブメニューを選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟﾛｰﾋﾞｰﾑ設定 機能を選択し
ます。

選択された設定、右側通行用または左
側通行用が表示されます。

スイッチを押して、設定を保存
します。

設定を変更すると、次に停車したとき
に変更が実行されます。

この機能は、インテリジェントライトシ
ステム装備車にのみ用意されています。
この機能を使用して、ロービームヘッド
ライトを左右対称または左右非対称に切
り替えることができます。

ロービームヘッドライトを右側通行用に
設定しているときは、ハイウェイモード
およびフォグランプ強化機能が解除され
ます。

ロービームヘッドライトを右側通行に適
した設定に切り替えるときは、メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場で作業を行
なってください。

アンビエントライトの照度の設定

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
ライト サブメニューを選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄﾗｲﾄ明るさ機能を選択します。

選択されている設定が表示されます。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
照度をオフからレベル （明るさ）ま
でのレベルに調整します。

または スイッチを押して、
設定を保存します。

アンビエントライトの色の設定

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
ライト サブメニューを選択します。

を押して確定します。
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または スイッチを押して、
ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄﾗｲﾄ ｶﾗｰ 機能を選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
ソーラー、ニュートラルまたはポー
ラーの色を設定します。

または スイッチを押して、
設定を保存します。

ロケイターライティング 車外ライト残
照機能の設定 解除

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
ライトサブメニューを選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
ﾛｹｲﾀｰﾗｲﾃｨﾝｸﾞ機能を選択します。

ﾛｹｲﾀｰﾗｲﾃｨﾝｸﾞ機能が作動している場合
は、マルチファンクションディスプレ
イのライトの円錐形と車両の周辺エリ
アがオレンジ色で表示されます。

スイッチを押して、設定を保存
します。

車外ライト残照機能を一時的に解除す
る：

車両から離れる前に、イグニッション
位置を にします。

イグニッション位置を にします。
車外ライト残照機能が一時的に解除さ
れます。

次にエンジンを始動すると、車外ライト
残照機能が再び設定されます。ﾛｹｲﾀｰﾗｲ
ﾃｨﾝｸﾞ機能を設定し、ライトスイッチを

の位置にした場合は、周囲が暗いと
きに以下の機能が作動します。

ロケイターライティング：キーで車両
を解錠すると、車外ライトが約 秒
間点灯し続けます。エンジンを始動す
るとロケイターライティングが解除さ
れ、ヘッドライト自動点灯モードに設
定されます。

車外ライト残照機能：エンジンを停止
した後、約 秒間点灯し続けます。す
べてのドアとトランクリッド テール
ゲートを閉じると、約 秒後に車外
ライトが消灯します。

ロケイターライティングおよび車外
ライト残照機能を設定してあるときは、
以下のライトが点灯します。

車幅灯

ドアミラーのロケイターライティング

ルームライト消灯遅延機能の設定 解除

ﾙｰﾑﾗﾝﾌﾟ消灯遅延機能が設定されている
ときは、エンジンスイッチからキーを
抜いた後、ルームライトが約 秒間点
灯したままになります。

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
ライト サブメニューを選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
ﾙｰﾑﾗﾝﾌﾟ消灯遅延機能を選択します。

ﾙｰﾑﾗﾝﾌﾟ消灯遅延機能が設定されてい
る場合は、マルチファンクションディ
スプレイの車両の車内がオレンジ色で
表示されます。

スイッチを押して、設定を保存
します。
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車両

スノータイヤスピードリミッターの設定

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
車両サブメニューを選択します。

を押して確定します。

または を押して、速度制限
（冬タイヤ）：機能を選択します。現在
の設定が表示されます。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
単位（ ～ ）

でスノータイヤスピードリミッターを
調整します。オフ設定で、スノータ
イヤスピードリミッターは解除され
ます。

スイッチを押して、入力を確定
します。

スノータイヤスピードリミッターに関す
るさらなる情報は（ ページ）をご
覧ください。

車速感応ドアロック機能の設定 解除の
切り替え

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
車両サブメニューを選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押し
て、車速感応ドアロック機能を選択し
ます。

車速感応ドアロック機能が設定され
ているときは、マルチファンクション
ディスプレイの車両のドアがオレンジ
色で表示されます。

スイッチを押して、設定を保存
します。

車速感応ドアロック機能が設定されてい
る場合は、走行速度が約 以上
になると自動的に集中施錠されます。

車速感応ドアロックについてのさらなる
情報は（ ページ）をご覧ください。

アンサーバック機能の設定 解除

ｷｰｱﾝｻｰﾊﾞｯｸ機能を設定している場合
は、車両を施錠したときに確認音が鳴り
ます。

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
車両サブメニューを選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
ｷｰ ｱﾝｻｰﾊﾞｯｸ機能を選択します。

ｷｰｱﾝｻｰﾊﾞｯｸ機能を設定しているとき
は、マルチファンクションディスプレ
イの&マークがオレンジ色に点灯
します。

スイッチを押して、設定を保存
します。
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コンフォート

イージーエントリー機能の設定 解除

警告
イージーエントリー機能がステアリ
ングを調整しているときは、ご自身
だけでなく、他の乗員、特にお子様
が挟まれるおそれがあります。けが
の危険性があります。
イージーエントリー機能が調整を開
始している間、ステアリングの動い
ている箇所にだれも近づかないよう
に注意してください。
挟み込まれたときは以下のように対
処してください。
メモリー機能スイッチを押します。
ステアリングが動いた方向とは逆
の方向に、ステアリング調整スイッ
チを動かします。

調整プロセスが停止します。

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
コンフォートサブメニューを選択し
ます。

を押して確定します。

または スイッチを押し
て、イージーエントリー機能を選択し
ます。

イージーエントリー機能を設定してい
るときは、マルチファンクションディ
スプレイのステアリングのアイコンが
オレンジ色で表示されます。

スイッチを押して、設定を保存
します。

イージーエントリー機能に関するさらな
る情報は（ ページ）をご覧ください。

シートベルトの調整の設定 解除の切り
替え

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
コンフォートサブメニューを選択し
ます。

を押して確定します。

または スイッチを押して、
ベルト調整機能を選択します。

ベルト調整機能が設定されている場合
は、マルチファンクションディスプレ
イの車両のシートベルトがオレンジ色
で表示されます。

スイッチを押して、設定を保存
します。

シートベルトの調整についてのさらなる
情報は（ ページ）をご覧ください。

施錠時のミラー格納の設定 解除の切り
替え

この機能は、メモリー機能装備車両での
み使用することができます（ ペー
ジ）。

ﾛｯｸ時のﾐﾗｰ格納機能を設定しているとき
は、車両を施錠したときにドアミラーが
自動的に格納されます。車両を解錠して
ドアを開いたときは、格納されたドアミ
ラーが再度展開します。

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押して、
コンフォートサブメニューを選択し
ます。
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を押して確定します。

または スイッチを押して、
ﾛｯｸ時のﾐﾗｰ格納機能を選択します。

ﾛｯｸ時のﾐﾗｰ格納機能が設定されている
場合は、マルチファンクションディス
プレイの車両のドアミラーがオレンジ
色で表示されます。

スイッチを押して、設定を保存
します。

ドアミラー格納 展開スイッチ

ﾛｯｸ時のﾐﾗｰ格納機能を設定し、ドアのス
イッチ を使用してドアミラーを格納
した場合は、自動的には展開しません（

ページ）。

スイッチ を使用してのみ、ドアミラー
を展開することができます。

工場出荷時の設定に戻す

ステアリングの または ス
イッチを押して、設定メニューを選択
します。

または スイッチを押し
て、設定初期化サブメニューを選択し
ます。

を押して確定します。

全ての設定を初期化しますか？という
メッセージが表示されます。

または スイッチを押し
て、いいえ または はいを選択します。

スイッチを押して、選択を確定
します。

はいを選択したときは、マルチファン
クションディスプレイに確認メッセー
ジが表示されます。

安全のため、全ての設定が初期化される
わけではありません。スピードリミッ
ターの制限速度（冬タイヤ）：機能は、車
両サブメニューでのみ設定できます。ラ
イトサブメニューのデイタイムドライビ
ングライトを初期化したいときは、イグ
ニッション位置を にしなければなりま
せん。

メニュー（ 車両）

ディスプレイ

デジタルスピードメーター
ギアインジケーター
シフトアップインジケーター
エンジンオイル温度
冷却水温度

スタートストップ機能ステータスインジ
ケーター（ ページ）

ステアリングの または ス
イッチを押して、 メニューを選
択します。
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メニューおよびサブメニュー

マニュアルギアシフトのとき、シフト
アップインジケーター は、エンジ
ンが過回転域に到達したことを示してい
ます。シフトアップを行なうまでは、シ
フトアップインジケーター により、
他のメッセージが暗くなります。エンジ
ンオイル温度が ℃以下の場合は、オ
イル温度は青色で表示されます。この間
は、エンジンを最大出力にしないでくだ
さい。

セットアップ

走行モード（ ）
モード（ ）またはスポーツハ

ンドリングモード（ ）
サ ス ペ ン シ ョ ン モ ー ド（

）

セットアップ画面では、走行モードや
（エレクトロニック・スタビリティ・

プログラム）モード、およびサスペンショ
ンチューニングが表示されます。

ステアリングの または ス
イッチを押して、 メニューを選
択します。

セットアップ画面が表示されるまで、
スイッチを繰り返し押します。

または

センターコンソールの スイッチ
を軽く押します（ ページ）。

レースタイマー

レースタイマーの表示と開始

ラップ
レースタイマー

クローズドレースサーキットでのみ、
レースタイマー機能を使用してくだ
さい。公道では使用しないでください。

レースタイマーは、エンジンがかかっ
ているか、またはイグニッション位置が
のときに開始できます。

ステアリングの または ス
イッチを押して、 メニューを選
択します。

レースタイマーが表示されるまで、
スイッチを繰り返し押します。

開始する： スイッチを押して、
レースタイマーを開始します。

スプリットタイムの表示

または スイッチを押して、
を選択します。

を押して確定します。スプリッ
トタイムが約 秒間表示されます。
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新しいラップの開始

レースタイマー
最速ラップタイム（ベストラップ）
ラップ

を押して を確定します。

最大 ラップまで保存することが
可能です。 ラップ目は で
のみ停止できます。

レースタイマーの停止

ステアリングの スイッチを押し
ます。

を押して を確定します。

車両を停止して、イグニッション位置を
にした場合は、レースタイマーが中断
されます。エンジンを始動し、それから

を押して を確定した場合は、
計測が再開します。

現在のラップのリセット

レースタイマーを停止します。

または を押して
を選択します。

を押して、ラップタイムを に
リセットします。

全ラップの削除

エンジンを停止した場合は、約 秒後
にレースタイマーが にリセットされ
ます。全ラップが削除されます。

保存されたラップを個々に削除すること
はできません。 ラップ目を停止した場
合は、現在のラップをリセットする必要
はありません。

現在のラップをリセットします。

を押して、 を確定します。
マルチファンクションディスプレイに

と表示されます。

スイッチを押して、 を選択し、
スイッチを押して確定します。

全ラップが削除されます。

全ラップの評価

レースタイマー全体の計測結果
全走行時間
平均速度
走行距離
最高速度

この機能は、少なくとも ラップを保存
していて、レースタイマーが停止してい
るときに表示されます。
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ステアリングの または ス
イッチを押して、 メニューを選
択します。

全体の計測結果が表示されるまで、
スイッチを繰り返し押します。

ラップの評価

ラップ
ラップタイム
ラップでの平均速度
ラップの走行距離
ラップでの最高速度

この機能は、少なくとも ラップが保
存されていて、レースタイマーが停止し
ているときに使用できます。

ステアリングの または ス
イッチを押して、 メニューを選
択します。

ラップ計測結果が表示されるまで、
スイッチを繰り返し押します。

サブメニューごとに、それぞれのラッ
プが表示されます。最速ラップは
マークが点滅することにより表示され
ます。

または スイッチを押して、
他のラップ計測結果を選択します。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ

概要

全体的な注意事項

ディスプレイメッセージはマルチファンクションディスプレイに表示されます。

取扱説明書では記号マークを伴うディスプレイメッセージを簡略化しているため、マ
ルチファンクションディスプレイのマークと異なる場合があります。

ディスプレイメッセージの指示に従って対応し、この取扱説明書の追加の注意事項に
従ってください。

特定のディスプレイメッセージには、警告音、または連続音が伴います。イグニッショ
ン位置を にすると、重要度の高い一部のメッセージを除いて、メッセージがすべて
削除されます。故障の原因が解決すると、重要度の高いメッセージも削除されます。

車両を駐停車するときは、以下に関する注意事項をお守りください。

ホールド機能（ ページ）

駐車（ ページ）

ディスプレイメッセージの消去

ステアリングの または スイッチを押して、ディスプレイメッセージを
非表示にします。

ディスプレイメッセージが消えます。

マルチファンクションディスプレイには、重要度の高いメッセージが赤色で表示され
ます。一部の重要度の高いディスプレイメッセージは非表示にはできません。

これらのメッセージは、故障や異常の原因が解決するまでマルチファンクションディ
スプレイに常時表示されます。

メッセージメモリー

マルチファンクションディスプレイは特定のディスプレイメッセージをメッセージメ
モリーに保存します。ディスプレイメッセージを呼び出すことができます。

ステアリングの または スイッチを押して、マルチファンクションディ
スプレイのメニューから ﾒﾝﾃﾅﾝｽ を選択します。

メッセージがある場合は、ディスプレイに メッセージ のように故障の件数が表
示されます。

または スイッチを押して、メッセージ を選択します。

を押して確定します。

または スイッチを押して、ディスプレイメッセージをスクロールします。
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安全システム

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

現在 使用できません
取扱説明書を参照

（アンチロック・ブレーキング・システム）、 （エ
レクトロニック・スタビリティ・プログラム）、 （ブレー
キアシスト）、 、ホールド機能、ヒルスタート
アシストが一時的に使用できない。

アダプティブブレーキライト、 プラス、 （衝突警
告システム）および ブレーキも故障している。

メーターパネルの警告灯 、 、 も点灯している。

アテンションアシストは解除されている。

電圧が低下していることがある。

警告

上記に挙げた機能を除き、ブレーキシステムは通常通り機
能し続ける。従って、ブレーキを強く効かせた場合などに
は車輪がロックするおそれがある。

ステアリング特性やブレーキ特性が著しく影響を受けるお
それがある。緊急ブレーキの状況で制動距離が伸びること
がある。

が作動しない場合は、 が車両を安定させること
ができない。

横滑りの危険性や事故の危険性が高まります。

注意して運転してください。

ディスプレイメッセージが消えた場合は、上記の機能が
再度作動します。

ディスプレイメッセージが消えないとき：

注意して運転してください。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

作動できません 取扱
説明書を参照

故障のため、 、 、 、 、ホールド機能、
ヒルスタートアシストが使用できない。

アダプティブブレーキライト、 プラス、 （衝突警
告システム）および ブレーキも故障している。

さらに、メーターパネルの 、 、 、 警告
灯も点灯している。

アテンションアシストは解除されている。

警告

上記に挙げた機能を除き、ブレーキシステムは通常通り機
能し続ける。従って、ブレーキを強く効かせた場合などに
は車輪がロックするおそれがある。

ステアリング操作やブレーキ操作が著しく影響を受けるこ
とがある。緊急ブレーキの状況で制動距離が伸びることが
ある。

が作動しない場合は、 が車両を安定させること
ができない。

横滑りの危険性や事故の危険性が高まります。

注意して運転してください。

ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を
受けてください。
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ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

作動できません 取扱
説明書を参照

故障のため、 、 、 、ホールド機能、
ヒルスタートアシストが使用できない。

アダプティブブレーキライト、 プラス、 （衝突警
告システム）および ブレーキも故障している。

さらに、メーターパネルの警告灯 と も点灯し
ている。

たとえば、自己診断が完了していないことがある。

アテンションアシストは解除されている。

警告

上記に挙げた機能を除き、ブレーキシステムは通常通り機
能し続ける。

緊急ブレーキの状況で制動距離が伸びることがある。

が作動しない場合は、 が車両を安定させること
ができない。

横滑りの危険性や事故の危険性が高まります。

注意して運転してください。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

作動できません 取扱
説明書を参照

故障のため、 （エレクトロニック・ブレーキパワー・ディ
ストリビューション） 、 、 、 、ホー
ルド機能、ヒルスタートアシストが使用できない。

アダプティブブレーキライト、 プラス、 （衝突警
告システム）および ブレーキも故障している。

さらに、メーターパネルの と 、 も点灯し、
警告音が鳴った。

警告

上記に挙げた機能を除き、ブレーキシステムは通常通り機
能し続ける。従って、ブレーキを強く効かせた場合などに
は前輪および後輪がロックするおそれがある。

ステアリング操作やブレーキ操作が著しく影響を受けるこ
とがある。緊急ブレーキの状況で制動距離が伸びることが
ある。

が作動しない場合は、 が車両を安定させること
ができない。

横滑りの危険性や事故の危険性が高まります。

注意して運転してください。

ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を
受けてください。

パーキングブレーキ
解除してください

パーキングブレーキを解除しないで走行している。警告音
も鳴った。

パーキングブレーキを解除してください。
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ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

すぐにブレーキを踏ん
でください

ホールド機能が作動しているときに、故障が発生した。

または

ホールド機能を作動させて、以下を行なった。

運転席ドアを開いて、シートベルトを外した

エンジンを停止した

一定の間隔で警告音も鳴る。車両を施錠しようとすると、
警告音がより大きくなる。

エンジンを始動することができない。

交通状況に注意しながら、ただちにブレーキペダルを
しっかり踏んで、ディスプレイメッセージが消えるまで
踏み続けます。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。エンジンを再始動することができます。

ブレーキ液レベル点
検してください

リザーブタンクのブレーキ液が不十分である。

さらに、メーターパネルの赤色の警告灯 も点灯し、
警告音が鳴った。

警告

ブレーキ性能が損なわれるおそれがある。

事故の危険性があります。

道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全に車両
を移動して、停車してください。状況を問わず、走行し
ないでください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場にご連絡ください。

ブレーキ液を補給しないでください。このことによって
問題が解消されるわけではありません。

ブレーキパッド摩耗
点検してください

ブレーキパッド ライニングの摩耗が限界に達している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

プレセーフ

作動できません 取扱
説明書を参照

の重要な機能に異常がある。エアバッグなど
の他の乗員保護装置はすべて機能している。

ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を
受けてください。

プレセーフ

機能が現在 制限され
ています 取扱説明書
を参照

ブレーキまたは （衝突警告システム）の
アダプティブブレーキアシストが一時的に作動できない。

考えられる原因：

激しい雨や雪により機能が損なわれている

ラジエターグリルとバンパーのセンサーが汚れている

周囲のテレビ・ラジオ放送局などの設備から発生してい
る電磁波などの影響により、レーダーセンサーシステム
が一時的に作動できない

車両： が解除された

システムが作動温度範囲外にある

バッテリー電圧が低すぎる

上記の原因が解消すると、ディスプレイメッセージが消える。

ブレーキが再度作動可能になります。

ディスプレイメッセージが消えないとき：

道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全に車両
を移動して停車してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

ラジエターグリルとバンパーのセンサーを清掃します
（ ページ）。

エンジンを再始動してください。

車両： を設定してください（ ページ）。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

プレセーフ

機能が現在 制限され
ています 取扱説明書
を参照

故障のため、 ブレーキまたは （衝突警告
システム）のアダプティブブレーキアシストが使用でき
ない。 プラスまたは車間距離警告も故障していること
がある。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

システム故障

工場で点検

（乗員保護補助装置）が故障している。メーターパネ
ルの警告灯 も点灯している。

警告

エアバッグやシートベルトテンショナーが不意に作動した
り、事故のときに作動しなくなるおそれがある。

けがの危険性が高まります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

乗員保護補助装置に関するさらなる情報は、（ ページ）
をご覧ください。

フロント左 シ
ステム故障 工場で点
検またはフロント右

システム故障 工
場で点検

フロント左側またはフロント右側の に異常がある。

メーターパネルの警告灯 も点灯している。

警告

エアバッグやシートベルトテンショナーが不意に作動した
り、事故のときに作動しなくなるおそれがある。

けがの危険性が高まります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

リア左 システム
故障 工場で点検また
はリア右 システ
ム故障工場で点検

警告

エアバッグやシートベルトテンショナーが不意に作動した
り、事故のときに作動しなくなるおそれがある。

けがの危険性が高まります。

リア左側またはリア右側の に異常がある。メーターパ
ネルの警告灯 も点灯している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

リア中央 システ
ム故障工場で点検

警告

エアバッグやシートベルトテンショナーが不意に作動した
り、事故のときに作動しなくなるおそれがある。

けがの危険性が高まります。

リア中央の に異常がある。メーターパネルの警告灯
も点灯している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

左ウインドウバッグ
故障 工場で点検また
は右ウインドウバッ
グ 故障 工場で点検

左側または右側のウインドウバッグが故障している。

メーターパネルの警告灯 も点灯している。

警告

左側または右側のウインドウバッグが不意に作動したり、
事故のときに作動しなくなるおそれがある。

けがの危険性が高まります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ

ライト

に関するディスプレイメッセージ

すべての が故障した場合のみ、ディスプレイメッセージは表示されます。

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

左コーナリングライ
トまたは右コーナリ
ングライト

左または右側のコーナリングライトが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

左ロービームまたは
右ロービーム

左側または右側のロービームヘッドライトが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

左リア ウインカーま
たは右リア ウイン
カー

リア左側またはリア右側の方向指示灯が故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

左フロント ウイン
カーまたは右フロン
ト ウインカー

フロント左側またはフロント右側の方向指示灯が故障し
ている。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

左ドアミラー ウイン
カーまたは右ドアミ
ラー ウインカー

左側または右側のドアミラーの方向指示灯が故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

ハイマウントブレー
キライト

ハイマウントストップライトが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

左テールライト ブ
レーキライトまたは
右テールライト ブ
レーキライト

左側または右側のテールライト ブレーキライトが故障し
ている。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

左ハイビームまたは
右ハイビーム

左または右側のハイビームヘッドライトが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

左ライセンスライト
または右ライセンス
ライト

左側または右側のライセンスライトが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

リアフォグランプ

リアフォグライトが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

左フロントパーキン
グライトまたは右フ
ロントパーキングラ
イト

フロント左側またはフロント右側のパーキングライトが故
障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

左バックライトまた
は右バックライト

左側または右側のバックライトが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

左リアサイドマーカ
または右リアサイド
マーカ

リア左側またはリア右側の車幅灯が故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

左デイタイム ドライ
ビンググライトまた
は右デイタイム ドラ
イビングライト

左側または右側のデイタイムドライビングライトが故障し
ている。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

インテリジェントラ
イト システム 作動で
きません

インテリジェントライトシステムが故障している。インテ
リジェントライトシステムを除き、ライトは作動したまま
になります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

故障 取扱説明書を参
照

車外ライトが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

オートライト 作動で
きません

ライトセンサーが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

ライトを 消してくだ
さい

車両から離れるときに、ライトが点灯したままである。警
告音も鳴っている。

ライトスイッチを にまわします。

ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾊｲﾋﾞｰﾑ ｱｼｽ
ﾄﾌﾟﾗｽ　現在使用でき
ません 取扱説明書参
照

アダプティブハイビームアシスト・プラスが解除され、一
時的に作動しない。

考えられる原因：

カメラ部分のフロントウインドウが汚れている

大雨や雪、霧により、視界が妨げられている

フロントウインドウを清掃してください。

カメラが再度完全に作動可能であることをシステムが検知
した場合は、ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾊｲﾋﾞｰﾑ ｱｼｽﾄﾌﾟﾗｽ 使用可能になりま
した というメッセージが表示されます。

アダプティブハイビームアシスト・プラスが再度作動可能
になります。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾊｲﾋﾞｰﾑ ｱｼｽﾄ
ﾌﾟﾗｽ使用できません

アダプティブハイビームアシスト・プラスが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

エンジン

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

冷却水を点検してく
ださい取扱説明書を
参照

冷却水レベルが低すぎる。

エンジン冷却システムの冷却水がかなり不足している
状態で長距離走行しないでください。エンジンを損傷する
おそれがあります。

冷却水補給時の注意事項に従って、冷却水を補給してく
ださい（ ページ）。

冷却水の減りかたが著しい場合は、メルセデス・ベンツ
指定サービス工場で点検を受けてください。

ファンモーターが故障している。

冷却水温度が ℃以下のときは、最寄りのメルセデス・
ベンツ指定サービス工場まで走行することができます。

そのときは、山道の走行や発進 停止を繰り返す走行
など、エンジンへの大きな負荷は避けてください。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

冷却水が減少停車し
てエンジンを停止

冷却水の温度が高すぎる。

警告音も鳴った。

警告

エンジンがオーバーヒートした状態では絶対に走行しない
でください。エンジンがオーバーヒートした状態で走行す
ると、エンジンルームに漏れたフルード類に引火するおそ
れがある。

ボンネットを開いたときに発生する、オーバーヒートした
エンジンからの蒸気が致命的な火傷の原因になるおそれが
ある。

けがの危険性があります。

道路や交通状況に注意しながらただちに停車し、エンジ
ンを停止してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

エンジンが冷えるまで待ってください。

雪やほこりなどにより、ラジエターへの送風が遮られ
ていないか確認してください。

ディスプレイメッセージが消え、冷却水温度が ℃
以下になるまではエンジンを再始動しないでください。

エンジンが損傷することがあります。

エンジン冷却水温度計で冷却水温度を点検してくだ
さい。

冷却水温度が再び上昇する場合は、ただちにメルセデス・
ベンツ指定サービス工場で点検を受けてください。

通常の使用条件下で指定の冷却水レベルでは、冷却水温度
が ℃に上がることがあります。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

バッテリーが充電されていない。

警告音も鳴った。

考えられる原因：

オルタネーターの故障

ベルトが切れている

電気装備の故障

道路や交通状況に注意しながら車両をただちに停車し
て、エンジンを停止してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

ボンネットを開きます。

ベルトが損傷していないか点検してください。

ベルトが切れているとき

走行しないでください。 エンジンがオーバーヒートす
るおそれがあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場にご連絡ください。

ベルトが損傷していないとき

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

給油の際 エンジンオ
イル量を 点検してく
ださい

エンジンオイルレベルが下限まで減っている。

警告音も鳴った。

次回の給油時にはエンジンオイルレベルを点検してくだ
さい（ ページ）。

必要であれば、エンジンオイルを補給してください（
ページ）。

エンジンオイルの減りかたが著しい場合は、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場でエンジンの点検を受けてくだ
さい。

エンジンオイルに関する情報は、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場におたずねください。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンオイルを
リッター 補充してく
ださい

車両：エンジンオイルレベルが低すぎる。

次回の給油時にエンジンオイルレベルを点検してくだ
さい（ ページ）。

必要であれば、エンジンオイルを補給してください（
ページ）。

エンジンオイルの減りかたが著しい場合は、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場でエンジンの点検を受けてくだ
さい。

エンジンオイルに関する情報は、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場におたずねください。

給油してください

燃料の残量が少なくなっている。

最寄りのガソリンスタンドで給油してください。

燃料タンク内に非常に少ししか燃料がない。

最寄りのガソリンスタンドで給油してください。

エアクリーナーエレ
メントを交換してく
ださい

ディーゼルエンジン車両： エンジンエアフィルターが汚れ
ているため、交換する必要がある。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

フューエルフィル
ターを 確認してくだ
さい

ディーゼルエンジン車両： 燃料フィルターに水が混入し
ている。水を抜く必要がある。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

工場で を 補
充してください 取扱
説明書を参照

の残量が減り、補充が必要なレベルになった。警
告音も鳴った。

すみやかにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で
を補充してください。

以内に
を補充してください

の残量が、表示された距離分しか残っていない。

警告音も鳴った。

すみやかにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で
を補充してください。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

ｴﾝｼﾞﾝ始動不可 工場で
を 補充してく

ださい

のタンクが空になっている。警告音も鳴った。エ
ンジンを始動することができない

ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡し
てください。

を確認 取扱説
明書を参照

システムが故障している。警告音も鳴った。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

以内に ｴﾝｼﾞﾝ始
動不可

システムが故障している。警告音も鳴った。

ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を
受けてください。

ｴﾝｼﾞﾝ始動できません

システムが故障している。警告音も鳴った。エン
ジンを始動することができない。

ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡し
てください。

走行システム

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

アテンションアシス
ト休憩しませんか？

一定の基準に基づいてアテンションアシストが運転者の
疲労や注意力低下を検知し、注意を促している。警告音も
鳴った。

必要であれば、休憩を取ってください。

長距離運転時には、早い時期に休憩を取り、身体を十分に
休ませてください。

アテンションアシス
ト作動できません

アテンションアシストが作動しない。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

または

車両があがります

選択された車高に車両が調整されている。

または

車高があがります お
待ちください

停車時の車高が下がりすぎている。警告音も鳴った。

車高が上がるまで発進しないでください。

メッセージが消えるまで待ってください。

または

停車してください 車
高が低すぎます

車高が低すぎる状態で発進した。

しばらくすると、設定された車高に マティックサスペ
ンションが車両を調整します。

道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全に車両
を移動して、停車してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

メッセージが消えるまで待ってから発進してください。

マティックサスペンションに異常がある。警告音も
鳴った。

ステアリングを大きくまわさないでください。ステアリ
ングの動きが非常に大きい場合に、フロントフェンダー
またはタイヤが損傷するおそれがあります。

擦れる音がしないか確認してください。

道路や交通状況に注意しながら、安全に車両を移動して
停車し、より高い車高を選択してください。

故障によっては、車高が上がることがあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

または

故障

マティックサスペンションの機能が制限される。車両
のハンドリング特性を損なうおそれがある。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

オフ

ホールド機能が解除されている。車が横滑りしている。

警告音も鳴った。

再度ホールド機能を作動させてください（ ペー
ジ）。

ホールド機能が解除されている。ブレーキペダルを強く
踏んだときに、作動条件が満たされていない。

警告音も鳴った。

ホールド機能の作動条件を確認してください（
ページ）。

アクティブレーン
キープアシスト現在
使用不可取扱説明書
参照

アクティブレーンキーピングアシストが解除され、一時的
に作動しない。

考えられる原因：

フロントウインドウのカメラ部分が汚れている

大雨や雪、霧などにより、視界が妨げられている

車線がない道路を長時間走行している

車線が汚れや雪などに覆われ、薄くなったり黒ずんだり
している

上記の原因が解消すると、ディスプレイメッセージが消える。

アクティブレーンキーピングアシストが再度作動可能にな
ります。

ディスプレイメッセージが消えないとき：

道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全に車両
を移動して、停車してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

フロントウインドウを清掃してください。

アクティブ レーン
キープアシスト 作動
できません

アクティブレーンキーピングアシストが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

アクティブ ブライン
ドスポット 現在使用
できません 取扱説明
書参照

アクティブブラインドスポットアシストが一時的に作動し
ない。

考えられる原因：

センサーが汚れている

激しい雨や雪により機能が損なわれている

レーダーセンサーシステムが作動温度範囲外にある

周囲のテレビ・ラジオ放送局などの設備から発生してい
る電磁波などの影響により、レーダーセンサーシステム
が一時的に作動しない

ドアミラーの黄色の 表示灯も点灯する。

上記の原因が解消すると、ディスプレイメッセージが消え
ます。

アクティブブライドスポットアシストは再度作動可能にな
ります。

ディスプレイメッセージが消えないとき：

道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全に車両
を移動して、停車してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

センサーを清掃してください（ ページ）。

エンジンを再始動してください。

アクティブ ブライン
ドスポット 作動でき
ません

アクティブブラインドスポットアシストが故障している。

ドアミラーの黄色の 表示灯も点灯する。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

パーキングアシスト
中止

運転席ドアが開き、運転席側シートベルトが着用されてい
ない。

シートベルトを着用し運転席ドアを閉じた状態で、再度
駐車操作を行なってください。

ステアリングの介入動作が行なわれているときに不意にマ
ルチファンクションステアリングに触れた。

ステアリング介入動作中は、マルチファンクションステ
アリングに触れないように注意してください。

車両が横滑りし始め、 が作動した。

この後で、アクティブパーキングアシストを再度使用し
てください（ ページ）。

パーキングアシスト
作動できません

ステアリング操作や駐車操作を何度も行なった。

約 分経過すると、アクティブパーキングアシストの機
能が再び作動します（ ページ）。

道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全に車両
を移動して、停車してください。

エンジンを停止し、再始動してください。

ディスプレイメッセージが消えないとき：

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

パークトロニックが故障している。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

パーキングアシスト
終了

車両を駐車した。警告音も鳴った。

メッセージが自動的に消えます。

ディストロニック・
プラスオフ

ディストロニック･プラスが解除されている（ ペー
ジ）。

運転者によって解除されていない場合は、警告音も鳴り
ます。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

ディストロニック・
プラス 再び使用でき
ます

一時的に使用できなくなった後、ディストロニック・プラ
スが再び使用できる状態になった。ディストロニック・プ
ラスを再び作動させることができる（ ページ）。

ディストロニック・
プラス 現在 使用でき
ません 取扱説明書を
参照

ディストロニック・プラスが一時的に作動しない。

ディストロニック・プラスのステアリングアシストも一時
的に作動しない。

考えられる原因：

激しい雨や雪により機能が損なわれている

ラジエターグリルとバンパーのセンサーが汚れている

周囲のテレビ・ラジオ放送局などの設備から発生してい
る電磁波などの影響により、レーダーセンサーシステム
が一時的に作動しない

システムが作動温度範囲外にある

バッテリー電圧が低すぎる

警告音も鳴った。

上記の原因が解消すると、ディスプレイメッセージが消える。

ディストロニックが再び作動する。

ディスプレイメッセージが消えないとき：

道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全に車両
を移動して、停車してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

ラジエターグリルとバンパーのセンサーを清掃します
（ ページ）。

エンジンを再始動してください。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

ディストロニック・
プラス 作動できま
せん

ディストロニック・プラスが故障している。

プラス（ブレーキアシストプラス）と ブ
レーキも故障している。

以下も故障していることがある。

プラス（ブレーキアシストプラス）

ブレーキ

ディストロニック・プラスのステアリングアシスト警告
音も鳴った。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

ﾃﾞｨｽﾄﾛﾆｯｸﾌﾟﾗｽ　制御
待機中

アクセルペダルを踏んだ。ディストロニック・プラスは車
両の速度を制御しなくなっている。

アクセルペダルから足を放してください。

ディストロニック・
プラス

ディストロニック・プラスの作動条件を満たしていない。

ディストロニック・プラスの作動条件を確認してくだ
さい（ ページ）。

ディストロニック・
プラスと可変ｽﾋﾟｰﾄﾞﾘ
ﾐｯﾀｰ 作動できません

ディストロニック・プラスと可変スピードリミッターが故
障している。

そのため、ディストロニック・プラスのステアリングアシ
ストが作動しない。

警告音も鳴った。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｱｼｽﾄ現
在使用できません 取
扱説明書参照

ディストロニック・プラスのステアリングアシストが一時
的に作動しない。

考えられる原因：

フロントウインドウのカメラ部分が汚れている

大雨や雪、霧などにより、視界が妨げられている

車線がない道路を長時間走行している

車線が汚れや雪などに覆われ、薄くなったり黒ずんだり
している

上記の原因が解消すると、ディスプレイメッセージが消える。

ディストロニック・プラスのステアリングアシストは再度
作動可能になります。

ディスプレイメッセージが消えないとき：

道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全に車両
を移動して、停車してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

フロントウインドウを清掃してください。

ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｱｼｽﾄ

作動できません

ディストロニック・プラスのステアリングアシストが故障
している。

ただし、ディストロニック・プラス機能はまだ使用できる。

警告音も鳴った。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

クルーズコントロー
ル と 可変スピードリ
ミッター 作動できま
せん

クルーズコントロールと可変スピードリミッターが故障し
ている。

警告音も鳴った。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

制限速度 踏み応えがあるところを越えるまでアクセルペダルを踏ん
でも（キックダウン）、可変スピードリミッターが作動し
ない。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

クルーズコントロー
ル

クルーズコントロールの作動条件を満たしていない。

たとえば、 以下で速度を記憶させようとした。

設定可能な状況であれば、 以上で走行し、ク
ルーズコントロールを設定してください。

クルーズコントロールの作動条件を確認してください
（ ページ）。

タイヤ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

タイヤ空気圧

空気圧点検後 タイヤ
空気圧

タイヤ空気圧警告システムがタイヤからの急激な空気の漏
れを検知した。

警告音も鳴った。

警告

タイヤ空気圧が低すぎると、以下の危険が生じるおそれが
ある。

負荷および車両速度が高まった場合は特に、タイヤが
バーストすることがある。

タイヤが過度に、また不均一に摩耗し、タイヤの駆動力
が著しく損なわれることがある。

ステアリング操作やブレーキ操作などの走行特性が著し
く損なわれることがある。

事故の危険性があります。

急ハンドルや急ブレーキを避けて停車してください。そ
のときは、交通状況に注意してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

タイヤを点検し、必要であれば、タイヤがパンクしたと
きの指示に従ってください（ ページ）。

タイヤ空気圧を点検し、必要であれば適正な空気圧に調
整してください。

適正なタイヤ空気圧に調整した後に、タイヤ空気圧警告
システムを再起動してください（ ページ）。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

タイヤ空気圧 警告シ
ステム

警告システム再始動

タイヤ空気圧警告システムによりディスプレイメッセージ
が表示された後に、再始動されていない。

すべてのタイヤの空気圧を適正に調整してください。

タイヤ空気圧警告システムを再起動してください（
ページ）。

タイヤ空気圧 警告シ
ステム

作動できません

タイヤ空気圧警告システムに異常がある。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

車両

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

ブレーキを踏んで

レンジからシフト

ブレーキペダルを踏まずに、トランスミッションのセレク
ターレバーを 、 、 に動かそうとした。

ブレーキペダルを踏んでください。

ｼﾌﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾝが では
ないため

車が動く恐れが あり
ます

トランスミッションがポジション 、 、または のとき
に運転席ドアを開いた。

警告音も鳴った。

トランスミッションをポジション にシフトしてくだ
さい。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

シフトチェンジせず
工場で点検

故障のため、トランスミッションのポジションを変更する
ことができない。

警告音も鳴った。

シフトポジション が選択されている場合：

トランスミッションをポジション からシフトしない
で、メルセデス・ベンツ指定サービス工場まで走行して
ください。

シフトポジション 、 、または が選択されている場合：

メルセデス・ベンツ指定サービス工場にご連絡ください。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

停車中のみ

レンジにシフト で
きます

車両が動いている。

道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全に車両
を移動して、停車してください。

トランスミッションをポジション にシフトしてくだ
さい。

N セダン：トランクリッドが開いている。

トランクリッドを閉じてください。

A ステーションワゴン： テールゲートが開いている。

警告

エンジンがかかっているときは、テールゲートが開いてい
る場合に、排気ガスが車内に入るおそれがある。

中毒の危険性があります。

テールゲートを閉じてください。

Mまたは

?

ボンネットが開いている。警告音も鳴った。

警告

車両が動いているときは、開いたボンネットで視界が遮ら
れることがある。

事故の危険性があります。

道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全に車両
を移動して、停車してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

ボンネットを閉じてください。

アクティブフード 故
障取扱説明書を参照

故障、またはすでに作動したため、アクティブボンネット
（歩行者保護システム）が作動しない。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

C いずれかのドアが開いている。警告音も鳴った。

すべてのドアを閉じてください。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

_
左リア バックレス
トロックされていま
せんまたは右リア
バックレスト ロック
されていません

分割可倒式リアベンチシート装備のセダン：

左側または右側のリアバックレストがロックされてい
ない。

警告音も鳴った。

ロックされるまで、バックレストを後方に押してくだ
さい。

D
パワーステアリング
故障 取扱説明書を参
照

ステアリングのパワーアシストが故障している。

警告音も鳴った。

警告

ステアリング操作に大きな力を使用することが必要になる。

事故の危険性があります。

必要とされる大きな力を加えてステアリングを操作する
ことができるかどうかを確認してください。

安全にステアリング操作ができる場合：メルセデス・
ベンツ指定サービス工場まで注意しながら走行してくだ
さい。

安全にステアリング操作ができない場合：走行しないで
ください。最寄りのメルセデス・ベンツ指定サービス工
場に連絡してください。

圏外 車両がネットワークプロバイダーの送受信範囲外にある。

マルチファンクションディスプレイに電話 待ち受けと
表示されるまで待ってください。

ウォッシャー液を 補
充してください

ウォッシャー液リザーブタンクのウォッシャー液レベルが
最低レベルまで下がっている。

ウォッシャー液を補給してください（ ページ）。
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ディスプレイメッセージ

キー

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

キーが違います

エンジンスイッチに別の車両のキーを差し込んでいる。

正しいキーを使用してください。

キーを交換してくだ
さい

キーを交換する必要がある。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

キーの電池を交換し
てください

キーの電池が消耗している。

電池を交換してください（ ページ）。

キーを認識できま
せん（赤色のメッセー
ジ）

キーが車内にない。

警告音も鳴った。

エンジンを停止すると、車の施錠やエンジン始動ができな
くなる。

周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全
な場所に停車してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

キーを探してください。

電磁波などの影響により、エンジンがかかっているときに
システムがキーを認識できない。

警告音も鳴った。

周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全
な場所に停車してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行ってくだ
さい。
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ディスプレイメッセージ

ディスプレイメッセージ 考えられる原因および影響 解決方法

キーを認識できま
せん（白色のメッセー
ジ）

システムがキーを認識できない。

キーレスゴースイッチ操作ができる位置にキーを移動し
てください。

それでもキーがシステムに認識されないとき：

エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行ってくだ
さい。

キーが 車内にあり
ます

施錠時にシステムが車内にキーがあると判断している。

キーを車から遠ざけてください。

スタートボタンを外
し キーを入れてくだ
さい

キーが常時認識されない。

キーレスゴー機能が一時的に故障しているか異常がある。

警告音も鳴った。

エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってく
ださい。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

ドアを閉めてから
ロックしてください

いずれかのドアが開いている。 警告音も鳴った。

すべてのドアを閉じてから、再度施錠操作を行ってくだ
さい。
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メーターパネルの警告灯および表示灯

メーターパネルの警告灯および表示灯

安全性

シートベルト

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

フロントドアを閉じ
てエンジンを始動す
ると、赤色のシート
ベルト警告灯が点
灯する。

運転席または助手席の乗員がシートベルトを着用してい
ない。

シートベルトを着用してください（ ページ）。

警告灯が消灯します。

助手席シートの上に荷物を置いている。

助手席シートに置いてある荷物を、別の安全な場所に収
納してください。

警告灯が消灯します。

赤色のシートベルト
警告灯が点滅し、断
続的な警告音も鳴っ
た。

運転席または助手席の乗員がシートベルトを着用してい
ない。その状態で、約 以上の速度で走行している。
または速度が一時的に約 を超えた。

シートベルトを着用してください（ ページ）。

警告灯が消灯し、警告音も鳴り止みます。

助手席シートの上に荷物を置いている。 その状態で、約
以上の速度で走行している。または速度が一時

的に約 を超えた。

助手席シートに置いてある荷物を、別の安全な場所に収
納してください。

警告灯が消灯し、警告音も鳴り止みます。
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メーターパネルの警告灯および表示灯

安全システム

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンがかかっ
ているときに黄色の
ブレーキ警告灯が点
灯する。

警告

ブレーキシステムが故障しているため、ブレーキの作動に
影響を与えるおそれがある。

事故の危険性があります。

マルチファンクションディスプレイにメッセージが表示
されているときは、そのメッセージに従ってください。

注意して運転してください。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

走行中に赤色のブ
レーキ警告灯が点
灯する。警告音も鳴っ
た。

パーキングブレーキを解除しないで走行している。

パーキングブレーキを解除します。

警告灯は消灯し、警告音も鳴り止みます。

エンジンがかかっ
ているときに赤色の
ブレーキシステム警
告灯が点灯する。警
告音も鳴った。

警告

ブレーキのブースト機能が故障しているため、ブレーキの
作動に影響を与えるおそれがある。

事故の危険性があります。

周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全
な場所に停車してください。状況を問わず、走行しない
でください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場にご連絡ください。

マルチファンクションディスプレイのメッセージに従っ
てください。
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メーターパネルの警告灯および表示灯

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンがかかっ
ているときに赤色の
ブレーキシステム警
告灯が点灯する。警
告音も鳴った。

リザーブタンクのブレーキ液が不十分である。

警告

ブレーキの性能が損なわれるおそれがある。

事故の危険性があります。

周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安全
な場所に停車してください。状況を問わず、走行しない
でください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

絶対にブレーキ液を補給しないでください。このことに
よって問題が解消されるわけではありません。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場にご連絡ください。

マルチファンクションディスプレイのメッセージに従っ
てください。
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メーターパネルの警告灯および表示灯

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンがかかってい
るときに黄色の
警告灯が点灯する。

故障のため、 （アンチロック・ブレーキング・システム）
が解除されている。そのため、 （ブレーキアシスト）、

プラス、 （衝突警告システム）、 （エレク
トロニック・スタビリティ・プログラム）、 、

ブレーキ、ホールド機能、ヒルスタートアシ
ストおよびアダプティブブレーキライトなども解除され
ている。

アテンションアシストは解除されている。

警告

上記に挙げた機能を除き、ブレーキシステムは通常通り機
能し続ける。そのため、ブレーキを強く効かせた場合など
には車輪がロックするおそれがある。

ステアリング操作やブレーキの作動が大幅に損なわれるお
それがある。緊急ブレーキの状況で制動距離が伸びること
がある。

が作動しない場合は、 が車両を安定させること
ができない。

横滑りの危険性や事故の危険性が高まります。

マルチファンクションディスプレイのメッセージに従っ
てください。

注意して運転してください。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

コントロールユニットが故障している場合は、ナビ
ゲーションシステム、オートマチックトランスミッション
など、他のシステムも作動しなくなることがある。
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メーターパネルの警告灯および表示灯

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンがかかっ
ているときに黄色の

警告灯が点灯す
る。警告音も鳴った。

故障のため が使用できない。そのため、 、 、
プラス、 （衝突警告システム）、 、 、

ブレーキ、ホールド機能、ヒルスタートアシ
ストおよびアダプティブブレーキライトなども使用でき
ない。

アテンションアシストは解除されている。

警告

上記に挙げた機能を除き、ブレーキシステムは通常通り機
能し続ける。そのため、ブレーキを強く効かせた場合など
には前輪および後輪がロックするおそれがある。

ステアリング操作やブレーキ特性が大幅に損なわれるおそ
れがある。緊急ブレーキの状況で制動距離が伸びることが
ある。

が作動しない場合は、 が車両を安定させること
ができない。

横滑りの危険性や事故の危険性が高まります。

マルチファンクションディスプレイのメッセージに従っ
てください。

注意して運転してください。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。



マ
ル
チ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
表
示

メーターパネルの警告灯および表示灯

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンがかかっ
ているときに赤色
のブレーキ警告灯、
黄色の および

解 除 警 告 灯、
黄色の 警告灯
が点灯する。

故障のため、 および は使用できない。そのた
め、 、 プラス、 （衝突警告システム）、 、

、 ブレーキ、ホールド機能、ヒル
スタートアシストおよびアダプティブブレーキライトなど
も使用できない。

アテンションアシストは解除されている。

警告

上記に挙げた機能を除き、ブレーキシステムは通常通り機
能し続ける。そのため、ブレーキを強く効かせた場合など
には前輪および後輪がロックするおそれがある。

ステアリング操作やブレーキ特性が大幅に損なわれるおそ
れがある。緊急ブレーキの状況で制動距離が伸びることが
ある。

が作動しない場合は、 が車両を安定させること
ができない。

横滑りの危険性や事故の危険性が高まります。

マルチファンクションディスプレイのメッセージに従っ
てください。

注意して運転してください。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

走行中に黄色の
警告灯が点滅する。

車が横滑りをするおそれがあるか、少なくとも つの車輪
が空転し始めているため、 やトラクションコントロー
ルが作動している。

クルーズコントロールやディストロニック・プラスが解除
される。

発進するときは、アクセルペダルを必要以上に踏み込ま
ないでください。

走行中は緩やかに加速してください。

路面と天候の状態に合わせて運転してください。

を解除しないでください。

例外については（ ページ）をご覧ください。
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メーターパネルの警告灯および表示灯

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンがかかっ
ているときに黄色の

解除警告灯が点
灯する。

が解除されている。

警告

が解除されている場合は、 は車両を安定させる
ことはできない。

横滑りの危険性や事故の危険性が高まります。

再度 を設定してください。

例外については（ ページ）をご覧ください。

路面と天候の状態に合わせて運転してください。

が設定できない場合：

注意して運転してください。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で の点検を
受けてください。

車両のみ：

エンジンがかかっ
ているときに黄色の
スポーツハンドリン
グモード警告灯が点
灯する。

スポーツハンドリングモードになっている。

警告

スポーツハンドリングモードがオンになっている場合、
は車両を安定させることができない。

横滑りの危険性や事故の危険性が高まります。

スポーツハンドリングモードに切り替えるときは、 ス
ポーツハンドリングモードの設定 解除 の項目に記載
されている条件に必ず従ってください（ ページ）。
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メーターパネルの警告灯および表示灯

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンがかかっ
ているときに黄色の

警告灯と黄色の
解除警告灯が点

灯する。

故障のため、 、 、 プラス、 （衝突警告
システム）、 、 ブレーキ、ホールド
機能、ヒルスタートアシストおよびアダプティブブレーキ
ライトが使用できない。

アテンションアシストは解除されている。

警告

上記に挙げた機能を除き、ブレーキシステムは通常通り機
能し続ける。

緊急ブレーキの状況で制動距離が伸びることがある。

が作動しない場合は、 は車両を安定させること
ができない。

横滑りの危険性や事故の危険性が高まります。

マルチファンクションディスプレイのメッセージに従っ
てください。

注意して運転してください。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

エンジンがかかってい
るときに赤色の
警告灯が点灯する。

（乗員保護補助装置）に故障がある。

警告

エアバッグやシートベルトテンショナーが不意に作動した
り、事故のときに作動しなくなるおそれがある。

けがの危険性が高まります。

注意して運転してください。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場で の点検を
受けてください。

乗員保護補助装置に関するさらなる情報は、（ ページ）
をご覧ください。
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メーターパネルの警告灯および表示灯

エンジン

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンがかかっ
ているときに黄色の
エンジン警告灯が点
灯する。

以下のシステムが故障している可能性がある。

エンジン制御システム

燃料噴射システム

排気システム

イグニッションシステム（ガソリンエンジン車）

フューエルシステム

排出ガス中の成分が基準値を超えたため、エンジンがエ
マージェンシーモードになっている可能性がある。

すみやかにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

ディーゼルエンジン搭載車両：燃料タンクが空になっている。

燃料の補給後、エンジン始動操作を ～ 回繰り返し
てください。

黄色のエンジン警告灯が消灯すると、エマージェンシー
モードが解除されます。車の点検を受ける必要はありま
せん。

エンジンがかかっ
ているときに黄色の
燃料残量警告灯が点
灯する。

燃料の残量が少なくなっている。

最寄りのガソリンスタンドで給油してください。

エンジンがかかっ
ているときに赤色の
冷却水警告灯が点
灯する。エンジン冷
却水温度計の指針が
下限にある。

冷却水温度計の温度センサーが故障している。

冷却水温度を確認することができない。 冷却水の温度が
高すぎる場合は、エンジンが損傷するおそれがある。

周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに停車
し、エンジンを停止してください。 状況を問わず、走
行しないでください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場にご連絡ください。
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メーターパネルの警告灯および表示灯

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンがかかっ
ているときに赤色の
冷却水警告灯が点
灯する。

リザーブタンクの冷却水量がかなり不足している。

冷却水量が正常なときは、ラジエターへの送風が遮られ
ているか、ラジエターの冷却ファンが故障しているおそれ
がある。

冷却水の温度が高すぎて、エンジンが十分に冷却されてい
ない。

マルチファンクションディスプレイのメッセージに従っ
てください。

周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに停車
し、エンジンを停止してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

車から降り、エンジンが冷えるまで車から安全な距離を
確保してください。

冷却水の点検・補給時の注意事項（ ページ）に従っ
て、冷却水量を点検の上、冷却水を補給してください。

冷却水の減りかたが著しい場合は、メルセデス・ベンツ
指定サービス工場でエンジン冷却システムの点検を受け
てください。

雪やほこりなどにより、ラジエターへの送風が遮られ
ていないか確認してください。

冷却水温度が約 ℃以下に下がるまではエンジンを
再び始動しないでください。エンジンを損傷するおそれ
があります。

最寄りのメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を
受けてください。

山道の走行などでエンジンに大きな負荷をかけたり、発
進 停止を繰り返したりしないでください。
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メーターパネルの警告灯および表示灯

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

エンジンがかかってい
るときに赤色の冷却水
警告灯が点灯する。
警告音も鳴った。

冷却水温度が約 ℃を超えている。ラジエターへの送風
が遮られているか、冷却水量がかなり不足している可能性
がある。

警告

エンジンが十分に冷却されないため、エンジンが損傷する
おそれがある。

エンジンが過熱した状態では絶対に走行しないでくだ
さい。

エンジンが過熱した状態で走行すると、エンジンルームに
漏れたフルード類に引火するおそれがあります。

ボンネットを開いただけで、過熱したエンジンからの蒸気
で重度の火傷をするおそれがあります。

けがの危険性があります。

マルチファンクションディスプレイのメッセージに従っ
てください。

周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに停車
し、エンジンを停止してください。

車両が動き出さないように固定してください（
ページ）。

車から降り、エンジンが冷えるまで車から安全な距離を
確保してください。

冷却水の点検・補給時の注意事項（ ページ）に従っ
て、冷却水量を点検の上、冷却水を補給してください。

冷却水の減りかたが著しい場合は、メルセデス・ベンツ
指定サービス工場でエンジン冷却システムの点検を受け
てください。

雪やほこりなどにより、ラジエターへの送風が遮られ
ていないか確認してください。

冷却水温度が約 ℃以下のときは、最寄りのメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場まで走行することができ
ます。

山道の走行などでエンジンに大きな負荷をかけたり、発
進 停止を繰り返したりしないでください。
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メーターパネルの警告灯および表示灯

走行システム

トラブル 考えられる原因および影響 解決方法

走行中に赤色の車間距
離警告灯が点灯する。

設定された速度に対し、先行車との車間距離が近すぎる。

車間距離を広げてください。

走行中に赤色の車間距
離警告灯が点灯する。
警告音も鳴った。

進行方向にいる車両または静止している障害物に急速に接
近している。

ただちにブレーキをかける準備をしてください。

交通状況に注意して運転してください。ブレーキ操作や
危険回避操作が必要となることがあります。

ブレーキについてのさらなる情報は（ ペー
ジ）をご覧ください。

（衝突警告システム）の距離警告機能についてのさら
なる情報は（ ページ）をご覧ください。
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全体的な注意事項、重要な安全上の注意事項、著作権の情報

システムは例えば以下のこと
を考慮せずに目的地までのルートを検索
します。

信号

一時停止および優先標識

駐車または停車の規制

道路の道幅の狭さ

その他の道路や交通ルール、規則

システムは地図上のデータが
実際の状況と違う場合には、適切でない
走行案内をすることがあります。例えば、
ルートが変更されたり、または一方通行
の方向が変わったときです。

このため、走行中は、道路や交通ルール、
規則を常に遵守してください。
システムの走行案内よりも道路や交通
ルール、規則を常に優先してください。

わずか の速度でも、車両は
秒あたり の距離を進むことを念頭
においてください。

著作権の情報

全体的な注意事項

車両やその電子部品で使用されている
フリーのオープンソースソフトウェア
のライセンスの情報を以下のウェブ
サイトで見つけることができます：

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

全体的な注意事項

本章では、 システムの基本操
作が記載されています。詳細はデジタル
版取扱説明書をご覧ください。

重要な安全上の注意事項

警告
走行中に車両のマルチファンクショ
ンディスプレイや システ
ムの操作を行なうと、交通状況に対す
る注意が払われなくなります。また
車両のコントロールを失うおそれが
あります。事故の危険性があります。
交通状況が安全なときにのみ、マル
チファンクションディスプレイや

システムを操作するように
してください。安全が確保されない
場合は、必ず安全な場所に停車して
から操作してください。

システムを操作するときは、
関連する法規に従ってください。
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機能の制限、 システムの操作システム

機能の制限

安全のために、車両走行中は
システムのいくつかの機能が制限された
り、利用できないことがあります。この
ことは、例えば、メニュー項目が選択で
きなかったり、 システムにこ
の結果に対するメッセージが表示される
ことで、ご確認いただけます。

システムの操作システム

概要

ディスプレイ（ ページ）
シングル ドライブ付き コン
トロールパネル

コントローラー（ ページ）

システムを使用して以下の基
本機能が操作できます。

ナビゲーションシステム

オーディオ機能

電話機能

ビデオ機能

システムの設定

オンラインとインターネッ
ト機能

デジタル版取扱説明書

以下のようにして基本機能を呼び出すこ
とができます。

対応する機能スイッチを使用して

ディスプレイの基本機能
バーを使用して
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システムの操作システム

ディスプレイ

ディスプレイの概要

ラジオの表示例

ステータスバー 時刻および電話機能の現在の状況を表示
します。

オーディオメニューの呼び出し 選択されている基本機能（ここではオー
ディオ）が白色で強調されています。三
角はこの基本機能に選択可能なサブメ
ニューがあることを示します。

基本機能バー 基本機能バーから希望する基本機能を呼
び出すことができます。
選択されている基本機能は白色で強調さ
れます。

表示 選択ウインドウ 作動している基本機能・モード（ここで
はオーディオ機能のラジオモード）の内
容を表示します。

ラジオメニューバー 作動している基本機能・モード（ここで
はオーディオ機能のラジオモード）の他
の機能を表示します。
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システムの操作システム

メニュー概要

ナビ オーディオ 電話 映像 システム アイコン

地図表示切替 ラジオ 電話 テレビ 設 定 メ
ニューを呼
び出す

デジタル
版取扱説
明書を呼
び出す

表示形式 ディスク アドレス帳 ビデオ
オンライ
ンとイン
ターネッ
トを呼び
出す

表示 メモリー
カード

外部入力

地図アイコン
表示

ミ ュ ー
ジックレ
ジスター

設定 メ モ
リー

案内中止 案
内再開

メディア
インター
フェース

コンパス
オーディオ

外部入力

設定メニューの概要

設定 日時 シート 画面オフ

画面設定 自動時刻
設定のオン
オフを切り替
える

運転席 助手
席の設定を変
更する

ディスプレイ
のオフ

音声認識設定 手動時刻設定

リアビューカメラまたは °
カメラ

時刻 日付形
式の設定
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システムの操作システム

設定 日時 シート 画面オフ

言語

フェイバリットボタン

データインポート エクスポート

リセット

メニュー項目の °カメラ が表示されている場合は、システムから 画面
を呼び出すことができます。
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システムの操作システム

コントロールパネル

機能 ページ

最後に選択されていた
オーディオモード（例：
ラジオモード）に切り替
える

ナビゲーションモードに切
り替える
設定メニューを表示する

最後に選択されていたビ
デオモード（例：テレビ
モード）に切り替える

電 話 基 本 メ ニ ュ ー
（ イ ン タ ー
フェースによる電話機能）
を呼び出す
アドレス帳を呼び出す

挿入 排出スイッチ

放送局サーチ機能を使用し
て放送局を設定する
早戻し
前のトラックを選択する

機能 ページ

ディスクスロット
を挿入する
を排出する

放送局サーチ機能を使用
して放送局を設定する
早送り
次のトラックを選択する

クリアスイッチ
文字を削除する
項目を削除する
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システムの操作システム

機能 ページ

ミュート
ハンズフリーマイクのオ
ン オフを切り替える
ナビゲーションの音声案
内を停止する

通話を受ける
番号をダイヤルする
リダイヤル
保留中の通話を受ける

コントローラー

概要

① コントローラー

コントローラーを使用して
ディスプレイのメニュー項目

を選択できます。

以下のことができます。

メニューまたはリストの呼び出し

メニューまたはリスト内のスクロール

メニューまたはリストの終了

機能 ページ

テンキー
放送局プリセットによっ
て放送局を選択する
手動で放送局を登録する

携帯電話を認証する
電話番号の入力
文字入力
メモリーから天気予報
の場所を選択する
再生されている現在

のトラックを表示する
文字バーのあるリス

ト：文字の設定を切り替
える

選択リストとしての
リスト：文字の設定
（カタカナ アルファベッ
ト）を切り替える

周波数を手動で入力
して放送局を選択する

トラックを選択する

システムのオ
ン オフの切り替え
音量の調整

メモリーカードス
ロット

設定メニューを呼び出す

通話を拒否する
通話を終える
保留中の通話を拒否する
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システムの操作システム

操作

例： コントローラーを操作する

コントローラーは以下のよう
なことができます。

軽く押す、または押して保持する

時計回り、または反時計回りにまわす

左右にスライドする

前後にスライドする

斜めにスライドする

操作の例

説明では、操作の順番は以下のような記
載になります。

スイッチを押します。

最後に選択されていたオーディオソー
スがオンになります。

コントローラーをスライド
して 、オーディオ を選択し、押し
て 確定します。

オーディオメニューが表示されます。

コントローラーをまわして
、ミュージックレジスター のよ

うに他のオーディオソースを選択し、
押して 確定します。

ミュージックレジスターがオンになり
ます。

コントローラーのスイッチ

概要

リターンスイッチ（ ページ）
クリアスイッチ（ ページ）
シート機能スイッチ
お気に入りスイッチ

車両にシート機能スイッチがない場
合は、 つのお気に入りスイッチがあり
ます。

車両： コントローラー
にはスイッチ と のみがあります。

リターンスイッチ

スイッチを使用してメニューを終了
したり、現在の操作モードの基本画面を
呼び出すことができます。

メニューを終了する： スイッチ
を軽く押します。

システムは現在の操作モー
ドのなかで、一つ上のメニュー階層に
切り替わります。

基本画面を呼び出す： スイッチ
を押して保持します。

システムは現在の操作モー
ドの基本表示に切り替わります。
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オンラインとインターネット機能

クリアスイッチ

個々の文字を削除する： スイッ
チを軽く押します。

入力全体を削除する： スイッチ
を押して保持します。

シート機能のスイッチ

スイッチを使用して、シートの調整
機能を呼び出すことができます。

お気に入りスイッチ

★スイッチにあらかじめ機能を設定し、
スイッチを押して呼び出すことができ
ます。

オンラインとインター
ネット機能

デジタル版取扱説明書の情報

デジタル版取扱説明書には、以下の項目
に関する情報が記載されています。

インターネットアクセスデータの選
択 設定

オンラインとインター
ネット

ローカル検索

目的地 ルートのダウンロード

天気表示

インターネット

全体的な注意事項

アクセスの条件

警告
走行中に車両のマルチファンクショ
ンディスプレイや システ
ムの操作を行なうと、交通状況に対す
る注意が払われなくなります。また
車のコントロールを失うおそれがあ
ります。事故の危険性があります。
交通状況が安全なときにのみ、マル
チファンクションディスプレイや

システムを操作するように
してください。安全が確保されない
場合は、必ず安全な場所に停車して
から操作してください。

システムを操作するときは、
関連する法規に従ってください。

オンライン機能とインターネットアクセ
スは、 インターフェースを
介して利用することができます。

機能を使用するには、以下の条件が必要
です。

携 帯 電 話 が プ ロ
ファイル（ ：ダ
イヤルアップネットワーク）をサ
ポートしていて、 経由で

システムに接続されてい
る。 プロファイルは
携帯電話のインターネットへのダイヤ
ルアップ接続を確立させることができ
ます。

携帯電話でデータ通信が可能である。

接続されている携帯電話用の携帯電話
ネットワークプロバイダーのアクセス
データが、 システムで設定
されている（ ページ）。
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接続されている携帯電話が
プロファイル（パーソナル

エリアネットワーク）をサポートしてい
る場合は、自動設定機能を使用できます
（ ページ）。

適合している携帯電話の詳しい情報
は、メルセデス・ベンツ指定サービス工
場へお問い合わせください。

携 帯 電 話 に よ っ て は、
プロファイルをオンにしな

ければならないものもあります（携帯電
話の取扱説明書をご覧ください）。

携帯電話の中には同時に つの
プロファイルのみをサポー

トするものがあります（例：
電話機能のハンズフリープロファイル
およびオーディオストリーミングの

オーディオプロファイル）。
さらにインターネット接続を確立させた
ときは、 オーディオ経由で
の再生が停止することがあります。

不適切なアクセスデータを使用する
と、追加の費用が発生することがあり
ます。これは、契約と違う項目や、他の
契約 データパッケージの項目を使用
したときに発生します。

利用規約は、 システムが
初めて使用されたとき、およびそれ以降
年に 度表示されます。車両が停止し
ているときにのみ、利用規約を読んで同
意してください。

車両が動いている間は、インター
ネットのページは表示できません
（ ページ）。
インターネットデータ オプションを選
択し、データをインポート エクスポー
トしたときは、携帯電話のネットワーク
プロバイダーのパスワードは保存されま
せん。

インターネットに再度接続するときは、
以下のように進めます。

ステップ ：携帯電話のネットワーク
プロバイダーを削除します。

ステップ ：携帯電話のネットワーク
プロバイダーを再度選択する（オプ
ション ）か、手動で設定します（オ
プション ）。

車両が走行している間の接続障害

以下の場合は、接続が切断されることが
あります。

特定の地域において、携帯電話のネッ
トワーク範囲が不十分なとき

携帯電話の送信 受信エリア（携帯電
話の基地局）を他に移動して空いてい
るチャンネルがないとき

使用可能なネットワークに適してい
ない カードを使用しているとき

機能の制限

以下の状況のときは、携帯電話を使用で
きなかったり、携帯電話を使用できなく
なったり、使用できるようになるまでに
待たなければならないことがあります。

携帯電話の電源が入っていないとき

システムの 機
能がオフになっているとき

携帯電話の 機能がオフ
になっているとき

携帯電話が携帯電話のネットワークに
ログインしていないとき

携帯電話ネットワークと携帯電話がと
もに、電話とインターネット接続の同
時使用が認められていないとき
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使用している携帯電話と携帯電話
ネットワークによっては、インターネッ
トに接続しているときは着信できないこ
とがあります。

ローミング

ローミングで システムのイン
ターネットおよびオンライン機能を使用
しているときは、追加の費用が発生する
ことがあります。このときは、 カー
ドがデータローミングをできるようにし
なければなりません。携帯電話のネット
ワークプロバイダーがローミングパート
ナーとデータローミングの契約を結ん
でいない場合は、インターネット接続を
確立できないことがあります。データ
ローミングを避けたい場合は、携帯電話
のデータローミングの機能を非作動にし
てください。

アクセスデータの設定

概要

接続された携帯電話のインターネットア
クセスデータは、携帯電話のネットワー
クプロバイダーから取得することができ
ます。 システムでのインター
ネットアクセスデータに必要な設定は、
以下に記載されています。

選択された 手動で設定された携帯電話
のネットワークプロバイダーは、選択
設定されたときに接続されている携帯電
話のみで有効です。再接続されたときは
携帯電話のネットワークプロバイダーは
自動的に設定されます。

ローミングにより、 オン
ラインとインターネット機能を使用する
と、追加料金が発生することがあります。

車両が停止しているときにアクセス
データを設定してください。交通状況か
ら注意がそれて、事故の原因になったり、
お客様や他の方がけがをするおそれがあ
ります。

インターネットアクセスデータの選択
設定

携帯電話のネットワークプロバイダーの
リストを呼び出す

コントローラーをまわして
、基本機能バーで アイコンを

選択し、押して 確定します。

カルーセルビュー（マルチウインドウ）
が表示されます。

コントローラーをスライド
してから 、まわして 、 設定
を選択し、押して 確定します。
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携帯電話を初めて システム
に接続するときは、あらかじめ選択さ
れている携帯電話のネットワークプロ
バイダーはありません。プロバイダー：
に選択されていませんというメッセー
ジが続きます。

携帯電話が接続されていて、携帯電話
のネットワークプロバイダーが選択
されている場合は、携帯電話のネット
ワークの名称が プロバイダー： の後
に表示されます。

コントローラーを押します 。

携帯電話のネットワークプロバイダー
のリストが表示されます。

ネットワークプロバイダーを追加する場
合は、プロバイダー追加を選択します。

携帯電話のネットワークプロバイダーの
アクセスデータを設定するためには、以
下のオプションがあります。

オプション ：

携帯電話のネットワークプロバイダーの
あらかじめ設定されたアクセスデータを
選択する（ ページ）。
オプション ：

自動設定を選択する。このオプションは、
接続されている携帯電話が

（パーソナルエリアネットワーク）
プロファイルをサポートしている場合に
のみ、プロバイダーのリストに表示され
ます（ ページ）。

オプション ：

携帯電話のネットワークプロバイダー
のアクセスデータを手動で設定する
（ ページ）

オプション ：携帯電話のネットワーク
プロバイダーのアクセスデータの選択

プロバイダーの検索

コントローラーをまわして
、携帯電話のネットワークプロバ

イダーのリストでプロバイダー追加を
選択し、押して 確定します（
ページ）。

プロバイダー選択を選択します。

使用可能な携帯電話のネットワークプ
ロバイダーのリストが表示されます。

携帯電話のネットワークプロバイ
ダーのアクセスデータが接続している携
帯電話で一度選択されると、携帯電話が
接続されるたびに再び読み込まれます。
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接続している携帯電話の カー
ドおよび関連するデータパッケージ（ア
クセス設定）を提供している携帯電話
のネットワークプロバイダーのアクセス
データを設定してください。他のネット
ワークのアクセスデータは選択しないで
ください。

携帯電話のネットワークプロバイダーに
よっては、複数のアクセスデータを提供
していることがあります。これは、使用
しているデータパッケージなどによって
異なります。

携帯電話のネットワークプロバイダーに
つのアクセス設定のみがある場合：

コントローラーをまわして
、携帯電話のネットワークプロ

バイダーを選択し、押して 確定し
ます。

メニューが表示されます。

あらかじめ設定されているアクセス
データを確認する：編集 を選択し、
で確定します。アクセスデータのリ

ストが表示されます。

アクセスデータを確認します（
ページ）。
保存を選択し、押して 確定します。

携帯電話のネットワークプロバイダー
のリストが表示されます。プロバイ
ダーのアクセスデータを受信します。

アクセスデータを編集する： 携帯電
話のネットワークプロバイダーのアク
セスデータの手動設定 （ ペー
ジ）に記載されているように進めてく
ださい。

編集したアクセスデータを確定する
と、携帯電話のネットワークプロバイ
ダーのリストが表示され、選択したプ
ロバイダーが表示されます。

携帯電話のネットワークプロバイダーに
複数のアクセス設定がある場合：

コントローラーをまわして
、適切なアクセス設定を選択し、

押して 確定します。

メニューが表示されます。

アクセス設定を確認する： 編集 を選
択し、押して 確定します。

アクセスデータのリストが表示され
ます。

アクセスデータを確認します（
ページ）。
保存を選択し、押して 確定します。

携帯電話のネットワークプロバイダー
のリストが表示されます。プロバイ
ダーのアクセスデータを受信します。

アクセスデータを編集する： 携帯電
話のネットワークプロバイダーのアク
セスデータの手動設定 （ ペー
ジ）に記載されているように進めてく
ださい。
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編集したアクセスデータを確定する
と、携帯電話のネットワークプロバイ
ダーのリストが表示され、選択したプ
ロバイダーが表示されます。

選択したプロバイダーがある携帯電話のネット
ワークプロバイダーのリスト

現在選択されているアクセス設定（項目
の前の で示されています）が接続され
ている携帯電話で使用されています。

オプション ：アクセスデータの自動設定

要 件： 経 由 で 電 話 が
システムに接続されていて、

プロファイルをサポー
トしていなければなりません。

オプション ：

電話がまだインターネットアクセスに設
定されていない場合

コントローラーをスライド
してから 、まわして 、基本機
能バーで アイコンを選択し、押し
て 確定します。

自動設定が可能であることを知らせる
メッセージが表示されます。

はい を選択し、押して 確定します。

オプション ：

コントローラーをまわして
、携帯電話のネットワークプロバ

イダーのリストで 自動設定 を選択し、
押して 確定します（ ページ）。
携帯電話から設定データが転送され
ます。設定が成功した場合は、ドット
が自動設定の前に表示されます。

オプション 携帯電話のネットワークプ
ロバイダーのアクセスデータの手動設定

コントローラーをまわして
、携帯電話のネットワークプロバ

イダーのリストでプロバイダー追加を
選択し、押して 確定します（
ページ）。

アクセスデータのリストを呼び出す
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プロバイダー追加を確定します。アク
セスデータのリストが表示されます。
標準的な名前 が プロバ
イダ名：欄に自動的に入力されます。
ここで項目を作成することができ
ます。

アクセスデータの説明

入力欄 意味

プロバイダ
名：

携帯電話のネット
ワークプロバイダー
のリストに表示され
るプロバイダーの名
前。名前を自由に選
択できます。
標 準 的 な 項 目 は

です。

電話番号 接続を確立するため
のアクセス番号
アクセス番号は

プロバイダーによっ
て異なります。

アクセスポイ
ント：

アクセスポイ
ントネーム（

：アクセ
スポイント名）
ネットワークの

アクセスポイントは
入力されている必要
はありません。

アクセスポイントに
接続する際の設定
です。

入力欄 意味

ユーザー ： ユーザー は携帯
電話のネットワーク
プロバイダーから取
得することができ
ます。
すべての携帯電

話のネットワークプ
ロバイダーで入力が
必要なわけではあり
ません。

パスワード パスワードは携帯電
話のネットワークプ
ロバイダーから取
得することができ
ます
すべての携帯電

話のネットワークプ
ロバイダーで入力が
必要なわけではあり
ません。
パスワードは

データをインポー
ト エクスポートす
ると失われます。
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入力欄 意味

アドレ
ス：

アドレス
（

：ド メ イ ン
ネームサービス） は
自動的に決めるか、
手動で入力すること
ができます。必要な
情報は携帯電話の
ネットワークプロバ
イダーから取得する
ことができます。
ほとんどの携帯

電話のネットワーク
プロバイダーは 自
動機能をサポートし
ています。マニュ
アルオプション を
選択すると、通常
は アドレスを
入力する必要があり
ます。

：
：

サーバーのア
ドレスを手動で入
力するための欄。ア
ドレスは携帯電話の
ネットワークプロバ
イダーから取得する
ことができます

接続の確立 終了

接続を確立する

接続の確立の条件は、 全体的な注意事
項（ ページ）に記載されています。
オプション ： コントロー
ラーをまわして 、基本機能バー
で アイコンを選択し、押して 確
定します。

カルーセルビュー（マルチウインドウ）
が表示されます。

ま た は お
気に入り パネルが前面になるまで

コントローラーをまわすか
、スライドします 。

オプション ：ウェブアドレス（
ページ）を入力します。
どちらのオプションも、 コ
ントローラーを押します 。

インターネットの接続が確立され
ます。
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作動しているインターネット接続は
マーク で識別されます。例は、メ
ルセデス・ベンツアプリメニューを示
しています。

接続を中止する：接続を確立している
間に、押して 中止 を確定します。

または

システムまたはマルチファ
ンクションステアリングの ス
イッチを押します。

インターネット接続の作動と同時に
電話の通話が行われる場合は、 マー
クが に表示されます。使用されてい
る携帯電話および携帯電話のネットワー
クによっては、インターネット接続は作
動したままになります。

接続を終了する

システムまたはマルチファ
ンクションステアリングの ス
イッチを押します。

または

カルーセルビュー（マルチウインドウ）
の右下にあるハサミマークを選択し
て、押して 確定します。

携帯電話でインターネット接続を中
止すると、 システムは再接続
しようとします。そのため、
システム、またはマルチファンクション
ステアリング経由で接続を常に閉じるよ
うにしてください。

インターネットラジオ

全体的な注意事項

オーディオデータを効果的に送信するた
めには、良好なインターネット接続が必
要です。

インターネットラジオを使用していると
きは、比較的大きな量のデータが送信さ
れることを念頭においてください。 秒
当たり平均 のデータ転送速度で、
時間当たり のデータが転送され

ます。

データを受信している間は、放送局の
データ転送速度が表示されます。

インターネットラジオの呼び出し

コントローラーをスライド
してから 、まわして 、基本機
能バーで アイコンを選択し、押し
て 確定します。

カルーセルビュー（マルチウインドウ）
が表示されます。

コントローラーをまわして
、 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾗｼﾞｵ のパネルを前面に

し、押して 確定します。

インターネットラジオのメニューが表
示されます。
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放送局検索

インターネットラジオのメニューで検
索を選択します。

検索条件のあるリストが表示され
ます。

条件を選択し、押して 確定します。

検索条件としての例として、ナビゲー
ションの目的地の近くにあるインター
ネットラジオの放送局を設定することが
できます。

放送局への接続

放送局を検索します。

メニューでインターネットラジオ
（再生）を選択し、押して 確

定します。

呼び出しが行なわれます。

データストリームが中断された場合は、
接続を再確立するための試みが自動的に
行なわれます。

接続の手動再確立

メニューでインターネットラジオ
（再生）を選択し、押して 確

定します。

データ転送の終了

メニューでインターネットラジオ
（停止）を選択し、押して 確

定します。

または

例えば ﾃﾞｨｽｸ のような、他のオーディ
オソースに切り替えます。

ナビゲーションなどのオーディオソー
スでない基本機能に切り替えた場合は、
データ接続はオンのままになります。設
定した放送局を聴き続けることができ
ます。

インターネット

表示制限

インターネットのページは走行中は表示
できません。

ウェブサイトを呼び出す

カルーセルビュー（マルチウインドウ）
を呼び出す

コントローラーをスライド
してから 、まわして 、基本機
能バーで アイコンを選択し、押し
て 確定します。

カルーセルビュー（マルチウインドウ）
が表示されます。

ウェブアドレスを入力することができ
ます。

ウェブアドレスの入力

文字バーまたはテンキーのどちらかを使
用してウェブアドレスを入力できます。
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コントローラーをスライド
してから 、まわして 、
を選択し、押して 確定します。

入力メニューが表示されます。

文字バーを使用して入力する：入力行
にウェブアドレスを入力します。

最初の文字を入力行に入力するとすみ
やかに、リストがその下に表示され
ます。入力した文字で始まるウェブア
ドレスと、すでに呼び出されたウェブ
アドレスがリストに表示されます。

初めて呼び出したときはリストは空欄
です。

ウェブアドレスを入力した後に、
コントローラーをスライド

してから 、まわして 、
マークを選択し、押して 確定し
ます。

ウェブサイトが呼び出されます。

ウェブサイトを操作する

手順 動作

コントローラー
をまわす 。

リンク、文字欄
または選択リス
トなどの選択可
能な項目が移動
し、強調され
ます。

コントローラーを
スライドする
左右

前後

斜め

ページのポイン
ターを動かし
ます。

コントローラー
を押す 。

メニューを呼び
出す、または選
択した項目を開
きます。

を押す 前のページを呼
び出します。

を押す インターネット
のブラウザー
を、または複数
が開いていると
きは現在のウ
インドウを閉じ
ます。
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収納エリア

警告
エンジンは、一酸化炭素などの有毒
な排気ガスを排出します。エンジン
をかけた状態（特に車両が走行中）
でトランクリッド テールゲートが
開いたままになっていると、排気ガ
スが車内に入る可能性があります。
中毒を起こすおそれがあります。
トランクリッド テールゲートを開
く前に、必ずエンジンを停止してく
ださい。トランクリッド テールゲー
トを開いたまま走行しないでくだ
さい。

荷物の積み方は車両の走行安定性に大き
く影響します。荷物を積むときは、以下
の点に注意してください。

・  荷物を運搬するときは、最大車両総重
量および許容軸重（乗員を含む）を超
えないようにしてください。

・  荷物はトランク ラゲッジルームに積
むことをお勧めします。

・  重い物はできるだけラゲッジルームの
前方の低い位置に積んでください。

・  荷物を車内に積むときは、シートの
バックレストよりも高く積み上げない
でください。

・  トランクに荷物を積むときは、必ずリ
アシートまたはフロントシートのバッ
クレストに接するように積んでくだ
さい。シートバックレストがしっかり
と固定されていることを確認してくだ
さい。

・  なるべく乗員のいない席の後方に荷物
を積み込んでください。

・  荷物固定用リングおよびラゲッジネッ
トを荷物や積載物を運搬するために使
用してください。

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

収納エリア

積載のガイドライン

警告
荷物や重い荷物が固定されていない、
または十分に固定されていないと、す
べったり、放り出されて乗員にぶつ
かるおそれがあります。特にブレーキ
操作時や急な進路変更時にけがをす
る可能性があります。
荷物は放り出されないように、必ず
収納してください。走行前に、荷物
や積載物などがすべったりひっくり
返ったりしないように固定されてい
ることを確認してください。
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・  荷物の大きさと重さに適した荷物固定
用リングおよび固定具のみを使用して
ください。

・  ラゲッジルームに荷物を運び込むとき
は、ネット一体式ラゲッジルームカ
バーを必ず取り付けてください。

・  強度のある耐摩耗性の荷物固定用スト
ラップなどを使用して、荷物を確実に
固定してください。鋭い角のある荷物
は、角の部分にカバーをしてください。

荷物固定用のアクセサリーは、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場でお求
めください。

収納スペース

重要な安全上の注意事項

警告
車内の荷物が適切に積載されてい
ないと、荷物がずれたり投げ出され
たりして乗員にぶつかるおそれがあ
ります。特に急ブレーキや急な進路
変更をすると、けがのおそれがあり
ます。
・  このような状況でも荷物が投げ出
されないように積載してください。

・  収納物は必ず小物入れ、収納ネッ
トまたはラゲッジネットからはみ
出さないようにしてください。

・  走行中は、ロック可能な小物入れ
は閉じてください。

・  重たいもの、硬いもの、とがってい
るもの、鋭利なもの、壊れやすい
もの、大きなものは必ずトラン
ク ラゲッジルームに積載してく
ださい。

積載のガイドライン（ ページ）を
お守りください。

グローブボックス

開く：ハンドル を引き、グローブ
ボックスのカバー を開きます。

閉じる：固定されるまで、グローブボッ
クスのカバー を起こします。

グローブボックス内を換気すること
ができます（ ページ）。

エマージェンシーキーでグローブボック
スを施錠 解錠できます。

施錠する：エマージェンシーキーをキー
シリンダーに差し込んで、時計回りに
°まわし、施錠位置 にします。

解錠する：エマージェンシーキーをキー
シリンダーに差し込んで、反時計回り
に °まわし、解錠位置 にします。
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アームレスト下の小物入れ

車両

開く：左側のスイッチ または右側
のスイッチ を押します。

小物入れが開きます。

車両を除く全車種

開く：ハンドル を上に引きます。
アームレストが開きます。
アームレスト内の小物入れには、
ポート、およびメディアインター

フェースが装備されています。メディア
インターフェースは、 または
プレーヤーなどの携帯オーディオ機器用
の汎用インターフェースです（デジタル
版取扱説明書をご覧ください）。

フロントシート下の小物入れ

警告
小物入れの最大積載量を超えた場合
は、カバーが収納物の飛び出しを防
ぐことができない可能性があります。
収納物が小物入れから飛び出し、乗
員にぶつかる可能性があります。特
に急ブレーキや急な進路変更をする
と、けがのおそれがあります。
小物入れの最大積載量を決して超え
ないようにしてください。重い荷物
はトランク ラゲッジルームに固定
して収納してください。

小物入れの最大積載量は です。

開く：ハンドル を引き上げ、カバー
を前方に引き出します。
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後席の小物入れ

開く：アームレスト を引き下げ
ます。

アームレストカバー を引き上げ
ます。

収納ネット

収納ネットは、助手席足元およびトラン
ク ラゲッジルーム左側および右側にあ
ります。

積載のガイドライン（ ページ）お
よび収納スペースに関する安全上の注意
事項（ ページ）をお守りください。

スキーバッグ

スキーバッグを開き、スキーを積載する

警告
固定用ストラップと組み合わせたス
キーバッグはスキー板以外の物を固
定することはできません。
以下のような場合は、たとえば急ブ
レーキまたは事故のときに車両乗員
が衝撃を受けるおそれがあります。
・  スキーバッグで他の重い物または
鋭利な形状の物を運搬する

・  固定用ストラップでスキーバッグ
を固定していない

事故やけがの危険性があります。ス
キーバッグにはスキー板のみを収納
してください。動き回らないように
スキーバッグを固定用ストラップで
常に固定してください。

リアシートのアームレストを引き出し
ます。

ロック解除ノブ を同時に押し、カ
バー を下に倒します。
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スキーバッグ を車内に引き、広げ
ます。

トランクリッドを開きます。

ロック解除スイッチ を押し下げ
ます。

カバーが下方に開きます。

トランク内から、スキー板をスキー
バッグに通します。

スキーバッグの内部でスキーが確実に
固定されるまで、結んでいない端でス
トラップ を引いて締めます。

フック を固定リング に固定し
ます。

ストラップを引いて締め付けます。

スキーを取り出し、スキーバッグを収
納する

本のストラップを緩めます。

フック を固定リング から外し
ます。

スキーバッグからスキー板を取り出し
ます。

トランク奥にあるカバーを閉じます。

スキーバッグのしわを伸ばしてたたみ
ます。

スキーバッグをバックレストに収納し
ます。
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カバーを閉じます。

スキーバッグを使用しないときは、
必ずトランク奥にあるカバーを閉じてく
ださい。車内からトランクへのアクセス
を防止することができます。

スキーバッグを取り外す

清掃または乾燥させたい場合は、スキー
バッグを取り外すことができます。

トランクリッドを開きます。

カバー①のロック解除スイッチを押し
下げます。

カバーが開きます。

ロック解除タブ を引きます。

スキーバッグがフレーム ごと外れ
ます。

後席のスルーローディング

スルーローディングは、トランクから開
きます。

リアシートのアームレストを引き下げ
ます。

ロック解除スイッチ を押し下げ
ます。

カバーが下方に開きます。

積載のガイドライン（ ページ）を
お守りください。

リアシートのスルーローディング（セ
ダン）

重要な安全上の注意事項

警告
リアベンチシート リアシートと
シートバックレストが固定されてい
ない場合、急ブレーキまたは事故のと
きに、前に倒れる可能性があります。
・  これにより、乗員はリアベンチシー
ト リアシートまたはシートバッ
クレストによってシートベルトに
押さえ込まれます。シートベルト
は、充分な保護効果を発揮するこ
とができず、さらにけがをするお
それがあります。
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左右いずれかのリアシートバックレス
トのロック解除ハンドル を手前に
引きます。

対応する側のリアシートバックレスト
のロックが解除されます。

後席のシートバックレストのヘッドレ
ストが下がります。

リアシートバックレスト を前方に
倒します。

必要に応じて、運転席または助手席側
のシートバックレストを移動します。

シートのバックレストを起こす

リアシートバックレストを起こすと
きは、シートベルトが挟まれていないこ
とを確認してください。損傷するおそれ
があります。

必要に応じて、運転席または助手席
シートを前方に移動します。

・  トランクの荷物や重い荷物はシー
トバックレストで固定することは
できません。

けがをする危険性が高まります。
走行前に、必ずシートバックレスト
およびリアベンチシート リアシー
トが固定されていることを確認して
ください。

積載のガイドライン（ ページ）を
お守りください。

左右リアシートのバックレストを別々に
倒して、トランク容量を拡大することが
できます。

シートのバックレストを前方に倒す

リアシートバックレストの一方また
は両方を倒すと、接触を防ぐために、対
応する側のフロントシートが必要に応じ
て少し前方に移動します。

必要であれば、運転席または助手席
シートを前方に移動してください。

トランクを開きます。
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リアシートバックレスト を起こし
てロックします。

リアシートバックレストが確実にロッ
クされていないときは、メーターパネ
ル内のマルチファンクションディスプ
レイに警告メッセージが表示され、警
告音が鳴ります。

必要に応じて、ヘッドレストの高さを
調整します（ ページ）。

必要に応じて、運転席または助手席側
のシートバックレストを移動します。

分割可倒式シートを使用しないとき
は、必ずリアシートバックレストをロッ
クしてください。車内からトランクへの
アクセスを防止することができます。

リアシートの スルーロー
ディング（ステーションワゴン）

重要な安全上の注意事項

警告
リアシートのバックレストがロック
されていない場合は、急ブレーキま
たは事故のときに前に倒れる可能性
があります。
・  これにより、リアシートのバック
レストにより乗員が挟まれるおそ
れがあります。シートベルトは、
充分な保護効果を発揮することが
できず、さらにけがをするおそれ
があります。

・  ラゲッジルームの荷物や重い荷物
は、バックレストで固定すること
はできません。

けがをする危険性が高まります。
走行前に、必ずバックレストがロック
されていることを確認してください。

積載のガイドライン（ ページ）を
お守りください。

リアシートのバックレストを前方に倒す

リアシートバックレストを前方に
倒すときは、シートクッションの上に荷
物が置かれていないことを確認します。
荷物やリアシートが損傷するおそれがあ
ります。

ラゲッジルーム容量を拡大するため、左
右リアシートのバックレストは別々に
倒すことができます。

ラゲッジルームカバーとネットを取り付
けた状態で、バックレストを倒すことが
できます。

リアシートバックレストの一方また
は両方を前方に倒すときは、必要であれ
ばヘッドレストも下げてください。また、
後方のシートとの接触を防ぐために、対
応するフロントシートが少し前方に移動
します。
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必要であれば、運転席または助手席
シートを前方に移動してください。

ラゲッジルーム後部左右 または
バックレスト左右端部付近 にある
ロック解除ハンドルを引きます。

ロック解除ハンドルを引いた側のバッ
クレストが前方に倒れます。

必要であれば、運転席または助手席側
のシートバックレストを移動します。

リアシートのバックレストを起こす

リアシートバックレストを起こすと
きは、シートベルトが挟まれていないこ
とを確認してください。損傷するおそれ
があります。

必要に応じて、運転席または助手席
シートを前方に移動します。

シートバックレスト を起こして
ロックします。

リアシートバックレストが確実にロッ
クされていないときは、メーターパネ
ル内のマルチファンクションディスプ
レイに警告メッセージが表示され、警
告音が鳴ります。

必要であればヘッドレストを調整し
ます（ ページ）。

必要に応じて、運転席または助手席側
のシートバックレストを移動します。

荷物の固定

フック（セダン）

分割可倒式リアシート非装備車両には、
トランクルーム内に 個の荷物固定用
フックがあります。

荷物固定用リング

全体的な注意事項

荷物を固定するときは、以下の点に注意
してください。

・  積載のガイドライン（ ページ）
をお守りください。

・  荷物固定用リングを使用して、荷物を
固定してください。

・  荷物固定用リングには均等に力がかか
るようにしてください。

・  伸縮性のあるストラップやネットは
軽い荷物のずれを防ぐためのもの
です。これらを使用して荷物を固定し
ないでください。

・  固定用具が荷物のとがった部分や角に
当たらないようにしてください。

・  鋭い角のある荷物は、角の部分にカ
バーをしてください。
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トランク ラゲッジルーム

固定用リング （セダン）

固定用リング （ステーションワゴン）

バッグフック

警告
バッグフックは重い荷物やラゲッジ
ルームの積載物を固定することはで
きません。荷物やラゲッジルームの
積載物が飛び出す可能性があり、ブ
レーキ操作や急な進路変更で乗員に
ぶつかる可能性があります。けがの
危険性があります。
バッグフックには軽い荷物のみをか
けてください。バッグフックに硬い
もの、鋭利なもの、壊れやすい物を
かけないでください。

バッグフックには、約 以上の荷
物をかけないでください。バッグフック
は、荷物を固定する目的で使用しないで
ください。

ステーションワゴン

引き出す：バッグフック の矢印部
分を押します。

バッグフック が引き出されます。

格納する：バッグフック を押して
ロックします。

ラゲッジルームカバー
（ステーションワゴン）

重要な安全上の注意事項

警告
ラゲッジルームカバーは、重い荷物や
ラゲッジルームの積載物、重量物な
どを固定することはできません。固
定されていない積載物が、急な進路
変更やブレーキ操作または事故のと
きなどにぶつかる可能性があります。
けがや致命的なけがをする危険性が
高まります。
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荷物は放り出されないように、必ず
収納してください。ラゲッジルーム
カバーを使用していても、重い荷物
やラゲッジルームの積載物、重量物
などがすべったり、放り出されるこ
とを防ぐために、荷物固定用ストラッ
プなどで固定してください。

荷物を車内に積むときは、ラゲッジ
ルーム内の荷物をサイドウインドウ下端
より高く積み上げないでください。ラ
ゲッジルームカバーの上に重い物を載せ
ないでください。

ラゲッジルームカバーとセーフティネッ
トは、ネット一体式ラゲッジルームカ
バーとして、ラゲッジルーム左右の固定
部に取り付けられています。

テールゲートを開くと、ラゲッジルーム
カバーが自動で上がり、荷物を容易に収
納できます。テールゲートを閉じると、
ラゲッジルームカバーが自動で下がり
ます。

ラゲッジルームカバーを使用していると
きは、テールゲートが閉じてラゲッジカ
バーが下がるときに、動きを妨げる障害
物がラゲッジルーム内にないようにし
ます。障害物があるときは、ラゲッジルー
ムカバーが再度上がります。

ラゲッジルームカバーの展開 収納

展開する：グリップハンドル でラ
ゲッジルームカバー を後方に引き、
左右の固定部に掛けます。

収納する：ラゲッジルームカバー
を左右のフックから外し、完全に収納
されるまで、グリップハンドル を
持ちながら収納します。
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ネット一体式ラゲッジルームカバーの
取り付けと取り外し

ネット一体式ラゲッジルームカバーの取
り付け 取り外しを行なう際は、シート
バックレストを前方に倒して左側リアド
アから作業を行ないます。

セーフティネットとラゲッジルームカ
バーが収納されていることを確認して
ください。

取り外す：左右リアシートのバックレ
ストを倒します。

スイッチ を押します。

ネット一体式ラゲッジルームカバーの
左側を前方に動かした後、後方に引き、
左側の固定部 から外します。

ネット一体式ラゲッジルームカバーを
右側の固定部 から外します。

取り付ける：ネット一体式ラゲッジ
ルームカバーを押し上げて右側の固定
部 に取り付けます。

ネット一体式ラゲッジルームカバーを
左側の固定部 に押し込んで、ロッ
クさせます。

赤色のロックステータスインジケー
ター が見えないことを確認してく
ださい。インジケーターが見える場合
は、ネット一体式ラゲッジルームカ
バーが確実にロックされていません。

リアシートバックレストへのネット一体
式ラゲッジルームカバーの取り付け

前方に倒したリアシートのバックレ
ストにネット一体式ラゲッジルームカ
バーを取り付けた場合は、バックレスト
を起こさないでください。

左右リアシートのバックレストを前方
に倒します（ ページ）。

ネット一体式ラゲッジルームカバー
を 箇所のガイド に差し込み、

停止するまで矢印の方向に押し上げ
ます。
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セーフティネット（ステーションワゴ
ン）

重要な安全上の注意事項

警告
セーフティネットは、重い荷物やラ
ゲッジルームの積載物、重量物など
を固定することはできません。固定
されていない積載物が、急な進路変
更やブレーキ操作または事故のとき
などにぶつかる可能性があります。
けがや致命的なけがをする危険性が
高まります。
荷物は放り出されないように、必ず
収納してください。セーフティネッ
トを使用していても、荷物や重い荷
物がすべったり、放り出されること
を防ぐために、荷物固定用ストラッ
プなどで固定してください。

シートのバックレストの高さを超える小
物を車両に積載する場合は、セーフティ
ネットを使用することが特に重要になり
ます。安全上の理由により、荷物を運搬す
るときは常にセーフティネットを使用し
てください。

ラゲッジルームを拡大しないときのセー
フティネットの取り付け

タブ でセーフティネットを引き上
げ、固定部 に掛けます。

ラゲッジルームを拡大したときのセーフ
ティネットの取り付け

セーフティネットがリアシートバック
レスト（ ページ）に取り付けら
れていることを確認します。

タブ でセーフティネットを引き上
げ、固定部 に掛けます。

テールゲートのコートフック

コートフック
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コンビニエンスボックス
（セダン）

重要な安全上の注意事項

警告
積載面が上に動くときに、

コンビニエンスボックスのフ
レームに手が挟まれるおそれがあり
ます。けがの危険性があります。
積載面が上に動くときは、積載面の
作動範囲内に手を入れていないこと
を確認してください。誰かが挟まれ
た場合は、積載面の中央を下方に慎
重に押してください。

コンビニエンスボックス
を引き出すときは、ボックスのフレーム
に物が触れていないことを確認してくだ
さい。また、上からフレームが押されない
ように注意してください。ボックスが損
傷するおそれがあります。

鋭利な形状の物や先の尖った物、ま
たは壊れやすい物は、 コン
ビニエンスボックスを損傷し、そして投
げ出されることがあります。けがの危険
性があります。

コンビニエンスボックスで
は、鋭利な形状の物や先の尖った物、ま
たは壊れやすい物は運搬しないでくだ
さい。これらの、または類似の物は常に、

コンビニエンスボックスの
外側のトランクに収納し、固定してくだ
さい。

コンビニエンスボック
スの最大積載量を超えた場合は、物が

コンビニエンスボックスか
ら投げ出され、車内の乗員にぶつかるお
それがあります。特に急ブレーキや急な
進路変更をすると、けがのおそれがあり
ます。

常に コンビニエンスボック
スの最大積載量に従ってください。重い
物は常に、 コンビニエンス
ボックスの外側のトランクに収納し、固
定してください。

コンビニエンスボックスの
最大積載量は です。約 以上の
荷物では、トランクフロアマットに接す
るまでボックスの底面を下方に動かし
ます。そのようにして、ボックスの過荷
重を防ぎます。

様々な位置への高さ調整

ハンドル で、矢印の方向に停止す
るまでボックスを引き出します。

積載面を下げる：積載面 が好みの
位置になり、ボックスが好みの大きさ
になるまで、積載面 の中央部を矢
印の方向に手で押し下げます。

積載面を上げる：スイッチ を押し
ます。

ボックスの積載面 が自動的に上が
ります。
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ボックスを収納する：停止するまでハ
ンドル でボックスを押します。

取り外しと取り付け

取り付ける：ボックス のリテーナー
を取り付け穴 に差し込みます。

ボックス を持ち上げて、フック
を固定部 にいっぱいまで差し込み
ます。

左側のノブ を時計回りに、右側の
ノブ を反時計回りにそれぞれ °
まわします。

取り外す：左側の回転ノブ を反時
計回りに、右側の回転ノブ を時計
回りに °まわします。

ボックス を下げ、手前に引いて固
定部 から外します。

取り外した コンビニエ
ンスボックスは、棚などの平らな場所に
保管してください。

トランクフロアボード下の収納スペー
ス（セダン）

トランクリッドを閉じる前にハンド
ルを外し、ハンドルがはみ出さないよう
に確実に戻します。ハンドルが損傷する
おそれがあります。

トランクフロアボード下の収納スペース
には、タイヤフィットキット、車載工具
などが収納されています。

開く：ハンドル を上に引きます。

ハンドル をウェザーストリップ
にかけます。
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フロアボード（ステー
ションワゴン）

重要な安全上の注意事項

警告
フロアボードが開いてい

るときに運転する場合は、障害物が
投げ出され、車両乗員にぶつかるお
それがあります。特に急ブレーキや
急な進路変更をすると、けがの危険
性があります。
走行前に フロアボード
を常に閉じてください。

フロアボードが完全に
開いているときは、無理な力を加えない
でください。 フロアボード
のヒンジが損傷するおそれがあります。

サウンドシステム装備車両：
フロアボードは取り外さ

ないでください。アンプモジュールが
フロアボードの下側にねじ

止めされているため、 フロ
アボードを取り外すと、ケーブル類また
はアンプが損傷する原因となります。

フロアボードの開閉

インサートの下には、タイヤフィット
キットまたは応急用スペアタイヤおよび
車載工具キットなどがあります。

開く：テールゲートを開きます。

凹凸部を押さえながら、ハンドル
を下方 に押します。

ハンドル が浮き上がります。

ハンドル で フロアボー
ド を矢印の方向に引き、側面 の
好みの位置に固定します。

閉じる： フロアボードを
固定部から外して後方に引きます。

ロックされるまで、 フロ
アボードを下方に押します。

フロアボードの取り付けと取り外し

ネット一体式ラゲッジルームカバー
（ ページ）を取り外します。
取り外す： フロアボード
を上図の位置に持ち上げます。
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取り付ける： フロアボー
ド を上図の位置にして、音がして
固定されるまで押し込みます。

テールゲートシルプロテ
クター（ステーションワゴン）

テールゲートを閉じる前に、
テールゲートシルプロテクターを

フロアボードの下側に固定
してください。

テールゲートシルプロテク
ターが損傷する原因になります。

テールゲートシルプロテク
ターは、 フロアボード下側
にマグネットで取り付けられています。

荷物を積むときに衣服が汚れたり、塗装
面に傷がつくのを防止します。

フロアボードを開きます。
（ ページ）

タブ を使用して テー
ルゲートシルプロテクター をマグ
ネットから外し、ローディングシルの
上に置きます。

フロアボードを閉じます。

ルーフキャリア

重要な安全上の注意事項

警告
ルーフに荷物を積むと、車両の重心位
置が上がり、走行特性が変化します。
ルーフの最大積載量を越える場合、走
行特性や、ステアリング操作、ブレー
キ操作が大幅に損なわれるおそれが
あります。事故の危険性があります。
運転スタイルを状況に合わせ、ルー
フの最大積載量を決して超えないで
ください。

ルーフラックは、メルセデス・ベン
ツ車用に認定された推奨品の使用をお勧
めします。推奨品以外の製品を取り付け
ると車両を損傷するおそれがあります。

ルーフラックに荷物を積むときは、走行
中に車両を損傷しないように確実に固定
してください。

ルーフラックを取り付けるときは、以下
の点を確認してください。

・  スライディングルーフ パノラミック
スライディングルーフをチルトアップ
したときに接触しないこと

・  トランクリッド テールゲートを開い
たときに接触しないこと

・  ルーフのアンテナがルーフラックに接
触しないこと

カバーやルーフの損傷を防ぐため、
カバーを開くために金属製の物やかたい
物を使用しないでください。

最大積載量は です。
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ルーフラックが正しく固定されてい
ない、またはルーフの積載量が適切で
ない場合は、車両から脱落する場合があ
ります。必ず、ルーフラックメーカーの
装着説明書の指示に従ってください。

ルーフキャリアを取り付ける（セダン）

スチールルーフまたはスライディングルーフ装
備車両（イラスト）

パノラミックスライディングルーフ装備車

カバー を矢印の方向に注意して開
きます。

カバー を上方に起こします。

ルーフラックはカバー の下のマウ
ント部に装着します。

ルーフラックの装着方法については、
製品に添付されている取扱説明書の指
示に従ってください。

ルーフキャリアを取り付ける（ステー
ションワゴン）

ルーフラックをルーフレールに固定し
ます。

ルーフラックの装着方法については、
製品に添付されている取扱説明書の指
示に従ってください。

機能

カップホルダー

重要な安全上の注意事項

カップホルダーのサイズに合ったフ
タ付きの容器をお使いください。飲み物
がこぼれるおそれがあります。

フロントセンターコンソールのカップホ
ルダー

車両
カップホルダー
カバー

開く：カバー を後方にスライドし
ます。
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レバー装備車両

開く：ロックされるまでカバー を
前方にスライドします。

取り外す（ レバー
装備車両）：キャッチ を前方にスラ
イドし、カップホルダー を引き出
します。

差し込む（ レバー装
備車両）：カップホルダー を差し込
み、キャッチ を後方にスライドし
ます。

閉じる：カバー を前方に軽く押し
ます。

カバー が後方に動きます。

カップホルダーを取り外して清掃するこ
とができます。きれいなぬるま湯でのみ、
清掃してください。

フロントセンターコンソールのカップホ
ルダーの取り付け 取り外し（ 車両）

取り外す：適切な工具を使用して、ラ
グ が見えるようになるまで助手席
側の溝 を慎重にこじ開けます。

カップホルダーを停止するまで上方に
少し引きます。

適切な工具を使用して、運転席側の溝
を慎重にこじ開けます。同時に、カッ

プホルダーを停止するまで上方に軽く
引きます。

運転席側 および助手席側 の溝を
交互にこじ開けます。そうするときは、
取り出されるまでカップホルダーを持
ち上げます。

取り付ける：カップホルダーの左右の
溝 を側面の突起 へ差し込みます。
カップホルダー の上部の角が前方
を向くようにカップホルダーを差し込
みます。

助手席側が固定されるまでカップホル
ダーを下方に押します。
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リアシートのアームレストのカップホル
ダー

リアアームレストを倒しているとき
に、アームレストに腰をかける、体重
を支えるなど無理な力を加えないでくだ
さい。アームレストが損傷する原因にな
ります。

リアシートのアームレストを格納す
る前にカップホルダーを閉じてくだ
さい。カップホルダーが損傷するおそれ
があります。

リアシートのアームレストを引き出し
ます。

開く：リアシートアームレストのカ
バーを上げます。

ロック解除ボタン を押します。

カップホルダー が前方に開きます。

必要であれば、リアシートアームレス
トのカバーを再度倒して戻します。

閉じる：リアシートアームレストの
カバーを上げます。ロックされるまで
カップホルダー を戻します。

フロア格納式サードシートのカップホル
ダー

開く：カップホルダー の前側を押
します。

カップホルダー のロックが解除さ
れます。

カップホルダー を止まるまで引き
出します。

ボトルホルダー

収納スペース （ ページ）の 重
要な安全上の注意事項 に従ってくだ
さい。

警告
車内の荷物が適切に積載されてい
ないと、荷物がずれたり投げ出された
りして乗員にぶつかるおそれがあり
ます。特に急ブレーキや急な進路変
更の際に、けがのおそれがあります。
・  このような状況でも荷物が投げ出
されないように積載してください。

・  収納物は必ず小物入れ、収納ネッ
トまたはラゲッジネットからはみ
出さないようにしてください。
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・  走行中は、ロック可能な小物入れ
を閉じてください。

・  以下のものは必ずトランク ラ
ゲッジルームに積載してください。
重い物
尖っている物
鋭利な物
壊れやすい物
大きな物

収納されているボトルが車両のフロ
ア上に接していることを確認してくだ
さい。ボトルホルダーを損傷するおそれ
があります。

ストッパー を矢印の方向にスライ
ドして、ボトルを固定できるスペース
を作ります。

ボトルホルダーにボトルを収納し
ます。

ボトルホルダーは ℓ～ ℓの容量
のボトルに適しています。

ボトルホルダーは、ボトルの転倒を防
止するためのもので、ボトルを完全に固
定することはできません。

サンバイザー

概要

ミラーライト
補助サンバイザー
フック
クリップ
バニティミラー
バニティミラーカバー

サンバイザーのバニティミラー

ミラーライト は、サンバイザーがフッ
ク で固定されている状態で、ミラー
カバー が開いているときにのみ点灯
します。

横方向からの眩しさを防ぐ

サンバイザー を下げます。

サンバイザー をフック から外
します。
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サンバイザー を横にまわします。

補助サンバイザー装備車両：サンバイ
ザー を希望するように水平にスラ
イドします。

補助サンバイザー をフロントウイ
ンドウに下げます。

リアサイドウインドウのブラインド

ブラインドを格納するときは、必ず
手で保持しながらゆっくり格納してくだ
さい。タブから手を放して急激に格納す
ると、ブラインドや格納機構が損傷する
おそれがあります。

リアサイドウインドウを開いた状態
で走行しているときは、ブラインドを格
納してください。高速道路などで走行速
度が上がると、走行風によりブラインド
がフックから外れて急激に格納されるお
それがあり危険です。また、ブラインド
や格納機構が損傷する原因になります。
そのため、高速で走行するときは、事前
にリアサイドウインドウを閉じるか、ブ
ラインドを格納してください。

展開する：タブ を持ってブライン
ドを引き出し、ウインドウ上端にある
フック にかけます。

リアウインドウの電動ブラインド（セ
ダン）

重要な安全上の注意事項

警告
電動ブラインドが展開または収納し
ているときに、身体の一部が電動ブ
ラインドの動いている部分に挟まれ
るおそれがあります。けがの危険性
があります。
展開または収納動作の間は、身体を
電動ブラインドの動いている部分に
近づけないようにしてください。挟
まれた場合は、スイッチを軽く押し
てください。開閉動作が少し停止し
た後に、反対方向に展開または格納
します。

電動ブラインドがスムーズに動くこ
とを確認してください。スムーズに動か
ない場合は、ブラインドや周辺の物が損
傷するおそれがあります。

電動ブラインドの展開 格納

イグニッション位置を にします（
ページ）。

展開または格納する：スイッチ を
軽く押します。

電動ブラインドが自動で展開または格
納します。
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停止する：スイッチ を再度軽く押
します。

電動ブラインドが少し停止し、反対の
方向に作動します。

灰皿

前席の灰皿

灰皿の下の小物入れは耐熱性ではあ
りません。火のついたタバコを灰皿に置
くときは、灰皿が確実に固定されている
ことを確認してください。小物入れが損
傷するおそれがあります。

開く：固定されるまでカバー を前
方にスライドします。

灰皿を取り外す：灰皿 両脇の凹凸
部をつまみ、矢印の方向 に引き上
げます。

インサートを取り付ける：固定される
までインサート をホルダーに押し
込みます。

閉じる：カバー を前方に軽く押し
ます。

カバーが閉じます。

灰皿を取り外して、そのスペースを
小物入れとして使用できます。

後席灰皿

開く：カバー の上部を軽く押し
ます。

灰皿が開きます。

インサートを取り外す：ロック解除ボ
タン を押し、インサートを持ち上
げて取り外します。

インサートを取り付ける：上方から
インサート をホルダーに取り付け、
ロックされるまでホルダーに押し込み
ます。

ライター

警告
ライターのヒーター部や熱くなっ
ているホルダー部に触れると、火傷
をするおそれがあります。
以下のとき、可燃性の素材が燃える
可能性があります。
・  熱くなっているライターを落とし
たとき

・  子供などが熱くなっているライ
ターを荷物の上に置いたとき

火災およびけがの危険性があります。
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ライターは必ずノブの部分を持って
ください。子供がライターを触らない
ように常に気をつけてください。付
き添いのない状態で子供を車内に残
さないでください。

常に交通状況に注意してください。道路
および交通状況が許されているときにの
み、ライターを使用してください。

イグニッション位置を にします（
ページ）。

開く：固定されるまでカバー を前
方にスライドします。

ライター を押し込みます。

ヒーター部が熱せられると、ライター
は自動的に元の位置に戻ります。

閉じる：カバー を前方に軽く押し
ます。

カバーが閉じます。

電源ソケット

全体的な注意事項

イグニッション位置を にします（
ページ）。

ソケットは最大電力 （ ）のア
クセサリーに使用できます。アクセサ
リーには、ライトまたは携帯電話用充電
器のようなアイテムが含まれます。

エンジンが停止しているときにソケット
を長時間使用した場合は、バッテリーが
放電することがあります。

緊急カットオフにより、バッテリー
の電圧が過度に降下しないようにし
ます。バッテリーの電圧が過度に低い場
合は、ソケットの電源が自動的に停止し
ます。これにより、エンジンを始動する
ために十分な電力が確保されます。

後席センターコンソール内の電源ソ
ケット

カバー の上部を少し押します。

カバーが開きます。

ソケット のカバーを上げます。
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フロアマット

警告
運転席足元に物がある場合は、ペダ
ルの自由な動きを制限したり、また
は踏んだペダルを妨げることがあり
ます。車両の操作および走行安全性
に影響を与えます。事故の危険性が
あります。
運転席足元に入り込まないように、す
べての物を確実に収納してください。
ペダル周囲に常に十分な空間があり、
操作の妨げにならないように、フロ
アマットはペダルから離して所定の
位置に確実に装着してください。確
実に装着されていないフロアマット
を使用したり、フロアマットを重ね
て置かないでください。

シートを後方に動かします。

取り付ける：フロアマットを足元に敷
きます。

凹部 を凸部 に押し込みます。

取り外す：凸部 からフロアマット
を引いて外します。

フロアマットを取り外します。

後付けした防眩フィルム

ウインドウの内側に遮光フィルムなど
を貼り付けると、携帯電話やラジオな
どの電波受信に影響を与えるおそれがあ
ります。導電性フィルムや金属コーティ
ングが施されたフィルムを貼り付けた場
合は、特に電波受信への影響が懸念され
ます。遮光フィルムについて、詳しくは
メルセデス・ベンツ指定サービス工場に
お尋ねください。
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エンジンルーム

警告
エンジンがオーバーヒートしたとき
にボンネットを開いたり、エンジン
ルームから炎が発生した場合は、高
温のガスやその他のサービスプロダ
クトに触れるおそれがあります。火
傷の危険性があります。
ボンネットを開く前に、オーバーヒー
トしたエンジンを冷やしてください。
エンジンルームで火災が発生したと
きは、ボンネットを閉じたままにし
て、消防局に連絡してください。

警告
エンジンルームには作動する構成部
品があります。ラジエターファンな
どの特定の構成部品は、イグニッショ
ンをオフにしても、動き続けるか、
自動的に作動を開始します。けがの
危険性があります。
エンジンルームで作業を行わなけれ
ばならない場合は、以下に従ってく
ださい：
イグニッションをオフにしてくだ
さい
ファンの回転範囲などの可動範囲
は危険なので決して近づかないで
ください
動いている部品に衣類が触れない
ようにしてください

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

エンジンルーム

ボンネット

重要な安全上の注意事項

警告
ボンネットのロックを解除すると、
走行中にボンネットが開いて視界の
妨げとなり危険です。事故の危険性
があります。
走行中にボンネットのロックを解除
しないでください。

警告
開閉を行なっているときは、ボンネッ
トが急に下がる場合があります。ボ
ンネットの動作範囲では、けがの危
険性があります。
ボンネットの動作範囲に誰もいない
ことを確認して、ボンネットを開閉
してください。
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エンジンルーム

警告
イグニッションシステムおよび燃料
噴射システムは高電圧下で作動し
ています。高電圧を発生している構
成部品に接触すると、感電するおそ
れがあります。けがの危険性があり
ます。
イグニッションをオンにした場合は、
イグニッションシステムまたは燃料
噴射システムの構成部品に決して触
れないでください。

警告
車両：必ず 補足版

をお読みください。危険を認識でき
ないことがあります。

アクティブボンネット（歩行者保護）

作動原理

一度作動したアクティブボンネット
は、メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で修理してください。アクティブボン
ネット機能は再度作動可能になり、歩
行者を補助的に保護できるようになり
ます。

持ち上がったボンネット後部を手で
押し下げないでください。ボンネットが
損傷するおそれがあります。

アクティブボンネットは 車両
以外のすべてのモデルで作動します。

アクティブボンネットは、特定の状況下
で歩行者のけがの危険性を軽減するシス
テムです。アクティブボンネットが上が
ることにより、エンジンなどのかたい構
成部品との間隔が広がります。

アクティブボンネット が作動した場
合は、後部が約 上がります。そ
してカバー が収納部 にかぶさらな
くなります。アクティブボンネットは火
薬によって作動します。

作動したアクティブボンネットはお客様
自身でリセットすることができます。

アクティブボンネットが作動した後でも
走行を続けることができますが、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場でリセッ
ト作業を行なってください。ボンネット
ロック解除レバーを引いた場合は、走行
前にボンネットのリセット作業を行なわ
なければなりません。

リセット

警告
エンジン、ラジエター、排気システムな
どのエンジンルームの特定の構成部品
は、非常に高温になります。エンジンルー
ムで作業を行なう場合、火傷の危険性が
あります。できるだけエンジンを冷やし、
以下に記載する構成部品のみに触れるよ
うにしてください。
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エンジンルーム

  ボンネットを開きます（ ペー
ジ）。

  両手でボンネットの中央 を持ち上
げます。ボンネットリフターの両方の
カバー が動かなくなったときに、
ボンネットは十分に開いています。カ
バーを押し戻したときに、手応えを感
じます。

  ボンネット から手を放します。

  ボンネットリフターのカバー が収
納部 （矢印部）にかぶさっている
ことを確認します。

  カバー が収納部にかぶさっている
とき：ボンネット （ ページ）
を閉じます。

または

  ボンネットリフターのカバーが が
収納部にかぶさっていないとき：最初
に左側 の、そして右側 のボン
ネット を持ち上げます。対応する
ボンネットリフターのカバー が動
かなくなるまで、ボンネット を持
ち上げます。

ボンネットリフターのカバー が収
納部 （矢印部）にかぶさります。

  ボンネット を閉じます（ ペー
ジ）。

ボンネット を閉じることができない
場合、またはマルチファンクションディ
スプレイにL マークが表示される場
合は、手順を繰り返します。

ボンネットが確実に閉じないときや、マ
ルチファンクションディスプレイにL

マークが表示されているときは、走行し
ないでください。メルセデス・ベンツ指
定サービス工場にご連絡ください。

アクティブボンネット が作動した場
合は、後部が約 上がります。

そしてカバー は収納部 にかぶさら
なくなります。アクティブボンネットは
火薬によって作動します。

ボンネットを開く

警告
エンジン、ラジエター、排気システ
ムなどのエンジンルームの特定の構
成部品は、非常に高温になります。
エンジンルームで作業を行なう場合、
火傷の危険性があります。
できるだけエンジンを冷やし、以下
に記載する構成部品のみに触れるよ
うにしてください。

警告
ボンネットを開いているとき、ワイ
パーを作動状態のままにしていると、
作動したワイパーのリンケージでけ
がをするおそれがあります。けがの
危険性があります。
ボンネットを開く前に、必ずワイパー
を停止し、イグニッションをオフに
してください。
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エンジンルーム

ワイパーアームを起こしたままでボ
ンネットを開かないでください。ボン
ネットとワイパーが接触して、損傷する
おそれがあります。

  フロントウインドウワイパーが停止し
ていることを確認します。

  ボンネットロック解除レバー を引
きます。

ボンネットのロックが解除されます。

  隙間に手を入れ、ボンネット固定ハン
ドル を引き上げながらボンネット
を持ち上げます。

ボンネットを約 持ち上げると、
ガス封入式の支柱によりボンネットは
自動的に開き、開いたまま保持され
ます。

ボンネットを閉じる

  ボンネットを押し下げます。

  ボンネットが確実にロックされている
ことを確認します。

ボンネットがわずかに持ち上がる場合
は、確実にロックされていません。再度
開き、少し力を入れて閉じます。

ラジエター

ディーゼルエンジン搭載車両：ラジエ
ターにカバーをしないでください。保温
マットやインセクトプロテクションカ
バー、または類似の物を使用しないでく
ださい。車両診断システムに不正確な数
値が表示されるおそれがあります。一部
の数値は法的に必要な数値であり、常に
正確である必要があります。

エンジンオイル

全体的な注意事項

エンジンオイルに添加剤などを使用
しないでください。エンジンを損傷する
おそれがあります。

エンジンオイルは使用している間に
汚れたり劣化するだけでなく、消費され
減少します。定期的にエンジンオイル量
を点検し、必要に応じて補給または交換
してください。

運転スタイルによって、車両は
毎に ℓのオイルを消費します。新車
のときや頻繁にエンジン回転数を上げて
走行する場合は、オイル消費量はこれよ
り増加します。

エンジンによって、エンジンオイルレベ
ルゲージの取り付け位置が異なる場合が
あります。
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エンジンルーム

エンジンオイルレベルを点検するとき
は、以下の点に注意してください。

車を水平な場所に停車している。

エンジンが温まっている場合は、エン
ジンを停止してから約 分以上経過し
ている。

エンジンを短時間のみ始動した場合な
ど、エンジンが通常の作動温度でない
場合は、計測を実行するまでに約
分以上経過している。

オイルレベルゲージを使用してオイルレ
ベルを点検する

警告
エンジン、ラジエター、排気システ
ムなどのエンジンルームの特定の構
成部品は、非常に高温になります。
エンジンルームで作業を行なう場合、
火傷の危険性があります。
できるだけエンジンを冷やし、以下
に記載する構成部品のみに触れるよ
うにしてください。

例：ガソリンエンジン装備車両

例：ディーゼルエンジン装備車両

  オイルレベルゲージ をオイルレベ
ルゲージチューブから引き抜きます。

  オイルレベルゲージ を拭きます。

  オイルレベルゲージ をオイルレベ
ルゲージチューブにいっぱいまでゆっ
くり差し込んで、再び引き抜きます。

レベルが マーク と マー
ク の間にある場合は、オイルレベ
ルは適正です。

  オイルレベルが マーク 、また
はそれ以下まで下がっている場合は、
エンジンオイルを ℓ補充してくだ
さい。

エンジンオイルの補給

警告
エンジン、ラジエター、排気システ
ムなどのエンジンルームの特定の構
成部品は、非常に高温になります。
エンジンルームで作業を行なう場合、
火傷の危険性があります。
できるだけエンジンを冷やし、以下
に記載する構成部品のみに触れるよ
うにしてください。
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エンジンルーム

警告
エンジンオイルがエンジンルームの
熱くなっている構成部品に触れると、
発火する可能性があります。火災お
よび火傷の危険性があります。
エンジンオイルが補給口の脇に飛散
していないことを確認してください。
エンジンを冷やし、エンジンを始動す
る前に、エンジンオイルで汚れた構
成部品を清掃してください。

環境保護に関する注意事項

エンジンオイルを補給するときは、こ
ぼさないように注意してください。エ
ンジンオイルが地面や排水溝に流れる
と、環境に悪影響を与えます。

承認されているエンジンオイルと
オイルフィルターのみを使用してくだ
さい。メルセデス・ベンツの仕様に適合す
るためにテストされ、承認されたエンジ
ンオイルとオイルフィルターのリストは
メルセデス・ベンツ指定サービス工場で
入手できます。

以下により、エンジンまたは排気システ
ムを損傷するおそれがあります。

承認されていないエンジンオイルやオ
イルフィルターの使用

交換期間を過ぎた後のエンジンオイル
やオイルフィルターの交換

エンジンオイル添加剤の使用

オイルを過剰に補給しないでくだ
さい。エンジンオイルを過剰に補給する
と、エンジンまたは触媒が損傷する可能
性があります。余分なエンジンオイルは
抜き取ってください。

例：エンジンオイルフィラーキャップ

キャップ を反時計回りにまわして
取り外します。

エンジンオイルを補給します。オイル
レベルがオイルゲージの マーク、
またはそれ以下の場合は、エンジンオ
イルを ℓ補充してください。

キャップ を補給口に合わせ、時計
回りにまわして取り付けます。キャッ
プが元の場所に固定されていることを
確認します。

オイルレベルゲージを使用してオイル
レベルを再度点検します（ ペー
ジ）。

エンジンオイルについての詳しい情報
は、（ ページ）をご覧ください。

定期的なオイルの交換

エンジンオイルおよびエンジンオイル
フィルターは定期的に交換することをお
勧めします。メンテナンスインジケー
ター表示により、標準的な交換時期が示
されます。ただし、交換時期は使用状況
に左右されます。詳細は、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場にお問い合わせ
ください。
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エンジンルーム

  イグニッション位置を にします。

  メーターパネルのエンジン冷却水温
度表示を確認します。冷却水温度は
℃以下でなければなりません。

  イグニッション位置を にします。

  キャップ を反時計回りにゆっくり
半回転まわして、余分な圧力を抜き
ます。

  キャップ をさらに反時計回りにま
わして取り外します。

水温が低いときに、冷却水レベルが補
給口のマーカーバー の高さにあれ
ば、リザーブタンク 内に十分な冷
却水があります。

水温が温かいときに、冷却水レベル
が補給口のマーカーバー から約

以上にある場合は、リザーブタ
ンク 内に十分な冷却水があります。

キャップ を合わせ、時計回りにいっ
ぱいまでまわします。

冷却水についての詳しい情報は、（
ページ）をご覧ください。

冷却水の補給

警告
エンジン、ラジエター、排気システ
ムなどのエンジンルームの特定の構
成部品は、非常に高温になります。
エンジンルームで作業を行なう場合、
火傷の危険性があります。
できるだけエンジンを冷やし、以下
に記載する構成部品のみに触れるよ
うにしてください。

冷却水

冷却水レベルの点検

警告
エンジン、ラジエター、排気システ
ムなどのエンジンルームの特定の構
成部品は、非常に高温になります。
エンジンルームで作業を行なう場合、
火傷の危険性があります。
できるだけエンジンを冷やし、以下
に記載する構成部品のみに触れるよ
うにしてください。

警告
エンジンが温まっている場合は特に、
エンジン冷却システムに圧力がか
かっています。キャップを開くとき、
高温の冷却水が吹き出す可能性があ
ります。火傷の危険性があります。
キャップを開く前に、エンジンを冷
ましてください。開くときは、手袋
と保護メガネを着用してください。
キャップをゆっくり半回転まわして、
余分な圧力を抜いてください。

  車両を水平な場所に停めます。

車両が水平な場所にあり、エンジンが
冷えているときにのみ冷却水レベルを
点検してください。
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エンジンルーム

警告
不凍液がエンジンルームの熱くなっ
ている構成部品に触れると、発火す
る可能性があります。火災および火
傷の危険性があります。
不凍液を補給する前にエンジンを冷
やしてください。不凍液の濃縮液が
補給口の脇に飛散していないことを
確認してください。エンジンを始動す
る前に、不凍液で汚れた構成部品を
清掃してください。

冷却水が塗装面に付着しないように
注意してください。塗装面が損傷するお
それがあります。

例

冷却水リザーバータンク 内のレベル
が低すぎる場合は、水平な場所に停止し、
エンジンが冷えているときに冷却水を補
給してください。

キャップ を反時計回りにゆっくり
半回転まわして、余分な圧力を抜き
ます。

  キャップ をさらに反時計回りにま
わして取り外します。

  冷却水をマーカーバー まで補給し
てください。使用状況（ ページ）
に合わせた水道水と不凍液 腐食防止
剤の濃度で使用します。

  キャップ を合わせ、時計回りにいっ
ぱいまでまわします。

  エンジンを始動し、約 分後に再度停
止して冷まします。

  冷却水レベル（ ページ）を点検
し、必要であれば補給します。

定期的な冷却水の交換

冷却水の品質は時間とともに劣化し
ます。整備手帳の指示に従い、定期的に
冷却水を交換してください。詳細は、メ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場にお
問い合わせください。

エンジンのオーバーヒート

警告
エンジン、ラジエター、排気システ
ムなどのエンジンルームの特定の構
成部品は、非常に高温になります。
エンジンルームで作業を行なう場合、
火傷の危険性があります。
できるだけエンジンを冷やし、以下
に記載する構成部品のみに触れるよ
うにしてください。

警告
エンジンがオーバーヒートしたとき
にボンネットを開いたり、エンジン
ルームから炎が発生した場合は、高
温のガスやその他のサービスプロダ
クトに触れるおそれがあります。火
傷の危険性があります。
ボンネットを開く前に、オーバーヒー
トしたエンジンを冷やしてください。
エンジンルームで火災が発生したと
きは、ボンネットを閉じたままにし
て、消防局に連絡してください。
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エンジンルーム

警告
エンジンが温まっている場合は特に、
エンジン冷却システムに圧力がか
かっています。キャップを開くとき、
高温の冷却水が吹き出す可能性があ
ります。火傷の危険性があります。
キャップを開く前に、エンジンを冷
ましてください。開くときは、手袋
と保護メガネを着用してください。
キャップをゆっくり半回転まわして、
余分な圧力を抜きます。

オーバーヒートしたときは：

冷却水温度表示が ℃以上になり
ます。

マルチファンクションディスプレイに
冷却水が減少停車してエンジンを停止
というメッセージが表示されます。

エンジンがかかっているときに、メー
ターパネルに赤色の冷却水警告灯
が表示されます。

エンジンルームから蒸気が発生し
ます。

他のサービスプロダクト

ウインドウウォッシャーシステムの補給

警告
エンジン、ラジエター、排気システ
ムなどのエンジンルームの特定の構
成部品は、非常に高温になります。
エンジンルームで作業を行なう場合、
火傷の危険性があります。
できるだけエンジンを冷やし、以下
に記載する構成部品のみに触れるよ
うにしてください。

警告
ウインドウウォッシャー液の濃縮液
は高い可燃性です。熱いエンジン部
品または排気システムに触れると、
発火することがあります。火災およ
び火傷の危険性があります。
ウインドウウォッシャー液の濃縮液
が補充口の脇に飛散していないこと
を確認してください。

  開く：タブを持ってキャップ を引
き上げます。

  混合しておいたウォッシャー液を補給
します。

  閉じる：キャップ を補給口に押し
付けて、固定します。

ウォッシャー液量が ℓ以下に下がっ
ている場合は、ウォッシャー液を補充す
るように促すメッセージがマルチファン
クションディスプレイに表示されます（

ページ）。

ウインドウウォッシャー液 凍結防止液
についての詳細は（ ページ）をご
覧ください。
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点検整備

ブレーキ液レベル

警告
エンジン、ラジエター、排気システ
ムなどのエンジンルームの特定の構
成部品は、非常に高温になります。
エンジンルームで作業を行なう場合、
火傷の危険性があります。
できるだけエンジンを冷やし、以下
に記載する構成部品のみに触れるよ
うにしてください。

ブレーキ液リザーバータンクのブ
レーキ液レベルが マークまたはそれ
以下まで低下しているときは、ただちに
ブレーキシステムの漏れを点検してくだ
さい。ブレーキパッド ライニングの厚
みも点検してください。ただちにメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で点検を
受けてください。

絶対にブレーキ液を補給しないでくだ
さい。このことによって問題が解消され
るわけではありません。

例

ブレーキ液レベルの点検は、必ず水平
な場所に停車した状態で行なってくだ
さい。レベルがブレーキ液リザーバータ
ンクの マーク と マーク
の間にあれば、ブレーキ液レベルは適正
です。

点検整備

定期点検には以下のものがあります。

日常点検

点検時に異常を発見した場合は、でき
るだけ早くメルセデス・ベンツ指定
サービス工場で車両の点検を受けてく
ださい。メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場をご利用いただくことをお勧
めします。日常点検に関する情報は、
別冊の整備手帳をご覧ください。

年ごとの法定点検

年ごとの法定点検

法定点検の次回期日を記したステッ
カーは、フロントウインドウに貼付し
てあります。

メンテナンスインジケーター

メンテナンスメッセージ

メンテナンスインジケーターは、法
定点検の期日は考慮しません。

メンテナンスインジケーターは、次回の
点検期日を表示します。点検の種類と点
検時期に関する情報は、別冊の整備手帳
をご覧ください。

さらなる情報は、メルセデス・ベンツ指
定サービス工場で入手できます。

メンテナンスインジケーターは、エン
ジンオイル量に関するいかなる情報も表
示しません。エンジンオイル量に関する注
意事項に従ってください（ ページ）。

マルチファンクションディスプレイに以
下のようなメンテナンスメッセージが数
秒間表示されることがあります。

次のﾒﾝﾃﾅﾝｽ あと 日です

メンテナンス 期限が切れます

メンテナンス 日超過しました
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点検整備

車両の使用条件により、点検整備時期
より前に残りの時間や距離が表示され
ます。

数字、または他の文字を伴うことがある
文字 または は、メンテナンスの種類
を表しています。 は小規模なメンテナ
ンス、 は大規模なメンテナンスを示し
ています。

詳細な情報は、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場におたずねください。

メンテナンスインジケーターは、バッテ
リーの接続を外している間の期日を考慮
しません。

時期に左右されるメンテナンススケ
ジュールは、以下のように管理してくだ
さい。

バッテリーの接続を外す前に、マルチ
ファンクションディスプレイに表示さ
れているメンテナンス予定期日をメモ
してください。

または

バッテリーを再度接続した後に、ディ
スプレイに表示されているメンテナン
ス予定期日からバッテリーの接続を外
していた期間を引いてください。

メンテナンスメッセージを非表示にする

  ステアリングの または ス
イッチを押します。

メンテナンスメッセージを表示する

イグニッションをオンにします。

  ステアリングの または ス
イッチを押して、ﾒﾝﾃﾅﾝｽメニューを選
択します。

  または スイッチを押して、
サブメニューのﾒﾝﾃﾅﾝｽを選択し、
スイッチを押して確定します。

マルチファンクションディスプレイ
にメンテナンス予定期日が表示され
ます。

メンテナンスに関する情報

メンテナンスインジケーターのリセット

メンテナンスインジケーターは、メ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場で修
整することができます。

整備手帳に記載されているように点検作
業を実施してください。さもなければ、
部品の摩耗が進んだり、損傷するおそれ
があります。

点検作業の実施後、メルセデス・ベンツ
指定サービス工場はメンテナンスインジ
ケーターのリセットを行ないます。メン
テナンス作業などに関する詳細はメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場にお問い
合わせください。

特別な点検が必要なとき

所定のメンテナンス間隔は、通常の状
態で車両を使用した条件を元にしてい
ます。過酷な使用条件や、負荷のかかる
以下のような状態で車両が使用されたと
きは、より頻繁にメンテナンス作業を行
なう必要があります。

通常の市街地走行であっても頻繁に停
止を繰り返すとき

主に短い距離を走行するとき

頻繁に山間地や路面の悪いところを走
行するとき

エンジンを長い時間アイドリングさせ
ることが多いとき
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上記または同様の使用条件下では、エア
フィルター、エンジンオイルおよびオイ
ルフィルターなどを短い周期で交換して
ください。車両に高い負荷がかかってい
るときには、タイヤはより短い周期で交
換する必要があります。詳細は、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場にお問い
合わせください。

サービスインジケーター

車両のみ 排気ガス後処理
装置を正しく機能させるためには還元剤

とともに作動させなければなり
ません。整備の一部として を
補充します。通常の作動状況では、最大
量まで補充した は、次の点検
整備予定期日までもちます。

車両の使用状況や使用場所によっては、
の消費量が増え、次の点検整備

時期が早まることがあります。

以下のような特定のディスプレイメッ
セージにより、 を補充しなけ
ればならないことが示されることがあり
ます。

工場で を補充してください取扱
説明書を参照

以内に を補充してください

警告音も鳴ります。

がなくなると、エンジンを始
動することができなくなります（
ページ）。

タンクへの補充はメルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場でのみ行
なってください。車両が損傷したり、汚
損するおそれがあります。

に関する注意は（ ページ）
をご覧ください。

排気ガス後処理装置および
に関するさらなる情報は、メル

セデス・ベンツ指定サービス工場で入手
できます。

手入れ

全体的な注意事項

環境保護に関する注意事項

空の容器や使用済みのクリーニングク
ロスは、環境に配慮した方法で廃棄し
てください。

車両の手入れを行なう場合は、次の
ものは絶対に使用しないでください。

乾いた布や目の粗い布、硬めの布など

研磨剤を含む洗剤

溶剤

溶剤を含む洗剤

強く擦らないでください。

指輪やスクレーパーなどのかたい物が、
塗装面やシールに触れないようにしてく
ださい。塗装面やシールが損傷するおそ
れがあります。
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特にホイールクリーナーでホイール
を清掃した後は、清掃したままで車両を
長い間駐車しないでください。ホイール
クリーナーが、ブレーキディスクやブ
レーキパッド ライニングの錆を増加さ
せる原因になるおそれがあります。この
ため、清掃した後は数分間走行してくだ
さい。ブレーキ制動によりブレーキディ
スクやブレーキパッド ライニングを加
熱して乾燥させます。その後で駐車して
ください。

定期的な車の手入れにより、長い期間車
両の品質を保つことができます。

メルセデス・ベンツが推奨し、承認した
手入れ用品およびクリーナーを使用して
ください。

洗車および塗装の清掃

自動洗車機

警告
自動洗車機で洗車した直後は、ブレー
キの効きが悪くなることがあります。
事故の危険性があります。
車両を洗車した後は、完全にブレー
キの性能が元に戻るまでは道路およ
び交通状況に注意して慎重にブレー
キ操作を行ってください。

ディストロニック・プラスまたはホー
ルド機能が作動すると、特定の状況で車
両に自動的にブレーキが効きます。車両
の損傷を防ぐため、次のような状況では
ディストロニック・プラスおよびホール
ド機能を解除してください：

けん引されるとき

洗車時

注意：

サイドウインドウおよびパノラミック
スライディングルーフが完全に閉じ
ていること

送風が停止していること

ワイパースイッチが停止の位置になっ
ていること

車両を損傷するおそれがあります。

けん引装置付きの洗車機では、以下
の従ってシフトポジションを にして
ください。車両が損傷するおそれがあり
ます。

キーレスゴー装備車両ではキーレ
スゴースイッチを使用せずに、エ
ンジンスイッチにキーを差し込み
ます。

エンジンスイッチのキーを の位
置にまわし、シフトポジションを
にします。

キーをエンジンスイッチから抜か
ないようにします。

ハンズフリーアクセス装備車両では、
キーがキーレスゴーの後方検知範囲内に
ある場合は、例えば以下の状況ではトラ
ンク テールゲートが不意に開くおそれ
があります。

洗車機の使用

高圧式スプレーガンの使用

キーが車両から少なくとも 離れてい
ることを確認してください。

最初から自動洗車機で洗車することがで
きます。

ひどい汚れは、自動洗車機で洗車をする
前に洗ってください。



メ
ン
テ
ナ
ン
ス
お
よ
び
手
入
れ

手入れ

自動洗車機を使用した後は、ウインドウ
やワイパーブレードのワックスを拭いて
ください。残留物に起因する汚れを防ぎ、
ワイパーのノイズを低減します。

手洗い

熱いお湯は使用せず、直射日光の下で
洗車しないでください。

  柔らかいスポンジを使用して清掃して
ください。

  メルセデス・ベンツにより承認された
カーシャンプーなどの中性洗剤を使用
してください。

  低圧の水流で車両全体に水をかけてく
ださい。

  外気取り入れ口には直接水をかけない
でください。

  スポンジをこまめにすすぎながら、十
分な量の水を使用します。

  車両をきれいな水で洗い流した後、
セーム皮で全体を拭きます。

  洗浄液が残っている状態で乾燥させ
ないでください。

冬に車両を使用したときは、注意しなが
ら道路の塩分堆積物のすべての跡をでき
るだけ早く除去してください。

高圧洗浄機器

警告
円形ジェットノズル（粉塵グライン
ダー）の水流は、タイヤまたはシャー
シの部品に外見からは目に見えない
損傷を引き起こすおそれがあります。
このようにして損傷した部品は予期
せず故障するおそれがあります。事
故の危険性があります。
車両の清掃をするときに円形ジェッ
トノズル付きの高圧洗浄機器を使用
しないでください。損傷したタイヤ
またはシャーシの部品はすぐに交換
してください。

車両と高圧洗浄機器のノズルの間に
は、常に最低でも約 以上の距離を
空けてください。適正な距離については、
製品のメーカーにご確認ください。

車両を清掃するときは、高圧式洗浄機器
のノズルを円を描くように動かしてくだ
さい。

以下のものには直接向けないでくだ
さい。

タイヤ

ドアの隙間、ルーフの隙間、継ぎ目など

電気装備

バッテリー

コネクター

ライト

シール

トリム部品

換気口

上記のものが損傷して、水漏れや故障に
つながります。
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ハンズフリーアクセス装備車両では、
キーがキーレスゴーの後方検知範囲内に
ある場合は、例えば以下の状況ではトラ
ンク テールゲートが不意に開くおそれ
があります。

洗車機の使用

高圧式スプレーガンの使用

キーが車両から少なくとも 離れてい
ることを確認してください。

塗装面の清掃

ボディの表面には、以下のものを貼
り付けないでください。

ステッカー

フィルム

マグネット

塗装面が損傷するおそれがあります。

誤って傷を付けたり、誤った手入れによ
り錆などが発生したときは、補修が困難
になる場合があります。このような場合
は、メルセデス・ベンツ指定サービス工
場に相談してください。

  可能であれば、不純物は強くこすら
ないようにしてただちに取り除いてく
ださい。

  虫の死がいは、インセクトリムーバー
をしみこませ、手入れを行なった範囲
を洗い流してください。

  鳥のふんは、水をしみこませ、手入
れを行なった範囲を洗い流してくだ
さい。

  冷却水、ブレーキ液、樹液、オイル、
燃料、グリースなどは、エーテルやラ
イターオイルを染み込ませた布で軽く
拭いて、取り除いてください。

  タールの汚れは、タール除去剤を使用
して取り除いてください。

  ワックスは、シリコン除去剤を使用し
て取り除いてください。

マットペイントの手入れと取り扱い

塗装面や軽合金ホイールを磨かない
でください。磨くと光沢がある仕上がり
の原因になります。

以下により塗装に艶が出て、マット
効果が減少することがあります。

不適切な素材での力強い研磨

洗車機の頻繁な使用

直射日光の下での洗車

塗装クリーナーや研磨・艶出し用品、
ワックスのような光沢復活剤を使用し
ないでください。これらの製品は、高い
艶がある表面のみに適したものです。こ
れらの製品をマットペイント部分に使
用すると、表面の著しい損傷（光沢のあ
るシミ部分）につながります。

塗装面の補修は、常にメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場に依頼してくだ
さい。

ホットワックス仕上げによる洗車
サービスは絶対に利用しないでくだ
さい。

車両がマットペイント仕様である場合は
これらの注意に従ってください。適切で
ない取り扱いにより塗装に損傷を与える
ことを防ぐのに役立ちます。

これらの注意はマットペイント仕上げの
軽合金ホイールにも当てはまります。

車両は、柔らかいスポンジやカーシャ
ンプー、たくさんの水を使用して手で洗
うようにしてください。

インセクトリムーバーおよびカー
シャンプーは、メルセデス・ベンツが推
奨し、承認した製品のみを使用してくだ
さい。
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車両部品の清掃

車輪の清掃

ホイールには酸性ホイールクリー
ナーを絶対に使用しないでください。ホ
イールボルトやブレーキ部品が損傷する
おそれがあります。

特にホイールクリーナーでホイール
を清掃した後は、清掃したままで車両を
長い間駐車しないでください。ホイール
クリーナーが、ブレーキディスクやブ
レーキパッド ライニングの錆を増加さ
せる原因になるおそれがあります。この
ため、清掃した後は数分間走行してくだ
さい。ブレーキ制動によりブレーキディ
スクやブレーキパッド ライニングを加
熱して乾燥させます。その後で駐車して
ください。

ウインドウの清掃

警告
ワイパーを作動の位置のままにし
ていると、ウインドウまたはワイパー
ブレードの清掃中に、挟まれるおそ
れがあります。けがの危険性があり
ます。
ウインドウまたはワイパーブレード
を清掃する前に、必ずワイパーを停
止し、イグニッションをオフにして
ください。

ウインドウの内側を清掃する場合は、
乾いた布や、研磨剤、有機溶剤や有機溶
剤を含むクリーナーを使用しないでくだ
さい。アイススクレーパーや指輪などの
硬質のものがウインドウの内側に触れ
ないようにしてください。ウインドウを
損傷する危険性があります。

フロントウインドウおよびリアウイ
ンドウの排水口を定期的に清掃してくだ
さい。特定の状況では、葉、花びら、花
粉などの堆積物により排水が行なわれな
くなり、腐食による損傷や電子部品の損
傷につながるおそれがあります。

  湿らせた布とメルセデス・ベンツが推
奨し、承認したクリーナーでウインド
ウの内側と外側を清掃してください。

ワイパーブレードの清掃

警告
ワイパーを作動の位置のままにし
ていると、ウインドウまたはワイパー
ブレードの清掃中に、挟まれるおそ
れがあります。けがの危険性があり
ます。
ウインドウまたはワイパーブレード
を清掃する前に、必ずワイパーを停
止し、イグニッションをオフにして
ください。

ワイパーブレードを持って引っ張ら
ないでください。ワイパーブレードが損
傷するおそれがあります。

ワイパーブレードを頻繁に清掃した
り、強く擦ったりしないでください。グ
ラファイトコーティングが損傷するおそ
れがあります。ワイパーからノイズが発
生する原因になります。

ワイパーアームをウインドウガラス
に当てないようにしてください。ウイ
ンドウガラスに傷が付くおそれがあり
ます。

  ワイパーアームをフロントウインドウ
から起こします。

  湿らせた布を使用して、注意してワイ
パーブレードを清掃します。
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  イグニッションをオンにする前に、ワ
イパーを元の位置に戻します。

車外ライトの清掃

プラスチック製レンズに適した洗剤
やクリーニングクロスのみを使用してく
ださい。適切でない洗剤やクリーニング
クロスは、車外ライトのプラスチック製
レンズを傷つけたり、損傷するおそれが
あります。

  湿らせたクリーニングクロスやスポン
ジと、メルセデス純正シャンプーなど
を使用して車外ライトのプラスチック
製レンズを清掃してください。

ドアミラー方向指示灯

プラスチック製レンズに適した洗剤
やクリーニングクロスのみを使用してく
ださい。適切でない洗剤やクリーニング
クロスは、ドアミラー方向指示灯のプラ
スチック製レンズを傷つけたり、損傷す
るおそれがあります。

  湿らせたクリーニングクロスやスポン
ジと、メルセデス純正シャンプーなど
を使用してドアミラーユニットにある
ドアミラー方向指示灯のプラスチック
製レンズを清掃してください。

センサーの清掃

高圧洗浄機器を使用してセンサーを
清掃するときは、高圧洗浄機器のノズル
と車体の距離を約 以上離してくだ
さい。適正な距離については、製品のメー
カーにご確認ください。

  走行システムのセンサー は、カー
シャンプーを混ぜた水で汚れを落と
し、柔らかい布で拭き取ってください。

パーキングアシストリアビューカメラの
清掃

高圧洗浄機器を使用して、カメラの
レンズやパーキングアシストリアビュー
カメラの周囲を洗掃しないでください。

   パーキングアシストリアビューカメラ
を清掃する：清潔な水に浸した柔ら
かい布でカメラレンズ を拭き取っ
てください。
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°カメラの清掃

高圧洗浄機器を使用し、カメラのレ
ンズや °カメラの周囲を清掃しない
でください。

  °カメラを清掃する：清潔な水に
浸した柔らかい布でカメラレンズ
を拭き取ってください。

マフラーの清掃

ホイールクリーナーなど、酸性のク
リーナーでマフラーを清掃しないでくだ
さい。

路面の小石や腐食性の環境物質などが混
ざった不純物が、マフラーの表面に発
生する錆の原因になることがあります。
特に、冬の間や洗車後などは、定期的に
清掃することにより、マフラーの元来の
輝きを取り戻すことができます。

  メルセデス・ベンツによりテストされ、
承認されたケア製品でマフラーを清掃
してください。

車内の手入れ

ディスプレイの清掃

ディスプレイの手入れには、以下の
ものは絶対に使用しないでください。

アルコールやシンナー、ガソリン

研磨剤を含む洗剤

市販の家庭用洗剤

これらを使用すると、ディスプレイ表面
のコーティングを傷付けるおそれがあり
ます。ディスプレイ表面を強くこすら
ないでください。ディスプレイが損傷し
て修理できなくなるおそれがあります。

  清掃する前に、ディスプレイがオフに
なっていて、冷めていることを確認し
ます。

  市販のマイクロファイバークロスと
液晶ディスプレイクリーナーを使

用して、ディスプレイ表面を清掃し
ます。

  乾いたマイクロファイバークロスを使
用してディスプレイ表面を拭きます。

プラスチックトリムの清掃

警告
手入れおよび清掃の際に、溶剤を含
む洗剤を使用すると、ダッシュボー
ドの表面がもろくなります。エアバッ
グが作動するときに、プラスチック
部品が損傷するおそれがあります。
けがの危険性があります。
ダッシュボードの手入れおよび清掃
の際は、溶剤を含む洗剤を使用しない
でください。
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手入れ

プラスチックの表面には、以下のも
のを貼り付けないでください。

ステッカー

フィルム

芳香ボトルや類似のもの

プラスチックを損傷するおそれがあり
ます。

化粧品、殺虫剤、日焼け止めなどが
樹脂製トリムに付着しないようにしてく
ださい。表面の光沢や質感が損なわれる
おそれがあります。

  湿らせたマイクロファイバークロスな
どの柔らかい布で樹脂製トリムを拭き
ます。

  汚れがひどいとき：メルセデス・ベン
ツにより推奨され、承認されたカーケ
ア用品および清掃用品を使用してくだ
さい。表面が一時的に変色することが
あります。表面が再度乾くまでお待ち
ください。

ステアリングおよびセレクターレバーの
清掃

  湿らせた布、またはメルセデスベンツ
によって推奨され承認された手入れ用
品を使用して全体を拭いてください。

ウッドトリムおよびトリムの部品の清掃

タール除去剤、ホイールクリーナー、
光沢剤、ワックスなどの有機溶剤を絶対
に使用しないでください。トリム表面を
傷つけるおそれがあります。

  ウッドトリムやトリム部品は、湿らせ
たマイクロファイバークロスなどの柔
らかい布で拭いてください。

  汚れがひどいとき：メルセデス・ベン
ツにより推奨され、承認されたカーケ
ア用品および清掃用品を使用してくだ
さい。

シート表皮の清掃

全体的な注意事項

純正本革、人工皮革またはアルカン
タラ の表皮の清掃には、マイクロファ
イバークロスを使用しないでください。
頻繁に使用すると、表皮を損傷するおそ
れがあります。

シートの外観と快適性をいつまでも
保つには、定期的な手入れが大切です。

本革シート表皮

革は自然の素材です。

以下のような自然の特長を持ってい
ます。

凹凸のある組織

成長痕および傷跡

微妙な色の違い

これらは皮革の特長であり、製品の欠陥
ではありません。

革本来の特性を保つには、以下の日
常の手入れに従ってください。

純正本革の表皮は、湿らせた布で注意
して清掃し、その後に乾いた布で表皮
を拭きます。

革が濡れないように注意してくだ
さい。硬化やひび割れにつながります。

メルセデス・ベンツがテストし、承認
したレザーケア用品のみを使用して
ください。詳細はメルセデス・ベンツ
指定サービス工場にお問い合わせくだ
さい。

そのほかの素材のシート表皮

清掃するときは、以下のことに注意
してください。
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手入れ

人工皮革の表皮は、 の洗剤（洗濯
液など）を含む溶液で湿らせた布で清
掃します。

布の表皮は、 の洗剤（洗濯液など）
を含む溶液で湿らせたマイクロファイ
バークロスで清掃します。注意深く汚
れを落とし、シート全体をまんべんな
く拭き取り、拭き跡が残らないように
します。その後、シートを乾燥させ
ます。清掃の効果は、汚れの種類およ
びどの程度の期間汚れていたかにより
ます。

アルカンタラ の表皮は、湿らせた
布で清掃します。目に見える線が残ら
ないように、シート全体をまんべんな
く拭きます。

シートベルトの清掃

警告
シートベルトは漂白や染色によって
劣化する可能性があります。その結
果、シートベルトが事故のときに損
傷したり、機能しなくなる可能性が
あります。これにより、けがまたは
致命的なけがの危険性が高まります。
シートベルトを漂白したり、染色し
ないでください。

シートベルトの手入れには、化学洗
剤を使用しないでください。約 ℃以上
の温度や直射日光に当てて乾燥させない
でください。

  ぬるま湯と中性洗剤を使用します。

ルーフライニングとカーペットの清掃

  ルーフライニング：非常に汚れている
場合は、柔らかいブラシ、またはドラ
イシャンプーを使用します。

  カーペット：メルセデス・ベンツによっ
て推奨および承認されてるカーペット
や布用のクリーナーを使用します。



万
一
の
と
き

万
一
の
と
き

役に立つ情報…………………………
車載品の収納場所……………………
パンク…………………………………
バッテリー……………………………
ジャンプスタート……………………
けん引およびけん引始動……………
ヒューズ………………………………
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車載品の収納場所

セダン：トランクリッドを開きます。

停止表示板ホルダー のクリップを
矢印の方向に下に押し、停止表示板ホ
ルダーを開いて停止表示板を取り外し
ます。

ステーションワゴン：テールゲートを
開きます。

右側のサイドトリムパネルを開き
ます。

停止表示板 を取り出します。

停止表示板の組み立て

フック
反射板
スタンド

脚部 を引き出します。

側方の反射板 を引き上げて三角
形を作り、上部のフック で固定し
ます。

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

車載品の収納場所

非常信号用具

車内には懐中電灯が装備されています。
運転席ドアまたは助手席ドアのいずれか
の小物入れに収納されています。

新品の懐中電灯には電池の自然放電
を防ぐため、電池の間に紙片が挟まれ
ています。初めて使用する前に、紙片を
取り除いてください。

懐中電灯が十分な明るさで点灯する
ことを定期的に点検してください。電池
が放電した場合は交換してください。

停止表示板

停止表示板の取り外し
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車載品の収納場所

救急セット

セダン：救急セットは、トランク内右側
の小物入れにあります。

トランクリッドを開きます。

収納ネットを下にスライドします。

小物入れのカバーを開きます。

固定ストラップ を外します。

救急セット を取り出します。

収納ネット内の救急セット

サイドトリムパネル内の救急セット

ステーションワゴン：車両の装備によっ
て、救急セットは収納ネット内、または
サイドトリムパネル内にあります。

テールゲートを開きます。

救急セットがサイドトリムパネル内に
収納されている場合は、右側のサイド
トリムパネルを開きます。

救急セット を取り出します。

最低 年に 度、救急セットの使用
期限を確認してください。なくなった物
を補充し、必要であれば内容物を交換し
てください。

車載工具

全体的な注意事項

車載工具はトランクフロアボード ラ
ゲッジルームフロアボード下の収納ス
ペースにあります。

車載工具には、以下のものなどが含まれ
ることがあります。

・  輪止め

・  ヒューズ配置表

・  ジャッキ

・  ガイドボルト

・  一組の手袋

・  ホイールレンチ

・  けん引フック
※車種や仕様により、車載工具の内容は異なり
ます。
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車載品の収納場所

タイヤフィット装備車両

例：左側収納スペースの車載工具
タイヤフィットのボトル
輪止め
ジャッキ、手袋
電動エアポンプ
けん引フック
ジャッキ
ガイドボルト
ヒューズ配置表
ホイールレンチ

※車種や仕様により、車載工具の内容は異なり
ます。

トランクリッド テールゲートを開
きます。

トランクフロアボード（ ページ）
または フロアボード（

ページ）を上方に開きます。

スペアタイヤ 応急用ミニスペアタイヤ
装備車両

車載工具トレイ
収納トレイ
スペアタイヤ 応急用ミニスペアタイヤ

※車種や仕様により、車載工具の内容は異なり
ます。

トランクリッド テールゲートを開
きます。

トランクフロアボード（ ページ）
または フロアボード（

ページ）を上方に開きます。
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パンク

コラプシブル応急用スペアタイヤ装備車両

けん引フック
手袋
ジャッキ
輪止め
ガイドボルト
不具合がある車輪用のシート
電動エアポンプ
ホイールレンチ
ヒューズ配置表

※車種や仕様により、車載工具の内容は異なり
ます。

トランクリッド テールゲートを開
きます。

トランクフロアボード（ ページ）
または フロアボード（

ページ）を上方に開きます。

パンク

車両の準備

車両によって、以下の装備があります。

・  タイヤ（ランフラット
タイヤ）（ ページ）

タイヤ装備車両の場合、車
両の準備作業は必要ありません。

・  タイヤフィット（ ページ）

・  応急用スペアタイヤ（ ページ）

車輪の交換 装着に関する情報は（
ページ）をご覧ください。

走行中にタイヤがパンクしたときは、
交通の妨げにならず、地面がかたくて
滑らない水平な場所に停車します。

非常点滅灯を点滅させます。

車両が動き出さないように固定してく
ださい（ ページ）。

なるべく前輪を直進位置にしてくだ
さい。

マティックサスペンション装備車
両：標準の車高が選択されていること
を確認します（ ページ）。

エンジンを停止します。

キーレスゴーを使用していないと
き：エンジンスイッチからキーを抜き
ます。

キーレスゴーを使用しているとき：運
転席ドアを開きます。

車両の電気装備が、キーを抜いたこと
と同様の、 の状態になります。

キーレスゴーを使用しているとき：
エンジンスイッチからキーレスゴース
イッチを取り外します。

乗員全員を車両から降ろします。その
とき、彼らが危険にさらされていない
ことを確認してください。
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パンク

車輪交換をするときは、危険な範囲に
誰もいないことを確認してください。
作業者以外は、安全な場所に避難して
ください。

運転者も車両から降ります。降車時は
周囲の交通状況に注意してください。

運転席ドアを閉じます。

適切に離れた距離に停止表示板を置き
ます（ ページ）。法規に従って
ください。

高速道路や自動車専用道路で駐停
車する場合は、周囲に注意を促すため、
停止表示板を置くことが法律で義務付け
られています。

タイヤ（ランフラット
タイヤ）

全体的な注意事項

タイヤ（ランフラットタイ
ヤ）により、 本または複数のタイヤの
空気圧がすべて損失しても、車両の走行
を続けることができます。影響を受けた
タイヤには明らかに目に見える損傷があ
るとは限りません。

タイヤウォールの マーク
で タイヤを識別できます。
このマークはタイヤサイズ表示などの横
に表示されています。

タイヤは、タイヤ空気圧警
告システムが作動しているときにのみ使
用することができます。

マルチファンクションディスプレイに空
気圧に関する警告メッセージが表示され
た場合：

・  ディスプレイメッセージの指示に従っ
てください（ ､ ページ）。

・  タイヤに損傷があるかを確認してくだ
さい。

・  走行を続ける場合は、以下の注意事項
に従ってください。

最大走行可能距離は、車両にいっぱいま
で積載している場合は約 、それ以
外の場合は約 です。

走行可能距離は、積載状況に加えて、以
下により異なります。

・  走行速度

・  道路状況

・  外気温度

タイヤで走行可能な距離
は、厳しい走行状況では短くなったり、
穏やかな運転スタイルでは長くなること
があります。

走行可能距離は、タイヤ空気圧警告シス
テムの警告メッセージがマルチファンク
ションディスプレイに表示されたときが
起点になります。

最高速度が約 を超えないように
してください。

本または 本全てのタイヤを交換す
るときは、必ず以下のみを使用してくだ
さい。

・  車両に指定されたタイヤサイズ

・  マーク付きのタイヤ

タイヤがパンクし、 タイヤ
と交換できない場合は、一時的な措置と
して標準タイヤを使用してください。必
ず適正なサイズと適正な種類（サマータ
イヤまたはウィンタータイヤ）を使用し
てください。
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パンク

タ イ ヤ 装 備 車 両 に
は、タイヤフィットを標準装備していま
せん。ウィンタータイヤなど、ランフラッ
ト特性を持たないタイヤを装着するとき
は、タイヤフィットを追加で装備するこ
とをお勧めします。タイヤフィットはメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場でお
買い求めください。

重要な安全上の注意事項

警告
タイヤから空気が抜け

た状態で走行する場合は、コーナリ
ングや急加速、ブレーキ時などに走
行特性が低下します。事故の危険性
があります。
規定の最高速度を超えないでくだ
さい。急激なステアリング操作、運
転操作、障害物（縁石、穴、オフロー
ド）を超える運転を避けてください。
これは特に荷物積載時にあてはまり
ます。
以下の場合は、走行を中止してくだ
さい。
・  大きな異音が聞こえるとき
・  車両に振動が発生しているとき
・  煙やタイヤの焦げる臭いが発生し
ているとき

・  が作動し続けるとき
・  タイヤのサイドウォールに裂け目
があるとき

タイヤから空気が抜け
た状態で走行したあとは、さらに使
用できるかを確認するためにホイー
ルリムをメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で点検してください。不具
合のあるタイヤは新品と交換してく
ださい。

タイヤフィット

タイヤフィットの使用

つの部分に分けられたタイヤフィットステッ
カー

タイヤに刺さったクギやネジなどは取
り除かないでください。

トランクフロアボード ラゲッジルー
ムフロアボード下の収納スペースから
タイヤフィットのボトル、付属のス
テッカーおよび電動エアポンプを取り
出します（ ページ）。

ステッカーの 部分を運転者の視界
内に貼ります。

ステッカーの 部分を不具合のある
タイヤのホイールのバルブ付近に貼り
ます。

ケーブル付き電源プラグ とホース
をハウジングから取り出します。
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パンク

電動エアポンプを約 分間作動させ
ます。その後にタイヤは約
（ ）以上の空気圧になっ
ていなければなりません。

約 分後に、空気圧が （
）に達している場合は、 タイヤ空

気圧が十分なとき （ ページ）を
ご覧ください。

約 分後に、空気圧が （
）に達していない場合は、 タイヤ

空気圧が不十分なとき （ ページ）
をご覧ください。

タイヤフィットが漏れ出た場合は、
そのまま乾燥させてください。フィルム
状になり、剥がすことができます。衣
類にタイヤフィットが付着した場合は、
できるだけ早くクリーニングしてくだ
さい。

タイヤ空気圧が不十分なとき

約 分後に空気圧が約 （
）に達していない場合。

電動エアポンプを停止します。

パンクしたタイヤのバルブからホース
を外します。

ごく低速で約 前進または後退し
ます。

再度、タイヤに空気を注入します。約
分後までにタイヤ空気圧が

（ ）以上にならなければ
なりません。

警告
規定の時間までに、十分なタイヤ空
気圧に達していない場合は、タイヤ
が著しく損傷しており、タイヤフィッ
トによるタイヤ修理はできません。

ホース をタイヤフィットのボトル
のフランジ にしっかり取り付け

ます。

フランジ を下にして、タイヤフィッ
トのボトル を電動エアポンプの凹
部 にはめます。

パンクしたタイヤのバルブ から
キャップを取り外します。

タイヤフィットのホース をパン
クしたタイヤのバルブ に締め込み
ます。

電源プラグ を車両の 電源ソ
ケットに差し込みます。 電源ソ
ケットの注意事項に従ってください
（ ページ）。

イグニッション位置を または に
します（ ページ）。

電動エアポンプの電源スイッチ を
の位置にします。電動エアポンプが
作動し始めます。応急用スペアタイヤ
に空気が送り込まれます。

最初に、タイヤにタイヤフィットが
送り込まれます。空気圧が一時的に約

（ ）まで上がること
があります。

この間は、電動エアポンプを停止しない
でください。
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パンク

損傷したタイヤや著しく低下したタ
イヤ空気圧により、車両のブレーキや
走行特性が著しく損なわれることが
あります。事故の危険性があります。
それ以上走行を続けないで、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場にご
連絡ください。

タイヤ空気圧が十分なとき

警告
タイヤフィットで一時的に修理した
タイヤは車両操縦性が損なわれ、高
速走行には適していません。事故の
危険性があります。
そのため、状況に応じて運転スタイル
を合わせ、慎重に走行してください。
タイヤフィットで修理したタイヤで
走行する場合は、規定された最高速
度を超過しないでください。

使用後は、ホースから余分なタイヤ
フィットが漏れ出ることがあります。タ
イヤフィットが付着すると、シミの原因
になります。

そのため、ホースはタイヤフィットが収
納されていた袋に収納してください。

環境保護に関する注意事項

使用済みのタイヤフィットのボトル
を廃棄処分する場合は、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場にご依頼く
ださい。

約 分後に、タイヤ空気圧が
（ ）に達している場合：

電動エアポンプを停止します。

パンクしたタイヤのバルブからホース
を外します。

タイヤフィットのボトル、電動エアポ
ンプおよび停止表示板を収納します。

ただちに発進します。

タイヤフィットで修理されたタイヤの
最高速度は約 です。ステッ
カーの上部は運転者が容易に視認でき
る位置に貼り付けてください。

約 分間走行した後で車両を停止し、
電動エアポンプを取り付けてタイヤ空
気圧を点検してください。この時、タ
イヤ空気圧は （ ）
以上でなければなりません。

警告
短時間の走行後に規定タイヤ空気圧
に達していない場合は、タイヤが著し
く損傷しています。この場合は、タ
イヤフィットでタイヤを修理するこ
とができません。タイヤの損傷およ
びタイヤ空気圧が低すぎることによ
り、車両のブレーキ操作や操縦性が
著しく損なわれるおそれがあります。
事故発生の危険性があります。
それ以上走行を続けずに、メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場にご連
絡ください。

タイヤ空気圧が （
）以上の場合は、規定のタイヤ空

気圧に修正します。数値は燃料給油口
フラップ裏側のタイヤ空気圧ラベルを
ご覧ください。
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タイヤ空気圧を上げる：電動エアポン
プを作動させます。

タイヤ空気圧を下げる：空気圧ゲージ
の横にある空気圧調整スイッチ

を押します。

タイヤ空気圧が適切になったら、タイ
ヤのバルブからホースを外します。

タイヤのバルブにバルブキャップを締
め付けます。

タイヤフィットのボトルを電動エアポ
ンプから取り外します。ホースはタイ
ヤフィットのボトルに留まったままに
なります。

タイヤフィットのボトル、電動エアポ
ンプおよび停止表示板を収納します。

最寄りのメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場まで走行し、そこでタイヤを
交換してください。

できるだけ早くメルセデス・ベンツ指
定サービス工場でタイヤフィットのボ
トルをお買い求めください。

タイヤフィットのボトルは 年ごと
にメルセデス・ベンツ指定サービス工
場でお買い求めください。

バッテリー

重要な安全上の注意事項

取り外し、または取り付けなどのバッテ
リーの作業は、専門的な知識および専用
工具の使用が必要です。そのため、バッ
テリーに関する作業は、必ずメルセデス・
ベンツ指定サービス工場で行なってくだ
さい。

警告
バッテリーに不適切な作業を行なう
と、ショートなどにつながり、車両
の電子部品を損傷します。これによ
り、ライトシステム、 （アンチロッ
ク・ブレーキング・システム）また
は （エレクトロニック・スタビ
リティ・プログラム）のような安全
に関連したシステムの機能の制限に
つながるおそれがあります。車両の
操作安全性が制限されるおそれがあ
ります。
例えば、以下のときに車両のコント
ロールを失うおそれがあります。
・  ブレーキ時
・  急なステアリング操作時、およ
び または車両速度が道路の状態
に合っていないとき

事故の危険性があります。
ショート、または似たようなトラブ
ルが発生した場合は、すぐにメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場にご
連絡ください。それ以上走行しない
でください。バッテリーに関する作
業は、必ずメルセデス・ベンツ指定
サービス工場に依頼してください。

および に関するさらなる情報
は、（ ページ）および（ ページ）
をご覧ください。
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警告
身体に静電気が帯電していると、火
花が発生してバッテリーから発生す
る高可燃性のガスに引火することが
あります。爆発の危険性があります。
バッテリーを取り扱う前に、車体に
触れて身体の静電気を放電させてく
ださい。

バッテリーを充電している間、および
ジャンプスタートを行なっているとき
は、可燃性の高い混合ガスが発生します。

お客様にも、そしてバッテリーにも静電
気が帯電していないことを常に確認して
ください。静電気の帯電は以下のときな
どに発生します。

・  合成繊維製の衣服を着用することにより

・  衣服とシートの間の摩擦により

・  カーペットまたは他の化学製品の上で
バッテリーを押す、または引いたとき

・  バッテリーを布で拭いたとき

警告
充電中はバッテリーから水素ガスが
発生します。バッテリーのショート
や火花の発生により、水素ガスに引
火するおそれがあります。爆発の危
険性があります。
・  バッテリーのプラス端子が車両部
品と接触していないことを確認し
てください。

・  金属製の工具などをバッテリーの
上に置かないでください。

・  バッテリーを接続するとき、また
は接続を外すときは、記載された
手順に従うことが重要です。

・  ジャンプスタートを行なうときは、
同じ極のバッテリー端子を接続し
ていることを確認してください。

・  ブースターケーブルを接続すると
き、または接続を外すときは、記
載された手順に従うことが特に重
要です。

・  エンジン作動中は、決してバッテ
リー端子を接続したり、接続を外
さないでください。

警告
バッテリー液は腐食性があります。火
傷をするおそれがあります。皮膚や
眼、衣服に付着しないように注意して
ください。バッテリーから発生する
ガスを吸い込まないでください。バッ
テリーをのぞき込まないでください。
バッテリーは子供の手が届かない場
所に保管してください。バッテリー
液が付着したときはただちに水洗い
し、医師の診察を受けてください。

環境保護に関する注意事項

電池には環境汚染物質が含
まれています。電池を家庭
用ゴミとして廃棄すること
は法律で禁じられています。
使用済みの電池は個別に回
収し、環境に適合するリサ
イクル方法で処分してくだ
さい。

電池は環境に配慮した方法
で廃棄してください。使用
済みの電池は、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に
お持ちいただくか、スイッ
チ電池専用の回収箱に廃棄
してください。
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メルセデス・ベンツ指定サービス工
場でバッテリーの点検を定期的に受けて
ください。詳しくはメルセデス・ベンツ
指定サービス工場におたずねください。

バッテリーに関する作業は、必ずメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場で行
なってください。例外的な状況で、どう
してもお客様自身でバッテリーの接続を
外す必要がある場合は、以下に従ってく
ださい。

・  エンジンを停止して、キーを抜きます。
キーレスゴーを使用している場合は、
メーターパネルのすべての表示灯が消
灯していて、イグニッション位置が
になっていることを確認します。オル
タネーターのような電子部品を損傷す
るおそれがあります。

・  まずマイナス端子を外して、次にプラ
ス端子を外します。端子を入れ替え
ないでください。車両の電子部品を損
傷するおそれがあります。

・  バッテリーの接続を外した後、トラン
スミッションはポジション でロック
されます。車両は走り出さないように
固定されます。車両を動かすことがで
きなくなります。

走行するときは、バッテリーおよびプラ
ス端子のカバーをしっかり取り付けてく
ださい。

バッテリーを取り扱うときは、安全上の
注意事項および防護措置を守ってくだ
さい。

警告

バッテリーを取り扱うとき
は、火気や裸火、タバコは
禁止です。火花の発生は避
けてください。

バッテリー液は腐食性があ
ります。皮膚、眼または衣服
への付着を防いでください。
手袋やエプロン、マスクな
ど、適切な保護衣を着用し
てください。
清潔な水で、ただちに飛散し
た酸を洗い流してください。
必要であれば、医師の診察
を受けてください。

保護眼鏡を着用してくだ
さい

子供を近付けないでくだ
さい。

取扱説明書の指示に従って
ください

車両： 補足版をお読
みください。高電圧によるものなどの危
険を認識できないことがあります。

安全上の理由のため、メルセデス・ベン
ツは、お客様のメルセデス・ベンツ車の
ためにテストされ、承認されたバッテ
リーのみを使用することを推奨します。
これらのバッテリーは衝撃保護性能に優
れており、事故などでバッテリーが損傷
した際に乗員が酸で火傷をする危険性を
低減します。
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バッテリーの性能を長期にわたって最大
限に発揮させるためには、バッテリーが
常に十分に充電されていることが必要
です。

車両のバッテリーは他のバッテリーと同
様に、使用しないと徐々に放電する可能
性があります。そのような場合は、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場でバッ
テリーの接続を外す作業を依頼してくだ
さい。メルセデス・ベンツにより推奨さ
れたバッテリー充電器でバッテリーを充
電することもできます。詳しい情報は、
メルセデス・ベンツ指定サービス工場に
おたずねください。

主に車両を短距離の走行で使用している
場合や、車両を長期間使用しない場合は、
より頻繁にバッテリーの充電状態を点検
してください。車両を長期間駐車したま
まにする場合は、メルセデス・ベンツ指
定サービス工場におたずねください。

駐車するとき、電気装備を必要とし
ない場合は、キーを抜いてください。エ
ンジンスイッチにキーを差したままのと
きは、車両はわずかな電力を消費してい
るため、これによりバッテリーの放電を
防ぎます。

バッテリーが放電した場合など、電
力供給が中断した場合は、以下のことを
行なってください。

・  ミラーを一度展開することによる、ド
アミラーの自動展開 格納機能のリ
セット（ ページ）。

バッテリーの充電

警告
バッテリーの充電やジャンプスター
トを行なうときは、可燃性のガスが
バッテリーから発生することがあり
ます。爆発の危険性があります。
バッテリーを取り扱うときは、特に火
気や裸火、火花、タバコなどを近付け
ないでください。バッテリーの充電
やジャンプスタートを行なうときは、
十分な換気を確保してください。バッ
テリーをのぞき込まないでください。

警告
バッテリー液は腐食性があります。火
傷をするおそれがあります。皮膚や
眼、衣服に付着しないように注意して
ください。バッテリーから発生する
ガスを吸い込まないでください。バッ
テリーをのぞき込まないでください。
バッテリーは子供の手が届かない場
所に保管してください。バッテリー
液が付着したときはただちに水洗い
し、医師の診察を受けてください。

警告
放電したバッテリーは、気温が氷点下
になると凍結するおそれがあります。
ジャンプスタートやバッテリーの充
電を行なうときは、バッテリーから
ガスが発生することがあります。爆
発の危険性があります。
バッテリーの充電やジャンプスター
トを行なう前に、凍結したバッテリー
を解凍してください。
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必ず最大充電電圧が のバッテ
リー充電器を使用してください。

バッテリーを充電する場合は、必ず
ジャンプスタート用端子を使用してくだ
さい。

ジャンプスタート用端子は、エンジン
ルーム内（ ページ）にあります。

ボンネットを開きます。

ジャンプスタートで救援用バッテリー
を接続するときと同じ順序で、バッテ
リー充電器をプラス端子とアース端子
に接続してください（ ページ）。

低温時に、表示灯 警告灯が点灯しない
場合は、放電したバッテリーが凍結し
ている可能性があります。このような場
合は、バッテリーを充電することも車両
をジャンプスタートすることもできない
ことがあります。凍結したバッテリーの
寿命は短くなることがあります。特に低
温時の始動性能が損なわれることがあ
ります。メルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場でバッテリーの点検を受けてくだ
さい。

車両に装着したままのバッテリーを充
電するときは、メルセデス・ベンツによ
り承認されたバッテリー充電器のみを使
用してください。メルセデス・ベンツ車
両用に特別に適合され、メルセデス・ベ
ンツによりテストおよび承認されたバッ
テリー充電器はアクセサリーとして入手
できます。この充電器は、車両に装着さ
れたままでのバッテリーの充電が許可さ
れています。詳しくは、メルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場におたずねくだ
さい。バッテリーを充電する前に、バッ
テリー充電器の取扱説明書をお読みくだ
さい。
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ジャンプスタート

ジャンプスタートには、エンジンルーム内のプラス端子とアース端子で構成されてい
るジャンプスタート用端子のみを使用してください。

警告
バッテリー液は腐食性があります。火傷をするおそれがあります。
皮膚や眼、衣服に付着しないように注意してください。バッテリーから発生する
ガスを吸い込まないでください。バッテリーをのぞき込まないでください。バッ
テリーは子供の手が届かない場所に保管してください。バッテリー液が付着した
ときはただちに水洗いし、医師の診察を受けてください。

警告
バッテリーの充電やジャンプスタートを行なうときは、可燃性のガスがバッテリー
から発生することがあります。爆発の危険性があります。
バッテリーを取り扱うときは、特に火気や裸火、火花、タバコなどを近付けない
でください。バッテリーの充電やジャンプスタートを行なうときは、十分な換気
を確保してください。バッテリーをのぞき込まないでください。

警告
充電中はバッテリーから水素ガスが発生します。バッテリーのショートや火花の
発生により、水素ガスに引火するおそれがあります。爆発の危険性があります。
・  バッテリーのプラス端子が車両部品と接触していないことを確認してくだ
さい。

・  金属製の工具などをバッテリーの上に置かないでください。
・  バッテリーを接続するとき、または接続を外すときは、記載された手順に従う
ことが重要です。

・  ジャンプスタートを行なうときは、同じ極のバッテリー端子を接続しているこ
とを確認してください。

・  ブースターケーブルを接続するとき、または接続を外すときは、記載された手
順に従うことが特に重要です。

・  エンジン作動中は、決してバッテリー端子を接続したり、または接続を外さない
でください。
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警告
放電したバッテリーは、気温が氷点下になると凍結するおそれがあります。ジャ
ンプスタートやバッテリーの充電を行なうときは、バッテリーからガスが発生す
ることがあります。爆発の危険性があります。
バッテリーの充電やジャンプスタートを行なう前に、凍結したバッテリーを解凍
してください。

ガソリンエンジン車両：繰り返しての、および長時間にわたるエンジン始動は避
けてください。未燃焼燃料によって触媒コンバーターを損傷するおそれがあります。

車両： 補足版をお読みください。高電圧によるものなどの危険を
認識できないことがあります。

車両の始動のために急速充電機器を使用しないでください。

車両のバッテリーが放電したときは、ブースターケーブルを使用して他車や他のバッ
テリーからエンジンをジャンプスタートすることができます。以下の点に注意してく
ださい。

・  手の届きにくい位置にバッテリーが装着されている車両もあります。他車のバッ
テリーに手が届かないときは、他のバッテリーまたはジャンプスタート機器を使
用して、車両をジャンプスタートしてください。

・  ガソリンエンジン車両：エンジンおよび排気システムが冷えているときにのみ、
ジャンプスタートを行なってください。

・  バッテリーが凍結している場合は、ジャンプスタートはできません。まずバッテ
リーを解凍してください。

・  ジャンプスタートは、公称電圧 のバッテリーで行なってください。

・  十分な容量と太さのある絶縁されたブースターケーブルを使用してください。

・  バッテリーが完全に放電している場合は、ケーブルを接続してすぐにエンジン始
動を試みるのでなく、数分置いてから始動操作を行なってください。これにより、
放電したバッテリーが若干充電されます。

・  自車と救援車が接触していないことを確認します。

以下のことを確認してください。

・  ブースターケーブルが損傷していない。

・  ブースターケーブルをバッテリーに接続している間に、端子の絶縁されていない
部分が他の金属部品と接触していない。

・  エンジンがかかっているときに、ブースターケーブルが ベルトプーリーやファ
ンなどの部品に接触しない。

パーキングブレーキを確実に効かせます。



万
一
の
と
き

ジャンプスタート

トランスミッションをポジション にシフトします。

リアデフォッガー、ライトなどすべての電気装備を停止します。

ボンネットを開きます。

は他の車両のバッテリー、またはジャンプスタート用機器を示しています。

プラス端子 のカバー を矢印の方向に動かして開きます。

ブースターケーブルを使用して、車両のプラス端子 を救援用バッテリー の
プラス端子 に接続します。常にまず自車のプラス端子 から始めます。

救援車両のエンジンを始動し、アイドリング状態にします。

救援用バッテリー に最初にブースターケーブルを接続するようにして、ブース
ターケーブルを使用して救援用バッテリー のマイナス端子 を自車のアース
端子 に接続します。

エンジンを始動してください。

ブースターケーブルを外す前に、エンジンを数分間作動させてください。

最初にブースターケーブルをアース端子 とマイナス端子 から、次にプラス
端子 とプラス端子 から取り外します。その際は、いずれも自車の端子から
開始してください。

ブースターケーブルを取り外した後に、プラス端子 のカバー を閉じます。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場でバッテリーの点検を受けてください。

ジャンプスタートは、正常な操作状態とはみなされていません。
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けん引およびけん引始動

ブースターケーブルおよびジャンプ
スタートに関するさらなる情報は、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場で入手
できます。

けん引およびけん引始動

重要な安全上の注意事項

警告
以下の場合は、安全性に関連する機
能が制限されるか、または使用でき
なくなります。
・  エンジンが作動しない
・  ブレーキシステムまたはパワース
テアリングに不具合がある

・  電圧供給または車両の電気システ
ムに不具合がある

車両をけん引する場合は、ステアリ
ング操作、またはブレーキ操作によ
り大きな力が必要になることがあり
ます。事故の危険性があります。
そのような場合は、けん引バーを使
用してください。けん引する前に、
ステアリングが自由に動くことを確
認してください。

警告
自車の許容総重量より重い車両を
けん引またはけん引始動しようとす
ると、以下にようになるおそれがあ
ります。
・  けん引フックが外れる。
・  トレーラーを連結した車両が横
転する。

事故の危険性があります。

他車をけん引またはけん引始動する
ときは、自車の許容総重量より軽い
車両でなければなりません。

ディストロニック・プラスまたはホー
ルド機能が作動すると、特定の状況で車
両に自動的にブレーキが効きます。車両
の損傷を防ぐため、次のような状況では
ディストロニック・プラスおよびホール
ド機能を解除してください：

・  けん引されるとき

・  洗車時

けん引ロープやロッドは、けん引フッ
ク以外にはかけないでください。車体が
損傷するおそれがあります。

けん引ロープを使用してけん引を行
なう場合は、必ず以下の点に注意してく
ださい。

・  ロープは、両車とも同じ側につないで
ください。

・  けん引ロープの長さは 以内であ
る必要があります。その中間に白い布
（ ）を付けて、けん引中であ
ることが周囲から明確にわかるように
してください。

・  走行中は、けん引する車両のブレーキ
ライトに注意してください。常に車間
距離を維持しつつ、ロープをたるませ
ないように走行してください。

・  ワイヤーロープや金属製のチェーンは
使用しないでください。車体に傷が付
くおそれがあります。

スタックした車両を救出する場合は、
けん引フックを使用しないでください。
クレーンを使用して救出してください。
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けん引およびけん引始動

けん引やけん引始動を行なうときは、
ゆっくり発進し、車両に過大な力をかけ
ないでください。車両が損傷するおそれ
があります。

けん引するときは、運転席ドアまた
は助手席ドアを開いたときにシフトポジ
ションが にならないように、以下の手
順を行なってください。万一、走行中に
シフトポジションが になると、トラ
ンスミッションを損傷するおそれがあり
ます。

キーレスゴー装備車両ではキーレ
スゴースイッチを使用せずに、エ
ンジンスイッチにキーを差し込み
ます。

エンジンスイッチのキーを の位
置にまわし、シフトポジションを
にします。

キーをエンジンスイッチから抜か
ないようにします。

車両は最長で約 までけん引で
きます。けん引する際の速度は、
を超えないようにしてください。

距離が約 を超える場合は、必ず車
両全体をリフトアップして、車両運搬車
を利用してください。

車両： 補足版をお読
みください。高電圧によるものなどの危
険を認識できないことがあります。

けん引やけん引始動を行なうときは、関
連する法規に従ってください。けん引は
できるだけ避け、車両を搬送してくだ
さい。

トランスミッションが損傷している場合
は、運搬車両またはトレーラーで運搬し
てください。

車両をけん引するときは、オートマチッ
クトランスミッションはポジション に
なければなりません。

バッテリーが接続されていて、十分に充
電されていることを確認してください。
以下のようになります。

・  エンジンスイッチのキーを の位置に
まわすことができない

・  トランスミッションをポジション
にシフトできない

車両をけん引してもらう前に、車速
感応ドアロックを解除してください（

ページ）。車両を押したり、または
けん引するときに、閉め出されるおそれ
があります。

車両をけん引する前に、けん引防止機能
を解除してください（ ページ）。

非常点滅灯を作動させてけん引し
ているときに、進行方向変更の合図を行
なうときは通常通りにコンビネーション
スイッチを使用してください。このとき
は、希望の方向の方向指示灯のみが点滅
します。コンビネーションスイッチを元
に戻すと、非常点滅灯が再度点滅し始め
ます。



万
一
の
と
き

けん引およびけん引始動

けん引フックの取り付け 取り外し

警告
マフラーは非常に熱くなることがあ
ります。リアのカバーを取り外すと
きに火傷の危険性があります。
マフラーには触れないでください。
リアのカバーを取り外すときは特に
注意してください。

けん引フックカバー（例：セダン）

けん引フックの取り付け部は、フロント
およびリアバンパーのカバー内部にあり
ます。

車載工具（ ページ）からけん引
フックを取り出します。

カバー のマークを矢印の方向に押
します。

カバー を開口部から取り外します。

内部のネジ穴にけん引フックをねじ
込み、時計回りに止まるまで締め込み
ます。

けん引フックの取り外し

けん引フックを緩めて取り外します。

カバー をバンパーに取り付け、固
定するまで押し込みます。

けん引フックを車載工具に収納し
ます。

リアアクスルを上げて車両をけん引する

リアアクスルを上げて車両をけん引する
ときは、安全指示に従うことが重要です
（ ページ）。

リアアクスルを上げてけん引を行な
うときは、必ずイグニッションをオフに
してください。 の介入によりブレー
キが損傷するおそれがあります。

非装備車両のみ

非常点滅灯スイッチを押します（
ページ）。

エンジンスイッチのキーを の位置
にまわして、エンジンスイッチから
キーを抜きます。

車両から離れるときは、キーを閉じ込
めないよう注意してください。

両アクスルを接地させて車両をけん
引する

車両をけん引するときは、安全に関する
指示に従うことが重要です（ ペー
ジ）。

イグニッション位置によっては運転席ま
たは助手席ドアを開いたとき、またはエ
ンジンスイッチからキーを取り外したと
きは、オートマチックトランスミッショ
ンが自動的にポジション にシフトされ
ます。
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車両をけん引するときに、オートマチッ
クトランスミッションをポジション の
ままにするためには、以下に従わなけれ
ばなりません。

エンジンスイッチのキーを の位置
にします。キーレスゴー装備車両では、
キーレスゴースイッチの代わりにキー
を使用します（ ページ）。

ブレーキペダルを踏んで保持します。

オートマチックトランスミッションを
ポジションを にシフトします。

ブレーキペダルを放します。

パーキングブレーキを解除します。

非常点滅灯を作動させます（
ページ）。

エンジンスイッチのキーを の位置
にしたままにします。

車両を運搬する

車両を固定するときは、固定具をア
クスルやステアリング構成部品などにか
けずに、ホイールにのみかけてください。
車体を損傷するおそれがあります。

けん引フックは、車両を運搬する目的で
トレーラーや車両運搬車に車両を引き上
げるときにも使用できます。

エンジンスイッチのキーを の位置
にまわします。

オートマチックトランスミッションを
ポジション にシフトします。

車両を積載したら、以下を行なってくだ
さい。

車両が動き出すのを防止するため、
パーキングブレーキを効かせてくだ
さい。

オートマチックトランスミッションを
ポジション にシフトします。

エンジンスイッチのキーを の位置
にまわして、エンジンスイッチから
キーを抜きます。

車両を固定します。

装備車両に関する注意事項

装備車両は、フロントまた
はリアアクスルを持ち上げてけん引し
ないでください。トランスミッションが
損傷するおそれがあります。

車両のトランスミッションが損傷した
り、フロントまたはリアアクスルが損傷
した場合は、運搬車両またはトレーラー
で運搬してください。

電気装備が損傷しているとき

バッテリーに不具合がある場合は、オー
トマチックトランスミッションはポジ
ション でロックされます。オートマチッ
クトランスミッションをポジション に
シフトするためには、ジャンプスタート
時と同じ方法で車両の電気装備に電力を
供給しなければなりません（ ペー
ジ）。

運搬車両またはトレーラーで車両を運搬
してください。

けん引始動（エンジン緊急始動）

けん引始動は行なわないでください。
トランスミッションが損傷するおそれが
あります。

ジャンプスタート に関する情報は（
ページ）にあります。
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ヒューズ

ヒューズ

重要な安全上の注意事項

警告
切れたヒューズを使用したり、ブリッ
ジしたり、またはより高いアンペア
数のヒューズと交換すると、ケーブ
ルに過負荷がかかります。火災の原
因になります。事故やけがの危険性
があります。
切れたヒューズは、必ず正しいアン
ペア数の指定された新品のヒューズ
と交換してください。

ヒューズは必ずメルセデス・ベンツ
車に適合し、該当する電気装備の規定容
量を満たすものを使用してください。適
切でないヒューズを使用すると、構成部
品や電気装備を損傷するおそれがあり
ます。

車両のヒューズは、異常のある回路への
接続を遮断する働きをします。ヒューズ
が切れると、回路上のすべての構成部品
とそれらの機能が作動しなくなります。

切れたヒューズを交換するときは、ヒュー
ズの色と数字で確認し、必ず同じ定格の
ヒューズと交換してください。ヒューズ
の定格は、ヒューズ配置表に記載されてい
ます。

新しいヒューズに交換してもすぐに切れ
る場合は、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で原因究明および修理を行なっ
てください。

ヒューズを交換する前に

重要な安全上の注意事項に従ってくだ
さい（ ページ）。

車両が動き出さないように固定してく
ださい（ ページ）。

すべての電気装備を停止します。

エンジンスイッチのキーを の位置
にまわして、取り外します（ ペー
ジ）。

または

キーレスゴー装備車両では、イグニッ
ションがオフであることを確認します
（ ページ）。メーターパネル内
のすべての表示灯が消灯します。

ヒューズは、以下のヒューズボックス内
にあります。

・  エンジンルーム内運転席側のヒューズ
ボックス

・  進行方向に見たときのトランク ラゲッ
ジルーム内右側のヒューズボックス

ヒューズ配置表は、トランク ラゲッジ
ルームフロアボード下の車載工具内にあ
ります（ ページ）。

エンジンルーム内のヒューズボックス

重要な安全上の注意事項に従ってくだ
さい（ ページ）。

警告
ボンネットを開いているとき、ワイ
パーを作動位置のままにしていると、
ワイパーリンケージでけがをするお
それがあります。けがの危険性があ
ります。
ボンネットを開く前に、必ずワイパー
を停止し、イグニッション位置を
にしてください。



万
一
の
と
き

ヒューズ

カバーを開く際に、ヒューズボック
ス内部に水が浸入しないように注意して
ください。

カバーを閉じる時は、ヒューズボッ
クスに確実に固定されていることを確認
してください。ヒューズボックスの中に
水分や異物が入ると、ヒューズの機能に
障害が発生するおそれがあります。

フロントワイパーが停止していること
を確認します。

ボンネットを開きます。

乾いた布を使用して、ヒューズボッ
クスに付着している水分を拭き取り
ます。

開く：左ハンドル車両ではホース
をガイドから取り出します。

ホース を接続部分 の前方に寄
せます（左ハンドル車両のみ）。

固定クリップ を外します。

ヒューズボックスのカバーを前方に取
り外します。

閉じる：ラバーシールがカバーの正
しい位置にあることを確認してくだ
さい。

カバーをヒューズボックス後部の挿入
部に差し込みます。

カバーを下ろし、クリップ で固定
します。

ホース をガイドに固定します。

ボンネットを閉じます。

トランク内のヒューズボックス

重要な安全上の注意事項に従ってくだ
さい（ ページ）。

カバーを開く際に、ヒューズボック
ス内部に水が侵入しないように注意して
ください。

カバーを閉じる時は、ヒューズボッ
クスに確実に固定していることを確認し
てください。ヒューズボックスの中に水
分や異物が入ると、ヒューズの機能に障
害が発生するおそれがあります。

トランクリッドを開きます。

開く：平らな物を使用して、右側カバー
の上部を引き出します。

カバー を矢印の方向に下方に開き
ます。



万
一
の
と
き

ヒューズ

ラゲッジルーム内のヒューズボックス

カバーを開く際に、ヒューズボック
ス内部に水が浸入しないように注意して
ください。

カバーを閉じる時は、ヒューズボッ
クスに確実に固定していることを確認し
てください。ヒューズボックスの中に水
分や異物が入ると、ヒューズの機能に障
害が発生するおそれがあります。

テールゲートを開きます。

開く：カバーのハンドル を引き
ます。

カバーを下方に開きます。

トリム を前方に開きます。
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重要な安全上の注意事項

警告
パンクは車両の走行、ステアリング、
ブレーキの特性を著しく損なうことが
あります。事故の危険性があります。
ランフラット特性のないタイヤは以
下に従ってください。
パンクしたタイヤで走行しないで
ください。
ただちにパンクしたタイヤを応急
用スペアタイヤまたはスペアタイ
ヤと交換するか、メルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場にご連絡く
ださい。

ランフラットタイヤは、
タイヤ（ランフラットタイヤ）に関す
る情報と警告注意に注意してくだ
さい。

メルセデス・ベンツにより車両への使用
が承認されていないアクセサリーを装着
したり、アクセサリーが正しく使用され
ていないと、操作安全性を損なうおそれ
があります。

承認されていないアクセサリーを購入
し、ご使用になる前に、メルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場で以下をご確認く
ださい。

適合性

合法性

推奨品

車両のホイールとタイヤのサイズおよび
種類に関する情報は ホイールとタイヤ
の組み合わせ （ ページ）に記載
されています。

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

重要な安全上の注意事項

警告
誤ったサイズのホイールやタイヤを
使用すると、ブレーキまたはサスペ
ンションの部品を損傷することがあ
ります。事故の危険性があります。
純正部品の仕様に適合するホイール
やタイヤと必ず交換してください。
ホイールを交換する場合、正しく取
り付けるために以下を確認してくだ
さい。
型式
タイプ

タイヤを交換する場合、正しく取り付
けるために以下を確認してください。
型式
メーカー
タイプ
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使用

車両のタイヤ空気圧に関する情報は、以
下にあります。

燃料給油口フラップにあるタイヤ空気
圧ラベル（ ページ）。

タイヤ空気圧 の項目（ ペー
ジ）。

ブレーキシステムおよびホイールの改造
は許可されていません。ホイールスペー
サーブラケットまたはブレーキダスト
シールドの使用は許可されていません。
このような改造を行なった場合は、不具
合が生じても保証の適用外になります。

ホイールおよびタイヤについてのさ
らなる情報は、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場で入手できます。

使用

走行に関する情報

車両に重い荷物を積んでいるときは、タ
イヤ空気圧を点検し、必要に応じて調整
してください。

走行中は、振動、騒音、および片側に寄
るなどの、通常ではないハンドリング特
性に注意してください。このような症状
の原因には、タイヤやホイールの損傷が
考えられます。タイヤに異常を感じた
ら、速度を落として慎重に運転してくだ
さい。すみやかに安全な場所に停車して、
タイヤとホイールに損傷がないか点検し
てください。

タイヤが損傷すると、車両操縦性が損な
われる原因になります。損傷が何も認め
られない場合、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場でタイヤおよびホイールの
点検を受けてください。

車両を駐車するときは、タイヤが縁石ま
たは他の障害物によって変形していない
ことを確認してください。また、縁石や
路面の段差などを乗り越える必要がある
場合は、速度を落とし、縁石や段差に対
してタイヤをできるだけ直角にして乗り
越えてください。タイヤ、特にサイド
ウォールが損傷するおそれがあります。

ホイールとタイヤの定期点検

警告
タイヤが損傷すると、タイヤ空気圧
が低下する原因になります。その結
果として、車両のコントロールを失
うおそれがあります。事故発生の危
険性があります。タイヤに損傷がない
か定期的に点検を行ない、損傷した
タイヤはただちに新品と交換してく
ださい。

ホイールとタイヤの定期点検は、少なく
とも月に 度、またオフロードや不整
路の走行後にも行ない、タイヤに損傷が
ないか確認してください。ホイールが損
傷すると、タイヤ空気圧が低下する原因
になります。特に、以下のような損傷に
ご注意ください。

タイヤの傷

刺し傷などの穴

タイヤの裂け目

タイヤの突起

ホイールの変形や腐食
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使用

タイヤのトレッドの深さやタイヤの幅
全体にわたるトレッドの状態を定期的
に点検してください。必要であれば、タ
イヤ表面の内側を点検するために、前輪
をいっぱいまでまわしてください。

ほこりや水分の侵入を防ぎバルブを保
護するため、すべてのホイールにバル
ブキャップを必ず装着してください。純
正品または承認された製品以外のバルブ
キャップをバルブに装着しないでくだ
さい。純正品以外のバルブキャップまた
はタイヤ空気圧モニタリングシステムな
どのシステムを装着しないでください。

長距離走行の前は特に、定期的にすべて
のタイヤの空気圧を点検してください。
必要であれば、タイヤ空気圧を調整して
ください（ ページ）。

応急用スペアタイヤに関する注意事項に
従ってください（ ページ）。タイヤ
の耐用年数は、以下を含むさまざまな要
因に左右されます。

走行スタイル

タイヤ空気圧

走行距離

タイヤトレッドに関する重要な安全上
の注意事項

警告
タイヤのトレッドが不十分であると、
タイヤのグリップが低下します。こ
のようなタイヤは水を排出すること
ができなくなり、濡れた路面で、特
に走行状況に適していない速度で走
行すると、ハイドロプレーニング現
象が生じる危険性が高くなります。
事故発生の危険性があります。
タイヤ空気圧が高すぎたり低すぎた
りすると、トレッド面の位置によっ
て偏摩耗が生じることがあります。
タイヤの定期点検を行なうときは、
タイヤの溝の深さだけでなく、タイ
ヤの内側の摩耗状態も点検してくだ
さい。
タイヤの溝の深さの最小値：
サマータイヤ：
ウィンタータイヤ：

安全維持のために、タイヤの溝の深
さが法律で定められた最小値に達す
る前に、該当するタイヤを新品と交
換してください。

タイヤの選択、装着および交換

タイヤとホイールは、 輪とも同一種
類、同一銘柄のものを装着してくだ
さい。

例外：パンクした場合は、違う種類、
違う銘柄の使用が認められています。

タイヤ（ランフラット
タイヤ） （ ページ）の項目に
注意してください。

適正なサイズのタイヤをホイールに装
着してください。
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冬季の使用

新しいタイヤでは最初の約 は
控えめな速度で走行してください。こ
の距離を走行後にのみ、最高の性能に
達します。

タイヤトレッド部の残り溝が不足した
タイヤで走行しないでください。濡れ
た路面ではタイヤのグリップが著しく
低下します（ハイドロプレーニング現
象）。

摩耗の程度に関わらず、 年以上経
過したタイヤは新品と交換してくだ
さい。

応急用スペアタイヤに関する注意事項に
従ってください（ ページ）。

タイヤ（ランフラット
タイヤ）

タイヤ（ランフラットタイ
ヤ）は、 本または複数のタイヤの空気
圧がすべて損失しても、車両の走行を続
けることができます。

ランフラットタイヤは、作動しているタ
イヤ空気圧警告システムと必ず組み合わ
せ、メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で専用の点検を受けたタイヤのみを使
用してください。

パンクしたタイヤで走行するときの注意
事項は（ ページ）をご覧ください。

タイヤ装備車両は、タ
イヤフィットを標準装備していません。
ウィンタータイヤなど、ランフラット特
性を持たないタイヤを装着するときは、
タイヤフィットを追加で装備することを
お勧めします。タイヤフィットはメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場でお求め
ください。

冬季の使用

全体的な注意事項

冬になる前にメルセデス・ベンツ指定
サービス工場で車両の寒冷時対応を実施
してください。

車輪の交換 （ ページ）に記載さ
れている注意事項を守ってください。

サマータイヤでの走行

約 ℃以下の温度では、サマータイヤは
弾力性を失い、接地性と制動力が低下し
ます。車両のタイヤをウィンタータイヤ
と交換します。寒冷時にサマータイヤを
装着したまま走行すると、タイヤ側面に
亀裂が生じ、破損する原因になります。
このようなタイヤの損傷は、保証の対象
外になります。

タイヤ

警告
ウィンタータイヤの溝の深さが約

以下になったときは、冬季用の
タイヤとして不適切になり、十分な
接地性を確保できなくなります。事
故につながるおそれがあります。
ウィンタータイヤの溝の深さが約

以下になったときは、必ず新品
と交換してください。

温度が約 ℃以下の場合は、ウィンター
タイヤまたはオールシーズンタイヤを使
用してください。どちらの種類のタイヤ
にも マークが付いています。
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冬季の使用

および などの走行安全システ
ムが冬季に適切に機能できるようにする
のは、これらのタイヤだけです。これら
のタイヤは、特に雪道走行用に開発され
ています。

走行安全性を確保するため、ウィンター
タイヤは、指定されたサイズで 輪とも
同じ銘柄のものを装着してください。

装着されたウィンタータイヤの指定され
た許容最高速度を常に守って走行してく
ださい。

ウィンタータイヤの装着時は、以下の手
順に従ってください。

タイヤ空気圧を点検します（
ページ）。

タイヤ空気圧警告システムを再起動し
てください（ ページ）。

応急用スペアタイヤでの走行についての
詳しい情報は、（ ページ）をご覧く
ださい。

スノーチェーン

警告
スノーチェーンが前輪に装着され
ている場合は、車体またはシャーシの
部品に引き込まれることがあります。
これにより、車両またはタイヤが損
傷するおそれがあります。事故の危
険性があります。
危険な状態を避けるために
スノーチェーンを前輪に装着し
ないでください。
スノーチェーンは必ずペアで後輪
に装着してください。

スチールホイール装備車両 スチー
ルホイールにスノーチェーンを装着する
場合は、まず各車輪のホイールキャップ
を確実に取り外してください。ホイール
キャップが損傷する原因になります。

安全な走行のため、スノーチェーンはメ
ルセデス・ベンツ指定品、または同等の
品質基準を満たしたものを使用してくだ
さい。

スノーチェーンを装着するときは、以下
の点に注意してください。

スノーチェーンはすべてのホイールと
タイヤの組み合わせに装着できるわけ
ではありません。許容されるホイール
とタイヤの組み合わせをご覧ください
（ ページ）。

路面が完全に冠雪しているときは、
必ずスノーチェーンを使用してくだ
さい。冠雪していない路面を走行しよ
うとするときは、できるだけ早くス
ノーチェーンを取り外してください。

法令でスノーチェーンの使用が制限
されている地域があります。スノー
チェーンを取り付けようとする場合
は、法令に従ってください。

最大許容速度の約 を超えない
ようにしてください。

マティックサスペンション装備車
両の場合、スノーチェーン装着時は
車高を上げる必要があります（
ページ）。

スノーチェーン装着中は、 を
解除したほうが走行しやすい場合があり
ます（ ､ ページ）。車輪の空転を
制御し、駆動力を向上させることができ
ます。

応急用スペアタイヤでの走行についての
詳しい情報は、（ ページ）をご覧く
ださい。
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タイヤ空気圧

タイヤ空気圧

タイヤ空気圧規定値

警告
タイヤ空気圧が不足または過剰な場
合、以下の危険があります。
荷重が大きく車両速度が高い場合
は特に、タイヤが破裂するおそれ
がある。
タイヤが過度に、また不均一に摩
耗し、それによってタイヤの駆動
力が損なわれるおそれがある。
ステアリング操作やブレーキ操作
などの車両操縦性が大幅に損なわ
れるおそれがある。

事故の危険性があります。
指定のタイヤ空気圧に従い、以下のと
きにはスペアタイヤを含むすべての
タイヤの空気圧を点検してください。
走行を開始する前の毎日
荷重が変化したとき
長距離走行を開始する前
オフロード走行のように使用状況
が変わったとき

必要であれば、適正なタイヤ空気圧
に調整してください。

警告
適切でないアクセサリーをバルブに
取り付けると、バルブに過負荷がか
かって誤作動し、タイヤ空気圧が不
足する原因となります。設計上、タ
イヤ空気圧モニターシステムを後装
着すると、バルブが開いたままにな
り、タイヤ空気圧が不足するおそれ
もあります。事故発生の危険性があ
ります。
標準仕様のバルブキャップまたはメ
ルセデス・ベンツ純正の車両専用バ
ルブキャップのみをバルブに取り付
けてください。

警告
タイヤ空気圧が何度も低下する場合
は、ホイール、バルブまたはタイヤが
損傷している可能性があります。タ
イヤ空気圧が不十分であると、タイ
ヤが破裂するおそれがあります。事
故発生の危険性があります。
タイヤに異物がないか点検します。
ホイールやバルブからの空気漏れ
がないか点検します。

損傷を修理できない場合は、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場にお
問い合わせください。

環境保護に関する注意事項

少なくとも 週間に 度、タイヤ空
気圧の点検を行なってください。

燃料給油口フラップ裏側には、走行状況
に応じた空気圧が記載されたタイヤ空気
圧ラベルが貼られています。
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タイヤ空気圧

外気温度、走行速度およびタイヤの荷重
によって、タイヤの温度およびタイヤ
空気圧は ℃ごとに約 （

）ずつ変化します。温まっている
タイヤの空気圧を点検するときは、この
ことを考慮に入れてください。そのとき
の使用条件に対して非常に低いときにの
み、タイヤ空気圧を修正してください。

空気圧が適正でないタイヤで走行する
と、以下のような状態になります。

タイヤの寿命が短くなります。

タイヤが損傷を受けやすくなります。

車両操縦性や走行安全性に悪影響を与
えます（例：ハイドロプレーニング現
象）。

低負荷時の空気圧は、快適な乗り心
地を得るために必要な空気圧の下限値を
示しています。

ただし、高負荷時の空気圧に調整するこ
ともできます。これらは空気圧許容値で
あり、車両の走行安全性に悪影響を与え
ることはありません。

タイヤ空気圧警告システム

全体的な注意事項

タイヤ空気圧警告システムは、走行中に
輪すべてのホイール回転速度を検知す
ることによりタイヤ空気圧をモニターし
ます。システムは、タイヤ空気圧の著しい
低下を検知することができます。タイヤ
空気圧の低下にともないホイールの回転
速度が変化すると、マルチファンクショ
ンディスプレイに警告メッセージを表示
します。

応急用スペアタイヤのタイヤ空気圧は（
ページ）をご覧ください。

燃料給油口フラップの裏側の表には、さ
まざまな乗員数および積載量でのタイ
ヤ空気圧が記載されていることがあり
ます。実際の座席数は異なる場合があり
ます。詳しくは、車両の登録書類を参照
してください。

タイヤサイズの指定がない場合、タイヤ
空気圧ラベルに記載されているタイヤ空
気圧は車両に承認されているすべてのタ
イヤに適用されます。

タイヤのサイズに応じて空気圧を調整す
る場合は、以下の空気圧に関する情報
は、そのタイヤサイズのみに有効となり
ます。

タイヤ空気圧を点検するためには、適切
な空気圧ゲージを使用してください。タ
イヤの外観を点検しても空気圧を正しく
判断することはできません。

タイヤ空気圧の調整は、できるだけタ
イヤが冷えているときに行なってくだ
さい。

以下のときは、タイヤの温度が低い状態
です。

車両に直射日光が当たらない状態で最
低約 時間駐車している

および

約 以上車両が走行していない
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タイヤ空気圧

マルチファンクションディスプレイのﾒﾝ
ﾃﾅﾝｽメニューに表示されるメッセージタ
イヤ空気圧警告システムオン スイッ
チで再始動によってタイヤ空気圧警告を
認識することができます。メッセージ
表示に関する情報は、 タイヤ空気圧警
告システムを再起動する の項目にあり
ます。

重要な安全上の注意事項

タイヤ空気圧警告システムは、適切で
ないタイヤ空気圧の設定には警告を行
ないません。タイヤ空気圧に関する注意
事項に従ってください（ ページ）。

タイヤ空気圧警告システムは、タイヤ空
気圧点検を定期的に行なうものではあり
ません。タイヤ空気圧警告システムは、
複数のタイヤから同量の空気が漏れた場
合などは検知できません。

タイヤ空気圧警告システムは、タイヤに
異物が刺さった場合など急激に空気圧が
低下した場合は、警告を行なうことがで
きません。空気圧が突然低下した場合、
ブレーキを慎重に効かせて車両を停止し
ます。急激なステアリング操作をしない
ようにしてください。

タイヤ空気圧警告システムは、以下の状
況では正常に作動しなくなったり、反応
が遅れることがあります。

スノーチェーンを装着しているとき

積雪路や凍結路を走行しているとき

砂地や砂利道を走行しているとき

スポーティな走行をしているとき（高
速コーナリング、急加速など）。

大型または超重量級のトレーラーを
けん引しているとき

重い荷物を車内やルーフに積載してい
るとき

タイヤ空気圧警告システムを再起動する

以下のような作業を行なったときは、タ
イヤ空気圧警告システムを再起動してく
ださい。

タイヤ空気圧を調整したとき

タイヤやホイールを交換したとき

新しいタイヤやホイールを装着した
とき

再起動する前に、 本すべてのタイヤ
空気圧が使用状況に対応していて、適
正に設定されていることを確認してく
ださい。推奨タイヤ空気圧は燃料給油
口フラップのタイヤ空気圧表にあり
ます。

タイヤ空気圧警告システムは、適切な
タイヤ空気圧に設定したときのみ信
頼性のある警告を行なうことができ
ます。適切でないタイヤ空気圧に設定
されている場合は、これらの適切で
ない値がモニターされます。

タイヤ空気圧に関する注意事項に従っ
てください（ ページ）。

イグニッション位置を にします。

ステアリングの または ス
イッチを押して、ﾒﾝﾃﾅﾝｽメニューを選
択します。

ステアリングの または を
押して、タイヤ空気圧メニューを選択
します。

スイッチを押します。

マルチファンクションディスプレイに
タイヤ空気圧 警告システム オン
スイッチで再始動というメッセージが
表示されます。
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車輪の交換

再起動を確定するには、以下の操作を行
なってください。

スイッチを押します。

マルチファンクションディスプレイ
にタイヤ空気圧 正常ですか？という
メッセージが表示されます。

または スイッチを押して、
はいを選択します。

スイッチを押します。

マルチファンクションディスプレイに
タイヤ空気圧 警告システム 再始動し
ましたというメッセージが表示され
ます。

再起動をキャンセルするには、以下の操
作を行なってください。

スイッチを押します。

または

タイヤ空気圧 正常ですか？という
メッセージが表示されたときに、
または スイッチを押して、キャ
ンセルを選択します。

スイッチを押します。

車輪の交換

パンク

タイヤがパンクしたときの対処方法に
関する情報は、 万一のとき の章に記載
されています（ ページ）。

タイヤがパンクしたときに
タイヤで走行する際の情報は、 万一の
とき の章をご覧ください（ ペー
ジ）。

応急用スペアタイヤ装備車両：タイヤが
パンクした場合は、車輪の取り付け （

ページ）の記載にしたがって応急用
スペアタイヤを装着してください。

車輪のローテーション

警告
ホイールまたはタイヤのサイズが異
なる場合に、フロントとリアの車輪
を入れ替えると、走行特性が著しく
損なわれることがあります。車輪の
ブレーキまたはサスペンションの部
品も損傷することがあります。事故
の危険性があります。
ホイールとタイヤが同じサイズの場
合にのみ、フロントとリアの車輪を
入れ替えてください。

異なるサイズのフロントとリアの車輪を
入れ替えると、一般使用許可が無効にな
ることがあります。 車輪の取り付け（

ページ）の説明および安全上の注意
事項に従ってください。

タイヤは、走行状況によって前輪と後輪
で摩耗具合に差が生じ、偏摩耗を起こし
ます。これを防止するため、タイヤが摩
耗し始めたら早めにタイヤローテーショ
ンを行なってください。一般的に、前
輪はショルダー部の摩耗が起こりやす
く、後輪ではセンター部の摩耗が起こり
やすい傾向があります。

前後同じサイズの車輪を持つ車両は、タ
イヤの摩耗具合に応じて約 、 ～
、 ごとに車輪を入れ替えるこ

とができます。回転方向が維持されてい
ることを確認します。

タイヤを入れ替えるときは、ホイールの
接触面とブレーキディスクを十分に清掃
してください。空気圧を点検し、必要で
あればタイヤ空気圧警告システムを再起
動します。
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車輪の交換

回転方向

タイヤの回転方向が指定されているタイ
ヤは、例えばハイドロプレーニング現象
のおそれがある状況などで補助的な効果
を発揮します。回転方向が指定されてい
るタイヤは、指定された回転方向になる
ように装着することで性能を十分発揮で
きます。

タイヤのサイドウォールにある矢印は、
正しい回転方向を示しています。

車輪の保管

タイヤは、乾燥した冷暗所に保管してく
ださい。また、タイヤにオイルやグリー
ス、ガソリン、軽油などが付着しないよ
うに保護してください。

車輪の清掃

警告
円形ジェットノズル（粉塵グライン
ダー）の水流は、タイヤまたはシャー
シの部品に外見からは目に見えない
損傷を引き起こすおそれがあります。
このようにして損傷した部品は予期
せず故障するおそれがあります。事
故の危険性があります。
車両の清掃をするときに円形ジェッ
トノズル付きの高圧式洗浄機器を使
用しないでください。損傷したタイ
ヤまたはシャーシの部品はすぐに交
換してください。

車輪の取り付け

車両の準備

固くて、滑らない水平な地面に車両を
停車します。

パーキングブレーキを効かせます。

前輪を直進位置にします。

トランスミッションをポジション
にシフトしてください。

マティックサスペンション装備車
両：標準の車高が選択されていること
を確認してください（ ページ）。

エンジンを停止します。

キーレスゴーを使用していないと
き：エンジンスイッチからキーを抜き
ます。

キーレスゴーを使用しているとき：運
転席ドアを開きます。

車両の電気装備が、キーを抜いたとき
と同様の、 の状態になります。

キーレスゴーを使用しているとき：
エンジンスイッチからキーレスゴース
イッチを取り外します。

車載工具を車両から取り出します（
ページ）。
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車載工具には、以下のものなどが含まれ
ることがあります。

・  輪止め

・  ヒューズ配置表

・  ジャッキ

・  ガイドボルト

・  一組の手袋

・  ホイールレンチ

・  けん引フック

車種や仕様により、車載工具の内容は異
なります。

車両が動き出さないように固定する

輪止めを使用して、車両が動き出さない
ように固定します。

両側のプレートを上方に起こし
ます 。

下側のプレートを引き出します 。

下側のプレートの凸部をベースプレー
トの開口部に差し込みます 。

水平な地面で車両に輪止めをする（例：セダン）

水平な場所で車両に輪止めをする：交
換するタイヤの対角線上にあるタイヤ
の前後に、輪止めまたは適切な物を挟
みます。

緩い下り坂で車両に輪止めをする（例：セダン）

緩い下り坂で車両に輪止めをする：前
輪と後輪の前方に輪止めまたは適切な
物を挟みます。
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車両のジャッキアップ

警告
車両の適切なジャッキポイントに正
しくジャッキを設置しないと、車両
をジャッキアップした時にジャッキ
が倒れるおそれがあります。負傷す
るおそれがあります。
必ず車両の適切なジャッキポイン
トにジャッキを設置してください。
ジャッキの底面は車両のジャッキポ
イントの真下に来るように設置して
ください。

車両をジャッキアップするときは、以下
に従ってください。

車両をジャッキアップするときは、メ
ルセデス・ベンツによりテストされ、
承認された車両専用ジャッキのみを使
用してください。ジャッキを正しく使
用しないと、車両をジャッキアップし
ている間に倒れることがあります。

ジャッキは、この車両の車輪交換で一
時的に車両をジャッキアップするため
だけに設計されています。車両の下回
りのメンテナンス作業を行なう目的に
は適していません。

上り坂や下り坂での車輪交換は行なわ
ないでください。

車両をジャッキアップする前にパーキ
ングブレーキを効かせて輪止めをし、
車両が動き出さないように固定してく
ださい。車両をジャッキアップしてい
る間は絶対にパーキングブレーキを解
除しないでください。

ジャッキは、固く平らで滑らない地面
の上に設置してください。柔らかい地
面の上では、大型の耐荷重マットを使
用してください。滑りやすい地面の上
では、ラバーマットなどの滑り止め
マットを敷いてください。

ジャッキの下に木片などを置いて
ジャッキアップしないでください。高
さ制限により本来の耐荷重性能を得ら
れない可能性があります。

タイヤ下面と地面との間の距離が
を超えていないことを確認してくだ
さい。

ジャッキアップした車両の下には、絶
対に身体を入れないでください。

車両をジャッキアップしているとき
は、絶対にエンジンを始動しないでく
ださい。

車両をジャッキアップしているとき
は、絶対にドアやトランクリッド／
テールゲートを開閉しないでくだ
さい。

車両をジャッキアップしているとき
は、車両に人が乗っていないことを確
認してください。
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ハブキャップ装備車両：ホイールボル
トはハブキャップに覆われています。
ホイールボルトを緩める前に、まずハ
ブキャップを取り外さなければなりま
せん。

取り外す：ハブキャップ を反時計
回りにまわして、取り外します。

取り付ける：ハブキャップ を位置
に合わせ、固定された音が聞こえるま
でハブキャップを時計回りにまわし
ます。

ハブキャップ が正しく取り付けら
れていることを確認してください。

ホイールレンチ を使用して、交換す
る車輪のホイールボルトを約 回転緩
めます。この時点では、ホイールボル
トを完全に緩めません。

ジャッキポイント（例：セダン）

ジャッキポイントは、前輪のすぐ後ろと、
後輪のすぐ前にあります（矢印部分）。

ジャッキポイントカバー装備車両：車両
には、サイドスカートのジャッキポイン
ト横に車体を保護するためのカバーが装
着されています。

カバー、フロント

ジャッキポイントカバー装備車両：カ
バー を上方に引き上げます。
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ジャッキ をジャッキポイント
の位置に合わせます。

左側：適切なジャッキ位置
右側：不適切なジャッキ位置

ジャッキの底面がジャッキポイントの
真下にくるように設置してください。

クランク を時計回りにまわして、
ジャッキ がジャッキポイント に
確実にはまり、ジャッキの底面が地面
に水平に接地していることを確認し
ます。

タイヤが地面から最大 上がるま
で、クランク をまわします。

車輪の取り外し

カーボンセラミックブレーキ装
備車両：車輪の脱着の際に、ホイールリ
ムがセラミック製ブレーキディスクに当
たると、ブレーキディスクが損傷するお
それがあり、必ず大人 人で注意して作
業を行ってください。必要に応じて、ガ
イドボルトを 本使用してください。

砂などの異物が付着しないように注
意してください。ホイールボルトを取り
付ける際に、ボルトやハブのネジ山が損
傷するおそれがあります。

上側のホイールボルトを 本外し
ます。

ホイールボルトの代わりにガイドボル
ト を取り付けます。

残りのホイールボルトを完全に外し
ます。

車輪を取り外します。

新しい車輪の取り付け

警告
オイルやグリースが付着した、また
は損傷したホイールボルト ハブの
ネジ山は、ホイールボルトが緩む原
因になります。その結果、走行中に
ホイールが緩むおそれがあります。
事故の危険性があります。
ホイールボルト ハブのネジ山に
は、絶対にオイルやグリースを塗布
しないでください。ネジ山が損傷し
ている場合は、ただちにメルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡して
ください。それ以上は走行を続けない
でください。
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警告
車両をジャッキアップしている時
にホイールボルトを締め付けると、
ジャッキが倒れることがあります。
けがの危険性があります。
車両が接地している場合にのみ、ホ
イールボルトを締め付けてください。

車輪の交換 （ ページ）にある指
示や安全上の注意事項に常に注意を払っ
てください。ホイールボルトは、必ずホ
イールと車両に適合した製品を使用して
ください。安全のため、ホイールボルト
は純正品または承認されている製品を使
用することをお勧めします。

カーボンセラミックブレーキ装
備車両：車輪の脱着の際に、ホイールリ
ムがセラミック製ブレーキディスクに当
たると、ブレーキディスクが損傷するお
それがあり、必ず大人 人で注意して作
業を行ってください。必要に応じて、ガ
イドボルトを 本使用してください。

車輪の取り付け（例：応急用スペアタイヤ装備
車両）。

ホイールおよびハブの接合面の汚れを
拭き取ります。

装着する車輪をガイドボルトにスライ
ドさせて押し込みます。

ホイールボルトを取り付けて、指の力
で締めます。

ガイドボルトを取り外します。

最後のホイールボルトを取り付けて、
指の力で締めます。

コラプシブル応急用スペアタイヤ装備
車両：コラプシブル応急用スペアタイ
ヤに空気を入れます（ ページ）。

その後でのみ、車両を下げてください。

車両のジャッキダウン

警告
ホイールボルトが規定の締め付けト
ルクで締め付けられていないと、ホ
イールが緩むおそれがあります。事
故の危険性があります。
タイヤを交換した後は、ただちにメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場
で締め付けトルクの点検を受けてく
ださい。

コラプシブル応急用スペアタイヤ装
備車両：車高を下げる前に電動エアポン
プを使用してコラプシブル応急用スペア
タイヤに空気を入れてください。ホイー
ルリムを損傷するおそれがあります。

ホイールボルトの締め付け（例：応急用スペア
タイヤ装備車両）。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

車両が再度接地するまで、ジャッキハ
ンドルを反時計回りにまわします。

ジャッキを横に置きます。

示されている対角パターンの順番（
～ ）で、ホイールボルトを均一に
締めます。規定の締め付けトルクは

です。

ジャッキをまわして元の状態に戻し
ます。

ジャッキや他の車載工具をトランク
ラゲッジルームに再度収納します。

ジャッキポイントカバー装備車両：
サイドスカートにカバーを取り付け
ます。

新しく取り付けたタイヤの空気圧を点
検し、必要な場合は調整します。規定
のタイヤ空気圧に従ってください（

ページ）。

ホイールとタイヤの組み合わせ

全体的な注意事項

安全に走行するため、タイヤとホイー
ルは必ず純正品および承認されている製
品を使用してください。

それらのタイヤは、 や などの
走行安全システムに適応しており、以下
のマークが付いています。

（ランフラットタイヤ）。

（特定
の タイヤ）。

タイヤ（ランフラットタイ
ヤ）は、純正品および承認されたホイー
ルのみに装着できます。

純正品および承認された製品以外のタイ
ヤやホイール、アクセサリーを使用し
ないでください。車両操縦性や騒音、排
出物、燃料消費などに悪影響を与えるお
それがあります。また、乗車人数や荷物
が増えた場合などには、タイヤやホイー
ルが車体やサスペンションに接触するお
それがあり、タイヤや車両の損傷につな
がるおそれがあります。

純正品および承認された製品以外のタイ
ヤやホイール、アクセサリーを装着した
場合は、損傷が生じても保証の対象外に
なります。

タイヤやホイール、および指定された組
み合わせなどについての詳細は、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場にお尋ね
ください。

再生タイヤは、以前の使用状況を確
認することが難しいため、使用をお勧め
できません。再生タイヤを装着した場合、
安全性の保証はできなくなります。中古
タイヤは、過去の使用状況が確認でき
ない場合は装着しないでください。

大径ホイール：悪路での乗り心地や
走行快適性および安定性が低下します。
さらに路面の障害物を乗り越える際にホ
イールやタイヤが損傷する危険性が高く
なります。

以下のタイヤ一覧表にある略号

：前後の車輪

：前輪

：後輪

さまざまな使用条件での規定タイヤ空気
圧の表は、車両の燃料給油口フラップの
内側にあります。タイヤ空気圧に関して
のさらなる情報は（ ページ）をご
覧ください。定期的に、かつタイヤが冷
えているときのみにタイヤ空気圧を点検
してください。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

タイヤおよびホイールは、以下の点を確
認して正しく装着してください。

左右には必ず同サイズのタイヤを装着
してください。

サマータイヤ、ウィンタータイヤ、
タイヤ（ランフラット

タイヤ）など、異なる種類のタイヤを
同時に装着しないでください。

タイヤ（ランフラットタイ
ヤ）装備車両には、出荷時はタイヤフィッ
トキットは装備されていません。ウィン
タータイヤなど、ランフラット特性を持
たないタイヤを装着するときは、タイヤ
フィットを追加で装備することをお勧め
します。タイヤフィットはメルセデス・
ベンツ指定サービス工場でお買い求めく
ださい。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

タイヤ

サマータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。

タイヤ（ランフラットタイヤ）はタイヤ空気圧警告システムが作動しているときの
み使用することができます。
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タイヤ 軽合金ホイール

： ：

：
：

：
：

ウィンタータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。

タイヤ（ランフラットタイヤ）はタイヤ空気圧警告システムが作動しているときの
み使用することができます。
スノーチェーンの使用は許可されていません。 スノーチェーン の注意事項に従ってください。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

サマータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

： ：

： ：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。

タイヤ（ランフラットタイヤ）はタイヤ空気圧警告システムが作動しているときの
み使用することができます。



ホ
イ
ー
ル
と
タ
イ
ヤ
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タイヤ 軽合金ホイール

： ：

： ：

： ：

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

：
：

：
：

タイヤ 軽合金ホイール

： 、 、

： 、 、 、
：
：

ウィンタータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。

タイヤ（ランフラットタイヤ）はタイヤ空気圧警告システムが作動しているときの
み使用することができます。
スノーチェーンの使用は許可されていません。 スノーチェーン の注意事項に従ってください。
マティックサスペンション（コード ）、 サスペンション（コード
）またはスポーツパッケージ（コード ）との組み合わせのみ。

フロア格納式サードシート（コード ）（ステーションワゴン）との組み合わせを除く。
ホイールとタイヤの組み合わせ の 全体的な注意事項 にある大型ホイールの注意事項に従っ
てください。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。

タイヤ（ランフラットタイヤ）はタイヤ空気圧警告システムが作動しているときの
み使用することができます。
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サマータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

タイヤ 軽合金ホイール

： 、 、

： 、 、 、
：
：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。

タイヤ（ランフラットタイヤ）はタイヤ空気圧警告システムが作動しているときの
み使用することができます。
スノーチェーンの使用は許可されていません。 スノーチェーン の注意事項に従ってください。
マティックサスペンション（コード ）、 サスペンション（コード
）またはスポーツパッケージ（コード ）との組み合わせのみ。

フロア格納式サードシート（コード ）（ステーションワゴン）との組み合わせを除く。
ホイールとタイヤの組み合わせ の 全体的な注意事項 にある大型ホイールの注意事項に従っ
てください。
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ウィンタータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

サマータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

： ：

： ：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。

タイヤ（ランフラットタイヤ）はタイヤ空気圧警告システムが作動しているときの
み使用することができます。
スポーツパッケージ（コード ）またはエクステリアスポーツパッケージ（コード ）との
組み合わせを除く。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

： ：

： ：

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

：
：

：
：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。

タイヤ（ランフラットタイヤ）はタイヤ空気圧警告システムが作動しているときの
み使用することができます。
スノーチェーンの使用は許可されていません。 スノーチェーン の注意事項に従ってください。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

タイヤ 軽合金ホイール

： 、 、

： 、 、 、
：
：

ウィンタータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。
スノーチェーンの使用は許可されていません。 スノーチェーン の注意事項に従ってください。
マティックサスペンション（コード ）、 サスペンション（コード
）またはスポーツパッケージ（コード ）との組み合わせのみ。

フロア格納式サードシート（コード ）（ステーションワゴン）との組み合わせを除く。
ホイールとタイヤの組み合わせ の 全体的な注意事項 にある大型ホイールの注意事項に従っ
てください。
スポーツパッケージ（コード ）またはエクステリアスポーツパッケージ（コード ）との
組み合わせを除く。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

サマータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。

タイヤ（ランフラットタイヤ）はタイヤ空気圧警告システムが作動しているときの
み使用することができます。
スポーツパッケージ（コード ）またはエクステリアスポーツパッケージ（コード ）との
組み合わせを除く。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

：
：

：
：

タイヤ 軽合金ホイール

： 、 、

： 、 、 、
：
：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。

タイヤ（ランフラットタイヤ）はタイヤ空気圧警告システムが作動しているときの
み使用することができます。
スノーチェーンの使用は許可されていません。 スノーチェーン の注意事項に従ってください。
マティックサスペンション（コード ）、 サスペンション（コード
）またはスポーツパッケージ（コード ）との組み合わせのみ。

フロア格納式サードシート（コード ）（ステーションワゴン）との組み合わせを除く。
ホイールとタイヤの組み合わせ の 全体的な注意事項 にある大型ホイールの注意事項に従っ
てください。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

ウィンタータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

：
i

：

セダンのみ。
ステーションワゴンのみ。

タイヤ（ランフラットタイヤ）はタイヤ空気圧警告システムが作動しているときの
み使用することができます。
スポーツパッケージ（コード ）またはエクステリアパッケージ（コード ）との組み合わ
せを除く。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

サマータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

： ：

：
：

：
：

タイヤ 軽合金ホイール

： 、 、

： 、 、 、

：

：

ウィンタータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：

ステーションワゴンのみ。
スノーチェーンの使用は許可されていません。 スノーチェーン の注意事項に従ってください。
マティックサスペンション（コード ）、 サスペンション（コード
）またはスポーツパッケージ（コード ）との組み合わせのみ。

フロア格納式サードシート（コード ）（ステーションワゴン）との組み合わせを除く。
ホイールとタイヤの組み合わせ の 全体的な注意事項 にある大型ホイールの注意事項に従っ
てください。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

サマータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

： （ ）

： （ ）
、

：
：

タイヤ 軽合金ホイール

： （ ）
： （ ） 、

：
：

ウィンタータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：
i

：
：

スノーチェーンの使用は許可されていません。 スノーチェーン の注意事項に従ってください。
ホイールとタイヤの組み合わせ の 全体的な注意事項 にある大型ホイールの注意事項に従っ
てください。

カーボンセラミックブレーキとの組み合わせを除く。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i 、

：
i 、 、

：
：

：
i

：
i 、

：
：

サマータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

： （ ）

： （ ）
、

：
：

タイヤ 軽合金ホイール

： （ ）
： （ ） 、

：
：

スノーチェーンの使用は許可されていません。 スノーチェーン の注意事項に従ってください。
ホイールとタイヤの組み合わせ の 全体的な注意事項 にある大型ホイールの注意事項に従っ
てください。

カーボンセラミックブレーキとの組み合わせを除く。
ステーションワゴン：最高許容速度
ファインリンクスノーチェーンのみ使用することができます。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

ウィンタータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i

：
i

：
：

タイヤ 軽合金ホイール

：
i 、

：
i 、 、

：
：

：
i

：
i 、

：
：

サマータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

： （ ）
： （ ） 、

：
：

スノーチェーンの使用は許可されていません。 スノーチェーン の注意事項に従ってください。
ホイールとタイヤの組み合わせ の 全体的な注意事項 にある大型ホイールの注意事項に従っ
てください。

カーボンセラミックブレーキとの組み合わせを除く。
ステーションワゴン：最高許容速度
ファインリンクスノーチェーンのみ使用することができます。
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ホイールとタイヤの組み合わせ

ウィンタータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i 、

：
i 、 、

：
：

：
i

：
i 、

：
：

サマータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

： （ ）
： （ ） 、

：
：

ウィンタータイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

：
i 、

：
i 、 、

：
：

：
i

：
i 、

：
：

スノーチェーンの使用は許可されていません。 スノーチェーン の注意事項に従ってください。
ホイールとタイヤの組み合わせ の 全体的な注意事項 にある大型ホイールの注意事項に従っ
てください。
ステーションワゴン：最高許容速度
ファインリンクスノーチェーンのみ使用することができます。
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応急用スペアタイヤ

応急用スペアタイヤ

重要な安全上の注意事項

警告
スペアタイヤ 応急用スペアタイヤ
と、交換した車輪のホイールまたは
タイヤでは、サイズやタイヤの種類
が異なることがあります。スペアタ
イヤ 応急用スペアタイヤを装着す
ると、走行特性が著しく損なわれる
ことがあります。事故の危険性があ
ります。
危険な状態を避けるため、以下に注
意してください。
道路や交通状況に運転スタイルを
合わせ、慎重に運転してください
サイズの異なるスペアタイヤ 応
急用スペアタイヤを つ以上装着
しないでください
サイズの異なるスペアタイヤ 応
急用スペアタイヤは一時的にのみ
使用してください

を解除しないでください
サイズの異なるスペアタイヤ 応
急用スペアタイヤは最寄りのメル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で交換してください。タイヤの種
類とともに、ホイールとタイヤの
サイズが正しいことに注意してく
ださい。

サイズの異なるスペアタイヤ 応急用ス
ペアタイヤを使用するときは、最高速度
が を超えないようにしてくだ
さい。

応急用スペアタイヤには、スノーチェー
ンを装着しないでください。

全体的な注意事項

特に長距離走行の前には、応急用スペア
タイヤを含めて、すべてのタイヤの空気
圧を定期的に点検し、必要であれば空気
圧を調整してください（ ページ）。

応急用スペアタイヤは回転方向とは逆に
装着することができます。応急用スペア
タイヤに記載されている制限速度を守っ
て正しく使用してください。

摩耗の程度に関わらず、 年以上経過
したタイヤは新品と交換してください。
これは応急用スペアタイヤにも該当し
ます。

応急用スペアタイヤを装着して走
行するときは、タイヤ空気圧警告システ
ムは正常に作動しません。パンクしたタ
イヤを交換してから、タイヤ空気圧警告
システムを再起動してください。

応急用ミニスペアタイヤ コラプシブ
ル応急用スペアタイヤの取り外し

収納スペースを開く

セダン：応急用スペアタイヤはトランク
フロアボード下の収納スペースにあり
ます。

トランクフロアボードを上げます（
ページ）。

ステーションワゴン：応急用スペアタイ
ヤは、 フロアボード下の収
納スペースにあります。

フロア格納式サードシート非装備車
両： フ ロ ア ボ ー ド（

ページ）を上げます。
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応急用スペアタイヤ

フロア格納式サードシート装備車両：
サードシートのシートクッションを取
り外します（ ページ）。

例：フロア格納式サードシート非装備ステーショ
ンワゴン

フロア格納式サードシート非装備車
両：小物入れ を取り外します。

フロア格納式サードシート装備車両：
ラゲッジルームフロアボードを上げ
ます。

応急用スペアタイヤの取り外し（セダン
およびフロア格納式サードシート非装備
ステーションワゴン）。

例：セダン

車載工具トレイ を取り外します。

収納トレイ を反時計回りにまわし、
取り外します。

応急用ミニスペアタイヤ またはコ
ラプシブル応急用スペアタイヤを取り
外します。

応急用スペアタイヤの取り外し（フロア
格納式サードシート装備ステーションワ
ゴン）。

凹部 を持って車載工具キットのト
レイ を取り外します。

応急用ミニスペアタイヤまたはコラプ
シブル応急用スペアタイヤ を取り
外します。

車輪の取り付け （ ページ）の説
明および安全上の注意事項に従ってくだ
さい。

使用したコラプシブル応急用スペアタ
イヤを収納する

コラプシブル応急用スペアタイヤは、
必ず乾いてから収納してください。車内
が湿気を帯びる原因になります。

使用したコラプシブル応急用スペアタイ
ヤを収納するためには、以下の手順を
行ないます。さもなければ、スペアタ
イヤのスペースに収納することができま
せん。この作業は、メルセデス・ベンツ
指定サービス工場に依頼することをお勧
めします。
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応急用スペアタイヤ

バルブキャップをバルブから外し
ます。

バルブキャップの裏側を使用してバル
ブインサートをバルブから外し、空気
を抜きます。

タイヤを完全にしぼませるには数分
かかります。

空気が抜けたら、バルブインサートを
バルブに取り付けます。

バルブキャップを取り付けます。

車載工具から保護シートを取り出し、
コラプシブル応急用スペアタイヤにか
ぶせます。

コラプシブル応急用スペアタイヤを、
フロアボード下の専用スペースに収納
します。

コラプシブル応急用スペアタイヤに空
気を入れる

車両をジャッキダウンする前に、電
動エアポンプでコラプシブル応急用スペ
アタイヤに空気を入れていない場合は、
ホイールリムを損傷するおそれがあり
ます。

電動エアポンプは、一度に約 分以
上連続して作動させると、ポンプがオー
バーヒートするおそれがあります。

電動エアポンプが冷えたら、再び作動さ
せることができます。

コラプシブル応急用スペアタイヤを記
載されているように取り付けます（

ページ）。

空気を入れる前にコラプシブル応急用
スペアタイヤを取り付けてください。

電源プラグ とエアホースをハウジ
ングから取り出します。

コラプシブル応急用スペアタイヤのバ
ルブキャップを取り外します。

エアホースのユニオンナット をコ
ラプシブル応急用スペアタイヤのバル
ブに取り付けます。

電動エアポンプの電源スイッチ が
の位置になっていることを確認し
ます。

コネクター を車内のライターソ
ケットまたは 電源ソケットに差
し込みます。

ライターの注意事項（ ページ）、
または 電源ソケットの注意事項
（ ページ）に従ってください。

イグニッション位置を にします。

電動エアポンプの電源スイッチ を
の位置にします。

電動エアポンプが作動し始めます。コ
ラプシブル応急用スペアタイヤに空気
が送り込まれます。タイヤ空気圧は、
空気圧ゲージ に表示されます。
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応急用スペアタイヤ

指定空気圧になるまで、コラプシブ
ル応急用スペアタイヤに空気を入れ
ます。

指定空気圧は、コラプシブル応急用ス
ペアタイヤの黄色のラベルに記載され
ています。

指定空気圧に達したら、電動エアポン
プの電源スイッチ を の位置にし
ます。電動エアポンプが停止します。

イグニッション位置を にします。

指定空気圧を超えたときは、空気圧調
整スイッチ を押して、適正な空気
圧になるまで空気を抜きます。

エアホースのユニオンナット をコ
ラプシブル応急用スペアタイヤのバル
ブから外します。

コラプシブル応急用スペアタイヤのバ
ルブキャップを取り付けます。

電源プラグ とエアホースをハウジ
ングの下部に収納します。

電動エアポンプを車内に収納します。
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応急用スペアタイヤ

サービスデータ

全車両（ 車両を除く）

応急用ミニスペアタイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

タイヤ空気圧： （

タイヤ空気圧： （

車両

コラプシブル応急用スペアタイヤ

タイヤ 軽合金ホイール

タイヤ空気圧：

を除く
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役に立つ情報…………………………
車両の電子制御部品…………………
ビークルプレート 車台番号 ……
サービスプロダクトと容量…………
車両データ……………………………
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車両の電子制御部品、ビークルプレート 車台番号

ビークルプレート 車台番号

ビークルプレート

例：ビークルプレート（右ハンドル車）

  運転席ドアを開きます。

ビークルプレート が確認できます。

例：ビークルプレート
車台番号

車両のビークルプレートに記され
ているデータは一例です。このデータは
車両ごとに異なりますので、ここに示す
データとは異なることがあります。

役に立つ情報

この取扱説明書は発行時点で利用可
能な、車両のすべてのモデルやシリーズ、
オプション装備を記載しています。お客
様の車両には記載されている全ての機能
が装備されていないことがあることにご
留意ください。これは安全に関するシス
テムや機能の場合もあります。

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で情報をご覧ください（ ページ）。

車両の電子制御部品

エンジン電子制御部品の改造

コントロールユニット、センサー、
コネクターケーブルなど、電子制御部品
およびその関連部品に関わる点検整備や
修理などの作業は、必ずメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場に依頼してくだ
さい。車両の構成部品が通常より早く摩
耗したり、車両の使用許可が無効になる
ことがあります。車両に該当するデータ
は、車両のビークルプレートで確認でき
ます。

無線機の装着（ 送信機）

送信機の装着については、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場へお問い合わせ
ください。
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サービスプロダクトと容量

車台番号

  右側前席をいっぱいまで後方に動かし
ます。

  フロアカバー をめくりあげます。
車台番号 が確認できます。

車台番号はビークルプレートでも確認で
きます。

エンジン番号

エンジン番号は、エンジンブロックに打
刻されています。詳細はメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場におたずねくだ
さい。

サービスプロダクトと容量

重要な安全上の注意事項

警告
サービスプロダクトは健康に有害で
危険です。けがの危険性があります。
サービスプロダクトの使用、保管お
よび廃棄については、容器のラベル
の指示に従ってください。サービス
プロダクトは必ず元の容器に密閉し
て保管してください。サービスプロ
ダクトは子供の手の届かないところ
に保管してください。

環境に関する注意事項

燃料および油脂類は、環境に配慮し
た方法で廃棄してください。

サービスプロダクトには以下のものが含
まれます。

・  燃料（ガソリン、軽油など）

・  排気ガス後処理装置の添加剤、
など

・  潤滑剤（エンジンオイル、オートマチッ
クトランスミッションオイルなど）

・  冷却水

・  ブレーキ液

・  ウォッシャー液

・  エアコンディショナーの冷媒

サービスプロダクトの取り扱い、保管お
よび廃棄については、法令に従ってくだ
さい。

メルセデス・ベンツが承認するサービス
プロダクトは、容器に以下のようなマー
クが付いています。

・  （
など）

・  （ な
ど）

これ以外のマークや記載は、 シート
番号（ など）に準拠した品質
レベルまたは仕様を示しています。これ
らは、メルセデス・ベンツによる承認は
必要としません。

さらなる情報はメルセデス・ベンツ指定
サービス工場におたずねください。
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燃料

重要な安全上の注意事項

警告
燃料は可燃性の高いものです。燃料
を不適切に扱った場合は、火災およ
び爆発の危険性があります。
火気、裸火、火花の発生および喫煙
は避けてください。給油の前にはエ
ンジンを停止してください。

警告
燃料は健康に有毒で危険です。けが
の危険性があります。
燃料は決して飲み込まないでくだ
さい。また目や衣服に付着させない
でください。気化した燃料を吸い込
まないでください。燃料は子供から
離してください。
お客様または他の方が燃料に触れた
場合は、以下に従ってください。
・  石鹸および水道水を使用して、た
だちに肌から燃料を洗い流してく
ださい。

・  燃料が目に入った場合は、ただち
に清潔な水で十分にすすいでくだ
さい。ただちに医師の診察を受け
てください。

・  燃料を飲み込んだ場合は、ただち
に医師の診察を受けてください。
吐かせないでください。

・  燃料が付着した衣服はただちに替
えてください。

タンク容量

車両装備に応じて、燃料タンクの全容量
は異なることがあります。

モデル 全容量
車両 ℓ

または
ℓ

他の全モデル ℓ
または

ℓ

モデル 予備燃料量
全容量 ℓのモデル ℓ
全容量 ℓのモデル ℓ

車両 ℓ

ガソリンエンジン搭載車両

燃料のグレード

ガソリンエンジン車両に給油するた
めに軽油を使用しないでください。誤っ
て異なる燃料を給油した場合は、イグ
ニッションをオンにしないでください。
燃料が燃料システムに入るおそれがあり
ます。少量の誤った燃料でも、燃料シス
テムやエンジンの損傷につながるおそれ
があります。メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場に連絡して、燃料タンクや燃料
系統から完全に抜き取ってください。

無鉛プレミアムガソリンのみを使用
して給油してください。エンジンの出力
が低下したり、エンジンが損傷する原因
になります。

必ず指定の燃料を使用してください。
その他の燃料で車両を使用すると、エン
ジンの不具合の原因になります。
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以下のような燃料を使用しないでく
ださい。

・  （エタノール配合率 のガソリ
ン）

・  （エタノール ）

・  （メタノール配合率 のガソ
リン）

・  （メタノール配合率 のガソ
リン）

・  （メタノール配合率 のガソ
リン）

・  （メタノール ）

・  金属を含む添加剤を含有したガソリン

・  軽油

このような燃料を車両に推奨されている
燃料と混合しないでください。

添加剤を使用しないでください。エンジ
ンの損傷につながるおそれがあります。
ただし、スラッジの生成を抑制・除去す
る効果のある添加剤を除きます。ガソリ
ンにはメルセデス・ベンツで推奨された
添加剤のみを混合してください。さらな
る情報はメルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場におたずねください。

通常、燃料のグレードは給油ポンプに記
載されています。給油ポンプにラベルが
見当たらないときは、ガソリンスタンド
のスタッフにおたずねください。

には最大 のバイオエタノー
ルが含まれています。お客様の車両は

燃料の使用に適しています。 燃
料を使用してお客様の車両に給油するこ
とができます。

推奨燃料が使用できない場合は、一
時的な手段として無鉛レギュラーガソリ
ンを使用することができます。これによ
り、エンジン性能が低下したり、燃料
消費が増加することがあります。フルス
ロットルでの走行および急加速は避けて
ください。

給油に関する情報は（ ページ）を
ご覧ください。

車両

燃料を給油するときは、無鉛プレミ
アムガソリンを使用してください。

指定以外の燃料を給油すると、エンジン
の出力が低下したり、エンジンが損傷す
るおそれがあります。

緊急時で指定燃料が入手できないと
きに限り、無鉛レギュラーリンも使用で
きます。

その結果燃料消費量が著しく増大し、エ
ンジン出力は著しく低下します。アクセ
ルをいっぱいに踏み込んで運転すること
は避けてください。

、 、 お よ び

触媒コンバーターの損傷を防ぐため
に、必ず無鉛プレミアムガソリンを給油
してください。

エンジンの作動に問題がある場合は、
ただちに点検および修理を受けてくだ
さい。余分な未燃焼燃料が触媒コンバー
ターに流入すると、触媒コンバーターが
過熱し火災の原因になります。
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添加剤

燃料添加剤を加えてエンジンを作動
させると、エンジン故障につながるおそ
れがあります。燃料に燃料添加剤を混ぜ
ないでください。これには、生成堆積物
除去および防止のための添加剤は含まれ
ません。ガソリンにはメルセデス・ベン
ツにより承認された添加物のみを混合し
てください。製品の容器に記載された使
用上の注意をお守りください。推奨添
加剤に関するさらなる情報はメルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場で入手でき
ます。

メルセデス・ベンツは、添加剤が含ま
れている燃料ブランドの使用を推奨し
ます。

燃料の中には、品質の劣るものがあり
ます。このような燃料を使用すると、エ
ンジン内部にスラッジが形成されるおそ
れがあります。その場合は、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場にご相談の上、
純正の洗浄添加剤をガソリンに注入して
ください。常に容器に記載された注意事
項および配合率に従ってください。

ディーゼルエンジン搭載車両

燃料のグレード

警告
ディーゼル燃料をガソリンと混ぜる
と、引火点は純粋なディーゼル燃料の
ものよりも低くなります。エンジン
がかかっているときに、排気システ
ムの部品が気付かないうちに過熱す
ることがあります。火災の危険性が
あります。ガソリンを給油しないで
下さい。ガソリンをディーゼル燃料
と混ぜないでください。

以下のような燃料を使用しないでく
ださい。

・  船舶機用ディーゼル燃料

・  暖房用軽油

・  バイオディーゼル

・  植物油

・  ガソリン

・  パラフィン油

・  灯油 白灯油

これらの燃料をディーゼル燃料に混ぜた
り、いかなる特殊な添加剤も使用しない
でください。エンジンの損傷につながる
おそれがあります。

硫黄含有量が高い燃料を使用しない
でください。エミッションコントロール
システムが損傷するおそれがあります。

通常、燃料のグレードは給油ポンプに記
載されています。給油ポンプにラベルが
見当たらないときは、ガソリンスタンド
のスタッフにおたずねください。給油に
関する情報は（ ページ）をご覧く
ださい。

外気温度が低いとき

冬季の始まりには、車両には冬季用
ディーゼルを給油してください。

冬季の間は、低温流動性を改善した
ディーゼル燃料を入手することができ
ます。

気候要件に対応するディーゼル燃料を
給油することで故障を防ぐことができ
ます。

外気温度が低い場合、ディーゼル燃料の
流動特性が不十分になる可能性があり
ます。そのため、温暖地で販売されてい
るディーゼル燃料は、寒冷地での使用に
は適していません。
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燃料消費に関する情報

環境保護に関する注意事項

（二酸化炭素）の排出は、地球温
暖化の主な原因となります。車両の

排出量は、燃料消費と直接関係
があり、以下によって変化します。
・  エンジンの燃焼効率
・  走行スタイル
・  環境の影響や道路状況、交通の流
れのような、技術的ではない他の
要因

緩やかな運転を心がけ、定期的に点検
整備を行なうことにより、 排出
量を最小限に抑えることができます。

以下のような状況では、燃料消費量が増
加します。

・  外気温が非常に低いとき

・  市街地を走行するとき

・  短距離を走行するとき

・  山道や坂道を走行しているとき

重要な安全上の注意事項

を取り扱う場合は、サービス
プロダクトの重要な安全上の注意事項に
従ってください（ ページ）。

はディーゼルエンジンの排気ガ
ス後処理装置用の水溶性の液体です。以
下のような特徴があります。

・  無毒

・  無色および無臭

・  不燃性

タンクを開くと、少量のアンモ
ニアの気体が放たれることがあります。
アンモニアの気体は刺激臭があり、特に
皮膚、粘膜そして目に刺激を与えます。
目、鼻および喉に燃えるような感覚を感
じることがあります。咳き込んだり、涙
目になる可能性があります。

アンモニアの気体が発生したときは、
吸い込まないでください。 タン
クの補充は、必ず換気の行き届いた場所
で行なってください。

外気温度が低いとき

は約 ℃の温度で凍結します。
車両には 予熱ヒーターが標準
装備されています。そのため、 ℃以
下の温度でも冬季の作動が保証されてい
ます。

グレード

に準拠した のみ
を使用してください。添加剤を
に加えたり、 を水で薄めたりし
ないでください。排気ガス後処理装置が
故障する場合があります。

純度

内に不純物（他のサービス
プロダクト、クリーナー、ほこりなど）
が混入すると、以下のトラブルが起こる
おそれがあります。

・  排出ガス値の増加

・  触媒コンバーターの損傷

・  エンジンの損傷

・  排気ガス後処理装置の故障

排気ガス後処理装置の故障を防ぐために
は、 の純度が特に重要になり
ます。
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容量

以下の数値は、オイルフィルター分を含
むオイル交換のものです。

モデル 交換容量
ℓ
ℓ

車両 ℓ
他の全モデル ℓ

添加剤

エンジンオイルに添加剤を使用し
ないでください。エンジンを損傷するお
それがあります。

エンジンオイルの粘度

粘度は、液体の流動性を示します。エン
ジンオイルの粘度が高い場合はゆっくり
と流れ、粘度が低いほど速く流れます。

エンジンオイルの選択は、外気温度およ
び グレード（粘度）に応じたものに
基づいてください。

表は、使用するべき グレードを示し
ています。低温の環境では、使用に伴う
劣化や煤、添加剤などによりエンジンオ
イルの特性が著しく損なわれます。その
ため、適切な グレードで承認された
エンジンオイルを使用して、定期的にオ
イル交換を行なってください。

補修作業などで を タン
クから汲み出したときは、この
をタンクに戻さないでください。液体の純
度が保証できなくなります。

容量

モデル 全容量
ℓ

エンジンオイル

全体的な注意事項

エンジンオイルを取り扱うときは、サー
ビスプロダクトの重要な安全上の注意事
項に従ってください（ ページ）。

エンジンオイルの性質は、エンジンの性
能や使用寿命に大きな影響を与えます。
広範囲に渡る試験の末、メルセデス・ベ
ンツでは最新の技術基準に適合するエン
ジンオイルのみを承認しています。

そのため、メルセデス・ベンツ車のエン
ジンには必ず承認されたエンジンオイル
を使用してください。

テストされ、承認されたエンジンオイ
ルについてのさらなる情報は、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で入手で
きます。エンジンオイルの交換はメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で行なう
ことを、メルセデス･ベンツはお勧めし
ます。

車両には、 または
のエンジンオイルのみを使用して

ください。
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ブレーキ液

警告
ブレーキ液は使用している間に大気
中の湿気を吸収して劣化します。ブ
レーキ液の沸点を下げます。ブレー
キ液の沸点が低すぎる場合、ブレー
キペダルを踏み続けると、ブレーキ
液が沸騰して気泡が発生します。ブ
レーキ液が劣化しベーパーロックが
起こると、ブレーキの性能が損なわ
れます。事故の危険性があります。
ブレーキ液は、定期的にメルセデス・
ベンツ指定サービス工場で交換して
ください。

ブレーキ液を取り扱う場合は、サービス
プロダクトの重要な安全上の注意事項に
従ってください（ ページ）。

ブレーキ液の交換時期は、整備手帳で確
認してください。承認されたブレーキ液
に関する情報はメルセデス・ベンツ指定
サービス工場におたずねください。

ブレーキ液はメルセデス・ベンツ指
定サービス工場で定期的に交換し、整備
内容を整備手帳で確認してください。

冷却水

重要な安全上の注意事項

警告
冷却水がエンジンルームの熱くなっ
ている構成部品に触れると、発火す
る可能性があります。火災および火
傷の危険性があります。
冷却水を補充する前にエンジンを冷
やしてください。冷却水が補充口の
脇に飛散していないことを確認して
ください。エンジンを始動する前に、
冷却水が付着した構成部品を清掃し
てください。

冷却水は、必ず指定の不凍液を混合
したものを補給してください。エンジン
を損傷するおそれがあります。

冷却水についての詳細は、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたずねくだ
さい。

必ず適切な冷却水を使用してくだ
さい。不適切な冷却水を使用すると、エ
ンジン冷却システムの腐食やオーバー
ヒートを防ぐことができなくなります。

冷却水はメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で定期的に交換し、整備内容を
整備手帳で確認してください。

冷却水を取り扱う場合は、サービスプロ
ダクトの重要な安全上の注意事項に従っ
てください（ ページ）。

冷却水は水と不凍液 防錆剤の混合液
です。以下の役割があります。

・  防錆保護

・  凍結防止

・  沸点の上昇
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不凍液 防錆剤が適切な濃度の場合は、
作動中の冷却水の沸点は約 ℃にな
ります。エンジン冷却システム内の不凍
液 防錆剤の濃度は、

・  以上にしてください。

これにより、約 ℃までエンジン冷
却システムを凍結から保護します。

・  （ ℃までの凍結防止保護）を
超えないようにしてください。

熱が効果的に発散しません。

冷却水が不足している場合は、必ず補充
してください。

車両の納車時には、適切な凍結防止
および防錆保護を行なうことができる濃
度の冷却水が充填されています。

冷却水は、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場での定期整備時に点検が行
なわれます。

ウインドウウォッシャーシステム

重要な安全上の注意事項

警告
ウインドウウォッシャー液の濃縮液
は高い可燃性です。熱いエンジン部
品または排気システムに触れると、
発火することがあります。火災およ
び火傷の危険性があります。ウイン
ドウウォッシャー液の濃縮液が補充
口の脇に飛散していないことを確認
してください。

蒸留水や脱イオン水をウォッシャー
液リザーブタンクに入れないでくだ
さい。レベルセンサーを損傷するおそれ
があります。

夏季用または冬季用の純正ウォッ
シャー液を混合して使用します。純正品
以外のウォッシャー液を使用すると、噴
射ノズルが詰まるおそれがあります。

ウォッシャー液を取り扱う場合は、サー
ビスプロダクトの重要な安全上の注意事
項に従ってください（ ページ）。

気温が ℃以上のとき

  夏用のウォッシャー液と水を混ぜて、
ウォッシャー液リザーブタンクに補充
します。

夏用のウォッシャー液と水を ：
の混合比に混ぜます。

気温が ℃以下のとき

  冬用のウォッシャー液と水を混ぜて、
ウォッシャー液リザーブタンクに補充
します。

外気温度に応じて混合比を調整してく
ださい。

 ・  ℃まで：水の量 に対して冬
用ウォッシャー液の量 を混合し
ます。

 ・  ℃まで：水の量 に対して冬
用ウォッシャー液の量 を混合し
ます。

 ・  ℃まで：水の量 に対して冬
用ウォッシャー液の量 を混合し
ます。

年を通して、夏用または冬用の
ウォッシャー濃縮液を水で薄めたウォッ
シャー液を使用してください。
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車両データ

全体的な注意事項

記載の車両データについては、以下の点
にご注意ください。

・  記載の全高は、以下の条件に応じて異
なります。

タイヤ

積載状況

サスペンションの状態

オプション装備

・  オプション装備は最大積載量を減少さ
せます。

以下に記載の数値は本国仕様のものであ
り、日本仕様とは異なる場合があります。
また、記載のないモデルや車種の数値に
ついては、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場へお問い合わせください。

寸法および重量

モデル 開いたと
きの高さ

最大ヘッ
ドルーム

セダン

ステーション
ワゴン

車両
（セダン）

車両
（ステーショ
ンワゴン）

ルーフとトランクの最大積載量

モデル ルーフの最大最大積
載量

全車種

車両 トランクの最大積載量
セダン
ステーション
ワゴン

他の全モデル トランクの最大積載量
セダン
ステーション
ワゴン

バッテリー

、
セダン
バッテリー電圧
バッテリー容量

他の全モデル
バッテリー電圧
バッテリー容量
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お車をご使用になる前に必ずお読みください

デジタル版取扱説明書の訂正事項
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デジタル版取扱説明書の訂正事項

以下では、デジタル版取扱説明書に該当する訂正事項を記載しています。

安全性
乗員の安全性

エアバッグ

ペルビスバッグ

記載内容 訂正内容

車両が横転した場合、ペルビスバッグは
通常は作動しません。システムが横方向
の車両の高い減速または加速を検知し、
サイドバッグの作動によってシートベル
トによりもたらされるものに補助的な保
護を与えると判断した場合に、サイド
バッグは作動します。

車両が横転した場合、ペルビスバッグは
通常は作動しません。システムが横方向
の車両の高い減速または加速を検知し、
ぺルビスバッグの作動によってシートベ
ルトによりもたらされるものに補助的な
保護を与えると判断した場合に、ぺルビ
スバッグは作動します。

シートベルト

シートベルトテンショナー、ベルトフォースリミッター

記載内容 訂正内容

エアバッグが作動した場合は、爆発音が
聞こえ、少量の粉が発生することもあり
ます。爆発音は、ごくまれに聴力に影響
を与えることがあります。発生した粉は
一般的には健康を害する性質はなく、車
内に火災があることを示すものでもあり
ません。ぜんそくや肺疾患のある方は、
この粉により一時的に呼吸障害を起こす
おそれがあります。潜在的な呼吸困難を
防止するため、安全であればすぐに車両
から離れてください。または、ウインド
ウを開いて新鮮な空気を車内に取り込ん
でください。 警告灯 が点灯し
ます。

シートベルトテンショナーが作動した場
合は、作動音が聞こえ、少量の粉末が放
出されることもあります。作動音は、ご
くまれに聴力に影響を与えることがあり
ます。放出された粉末は一般的には健康
を害する性質はなく、車内に火災がある
ことを示すものでもありません。ぜんそ
くや肺疾患のある方は、この粉末により
一時的に呼吸障害を起こすおそれがあり
ます。潜在的な呼吸困難を防止するため、
安全であればすぐに車両から離れてく
ださい。または、ウインドウを開いて新
鮮な空気を車内に取り込んでください。

警告灯 が点灯します。
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子供を乗せるとき

チャイルドセーフティシート

重要な安全上の注意事項

記載内容 訂正内容

警告 警告

急な進路変更時やブレーキ時、衝突時
などに子供が致命的なけがをするのを
防ぐため、以下の点に注意してくだ
さい。
助手席シートに前向きのチャイルド
セーフティシートを固定する場合
は、助手席シートをできるだけ後方
に移動しなければなりません。そ
の際、車両のシートベルトアウト
レットのショルダーシートベルトを
チャイルドセーフティシートのショ
ルダーシートベルトガイドの前部
に向って通すようにしてください。
シートベルトが底部に沿って前部に
向うようにシートベルト高さ調整を
設定します。

急な進路変更時やブレーキ時、衝突時
などに子供が致命的なけがをするのを
防ぐため、以下の点に注意してくだ
さい。
助手席シートに前向きのチャイルド
セーフティシートを固定する場合
は、助手席シートをできるだけ後方
に移動しなければなりません。その
際、シートベルト引き出し口から出
ている車両のシートベルトがチャイ
ルドセーフティシートのショルダー
ベルトガイドに向かって前方に向い
ていることを確認してください。
シートベルトが底部に沿って前部に
向かうようにシートベルトの高さを
調整します。
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助手席でのチャイルドセーフティシート

記載内容 訂正内容

警告 警告

助手席フロントエアバッグの機能が解
除されていないときは、以下のように
対処してください。
助手席シートに前向きのチャイルド
セーフティシートを固定する場合
は、助手席シートをできるだけ後方
に移動しなければなりません。そ
の際、車両のシートベルトアウト
レットのショルダーシートベルトを
チャイルドセーフティシートのショ
ルダーシートベルトガイドの前部
に向って通すようにしてください。
シートベルトが底部に沿って前部に
向うようにシートベルト高さ調整を
設定します。

急な進路変更時やブレーキ時、衝突時
などに子供が致命的なけがをするのを
防ぐため、以下の点に注意してくだ
さい。
助手席シートに前向きのチャイルド
セーフティシートを固定する場合
は、助手席シートをできるだけ後方
に移動しなければなりません。その
際、シートベルト引き出し口から出
ている車両のシートベルトがチャイ
ルドセーフティシートのショルダー
ベルトガイドに向かって前方に向い
ていることを確認してください。
シートベルトが底部に沿って前部に
向かうようにシートベルトの高さを
調整します。

アクティブフロントエアバッグによって
保護されているシートには後ろ向きチャ
イルドセーフティシートを使用しないで
ください。これにより子供に致命的な、
または重大なけがにつながるおそれがあ
ります。

無効になっていないエアバッグによって
保護されているシートには後ろ向きチャ
イルドセーフティシートを使用しないで
ください。これにより子供に致命的な、
または重大なけがにつながるおそれがあ
ります。
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リアシートの 対応チャイルドセーフティシート固定装置

記載内容 訂正内容

警告 警告

子供の体重が 以上の場合は、必
ず子供が車両のシートベルトでも固定
される 対応チャイルドセーフ
ティシートを使用してください。使用
可能であれば、チャイルドセーフティ
シートをテザーアンカーベルトでも固
定してください。

子供の体重が 以上の場合は、必
ず子供が車両のシートベルトでも固定
される 対応チャイルドセーフ
ティシートを使用してください。使用
可能であれば、チャイルドセーフティ
シートをテザーアンカーでも固定して
ください。

テザーアンカー

記載内容 訂正内容

重要な安全上の注意事項 重要な安全上の注意事項

警告 警告

トップテザーアンカーを取り付けた後
は、常にリアシートのバックレストを
ロックしてください。ロック確認イン
ジケーターに注意してください。垂直
になるようにリアシートのバックレス
トを調整します。

トップテザーアンカーを取り付けた後
は、常にリアシートのバックレストを
ロックしてください。マルチファンク
ションディスプレイの警告メッセージ
に注意してください。

リアシートのバックレストが固定され
ていなく、ロックされていない場合は、
メーターパネル内のマルチファンクショ
ンディスプレイにこれが表示されます。

警告音も鳴った。

リアシートのバックレストがロックされ
ていない場合は、マルチファンクション
ディスプレイに警告メッセージが表示さ
れ、警告音も鳴ります。
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オープン クローズ
トランク ラゲッジルーム

トランクリッド テールゲートのリバース機能

記載内容 訂正内容

警告 警告

以下のとき、リバース機能は反応しま
せん：
小さな指などの、やわらかく、軽く、
薄いもの
閉じる動作の最後の を超え
ている

以下では、リバース機能は反応しま
せん：
小さな指などの、やわらかく、軽く、
薄いもの
閉じるまで残り 以下となった
とき
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補足内容

トランクの独立施錠機能は、特定の国でのみ使用できます。

トランクを独立施錠することができます。トランクを独立施錠しているときは、セン
トラルロックシステムで車を解錠しても、トランクは施錠されたままで開くことはで
きません。

トランクリッドを閉じます。

キーからエマージェンシーキーを取り外します。

基本位置

施錠

エマージェンシーキーをトランクリッドのキーシリンダーに確実に差し込みます。

エマージェンシーキーを時計回りにまわして、 の位置から の位置にします。

エマージェンシーキーを抜きます。

エマージェンシーキーをキーに収納します。

トランクの独立施錠（セダン）
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シート、ステアリングとミラー
シート

パワーシートの調整

記載内容 訂正内容

メモリー機能付パワーシートおよび
分割可倒式シート装備車両：リアシー
トのバックレストを倒した場合は、必
要な場合はそれぞれのフロントシー
トが前方に少し移動します。

メモリー機能付パワーシートおよび
分割可倒式シート装備車両：リアシー
トのバックレストのロックを解除し
たときは、状況によってはそれぞれ
のフロントシートが前方に少し移動
します。

ヘッドレストの調整

リアシートのヘッドレスト

記載内容 訂正内容

リアシートのヘッドレストの脱着

取り付ける：進行方向に見て、支柱
の切り欠きが左側になるようにして、
ヘッドレストを差し込みます。

リアシートのヘッドレストの脱着

取り付ける：支柱の切り欠きが進行方
向右側になるようにして、ヘッドレス
トを差し込みます。

ラゲッジルームの収納式シート（ステーションワゴン）

ラゲッジルームの収納式シートを展開する

記載内容 訂正内容

ヘッドレストを上方に引き出します。 ヘッドレストを上方に引き出します。

ヘッドレストを上方に起こして固定し
ます。
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ステアリング

イージーエントリー機能

イージーエントリー機能が作動しているときのステアリングの位置

記載内容 訂正内容

以下を行なうと、ステアリングが上方に
移動します。

キーレスゴーで：運転席ドアを開く、
エンジンスイッチのキーレスゴーは
の位置になければなりません。

以下を行なうと、ステアリングが上方に
移動します。

キーレスゴーで：運転席ドアを開く。
キーレスゴーは または１の位置にな
ければなりません。

運転のためのステアリングの位置

記載内容 訂正内容

以下を行なうと、ステアリングは以前設
定した位置に戻ります。

運転席ドアを閉じる

キーレスゴーで：キーレスゴー装備車
両では、キーレスゴースイッチを 度
押します。

または

キーで：キーをエンジンスイッチに差
し込みます。

以下を行なうと、ステアリングは以前設
定した位置に戻ります。

運転席ドアが閉じているときに、エン
ジンスイッチにキーを差し込む

運転席ドアを閉じて、イグニッショ
ン位置を から１、または１から
にする

ミラー

自動防眩ミラー

記載内容 訂正内容

シフトポジションがリバースのとき、ま
たはルームライトが点灯しているとき
は、自動防眩機能は解除されます。

シフトポジションがリバースのときは、
自動防眩機能は解除されます。
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リバースポジション機能付ドアミラー（助手席側）

駐車位置の設定と記憶

記載内容 訂正内容

メモリースイッチを使用して

ドアミラーがその位置から動いた場合
は、手順を繰り返します。

メモリースイッチを使用して

ドアミラーがその位置から動いた場合
は、手順を繰り返します。

助手席側ドアミラーを走行時の位置に
調整します。

メモリー機能

メモリーの設定

記載内容 訂正内容

メモリー機能で、例えば 人の方のため
に、 つまでの異なる設定を記憶させる
ことができます。

以下の項目がひとつの設定として記憶さ
れます。

シート、バックレストおよびヘッドレ
ストの位置

アクティブマルチコントロールシート
バック：シートの形状、ドライビング
ダイナミックシートのレベル

運転席側：運転席および助手席側のド
アミラーの角度

メモリー機能で、例えば 人の方のため
に、 つまでの異なる設定を記憶させる
ことができます。

以下の項目がひとつの設定として記憶さ
れます。

シート、バックレストおよびヘッドレ
ストの位置

アクティブマルチコントロールシート
バック：シートの形状、ドライビング
ダイナミックシートのレベル

運転席側：運転席および助手席側のド
アミラーの角度、ステアリングの位置
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ライトおよびフロントワイパー
車外ライト

車外ライトの設定

ライトスイッチ

記載内容 訂正内容

操作

車外ライト（車幅灯 パーキングライト
以外）は、以下の操作を行なうと自動的
に消灯します。

エンジンスイッチからキーを抜く

キーが の位置のときに運転席ドアを
開く

ヘッドライトのオートモード

エンジンがかかっているとき：マルチ
ファンクションディスプレイでデイタ
イムドライビングライト機能を作動さ
せている場合は、周囲の明るさの明る
さ度合いよって、デイタイムドライビ
ングライトまたは車幅灯およびロー
ビームヘッドライトの点灯または消灯
が切り替わります。

操作

車外ライト（ヘッドライト）は、エンジン
を停止すると自動的に消灯します。

車外ライト（車幅灯）は、以下の操作を
行なうと自動的に消灯します。

エンジンスイッチからキーを抜く

キーが の位置のときに運転席ドアを
開く

ヘッドライトのオートモード

エンジンがかかっているとき：マルチ
ファンクションディスプレイでデイタ
イムドライビングライト機能を作動さ
せていない場合は、周囲の明るさに
よって、車幅灯およびロービームヘッ
ドライトの点灯または消灯が自動的に
切り替わります。
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アダプティブハイビームアシスト・プラス

全体的な注意事項

記載内容 訂正内容

パーシャルハイビーム照明は、他の道路
使用者を越すようなハイビームの配光に
なっています。このようにして、他の道
路使用者はハイビームの範囲外になり
ます。これにより眩しさを防ぎます。先
行車両がある場合は、例えばハイビーム
ヘッドライトはその右または左の範囲を
照射し、先行車両はロービームヘッドラ
イトによって照射されます。

パーシャルハイビーム照明は、他の道路
使用者を避けるようなハイビームの配光
になっています。このようにして、他の
道路使用者はハイビームの範囲外になり
ます。これにより眩しさを防ぎます。先
行車両がある場合は、例えばハイビーム
ヘッドライトはその右または左の範囲を
照射し、先行車両はロービームヘッドラ
イトによって照射されます。

フロントワイパー

フロントワイパーの作動 停止の切り替え

記載内容 訂正内容

ワイパーブレードが劣化すると、ウイン
ドウの水滴を十分に拭き取ることができ
ません。視界を妨げて、周囲の交通状況
を把握できないおそれがあります。ワイ
パーブレードは春と秋の年に 回交換し
てください。

ワイパーブレードが劣化すると、ウイン
ドウの水滴を十分に拭き取ることができ
ません。視界を妨げて、周囲の交通状況
を把握できないおそれがあります。

フロントワイパーのトラブル

ワイパーに引っかかりがある。

記載内容 訂正内容

エンジンスイッチを操作してエンジン
を停止し、運転席ドアを開いてくだ
さい。

キーレスゴースイッチを操作してエン
ジンを停止し、運転席ドアを開いてく
ださい。
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エアコンディショナー
エアコンディショナーシステムの概要

オートエアコンディショナー（ ゾーン）の使用に関する情報

オートエアコンディショナー

記載内容 訂正内容

以下には、オートエアコンディショナー
（ ゾーン）の最適な使用に関する注意事
項と推奨が含まれています。

ゾーン機能を使用して、助手席側の設
定温度を個別に調整したり、運転席側
の設定温度に連動させることができ
ます。 スイッチの表示灯が消灯
します。

以下には、オートエアコンディショナー
（ ゾーン）の最適な使用に関する注意事
項と推奨が含まれています。

ゾーン機能を使用して、助手席側の設
定温度を個別に調整したり、運転席側
の設定温度に連動させることができ
ます。連動しているときは、 スイッ
チの表示灯が消灯します。

オートエアコンディショナー（ ゾーン）の使用に関する情報

オートエアコンディショナー

記載内容 訂正内容

以下に、オートエアコンディショナー（
ゾーン）を最大限利用するための指示や
推奨事項が記載されています。

ゾーン機能を使用して、助手席側およ
び後席の設定温度を個別に調整した
り、運転席側の設定温度に連動させる
ことができます。 スイッチの表
示灯が消灯します。

以下に、オートエアコンディショナー（
ゾーン）を最大限利用するための指示や
推奨事項が記載されています。

ゾーン機能を使用して、助手席側およ
び後席の設定温度を個別に調整した
り、運転席側の設定温度に連動させる
ことができます。連動しているときは、

スイッチの表示灯が消灯します。
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エアコンディショナーシステムの操作

ゾーン機能の設定 解除の切り替え

記載内容 訂正内容

オンにする： スイッチを押します。

スイッチ の表示灯が点灯
します。

オンにする： スイッチを押します。

スイッチの表示灯が点灯します。

フロントウインドウの曇り取り

補足内容

以下の操作では、フロントウインドウデフロスターは解除できません。

オートエアコンディショナー（ ゾーン）：送風量スイッチ⑪を上または下に押し
ます。

オートエアコンディショナー（ ゾーン）：送風量スイッチ⑫を上または下に押し
ます。

内気循環モードの設定 解除

作動 解除

記載内容 訂正内容

作動させる： スイッチを押します。

スイッチ の表示灯が点灯
します。

作動させる： スイッチを押します。

スイッチの表示灯が点灯します。

内気循環スイッチを使用してのコンビニエンスオープニング クロージング

記載内容 訂正内容

その後に、スライディングルーフ パ
ノラミックスライディングルーフを開
くためには、 スイッチを引き戻
します。

その後に、スライディングルーフ パ
ノラミックスライディングルーフを開
くためには、 スイッチを後方に
引きます。
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走行と駐車
走行

重要な安全上の注意事項

記載内容 訂正内容

警告

運転席の足元の荷物は、ペダルの自由
な動きを妨げたり、または踏んだペダ
ルをロックすることがあります。これ
は車両の操作および走行安全性を脅か
します。事故の危険性があります。

警告

運転席の足元の荷物は、ペダルの自由
な動きを制限したり、または踏んだペ
ダルを妨げることがあります。これは
車両の操作および走行安全性をおびや
かします。事故の危険性があります。

スタートストップ機能

全体的な注意事項

記載内容 訂正内容

キーまたはエンジンスイッチを使ってエ
ンジンを始動させるたびに、 スター
トストップ機能が作動します。

キーまたはキーレスゴースイッチを使っ
てエンジンを始動させるたびに、 ス
タートストップ機能が作動します。

オートマチックトランスミッション

走行モード選択スイッチ

全体的な注意事項

記載内容 訂正内容

走行モード選択スイッチ①を押しな
がら、マルチファンクションディス
プレイに希望の走行モードを表示さ
せます。

連続走行モード に関する詳細な
情報。

この連続走行モード と同様に、連
続走行モード も作動させることが
できます。

走行モード選択スイッチ①を繰り返し
押して、マルチファンクションディス
プレイに希望の走行モードを表示させ
ます。

連続走行モード に関する詳細な
情報。

この恒常的な走行モード と同様に、
一時的な走行モード も作動させる
ことができます。
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車両

記載内容 訂正内容

マニュアル走行モード装備車の走行モード選択
ダイヤル

連続走行モード に関する詳細な
情報。

この連続走行モード と同様に、連
続走行モード も作動させることが
できます。

車両の走行モード選択ダイヤル

連続走行モード に関する詳細な
情報。

オートマチック走行モード

マニュアル走行モード

記載内容 訂正内容

ギアのシフト

惰性走行時の自動的なシフトダウン
の発生

ギアのシフト

惰性走行時には自動的にシフトダウ
ンが行なわれます。

マニュアル走行モード（ 車両および スポーツパッケージ装備車両）

全体的な注意事項

記載内容 訂正内容

この恒常的な走行モード と同様に、
一時的な走行モード も作動させる
ことができます。

スポーツパッケージ装備車両
は、この恒常的な走行モード と同
様に、一時的な走行モード も作動
させることができます。
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運転のヒント

インジケーター

記載内容 訂正内容

パーセンテージ数は、 本つのバーの値
の平均値です。 つのバーおよび平均値
は の値を起点としてます。高いパー
センテージ数はより経済的な運転スタイ
ルを示しています。

運転スタイルに加えて、消費は以下のよ
うな他の多くの要因に影響されます。

積載状況

タイヤ空気圧

冷間始動

ルートの選択

電気消費物の使用

運転スタイルの評価には、以下の つの
カテゴリーが考慮されます。

ｱｸｾﾙ操作（すべての加速行為の評価）

　 バーが一番上に来ているとき：特に
高い速度での適度な加速

　 バーが一番下に来ているとき：ス
ポーツ走行時の加速

平均（運転操作の常時評価）

　 バーが一番上に来ているとき：一定
の速度、および不必要な加速および
減速の回避

　 バーが一番下に来ているとき：速度
に変動がある

パーセンテージ数は、 つのバーの値の
平均値です。 つのバーおよび平均値は

の値を起点としています。高いパー
センテージ数はより経済的な運転スタイ
ルを示しています。

運転スタイルに加えて、消費は以下のよ
うな他の多くの要因に影響されます。

積載状況

タイヤ空気圧

冷間始動

ルートの選択

電気装備の使用

運転スタイルの評価には、以下の つの
カテゴリーが考慮されます。

ｱｸｾﾙ操作（すべての加速行為の評価）

　 バーが満たされているとき：特に
高い速度での適度な加速

　 バーに空白があるとき：スポーツ走
行時の加速

平均（運転操作の常時評価）

　 バーが満たされているとき：一定の
速度、および不必要な加速および減
速の回避

　 バーに空白があるとき：速度に変動
がある
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記載内容 訂正内容

ﾌﾞﾚｰｷ操作（すべての減速過程の評価）

　 バーが一番上に来ているとき：距
離を保ちながらの予期走行および
アクセルの早期開放。車両はブレー
キを使用することなく惰性走行で
きます。

　 バーが一番下に来ているとき：ブ
レーキを繰り返し踏んでいる

ディスプレイは走行の開始か
ら完了までの特性曲線を要約してい
ます。そのため、走行開始時点では
バーに活発な変化があります。長い
運転時間の間では、これらの変化は
小さくなります。変化の動きを見たい
場合は手動でリセットしてください。

ﾌﾞﾚｰｷ操作（すべての減速過程の評価）

　 バーが満たされているとき：距離
を保ちながらの予期走行およびア
クセルの早期開放。車両はブレー
キを使用することなく惰性走行で
きます。

　 バーに空白があるとき：ブレーキを
繰り返し踏んでいる

表示は走行の開始から完了まで
の走行特性を要約しています。その
ため、走行開始時点ではバーに活発
な変化があります。長い運転時間の
間では、これらの変化は小さくなり
ます。変化の動きを見たい場合は手
動でリセットしてください。

ブレーキ

セラミック強化ブレーキシステム

記載内容 訂正内容

交換された新しいブレーキパッド ブ
レーキパッドおよびディスクは、数百キ
ロメートルの走行後にのみ最適なブレー
キ性能を発揮します。

過度に負担があるブレーキ操作は、応じ
たブレーキの高い摩耗につながります。
メーターパネルのブレーキパッド磨耗警
告灯 を遵守し、マルチファンクショ
ンディスプレイのブレーキ状況のメッ
セージに注意してください。

交換された新しいブレーキパッド ライ
ニングおよびディスクは、数百キロメー
トルの走行後にのみ最適なブレーキ性能
を発揮します。

過度に負担があるブレーキ操作は、応じ
たブレーキの高い摩耗につながります。
マルチファンクションディスプレイのブ
レーキパッド磨耗警告 を遵守し、
マルチファンクションディスプレイのブ
レーキ状況のメッセージに注意してくだ
さい。
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走行システム

クルーズコントロール

重要な安全上の注意事項

記載内容 訂正内容

クルーズコントロールは単なる支援に過
ぎません。運転者には車間距離を確保し、
速度を調整し、適時レーキを効かせ、車
線を維持する責任があります。

クルーズコントロールは単なる支援に過
ぎません。運転者には車間距離を確保し、
速度を調整し、適時ブレーキを効かせ、
車線を維持する責任があります。

スピードリミッター

可変スピードリミッター

記載内容 訂正内容

可変スピードリミッターの選択

表示灯①が点灯しているか確認し
てください。

点灯しているときは、可変スピードリ
ミッターはすでに選択されています。

消灯していないときは、クルーズコン
トロールレバーを矢印②の方向に押し
ます。

クルーズコントロールレバーの 表
示灯①が点灯します。可変スピードリ
ミッターが選択されます。

現在の速度の記憶

クルーズコントロールレバーを上①ま
たは下②に軽く操作します。

現在の速度が記憶され、マルチファ
ンクションディスプレイに表示され
ます。

マルチファンクションディスプレイの
セグメントは、記憶された速度から上
の部分が点灯します。

可変スピードリミッターの選択

表示灯①が点灯しているか確認し
てください。

点灯しているときは、可変スピードリ
ミッターはすでに選択されています。

点灯していないときは、クルーズコン
トロールレバーを矢印②の方向に押し
ます。

クルーズコントロールレバーの
表示灯①が点灯します。可変スピード
リミッターが選択されます。

現在の速度の記憶

クルーズコントロールレバーを上①ま
たは下②に軽く操作します。

現在の速度が記憶され、マルチファ
ンクションディスプレイに表示され
ます。

マルチファンクションディスプレイの
セグメントは、最初の目盛りから記憶
された速度までの部分が点灯します。
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ディストロニック・プラス

重要な安全上の注意事項

記載内容 訂正内容

以下のときは、ディストロニック・プラ
スを使用しないでください：

滑りやすい路面ブレーキや加速により
駆動輪が駆動力を失い、車両が滑るお
それがあります。

速度は以下のようになるおそれがあり
ます：

変更される車線や滑りやすい道路で非
常に高くなりすぎる

左を走行している車両を追い越すとき
の右車線で高くなりすぎる（右側走行
の国）

右を走行している車両を追い越すとき
の左車線で高くなりすぎる（左側走行
の国）

運転者を交代する場合は、次の運転者
に記憶されている制限速度を伝えてく
ださい。

以下のときは、ディストロニック・プラ
スを使用しないでください：

滑りやすい路面。ブレーキや加速によ
り駆動輪が駆動力を失い、車両が滑る
おそれがあります。

速度は以下のようになるおそれがあり
ます：

車線変更時や滑りやすい道路で速度が
速すぎる

左を走行している車両を右車線で追い
越すときの速度が速すぎる（右側通行
の国）

右を走行している車両を左車線で追い
越すときの速度が速すぎる（左側通行
の国）

運転者を交代する場合は、交代する運
転者に記憶されている速度を伝えてく
ださい。

スピードメーターのディストロニック・プラスの表示

記載内容 訂正内容

ディストロニック・プラスが非作動のと
きの表示

マルチファンクションディスプレイを
使用して、距離ディスプレイ表示 機
能を選択します。

ディストロニック・プラスが作動してい
るときの表示

マルチファンクションディスプレイを
使用して、距離ディスプレイ表示 機
能を選択します。

ディストロニック・プラスが非作動のと
きの表示

マルチファンクションディスプレイ
を使用して、ｱｼｽﾄ一覧 機能を選択し
ます。

ディストロニック・プラスが作動してい
るときの表示

マルチファンクションディスプレイ
を使用して、ｱｼｽﾄ一覧 機能を選択し
ます。
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ステアリングアシスト付ディストロニック・プラス

記載内容 訂正内容

全体的な注意事項

ディストロニック・プラスのステアリ
ングアシストは、フロントウインドウ
上部のカメラシステム①によって、車
両の先方エリアをモニターします。

全体的な注意事項

ディストロニック・プラスのステアリ
ングアシストは、フロントウインドウ
上部のカメラシステム①によって、車
両の前方エリアをモニターします。

記載内容 訂正内容

重要な安全上の注意事項

以下の場合は、システムが待機状態に切
り替わり、ステアリングの介入を実行す
ることによる支援を行なわなくなります。

頻繁に車線を変更している。

方向指示灯をさせた。

長時間ステアリングから手を放してい
る、またはステアリング操作をしてい
ない。

ステアリングアシストの解除

マルチファンクションディスプレイ
を使用して、ディストロニック・プ
ラスのステアリングアシストを解除
します。

マルチファンクションディスプレイ
に ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｱｼｽﾄ オン というメッ
セージが表示されます。ディストロニッ
ク・プラスのステアリングアシストが
解除されます。

重要な安全上の注意事項

以下の場合は、システムが待機状態に切
り替わり、ステアリングの介入を実行す
ることによる支援を行なわなくなります。

頻繁に車線を変更している。

方向指示灯を操作した。

長時間ステアリングから手を放してい
る、またはステアリング操作をしてい
ない。

ステアリングアシストの解除

マルチファンクションディスプレイ
を使用して、ディストロニック・プ
ラスのステアリングアシストを解除
します。

マルチファンクションディスプレイ
に ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｱｼｽﾄ オフ というメッ
セージが表示されます。ディストロニッ
ク・プラスのステアリングアシストが
解除されます。
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レーススタート

作動条件

記載内容 訂正内容

以下の場合にレーススタートを作動さ
せることができます。

エンジンがかかっていて、作動温度が
約 ℃に達している。これは、マル
チファンクションディスプレイのエン
ジンオイル温度が点滅し終わった場合
です。

以下の場合にレーススタートを作動さ
せることができます。

エンジンがかかっていて、エンジン
オイルの温度が約 ℃に達している。
これは、マルチファンクションディス
プレイのエンジンオイル温度が点滅し
終わった場合です。

レーススタートを作動させる

記載内容 訂正内容

秒以内にアクセルペダルをいっぱい
まで踏まない場合は、レーススター
トは中断されます。 使
用できません 取扱説明書を参照 とい
うメッセージがマルチファンクショ
ンディスプレイに表示されます。

約 秒以内にアクセルペダルをいっ
ぱいまで踏み込まない場合でも、レー
ススタートは解除されません。

ホールド機能

ホールド機能を解除する

記載内容 訂正内容

ホールド機能は以下のときに自動的に解
除されます。

加速した。オートマチックトランス
ミッション装備車両：トランスミッ
ションがシフトポジション または
のときのみ。

ホールド機能は以下のときに自動的に解
除されます。

アクセルペダルを踏んだ：トランス
ミッションがシフトポジション また
は のときのみ。
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マティックサスペンション

車高

記載内容 訂正内容

高い車高に設定する

エンジンを始動してください。

表示灯②が点灯していない場合

スイッチ②を押します。

表示灯①が点灯します。車高が高い車
高に設定されます。

ディスプレイに車高があがりますとい
うメッセージが表示されます。

高い車高に設定する

エンジンを始動してください。

表示灯①が点灯していない場合

スイッチ②を押します。

表示灯①が点灯します。車高が高い車
高に設定されます。

ディスプレイに車高があがりますとい
うメッセージが表示されます。

アクティブパーキングアシスト

駐車

記載内容 訂正内容

車両が停止している間に、トランス
ミッションをポジション にシフトし
ます。

アクティブパーキングアシストは、た
だちに逆方向にステアリング操作を行
ないます。

マルチファンクションディスプレイに
ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｱｼｽﾄ作動中 ｱｸｾﾙとﾌﾞﾚｰｷを操
作というメッセージが表示されます。

駐車手順が完了するとすぐに、マルチ
ファンクションディスプレイにパーキン
グアシスト 終了というメッセージが表示
され、音が聞こえます。

車両が停止している間に、トランス
ミッションをポジション にシフトし
ます。

アクティブパーキングアシストは、た
だちに逆方向にステアリング操作を行
ないます。

マルチファンクションディスプレイに
ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｱｼｽﾄ作動中 ｱｸｾﾙとﾌﾞﾚｰｷを操
作 周囲を確認というメッセージが表
示されます。

駐車手順が完了するとすぐに、マルチ
ファンクションディスプレイにパーキン
グアシスト オフというメッセージが表示
され、音が聞こえます。
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駐車スペースからの退出

記載内容 訂正内容

駐車スペースから完全に出たら、ステア
リングを直進位置に動かします。音が聞
こえ、マルチファンクションディスプ
レイに パーキングアシスト 終了という
メッセージが表示されます。

駐車スペースから完全に出たら、ステア
リングを直進位置に動かします。音が聞
こえ、マルチファンクションディスプ
レイに パーキングアシスト オフという
メッセージが表示されます。

パーキングアシストリアビューカメラ

パーキングアシストリアビューカメラの作動 解除

記載内容 訂正内容

作動させる：エンジンスイッチのキー
が の位置になっていることを確認し
ます。

システムで リバース連動
機能 設定が作動していることを確認
します。別冊の システムの
取扱説明書をご覧ください。

作動させる：エンジンスイッチのキー
が の位置になっていることを確認し
ます。

システムで リバース連
動 設定が作動していることを確認し
ます。デジタル版取扱説明書をご覧く
ださい。

ディスプレイの表示

記載内容 訂正内容

パーキングアシストリアビューカメラは、
障害物の歪んだ画像を表示したり、それ
らを正しく、または全く表示しないこと
があります。以下の場所では、リアビュー
カメラでは障害物は表示されません：

テールゲートハンドルのすぐ上の範囲。

パーキングアシストリアビューカメラは、
障害物の歪んだ画像を表示したり、それ
らを正しく、または全く表示しないこと
があります。以下の場所では、リアビュー
カメラでは障害物は表示されません：

トランクハンドルのすぐ上の範囲。
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° カメラ

ディスプレイの表示

記載内容 訂正内容

上面表示（フロントカメラからの映像）

① 上面表示とフロントカメラ映像の分割画面の
設定アイコン

② 車両後部から約 の距離の黄色のガイド
ライン

③ そのときのステアリング操舵角でのドアミ
ラーを含む車幅を示す黄色のガイドライン
（可変）
④ そのときのステアリング操舵角でのタイヤの
進路を示す黄色のレーンマーク（可変）

⑤ 車両後部から約 の距離の黄色のガイド
ライン

⑥ 車両後部から約 の距離の赤色のガイ
ドライン

上面表示（フロントカメラからの映像）

① 上面表示とフロントカメラ映像の分割画面の
設定アイコン

② 車両前部から約 の距離の黄色のガイド
ライン

③ そのときのステアリング操舵角でのドアミ
ラーを含む車幅を示す黄色のガイドライン
（可変）
④ そのときのステアリング操舵角でのタイヤの
進路を示す黄色のレーンマーク（可変）

⑤ 車両前部から約 の距離の黄色のガイド
ライン

⑥ 車両前部から約 の距離の赤色のガイ
ドライン
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アテンションアシスト

重要な安全上の注意事項

記載内容 訂正内容

以下のときは、アテンションアシスト
の機能が制限されたり、警告が遅れる、
またはまったく行なわれないことがあ
ります。

ディストロニック・プラスのアクティ
ブステアリングアシストを作動させて
走行している場合

以下のときは、アテンションアシスト
の機能が制限されたり、警告が遅れる、
またはまったく行なわれないことがあ
ります。

ディストロニック・プラスのステアリ
ングアシストを作動させて走行してい
る場合

アテンションアシストの作動

記載内容 訂正内容

センシティブを選択：感度がより高く設
定されます。それに従ってアテンション
アシストにより検知されたアテンション
レベルが合わされ、運転者に早く知らさ
れます。

アテンションアシストが解除されたとき
は、エンジンが停止した後に自動的に再
作動します。選択される感度は、最後に
作動させた選択に対応します（標準 セ
ンシティブ）。

高感度を選択：感度がより高く設定され
ます。それに従ってアテンションアシス
トにより検知されたアテンションレベル
が合わされ、運転者に早く知らされます。

アテンションアシストが解除されたとき
は、エンジンが停止した後に自動的に再
作動します。選択される感度は、最後に
作動させた選択に対応します（標準 高
感度）。

アテンションレベルの表示

記載内容 訂正内容

マルチファンクションディスプレイを
使用して、アテンションアシストの
アシストグラフィック表示を選択し
ます。

マルチファンクションディスプレイを
使用して、ｱｼｽﾄ一覧を選択します。
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アクティブドライビングアシスタンスパッケージ

アクティブレーンキーピングアシスト

記載内容 訂正内容

車線修正ブレーキの適用

アクティブレーンアシストは、与えられ
た交通状況の判断を誤る可能性があり
ます。不適切なブレーキの適用は、以
下のときにいつでも中断されます。

車線修正ブレーキの適用

アクティブレーンキーピングアシスト
は、与えられた交通状況の判断を誤る
可能性があります。不適切なブレーキ
の適用は、以下のときにいつでも中断
されます。

マルチファンクションディスプレイと表示
ディスプレイおよび操作

マルチファンクションディスプレイ

記載内容 訂正内容

スピードリミッター 可変スピードリミッター
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メニューおよびサブメニュー

トリップメニュー

トリップコンピューター スタート後 または リセット後

記載内容 訂正内容

例：スタート後 のトリップコンピューター
① 距離
② 時計
③ 平均速度
④ 平均燃費

または スイッチを押して、
ｽﾀｰﾄ からまたはリセット後を選択し
ます。

例：スタート後 のトリップコンピューター
① 距離
② 時間
③ 平均速度
④ 平均燃費

または スイッチを押して、
スタート後またはリセット後を選択し
ます。

走行可能距離と現在の燃料消費の表示

記載内容 訂正内容

可能となる概算の航続距離は、燃料の量
やそのときの運転スタイルによって変わ
ります。燃料タンク内に残っている燃料
の量が少ないときは、給油中の車両の
マーク が、走行可能距離の代わり
にディスプレイに表示されます。

可能となる概算の走行可能距離は、燃料
の量やそのときの運転スタイルによって
変わります。燃料タンク内に残っている
燃料の量が少ないときは、給油中の車両
のマーク が、走行可能距離の代わ
りにディスプレイに表示されます。
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オーディオメニュー

オーディオプレーヤーまたはオーディオメディアの操作

記載内容 訂正内容

例： チェンジャー画面
① 現在のトラック

例： モード表示
① 現在のトラック

ビデオの操作

記載内容 訂正内容

例： チェンジャー画面
① 現在のシーン

例： モード表示
① 現在のシーン

アシストメニュー

ブレーキの設定 解除

記載内容 訂正内容

または スイッチを押して、
ﾌﾟﾚｾｰﾌﾌﾞﾚｰｷを選択します。

または スイッチを押して、
ﾌﾞﾚｰｷを選択します。
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アクティブブラインドスポットアシストの設定 解除

記載内容 訂正内容

または スイッチを押して、
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｽﾎﾟｯﾄｱｼｽﾄを選択します。

または スイッチを押して、
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｽﾎﾟｯﾄを選択します。

設定メニュー

メーターパネル

記載内容 訂正内容

距離単位の設定

ﾅﾋﾞメニューのナビゲーション案内

距離単位の設定

ﾅﾋﾞメニューのナビゲーション案内には
適用されません。

ライト

記載内容 訂正内容

ロケイターライティング 車外ランプ残
照機能の設定 解除

車外ランプ残照機能：エンジンを停止
した後、約 秒間点灯し続けます。

すべてのドアとトランクリッド テー
ルゲートを閉じると、約 秒に車外ラ
ンプが消灯します。

ロケイターライティングおよび車外
ライト残照機能を設定してあるとき
は、車両の装備に応じて以下のライ
トが点灯します。

車幅灯

ロービームヘッドライト

デイタイムドライビングライト

ドアミラーのロケイターライティ
ング

ロケイターライティング 車外ライト残
照機能の設定 解除

車外ライト残照機能：エンジンを停止
した後、約 秒間点灯し続けます。

すべてのドアとトランクリッド テー
ルゲートを閉じると、約 秒後に車
外ライトが消灯します。

ロケイターライティングおよび車外
ライト残照機能を設定してあるとき
は、以下のライトが点灯します。

車幅灯

ドアミラーのロケイターライティ
ング
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車両

記載内容 訂正内容

スノータイヤスピードリミッターの設定

または スイッチを押して、
単 位（ ～

）でスノータイヤスピードリミッ
ターを調整します。オフ 設定で、ス
ノータイヤスピードリミッターは解除
されます。

スノータイヤスピードリミッターの設定

または スイッチを押して、
単 位（ ～

）でスノータイヤスピードリミッ
ターを調整します。オフ 設定で、ス
ノータイヤスピードリミッターは解除
されます。

工場出荷時の設定に初期化する

記載内容 訂正内容

安全のため、全ての設定が初期化される
わけではありません。スピードリミッ
ターの制限速度（ウィンタータイヤ）機
能は、車両サブメニューでのみ設定でき
ます。ライト サブメニューの デイタイ
ムドライビングライト を初期化したいと
きは、イグニッション位置を にしなけ
ればなりません。

安全のため、全ての設定が初期化される
わけではありません。スピードリミッ
ターの制限速度（冬タイヤ）：機能は、車
両サブメニューでのみ設定できます。ラ
イト サブメニューの デイタイムドライ
ビングライト を初期化したいときは、イ
グニッション位置を にしなければなり
ません。

ディスプレイメッセージ

車両

記載内容 訂正内容

ディスプレイ
メッセージ

考えられる原因および影響
解決方法

ディスプレイ
メッセージ

考えられる原因および影響
解決方法

圏外 車両がネットワークプロバイ
ダーの送受信範囲外にある。
マルチファンクションディ
スプレイに携帯電話の作動
待機マークが表示されるま
で待ってください。

圏外 車両がネットワークプロバイ
ダーの送受信範囲外にある。
マルチファンクションディ
スプレイに電話 待ち受け
と表示されるまで待ってく
ださい。
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記載内容

サウンドシステムの装
備：最良のサウンドを集中させるために
は、 の設定を選択します。

コントローラーをまわして
、サウンドメニューのﾊﾞﾗﾝｽ ﾌｪ

ｰﾀﾞｰを選択し、押して 確定します。

コントローラーをスライド
して 、バランスの設定を選択し、
押して 確定します。

訂正内容

サウンドシステムの装
備：最良のサウンドを集中させるために
は、 の設定を選択します。

コントローラーをまわして
、サウンドメニューのﾊﾞﾗﾝｽ ﾌｪ

ｰﾀﾞｰを選択し、押して 確定します。

コントローラーをスライド
して ・ 、バランスとフェー
ダーの設定を選択し、押して 確定
します。

システムの基本機能

サウンド設定を調整する

バランスとフェーダーの設定

記載内容

ステータスバー①には、時間、作動してい
るネットワークプロバイダーおよび電波
強度が表示されます。

訂正内容

ステータスバー①には、時間および電波
強度が表示されます。

システム
各部の名称

システムの操作システム

ディスプレイ

ディスプレイの概要

スプリットビュー

補足内容

日本仕様では、スプリットビューは機能しません。
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記載内容

押します 。

コントローラーをまわして
、システムを選択し、押して

確定します。

訂正内容

スイッチを押します。

コントローラーをまわして
、設定を選択し、押して 確定

します。

システムの設定

ディスプレイの設定

照度設定アイコン

記載内容

スイッチを押します。

コントローラーをまわして
、時間を選択し、押して 確定

します。

訂正内容

スイッチを押します。

コントローラーをまわして
、日時設定を選択し、押して

確定します。

時刻の設定

時刻 日付の形式の設定

お気に入りスイッチの指定

補足内容

車種や仕様により、以下の機能も選択できます。

全画面 燃費表示 ：燃費画面を表示することができます。

サイドビューカメラ：サイドビューカメラを呼び出すことができます。

記載内容

ﾌﾟﾛﾃｸｼｮﾝ ｵﾝを選択し、押して
確定します。

プロテクションを作動 または
解除 します。 プロテクショ
ンを作動させたときは、 を入力す
るように促されます。

訂正内容

による保護が有効になりましたを
選択し、押して 確定します。

による保護が有効になりましたを
作動 または解除 します。
による保護を作動させたときは、
を入力するように促されます。

データのインポート エクスポート

プロテクションの作動 解除
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記載内容

押します 。

システムメニューで、表示 選択ウイ
ンドウが選択されるまで、
コントローラーを上へスライドします
。

訂正内容

スイッチを押します。

システムメニューで、オプション
の全画面表示が選択されるまで、

コントローラーをスライド
します 。

コントローラーを押します
。

車両機能

オン＆オフロード表示

表示を呼び出す

記載内容

コントローラーをまわして
、ﾊﾞｯｸﾚｽﾄ ｻｲﾄﾞを選択し、押して
確定します。

訂正内容

コントローラーをまわして
、サイドを選択し、押して 確

定します。

シートバックレストの側面を調整する（バックレストのサイドサポート）

記載内容

コントローラーをまわして
、ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ ﾏﾙﾁｺﾝﾄﾛｰﾙ ｼｰﾄを選択し、

押して 確定します。

訂正内容

コントローラーをまわして
、ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ ｼｰﾄを選択し、押して
確定します。

ドライビングダイナミクスの設定

シートの機能

調節機能

シートクッションの長さを調整する

記載内容

この機能によって、シートクッションの
高さを調整できます。

訂正内容

この機能によって、シートクッションの
長さを調整できます。
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記載内容

安全上の理由のため、車両が動いてい
る間は、目的地（ルート案内非作動）
または目的地設定（ルート案内作動）
を選択できません。

訂正内容

安全上の理由のため、車両が動い
ている間は、目的地（ルート案内非
作動）を選択できません。

ナビゲーション

目的地の入力

目的地の入力の前に

自宅

自宅住所を入力して登録する

記載内容

コントローラーをスライド
してから 、まわして 、目的
地または目的地設定を選択し、押して
確定します。

自宅を選択し、押して 確定します。

設定を選択し、押して 確定します。

ルート案内が作動していないときは
目的地が表示され、ルート案内が作動
しているときは目的地設定が表示され
ます。

訂正内容

コントローラーをスライド
してから 、まわして 、目的
地を選択し、押して 確定します。

自宅を選択し、押して 確定します。

登録を選択し、押して 確定します。

記載内容

自宅住所をまだ決定していない場合
は、まず設定を使用して、自宅住所を
入力して保存しなければなりません。

訂正内容

自宅住所をまだ決定していない場合
は、まず登録を使用して、自宅住所を
入力して保存しなければなりません。

自宅住所を選択する
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目的地プリセット

目的地プリセットを入力し登録する

記載内容

設定を選択し、押して 確定します。

訂正内容

登録を選択し、押して 確定します。

記載内容

メニューを表示する： コン
トローラーを押します 。

コントローラーをスライド
してから 、まわして 、目的
地設定または目的地を選択し、押して
確定します。

地図から設定を選択し、押して 確
定します。

地図がクロスカーソルとともに表示さ
れます。

地図をスクロールします。

クロスカーソルを目的地の地点に動か
して、押して 確定します。

前進を選択し、押して 確定します。

設定を選択し、押して 確定します。

目的地が設定されます。全ルート図が
表示されます。

訂正内容

メニューを表示する： コン
トローラーを押します 。

地図をスクロールします。

クロスカーソルを目的地の地点に動か
して、押して 確定します。

コントローラーをスライド
してから 、まわして 、目的
地を選択し、押して 確定します。

地図から設定を選択し、押して 確
定します。

目的地が設定されます。全ルート図が
表示されます。

地図を使用して目的地を選択する

記載内容

登録地＜ ＞をまだ設定していない
場合は、まず設定を使用して目的地を
入力し、選択したメモリ位置に登録し
ます。

訂正内容

登録地＜ ＞をまだ設定していない
場合は、まず登録を使用して目的地を
入力し、選択したメモリ位置に登録し
ます。

目的地プリセットからの目的地の選択
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全ルート図

高速道路の入口や出口を変更する

記載内容

コントローラーをまわして
、全ルート図で を選択し、押

して 確定します。

次候補または前候補を選択し、押して
確定します。

訂正内容

コントローラーをまわして
、全ルート図で を選択し、押

して 確定します。

入口または出口を選択し、押して
確定します。

次候補または前候補を選択し、押して
確定します。

通過点

概要

記載内容

目的地を入力すると、 箇所までの通過
点を入力することによりルートを決定す
ることができます。

通過点の順序はいつでも変更できます。

ルート案内中に通過点を入力する

メニューを表示する： コン
トローラーを押します 。

前進を選択し、押して 確定します。

通過 を選択し、押して 確定します。

設定を選択し、押して 確定します。

通過点のメニューが表示されます。

訂正内容

目的地を入力すると、 箇所までの通過
点を入力することによりルートを決定す
ることができます。

通過点の順序はいつでも変更できます。

ルート案内中に通過点を入力する

メニューを表示する： コン
トローラーを押します 。

ルートを選択し、押して 確定し
ます。

通過点を選択し、押して 確定し
ます。

通過点のメニューが表示されます。
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記載内容

通過点メニューから通過点の項目を選
択し、押して 確定します。

編集を選択し、押して 確定します。

地図が表示され、選択した通過点が表
示されます。

訂正内容

編集を選択し、押して 確定します。

位置を変更する通過点を選択します。

地図が表示され、選択した通過点が表
示されます。

以下の機能も選択できます。

ストリートビュー

選択した施設が ストリート
ビューで表示されます。

通過点の位置を変更する

記載内容

通過点メニューから通過点の項目を選
択し、押して 確定します。

入れ替えを選択し、押して 確定し
ます。

通過点の順番が変更され、対応する
メッセージが表示されます。

訂正内容

入れ替えを選択し、押して 確定し
ます。

順番を変更したい通過点を選択し、押
して 確定します。

通過点メニューで、変更したい通過
点の順番を設定し、押して 確定し
ます。

通過点の順番が変更され、対応する
メッセージが表示されます。

通過点の順番を入れ替える

記載内容

通過点メニューから通過点の項目を選
択し、押して 確定します。

削除を選択し、押して 確定します。

確定のメッセージが表示されます。

訂正内容

削除を選択し、押して 確定します。

削除する通過点を選択します。

確定のメッセージが表示されます。

通過点を削除する
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ルート情報を表示する

全ルート図での表示

補足内容

目的地名称に切り替える：メニューで目的地名称を選択し、押して 確定します。

ルート地点の名称が表示されます。

ルート案内

ルートの再検索

ルート情報を表示する

補足内容

目的地名称に切り替える：メニューで目的地名称を選択し、押して 確定します。

ルート地点の名称が表示されます。

目的地の検索

住所検索

記載内容

選択の追加オプション

目的地を設定する：設定を選択し、
押して 確定します。

メモリ地点としての保存

アドレス帳への登録

目的地住所への電話発信

訂正内容

選択の追加オプション

目的地を設定する：目的地または 設定
を選択し、押して 確定します。

メモリ地点としての保存

アドレス帳への登録

目的地住所への電話発信

ストリートビューの表示

スクロール
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記載内容

オプション

コントロールパネルのテン
キーを使用して、希望の数字を入力し
ます。

両方のオプションで、 コン
トローラーをスライドして 、数
字バーで を選択し、押して 確
定します。

訂正内容

オプション

コントロールパネルのテン
キーを使用して、希望の数字を入力し
ます。

桁を入力すると、検索結果が表示さ
れます。

該当する郵便番号がないときは、その
旨のメッセージが表示されます。

郵便番号を使用して検索する

地図操作と地図設定

地図の基準と のバージョンの表示

上記の内容は、 のバージョン表示 に読み換えてください（ ページ）。
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（道路交通情報通信システム）

情報の表示形式

記載内容

情報は つの方法で表示されます。

文字情報

情報は ディスプレイに
文字形式で表示されます。

現在の道路および交通情報が文字形式で
提供されます。

図形情報

情報は ディスプレイに
図形形式で表示されます。

この表示形式は選択された道路の混雑し
ているルートや所要時間を図形や文字形
式で表示します。

地図情報

情報は地図に表示されます。受信
した情報は車両の位置によって変わり
ます。情報の種類やその表示のオン オ
フを切り替えることができます。

訂正内容

情報には つのメニューがあり
ます。

高速道

と周波数 の電波による情
報提供が行なわれます。

一般道

赤外線信号による情報提供が行なわれ
ます。

多重放送による情報提供が行なわれ
ます。
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情報を表示する

補足内容

ナビゲーションモードに切り替える： 機能スイッチを押します。

メニューを表示する： コントローラーを押します 。

コントローラーをスライドしてから 、まわして 、メニューか
ら を選択し、押して 確定します。

メニューが表示されます。

高速道を表示する： コントローラーをまわして 、 高速道
を選択し、押して 確定します。

一般道を表示する： コントローラーをまわして 、 一般道
を選択し、押して 確定します。

を表示する： コントローラーをまわして 、 を選
択し、押して 確定します。

専用狭域通信

のバージョン表示

記載内容

（ 地 図
バージョン）を選択し、押して 確
定します。

地図データのバージョンが表示され
ます。

訂正内容

地図 バージョンを選択し、押
して 確定します。

地図データのバージョンが表示され
ます。
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電話

受話および発話音量

記載内容

コントローラーをスライド
してから 、まわして 、電話
基本メニューで接続ﾃﾞﾊﾞｲｽを選択し、
を押して確定します。

まわして リストから認証された
携帯電話を選択します。

コントローラーをスライド
して 、項目の右にあるリストマー
クを選択し、押して 確定します。

訂正内容

コントローラーをスライド
してから 、まわして 、電話
基本メニューで電話を選択し、押して
確定します。

音量設定を選択し、押して 確定し
ます。

電話操作

着信

着信を受ける

記載内容

通話する相手の電話番号が移行されてい
る場合は、ディスプレイに表示されます。

電話帳に通話する相手の項目がある場合
は、氏名も表示されます。

電話番号が移行されない、または
データ非表示 機能が作動している場合
は、ディスプレイに不明と表示されます。

訂正内容

通話する相手の電話番号が通知されてい
る場合は、ディスプレイに表示されます。

電話帳に通話する相手の項目がある場合
は、氏名も表示されます。

電話番号が通知されない、または
データ非表示 機能が作動している場合
は、ディスプレイに非通知と表示され
ます。

複数の人との通話

保留している通話を拒否する、または受ける

記載内容

拒否する：着信拒否を選択し、押して
確定します。

受ける：通話を選択し、押して 確
定します。

訂正内容

拒否する： を選択し、押して
確定します。

受ける： を選択し、押して 確
定します。
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アドレス帳の使用

連絡先をインポートする

連絡先を削除する

記載内容

アドレス帳でアドレス帳を選択する
か、または電話基本メニューが表示さ
れている場合は、 コントロー
ラーをスライドしてから 、まわし
て 、電話を選択し、押して 確
定します。

連絡先の削除を選択し、押して 確
定します。

以下のオプションの つを選択し
ます。

　 上で作成した連絡先

　 メモリーデバイスの登録データ

　 接続機器から

　 全て

訂正内容

アドレス帳が表示されている場合は、
コントローラーをスライ

ドしてから 、まわして 、ア
ドレス帳を選択し、押して 確定し
ます。

または

電話基本メニューが表示されている場
合は、 コントローラーをス
ライドしてから 、まわして 、
電話を選択し、押して 確定します。

連絡先の削除を選択し、押して 確
定します。

以下のオプションの つを選択し
ます。

　 システムで作成した連絡先

　 携帯電話から

　 メモリーデバイスの登録データ

　 接続機器から

　 全て
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記載内容

プロバイダーの検索

コントローラーをまわして
、携帯電話のネットワークプロバ

イダーのリストでプロバイダー検索を
選択し、押して 確定します。

国のリストが表示されます。

押して 、日本を確定します。

使用可能な携帯電話のネットワークプ
ロバイダーのリストが表示されます。

訂正内容

プロバイダーの検索

コントローラーをまわして
、携帯電話のネットワークプロバ

イダーのリストでプロバイダー追加を
選択し、押して 確定します。

携帯電話のネットワークプロバイダー
の設定画面が表示されます。

コントローラーをまわして
、プロバイダー選択を選択し、押

して 確定します。

使用可能な携帯電話のネットワークプ
ロバイダーのリストが表示されます。

オンライン インターネット

アクセスデータの設定

インターネットアクセスデータの選択 設定

携帯電話のネットワークプロバイダーのアクセスデータの選択

記載内容

携帯電話のネットワークプロバイダーは
つのアクセス設定のみを持っています

訂正内容

携帯電話のネットワークプロバイダーが
つのアクセス設定のみを持っている場
合：

記載内容

携帯電話のネットワークプロバイダーに
は複数のアクセス設定があります。

訂正内容

携帯電話のネットワークプロバイダーに
複数のアクセス設定がある場合：
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記載内容

アクセスデータのリストを呼び出す

コントローラーを押して
、携帯電話のネットワークプロバイ

ダーのリストで新しいプロバイダー作
成を確定します。

アクセスデータのリストが表示され
ます。標準的な名前プロバイダー
がプロバイダー：欄に自動的に入力さ
れます。ここで項目を作成することが
できます。

訂正内容

アクセスデータのリストを呼び出す

コントローラーをまわして
、携帯電話のネットワークプロバ

イダーのリストでプロバイダー追加を
選択し、押して 確定します。

携帯電話のネットワークプロバイダー
の設定画面が表示されます。

コントローラーをまわして
、プロバイダー追加を選択し、押

して 確定します。

アクセスデータのリストが表示され
ます。標準的な名前 が
プロバイダ名欄に自動的に入力され
ます。ここで項目を作成することがで
きます。

アクセスデータの説明

入力欄 意味

： 方 式、 ま た
は 方式を選
択することができ
ます。

を設定する：アクセスデー
タのリストで、 を選択し、
押して 確定します。

コントローラーをまわして
、 または を選択します。

携帯電話のネットワークプロバイダーのアクセスデータの手動設定
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ローカル検索

キーワード検索

検索位置の選択

記載内容

別の町を選択した後に、住所を入力し
確定します。

検索結果が表示されます。

訂正内容

別の場所を選択した後に、住所を入力
し確定します。

検索結果が表示されます。

検索結果を使用する

記載内容

目的地を呼び出す： コント
ローラーで発信を選択し、押して
確定します。

次に電話機能に切り替え、発信します。

次に電話機能に切り替え、発信します。

目的地をインポートする：
コントローラーで取り込みを選択し、
押して 確定します。

項目がアドレス帳に保存されます。
目的地 をアドレス帳にインポート
しましたというメッセージが表示され
ます。

押して 、 を確定します。

訂正内容

電話を発信する： コント
ローラーで発信を選択し、押して
確定します。

選択した施設に電話を発信します。

アドレス帳にインポートする：
コントローラーで取り込み

を選択し、押して 確定します。

項目がアドレス帳に保存されます。
目的地 をアドレス帳にインポート
しましたというメッセージが表示され
ます。

押して 、 を確定します。
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記載内容

コントローラーをまわして
、ローカル検索メニューで検索

履歴を前面にして、押して 確定し
ます。

訂正内容

コントローラーをまわして
、ローカル検索メニューで以前に

検索したものを選択して、押して
確定します。

検索履歴

補足内容

検索結果は以下にも利用することができます。

ナビのルート案内を開く： コントローラーをまわして 、ルート案
内を選択し、押して 確定します。

選択した施設を目的地に設定できます。

ストリートビューを表示する： コントローラーをまわして
、 を選択し、押して 確定します。

選択した施設が ストリートビューで表示されます。

パノラミオを表示する： コントローラーをまわして 、
を選択し、押して 確定します。

選択した施設のに関連する パノラミオが表示されます。

目的地のダウンロード

ステップ サーバーから目的地をダウンロードする

記載内容

施設 ﾙｰﾄ情報取得を選択し、押して
確定します。

訂正内容

のダウンロードを選択し、押して
確定します。
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ステップ 目的地を使用する

補足内容

ストリートビューを表示する

コントローラーをまわして 、 を選択し、押し
て 確定します。

選択した施設が ストリートビューで表示されます。

パノラミオを表示する

コントローラーをまわして 、 を選択し、押
して 確定します。

天気

天気表示のオン オフを切り替える

記載内容

現在の天気予報に戻る：押して 、天
気状況を確定します。

訂正内容

週間天気を表示する：現在を確定して
から、 日間を確定します。

現在の天気予報に戻る： 日間を確定
してから、現在を確定します。

記載内容

コントローラーをまわして
、情報チャートの詳細を選択し、

押して 確定します。

訂正内容

週間天気を表示する：現在を確定して
から、情報を確定します。

現在の天気予報に戻る：情報を確定し
てから現在を確定します。

追加情報を表示する
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場所を選択する

概要

記載内容

天気予報で以下のオプションを選択する
ことができます。

現在の車両位置

ウインタースポーツのエリア

世界中のあらゆる場所

訂正内容

天気予報で以下のオプションを選択する
ことができます。

現在の車両位置

ウインタースポーツのエリア

目的地または指定した住所

あらかじめプリセットした場所

オプション ：については、下記に読み換えてください。

オプション ：情報チャートで場所を選択する

コントローラーをまわして 、情報チャートの場所を選択し、押し
て 確定します。

メニューが表示されます。

現在の車両位置を選択する：押して 、現在地を確定します。

目的地を選択する：メニューで目的地を選択し、押して 確定します。
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ウインタースポーツのエリアを選択する：メニューでスキー場を選択し、押して
確定します。

利用可能なウインタースポーツのエリアが表示されます。

ウインタースポーツのエリアを確定してから、スキー場を確定します。

情報チャートが以下の情報などを表示します。

リフト運転

雪の状態

気温

場所を選択する： コントローラーをまわして 、メニューで住所周
辺を選択し、押して 確定します。

場所を入力する：場所を入力を選択し、押して 確定します。

入力メニューが表示されます。

または

履歴から場所を選択する：最近検索した場所を選択し、押して 確定します。

ローカル検索などで検索した住所が表示されます。

表示したい住所を選択し、押して 確定します。
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文字バーで使用する文字設定を変更する： コントローラーをスライドし
てから 、まわして 、文字を強調し、押して 確定します。

使用可能な文字設定のリストが表示されます。

希望の文字設定を選択し、押して 確定します。

検索エリアを入力します。文字入力の説明は、 文字入力 にあります。

検索エリアが入力されると情報チャートは天気予報を一緒に表示されます。

項目 例

郵便番号

都市 東京都

住所 千代田区霞が関

空港コード （東京 成田空港）

天気図

天気図を呼び出す

記載内容

コントローラーをまわして
、情報チャートで地図を選択し、

押して 確定します。

の縮尺で地図が表示されます。

訂正内容

コントローラーをまわして
、情報チャートで地図を選択し、

押して 確定します。

の縮尺で地図が表示され
ます。
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メモリー機能

メモリーから場所を選択する

記載内容

天気のメモリーから： コ
ントローラーをまわして 、情報
チャートで各地の天気を選択し、押し
て 確定します。

訂正内容

天気のメモリーから： コ
ントローラーをまわして 、情報
チャートで場所を選択し、押して
確定します。

の追加事項です。

オプション

概要

システムはオンライン接続によってニュースを表示したり、駐車場を検
索することができます。

ニュースを表示する

コントローラーをスライドしてから 、まわして 、基本機能バー
でインターネットのアイコンを選択し、押して 確定します。

カルーセルビュー（マルチウインドウ）が表示されます。

コントローラーをまわして 、 のパネルを前面にし、
押して 確定します。

メニューが表示されます。

ニュースを選択し、押して 確定します。



デジタル版取扱説明書の訂正事項
デ
ジ
タ
ル
版
取
取
扱
説
明
書
の
訂
正
事
項

ニュースのカテゴリーを選択する

ニュースでは以下のカテゴリーを表示することができます。

トップニュース

国内のニュース

海外のニュース

スポーツ

ビジネス

政治

テクノロジー

エンターテイメント

サイエンス

健康

ニュースのカテゴリーを表示する： コントローラーをまわして 、
好みのカテゴリーを選択し、押して 確定します。

記事を表示する：好みのカテゴリーを選択します。

コントローラーをまわして 、好みの記事を選択し、押して 確定
します。

メールで記事を送る： システムのオンライン接続によって、ニュースを送
信することができます。

好みのニュースを表示します。

コントローラーをスライドして 、リストマークを選択し、押して
確定します。

ﾒｰﾙで記事を送るを選択し、押して 確定します。

メールを送信する前に設定でメールアドレスを設定してください。
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メールアドレスを入力します。

メールアドレスを入力した後に、 コントローラーをまわして、 を
選します。

メールが送信されます。

カテゴリーを移動する

ニュースのカテゴリーを移動することができます。

移動したいニュースのカテゴリーを選択します。

コントローラーをスライドし 、押して 確定します。

カテゴリー移動を選択し、押して 確定します。

ひとつ上またはひとつ下を選択し、好みの位置に移動します。

ニュースの設定

ニュースでは以下の設定をすることができます。

地域

言語

送信先のメールアドレス

設定する： コントローラーをまわして 、設定したい項目を選択し、
押して 選択します。
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コントローラーをスライドして リストマークを選択し、押して
確定します。

設定を選択し、押して 確定します。

コントローラーをまわして 、希望の設定を選択し、押して 確定
します。

駐車場を検索する

コントローラーをスライドしてから 、まわして 、基本機能バー
でインターネットのアイコンを選択し、押して 確定します。

カルーセルビュー（マルチウインドウ）が表示されます。

コントローラーをまわして 、 のパネルを前面にし、
押して 確定します。

メルセデス・ベンツ アプリケーションメニューが表示されます。

駐車場検索を選択し、押して 確定します。

以下の駐車場を検索することができます。

現在地付近

目的地周辺

別の場所

現在地付近または目的地周辺の駐車場を検索する： コントローラーをま
わして 、現在地付近または目的地周辺を選択し、押して 確定します。

好みの場所の駐車場を検索する： コントローラーをまわして 、別
の場所を選択し、押して 確定します。

場所を入力する：場所を入力を選択し、押して 選択します。

検索したい場所を入力し、押して 選択します。

履歴から入力する： コントローラーをまわして 、最近検索したも
のを選択し、押して 確定します。
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または

コントローラーをまわして 、別の場所を選択し、押して 確定し
ます。

最近検索した場所を選択し、押して 選択します。

検索したい場所を入力し、押して 選択します。

検索結果が表示されます。

お気に入りの駐車場を呼び出す： コントローラーをまわして 、お
気に入りを選択し、押して 確定します。

お気に入りに登録された駐車場が呼び出されます。

駐車場の種別を絞り込む

検索結果が表示されているときに、 コントローラーをスライドして
リストマークを選択し、押して 確定します。該当する駐車場の種別が表示され
ます。

希望の駐車場種別にのみチェックマーク を入れます。

再度、駐車場検索を行ないます。

検索結果を使用する

駐車場検索で以下のオプションを選択することができます。

詳細

ルート案内

発信

インポート

お気に入りに追加
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詳細画面を表示する： コントローラーを押して 、詳細を確定します。

選択した駐車場の住所や電話番号などが表示されます。

ナビのルート案内を開く： コントローラーをまわして 、ルート案
内を選択し、押して 確定します。

選択した駐車場を目的地に設定できます。

電話を発信する： コントローラーをまわして 、発信を選択し、押
して 確定します。

選択した駐車場に電話を発信します。

ストリートビューを表示する： コントローラーをまわして
、 を選択し、押して 確定します。

選択した駐車場が ストリートビューで表示されます。

アドレス帳にインポートする： コントローラーまわして 、ｲﾝﾎﾟｰﾄ
を選択し、押して 確定します。

選択した駐車場のデータがアドレス帳にインポートされます。

お気に入りに追加する： コントローラーを押して 、お気に入りに追
加を確定します。

選択した駐車場がお気に入りに追加されます。

ローカル検索のオプションを選択する

記載内容

コントローラーをまわして
、オプションメニューでローカル

検索を選択し、押して 確定します。

訂正内容

ローカル検索の検索場所、または検
索条件選択画面で、 コン
トローラーをスライドして リス
トマークを選択し、押して 確定し
ます。

ローカル検索のオプション画面が表示
されます。
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記載内容

以下の設定をすることができます。

現在地

現在の目的地（目的地が入力されてい
る場合のみ使用可能）

メモリー（既項目が作成されている場
合のみ使用可能）

コントローラーをまわして
、オプションメニューで天気を選

択し、押して 確定します。

メニューは現在の設定を表示します。

訂正内容

以下の設定をすることができます。

現在地

現在の地域

プリセット

天気情報画面で、右下のリストマーク
を選択し、押して 確定します。

天気表示のオプション画面が表示され
ます。

初期設定の場所を設定する

記載内容

コントローラーをまわして
、オプションメニューで天気を選

択し、押して 確定します。

訂正内容

天気情報画面で、右下のリストマーク
を選択し、押して 確定します。

天気表示のオプション画面が表示され
ます。

地図表示の天気データを選択する

天気表示のオプションを選択する

初期設定の画面を設定する

記載内容

コントローラーをまわして
、オプションメニューで天気を選

択し、押して 確定します。

訂正内容

天気情報画面で、右下のリストマーク
を選択し、押して 確定します。

天気表示のオプション画面が表示され
ます。
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補足内容

検索履歴を削除する

コントローラーをまわして 、以前に検索した都市名を選択し、押
して 確定します。

検索履歴を本当に削除したいかどうかを問う確認が表示されます。

はいまたはいいえを選択し、押して 確定します。

はいを選択すると、検索履歴が削除されます。

いいえを選択すると、処理が中止されます。

目的地のダウンロードの設定オプション

ダウンロード用 を指定する

記載内容

コントローラーをスライド
して 、オプションメニューで施
設 ﾙｰﾄ情報取得を選択し、押して
確定します。

訂正内容

コントローラーをスライ
ドして 、オプションメニューで
のダウンロードを選択し、押して
確定します。
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記載内容

コントローラーを押します
。

ウェブサイトが呼び出されます。デー
タ通信＜ ＞に接続し
ますというメッセージが表示されます。

訂正内容

コントローラーを押します
。

コントローラーを押して
、 を確定します。

ウェブサイトが呼び出されます。

インターネット

ウェブサイトを呼び出す

オプション ：ウェブアドレスを入力する

記載内容

カルーセルビュー（マルチウインドウ）
で、 コントローラーをまわす
か 、スライドして 、

（インターネット お気に入
り）を前面にして、押して 確定し
ます。

訂正内容

カルーセルビュー（マルチウインドウ）
で、 コントローラーをまわす
か 、スライドして 、お気に
入りを前面にして、押して 確定し
ます。

オプション ：お気に入りを選択する

お気に入り

お気に入りを作成する

記載内容

オプション ：カルーセルビュー（マル
チウインドウ）に作成する

コントローラーをまわして
、 （インター

ネット お気に入り）パネルを前面にし
て、押して 確定します。

訂正内容

オプション ：カルーセルビュー（マル
チウインドウ）に作成する

コントローラーをまわして
、お気に入りパネルを前面にし

て、押して 確定します。
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記載内容

機能スイッチを押します。

ラジオモードが前回オンだった場
合は、ラジオの画面が表示されます。
そうでなければ、オーディオメニュー
を使用してラジオモードをオンにして
ください。

訂正内容

機能スイッチを押します。

ラジオモードが前回オンだった場合
は、ラジオの画面が表示されます。そ
うでなければ、オーディオメニューを
使用してラジオモードをオンにしてく
ださい。

オーディオ

ラジオモード

ラジオモードへの切り替え

機能スイッチでオンにする

周波数を手動で入力して放送局を設定する

補足内容

以下の記載は、日本仕様には該当しません。

または の周波数バンドで周波数域から外れた周波数を入力すると、
システムは次に低い周波数を設定します。

放送局の設定

放送局サーチ機能を使用して放送局を設定する

記載内容

オプション ：ラジオ表示のディスプ
レイ 選択ウインドウが作動している
間に、 コントローラーをま
わすか 、またはスライドします

。

オプション ： または スイッ
チを押します。

訂正内容

オプション ：ラジオの表示 選
択ウインドウが作動している間に、

コントローラーをスライド
して保持します 。

オプション ： または スイッ
チを押して保持します。
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記載内容

ディスク、メモリーカード、ミュージッ
クレジスター、 メモリーまたはメ
ディアインターフェースを選択し、押
して 確定します。

希望のオーディオソースに切り替わり
ます。

訂正内容

ディスク、メモリーカード、ミュージッ
クレジスター、 メモリーまたはメ
ディアインターフェース、
オーディオを選択し、押して 確定
します。

希望のオーディオソースに切り替わり
ます。

音楽 オーディオおよび モード

音楽 オーディオまたは モードへの切り替え

オプション

記載内容

押して 、録音を確定します。

ミュージックレジスターが表示され
ます。

訂正内容

音楽 モードで コント
ローラーをスライドしてから 、ま
わして 、録音を選択し、押して
確定します。

ミュージックレジスター

音楽ファイルのインポート

ステップ ：音楽 モードへ切り替える

オーディオの操作

オーディオデバイスの接続

オーディオ機器を再接続する

記載内容

オーディオ認証されていま
せん。というメッセージが表示された場
合、 オーディオ機器を接続す
るための つのオプションがあります。

訂正内容

オーディオ接続されていま
せん。というメッセージが表示された場
合、 オーディオ機器を接続す
るための つのオプションがあります。
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オーディオ モード

オーディオ モードに切り替える

補足内容

以下の記載は、日本仕様には該当しません。

機能スイッチでオンにする

映像

基本設定

明るさ、コントラスト、色合いを調整する

記載内容

コントローラーをまわして
、ﾃﾚﾋﾞ、 ビデオまたは

を選択し、押して 確定します。

メニューが表示されます。

訂正内容

コントローラーをまわして
、ﾃﾚﾋﾞ 、ﾃﾚﾋﾞ 、 または

外部入力を選択し、押して 確定し
ます。

メニューが表示されます。

記載内容

コントローラーをまわして
、ﾃﾚﾋﾞ、 ビデオまたは

を選択し、押して 確定します。

メニューが表示されます。

オート、 ： 表示、 ： 表示、ま
たはワイドスクリーンを選択し、押し
て 確定します。

項目の前のドットは現在選択されてい
る形式を示します。

訂正内容

コントローラーをまわして
、ﾃﾚﾋﾞ 、ﾃﾚﾋﾞ 、 または

外部入力を選択し、押して 確定し
ます。

メニューが表示されます。

オート（テレビのみ）、 ： 表示、 ：
表示、またはワイドスクリーンを選
択し、押して 確定します。

項目の前のドットは現在選択されてい
る形式を示します。

画面形式を変更する
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記載内容

音声言語の選択

オーディオ設定および 追加オプショ
ン メニューで音声言語を選択するこ
とができます。

訂正内容

音声言語の選択

言語と字幕の 音声言語 メニューで
音声言語を選択することができます。

テレビモード

概要

テレビ機能

テレビチャンネルの選択

補足内容

以下の記載は、現在は使用できません。

チャンネルを入力してのチャンネルの選択

記載内容

以下のサービス

機能が解除している：チャンネルは変更
されません。これは例えば、重なってい
る受信地域で車両を運転している場合な
ど有効です。チャンネル間で後や前に頻
繁に切り替わることを避けます。

チャンネルを手動で登録する場合は、チャ
ンネルプリセットにはインジケーター
が含まれます。

以下の場合、 インジケーターがテレ
ビ映像に表示されます。

機能が解除されている

過去に手動で登録され、インジケー
ターを含むチャンネルプリセットから
チャンネルを選択した

以下のサービスを選択し、押して
確定します。

以前の選択によって、機能のオン
またはオフ□を切り替えます。

訂正内容

自動切換え

機能が解除している：チャンネルは変更
されません。これは例えば、重なってい
る受信地域で車両を運転している場合な
どに有効です。チャンネル間で後や前に
頻繁に切り替わることを避けることがで
きます。

チャンネルを手動で登録することはでき
ません。

機能が解除されている場合は、 イ
ンジケーターがテレビ映像に表示され
ます。

自動切換えを選択し、押して 確定
します。

以前の選択によって、機能のオン
またはオフ □を切り替えます。
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記載内容

前のコンテンツのページに戻る

コンテンツのページを表示させて、
コントローラーをまわして

、メニューバーでページアップを
選択し、押して 確定します。

訂正内容

前のコンテンツのページに戻る

コンテンツのページを表示させて、
コントローラーをまわして

、メニューバーで上のページを選
択し、押して 確定します。

データの受信

データの内容を表示する

記載内容

音声言語の選択

と同期または使用可能な音
声言語の つを選択します。

と同期は、 シス
テムに現在設定されているシステム言
語を選択します。設定をオン また
はオフ□ に切り替えます。

英語のような使用可能な音声言語の
つを選択した場合は、この設定は
現在の番組で使用されます。同様に

と同期が作動している場合
は、この設定は以下の番組で使用され
ます。

テロップの選択

テロップを選択し、押して 確定し
ます。

訂正内容

音声言語の選択

の言語と連動または使用可能
な音声言語の つを選択します。

の言語と連動は、
システムに現在設定されているシステ
ム言語を選択します。設定をオン
またはオフ □に切り替えます。

英語のような使用可能な音声言語の
つを選択した場合は、この設定は
現在の番組で使用されます。同様に

の言語と連動が作動してい
る場合は、この設定は以下の番組で使
用されます。

テロップの選択

文字ｽｰﾊﾟｰを選択し、押して 確定し
ます。

言語、字幕およびテロップの選択

その他の機能

その他の機能 メニュー

記載内容

メニューを終了する： 中止を選択し、
押して 確定します。

訂正内容

メニューを終了する： 閉じるを選択
し、押して 確定します。
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記載内容

コントローラーをまわして
、タイトルサーチを選択し、押し

て 確定します。

訂正内容

コントローラーをまわして
、タイトル選択を選択し、押して
確定します。

ビデオモード

映像 タイトルの選択

ビデオ 操作

ビデオ モードに切り替える

補足内容

以下の項目は、日本仕様には該当しません。

メディアインターフェースモードが選択されるまで、 機能スイッチを繰り返
し押します。

記載内容

反 時 計 回 り に 画 像 を ま わ す：
コントローラーをまわして

、反時計回りを選択し、押して
確定します。

画像を拡大する： コントロー
ラーをまわして 、ｽﾞｰﾑを選択し、
押して 確定します。

訂正内容

反 時 計 回 り に 画 像 を ま わ す：
コントローラーをまわして

、左回転を選択し、押して 確
定します。

画像を拡大する： コントロー
ラーをまわして 、拡大を選択し、
押して 確定します。

画像ビューワー

画像を表示する
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どちらの場合も、 スイッ
チを使用して、テレビまたは ビ
デオを選択し、 スイッチを押して
確定します。

スイッチを使用して明るさ、
コントラスト、または色合いを選択し、
スイッチを押して確定します。

調整スケールが表示されます。

訂正内容

どちらの場合も、 スイッ
チを使用して、テレビ 、テレビ ま
たは ビデオを選択し、 スイッ
チを押して確定します。

スイッチを使用して明るさ、
コントラスト、またはカラーを選択し、
スイッチを押して確定します。

調整スケールが表示されます。

基本機能

画質の設定

明るさ、コントラスト、色合いを調整する

記載内容

スイッチを使用してテ
レビまたは ビデオを選択し、
スイッチを押して確定します。

メニュー項目 表示、 表示ま
たはワイドスクリーンの つ前にある
ドットは、現在選択されているフォー
マットを示しています。

訂正内容

スイッチを使用してテ
レビ 、テレビ または ビデオ
を選択し、 スイッチを押して確定
します。

メニュー項目オート、 表示、
表示またはワイドスクリーンの つ
前にあるドットは、現在選択されてい
るフォーマットを示しています。

画面形式を変更する

リアエンターテインメント

概要

リモコン

ディスプレイのオン オフを切り替える

記載内容

イグニッションがオンのときにのみ、
リモコンを使用してディスプレイをオ
ンにできます。

訂正内容

イグニッション位置に関わらず、リ
モコンを使用してディスプレイをオン
にできます。
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システムの設定

表示言語を選択する

記載内容

スイッチを使用して、設定を選
択し、押して 確定します。

訂正内容

スイッチを使用して、システム
を選択し、 スイッチを押して確定
します。

ディスプレイデザインの変更

記載内容

スイッチを使用して、設定を選
択し、押して 確定します。

スイッチを使用して昼画面
設定、夜画面設定またはオートを選択
し、 スイッチを押して確定します。

ドットは現在の設定を示します。

デザイン 意味

昼画面設定 ディスプレイは常に昼
デザインに設定され
ます。

夜画面設定 ディスプレイは常に夜
デザインに設定され
ます。

オート ディスプレイがメー
ターパネルの照明に応
じて変わります。

訂正内容

スイッチを使用して、システム
を選択し、 スイッチを押して確定
します。

スイッチを使用して昼画面
設定、夜画面設定またはオートを選択
し、 スイッチを押して確定します。

ドットは現在の設定を示します。

デザイン 意味

昼画面設定 ディスプレイは常に昼
デザインに設定され
ます。

夜画面設定 ディスプレイは常に夜
デザインに設定され
ます。

オート ディスプレイが周囲の
明るさに応じて変わり
ます。

記載内容

スイッチを使用して、設定を選
択し、押して 確定します。

訂正内容

スイッチを使用して、システム
を選択し、 スイッチを押して確定
します。

照度設定アイコン
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記載内容

リモコンの スイッチを
使用して、曲（音楽 オーディ
オモード）またはフォルダ（ モー
ド）を選択し、 スイッチを押して
確定します。

訂正内容

リモコンの スイッチ
を使用して、トラックリスト（音楽
）、トラック（ オーディオモー

ド）またはフォルダ（ モード）
を選択し、 スイッチを押して確定
します。

音楽 オーディオおよび モード

トラックの選択

トラックリストにより選択する

テレビモード

テレビチャンネルの選択

コントロールメニューを使用してチャンネルを選択する

記載内容

表示 選択ウインドウがオンになっ
ている間に、リモコンの また
は スイッチを押します。

または

または スイッチを押します。

アルファベット順のチャンネルリスト
から、前または次のチャンネルが選択
されます。

訂正内容

全画面表示で、リモコンの また
は スイッチを押します。

または

または スイッチを押し
ます。

数字順のチャンネルリストから、前ま
たは次のチャンネルが選択されます。

補足内容

以下の記載は、現在は使用できません。

チャンネル番号を入力してチャンネルを選択する
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記載内容

シーンサーチを選択して、 スイッ
チを押して確定します。

訂正内容

チャプター選択を選択して、 スイッ
チを押して確定します。

ビデオモード

シーン チャプターの選択

シーン チャプターを直接選択する

記載内容

タイトルサーチを選択して、 スイッ
チを押して確定します。

選択リストを呼び出す： スイッチ
を押します。

映像 トラックを選択します。

訂正内容

タイトル選択を選択して、 スイッ
チを押して確定します。

選択リストを呼び出す： スイッチ
を押します。

スイッチを使用して選択し、
スイッチを押して確定します。

映像 タイトルの選択

データの受信を設定する

データ放送のメニュー項目を選択する

記載内容

色を選択する： スイッチを
使用して、赤、緑、黄または青を選択し、
押して 確定します。

選択した色の項目が表示されます。

訂正内容

色を選択する：リモコンの赤、緑、黄、
青スイッチを押します。

選択した色の項目が表示されます。

文字放送

補足内容

仕様により、文字放送の機能はありません。
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メニュー

メニューを呼び出す

記載内容

メニューを選択し、 スイッチを押
して確定します。

メニューが表示されます。

訂正内容

メニューを選択し、 スイッチ
を押して確定します。

メニューが表示されます。

記載内容

サブタイトルまたはカメラアングルを
選択して、 スイッチを押して確定
します。

どちらの場合にも、数秒後にメニュー
が表示されます。項目の前にあるドッ
ト は現在の設定を示しています。

訂正内容

字幕言語またはアングルを選択して、
スイッチを押して確定します。

どちらの場合にも、数秒後にメニュー
が表示されます。項目の前にあるドッ
ト は現在の設定を示しています。

字幕とカメラアングル

外部入力モード

外部入力モードに切り替える

ドライブ外部入力端子

記載内容

外部ディスクドライブを選択して、
スイッチを押して確定します。

外部映像機器を ドライブに
接続して再生すると、外部映像機器の
映像を視聴できます。接続した外部入
力機器から映像が視聴できない場合
は、オーディオメニューをご覧くだ
さい。

訂正内容

プレーヤー接続機器を選択して、
スイッチを押して確定します。

外部映像機器を ドライブに
接続して再生すると、外部映像機器の
映像を視聴できます。接続した外部
入力機器から映像が視聴できない場
合は、オーディオメニューをご覧くだ
さい。
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収納と機能
収納エリア

スキーバッグ

スキーバッグを開き、スキーを積載する

記載内容 訂正内容

ロック解除ボタン①を押します。

カバーが下方に開きます。

ロック解除スイッチ①を押し下げ
ます。

カバーが下方に開きます。
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スキーバッグを取り外す

記載内容 訂正内容

ロック解除ボタン①を押します。

カバー②が下に倒れます。

キャッチ③を内側に押し、スキーバッ
グを含むフレーム④を引き出します。

カバー①のロック解除スイッチを押し
下げます。

カバーが開きます。

ロック解除タブ②を引きます。

スキーバッグがフレーム③ごと外れ
ます。

後席のスルーローディング

記載内容 訂正内容

解除キャッチ①を押します。

カバーが下方に開きます。

ロック解除スイッチ①を押し下げ
ます。

カバーが下方に開きます。
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リアシートの スルーローディング（ステーションワゴン）

リアシートのバックレストを前方に倒す

記載内容 訂正内容

ラゲッジルーム①後部またはバックレ
スト②付近の側面にある左側また右
側のリリースハンドルを手間に引き
ます。

リリースハンドルを引いた側バックレ
ストが、前方に倒れます。

ラゲッジルーム後部左右①またはバッ
クレスト左右端部付近②にあるロック
解除ハンドルを引きます

ロック解除ハンドルを引いた側のバッ
クレストが前方に倒れます。

ラゲッジルームカバー

一体型ラゲッジカバーとネットの取り付けと取り外し

記載内容 訂正内容

取り外す：スイッチ②を押します。

シートバックレストを前方に倒した状
態でラゲッジルームカバーとネットの
左側を前方に動かした後、シートバッ
クレストを起こしてから後方に引き
ます。

まず、一体型ラゲッジカバーとネット
を左側のフック①から外してから、右
側の固定部③から外します。

取り外す：左右リアシートのバックレ
ストを倒します。

スイッチ②を押します。

ネット一体式ラゲッジルームカバーの
左側を前方に動かした後、後方に引き、
左側の固定部①から外します。

ネット一体式ラゲッジカバーを右側の
固定部③から外します。

テールゲートシルプロテクター（ステーションワゴン）

記載内容 訂正内容

テールゲートを閉じます。 フロアボードを閉じます。
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機能

カップホルダー

センターコンソールのカップホルダーの取り付け 取り外し

補足内容

取り外し

適切な工具を使用して、ラグ③が見えるようになるまで助手席側の溝②を慎重に
こじ開けます。

カップホルダーを停止するまで上方に少し引きます。

適切な工具を使用して、運転席側①の溝を慎重にこじ開けます。同時に、カップ
ホルダーを停止するまで上方に軽く引きます。

運転席側①および助手席側②の溝を交互にこじ開けます。取り出されるまでカッ
プホルダーを持ち上げます。

取り付け

カップホルダーの左右の溝②を側面の突起③へ差し込みます。カップホルダー①
の上部の角が前方を向くようにカップホルダーを差し込みます。

助手席側が固定されるまでカップホルダーを下方に押します。
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電動ブラインド（リアウインドウ）（セダン）

電動ブラインドの展開 格納

記載内容 訂正内容

停止する：スイッチ①を再度軽く押し
ます。

電動ブラインドが少し停止し、使用外
の位置に格納します。

停止する：スイッチ①を再度軽く押し
ます。

電動ブラインドが少し停止し、操作前
の位置に移動します。

メンテナンスおよび手入れ
エンジンルーム

エンジンオイル

エンジンオイルの追加

記載内容 訂正内容

サービスシステム装備車両のために
承認されているエンジンオイルとオ
イルフィルターのみを使用してくだ
さい。サービスプロダクトに関するメ
ルセデス・ベンツの仕様に適合するた
めにテストされ、承認されたエンジン
オイルとオイルフィルターのリストは
メルセデス・ベンツ指定サービス工場
で入手できます。

承認されているエンジンオイルとオ
イルフィルターのみを使用してくだ
さい。メルセデス・ベンツの仕様に適
合するためにテストされ、承認された
エンジンオイルとオイルフィルターの
リストはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で入手できます。
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サービス

メンテナンスインジケーター

メンテナンスメッセージ

記載内容 訂正内容

マルチファンクションディスプレイに以
下のようなメンテナンスメッセージが数
秒間表示されます。

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ｱﾄ ﾆﾁ

マルチファンクションディスプレイに以
下のようなメンテナンスメッセージが数
秒間表示されます。

次のﾒﾝﾃﾅﾝｽ あと 日です

手入れ

洗車と塗装の清掃

自動洗車機

記載内容 訂正内容

けん引装置付きの洗車機では、オー
トマチック車の場合シフトポジション
を にしてください。車両が損傷す
るおそれがあります。

キーレスゴー非装備車：

エンジンスイッチからキーを抜か
ないでください。エンジンを停止し
ているときは、運転席ドアまたは
助手席ドアを開かないでください。
オートマチックトランスミッション
が自動的に にシフトされ、ホイー
ルがロックします。オートマチック
トランスミッションをシフトポジ
ション にすることにより、ホイー
ルのロックを防ぐことができます。

キーレスゴー装備車：

エンジンを停止しているときは、運
転席ドアまたは助手席ドアを開か
ないでください。オートマチックト
ランスミッションが自動的に に
シフトされ、ホイールがロックし
ます。

けん引装置付きの洗車機では、以下
に従ってシフトポジションを にし
てください。車両が損傷するおそれが
あります。

キーレスゴー装備車両ではキーレス
ゴースイッチを使用せずに、エンジ
ンスイッチにキーを差し込みます。

エンジンスイッチのキーを の位
置にまわし、シフトポジションを
にします。

キーをエンジンスイッチから抜か
ないようにします。
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車両部品の清掃

パーキングアシストリアビューカメラの清掃

記載内容 訂正内容

パーキングアシストリアビューカメラ
のカバーを開く： システム
を起動させて、 スイッチを押し
ます。

パーキングアシストリアビューカメ
ラにはカバーはありません。

万一のとき
車載品の収納場所

停止表示板

停止表示板の取り外し

記載内容 訂正内容

セダン：トランクリッドを開きます。

停止表示板ホルダー①を矢印の方向
に上に押し、開いて停止表示板を取
り外します。

セダン：トランクリッドを開きます。

停止表示板ホルダー①を矢印の方向
に下に押し、開いて停止表示板を取
り外します。

車載工具キット

全体的な注意事項

記載内容 訂正内容

国による仕様により、車両にはタイ
ヤ交換工具は装備されていません。
車輪交換用ツールの中にはその車両
専用のものも含まれています。車両
の車輪交換を行なうために必要な工
具についてのさらなる情報は、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場に
お問い合わせください。

国による仕様の違いとは別に、一部
の車両にはタイヤ交換工具キットは
装備されていません。タイヤ交換用
ツールの中にはその車両専用のもの
も含まれています。車両の車輪交換
を行なうために必要な工具について
のさらなる情報は、メルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場にお問い合わ
せください。
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パンク

車両の準備

記載内容 訂正内容

マティックサスペンション装備車：
ノーマル レベルが選択されている
ことを確認します。

キーレスゴー装備車：運転席ドアを開
きます。

マルチファンクションディスプレイに
は、 が表示されます。キーを抜いた
ときと同様です。

マティックサスペンション装備
車：標準の車高が選択されていること
を確認します。

キーレスゴーを使用しているとき：運
転席ドアを開きます。

車両の電気装備が、キーを抜いたこと
と同様の、 の状態になります。

けん引およびけん引始動

重要な安全上の注意事項

記載内容 訂正内容

キーレスゴー装備車のけん引を行な
う時は、エンジンスイッチを使用せず
にキーを操作します。オートマチック
車の場合は、運転席ドアまたは助手席
ドアを開くとシフトポジションが に
なり、トランスミッションを損傷する
おそれがあります。

けん引するときは、運転席ドアまた
は助手席ドアを開いたときにシフトポ
ジションが にならないように、以下
の手順を行なってください。万一、走
行中にシフトポジションが になる
と、トランスミッションを損傷するお
それがあります。

キーレスゴー装備車両ではキーレス
ゴースイッチを使用せずに、エンジ
ンスイッチにキーを差し込みます。

エンジンスイッチのキーを の位
置にまわし、シフトポジションを
にします。

キーをエンジンスイッチから抜か
ないようにします。
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両アクスルを接地させて車両をけん引する

記載内容 訂正内容

運転席または助手席ドアを開いたとき、
またはエンジンスイッチからキーを取り
外したときは、オートマチックトランス
ミッションは自動的にポジション にシ
フトします。車両をけん引するときに、
オートマチックトランスミッションをポ
ジション のままにするためには、以下
の点に従わなければなりません。

停車していることを確認し、エンジン
スイッチのキーを の位置にします。

イグニッション位置によっては運転席ま
たは助手席ドアを開いたとき、またはエ
ンジンスイッチからキーを取り外したと
きに、オートマチックトランスミッショ
ンが自動的にポジション にシフトし
ます。

車両をけん引するときに、オートマチッ
クトランスミッションをポジション の
ままにするためには、以下に従わなけれ
ばなりません。

ヒューズ

ヒューズを交換する前に

記載内容 訂正内容

ヒューズは、以下のヒューズボックス内
にあります。

進行方向に見たときの車両のエンジン
ルーム内左側のヒューズボックス

進行方向に見たときの車両のトラン
ク ラゲッジルーム内右側のヒューズ
ボックス

ヒューズは、以下のヒューズボックス内
にあります。

エンジンルーム内運転席側のヒューズ
ボックス

進行方向に見たときのトランク ラ
ゲッジルーム内右側のヒューズボッ
クス

エンジンルーム内のヒューズボックス

記載内容 訂正内容

開く：ホース②をガイドから取り出し
ます。

ホース②を片側に動かします。そのた
めには、接続部分③の後方にホースを
通します。

開く：左ハンドル車両ではホース②を
ガイドから取り出します。

ホース②を接続部分③の前方に寄せ
ます。（左ハンドル車両のみ）
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ホイールとタイヤ
タイヤ空気圧

タイヤ空気圧警告システム

タイヤ空気圧警告システムを再起動する

記載内容 訂正内容

スイッチを押します。

マルチファンクションディスプレイに
ランフラットインジケーター作動
で再始動 というメッセージが表示さ
れます。

再起動を確定するには、以下の操作を行
なってください。

スイッチを押します。

マルチファンクションディスプレイに
タイヤ空気圧は正常ですか？ という
メッセージが表示されます。

または スイッチを押して、
はいを選択します。

スイッチを押します。

マルチファンクションディスプレイに
ランフラットインジケーター再始動
というメッセージが表示されます。

再起動をキャンセルするには、以下の操
作を行なってください。

タイヤ空気圧は正常ですか？ という
メッセージが表示されたときは、
または スイッチを押して、キャ
ンセルを選択します。

スイッチを押します。

マルチファンクションディスプレイに
タイヤ空気圧 警告システム オン
ボタンで再始動 というメッセージが
表示されます。

再起動を確定するには、以下の操作を行
なってください。

スイッチを押します。

マルチファンクションディスプレイ
にタイヤ空気圧 正常ですか？ という
メッセージが表示されます。

または スイッチを押して、
はいを選択します。

スイッチを押します。

マルチファンクションディスプレイに
タイヤ空気圧 警告システム 再始動し
ました というメッセージが表示され
ます。

再起動をキャンセルするには、以下の操
作を行なってください。

タイヤ空気圧 正常ですか？ という
メッセージが表示されたときは、
または スイッチを押して、キャ
ンセルを選択します。
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車輪の交換

車輪の取り付け

車両の準備

記載内容 訂正内容

マティックサスペンション装備車
両： ノーマル の車高が選択されてい
ることを確認してください。

キーレスゴー装備車：運転席ドアを開
きます。

マルチファンクションディスプレイに
は、 が表示されます。キーを抜いた
ときと同様です。

国による仕様の違いとは別に、車両
にはタイヤ交換工具は装備されてい
ません。タイヤ交換用ツールの中に
はその車両専用のものも含まれてい
ます。車両の車輪交換を行なうため
に必要な工具についてのさらなる情
報は、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場にお問い合わせください。

マティックサスペンション装備車
両：標準の車高が選択されていること
を確認してください

キーレスゴー装備車：運転席ドアを開
きます。

車両の電気装備が、キーを抜いたこと
と同様の、 の状態になります。

車種や仕様により、車両にはタイヤ
交換工具が装備されています。タイヤ
交換用ツールの中にはその車両専用
のものも含まれています。車両の車
輪交換を行なうために必要な工具に
ついてのさらなる情報は、メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場にお問い
合わせください。

応急用スペアタイヤ

全体的な注意事項

記載内容 訂正内容

ただし、応急用スペアタイヤは回転方向
とは逆に装着することができます。応急
用スペアタイヤに記載されている使用制
限時間と制限速度を守って正しく使用し
てください。

ただし、応急用スペアタイヤは回転方向
とは逆に装着することができます。応急
用スペアタイヤに記載されている制限速
度を守って正しく使用してください。
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サービスデータ

全車両（ 車両を除く）

記載内容 訂正内容

応急用ミニスペアタイヤ

タイヤ 軽 合 金 ア ル ミ ホ
イール

タイヤ空気圧：
（
）

　

を除く。

応急用ミニスペアタイヤ

タイヤ 軽 合 金 ア ル ミ ホ
イール

タイヤ空気圧：
（
）

　

サービスデータ
ビークルプレート

車台番号（ ）のあるビークルプレート

記載内容 訂正内容

フロント右側のドアを開きます。

ビークルプレート①が確認できます。

運転席ドアを開きます。

ビークルプレート①が確認できます。

運転席ドアを開きます。

ビークルプレート①が確認できます。



は の登録商標です。

※この取扱説明書の内容は、 年 月現在のものです。

発行物の詳細

インターネット

メルセデス・ベンツ車や
についての詳細情報については、以下
のウェブサイトに記載されています。

編集オフィス

の書面に
よる許可なく、本書のすべてまたは一
部を複写、翻訳または複製することは
できません。



環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。

総輸入元

メルセデス・ベンツ日本株式会社
〒 東京都港区六本木一丁目 番 号 六本木ファーストビル
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